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Chapter 1

はじめに

このドキュメントは、記載されているソフトウェアの QGISのオリジナルユーザーガイドです。本書に記
載されているソフトウェアおよびハードウェアは、ほとんどの場合、登録商標であり、したがって、法的
要件の対象となっています。QGISは、GNU一般公衆利用許諾契約書に従うものとします。QGISのホーム
ページ、http://www.qgis.orgに関する詳細な情報を検索。

このドキュメントの詳細,データ,結果等は著者と編集者の最善の知識と責任により記述され,検証されてい
ます.それにもかかわらず,内容に関して誤りがある可能性があります.

従って,すべてのデータは義務や保証を負うわけではありません. 著者,編集者ならびに出版者は,誤りとそ
こから生じる結果について,いかなる責任も負いません.誤りがあれば指摘をいただくことをいつでも歓迎
します.

この文書では、reStructuredTextのでタイプセットされています。それは http://www.qgis.org/en/docs/を経由
して、<https://github.com/qgis/QGIS-Documentation> _とオンライン HTMLや PDFなど githubのを経由し
ての reSTソースコードとして利用可能です。この文書の翻訳版は、同様に QGISプロジェクトのドキュメ
ンテーションエリアを経由していくつかの形式でダウンロードすることができます。この文書に貢献し、そ
れを翻訳について、http://qgis.org/en/site/getinvolved/index.htmlをご覧ください詳細については。

このドキュメントにおけるリンク

このドキュメントには内部リンクと外部リンクがあります. 外部リンクをクリックするとインターネットの
アドレスを開きますが,内部リンクをクリックするとこのドキュメント内を移動します. PDFフォームでは,
内部リンクは青色で表示され,外部リンクは赤色で表示され、いずれもシステムブラウザにより処理されま
す.HTMLフォームでは,内部,外部リンク双方ともブラウザは同様の表示と処理を行います.

ユーザ,インストールとコーディングガイドの著者と編集者:

Tara Athan Radim Blazek Godofredo Contreras Otto Dassau Martin Dobias
Peter Ersts Anne Ghisla Stephan Holl N. Horning Magnus Homann
Werner Macho Carson J.Q. Farmer Tyler Mitchell K. Koy Lars Luthman
Claudia A. Engel Brendan Morely David Willis Jrgen E. Fischer Marco Hugentobler
Larissa Junek Diethard Jansen Paolo Corti Gavin Macaulay Gary E. Sherman
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Chapter 2

記述ルール

このセクションではこのマニュアル全般にわたる統一した記述ルールについて列挙します.

2.1 GUI記述ルール

GUIの記述スタイルは GUIの外観をまねるように意図されています.一般的にこれの目的は non-hoverの
外観を利用することです,ですからユーザーは GUIの外観を見てマニュアルの操作手引きと同じようなも
のを見出せます.

• メニューオプション: レイヤ→ラスタレイヤの追加または設定→ツールバー→デジタイジング

• ツール: ラスターレイヤーを追加

• ボタン : [デフォルトとして保存]

• ダイアログボックスタイトル: レイヤプロパティ

• タブ: 一般情報

• チェックボックス: 描画

• ラジオボタン: Postgis SRID EPSG ID

• 数値選択:

• 文字選択:

• ファイルを閲覧:

• 色選択:

• スライダ:

• テキスト入力:

影はクリック可能な GUIコンポーネントを表します.

2.2 テキストやキーボードの記述ルール

また、このマニュアルには、テキスト、キーボードコマンドや、クラスやメソッドなど、さまざまなエン
ティティを、示すために、コーディングに関連するスタイルが含まれています。これらのスタイルは QGIS
内の任意のテキストまたはコードの実際の出現に対応していません。

• ハイパーリンク: http://qgis.org
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• キーボード押下の組み合わせ: press Ctrl+B, Ctrlキー押下とホールドと Bキーを同時に押すことを
意味します.

• ファイル名: lakes.shp

• クラス名: NewLayer

• メソッド: classFactory

• サーバ: myhost.de

• ユーザ入力テキスト: qgis --help

プログラムコードの行は固定幅フォントで表示されます

PROJCS["NAD_1927_Albers",
GEOGCS["GCS_North_American_1927",

2.3 プラットフォーム特有の操作方法

GUI シーケンスとテキストの少量は、インライン書式設定することができる：クリックし|nix| File
:menuselection:‘QGIS -> QGIS‘を閉じるために終了します。これは、Macintosh OS X プラットフォー

ムでは、終了し、最初の QGISメニューをクリックする必要がありながら、Linuxでは、UnixおよびWin-
dowsプラットフォーム上では、その後、終了、最初の [ファイル]メニューをクリックしなければならない
ことを示しています。

大量のテキストをリストとしてフォーマットされていてもいいです:

• これを実行します;

• あれを実行します

• 何か他のものを実行します

またはパラグラフとして:

Linux、Unix、Macintosh OSXプラットフォーム向けの解説です.文章中の解説手順に基づいて作業し
てください.

Windowsプラットフォーム向けの解説です.文章中の解説手順に基づいて作業してください.

ユーザーガイド中のスクリーンショットはいろいろなプラットフォームで作成されています.その時のプラッ
トフォームはプラットフォームの種別を示すアイコンが図のキャプションの最後に表示されます.
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Chapter 3

序文

地理情報システム (GIS)のすばらしい世界へようこそ!

QGIS is an Open Source Geographic Information System. The project was born in May of 2002 and was estab-
lished as a project on SourceForge in June of the same year. We’ve worked hard to make GIS software (which
is traditionally expensive proprietary software) a viable prospect for anyone with basic access to a personal com-
puter. QGIS currently runs on most Unix platforms, Windows, and OS X. QGIS is developed using the Qt toolkit
(https://www.qt.io) and C++. This means that QGIS feels snappy and has a pleasing, easy-to-use graphical user
interface (GUI).

QGISは GISの一般的は機能や特徴をそなえた使いやすいシステムになることをねらってます.プロジェク
トの最初の開発目標は GISデータの表示システムでした. QGIS はこの目標を達成し多くの人が日常的に
GISのデータを見ることができるようになりました. QGISは多くの種類のラスタデータとベクタデータを
サポートします.またプラグイン方式を利用することで新たなデータ形式に簡単に対応できます.

QGISは GNU General Public License (GPL)でリリースされています. QGISはこのライセンスで開発され
ているのであなたはソースコードを調べたり改造することができます.いつでも無料でGISプログラムにア
クセスでき,自由に改造できます.その場合 QGISのライセンスの全てを適用する必要があります. ライセン
スの詳細は Appendix GNU General Public Licenseを参照して下さい.

ちなみに: 最新版ドキュメンテーション
最新版のこのドキュメントは QGISウェッブサイト http://www.qgis.org/ja/docs/で参照できます
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Chapter 4

特徴

QGISは多くの GISに共通する機能を本体のコア機能と多くのプラグインで提供してます. ここでは簡潔に
6つのカテゴリーに分けて特徴とプラグインについて説明します.その後に組み込み Pythonコンソールに
ついて最初の説明があります.

4.1 データを見る

異なる形式,投影法のベクタ,ラスタデータを内部形式に変換することなくそのまま閲覧したりオーバーレ
イ表示することができます. 利用できるデータ形式は以下の通りです:

• PostGISや SpatiaLite、MSSQL Spatial、Oracle Spatialなどを使用して空間情報が利用可能になってい
るテーブルやビューを利用できます.ベクタフォーマットはインストールされた OGRライブラリに
よってサポートされ,ESRI shapeファイル,MapInfo,SDTS,GML,その他多くのものが利用できますベ
クタデータの操作のセクションを参照してください.

• GeoTiff, Erdas Img., ArcInfo Ascii Grid, JPEG, PNGのようなラスタとイメージ形式はインストールさ
れているGDAL(Geospatial Data Abstraction Library)ライブラリにサポートされています,詳しくはラ
スタデータの操作セクションを参照して下さい.

• GRASSデータベース (location/mapset)の GRASSラスタとベクタ. GRASS GISの統合参照.

• オンライン空間データはWMS, WMTS, WCS, WFS, WFS-Tのような OGC Webサービスとして提供
されます, OGCデータの操作を参照して下さい.

4.2 データの検索と表示地図の構成

フレンドリーな GUIによって地図の作成が出来,インタラクティブな空間データを検索することができま
す.GUIに含まれている数多くの便利なツールが利用可能です.例えば:

• QGISブラウザ

• オンザフライ再プロジェクション

• DBマネージャ

• マップコンポーザ

• 全体図パネル

• 空間ブックマーク

• 注記ツール

• 地物情報表示/地物選択

• 属性の編集/表示/検索

7



QGIS User Guide,リリース 2.14

• データに定義された機能のラベル

• データ定義のベクタとラスタシンボロジツール

• グリッドレイヤを使った地図帳の構成

• 地図のための北向き矢印スケールバーと著作権ラベル

• プロジェクトの保存と読み込みのサポート

4.3 データの作成、編集、管理と出力

ベクタとラスタのレイヤを作成,編集,管理して多くの形式でエキスポートすることができます. QGISはた
とえば以下のものを提供しています:

• OGRでサポートされる形式とグラスベクタレイヤ用のデジタイジングツール

• Shapefileと GRASSベクタレイヤの作成と編集機能

• イメージをジオコードするジオレファレンサプラグイン

• GPX形式に入出力したり、GPXを他の GPXフォーマットに変換したり、あるいは GPSユニットに
直接ダウンロード/アップロードするための GPSツール (Linux上では、usb: が GPS装置のリストに
追加されています)

• OpenStreetMapデータの可視化と編集のサポート

• DBマネージャプラグインを使った shapefileから空間データベースを作る機能

• 空間データベーステーブルの扱い改善

• ベクタ属性テーブルを管理するツール

• スクリーンショットをジオリファレンスされたイメージとして保存するオプション

• スタイルを出力する性能や,CADのような機能が備わったプラグインが強化された DXF出力ツール

4.4 データ解析

空間データベースやその他の OGRにサポートされているフォーマットを用いて空間データ解析を行うこと
が出来ます. QGISは現在,ベクタ分析,サンプリング,ジオプロセッシング,ジオメトリ,データベースマネジ
メントツールを提供しています.また 400以上のモジュールによる完全な GRASS機能を内蔵した,GRASS
ツールを用いることも出来ます ( GRASS GISの統合セクションを参照してください). あるいは,ネイティブ,
そして QGISから呼び出すことができる GDALや SAGA,GRASS,fToolsその他のようなサードパーティー
の強力な地理空間解析フレームワークを提供する,プロセッシングプラグインを用いることも出来ます (は
じめにセクションを参照してください).

4.5 インターネットへの地図公開

QGIS は WMS, WMTS, WMS-C または WFS と WFS-T クライアントとして利用できます, そして WMS
,WCSまたはWFSサーバ (セクションOGCデータの操作参照)として利用できます. 加えてUMN MapServer
または GeoServerがインストールされているウェッブサーバを使ってそれらのデータをインターネットに公
開できます.
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4.6 プラグインを利用した QGIS機能の拡張

QGISは拡張可能なプラグインアーキテクチャとプラグインをつくるためのライブラリによってあなたの特
別な要求にも答えられるようになっています. あなたは C++や Pythonを使って新たなアプリケーションを
作ることさえ可能です!

4.6.1 コアプラグイン

コアプラグインに含まれるもの:

1. 座標取得 (マウスで指示した位置の座標を異なる CRSで返します)

2. DB Manager (データベースへ/からレイヤーを Exchange、編集、表示; SQLクエリを実行)

3. Dxf2Shpコンバータ (DXFファイルを shapefileに変換します)

4. eVIS (イベントを可視化します)

5. fTools (ベクタデータの解析と管理を行います)

6. GDALツールズ (QGISへの GDALツールズの統合)

7. ジオリファレンサー GDAL (GDALを利用してラスタにプロジェクション情報を付加します)

8. GPSツール (GPSデータのロードとインポート)

9. GRASS (統合された GRASS GIS)

10. ヒートマップ (ポイントデータからラスタヒートマップをつくる機能)

11. 補間プラグイン (ベクタレイヤの頂点を利用して補間を行う)

12. Metasearch Catalogue Client

13. オフライン編集 (データベースのオフライン編集と同期を行います)

14. Oracle Spatial Georaster

15. プロセッシング（元 SEXTANTE）

16. ラスタ地形解析 (ラスタベース地形解析)

17. ロードグラフプラグイン (最短経路ネットワーク解析)

18. 空間検索プラグイン

19. トポロジチェッカー (ベクタレイヤ内のトポロジーエラーを検出する)

20. 地域統計プラグイン (ベクタレイヤの各ポリゴンでラスタのカウント,合計,平均を算出します)

4.6.2 外部 Pythonプラグイン

QGISは、コミュニティによって提供される多くの外部 Pythonプラグインを提供しています。これらのプ
ラグインは公式のプラグインリポジトリにあり、Python Plugin Installerを使用して簡単にインストールで
きます。セクションプラグインダイアログを参照。

4.7 Pythonコンソール

スクリプト作成には、統合された Pythonコンソールを利用することが可能です。コンソールはプラグイ
ン - > Pythonの Consoleメニューから開くことができます。コンソールは非モーダルユーティリティウィ
ンドウとして開きます。 qgis.utils.iface変数のインスタンスである QgsInterface QGIS環境と
の相互作用のために、そこにあります。このインタフェースはマップキャンバス、メニュー、ツールバー及
び QGISアプリケーションの他の部分へのアクセスを可能にします。スクリプトを作成して、その後 QGIS
ウィンドウにドラッグアンドドロップし、それを自動的に実行できます。

4.6. プラグインを利用した QGIS機能の拡張 9
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Pythonのコンソールおよびプログラミング QGISのプラグインやアプリケーションでの作業の詳細につい
ては PyQGIS-開発-Cookbookを参照。

4.8 既知の問題

4.8.1 ファイル数の制限

もしあなたが大きな QGISプロジェクトを開いていて多くののレイヤが正常だけどいくつかのレイヤがお
かしい場合たぶんこの問題に遭遇します. Linux (そして他の OSでも同じように)ではあるプロセスが開け
るファイルの数の制限があります. プロセスごとのリソースの制限は継承されます. シェルに組み込まれて
いる ulimitコマンドを使うと,現在のシェルプロセスについてその制限を変更することができます;あた
らしい制限はすべての子プロセスに継承されます.

現状の ulimitを次のようにタイプすると見ることができます

user@host:~$ ulimit -aS

コンソール上で以下のコマンドを使用して、プロセスごとに開かれたファイルの現在の許容数を見ること
ができます:

user@host:~$ ulimit -Sn

既存のセッションの制限を変更したい場合,次のような操作で可能です

user@host:~$ ulimit -Sn #number_of_allowed_open_files
user@host:~$ ulimit -Sn
user@host:~$ qgis

問題をずっと解決するためには

ほとんどの Linuxシステムではログイン時のリソースの制限は pam_limitsモジュールで行われその設
定は /etc/security/limits.conf か /etc/security/limits.d/*.conf の記述にしたがって
います. もしあなたがルート権限を持っているなら (または sudoを使って)それらのファイルを編集するべ
きです,しかし再度ログインするまで変更は有効になりません.

更なる情報:

http://www.cyberciti.biz/faq/linux-increase-the-maximum-number-of-open-files/ http://linuxaria.com/article/open-
files-in-linux?lang=en
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Chapter 5

何QGISの新機能 2.14

このリリースには新機能が含まれており、以前のバージョンに比べてプログラムインターフェイスを拡張
します。私たちは、あなたが以前のリリース上で、このバージョンを使用することをお勧めします。

このリリースでは、このマニュアルで説明する QGIS 2.8以上のバグ修正の何百と多くの新機能と機能強化
が含まれています。また、視覚的に変更履歴を確認することがあります。

• http://qgis.org/en/site/forusers/visualchangelog210/index.html

• http://qgis.org/en/site/forusers/visualchangelog212/index.html

• http://qgis.org/en/site/forusers/visualchangelog214/index.html
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Chapter 6

はじめましょう

この章では、QGIS、QGISのWebページからいくつかのサンプルデータをインストールすると、ラスタと
ベクタレイヤーを可視化する最初の、簡単なセッションを実行しているの概要を示します。

6.1 インストール

QGISのインストールは非常に簡単です。標準のインストーラパッケージがインストールマネージャに追加
するために提供されている GNU / Linuxの多くの味、バイナリパッケージ（RPMと DEB）またはソフト
ウェアリポジトリのMS WindowsとMac OS Xで利用可能です。http://download.qgis.orgで QGISウェブサ
イトでバイナリパッケージの最新情報を取得します。

6.1.1 ソースからのインストール

ソースから QGIS を構築する必要がある場合は、インストール手順を参照してください。それらは
:file: INSTALL というファイルに QGIS ソースコードと一緒に配布されています。また、オンラインで
http://htmlpreview.github.io/?https://raw.github.com/qgis/QGIS/master/doc/INSTALL.htmlにそれらを見つける
ことができます

6.1.2 外部メディアへのインストール

QGISでは --configpathオプションを定義でき、これによりユーザ設定（例えば Linuxでは ~/.qgis2
）のデフォルトのパスを上書きし、また QSettingsがこのディレクトリを使用することも強制します。こ
れは、例えば、すべてのプラグインと設定と一緒にフラッシュドライブ上の QGISのインストールを実行
できます。追加情報については、システムメニューセクションを参照してください。

6.1.3 サンプルデータ

ユーザーガイドは、QGISサンプルデータセットに基づいて実施例を含んでいます。

Windowsのインストーラには QGISサンプルデータセットをダウンロードするオプションがあります。
チェックした場合、データはマイドキュメントフォルダにダウンロードされ GIS Databaseと呼ばれる
フォルダに置かれます。任意の便利な場所にこのフォルダを移動するには、Windowsエクスプローラを使
用できます。最初の QGISのインストール時にサンプルデータセットをインストールするチェックボックス
を選択しなかった場合は、次のいずれかを行うことができます。

• あながお持ちの GISデータを利用する場合;

• http://qgis.org/downloads/data/qgis_sample_data.zipからサンプルデータをダウンロード

• QGISをアンインストールし、データのダウンロードオプションを指定して再インストールします（上
記の解決策が失敗した場合にのみ推奨）をチェック
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GNU / Linux および Mac OS X の場合は、rpm、deb ファイルまたは DMG として利用でき
るデータセットインストールパッケージはまだありません。サンプルデータセットを使用するには、
http://qgis.org/downloads/data/から ZIP アーカイブとしてファイル qgis_sample_data をダウンロード
し、システムにアーカイブを解凍します。

アラスカデータセットはユーザーガイドの例とスクリーンショットのために使用されるすべての GISデー
タを含みます。それはまた、小さな GRASSデータベースが含まれています。QGISサンプルデータセット
の投影は、単位足でアラスカアルバース等しい面積です。EPSGコードは 2964です。

PROJCS["Albers Equal Area",
GEOGCS["NAD27",
DATUM["North_American_Datum_1927",
SPHEROID["Clarke 1866",6378206.4,294.978698213898,
AUTHORITY["EPSG","7008"]],
TOWGS84[-3,142,183,0,0,0,0],
AUTHORITY["EPSG","6267"]],
PRIMEM["Greenwich",0,
AUTHORITY["EPSG","8901"]],
UNIT["degree",0.0174532925199433,
AUTHORITY["EPSG","9108"]],
AUTHORITY["EPSG","4267"]],
PROJECTION["Albers_Conic_Equal_Area"],
PARAMETER["standard_parallel_1",55],
PARAMETER["standard_parallel_2",65],
PARAMETER["latitude_of_center",50],
PARAMETER["longitude_of_center",-154],
PARAMETER["false_easting",0],
PARAMETER["false_northing",0],
UNIT["us_survey_feet",0.3048006096012192]]

GRASS用のグラフィカルフロントエンドとして QGISを使用する場合は、公式の GRASS GISのウェブサ
イト、http://grass.osgeo.org/download/sampleでサンプル位置（例えば、スピアフィッシュやサウスダコタ州）
の選択を見つけることができます-データ/。

6.2 QGISを起動

6.2.1 起動とQGISを停止

通常、ご使用のプラットフォーム上の他のアプリケーションのために行うとしてスタート QGISが行われ
ます。それは QGISを起動できることを意味します。

• コマンドプロンプトで qgisと入力し、QGISが PATHに追加されたり、そのインストールフォルダ
にいると仮定

• Applicationsメニューを使用してプリコンパイルされたバイナリを使用している場合、 スター
トメニューまたは|osx|ドック

• アプリケーションフォルダまたはデスクトップショートカットのアイコンをダブルクリック

• ダブルクリックすると、既存の QGISプロジェクト（ ‘‘ .qgs‘‘）ファイル。これはまた、プロジェク
トを開くことに注意してください

QGISを停止するには、クリックしてください：

• メニューオプションプロジェクト->QGISを終了またはショートカット Ctrlキー+Qを使用

• QGIS → Quit QGIS、またはショートカット Cmd+Qを使用します

• またはアプリケーションのメイン・インターフェースの右上隅の赤×印を使用します。

14 Chapter 6. はじめましょう
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6.2.2 コマンドラインオプション

前のセクションでは、QGISを起動する方法を学びました。QGISはさらに、コマンドラインオプションを
提供していることがわかります。

コマンドラインから起動するとき QGISは多くのオプションをサポートしています。オプションのリスト
を取得するには、コマンドライン上で QGIS --helpと入力します。QGISの使用ステートメントは次の
とおりです。

qgis --help
QGIS - 2.6.0-Brighton ’Brighton’ (exported)
QGIS is a user friendly Open Source Geographic Information System.
Usage: /usr/bin/qgis.bin [OPTION] [FILE]
OPTION:

[--snapshot filename] emit snapshot of loaded datasets to given file
[--width width] width of snapshot to emit
[--height height] height of snapshot to emit
[--lang language] use language for interface text
[--project projectfile] load the given QGIS project
[--extent xmin,ymin,xmax,ymax] set initial map extent
[--nologo] hide splash screen
[--noversioncheck] don’t check for new version of QGIS at startup
[--noplugins] don’t restore plugins on startup
[--nocustomization] don’t apply GUI customization
[--customizationfile] use the given ini file as GUI customization
[--optionspath path] use the given QSettings path
[--configpath path] use the given path for all user configuration
[--authdbdirectory path] use the given directory for authentication database
[--code path] run the given python file on load
[--defaultui] start by resetting user ui settings to default
[--dxf-export filename.dxf] emit dxf output of loaded datasets to given file
[--dxf-extent xmin,ymin,xmax,ymax] set extent to export to dxf
[--dxf-symbology-mode none|symbollayer|feature] symbology mode for dxf output
[--dxf-scale-denom scale] scale for dxf output
[--dxf-encoding encoding] encoding to use for dxf output
[--dxf-preset visiblity-preset] layer visibility preset to use for dxf output
[--help] this text
[--] treat all following arguments as FILEs

FILE:
Files specified on the command line can include rasters,
vectors, and QGIS project files (.qgs):
1. Rasters - supported formats include GeoTiff, DEM

and others supported by GDAL
2. Vectors - supported formats include ESRI Shapefiles

and others supported by OGR and PostgreSQL layers using
the PostGIS extension

ちなみに: コマンドライン引数利用例
コマンドラインで、1 つまたは複数のデータファイルを指定することで、QGIS を起動できます。た
とえば、 qgis_sample_data ディレクトリにいると仮定すると、起動時にベクトルレイヤとラス
タファイルをロードするように設定された QGIS を、次のコマンドを使用して起動できます：qgis
./raster/landcover.img ./gml/lakes.gml

コマンドラインオプション --snapshot

このオプションを使うと PNG形式でカレントビューのスナップショットを作れますこの機能によってたく
さんのプロジェクトをもっている場合でも簡単にスナップショットを作ることができます

このオプションを使うと 800x600 ピクセルの PNGファイルが作成されます. --width と --height を
コマンドライン引数に加えることでサイズの調整ができます. --snapshotの後にファイル名を指定でき
ます.

6.2. QGISを起動 15
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コマンドラインオプション --lang

地域に基づいて、QGISは正しい言語対応を選択します。言語を変更したい場合は、言語コードを指定でき
ます。例えば、‘‘qgis –lang it‘‘はイタリア語のローカライズで QGISを起動します。

コマンドラインオプション --project

既存のプロジェクトファイルをQGISを起動することも可能です。ちょうどプロジェクト名に続いて–project‘‘コ
マンドラインオプションを ‘‘追加し、QGISがロードされ、与えられたファイル内のすべてのレイヤで開き
ます。

コマンドラインオプション --extent

ある地図の領域を指定してQGISを起動する場合はこのオプションを使います.この場合下記のようにカン
マで区切られた書式の領域指定で領域を包含する長方形を指定する必要があります:

--extent xmin,ymin,xmax,ymax

コマンドラインオプション --nologo

QGISを起動するときにこのコマンドライン引数は、スプラッシュ画面を非表示にします。

コマンドラインオプション --noversioncheck

起動時に QGISの新バージョンをチェックしないでください。

コマンドラインオプション --noplugins

起動時にプラグインのトラブルがある場合スタートアップ時にプラグインのロードを無効にすることがで
きます.それらのプラグインは後にプラグインマネージャで有効にすることができます. コマンドラインオ
プション --customizationfile

このコマンドライン引数を使うとファイルに定義した GUIカスタマイゼーションが起動時に利用されます.

**　コマンドラインオプション ** --nocustomization

このコマンドライン引数を使うと設定してある GUIカスタマイゼーションが適用されないで起動されます.

コマンドラインオプション --optionspath

複数の構成を持っており、このオプションで QGIS を起動するときに使用するかを決めることができま
す。オペレーティングシステムが設定ファイルを保存する場所を確認するには:ref:gui_options を参照。
現在、設定を書き込むファイルを指定する方法はありません。そのため、元の設定ファイルのコピーを
作成し、その名前を変更できます。オプションには設定でディレクトリへのパスを指定します。例えば、
/path/to/config/QGIS/QGIS2.ini設定ファイルを使用するには、このオプションを使用します：

--optionspath /path/to/config/

コマンドラインオプション --configpath

このオプションは上記のひとつと似ています,しかしユーザ構成のデフォルトパス (~/.qgis2)を上書き
し QSettingsを利用します.これによってたとえばユーザは QGISインストレーションをすべてのプラグイ
ンおよび設定と一緒に USBドライブで持ち出すことができます.

コマンドラインオプション --authdbdirectory

再び、このオプションは、上記のものと同様であるが、認証データベースを格納するディレクトリへのパ
スを定義します。

コマンドラインオプション --code

このオプションは、QGISが開始された直後の一定の pythonファイルを実行するために使用できます。

例えば、以下の内容の load_alaska.pyという名の pythonファイルをもつ場合:

from qgis.utils import iface
raster_file = "/home/gisadmin/Documents/qgis_sample_data/raster/landcover.img"
layer_name = "Alaska"
iface.addRasterLayer(raster_file, layer_name)

16 Chapter 6. はじめましょう
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ファイル load_alaska.pyが配置されているディレクトリにいると仮定して、QGISを起動し、ラスター
ファイルをロードできます。 landcover.img をし、次のコマンドを使用してレイヤーに名前「アラス
カ」を付ける： QGIS--code load_alaska.py

コマンドラインオプション --dxf-*

これらのオプションは、DXFファイルに QGISプロジェクトをエクスポートするために使用できます。い
くつかのオプションが用意されています。

• –dxf-export : レイヤーを出力する DXFファイル名;

• –dxf-extent : 最終 DXF fileの範囲;

• –dxf-symbology-mode：ここでは、none（シンボルなし）、symbollayer（シンボルレイヤシンボル）、
feature（フィーチャシンボル）の値を使用できます。

• –dxf-scale-deno: the scale denominator of the symbology;

• –dxf-encoding: ファイルのエンコード

• –DXF-プリセット：視界のプリセットを選択します。これらのプリセットは、レイヤツリーに定義さ
れている、レイヤーパネルを参照。

6.3 サンプルセッション: ラスタとベクタのレイヤーをロードする

今、QGISインストールし、使用可能なサンプルデータセットを持っていることを、短く、簡単な QGISサ
ンプルセッションを証明したいと思います。ラスタとベクタレイヤーを視覚化します。以下を使用します：

• landcoverラスタレイヤー、すなわち qgis_sample_data/raster/landcover.img

• および lakesベクタレイヤー、すなわち qgis_sample_data/gml/lakes.gml.

1. 起動と QGISを停止で見たように QGISを開始

2. Add Raster Layer アイコンをクリックします。

3. フォルダ qgis_sample_data/raster/,を開いて ERDAS Img file landcover.imgを選択した
後 [Open]をクリックして下さい.

4. ファイルが表示されない場合は、ダイアログ下部のファイルタイプ コンボボックスが正しい
タイプに設定されているかチェックします、この場合には Erdas Imagine画像（ *.img *.IMG）。

5. 次に、 Add Vector Layer アイコンをクリックします。

6. Add Vector Layerダイアログで Fileがソースタイプとして選択されている必要があります。ここ
で [Browse]をクリックしてベクタレイヤを選択して下さい。

7. Browse to the folder qgis_sample_data/gml/, select Geography Markup Language [GML]
[OGR] (*.gml *.GML) from the Filter combo box, then select the GML file lakes.gml and
click [Open]. In the Add vector layer dialog, click [OK]. The Coordinate Reference System Selector dialog
opens with NAD27 / Alaska Alberts selected, click [OK].

8. いくつかの湖であなたのお気に入りのエリアに少しズームしてください。

9. 地図凡例にある lakes layerをダブルクリックして Propertiesダイアログを開いて下さい.

10. Styleタブをクリックして塗りつぶし色として青を選択して下さい.

11. Labelsタブをクリックしてラベルを有効にするには、ドロップダウンメニューでこの layerラベル
を表示 を選択します。その後、 ラベル WITH リストから、ラベルを含むフィールドとして NAMES
フィールドを選択します。

12. ラベルの可読性を向上させるためにそれらの周りに白いバッファを追加できます。:guilabel:‘Buffer‘を

左の一覧でクリックし、 :guilabel:‘テキストバッファを描画 ‘をチェックし、バッファサイズとして
3を選択します。

6.3. サンプルセッション: ラスタとベクタのレイヤーをロードする 17
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13. Click [Apply]. Check if the result looks good, and finally click [OK].

それが QGISで、ラスタとベクタレイヤーを可視化することがいかに簡単かを見ることができます。のは、
利用可能な機能、機能や設定、およびその使用方法の詳細については、以下のセクションに移りましょう。

6.4 プロジェクト

QGISのセッション状態はプロジェクトとして見なされます。QGISは、１度に１つのプロジェクトとして
機能します。設定はプロジェクトごと、または新規プロジェクトについてはデフォルトのいずれかであると

見なされます（オプションのセクションを参照）。QGISでは、メニューオプションプロジェクト→

保存またはプロジェクト→ 名前を付けて保存... を使用して、プロジェクトファイルにワークスペー
スの状態を保存できます。ディスク上にロードされたプロジェクトファイルは、その間に変更された場合
は、プロジェクトファイルに変更を上書きしたい場合は、デフォルトでは、QGISが聞いてきます。この動

作は設定->オプション->Generalメニューの下の 必要なときプロジェクトとデータソースの変更を保
存するプロンプトを出すをチェックすることで設定されます。

Project → Open..., Project → New from templateまたは :menuselection:‘Project –> Open Recent –>‘を使
用して保存したプロジェクトを QGISセッションにロードします。

起動時に、（10まで）最も最近のプロジェクトのそれぞれの名前とパスを持つスクリーンショットのリスト
ではなく、白と空のマップキャンバスの示されています。これは、プロジェクトが約だったと行が選択さ
れたプロジェクトを開くダブルクリックし何を覚えて便利かつ迅速な方法です。新しいプロジェクトを作
成するために喜んでいる場合は、単に新しいレイヤーを追加し、リストが消えます。

セッションをクリアし、新たに起動したい場合は、プロジェクト - > Newを選択します。これらのメ
ニューオプションのどちらかは、それが開かれたか、最後に保存されて以降、変更が行われた場合、既存
のプロジェクトを保存するように求められます。

以下の情報はプロジェクトファイルに保存されます:

• 追加されたレイヤ群

• どのレイヤーをクエリできるか

• Layer properties, including symbolization and styles

• マップビューの投影法

• 最後に表示された領域座標

• プリントコンポーザ

• 設定付きのプリントコンポーザ要素

• プリントコンポーザ地図帳設定

• デジタイズの設定

• テーブルのリレーション

• プロジェクトマクロ

• プロジェクトデフォルトスタイル

• プラグイン設定

• Projectプロパティ中の OWS設定タブからの QGIS Server設定

• DB Managerに格納されたクエリ

プロジェクトファイルは XML形式で保存されたので、何をしているかを知っていれば QGIS外のファイ
ルを編集することも可能です。ファイル形式は、以前の QGISのバージョンと比較して、数回更新されま
した。古い QGISのバージョンからのプロジェクトファイルは、もはや正常に動作しない場合があります。
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セッティング ->Options下の :guilabel:‘ General‘]タブでは、このことを認識させるには、 QGISの古い
バージョンで保存されたプロジェクトファイルを開くときに警告しますをティックすべき。

QGISでプロジェクトを保存するたびにプロジェクトファイルのバックアップを拡張 ‘‘ .qgs～ ‘‘で作られて
います。

6.5 出力

QGISセッションからの出力を作成するには、いくつかの方法があります。プロジェクトファイルとして保
存し、セクションプロジェクトですでにひとつ議論してきました。ここでは、出力ファイルを生成する
他の方法のサンプリングは次のとおりです。

• メニューオプション Project → 画像として保存... 画像の名前、パスおよび種類（PNG、JPGおよ
び他の多くの形式）を選択し、ファイルダイアログを開きます。ジオリファレンスされたイメージと
同じフォルダに PNGWまたは JPGWという拡張子のワールドファイルが保存されます。

• メニューオプション Project → DXF Export ... は ‘Symbology mode’ , ‘Symbology scale’と DXFに書
き出ししたいベクタレイヤを指定するダイアログを開きます。元 QGISシンボルから「シンボルモー
ド」シンボルを通じて忠実に書き出しできます。

• メニューオプションプロジェクト→ New Print Composerはレイアウトとカレントマップキャン
バスを印刷できるダイアログを開きます (セクションプリントコンポーザ　を参照して下さい).

6.5. 出力 19





Chapter 7

QGIS GUI

QGISは起動時には図に示されているような GUIで表示されます (黄丸中の数 1から 5までを下で説明しま
す)。

Figure 7.1: Alaskaサンプルデータでの QGIS GUI

ノート: ウィンドウの装飾（タイトルバーとか）は利用しているオペレーティングシステムやウィンドウ
マネージャによって見かけが異なります.

QGIS GUIは、5つのエリアに分かれています。

1. メニューバー

2. ツールバー

3. パネル

4. 地図ビュー

5. ステータスバー

21
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QGISインターフェースのこれらの 5つの構成要素は、以下のセクションでより詳細に記載されています。
さらに２つのセクションではキーボードショートカットやコンテキストヘルプを説明しています。

7.1 メニューバー

メニューバーは、標準的な階層メニューを使用して、さまざまな QGISの機能へのアクセスを提供します。
トップレベルのメニューとメニューオプションのいくつかの概要が一緒に関連付けられている彼らは、ツー
ルバーに表示されるアイコン、およびキーボードショートカットで、下記に記載されています。このセク
ションで提示ショートカットはデフォルトです。ただしキーボードショートカットは、 設定] -> [設定の
ショートカット... から開かれる設定 shortcutsダイアログを使用して、手動でも設定できます。

ほとんどのメニューオプションはツールに対応しているけど,逆に対応していないこともあります,メニュー
はツールバーのようには構成されていません.ツールバーはそれぞれのチェックボックスエントリとしてあ
らわされているメニューオプションのリストツールを含んでいます.いくつかのメニューオプションは対応
するプラグインがロードされている時のみ表示されます.ツールとツールバーについてのさらに詳しい情報
はツールバー節を参照して下さい.

ノート: QGISは、それが同じツールを提供しますが、それらは、オペレーティングシステムの仕様に応じ
て異なるメニューに配置することができることを意味し、クロスプラットフォームのアプリケーションで
す。ばらつきがある場合は、下記のリストは、最も一般的な場所と正確に表示されます。

7.1.1 プロジェクト

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

新規 Ctrl+N seeプロジェクト プロジェクト

開く Ctrl+O seeプロジェクト プロジェクト
テンプレートを基に新規作成→ seeプロジェクト
Open Recent → seeプロジェクト

保存 Ctrl+S seeプロジェクト プロジェクト

名前を付けて保存... Ctrl+Shift+S seeプロジェクト プロジェクト

名前をつけて画像を保存... see出力
DXF Export... see出力

Project Properties... Ctrl+Shift+P seeプロジェクト

新しい印刷コンポーザ Ctrl+P seeプリントコンポーザ プロジェクト

コンポーザマネージャ... seeプリントコンポーザ プロジェクト
プリントコンポーザ→ seeプリントコンポーザ

QGISを終了 Ctrl+Q

マック OSXの下では、 QGISを終了コマンドは QGIS->QGISを終了（ Cmd+Q）に対応します。
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7.1.2 編集

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Undo Ctrl+Z see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Redo Ctrl+Shift+Z see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

地物を切取 Ctrl+X see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

地物をコピー Ctrl+C see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

地物を貼付 Ctrl+V see既存レイヤのデジタイズ デジタジング
新規レイヤへの地物貼り付け→ 属性表を使用した作業参照

地物を追加 Ctrl+. see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

地物を移動 see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

選択対象を削除 see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

地物を回転 see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

地物を簡素化 see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Ringを追加 see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Partを追加 see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Fill Ring see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Delete Ring see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Delete Part see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Reshape Features see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Offset Curve see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Split Features see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Split Parts see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

選択された地物をマージ see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Merge Attr. of Selected Features see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

Node Tool see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

Rotate Point Symbols see高度なデジタイジング 先進的なデジタイズ

レイヤーに対する 編集を切り替え モードを有効にした後、レイヤータイプ（ポイント、ラインまたはポリ
ゴン）に応じて Editメニュー中の地物を追加アイコンを有効にできます。

7.1.3 編集（おまけ）

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

地物を追加 see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

Add Feature see既存レイヤのデジタイズ デジタジング

Add Feature see既存レイヤのデジタイズ デジタジング
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7.1.4 ビュー

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Pan Map ズームとパンを参照 地図ナビゲーション

選択対象へ地図をパン 地図ナビゲーション

Zoom In Ctrl++ ズームとパンを参照 地図ナビゲーション

Zoom Out Ctrl+- ズームとパンを参照 地図ナビゲーション
選択→ see地物の選択と選択解除 属性

Identify Features Ctrl+Shift+I 地物情報表示を参照 属性
計測→ see計測 属性

Statistical Summary 統計の概要パネルを参照 属性

Zoom Full Ctrl+Shift+F 地図ナビゲーション

Zoom To Layer 地図ナビゲーション

Zoom To Selection Ctrl+J 地図ナビゲーション

Zoom Last 地図ナビゲーション

:guilabel: ズーム Next 地図ナビゲーション

Zoom To Native Resolution 地図ナビゲーション
地図整飾→ 整飾参照
Preview mode →

Map Tips メニュー表示を参照 属性

New Bookmark... Ctrl+B 空間ブックマーク参照 属性

Show Bookmarks Ctrl+Shift+B 空間ブックマーク参照 属性

更新 F5 地図ナビゲーション
パネル→ パネルとツールバー参照
ツールバー→ パネルとツールバー参照
全画面モードに切り替え F11

Linux KDEの下では、パネル->、ツールバー->と全画面表示に切り替えは、むしろ Settingsメニュー

に配置されています。プレビューモード->は マック OS Xの下では使用できません。
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7.1.5 レイヤ

メニューオプション ショートカッ
ト

リファレンス ツール
バー

レイヤーを作成- > 新しいベクタレイヤの作成を参照 レイヤの
管理

レイヤーを追加-> サポートされるデータ形式を参照 レイヤの
管理

Embed Layers and
Groups...

seeプロジェクトの入れ子

レイヤ定義ファイルから
追加...

スタイルをコピー 保存して、レイヤーのプロパティを共有し
ますを参照

スタイル貼り付け 保存して、レイヤーのプロパティを共有し
ますを参照

属性テーブルを開く 属性表を使用した作業参照 属性

Toggle Editing see既存レイヤのデジタイズ デジタジ
ング

Save Layer Edits see既存レイヤのデジタイズ デジタジ
ング

Current Edits → see既存レイヤのデジタイズ デジタジ
ング

Save As... ファイルにレイヤーを保存を参照
Save As Layer Definition
File...

Remove Layer/Group Ctrl+D

Duplicate Layers (s)
Set Scale Visibility of
Layers
Set CRS of Layer(s) Ctrl+Shift+C
Set project CRS from
Layer
Properties... ベクタープロパティダイアログを参照
Filter... クエリビルダを参照

Labeling ラベルメニューを参照

Add to Overview Ctrl+Shift+O レイヤの
管理

Add All To Overview

Remove All From
Overview

Show All Layers Ctrl+Shift+U レイヤの
管理

Hide All Layers Ctrl+Shift+H レイヤの
管理

Show selected Layers

Hide selected Layers
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7.1.6 設定

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Custom CRS... カスタム空間参照システム参照
スタイルマネージャ... スタイル・マネージャ参照

Configure shortcuts...
Customization... カスタマイゼーション参照
Options... オプション参照

Snapping Options... スナップ許容量と検索半径の設定を参照

Linuxの KDEの下では、 Settingsメニューに、プロジェクトのプロパティ、パネル->、ツールバー ->
全画面モードに切り替えなど、より多くのツールを見つけることができます。

7.1.7 プラグイン

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Manage and Install Plugins... プラグインダイアログ参照
Pythonコンソール Ctrl+Alt+P

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。

7.1.8 ベクタ

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー
オープンストリートマップ→ OpenStreetMapベクタの読み込み参照

解析ツール→ fToolsプラグイン参照

調査ツール→ fToolsプラグイン参照

ジオプロセッシングツール→ fToolsプラグイン参照

ジオメトリツール→ fToolsプラグイン参照

データマネジメントツール→ fToolsプラグイン参照

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。

7.1.9 ラスタ

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー
Raster calculator... ラスター計算機を参照
Align Raster... ラスター位置合わせを参照

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。

7.1.10 データベース

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー
Database → DBマネージャプラグイン参照 Database

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。
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7.1.11 Web

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー
Metasearch メタサーチカタログのクライアントを参照 Web

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。

7.1.12 プロセシング

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Toolbox ツールボックス参照

Graphical Modeler... グラフィカルモデラー参照

History and log... 履歴マネージャ参照

Options... プロセッシングフレームワークを構成する　参照

Results viewer... 外部アプリケーションの設定参照

Commander Ctrl+Alt+M QGISコマンダー参照

初めて QGISを起動すると、すべてのコアプラグインがロードされません。

7.1.13 ヘルプ

メニューオプション ショートカット リファレンス ツールバー

Help Contents F1 ヘルプ

What’s This? Shift+F1 ヘルプ
API Documentation
問題を報告
Need commercial support?

QGIS Home Page Ctrl+H

Check QGIS Version

About

QGIS Sponsors

7.1.14 QGIS

このメニューは、 Mac OS X下にのみ使用可能で、一部の OSに関連するコマンドが含まれています。

メニューオプション ショートカット リファレンス
Preferences
About QGIS
Hide QGIS
Show All
Hide Others
Quit QGIS Cmd+Q

Preferences‘と:guilabel:‘QGISについては、設定- > Optionsと:menuselection:ヘルプ - > Aboutと同じコマ
ンドです。QGIS終了は他のプラットフォームの下で:menuselection:プロジェクト - >QGIS終了に対応し
ます。
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7.2 パネルとツールバー

Viewメニュー（ KDEの下 Settings）から、および QGISウィジェットオン・オフを切り替えることができ
ます（パネル->）またはツールバーの（ツールバー->）。メニューバーやツールバーを右クリックするこ
とにより、それらのいずれかを有効（無効）にして、必要な項目を選択できます。各パネルやツールバー
が移動し、QGISインターフェースで快適に感じる場所に配置できます。リストはまた、コアまたは外部
のプラグインの活性化にも拡張できます

7.2.1 ツールバー

ツールバーではメニューのほとんどと同じ機能を提供している上に対話的に地図を操作する機能を提供し
ています.ツールバーのそれぞれのアイテムではポップアップヘルプが提供されています.マウスでアイテ
ムの上を動かすとツールの簡単な説明が表示されます.

すべてのツールバーには、必要に応じて周りに移動できます。さらに、それらは、マウスの右ボタンのコン
テキストメニューを使用して、またはツールバーの上にマウスを保持することによって非表示にできます。

Figure 7.2: ツールバーメニュー

ちなみに: ツールバーの復元
誤ってツールバーが非表示になってしまった場合は、メニューオプションを選択することで元に戻せます
表示 - >ツールバー - >（または Linuxの KDEの下では設定 - >ツールバー - >）。何らかの理由でツール
バー（または任意の他のウィジェット）が完全にインターフェイスから消えた場合は、初期 GUIを復元す
るのヒントでそれを取り戻すために見つけることができます

7.2.2 パネル

QGISは、デフォルトではで動作するように多くのパネルを提供します。
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Figure 7.3: [パネル]メニュー

他の人が文書の異なる部分に見出すことができるが、これらのパネルのいくつかは、すなわち、以下に記
載します。

• ブラウザパネル

• Advanced Digitizingパネル

• [空間ブックマーク]パネル

• GPS情報パネル

• Tile Scaleパネル

• Identifyパネル

• ユーザー入力パネル

レイヤーパネル

レイヤーパネルには、プロジェクト内のすべてのレイヤーが一覧表示されています。各凡例項目のチェック
ボックスがレイヤーを表示または非表示にするために使用できます。レイヤーパネルのツールバーででき
るのは：

• 新規グループを追加

• 可視性を管理：レイヤーと予め設定されたレイヤーの組み合わせの可視性を制御

• 地図 Content によって凡例をフィルタ：表示に設定されていて、地物が現在の地図キャンバスと交差するレ
イヤーだけが、レイヤーパネルに自分のスタイルをレンダリングされます。それ以外の場合は、一般
的な NULLシンボルがレイヤーに適用されます。レイヤーシンボルに基づいて、これは地物のどの
種類のどのレイヤーからが関心のお住まいの地域をカバーしているかを識別するための便利な方法
です。
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• 式によって凡例をフィルタ ：式を適用して条件を満たす地物がない、選択したレイヤーツリースタイル
から削除できます。これは例えば、他のレイヤーの所定の領域/地物内にある地物を強調するために、
使用できます。ドロップダウンリストから、式セットを編集したりクリアできます。

• レイヤーパネルでレイヤーとグループを すべて展開 または すべて Collapse 。

• そして Remove Layer/Group 現在選択されている。

ボタン では凡例にプリセットビューを追加できます。プリセットは自分の現在のスタイルとレイヤー
の組み合わせを簡単に保存し復元する方法です。プリセットビューを追加し、ちょうどしたいレイヤー表
示設定、自分の希望のシンボルとし、 ボタンをクリックしてください。ドロップダウンメニューから
プリセットを追加... を選択してください、プリセットに名前を付けます。追加されたプリセットはドロッ
プダウンメニューの下部に表示され、これをクリックすることによって呼び出されます。

プリセットを交換 ->オプションでは現在のマップビューでプリセット内容を上書きでき、現在 Presetを削
除ボタンはアクティブプリセットを削除できます。

すべての追加されたプリセットは、特定のビューに基づく地図レイアウトを作成することを可能にするた
めに、地図コンポーザーにも存在しています（メインプロパティを参照）。

ノート: 印刷コンポーザの地図および凡例項目をレイアウトするためにレイヤーパネルを管理するための
ツールも利用できます

レイヤは選択してドラッグで上下に移動することによって Zオーダリングを変えることができます.Zオー
ダリングとは,凡例のリストでの表示順が地図表示のレイヤ表示順になることです.

ノート: この動作は Layer Orderパネルによって上書きできます。

凡例ウィンドウ内のレイヤはグループに分類できます。その方法は２つあります：

1. アイコンを押して新しいグループを追加します。グループ名を入力してから Enterキーを押し
て下さい。それから既存のレイヤをクリックしてグループにドラッグして下さい。

2. 凡例ウィンドウでいくつかのレイヤを選択してマウス右ボタンをクリックして Group Selectedを選択
して下さい.選択されたレイヤで自動的に新しいグループが作られます.

あるレイヤをグループからはずしたい場合はレイヤ名をドラッグしてグループ外に持っていくかマウス右
ボタンクリックして Make to toplevel itemを選択して下さい.グループは他のグループからネストすること
ができます.

グループ用チェックボックスを使うとグループ内全レイヤの表示,非表示を 1回のクリックで行えます.

右マウスボタンのコンテキストメニューの内容は、選択された凡例項目がラスターレイヤーかベクトルレイ

ヤーかに依存します。GRASSベクトルレイヤーについては、 編集を切り替え は使用できません。GRASS
ベクトルレイヤーの編集については、 GRASSベクタレイヤのデジタイジングと編集セクションを参照し
てください。

以下は、選択した項目に応じて、コンテキストメニューで利用可能なオプションを記載されています。
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オプション ベクタレイヤ ラスターレイヤー グループ

Zoom to Layer/Group

Show in Overview

Zoom to Native Resolution (100%)

現在範囲を使用してストレッチ

Remove

Duplicate

Set Layer Scale Visibility

Set Layer/Group CRS

レイヤの CRSをプロジェクトに設定する

Styles →
スタイルコピー

Paste Style

Open Attribute Table

Toggle Editing

Current Edits → (in Edit mode)

Save As...

Save As Layer Definition File...

フィルター

Show Feature Count

プロパティ

Move to Top-level

改名

選択されたレイヤをグループにする

プロパティ

Set Group WMS Data

Mutually Exclusive Group

Add Group

相互排他グループオプションを有効にすると、グループで同時に表示されるレイヤーは一つだけにできま
す。グループ内のレイヤーが表示設定されるといつでも他のものは非表示に切り替わります。

Ctrlキーを押しながらマウス左ボタンを使うことで複数のレイヤやグループを同時に選択することがで
きます. 選択している全レイヤを同時に新しいグループにすることができます.

Ctrlキーで複数項目を選択してその後 Ctrlキー+Dを押すことにより、複数のレイヤーまたはグループ
も一度に削除できます。この方法では、選択したすべてのレイヤーまたはグループがレイヤーリストから
削除されます。

編集ベクトルレイヤースタイル

レイヤーパネルからは、簡単かつ迅速レイヤーのレンダリングを編集するためのショートカットを持って
います。ベクタレイヤーを右クリックし、リストで [スタイル - >するために選択：

• レイヤーに現在適用されているスタイルを参照。レイヤーのための多くのスタイルを定義した場合、
別のに切り替えると、レイヤーのレンダリングが自動的に地図のキャンバスに更新できます。

• 現在のスタイルをコピーし、該当する場合、別のレイヤーからコピーしたスタイルを貼り付け
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• （実際には、現在の 1のコピーである）新しいものを追加し、現在のスタイルの名前を変更したり、
現在のスタイルを削除します（使用可能な場合、複数のスタイル）。

ノート: 以前のオプションもラスタレイヤのために用意されています。

ベクターレイヤーの地物が全て同じ一意のシンボルを持つか、それらが分類されるか（その場合、レイヤー
は、サブ項目として各クラスにツリー構造で表示される）どうかを、次のオプションがレイヤーレベルま
たはクラスレベルで利用可能です：

• シンボルを編集... ‘ボタン、レイヤーや地物のシンボルの :ref:‘シンボル selector ダイアログを開き
任意のプロパティ（シンボル、サイズ、色...）を更新します。地物をダブルクリックしてもシンボル
Selectorダイアログは開きます。

• カラーホイールを持つカラー selectorウィジェットでは、そこから色をクリックできますし、それが
自動的にシンボルの塗りつぶしの色を更新しています。便利のために、最近の色がカラーホイール
の下でご利用いただけます。

• 地物のすべてのクラスの可視性をオンまたはオフを切り替える 全項目を表示と 全項目を非
表示。これにより項目のチェックを一つずつ付けはずししなくてよくなります。

ちなみに: すぐにレイヤースタイルを共有します
コンテキストメニューから、レイヤーのスタイルをコピーして、グループまたはレイヤーの選択に貼り付
け：スタイルは、元のレイヤーと同じタイプ（ラスタ対ベクター）である全てのレイヤーに適用され、さ
れていますベクターの場合に、同じジオメトリタイプ（点、線又はポリゴン）を有します。

レイヤの標示順序から独立した凡例の操作

凡例の順序とは独立に描画順序を指定できるウィジェットがあります。この機能はメニュー Settings → Panels
→レイヤー順序 Panelで有効にできます。ここでは地図上でのレイヤ描画順序を指定できます。この指定
でたとえば重要さの順にレイヤを描画できますが、このままでは依然として修正した結果の順にレイヤが

表示されます ( figure_layer_orderを参照)。レイヤリストの下にある レンダリング順序を制御をチェッ
クするとデフォルトの動作と異なる動作をするでしょう。

統計の概要パネル

このパネルでは、特定のベクターレイヤー上のいくつかの統計情報を表示できます。パネルは、ユーザー
が選択できます：

• ベクターレイヤー；

• 列または式;

• 選択した地物の統計情報をフィルタリングします。

• 情報を更新;

• 下右ボタンで表示する統計情報;

QGIS全体図パネル

QGISでは追加されたレイヤの全範囲のビューを提供するオーバービューパネルを提供します。ビュー内に
現在の地図範囲を示す矩形があります。これによって、現在表示している地図のどの領域かをすぐに決定
できます。地図オーバービューのレイヤにラベリングが設定されていても、ラベルは地図オーバービューに
レンダリングされないことに注意してください。オーバービューで現在の領域を示す赤い四角形をクリッ
ク・ドラッグすると、主地図ビューもそれに応じて更新されます。
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Figure 7.4: レイヤの順序から独立した凡例を定義

ログメッセージパネル

いくつかの操作をロードまたは処理するときには、 ログメッセージパネルを使用して別のタブに表示
されるメッセージに追跡または従うことができます。これは、下のステータスバーの最も右側のアイコン
を使用して有効にできます。

取り消し/再実行パネル

編集中のそれぞれの層のために、このパネルは、迅速に、単に上記のアクションを選択することによって、
一連のアクションを元に戻すできるように、行うアクションのリストを示します。

7.3 地図ビュー

地図キャンバスとも呼ばれ、これは QGISの「業務窓口」である—地図がこのエリアに表示されます。こ
のウィンドウに表示された地図は、ロードすると選択したベクトル・ラスターレイヤーに依存します（レ
イヤーをロードする方法の詳細については、以下のセクションを参照）。地図ビューでは、他の領域に地図
表示の焦点をシフトする、パンやズームインズームアウトできます。上記 label_toolbars説明に記載される
ように、様々な他の動作が地図上で行うことができます。地図ビューと凡例がしっかりと互いに結合して
いる—ビューの地図を使って凡例領域で行った変更を反映しています。

ちなみに: マウスホィールを使って地図をズームします
マウスホィールを使って地図のズームインとズームアウトを行うことができます. マウスカーソルを地図
エリアの中に置きホィールを前方 (あなたの側から)ロールするとズームインを行えます,そして手前に (あ
なたの側に)ロールするとズームアウトします. マウスカーソルの位置がズームの中心になります. マウス
ホィールのズーム動作については Settings → OptionsメニューのMap toolsタブでカスタマイズができます.

ちなみに: 矢印キーとスペースバーを使った地図パンニング
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矢印キーを使ってパンを行うことができます. マウスカーソルを地図エリアにおきクリックした後右矢印
キーを押すと東にパンします,左矢印キーを押すと西にパンします,上矢印キーを押すと北にパンします.下
矢印キーを押すと南にパンします.またスペースバーかマウスホィールを使ってパンを行うことができます.
この場合スペースバーを押しながらマウスを動かすかマウスホィールをクリックして下さい.

7.4 ステータスバー

ステータスバーには、マップビューに関する一般的な情報を提供します、そしてアクションが処理される
か、または利用可能とマップビューを管理するツールを提供しています。

ステータスバーの左側には、行った操作の概要（レイヤーの地物を選択、レイヤーの除去、など）や上に
マウスを移動しているツールの長い説明（すべてのツールでは使用できません）を取得できます。起動時
に、バーの状態は新規またはアップグレードプラグインの可用性について知らせます（プラグインマネー
ジャの設定にチェックされている場合)。

長い操作、ラスタレイヤーにおける統計の収集または地図ビューで複数レイヤーのレンダリングなど、の
場合には、プログレスバーがアクションの現在の進行状況を表示するステータスバーに表示されます。

:guilabel: 座標オプションはマップビューを横切って移動しながら、それに続く、マウスの現在位置を
示しています。プロジェクトのプロパティで [全般]タブを使用するユニット（および精度）を設定できま

す。座標オプションと範囲 範囲オプションを切り替えるには、テキストボックスの左側にある小さな
ボタンをクリックしてください。地図単位で表示される、パンやズームイン、ズームアウトのように現在
の下部左端とマップビューの上部右端点の座標。

縮尺表示次座標表示に見つけるでしょう。これは、地図ビューの縮尺を示しています。またはズームアウ
トした場合、QGISは現在の縮尺を示しています。定義済みおよびカスタム縮尺中から選択することを可
能にする縮尺セレクタがあり、マップビューに割り当てます。

縮尺表示の右側では、地図ビューの現在の時計回りの回転を度で定義できます。

ステータスバーの右側には、一時レイヤーが、マップビューにレンダリングされるのを防ぐために使用で
きる小型のチェックボックスがあります（セクションレンダリングを参照）。

レンダリング機能の右側には、が見つける 現在の CRS ：アイコン現在のプロジェクトの CRSの EPSG
コードと。これをクリックすると、現在のプロジェクトのプロパティ「その場で」CRS変換を有効にでき、
地図ビューに別の CRSを適用します。

最後に、 Messages ボタンはログメッセージ Panelを開き、基礎となるプロセスを通知します（QGISの
起動、プラグインの読み込み、処理ツール...）

ちなみに: マップキャンバスにおける正しい縮尺を計算する
QGISを起動すると、デフォルトの CRSは ‘‘ WGS 84（EPSG 4326）‘‘で、単位は度です。これは、QGIS
は任意のレイヤーの座標を度で指定されていると解釈することを意味します。正しい縮尺値を取得するに
は、手動でこの設定を変更でき、例えばメートル、プロジェクト->プロジェクト Properties下の General

タブ中、または使用できます 現在の CRS：アイコン上で見ました。後者の場合には、単位はプロジェクト
の投影が指定するもの（例えば +units=us-ft）に設定されます。

起動時の CRS選択は Settings → Options → CRSで設定できることに注意。
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8.1 キーボードショートカット

QGISは多くの機能のデフォルトのキーボードショートカットを提供します。それらはセクションメニュー
バーで見つけることができます。また、メニューオプション設定] - > [設定のショートカット... ではデフォ
ルトのキーボードショートカットを変更し、QGISの機能に新しいキーボードショートカットを追加できま
す。

Figure 8.1: ショートカットオプションを定義

構成は非常に簡単です。リストから機能を選択し、クリックしてください：

• [変更]と、新しいショートカットとして割り当てる新しい組み合わせを押してください

• [Noneを設定]で任意の割り当てられたショートカットをクリアする

• または [既定値に設定]でその元とデフォルト値へのショートカットをバックアップする。

構成が終了したら、XMLファイルとして保存し、別の QGISのインストールにそれをロードできます。

8.2 コンテキストヘルプ

特定のトピックでヘルプが必要な場合多くのダイアログに実装されている [Help]ボタンでコンテキストヘ
ルプを利用することができます-サードパーティプラグインでは専用のウェッブページを指し示すことを注
意して下さい.
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8.3 レンダリング

デフォルトでは、QGISは、マップキャンバスが更新されるたびすべての可視レイヤーをレンダリングしま
す。マップキャンバスの更新をトリガするイベントは、次のとおりです。

• レイヤの追加

• パンまたはズーム

• QGISウィンドウのサイズ変更

• レイヤまたはレイヤ群の表示、非表示を変更します

QGISではいくつかの方法でレンダリング処理を制御できます。

8.3.1 スケール依存レンダリング

スケール依存レンダリングを利用するとあるレイヤが表示される最小と最大のスケールを指定することが
できます. スケール依存レンダリングを設定する場合レイヤを凡例でダブルクリックしてプロパティダイ

アログを開いて下さい. 一般情報タブで, 縮尺に応じた表示設定チェックボックスをアクティブにして
最小と最大の縮尺値を設定して下さい.

まず使用するレベルにズームして QGISのステータスバーの縮尺値に注目することによって、縮尺値を決
定できます。

8.3.2 地図レンダリングの制御

後述のように地図レンダリングは、さまざまな方法で制御することができます。

描画の中断

レンダリングを一時停止するには、ステータスバーの右下隅にある Render チェックボックスをクリッ

クしてください。 Renderチェックボックスがチェックされていないとき、QGISではセクションレンダ
リングで説明したイベントのいずれかに応じてキャンバスを再描画されません。レンダリングを一時停止
する可能性がある場合の例としては、

• 沢山のレイヤを追加して描画する前に描画方法を編集したい場合

• データ量が多いレイヤを追加して描画する前に縮尺依存描画条件を指定したい場合

• データ量が多いレイヤを追加して描画する前に特定の位置にズームしておきたい場合

• 上記の場合のいくつかの組み合わせ

Checking the Render checkbox enables rendering and causes an immediate refresh of the map canvas.

レイヤ追加オプションの設定

新しくレイヤを追加した時に,すぐに描画しないオプションを設定できます.これはレイヤが地図に追加さ
れた時に,地図凡例の可視属性チェックボックスがデフォルトでチェックされないことを意味します.このオ
プションを指定するためには設定→オプション→を選択してレンダリングタブをクリックしてくださ
い. By default new layers added to the map should be displayedのチェックを解除してください.すると,地
図に追加されたレイヤの表示属性は不可視の状態がデフォルトになります.
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描画の中断

地図描画を中断したい場合は ESCキーを押して下さい.これにより地図キャンパスの更新が中断され地図
の一部が描画された状態になります. ESCキーを押してから地図描画が中断されるまで少し時間がかかり
ます.

ノート: 現在描画中断機能は利用できません -これは Qt4のポートに依存しています,なぜならばユーザー
インターフェース (UI)に問題が発生してクラッシュするからです.

描画品質への影響

QGISは地図のレンダリング品質に影響を与えるためのオプションを持っています。メニューオプションを

選択してください設定 - > Options、をクリックしてください Rendering ]タブを選択または いくらか
描画性能を犠牲に線のギザギザを少なくを選択解除してください。

スピードアップレンダリング

レンダリング速度を向上させることができ、いくつかの設定があります。使用して QGISのオプション]ダ
イアログボックスを開き設定 - > Options、に行く Rendering ]タブを選択するか、次のチェックボックス
をオフにします。

• 再描画の速度を上げられる場合にレンダのキャッシュを利用します

• 多くの CPUの coresを使用して並列にレイヤーをレンダリングしてから 最大コアを使用を
設定する。

• 地図は、別々の画像とそれぞれにバックグラウンドでレンダリング 地図更新間隔、この（オフス
クリーン）画像のコンテンツが表示画面の表示を更新するために取られます。レンダリングはこの期
間よりも早く終了した場合は、それが瞬時に表示されます。

• 新しく追加されたレイヤについて地物簡素化をデフォルトで有効化では地物ジオメトリを簡素化
でき（ノードを少なく）、その結果それらは速やかに表示されます。またレンダリング矛盾に直面す
ることもあるので注意してください。

8.4 カラーセレクタ

アイコンを押して colorを選択するたび、色選択ダイアログが表示されます。この
ダイアログの機能は、の状態に依存で使用ネイティブカラーチュー dialogsパラメータのチェックボックス
設定 - >オプション - > Generalメニュー。チェックボックスをオンにすると、使用する色のダイアログが
使用されている OSの一つです。それ以外の場合は、QGISカスタムカラー選択が使用されています。

このダイアログでは、 カラー ramp 、 色 wheel 、 カラー swatches または カラー picker（ の下で利用
可能ではない）によって色を選択できるようにする四つの異なるタブがあります。

どのような方法を使用しても、選択した色は常に HSV（色相、彩度、値）と RGB（赤、緑、青）の値のカ
ラースライダによって記述されています。透明度レベルを設定する opacityスライダーもあります。ダイア
ログの左下の部分では current と現在選択している new色との比較を見ることができ、右下の部分では今
カラー・スロット・ボタンに微調整した色を追加するオプションがあります。

ちなみに: 動的ライブ更新オプションを使用して色を変更
一般設定でライブ更新色選択ダイアログを使用オプションをチェックし、QGISのカスタムカラー選択ダ
イアログで色パラメータを変更すると色がアイテムに適用されるようにします。
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Figure 8.2: カラーセレクタランプ]タブ

カラー ramp か カラー wheel で、すべての可能な色の組み合わせを参照できます。他の可能性があります

けれども。 色 swatches を使用することにより、事前に選択されたリストから選択できます。この選択リス
トは、3つの方法のいずれかが取り込まれます。

• 最近使用した色、

• Standard colors, Settings → Options → Colorsメニュー下の色セットのユーザー定義リスト

• またはプロジェクト色、プロジェクト - >プロジェクトのプロパティ - >デフォルト Styles下の設定
色のユーザ定義リスト。

Figure 8.3: カラーセレクタスイッチャータブ

別のオプションは カラー picker を使用することですスペースバーを押すことにより、QGISの任意の部分
に、あるいは別のアプリケーションからマウスポインタの下から色をサンプリングすることを可能にする。
カラーピッカーは OSに依存しており、現在は OSXでサポートされていないことに注意してください。
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ちなみに: quick color picker + copy/paste colors

最近 colors、から標準 colorsまたは単に色をコピーか貼り付け カラーボックス次
のドロップダウン矢印をクリックしてすばやくから選択できます|。

Figure 8.4: クイックカラーセレクタメニュー

8.5 描画モード

QGISは特別のレンダリング効果のためのさまざまなオプションを、以前にグラフィックプログラムから
知っているだけかもしれないこれらのツールで提供しています。ブレンドmodesはレイヤに、地物に、プ
リントコンポーザアイテムにも適用できます。

• 通常：これは、その下のピクセルとブレンドするトップピクセルのアルファチャンネルを使用して、
標準のブレンドモード、です。色が混合されていません。

• 明るく：これは、前景と背景の画素から各成分の最大値を選択します。結果はギザギザで粗くなる傾
向があることに注意してください。

• 画面：元からの明るいピクセルが先の上に描かれ、暗いピクセルは描かれません。このモードは、一
つの項目のテクスチャを他の項目と混合するために最も有用です（例えば他のレイヤをテクスチャす
るために陰影起伏を使用できます）。

• ダッジ：ダッジは明るく、トップのピクセルの明るさに基づいて、基礎となるピクセルを飽和させま
す。だから、明るいトップピクセルは、基礎となるピクセルの彩度と明るさが増加する原因となりま
す。トップピクセルは明るすぎていない場合、これが最も適しています。それ以外の場合は効果があ
まりにも極端です。

• 追加：このブレンドモードは、単に他に 1つの項目の画素値を追加します。（RGBの場合）1以上の
値の場合には、白が表示されます。このモードでは、機能を強調するために適しています。

• 暗く：これは、前景と背景のピクセルの最小構成要素を保持し、得られたピクセルを生成します。明
のように、結果がギザギザと厳しい傾向にあります。

• 乗算：ここでは、一番上の項目の各ピクセルのための番号が一番下の項目のための対応する画素に乗
算されます。結果は暗い写真です。

• バーン：トップ項目に暗い色を暗くする基礎となる項目を引き起こします。バーンは微調整と下の
レイヤーを coloriseするために使用できます。

• オーバーレイ：このモードでは、乗算とスクリーンブレンドモードを兼ね備えています。得られた画
像において、光部品が軽くなり、暗い部分がより暗くなります。

• ソフトライト：これは、色のバーン/ダッジを使用してオーバーレイすることは非常に似ていますが、
代わりに乗算/画面を使用して。これは、画像の上に柔らかい光を照射エミュレートすることになっ
ています。
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• ハードライト：ハード光もオーバーレイモードと非常によく似ています。画像上に非常に強い光を投
射エミュレートすることになっています。

• 差：差は、下のピクセルからトップのピクセルを減算、またはその逆で、常に正の値を取得します。
黒とブレンドすると、すべての色との差がゼロとなるので、何の変化も生じません。

• 減算：このブレンドモードは、単に、他の一つの項目の画素値を減算します。負の値の場合には、黒
色が表示されます。

8.6 ズームとパン

QGISは関心のお住まいの地域にズームするためのツールとパンを提供します。

マウスで pan とツールバーの ズームイン / ズームアウト アイコンを使用するのとは別に、マウスホ
イール、スペースバーと矢印キーでもナビゲーションできます。

8.6.1 ズームやマウスホイールでパン

マウスのホイールを押すことでメインウィンドウの内側にパンができ、マウスのホイールを回転すること
で地図上でズームイン、ズームアウトできます。ズームの場合は、地図エリア内にマウスカーソルを置き、
それを前方に（から離れて）回してズームインするか、後方に（手前）回してズームアウトします。マウ
スカーソルの位置が関心のズーム領域の中心となります。設定-> Optionsメニューの下の地図 toolsタ
ブの使用して、マウスホイールのズームの動作をカスタマイズできます。

8.6.2 矢印キーでパニング

マップをパンニングして、矢印キーで可能です。マップ領域内にマウスカーソルを置き、北パンするには、矢
印キーまで、西パン東、左矢印キーをパンする右矢印キーをクリックして、ダウン南をパンする矢印キーを。

また、一時的に地図をパンするには、マウスの動きを引き起こすためにスペースバーを使用できます。キー
ボードの PgUpと PgDownキーで地図表示がズームインまたはズームアウトします。

8.7 計測

QGISは、ジオメトリを測定する 4つの手段を提供します。

• インタラクティブな測定ツール 、

• Field Calculator で測定する、

• 地物情報表示ツールで導出された測定、

• そして、ベクトル解析ツール： ベクトル - >ジオメトリツール] - > [エクスポート/追加ジオメトリ
Columns

投影された座標系（例えば、UTM）と非投影データ内の作品を測定します。最初の 3つの測定ツールは、
グローバルなプロジェクト設定にも同様に動作します：

「オンザフライ」CRS変換を有効にした場合、デフォルトの測定メトリックは -楕円、で定義された楕円使
用して -他のほとんどの GIS異なるファイル - >プロジェクトのプロパティ - > Generalを。システムは、
プロジェクトのために定義されている投影座標の両方場合、地理的、これは真実です。（ファイル->プロ
ジェクトのプロパティ->CRS）デカルト数学を使って投影/面積測定面積や距離を計算したい場合は、測定
楕円体は、「なし/面積測定」に設定する必要があります。しかし、データ、プロジェクト、面積及び距離測
定のために定義された地理的（=非投影）CRSと楕円となります。「オンザフライ」CRS変換が無効になっ
ている場合、プロジェクト座標系は、地理的/非投影である場合、測定メトリックは、プロジェクト座標系
が投影される面積測定及び楕円形です。
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しかし、特定のツールとフィールド計算機のどちらも、測定する前にプロジェクトの CRSにデータを変換
しません。これを達成したい場合は、ベクトル解析ツールを使用する必要があります：ベクトル - >ジオ
メトリツール] - > [ジオメトリ Columnsをエクスポート/追加。ここでは、測定は、楕円指標を選択した場
合を除き、デフォルトのプラニメトリックです。

8.7.1 長さ、領域を測定し、インタラクティブな角度

すべての測定モジュールは、デジタル化モジュールからのスナップ設定を使用します。ベクターレイヤー
で線や領域に沿って測定したい場合に便利です。

測定ツールを選択するには、 をクリックし使用したいツールを選択します。

デフォルトでは、 Line を測定：QGIS対策定義楕円に従って与えられた点間の実距離します。メニューオ
プション設定 - >オプション - >地図 Toolsで、ラバーバンド色やお好みの測定単位（メートルまたはフィー
ト）と角度の単位（度、ラジアンと坤）を定義できます。このツールは、地図上のポイントをクリックで
きます。各セグメントの長さ、ならびに合計は、メジャー・ウィンドウに表示されます。測定を停止する
には、マウスの右ボタンをクリックしてください。対話的に測定ダイアログに測定単位を変更できること
に注意してください。それはオプション中の好適な測定 unitsを上書きします。設定は、測定の計算の際に
使用されている CRSを示すダイアログ内の情報セクションがあります。

Figure 8.5: 距離を計測

Area を計測：面積も計測できます。計測ウィンドウに累積された面積のサイズが表示されます。また、計
測ツールは、現在選択されているレイヤにスナップし、そのレイヤは、（スナップ許容量と検索半径の設
定セクションを参照）、そのスナップ公差が設定されていました。正確にライン地物に沿って、またはポリ
ゴン地物の周りを計測したいのであれば、まずレイヤーを選択し、そのスナップ許容値を設定します。今、
計測ツールを使用している場合（許容範囲の設定内）の各マウスクリックは、そのレイヤーにスナップし
ます。

Figure 8.6: 面積を測定

角度を測定：角度も測定できます。カーソルが十字型になります。所望の角度を描画するためにカーソル
を移動し、その後、測定したい角度の最初のセグメントを描画するためにクリックしてください。測定値
は、ポップアップダイアログに表示されます。
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Figure 8.7: 角度を測定

8.8 地物の選択と選択解除

QGISのツールバーでは、地図キャンバスの地物を選択するためのいくつかのツールを提供します。一つま

たは複数の地物を選択するには、 をクリックしてツールを選択するだけです。

• 領域または単一クリックで地物を選択で、クリックするだけか長方形いずれかによって地物（複数可）を選
択します

• ポリゴンで地物を選択

• フリーハンドで地物を選択

• 半径で地物を選択

選択されたすべての地物の選択を解除するには すべて Layers からの地物の選択を解除 をクリックします。

式を使用して地物を選択 では、ユーザが式ダイアログを使用して地物を選択できます。いくつかの例は式章
を参照。

ユーザーは編集->地物をコピーと編集->地物貼り付け asを使用して新しいメモリベクタレイヤーや新
しいベクトルレイヤーに選択した地物を希望の形式で保存できます。

8.9 データ定義された上書き設定

印刷コンポーザのベクターレイヤーのプロパティ]ダイアログボックスまたは設定で多くのオプションのほ

かに、見つけることができる データが override アイコンを定義しました。レイヤーの属性や項目設定に基
づく式、事前作成またはカスタム関数、および変数のおかげで、このツールでは関係パラメータの値を
動的に設定できます。有効にすると、このウィジェットによって返される値が、その正常値にかかわらず、
パラメータに適用されます（チェックボックス、テキストボックス、スライダー...）。

データ定義された上書き アイコンをクリックすると以下が表示されます：

• Description ... これが有効かどうか、どの入力タイプが予想されるか、有効な入力タイプ、および現
在の定義を表示、

• 利用可能な Field typeをリストするエントリ、

• 利用可能な Variableをリストするエントリ、

• 使用する式を作成または編集するには編集...ボタン、

• Pasteおよび Copyボタン,

• Clearボタンで設定を削除

ちなみに: データ定義された上書きオプションが正しく設定されると、アイコンは黄色 か ；それ
が壊れている場合、アイコンは赤 か 。

データ定義ツールで使用できるパラメータは:
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• スタイルと記号のパラメータ

• ラベルパラメータ

• コンポーザパラメータ

8.10 地物情報表示

識別ツールを使用すると、地図キャンバスと相互作用して、ポップアップウィンドウで地物についての情
報を取得できます。地物を特定するには表示->地物を特定を使用するか、 Ctrlキー+シフト+ Iを押す

か、または属性ツールバーの features を識別 アイコンをクリックします。

QGISは、 Identify features ツールを使用して地物を識別する 2つの方法を提供します：

• 左クリックは Identify resultsパネルで設定されたモードに従って地物を識別します

• 右クリックではすべての表示レイヤーからすべてのスナップ地物を取得します。これはコンテキス
トメニューを開き、識別するより正確な地物をユーザが選択できます。

resultsダイアログがクリックされた地物（複数可）についての情報が一覧表示されます確認しますが、地
物（複数可）をクリックした場合。デフォルトのビューはツリービューです、その最初のアイテムはレイ
ヤーの名前であり、その子供たちはその識別された地物（複数可）。各地物は、その値と一緒に、フィール
ドの名前で記述されています。このフィールドはプロパティ->Displayで設定されるものです。そして、地
物についての他のすべての情報を続く。

このウィンドウはカスタムフィールドを表示するためにカスタマイズできますがデフォルトで 3種類の情
報を表示します:

• アクション： Actionsは、地物の特定ウィンドウに追加できます。アクションは、アクションのラベ
ルをクリックすることで実行されます。デフォルトでは、1つのアクションだけでは、編集のため、
すなわちビュー機能の formを追加されます。レイヤーのプロパティダイアログでより多くのアク
ションを定義できます。

• 派生：この情報は、他の情報から計算または導出されます。これに含れるのは、地物 ID、ジオメト
リに応じて地図単位でのその長さまたは周長と面積、マルチジオメトリの場合に空間部分の数とク
リックされた部分の数、地物の頂点の数とクリックされた点に最も近い点の番号。また、クリックさ
れた点と地物両方に最も近い頂点の X及び Y（及び利用可能な場合 Z/M）の座標値を報告します。

• データ属性：これは、クリックされた地物の属性フィールドと値のリストです。

Figure 8.8: 地物を特定ダイアログ

ウィンドウの上部には、7つのアイコンがあります。

• ツリーを展開
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• Collapse tree

• Default behavior 次の識別された地物情報を折りたたむか展開するかを定義する

• 地物を表示フォーム

• 結果をクリア

• 選択地物をクリップボードにコピー

• Print selected HTML response

モードと Viewコンボボックス、ウィンドウの下部には、持っています。モードコンボボックスは、ユー
ザーが定義できますレイヤの地物が特定されるべきで、そこからの場合：

• 「現在のレイヤー」：選択したレイヤーからの地物だけが特定されます。レイヤーは、キャンバスに
表示されなくてもよいです。

• 「上から下に、最初から停止する」：上から見えるレイヤーからのフィーチャだけを。

• 「トップダウン」：可視レイヤーからのすべてのフィーチャー。結果はパネルに表示されます。

• そして、「レイヤーの選択」：地物を識別するレイヤーをユーザーが選択するコンテキストメニューを
開きます。右クリックのように動作します。選択された地物だけが結果パネルに表示されます。

Viewが「木」、「テーブル」または「グラフ」として設定できます。「表」と「グラフ」ビューは、ラスタレ
イヤを設定できます。

特定ツールは、 自動 formを開くすることができます。チェックした場合、単一の地物が特定されるた
びに QGISは、その属性を示すフォームが開きます。これはすぐに地物の属性を編集するための便利な方
法です。

その他の機能は、識別されたアイテムのコンテキストメニューにあります。たとえば、コンテキストメニュー
から次のことができます：

• 地物フォームの表示

• 地物のズーム

• 地物のコピー: すべての地物,のジオメトリと属性をコピーします;

• 地物選択を切り替え：選択した地物を選択項目に追加します

• 属性値のコピー: あなたがクリックした属性値のみをコピーします。

• コピー地物属性：地物の属性をコピーします。

• 結果のクリア:ウィンドウ内の結果が削除されます

• ハイライトのクリア:地図上でハイライトしている地物が除去されます

• すべてをハイライトする

• レイヤをハイライトする

• レイヤのアクティベート: アクティベートするレイヤの選択

• レイヤプロパティ: レイヤプロパティウィンドウを表示する

• すべてを展開する

• すべてを折りたたむ

8.11 アノテーションツール

属性ツールバーのテキスト Annotation ツールは QGIS地図キャンバス上の吹き出しでフォーマットされたテキス
トを配置する可能性を提供します。テキスト Annotationツールを使用、地図キャンバスにクリック。

44 Chapter 8. 一般ツール



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 8.9: 注釈テキストダイアログ

項目をダブルクリックすると、さまざまなオプションを含むダイアログが開きます。フォーマットされた
テキストやその他の項目の設定値を入力するテキストエディタがあります。例えば、マップの位置（マー
カーシンボルが表示された）に関する項目またはスクリーンの位置（マップに関連していない）における
選択肢を持ちます。この項目はマップの位置（マップマーカーをドラッグすることにより）が移動し、ま
たはバルーンのみが移動します。アイコンは、GISの主題図の一部であり、それらも、他の主題図におい
てデフォルトとして用いられます。

Annotation 移動 ツールを使用すると、地図キャンバスで注釈を移動できます。

8.11.1 HTML注記

Html の Annotation ツール属性ツールバーでは、QGISマップキャンバス上のバルーンに htmlファイルの内
容を配置する可能性を提供します。Htmlの Annotationツールを使用し、マップキャンバス中をクリックし
てダイアログに HTMLファイルへのパスを追加します。

8.11.2 SVG注記

属性ツールバーの SVG Annotation ツールは、QGIS地図キャンバス上のバルーンに SVGのシンボルを配置
する可能性を提供します。 SVGの Annotationツールを使用し、地図キャンバス中をクリックしてダイアロ
グに SVGファイルへのパスを追加します。

8.11.3 注記の書式設定

また、独自の注釈フォームも作成できます。 フォーム Annotation ツールは、カスタマイズされた Qtのデザ
イナーフォームにおけるベクトルレイヤの属性を表示することが有用である（ figure_custom_annotationを
参照）。これは、デザイナーフォームに似ています featuresツールを識別しますが、注釈項目に表示されま
す。詳細については、ティム・サットンからのこのビデオ https://youtu.be/0pDBuSbQ02o?t=2m25sも参照し
てください。

ノート: If you press Ctrl+T while an Annotation tool is active (move annotation, text annotation, form annota-
tion), the visibility states of the items are inverted.
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Figure 8.10: Customized qt designer annotation form

8.12 空間ブックマーク

空間ブックマークでは地理的な位置を「しおり」にすることを許可し、後でそれに戻れます。ブックマー
クは、それらが同一のコンピュータで任意のプロジェクトから利用可能であることを意味し、コンピュー
タに保存されています。

8.12.1 ブックマークの作成

ブックマークを作るには：

1. 関心のある領域にズームまたはパンします。

2. メニューオプション View → New Bookmark を選択するか Ctrl-B を押します。新しく作成された
ブックマークが表示された [Spatial Bookmark]パネルが開きます。

3. ブックマークを説明する名称（255文字まで）を入力します。

4. Enterを押してブックマークを追加するか、他の場所をクリックします。

同じ名称で複数のブックマークを所有できることにご注意ください。

8.12.2 ブックマークの操作

ブックマークを使用または管理するにはビュー- >ブックマークを表示メニューオプションを選択します。
空間 Bookmarksパネルは、次の操作を実行できます。

• ブックマークにズーム：希望のブックマークを選択し、 Zoom To Bookmarkをクリックします。それ
をダブルクリックしてもブックマークにズームできます。

• ブックマークを削除する：ブックマークを選択して Delete Bookmarkをクリックします。選択を確認
してください。

• インポート/エクスポート Bookmarks：コンピュータ間でブックマークを共有したり転送するには、空
間 Bookmarksダイアログのブックマークをインポートまたはエクスポートプルダウンメニューを使
用できます。すべてのブックマークが転送されます。
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8.13 プロジェクトの入れ子

プロジェクトに他のプロジェクトファイルからコンテンツを埋め込む場合 Layer →埋め込みレイヤとグルー
プを選択して下さい.

8.13.1 埋め込みレイヤ

次のダイアログで,他のプロジェクトのレイヤを埋め込むことができます.

1. を押し、アラスカのデータセットからプロジェクトを探します。

2. relations.qgsプロジェクトファイルを選択します。プロジェクトの内容を見ることができます
（ figure_embed_dialog参照）。

3. Ctrlを押してレイヤー airportsと regionsをクリックしてください。 [OK]を押してくださ
い。選択されたレイヤは、現在、地図凡例とマップビューに埋め込まれています。

Figure 8.11: 埋め込むためのレイヤーとグループを選択します

埋め込まれているレイヤが編集可能になっている間,スタイルやラベリングのようなプロパティは変更する
ことができません.

8.13.2 埋め込みレイヤの除去

埋め込みレイヤーを右クリックし、 Remove 選択します。

8.14 整飾

QGISの整飾には、グリッド、著作権ラベル、ノースアロー、およびスケールバーが含まれます。地図製作
要素を追加することによって地図を「装飾」するために使用されます。

8.14.1 グリッド

グリッド では座標のグリッドと座標注記をマップキャンバスに追加します。

1. Select from menu View → Decorations → Grid. The dialog starts (see figure_decorations_1).

2. マップキャンバスにロードされているレイヤにしたがって Enable gridチェックボックスを有効に
してグリッドの設定を行って下さい.

3. マップキャンバスにロードされているレイヤにしたがって Draw annotationsチェックボックスを
有効にしてアノテーションの定義を行ってください.

4. [適用]をクリックして、期待通りに表示されていることを確認するか、満足なら [OK]をクリックし
ます。

8.13. プロジェクトの入れ子 47



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 8.12: グリッドダイアログ

8.14.2 著作権ラベル

Copyright label はご希望のテキストを地図に使用して著作権ラベルを追加します。

Figure 8.13: [著作権]ダイアログ

1. メニューの ビュー → 地図整飾 → 著作権ラベル を選択します。ダイアログが表示されます ( fig-
ure_decorations_2を参照すること)。

2. Make sure the Enable Copyright Label checkbox is checked.

3. マップ上に配置したいテキストを入力してください.例に示す通りHTMLを使用することができます.

4. Placementコンボボックスからラベルの配置を選択してください。

5. （キャンバス）Edge‘からMarging ‘水平および/または垂直方向を設定することで、アイテムの配置
を絞り込むことができます。これらの値は、ミリまたはピクセルにおける距離、またはマップキャ
ンバスの幅又は高さの割合として設定できます。

6. 適用する色を変更できます。

7. [適用]をクリックして、期待通りに表示されていることを確認するか、満足なら [OK]をクリックし
ます。
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上記の例では、デフォルトですが、QGISはマップキャンバスの右下隅に著作権シンボルの後に日付を付け
ます。

8.14.3 北向き矢印

北矢印 はマップキャンバス上で簡単な北の矢印を配置します。現在、利用可能なスタイルはただ一つだ
けあります。矢印の角度を調整したり、QGISが自動的に方向を設定できます。QGISが方向を決定させる
ことを選択した場合、それは矢印が志向すべきかに関して、その最良の推測になります。矢印の配置につい
ては、地図キャンバスの四隅に対応した、4つのオプションがあります。（キャンバス）EdgeからMarging
水平および/または垂直方向を設定することにより、矢印の配置を絞り込むことができます。これらの値は、
ミリまたはピクセルにおける距離、または地図キャンバスの幅又は高さの割合として設定できます。

Figure 8.14: The North Arrow Dialog

8.14.4 スケールバー

スケール Barは、地図キャンバスに、単純なスケールバーを追加します。スタイルや配置だけでなく、バー
のラベルを制御できます。

Figure 8.15: スケールバーダイアログ

QGISでは、地図フレームと同じ単位での目盛り表示だけがサポートされます。レイヤの単位がメートルな
らば、フィートでスケールバーは作成できません。同様に、小数度を使用している場合は、メーターで距
離を表示するスケールバーは作成できません。

スケールバーを追加するために：
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1. メニューの ビュー → 地図整飾 → 著作権ラベル を選択して下さい. ダイアログが表示されます (
figure_decorations_4を参照して下さい).

2. スケールバーを有効にするチェックボックスがチェックされているかどうか確認してください.

3. Scale bar style コンボボックスからスタイルを選択します。

4. バー barの色 について色を選択するか、デフォルトの黒色を使用します。

5. Size of bar を設定します。

6. 必要に応じて、 resize上の丸め数に自動的にスナップをチェックして、読みやすい値を表示します。

7. Placement コンボボックスから配置を選択します。

8. （キャンバス）Edge‘からMarging ‘水平および/または垂直方向を設定することで、アイテムの配置
を絞り込むことができます。これらの値は、ミリまたはピクセルにおける距離、またはマップキャ
ンバスの幅又は高さの割合として設定できます。

9. [適用]をクリックして、期待通りに表示されていることを確認するか、満足なら [OK]をクリックし
ます。

ちなみに: 整飾の設定
.qgsプロジェクトを保存する際,グリッド,方位記号,スケールバーと著作権ラベルに加えた変更はそのプ
ロジェクトに保存され,次回プロジェクトをロードした際に復元されます.

8.15 認証

QGISは安全な方法で認証資格情報を取得/保存するための機能があります。ユーザーは安全にポータブル
データベースに格納されている認証設定、に資格情報を保存、サーバーやデータベース接続に適用でき、か
つ安全にプロジェクト内の IDトークンまたは設定ファイルが参照できます。詳細については、認証システ
ムを参照。

マスターパスワードは、認証システムとそのポータブルデータベースを初期化する際に設定する必要があ
ります。

8.16 ファイルにレイヤーを保存

レイヤー（ラスタまたはベクトル）は、レイヤーのコンテキストメニュー中の 名前を付けて保存... 機能
（レイヤツリー内のレイヤを右クリックして）またはレイヤー->名前を付けて保存... メニューにより、別
の形式で保存できます。

保存 Asダイアログではレイヤーを保存するときの動作を変更するいくつかのパラメータが表示されます。
共通のパラメータ（ラスターとベクター）は、次のとおりです。

• フォーマット

• ファイル名

• CRS

• キャンバスに新しいレイヤーを追加するために、保存ファイルを地図に追加

• 範囲（可能な値はレイヤー、地図ビューまたはカスタム範囲です）

• いくつかの高度なオプションを変更でき（ラスター用）、レイヤーまたはカスタム（ベクターの）オ
プションを作成します。高度なユーザーは、GDAL-OGR <http://gdal.org> _ドキュメントのドライバ
のマニュアルを参照してくださいすることができます。

しかしながら、ラスターとベクターのどちらかだけに特有のパラメーターもあります:
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• ラスター特有のパラメータ：

– 解像度（水平および垂直）

– ピラミッドの作成

– 出力モード（生データ又はレンダリングされた画像）

• ベクター特有のパラメータ：

– エンコーディング

– 選択地物のみを保存

– 属性の作成をスキップ

– シンボルの書き出し：DXFの書き出しのために、DXF、KMLとして（下記の注を参照）タブ
のファイル形式を OGR地物スタイルを管理するすべてのファイル形式のために主に使用でき
ます。

* シンボルなし：データを読み込むアプリケーションのデフォルトスタイル

* 地物シンボル：OGR地物スタイルによるスタイルの保存（下記を参照）

* シンボルレイヤーシンボル：OGR地物スタイルで保存（下記の注を参照）が、使用される
複数のシンボルのシンボルレイヤーが存在する場合、同じジオメトリを複数回エクスポート

– ジオメトリ：

* マルチジオメトリへの力、

* z次元を追加し、

* ドロップダウンリストでジオメトリ列を追加または削除。これは、レイヤーの現在のジオ
メトリタイプとリンクされていません。属性テーブルに空のジオメトリ列を追加したり、空
間レイヤーのジオメトリ列を削除できます。

ノート: OGRの地物スタイルは、隠し属性などのデータに直接スタイルを格納する方法です。この種の情
報を扱えるフォーマットは限られています。KML、DXFおよび TABファイル形式は、このような形式で
す。高度なユーザーのために、 OGR地物スタイル仕様<http://www.gdal.org/ogr_feature_style.html> _のド
キュメントをお読みください。

ノート: DXFファイルについて
ベクタレイヤーは別のツール、 Projectの DXFエクスポート... 、を使用して DXFファイルにエクスポー
トできます。ウィンドウは、ユーザが、DXFファイルに含めるレイヤーファイル、記号モード（上記注を
参照）、シンボルスケール、符号化、可視プリセットとレイヤーを選択することを可能にします。

オプションとして、設定された場合はレイヤーのタイトルを名前として使用または 現在の地図範囲と
交差する地物を書き出しできます。

8.17 動的なコンテンツのための変数の使用

式用にカスタム変数を定義できます。変数は、アプリケーションのグローバルレベル、プロジェクトレベ
ル、階層レベルと組成のレベルで定義できます。ただ、CSSのカスケーディング規則のように、変数を上
書できます -例えば、プロジェクトレベルの変数が設定された任意のアプリケーションレベルの変数を上
書きします。変数名の前に@文字を使用してテキスト文字列またはその他のカスタム式を構築するために、
これらの変数を使用できます。例えば、コンポーザにこの内容でラベルを作成する:

This map was made using QGIS [% @qgis_version %]. The project file for this
map is: [% @project_path %]

このようなラベルをレンダリングします:

8.17. 動的なコンテンツのための変数の使用 51



QGIS User Guide,リリース 2.14

This map was made using QGIS 2.14. The project file for this map is:
/gis/qgis-user-conference-2015.qgs

設定- > Optionsメニュー、およびプロジェクトのプロパティからプロジェクトレベルの変数からグローバ
ル変数を管理できます（独自のカスタム変数の追加など）。

Figure 8.16: プロジェクトレベルで編集変数

ノート: さらなる情報を読んだり、例をみつけられるのはここ Exploring variables in QGIS 2.12, part 1, part
2 and part 3。
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Chapter 9

QGISの設定

QGISでは Settingsメニューを通じて高度な設定が可能です。プロジェクトのプロパティ、オプションやカ
スタマイズの間で選択します。

ノート: QGISはオプションとプロジェクトのプロパティ項目の場所をデスクトップのガイドラインに従い
ます。したがって、使用しているOSに関連し、以下の項目のいくつかの場所は Projectか Settingsメニュー
中である可能性があります。

9.1 プロジェクトのプロパティ

設定 - >プロジェクト Properties（kde）の下のプロジェクトの [プロパティ]ウィンドウで、または
プロジェクト - >プロジェクト Properties（Gnomeの、OS XまたはWindows）で、プロジェクト固

有のオプションを設定できます。

• 一般メニューの中の一般設定では次のことが可能です。

– プロジェクトファイルパスの横にあるプロジェクトにタイトルを与えます

– それらが選択されたときの機能に使用する色を選択してください

– マップキャンバスに使用する色：背景色を選択してください

– プロジェクト内のレイヤーへのパスが絶対（フル）またはプロジェクトファイルの場所に対す
る相対などとして保存すべきかどうかを設定します。レイヤーとプロジェクトファイルの両方
を移動または共有やプロジェクトは、異なるプラットフォーム上のコンピュータからアクセス
された場合に可能な相対パスを好むかもしれません。

– プロジェクトはマップタイルとしてレンダリングされたときにアーチファクトを回避すること
を選択しました。このオプションをチェックすると、パフォーマンスの低下につながる可能性が
あります。

面積と距離を計算することは GISにおいてよく必要になります。しかし、これらの値は、本当は基本
的な投影の設定に関連付けられています。測定フレームを使用して、これらのパラメータを制御で
きます。確かに選択できます：

– 使用する楕円体：既存のものも、カスタム（半長軸と半短軸の値を設定する必要があります）、
またはなし/面積測定。

– 長さと周長のための距離計測の単位と面積計測の単位。これらの設定は、デフォルトではQGIS
オプションで設定した単位、その後現在のプロジェクトのためにそれを上書きし、以下におい
て使用されます：

* 属性テーブルのフィールド更新バー

* フィールドの電卓の計算
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* ツール由来の長さ、周囲および面積値を識別

* デフォルトの単位は、測定ダイアログに表示します

座標表示選択し、マウスがステータスバーと識別ツールを使用して示す派生座標に座標表示するた
めに使用する単位の形式をカスタマイズできます。

最後に、グローバルな定義済の縮尺を上書きする、プロジェクト縮尺リストを定義できます。

Figure 9.1: プロジェクトのプロパティ]ダイアログの [全般]タブ

• The CRS menu enables you to choose the Coordinate Reference System for this project, and to enable
on-the-fly re-projection of raster and vector layers when displaying layers from a different CRS.

• レイヤー識別メニューではどのレイヤーがツールを識別に応答するか設定（または無効に）できま
す。デフォルトでは、レイヤーは照会可能に設定されています。

• デフォルト Stylesのメニューでは、それらは既存の持っていないときに描画されますどのように新し
いレイヤーを制御できます .qmlスタイルが定義されています。また、新しいレイヤーのデフォルト
の透明度レベルを設定でき、シンボルは、それらに割り当てられたランダムな色を持っているかど
うかを指定します。実行中のプロジェクトのための特定の色を定義でき、追加のセクションもありま
す。各レンダラに存在する色ダイアログウィンドウのドロップダウンメニューで追加の色を見つける
ことができます。

• タブ OWS Serverでは QGIS ServerのWMSとWFS機能、範囲および CRSの制限に関する情報を定
義できます。

• マクロ メニューは Python マクロの編集のために使います. 現時点では: openProject(),
saveProject()そして closeProject()の 3つのマクロのみ使用可能です.

• Relationsメニューは 1:nの関係を定義するために使用されます。関係は、プロジェクトのプロパティ
ダイアログで定義されています。関係は、レイヤに存在すると、フォームビュー（例えば、地物を識
別し、そのフォームを開くとき）で、新しいユーザインタフェース要素は、関連するエンティティの
リストが表示されます。これは、例えばパイプラインや道路区間の長さの検査履歴を表現するための
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Figure 9.2: QGISでマクロの設定

強力な方法を提供します。1:n関係のサポートについての詳細はセクション１対多関係を作成するに
あります。

9.2 オプション

QGISのためのいくつかの基本的なオプションは Optionsダイアログを使用して選択できます。メニュー
オプション設定-> Optionsを選択します。オプションをカスタマイズできるタブが以下に記載されてい
ます。

9.2.1 一般情報メニュー

アプリケーション

• スタイル（QGIS の再起動が必要） を選択し、 ‘酸素’、 ‘Windows’、 ‘モチーフ’、 ‘CDE’、
‘Plastique’、 ‘Cleanlooks’の中から選択します（ ）。

• アイコン theme を定義してください。現在は「デフォルト」のみ可能です。

• アイコン size を定義してください。

• Fontを定義します。 Qt defaultとユーザ定義のフォントの間で選択します。

• 時限メッセージまたはダイアログのタイムアウト を変更します。

• 起動時のスプラッシュスクリーンを隠す

• 起動時にチップスを表示する

• グループボックスのタイトルを太字にする

• QGISスタイルのグループボックス

• ネイティブ色選択ダイアログを使用

• 利用ライブ更新色選択 dialogs

• カスタムサイドバー style
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• 実験キャンバスの回転をサポート（再起動が必要）

プロジェクトファイル

• 起動時にプロジェクトを開く （「新」、「最後」と「特定」の間で選択します）。「特定」を選択

するときは を使用してプロジェクトを定義します。

• 既定のプロジェクトから新プロジェクトを作成する. 現在のプロジェクトを既定プロジェクトとし
て指定するまたは既定を解除ボタンをクリックすることができます. またユーザが作成したプロジェ
クトテンプレートをファイルやディレクトリを指定するとブラウズすることができます. プロジェク
ト→テンプレートをもとに新規作成というエントリでそれができます.プロジェクトテンプレート

を保存したい場合は最初に 既定のプロジェクトから新プロジェクトを作成するをアクティブにし
てプロジェクトテンプレートフォルダーにプロジェクトを保存してください.

• 必要に応じプロジェクトとデータソースの変更の保存を促す

• :guilabel: レイヤーが removeされる場合に確認のプロンプト

• QGISの旧バージョンで保存したプロジェクトファイルを開く際に警告する

• マクロを有効 。このオプションは、プロジェクトのイベントのアクションを実行するために書
かれているマクロを処理するために作成されました。「常に（推奨されません）」「このセッションに
のみ」、「尋ねる」、「決して」の中で選択できます。

9.2.2 システムメニュー

環境

現在システム環境変数を表示でき、その多くはグループ環境で構成できます（ figure_environment_variables
を参照）。これは、GUIアプリケーションは、必ずしもユーザーのシェル環境を継承していない、Macなど
のプラットフォームに便利です。処理ツールボックス（例えば、SAGA、GRASS）によって制御される外
部ツールセットの環境変数を設定したり表示するにも、ソースコードの特定のセクションのためのデバッ
グ出力をオンにするにも便利です。

• カスタム変数の使用 -（再起動が必要なセパレータを含めます）。変数を [追加]および [削除]で
きます。定義済みの環境変数は現在の環境変数に表示され、 のみ表示 QGIS固有 variablesを有
効にすることでそれらにフィルタを掛けることが可能です。

プラグインパス

[Add] or [Remove] Path(s) to search for additional C++ plugin libraries

9.2.3 データソースメニュー

地物属性とテーブル

• ドックウィンドウで属性テーブルを開く（QGISの再起動が必要）‘

• :guilabel: 属性 tableから WKT表現でコピージオメトリ 。 属性テーブル ダイアログからの
選択行を clipboard にコピー を使用している場合、これは点または頂点の座標がクリップボードにコピーさ
れるという結果を有しています。

• 属性テーブル behavior 。「すべての地物を表示」、「選択地物を表示」と「地図上で表示された
地物を表示」：3つの可能性があります。

• 属性テーブルの行 cache 。属性テーブルでの作業は速くなりますように、この行キャッシュは
最後にロード N属性の行を保存することが可能となります。属性テーブルを閉じるときにキャッシュ
が削除されます。

• NULL値の表現。ここでは、NULL値を含むデータフィールドの値を定義できます。
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Figure 9.3: QGISでのシステム環境変数
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データソースの操作

• ブラウザ dock で有効な項目をスキャン 。「チェック・拡張」と「チェック・ファイルの内容」
のどちらかを選択できます。

• ブラウザ dockで圧縮ファイル（.zipファイル）の内容をスキャン 。「いいえ」、「基本スキャン」
と「完全スキャン」も可能です。

• ラスタサブレイヤのプロンプト時に opening。いくつかのラスタ・サポート・サブレイヤは—それら
は GDALでサブデータセットと呼ばれます。多くの netCDF変数がある場合などは— netCDFファイ
ルで、GDALはサブデータセットとして、すべての変数を見ています。オプションは、サブレイヤで
ファイルを開いたときのサブレイヤに対処する方法を制御できます。次の選択肢があります。

–‘ 常に ’:毎回確認 (サブレイヤが存在する場合)

–‘ 必要な場合 ’:バンドがなくサブレイヤをもつかを尋ねます

–‘ 利用しない ’:確認せず何もロードしません

– ‘‘ すべてをロード’:確認せず,すべてのサブレイヤをロードします

• シェープファイルのエンコーディング declarationを無視。シェープファイルは、情報をコード化
している場合、これは QGISによって無視されます。

• ダブルクリックで PostGISレイヤを追加し、拡張モードで選択

• ダブルクリックで Oracleレイヤを追加する.拡張選択モードを利用する

• 可能な場合はサーバー側で式を実行

• 可能な限りトランザクション・グループを自動的に作成（実験）。このモードをオンにすると、
同じデータベースからのすべての（postgres）レイヤはその編集状態に同期されます。すなわち、1つ
のレイヤが編集状態に置かれるとすべてがそうなり、一つのレイヤがコミットされたか一つのレイヤ
がロールバックされると他もそうされます。また、編集変更をローカルにバッファする代わりに、そ
れらはユーザーがレイヤを保存をクリックするときにコミットされるデータベースでトランザクショ
ンに直接に送信されます。

隠しブラウザのパス

このウィジェットを使用すると、ブラウザパネルから隠すために選択したすべてのフォルダが一覧表示され
ます。リストからフォルダを削除すると、ブラウザパネルで、それが利用できるようになります。

9.2.4 レンダリングメニュー

レンダリング動作

• 地図に新しくレイヤを追加した際にそのレイヤが表示されることをデフォルトにする

• 再描画の速度を上げられる場合にレンダのキャッシュを利用します

• 多くの CPUの coresを使用して並行してレイヤをレンダー

• 使用する最大コア

• 地図更新時間間隔 (デフォルトは 250 ms)

• 新しく追加された layersため、デフォルトでは機能の簡素化を有効にします

• 単純化の閾値

• 可能であればプロバイダ側で簡素化

• レイヤを単純化する最大縮尺

描画品質
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• 線のジャギーを目立たなくします (描画パフォーマンスが低下します)

ラスタ

• RGBバンド選択で、赤、緑、青のバンドの数を定義できます。

コントラスト強調

• シングルバンド gray 。シングルバンドグレーは「ストレッチなし」、「MinMaxにストレッチ」、
「MinMaxにストレッチかつクリップ」、また「MinMaxにクリップ」にもできます。

• マルチバンドカラー（バイト/バンド） 。オプションは、「ストレッチなし」、「MinMaxにスト
レッチ」、「MinMaxにクリップ」「MinMaxにストレッチおよびクリップ」。

• マルチバンドカラー（>バイト/バンド） 。オプションは、「ストレッチなし」、「MinMaxにス
トレッチ」、「MinMaxにクリップ」「MinMaxにストレッチおよびクリップ」。

• 限界（最小/最大） 。オプションは、「累積画素数カット」、「最小/最大」、「平均+/-標準偏差」
です。

• 累積ピクセル数のカット制限

• 標準偏差の乗数

デバッグ

• マップキャンバスリフレッシュ

9.2.5 ［色］メニュー

このメニューでは、レンダラーの各色ダイアログウィンドウで見つけることができるいくつかのカスタム
色を追加できます。タブで事前に定義された色セットが表示されます。それらのすべてを削除したり、編集
できます。また、望む色を追加し、いくつかのコピー＆ペースト操作を行うことができます。最後に、色
セットを gplファイルとして書き出し、または読み込みできます。

9.2.6 キャンバスと凡例のメニュー

デフォルトのマップ外観（プロジェクトプロパティを上書きします）

• 選択色と背景色を指定して下さい.

レイヤの凡例

• legendでダブルクリックアクション 。「レイヤーのプロパティを開く」または「属性テーブル
を開く」のダブルクリックどちらかで。

• 以下の凡例アイテムスタイルは利用可能です

– レイヤ名の最初を大文字にする

– レイヤ名を太字にする

– グループ名を太字にする

– 分類の属性名称を表示する

– ラスタアイコンの作成 (多分遅い)

9.2.7 マップツールズメニュー

このメニューは識別 toolの動作に関するいくつかのオプションを提供しています。
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• 地図 tipsを識別し表示するための検索半径は、地図幅のパーセンテージとして表される許容係数で
す。これは、この許容範囲内をクリックする限り識別ツールが結果を表示することを意味します。

• ハイライト色識別される地物がどの色で強調されることになるかを選択できます。

• Bufferは、特定のハイライトの概要からレンダリングされるバッファ距離を決定します。

• 最小 width強調表示されるオブジェクトの輪郭がどれだけの厚さであるべきかを決定。

計測ツール

• 計測ツールのラバーバンド色を定義します。

• 小数位を定義

• ベース単位をキープは、大きい数を自動的に変換しません（例えば、メートルをキロメートルに）

• 好みの距離単位 （「メートル」、「フィート」、「海里」、「度」や「地図単位」）

• 好みの面積単位 (‘平方メートル’, ‘Square feet’, ‘Square yards’, ‘Hectares’, ‘Map Units’ ...)

• 好みの角度単位 (‘度’, ‘ラジアン’, ‘Gon/gradians’, ‘Minutes of arc’ ...)

パンとズーム

• Mouse wheel action を定義します (‘Zoom’, ‘Zoom and recenter’, ‘Zoom to mouse cursor’, ‘Noth-
ing’)

• ホイールマウスのズーム倍率の定義

定義済み縮尺

ここでは、あらかじめ定義された縮尺のリストを見つけます。 と ボタンで個人的な縮尺を追加ま
たは削除できます。また、 ‘‘ .XML‘‘ファイルへ/から縮尺を読み込みまたは書き出しできます。まだ変更を
削除し、定義済みリストにリセットする可能性を持っていることに注意してください。

9.2.8 コンポーザメニュー

コンポジションデフォルト

ここでデフォルト fontを定義できます。

グリッドの外観

• Grid style (‘Solid’, ‘Dots’, ‘Crosses’)を定義します。

• Grid colorを定義します

Grid and guide defaults

• グリッド spacing を定義

• xおよび yのグリッド・オフセット を定義

• スナップ許容誤差 を定義

9.2.9 デジタイズメニュー

地物の作成

• 地物作成後のポップアップ属性入力を行わない

• 最後に入力した値を再利用する
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• ジオメトリを検証。多くのノードを持つ複雑なラインとポリゴンを編集すると、非常に遅いレンダ
リングをもたらす可能性があります。QGISでのデフォルトの検証手順は多くの時間を取ることがあ
りうるからです。レンダリングスピードアップするために、（GEOS 3.3から始まる）GEOSジオメト
リ検証を選択するか、またはそれをオフにすることが可能です。GEOSジオメトリの検証がはるかに
高速ですが、欠点は、最初のジオメトリの問題が報告されるということです。

ラバーバンド

• ラバーバンドの線幅と線色を指定して下さい

スナップ

• ドックウィンドウ内でスナップオプションを開く (QGISの再起動が必要)

• デフォルトのスナップモード 定義（「頂点」、「セグメントへ」、「頂点とセグメントに」、「オフ」）

• Define Default snapping tolerance in map units or pixels

• Define the Search radius for vertex edits in map units or pixels

頂点マーカー

• 選択された地物のみマーカーを表示する

• マーカー style 頂点を定義します（「クロス」（デフォルト）、「半透明の円」または「なし」）

• 頂点のマーカーの大きさを指定して下さい

カーブオフセットツール

次の 3つのオプションは高度なデジタイジング中の オフセット曲線 ツールを参照してください。各種設
定を通じ、オフセット線の形状に影響を与えることが可能です。これらのオプションは、GEOS 3.3から始
まることも可能です。

• 結合スタイル

• Quadrant segments

• 継ぎ目制限

9.2.10 GDALメニュー

GDALはラスターファイルのためのデータ交換ライブラリです。このタブでは、次のことができます。編
集 optionsを作成してラスタ形式の編集ピラミッド Optionsを。複数の GDALドライバが利用可能である
いくつかのケースでのように、ラスタ形式のために使用されるべき GDALドライバ定義。

9.2.11 CRSメニュー

新プロジェクトの既定の投影座標系

• 「その場で」再投影を有効にしない

• レイヤーの CRSが異なる場合「その場で」再投影を自動的に有効にする

• :guilabel:‘デフォルトで「その場で」再投影を有効にする ‘

• CRSの選択と新しいプロジェクトは常にこの CRSで開始する

新しいレイヤの投影座標系

このエリアでは新しいレイヤが作成された場合、または CRSのないレイヤが読み込まれた場合に、実行す
るアクションを定義することができます。

• CRSのプロンプト

• 利用プロジェクト CRS
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• デフォルトを使用 CRS

デフォルト datum変換

• デフォルトが定義されていないときにデータム変換をするか尋ねる

• 「その場で」CRS変換で作業している場合は、下のウィンドウに変換の結果を見ることができます。
「変換元 CRS」と「変換先 CRS」についての情報だけでなく、「変換元データム」と「変換先データ
ム」を見つけることができます。

9.2.12 ロケールメニュー

• システムロケールを上書きすると代わりに利用するロケール

• 有効なシステムロケールについての情報

9.2.13 認証

Authenticationタブでは、認証設定を設定し、PKI証明書を管理できます。詳細は認証システム参照。

9.2.14 ネットワークメニュー

一般情報

• Define WMS search address, default is http://geopole.org/wms/search?search=\%1\&type=rss

• Define Timeout for network requests (ms) - default is 60000

• Default expiration period for WMSC/WMTS tiles (hours)を定義して下さい-デフォルトは 24です

• Max retry in case of tile request errorsの指定

• User-Agentの指定

キャッシュ設定

キャッシュのためのディレクトリとサイズの指定.

• Web接続にプロキシを使用すると ‘ホスト’, ‘ポート’, ‘ユーザ’,と ‘パスワード’の指定.

• Set the Proxy type according to your needs.

– Default Proxy: プロキシはアプリケーションのプロキシ設定によって決まります

– Socks5Proxy: あらゆる種類の接続に対応した一般的なプロキシ. TCP, UDP, ポートへのバイン
ディング (入力コネクション)と認証をサポートします.

– HttpProxy: “CONNECT”コマンドを実装しています,外向きの TCPコネクションのみサポート
しています;認証をサポートしています.

– HttpCachingProxy: 通常の HTTPコマンドを使って実装され、HTTPリクエストのコンテキスト
でのみ役に立ちます。

– FtpCachingProxy：FTPプロキシを使用して実装、それだけで FTP要求のコンテキストで便利
です。

プロキシ設定の下のテキストボックスに除外するいくつかの URLを追加できます (　 Figure_Network_Tab
参照).

別のプロキシ設定に関するより詳細な情報が必要な場合は、http://doc.trolltech.com/4.5/qnetworkproxy.html#ProxyType-
enumで基本となる QTライブラリのドキュメントのマニュアルを参照してください。

ちなみに: プロキシの利用
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Figure 9.4: Proxy-settings in QGIS
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プロキシを使用すると、時にはトリッキーなことができます。それらが自分の場合に成功するかどうか確
認するため、上記のプロキシタイプで「試行錯誤」しながら進むのが便利です。

必要に応じてオプションを変更できます。変更によっては、有効にするために QGISを再起動する必要が
あることもあります。

• 設定はテキストファイルに保存されます: $HOME/.config/QGIS/QGIS2.conf

• $HOME/Library/Preferences/org.qgis.qgis.plistで設定を見つけることができます。

• 　設定は以下のレジストリに保存されます: HKEY\CURRENT_USER\Software\QGIS\qgis

9.3 カスタマイゼーション

customizationダイアログでは、QGISのユーザーインターフェイスのほぼすべての要素を有効 (無効)にで
きます。彼らが必要とする唯一のアイコン、メニューやパネルを含む、QGISの「光」バージョンを使用し
て、エンドユーザーに提供したい場合、これは非常に便利です。

ノート: 変更が適用される前に、QGISを再起動する必要があります。

Figure 9.5: カスタマイズダイアログ

customizationチェックボックスを切り替えるのは、QGISのカスタマイズへの道の最初のステップです。
これは、チェックを外しので、いくつかの GUIの項目を無効でき、そこからツールバーやウィジェットパ
ネルを可能にします。

設定可能な項目があることができます：

• a Menu or some of its sub-menus from theメニューバー

• a whole Panel (seeパネルとツールバー)

• the Status bar described inステータスバー or some of its items

• a Toolbar: the whole bar or some of its icons

• または任意の**ウィジェット** QGISで任意のダイアログから：ラベル、ボタン、コンボボックス...

メイン application でウィジェットを引くに切り替え で、隠すことにしたいと QGISが自動的にカスタマイズ]ダイア
ログ内の対応するエントリのチェックを外し QGISインターフェースの項目をクリックできます。

構成を設定したら、 [適用]や [OK]をクリックして変更内容を検証します。この構成は、次回の起動時に
QGISでデフォルトで使用されるものとなります。

変更は File に保存 ボタン使用して .iniファイルにも保存できます。これは、複数のユーザ間で共通の
QGISインターフェースを共有するための便利な方法です。 ‘‘.ini‘‘ファイルをインポートするためには、先
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のコンピュータから File からロード をクリックするだけです。また同様に、コマンドラインツールを実
行してさまざまなユースケースのための各種設定を保存できます。

ちなみに: 簡単に定義済みの QGISを復元
初期 QGISの GUI構成は、以下のいずれかの方法で復元できます。

• カスタマイズダイアログで カスタマイズを有効にする オプションのチェックを外すか、
すべてチェック ボタンをクリック

• QSettingsフレーム下で **[リセット] **ボタンを押す設定->Optionsメニュー、Systemタブ

• 次のコマンドラインを使用してコマンドプロンプトで QGISを起動し、 ‘‘ QGIS –nocustomization‘‘

• setting to false the value of UI → Customization → Enabled variable under Settings → Options menu,
Advanced tab.

ほとんどの場合、変更が適用されるためには QGISを再起動する必要があります。
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Chapter 10

投影法の利用方法

QGISは、ユーザーが事前に定義された CRSなしレイヤーのグローバルおよびプロジェクト全体の CRS
（基準座標系）を定義することを可能にします。また、ユーザーがカスタム定義の基準座標系とベクターと
ラスターレイヤーのオンザフライ（OTF）投影をサポートすることを可能にします。これらのすべての機
能は、ユーザーが異なるの CRSとのレイヤーを表示することを可能にし、それらが適切にオーバーレイさ
れます。

10.1 投影法サポート概要

QGISは、約 2700の既知の CRSをサポートしています。各 CRSの定義は、QGISでインストールされて
いる SQLiteデータベースに格納されています。通常は、データベースを直接操作する必要はありません。
実際には、そうすると投影サポートが失敗する可能性があります。カスタムの CRSは、ユーザデータベー
スに格納されています。座標参照系カスタムの管理の詳細について sec_custom_projectionsセクションを
参照。

QGISで利用できるの CRSは、欧州の石油検索グループ（EPSG）と研究所 Geographiqueナショナル・ド・
フランス（IGNF）によって定義されたものに基づいており、大部分は GDALで使用される空間参照テーブ
ルから抽象化されています。EPSG識別子がデータベース中に存在し、QGISで CRSを指定するために使
用することができます。

OTFの投影を使用するためには、データはその座標参照系についての情報を含んでいなければならない
か、グローバル、レイヤーまたはプロジェクト全体の CRSを定義する必要があります。PostGISレイヤの
ために、QGISは、レイヤー作成時に指定した空間参照識別子を使用します。OGRでサポートされている
データについては、QGISは CRSを指定する認識手段の存在に依存しています。CRSの仕様シェープファ
イルの場合、これはよく知られているテキスト（WKT）を含むファイルを意味します。この投影ファイ
ルは、シェープファイルと同じベース名で .prj拡張子を持ちます。たとえば、シェープファイルの名前
alaska.shpには名前 alaska.prjの対応する投影ファイルがあるでしょう。

新しい CRSを選択するたびに、 Project（Gnome、OS X）または Settings（KDE、Windowsの）メニュー
の下の プロジェクト Propertiesダイアログ一般タブ中でレイヤー単位は自動的に変更されます。

10.2 グローバル投影法指定

QGISは、グローバルなデフォルトの投影を使用してそれぞれの新しいプロジェクトを開始します。グローバ
ルなデフォルト CRSは EPSG:4326 - WGS 84です（ proj=longlat +ellps=WGS84 +datum=WGS84
+no_defs）、そしてそれはQGISで事前に定義されています。このデフォルトは figure_projection_1_に示
すように、デフォルトで、新しいプロジェクトのための基準座標系を定義するために使用される最初のセ
クションで ** [...選択]**ボタンを介して変更できます。この選択は、後続の QGISセッションで使用する
ために保存されます。
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Figure 10.1: QGISオプションダイアログで CRSタブ

CRSを持っていないレイヤーを使用するときは、QGISが、これらのレイヤーにどのように応答するかを
定義する必要があります。これはセッティング-> Options下の CRSタブで、グローバルにまたはプロ
ジェクト全体で行うことができます。

オプションは figure_projection_1にしめされています:

• CRSのプロンプト

• 利用プロジェクト CRS

• 下に表示されるデフォルト CRSを使用

CRS情報なしに、特定のレイヤーのための座標参照系を定義したい場合は、それを　ラスタとベクタのプ
ロパティダイアログの Generalタブで行うこともできます　（ラスタは一般情報メニューを、ベクタは一
般メニューを参照）。レイヤーにすでに CRSが定義されている場合は、ベクターレイヤーのプロパティ]
ダイアログボックスの [一般メニューに示すように表示されます。

ちなみに: マップ凡例の CRS
地図凡例 (Sectionレイヤーパネル)　でレイヤ名を右ボタンでクリックすると 2個の CRSショートカット
が表示されます Set layer CRSを選択すると空間参照システム選択ダイアログ ( figure_projection_2参照)が
表示されます. Set project CRS from Layerを選択するとレイヤの CRSを使ってプロジェクトの CRSを再定
義します
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10.3 オンザフライ再投影 (OTF)を定義する

QGISは、ラスターとベクターデータの両方に対して OTFの再投影をサポートしています。しかし、OTF

はデフォルトで有効になっていません。OTFの投影を使用するには、 プロジェクト Propertiesダイアロ

グの CRSタブにある その場で CRS変換を有効チェックボックスをアクティブにする必要があります。

これを実行する方法は３つあります:

1. Project （Gnome、OSX）または Settings （KDE、Windowsの場合）メニューから プロジェクト
Propertiesを選択します。

2. ステータスバーの右下角にある CRSステータス アイコンをクリックして下さい.

3. Optionsダイアログの CRSタブにて OTFをデフォルトに変更するには、 デフォルトで’オンザフ
ライ’再投影を可能にするまたはもしレイヤが異なる CRSをもつ場合、自動で’オンザフライ’投影
変換を有効にするを選択します。

もしレイヤをすでにロードしていてOTFプロジェクションを有効にしたい場合,最良の方法は Project Prop-

erties メニューの Coordinate Reference System ダイアログを開いて, CRSを選択して, Enable on the fly

CRS transformationチェックボックスをアクティブにすることです. そうすると CRS status アイコンはグ
レイアウトしていなくてすべてのレイヤがアイコンの隣にある CRSに OTF投影されます.

Figure 10.2: プロジェクトのプロパティ]ダイアログ

プロジェクトプロパティダイアログの Coordinate Reference Systemメニューには Figure_projection_2に表
示され下記に説明がある 5つの重要なコンポーネントがあります.

1. オンザフライ CRS変換を有効にする—このチェックボックスは OTFプロジェクションの有効,無効
を設定できます. オフの場合それぞれのレイヤはデータソースから読み込まれた座標で描画され以下
のコンポーネントは無効になります. オンの場合それぞれのレイヤの座標はマップキャンバス用に定
義された空間参照システムに投影されます.

2. フィルター—もしあなたが利用したい空間参照システムの EPSGコードの識別子または名前を知っ
ている場合,検索機能を使ってそれを見つけることができます EPSGコードの識別子,または名前を
入力して下さい.
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3. 最近利用した座標参照系—日常の GISでの作業でよく使う CRSがあるなら,このリストに表示され
ます.これらのひとつをクリックすると,CRSを選択できます。

4. 世界の座標参照系—これは、投影された地理的、およびカスタムは、基準座標系を含め、QGISで
サポートされているすべての CRSのリストです。CRSを定義するには、該当するノードを展開し、
CRSを選択して、リストから選択します。アクティブ CRSは、予め選択されています。

5. PROJ.4 text —投影変換エンジンである PROJ.4で使われる CRS文字列です.この文字列は読み取り
専用で,情報提供のために提供されます.

ちなみに: プロジェクトプロパティダイアログ
Projectメニューの Project Propertiesダイアログを開いて CRSタブをクリックすると CRSの設定を見るこ
とができます.

CRS ステータス アイコンからダイアログを開くと自動的に座標参照系タブが前面に表示されます。

10.4 カスタム空間参照システム

QGISで必要な座標参照系が提供されていない場合は、カスタム CRSを定義できます。CRSを定義するに

は Settingsメニューから カスタム CRS... を選択します。カスタム CRSは QGISのユーザデータベー
スに格納されます。カスタムの CRSに加えて、このデータベースには、空間ブックマークやその他のカス
タムデータが含まれます。

QGIS でカスタム CRS を定義することは PROJ.4 投影ライブラリの十分な理解が必要です。
ftp://ftp.remotesensing.org/proj でジェラルド I. Evenden することにより、米国地質調査所のオープンファ
イル利用可能レポート 90から 284、1990（ -開始するには、「ユーザーズマニュアル UNIX環境のための
地図投影手順」を参照してください。 /OF90-284.pdf）。

このマニュアルは、 ‘‘ proj.4‘‘および関連コマンドラインユーティリティの使用を記載しています。proj.4
と共に使用される地図作成パラメータは、ユーザーマニュアルで説明され、QGISで使用されるものと同じ
です。

カスタム空間参照システム定義ダイアログでは、CRSを定義するために必要とするパラメータは２つだけ
です。

1. 記述可能な名称

2. PROJ.4書式による地図作成パラメータ.

新しい CRSを作成するには、 新しい CRS を追加 ボタンをクリックし、わかりやすい名前と CRSのパラ
メータを入力します。

注新しい CRSを表現するには、パラメータは +proj= -ブロックで開始されていなければいけません。

まともな結果が得られるかを見ることで、CRSパラメータをテストできます。これを行うには、知ってい
るWGS84緯度経度の値を North、 Eastフィールドにそれぞれ入力します。 [計算 ]をクリックして、出て
きた結果と、定義した CRSでの知っている値とを比較します。

10.5 デフォルト datum変換

OTFは「デフォルト CRS」へとデータを変換できることに依存し、QGISはWGS84を使用しています。い
くつかの CRSには利用可能な変換が多数あります。QGISでは使用される変換を定義でき、それ以外の場
合 QGISはデフォルトの変換を使用します。

設定-> :guilabel: Options下の CRSタブで、以下ができます：

• QGISが変換を定義する必要がある場合に尋ねるように設定 デフォルトは定義されていない場合
測地系変換を尋ねますを使用して
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Figure 10.3: カスタム CRSダイアログ
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• 変換のユーザーデフォルトリストの編集.

QGISは、送信元と宛先の変換を記述する PROJ.4テキストを表示するダイアログボックスを開くことによ
り、使用する変換尋ねます。さらに詳しい情報は、変換の上にマウスを移動することによって見つかりま
す。ユーザーのデフォルト値は selectionを記憶を選択することで保存できます。
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Chapter 11

QGISブラウザ

• QGISブラウザウィジェット
• スタンドアロンアプリケーションとしての QGISブラウザ

QGISブラウザは，スタンドアロン型のアプリケーションやQGIS上でのパネルとして利用可能です．あなた
のファイルシステムを簡単にナビゲートしたりジオデータを管理するための QGISのパネルです.一般的な
ベクタファイル (e.g. ESRIシェープファイルまたはMapInfoファイル) ,データベース (e.g.PostGIS, Oracle,
Spatialite または MS-SQL Spatial) そして OWS/WCS|WMS|WFS| 接続にアクセスできます.また、GRASS
データ (|qg|にデータを取得するには GRASS GISの統合を参照しましょう)の表示が可能です。

11.1 QGISブラウザウィジェット

QGISブラウザを有効にするには、QGISのツールバーを右クリックして ブラウザパネルをチェックす
るか、それを表示 - > Panelsまたは設定 - > Panels（KDE）から選択します。 Browserパネルでは、今、
ファイルシステム、データベースやWebサービスを閲覧でき、簡単なドラッグ＆ドロップまたはダブルク
リックで地図ビューにデータを取得します。

QGISプロジェクトは、その名前をダブルクリックするか、地図ビューにドラッグ・アンド・ドロップする
ことで、ブラウザパネルから直接開くこともできます。

パネルの上部には，幾つかのアイコンがあり，あなたの助けになります:

• 選択したレイヤーを追加します。また、コンテキストメニューでレイヤを追加か選択したレイ
ヤーを追加を選択することで、地図ビューにデータを追加できます。

• ブラウザツリーを更新

• 特定のデータを検索します。検索ワードまたはワイルドカードを入力して、ブラウザが DBテー
ブル、ファイル名やフォルダをマッチングするだけショーのパスにツリーをフィルタリングします -
他のデータやフォルダは表示されません。figure_browser_panels_上のブラウザパネル（2）の例を参
照してください。比較では、大文字と小文字は区別であってもなくてもよいです。また、に設定でき
ます。

– 通常：検索テキストを含む任意の項目を返します

– ワイルドカード（複数可）を使用して：？微調整を ‘‘ ‘‘および/または ‘‘ * ‘‘文字を使用して検索
すると、検索テキストの位置を指定します

– 正規表現を使用して

• ツリー全体を折りたたみます
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• プロパティウィジェット有効または無効にします。切り替えたときに、新しいウィジェットは、該
当する場合、パネル示すの底部で選択された項目の metadatasを添加します

ブラウザツリー内の項目を右クリックし、次のことに役立ちます。

• ファイルまたはテーブルの場合には、そのメタデータを表示したり、プロジェクトで開きます。テー
ブルでも、名前変更、削除または切り捨てることができ

• フォルダの場合は、ブラウザツリーからそれを隠す、お気に入りにそれをブックマーク。セッティン
グ - >オプション - >データ Sourcesタブ隠しフォルダから管理できます

• スキーマを更新し、名前の変更または削除。

簡単なドラッグアンドドロップで、データベースにファイルをインポートしたり、あるスキーマ/データベー
スから別のものにテーブルをコピーしたりもできます。ドラッグ中に長いスクロールをしなくてよいよう、
利用可能な 2番目のブラウザパネルがあります。ファイルを選択し、あるパネルから他へドラッグアンド
ドロップするだけです。

Figure 11.1: 横並びの QGISブラウザパネル

11.2 スタンドアロンアプリケーションとしてのQGISブラウザ

QGIS Browserはスタンドアロンアプリケーションとして実行することもできます。スタンドアロンのブラ
ウザでは、ブラウザパネルと同様に、ファイルシステムをナビゲートして地理データを管理できます。ま
た、それらをプレビューしたり作成したり、QGISプロジェクトでそれらをドラッグ＆ドロップにより開く
こともできます。

QGISブラウザの起動

• コマンドプロンプトで “qbrowser”と入力します。

• スタートメニューやデスクトップのショートカットを使用して QGISブラウザを起動します。

• QGISブラウザは、アプリケーションフォルダから入手可能です。

figure_browser_standalone_metadataでは、スタンドアロンQGISブラウザの拡張機能を見ることができます。
Paramタブでは PostGISやMSSQL空間などの、接続ベースのデータセットの詳細を提供します。Metadata
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Figure 11.2: スタンドアロンアプリケーションとしての QGISブラウザ

タブには、ファイルに関する一般的な情報が含まれています（ vectormetadatamenu参照）。 Previewタブ
では、ファイルを QGISプロジェクトにインポートすることなく見ることができます。Attributesタブでは
ファイルの属性をプレビューすることも可能です。

11.2. スタンドアロンアプリケーションとしての QGISブラウザ 75





Chapter 12

ベクタデータの操作

12.1 サポートされるデータ形式

QGISは、ESRIシェープファイル、MapInfo社とのMicroStationファイル形式、AutoCADのDXF、PostGIS
に、SpatiaLite、Oracle SpatialのとMSSQL空間データベース、および多くを含む、ベクターデータ形式を
読み書きするOGRライブラリを使用しています。GRASSベクトルと PostgreSQLのサポートは、ネイティ
ブ QGISデータプロバイダプラグインによって供給されています。ベクターデータも QGISに zipと gzip
アーカイブから読み取りモードでロードできます。本書の日付の時点で、69のベクトル形式が OGRライ
ブラリによってサポートされています（文献とWeb参照に OGR-SOFTWARE-SUITEを参照）。完全なリ
ストは http://www.gdal.org/ogr/ogr_formats.htmlで入手可能です。

ノート: リストに含まれていないフォーマットのすべてが、様々な理由から QGISで動作する可能性があ
ります。例えば、いくつかは、外部の商用ライブラリを必要としたり、OSのGDAL / OGRのインストール
には、使用したい形式をサポートするために構築されていない可能性があります。QGISにベクトルをロー
ドするときにのみ、十分にテストされているこれらのフォーマットは、ファイルタイプのリストに表示さ
れます。他の未テストの形式は *.*を選択してロードできます。

GRASSベクタデータの利用方法はセクション GRASS GISの統合に記述されています.

ESRIシェープファイル、PostGISレイヤ、SpatiaLiteレイヤー、OpenStreetMapのベクトル、およびカンマ
区切りデータ（CSV）：このセクションでは、いくつかの一般的なフォーマットで作業する方法について説
明します。QGISで利用可能な地物の多くはベクターデータソースにの関係なく、同じように機能します。
これは仕様であり、そしてそれは、識別、選択、ラベル、属性の機能が含まれており。

ノート: QGISでサポートするのは、（マルチ）ポイント、（マルチ）ライン、（マルチ）ポリゴン、CIRCU-
LARSTRING、CompoundCurve、CurvePolygon、MULTICURVE、MultiSurface地物タイプ、すべての Zお
よび/またはM値を有します。

いくつかのドライバーがCIRCULARSTRING、CompoundCurve、CurvePolygon、MULTICURVE、MultiSur-
face地物タイプといった、これらの地物の種類のいくつかをサポートしていないことにも注意してくださ
い。QGISではそれらを（マルチ）ポリゴンフィーチャに変換します。

12.1.1 ファイルからのレイヤーの読み込み

（シェープファイル、MapInfoのまたはDXF層のような）ファイルからレイヤをロードするには、
ベクトル Layer を追加ツールバーボタンをクリックしてください、または Ctrlキー+Shiftキー+Vとキーボー
ド入力。これは、新しいウィンドウを開きます（ figure_vector_1参照）。

利用可能なオプションがチェックから File。 [参照]をクリックします。これは、ファイルシステムをナ
ビゲートし、シェープファイルまたはその他のサポートされているデータソースをロードすることを可能
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Figure 12.1: ベクタレイヤーダイアログを追加

にする、（ figure_vector_2を参照）標準のファイルを開くダイアログが表示されます。選択ボックス Filter

いくつかの OGR-サポートされているファイル形式を事前に選択できます。

必要に応じて、ファイルのエンコードも選択できます。

Figure 12.2: OGRサポートベクタレイヤーダイアログを開きます。

リストからファイルを選択し、QGIS に [開く] ロード、それをクリックします。 Figure_vector_3 は
alaska.shpファイルをロードした後の QGISを示しています。

ちなみに: レイヤ色
地図にレイヤを追加するとランダムな色が割り当てられます.複数のレイヤを一度に追加することができま
すが,その場合それぞれのレイヤには異なる色が割り当てられます.

ファイルがロードされたら、地図のナビゲーションツールを使用して、それを中心にズームできます。レ
イヤーのスタイルを変更するには、レイヤ名上ダブルクリックするか、または凡例の名前を右クリックし
てコンテキストメニューから Propertiesを選択することで、レイヤ Propertiesダイアログを開きます。ベ
クタレイヤーのシンボルの設定の詳細は、スタイルメニューセクションを参照。

ちなみに: OS Xで外部ドライブからレイヤとプロジェクトをロードする
OS Xでプライマリハードドライブ以外にマウントされるポータブルドライブは File → Open Projectに期
待されているように表示されません.私たちは OSＸ-ネイティブ open/saveダイアログを作ることでこの問
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Figure 12.3: アラスカのシェープファイルと QGISロード

題を解決しました.ファイル名ボックスで作業するときに ‘/Volumes’と打ち込んでから returnを押して
ください. そうすると外部ドライブやネットワークマウントの中を見ることができます.

ノート: いくつかのジオメトリタイプ（ポイント、ライン、および/またはポリゴン）を含む DXFファイ
ルは、レイヤーの名前は、* <filename.dxf>エンティティから行われます <geometry type>*.

ノート: ファイルブラウザや QGISブラウザパネルのいずれかからレイヤー Panelにファイルをドラッグ
＆ドロップすることもできます。レイヤーは、複数のジオメトリタイプが含まれている場合は、新しいウィ
ンドウがサブレイヤを選択するように求められます。これは、多くの場合、GPX、MapInfo社または DXF
ファイル形式で発生します。

特定のディレクトリベース層のロード

ArcInfoのバイナリカバレッジ、英国のようないくつかの特定のフォーマットをロードします。ナショ
ナル転送フォーマットのほか、米国勢調査局や OpenfileGDBの生 TIGER形式、をクリックしてください

ベクトル Layer ツールバーボタンまたはを押して追加します。の開くには Ctrl+Shiftキー+Vベクトル
Layer ダイアログを追加します。選択| radioButtonOn | Directoryとしてソース typeが。ファイルの種類の

フィルタを変更します typeがのファイル をフォーマットにたとえば「ARC / INFOバイナリカバレッ
ジ」のため、開きたいです。カバレッジファイルまたはファイルを含むディレクトリに移動し、それを選
択します。
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ESRI Shapefiles

ESRIシェープファイルはまだQGISで最も使用されるベクトルファイル形式の一つです。ただし、このファ
イル形式にはいくつかの他のファイル形式は（Geopackage、spatialiteのように）持っていないいくつかの
制限があります。インデックス：： ‘OGRシンプルな機能 Library‘（http://www.gdal.org/ogr/）サポートはに
よって提供されます。

ひとつの shapefileは実際多くのファイルで構成されています.以下の 3個が必須のものです:

1. .shpファイルは地物のジオメトリを持ちます.

2. .dbfファイルは dBase形式で属性を保持します.

3. .shxはインデックスファイルです.

Shapefilesではさらに .prjという拡張子のファイルが含まれることがあります,このファイルには投影法
の情報が保持されています. プロジェクションファイルがあると便利ですが,このファイルは必須のファイル
ではありません. shapefileデータセットは追加のファイルを持つことができます. さらに詳細な情報は ESRI
technical specification at: http://www.esri.com/library/whitepapers/pdfs/shapefile.pdfを参照して下さい.

シェープファイルのためのパフォーマンスの改善

シェープファイルの描画のパフォーマンスを改善するには、空間インデックスを作成することができます。
空間インデックスは、ズームとパンの両方の速度を向上させます。ファイル：： ‘.qix‘延長 QGISが使用す
る空間インデックスを持っています。

これらの手順でインデックスを作成できます:

• クリックしてシェープファイルをロード| addOgrLayer |：SUP：の kbd： ‘Ctrlキー+ Shiftキー+ V‘を
‘ベクトル Layer‘は、ツールバーのボタンや押しを追加します。

• Open the Layer Properties dialog by double-clicking on the shapefile name in the legend or by right-clicking
and choosing Properties from the context menu.

• In the General tab, click the [Create Spatial Index] button.

問題形状の.prjファイルをロードする

.prjファイルを持つシェープファイルを読み込むと、QGISはそのファイルから座標参照系を読み取るこ
とができません、レイヤーのレイヤ Propertiesダイアログの Generalタブ内の [...指定]ボタンをクリック
することによって手動で適切な投影を定義する必要があります。これは、 .prjファイルでは多くの場合、
QGISで使用され CRSダイアログに一覧表示されているような完全な投影パラメータを提供していないと
いう事実によるものです。

同じ理由で、QGISで新しいシェープファイルを作成した場合、二つの異なる投影ファイルが作成されま
す、ESRIソフトウェアと互換性が制限された投影パラメータ、.prjファイル、および .qpjファイルを、
使用 CRSの完全なパラメータを提供します。QGISが見つかるたび .prj .qpjファイル、それが代わり
に使用されます。

12.1.2 デリミテッドテキストファイル

表形式のデータは読みやすくシンプルなので広く共通に利用される形式です –データはプレインテキスト
エディタで閲覧や編集もできます. デリミテッドテキストファイルはそれぞれのカラムが指定された文字で
区切られ各行がラインブレークで構成されている属性テーブルです. 通常最初の行にはカラム名が格納され
ます. 一般的なデリミテッドテキストファイルはそれぞれのカラムがコンマで区切られた CSVです (Comma
Separated Values).

そのようなデータファイルは位置情報を 2種類の形式で持つことができます:

• 点の座標を区切られたカラムとして持ちます

• ウェルノウンテキスト (WKT)としてジオメトリをあらわします

QGISは、レイヤーまたは順序テーブルとして区切られたテキストファイルをロードすることができます。
しかし、最初のファイルは、以下の要件を満たしていることを確認してください。
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1. ファイルは区切り文字で区切られたフィールド名が記述されたヘッダ行が必要です. これはテキスト
ファイルの先頭の行になければいけません.

2. ヘッダ行はジオメトリが定義されたカラムを持たなければいけません. これらのフィールドは任意の
名前をつけられます.

3. x座標と y座標は (ジオメトリが座標で定義されている場合)数値である必要があります.座標系は重
要ではありません.

有効なテキスト・ファイルの例として、標高地点データファイルのインポート elevp.csv QGISサンプ
ルデータセットが付属しています（サンプルデータセクションを参照）：

X;Y;ELEV
-300120;7689960;13
-654360;7562040;52
1640;7512840;3
[...]

このサンプルテキストファイルについての解説:

1. 例のテキストファイルでは ; (セミコロン)を区切り文字として使っています.どんな文字でもフィー
ルドの区切り文字として使うことができます.

2. 最初の行はヘッダーです.それには X, Yおよび ‘‘ELEV‘‘のフィールドが含まれています.

3. 引用符 (")はテキストフィールドを区切るのに使われません

4. X座標は ‘‘X‘‘フィールドに含まれています.

5. y座標は ‘‘Y‘‘フィールドに含まれています.

上級ユーザー向けのその他の貴重な情報

湾曲した幾何学的形状（CIRCULARSTRING、CurvePolygonと CompoundCurve）との機能がサポートされ
ています。ここでWKTジオメトリで区切られたテキストなどのジオメトリタイプの 3つの例である:

Label;WKT_geom
CircularString;CIRCULARSTRING(268 415,227 505,227 406)
CurvePolygon;CURVEPOLYGON(CIRCULARSTRING(1 3, 3 5, 4 7, 7 3, 1 3))
CompoundCurve;COMPOUNDCURVE((5 3, 5 13), CIRCULARSTRING(5 13, 7 15,

9 13), (9 13, 9 3), CIRCULARSTRING(9 3, 7 1, 5 3))

区切りテキストも Zサポートしており、Mは、ジオメトリの座標:

LINESTRINGM(10.0 20.0 30.0, 11.0 21.0 31.0)

デリミテッドテキストファイルをロードしています

ツールバーのアイコンをクリックしてください 区切りテキストレイヤー を追加します開くために layersツー
ルバーの管理を figure_delimited_text_1に示すように、区切りテキストファイルダイアログからレイヤー
を作成します。

[参 照] ボ タ ン を ク リック す る こ と で 、ま ず イ ン ポ ー ト す る ファイ ル を 選 択 し ま す
（ qgis_sample_data/CSV/elevp.csv など） 。ファイルを選択すると、QGIS は最近使用区切
り文字でファイルを解析しようとします。正しくファイルを解析する QGISを有効にするには、正しい区
切り記号を選択することが重要です。活性化することにより、区切り文字を指定できます カスタム
delimiters、または活性化することにより 正規表現 delimiter とにテキストを入力 Expressionフィール
ド。たとえば、区切り文字をタブに変更するには、 ‘‘t‘‘（これはタブ文字の正規表現です）を使用します。

ファイルが解析されたら、 ジオメトリ定義 を ポイント座標 に設定し、ドロップダウンリストから X

Yフィールドを選択します。座標が度/分/秒のように定義されている場合は、 DMS coordinatesチェック
ボックスを有効にします。
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Figure 12.4: 区切りテキストダイアログ

figure_delimited_text_1に示すように、最後に、レイヤ名（ :file:‘elevp‘など）を入力します。マップにレイ
ヤを追加するには、 [OK] をクリックしてください。区切りのテキストファイルは現在、QGIS内の他の
マップレイヤとして動作します。

フィールドの前と後の空白を除去するヘルパーオプションがあります— 前後の空白削除. またこのオ

プションも使えます Also 空フィールドを削除. 必要ならばコンマを数字の桁区切り文字にすることがで

きます コンマを小数点区切りに利用.

空間情報は、WKTで表現されている場合は、 ウェルノウン Textオプションを有効にして、ポイント、
ラインまたはポリゴンのオブジェクトのWKT定義にフィールドを選択します。ファイルに非空間データ
が含まれている場合は、 NOジオメトリ（表のみを属性）を有効にして、それは序数テーブルとして
ロードされます。

また、以下を有効にできます：

• 空間インデックスの利用をチェックすると表示のパフォーマンスや空間条件での地物選択パフォー
マンスを向上させます.

• サブセットインデックスの利用.

• ウォッチ file QGISが実行されている間は、他のアプリケーションでファイルの変更を監視します。

12.1.3 OpenStreetMapデータ

多くの国で、このようなデジタル道路地図などの無料の地理データが利用できないため、近年では、Open-
StreetMapのプロジェクトが人気を博しています。OSMプロジェクトの目的は、GPSデータ、航空写真や地
元の知識から、世界の自由な編集可能な地図を作成することです。この目的をサポートするために、QGIS
は OSMデータのサポートを提供します。

OpenStreetMapベクタの読み込み

QGISはコア機能として、OpenStreetMapのインポートを統合します。
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• OSM サーバに接続してデータをダウンロードするためにはメニューの ベクタ→ Openstreetmap →
Load dataを選択して下さい. もし JOSMや Overpass APIや他のソースを使って .osm XMLファイ
ルをすでに取得している場合はこのステップをスキップできます.

• メニュー ベクタ→ Openstreetmap → XML からトポロジーインポート を使うと .osm ファイルを
spatialiteデータベースに変換して db接続を作成します.

• メニューベクトル - > OpenStreetMapの - SpatiaLiteへ]> [エクスポートトポロジは、データベース接続
を開きます（ポイント、ライン、ポリゴン）したいデータの種類を選択して、インポートするタグを選択
できます。これはをクリックしてプロジェクトに追加することができ SpatiaLite・ジオメトリ・レイヤー

を作成する :sup: SpatiaLite Layer‘ツールバーボタンを追加するか、:menuselection:‘Layerメニ
ューから :menuselection: SpatiaLiteレイヤ追加...‘オプション選択することにより（ :ref:‘label_spatialite
セクションを参照）。

12.1.4 PostGISレイヤ

PostGISレイヤは、PostgreSQLデータベースに格納されています。PostGISの利点は、それが提供する空間
索引、フィルタおよびクエリー機能です。PostGISを使用すると、選択や識別などのベクトル関数は、QGIS
での OGRレイヤーでよりもより正確に機能します。

ストアドコネクションの作成

初めて PostGISのデータソースを使用する時は、データが含まれている PostgreSQLデータベースへの

接続を作成する必要があります。 PostGIS の Layer を追加するツールバーボタンをクリックして開始し、Layer

メニューから PostGISレイヤを追加... オプションを選択するか、または Ctrl キー+Shift キー+D
をキーボード入力します。またベクトル Layerを追加ダイアログを開いて Databaseを選択できます。
PostGISテーブル（複数可）を追加ダイアログが表示されます。接続マネージャにアクセスするには、 [新
規]ボタンをクリックして新しい PostGISの Connectionの作成]ダイアログボックスを表示します。接続に
必要なパラメータは以下のとおりです。

• Name: このコネクションの名前. Database　と同じにすることも可能.

• サービス：ホスト名/ポート（および潜在的にデータベース）に代わりに使用されるサービスパラメー
タ。これは pg_service.conf中で定義できます。詳細は PG-サービス-fileセクションを確認して
ください。

• ホスト：データベースホストの名前。これは、telnet接続を開くかまたはホストに pingを実行する
ために使用されるような解決可能なホスト名でなければなりません。データベースが QGISと同じコ
ンピュータ上にある場合は、単にここに「localhost」と入力します。

• Port: PostgreSQL データベースサーバが接続待ちをしているポート番号. デフォルトポートは 5432
です.

• データベース: データベースの名称

• SSLモード：SSL接続がサーバと交渉する方法。PostGISのレイヤーのレンダリングでの大幅な高速
化は、接続エディタで SSLを無効にすることによって達成できることに注意してください。次のオ
プションが用意されています。

– Disable: 暗号化されていない SSL接続の場合のみ試みる

– allow: SSLコネクションの試行に失敗した場合非 SSLコネクションの試行をする.

– prefer (デフォルトです): SSLコネクションを試行します.もし失敗したら非 SSLコネクション
を試行します.

– require: SSLコネクションのみを試行します.

• Username: データベースにログインするユーザー名.

• Password: データベースに接続するために Usernameと一緒に利用するパスワード.
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オプションで以下のチェックボックスをアクティブにできます:

• ユーザ名の保存

• パスワードの保存

• :guilabel: geometry_columnsテーブルの中のみを参照する

• 制限されていないカラム (GEOMETRY)の型解決を行わない

• :guilabel:‘ ‘public’スキーマのみを参照する ‘

• ジオメトリを持たないテーブルもリストする

• 推定されるテーブルメタデータを利用する

すべてのパラメータとオプションを設定した後で [接続テスト]ボタンをクリックして接続テストを行うこ
とができます.

ちなみに: 作業をスピードアップするために推定テーブルのメタデータを使用します
レイヤーを初期化するとき、様々なクエリは、データベーステーブルに格納されたジオメトリの特性を確
立するために必要とされるかもしれません。推定テーブル metadataを使用オプションがチェックされた
場合は、これらのクエリは、行のサンプルだけを検査し、全体ではなく、テーブルよりも、テーブルの統
計情報を使用しています。これは実際には大規模なデータセットの操作を大幅に高速化できますが、レイ
ヤーの不正確な特性をもたらすことがあり（例えばフィルタされたレイヤーの地物数は正確に決定される
ことはないでしょう）、ユニークと想定されている列がそうでなかった場合に奇妙な行動を引き起こす可能
性さえあります。

PostGISレイヤの読み込み

定義された 1つまたは複数の接続を持っていたら、PostgreSQLデータベースからレイヤーを読み込む
ことができます。もちろん、これは PostgreSQLのデータを持つ必要です。データベースにデータをイン
ポートすることの説明については PostgreSQLへのデータインポートセクションを参照。

PostGISからレイヤをロードするには、以下のステップを実行します：

• PostGISレイヤーを追加ダイアログがまだ開いていない場合は、 Layerメニューから PostGISレ
イヤを追加... ‘オプションを選択するか、 :kbd:‘Ctrl+Shiftキー+Dをキーボード入力し、このダイア
ログを開きます。

• ドロップダウンリストから接続を選択して [Connect]をクリックして下さい.

• ジオメトリを持たないテーブルもリストする　を選択または非選択にできます

• オプションで Search Options使うとレイヤからどの地物をロードするか定義できます,また [Build
query]ボタンを使うと Query builderダイアログを開始できます.

• 有効なレイヤリストからあなたが利用したいレイヤを探してください.

• クリックすると選択できます. Shiftキーを押しながらクリックすると複数のレイヤを選択するこ
とができます. PostgreSQLクエリビルダを使ってレイヤを高度に利用する方法についてはセクション
クエリビルダを参照して下さい.

• [追加]ボタンをクリックし、マップにレイヤを追加します。

ちなみに: PostGISレイヤ
通常、PostGISのレイヤーは GEOMETRY_COLUMNSテーブル内のエントリによって定義されます。バー
ジョン 0.9.0以降は、QGISは GEOMETRY_COLUMNSテーブルにエントリを持っていないレイヤーを読
み込むことができます。これは、テーブルとビューの両方を含んでいます。空間ビューを定義すると、デー
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タを視覚化するための強力な手段を提供します。ビューの作成については、お使いの PostgreSQLのマニュ
アルを参照してください。

サービス接続ファイル

サービスの接続ファイルで、PostgreSQLの接続パラメータを単一のサービス名に関連づけできます。その
ときサービス名はクライアントによって指定でき、関連する設定が使用されます。

それは*nix システム下（GNU / Linux、MacOS のなど） .pg_service.conf 、Windows では
pg_service.confと呼ばれています。

The service file looks like:

[water_service]
host=192.168.0.45
port=5433
dbname=gisdb
user=paul
password=paulspass

[wastewater_service]
host=dbserver.com
dbname=water
user=waterpass

ノート: water_service‘‘と ‘‘wastewater_service：上記の例では 2つのサービスがあります。
それに接続したいサービスの名前だけ（囲む括弧なし）を指定することにより、QGIS、pgAdminでなどか
ら接続するためにこれらを使用できます。 psqlでサービスを利用したい場合、psqlのコマンドを実行す
る前に export PGSERVICE=water_serviceのような何かをする必要があります。

ノート: すべてのパラメータは ‘ここ<https://www.postgresql.org/docs/current/static/libpq-
connect.html#LIBPQ-PARAMKEYWORDS>‘_で見つかります

ノート: サービスファイルにパスワードを保存したくない場合は、 .pg_passオプションを使用できます。

*nixのオペレーティング・システム（GNU / Linux、MacOSなど）では、 .pg_service.confファイル
はユーザのホームディレクトリに保存でき、PostgreSQLのクライアントが自動的にそれに気付くでしょう。
例えば、ログインしたユーザーが ‘‘ web‘‘であれば、 .pg_service.confが直接機能する（他の環境変
数を指定せずに）ためには /home/web/ディレクトリに保存する必要があります。。

例えば、一時的に設定するために*nix の OS の下で 輸出 PGSERVICEFILE = /ホーム/ウェブ/
.pg_service.conf‘‘コマンドを実行します（ ‘‘ PGSERVICEFILE‘‘環境変数を作成することによ
り、サービスファイルの場所を指定できます PGSERVICEFILE‘‘変数）

以下いずれかにょってもサービスファイルをシステム全体（すべてのユーザー）で利用可能にできます：
‘‘pg_config–sysconfdir‘‘**/.pg_service.conf**内にそれを配置する、またはサービスファイルを含むディレ
クトリを指定するために ‘‘ PGSYSCONFDIR‘‘環境変数を追加する。ユーザーとシステムファイルに同じ
名前のサービス定義が存在する場合、ユーザーのファイルが優先されます。

警告: Windowsでいくつかの注意点があります。
• サービスファイルは .pg_service.confとして、 pg_service.confでなく、保存する必要
があります。

• サービスファイルが機能するためには、Unix の形式で保存する必要があります。それを行うた
めの 1つの方法は、メモ帳++でそれを開き Edit -> EOL Conversion -> UNIX Format
-> File save。

• 環境変数を追加した後は、コンピュータを再起動する必要もあるかもしれません。
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PostgreSQLレイヤに関する詳細情報

このセクションでは、QGISは、PostgreSQLのレイヤーにアクセスする方法についていくつかの詳細が含
まれています。ほとんどの時間、QGISは単純にロードできるデータベースのテーブルのリストを提供す
る必要があり、それはリクエストに応じてそれらをロードします。しかしながら、QGISに PostgreSQLの
テーブルをロードするのがうまくいかない場合は、以下の情報が任意の QGISのメッセージを理解するの
に役立ち、QGISでそれをロードできるようにするために PostgreSQLのテーブルやビューの定義を変更す
ることについての指示になるかもしれません。

QGISは、PostgreSQLレイヤーがレイヤーの一意のキーとして使用できる列を含むことが必要です。テー
ブルの場合、これは通常、テーブルに主キー、またはそれに一意制約を持つ列を必要とすることを意味し
ます。QGISでは、この列は、型 INT4（サイズ 4バイトの整数）であることが必要です。あるいは、CTID
列が主キーとして使用できます。テーブルには、これらの項目がない場合、OID列が代わりに使用されま
す。列がインデックス化されると性能が向上します（主キーは PostgreSQLでは自動的にインデックス化さ
れていることに注意）。

PostgreSQLのレイヤーがビューである場合は、同じ要件が存在しますが、ビューはそれらの上にユニーク
制約に主キーまたは列を持っていません。ビューをロードする前に、QGISダイアログ内の主キーフィール
ド（整数である必要があります）を定義する必要があります。適切な列がビューに存在しない場合、QGIS
はそのレイヤーをロードしません。このような場合、解決は、適切な列（整数の種類と主キーまたは一意
性制約のいずれか、好ましくは索引付け）が含まないようにビューを変更することです。

QGISではデフォルトで有効化されているチェックボックス IDで選択を提供しています。このオプション
は、ほとんどの場合、高速である属性なしの IDを取得します。高価なビューを使用する場合は、このオプ
ションを無効にすることは意味があります。

ちなみに: QGISで保存されたレイヤーでの PostGISデータベースのバックアップ
pg_dumpと pg_restoreコマンドを使用して PostGISのデータベースのバックアップを作成したいが、
QGISで保存されたようなデフォルトのレイヤースタイルをその後の復元に失敗する場合は、XMLオプショ
ンを DOCUMENTに設定する必要があり、そうすると復元が動作します。

QGISではサーバー側ですでに地物をフィルタできます。 可能な場合 Postgresのサーバー側で式を実行
（実験）チェックボックスをチェックしてそうします。サポートされる式だけが、データベースに送信されま
す。サポートされていない演算子や関数を使用する式は、優雅にローカルな評価にフォールバックします。

12.1.5 PostgreSQLへのデータインポート

データは DB Managerプラグインとコマンドラインツールの shp2pgsqlと ogr2ogrなど、いくつかのツール
を使用して、PostgreSQL/ PostGISにインポートできます。

DBマネージャ

QGISには DB Manager という名前のコアプラグインが付属しています。シェープファイルや他のデータ
形式をロードするために使用でき、そしてそれは、スキーマをサポートしています。詳細は DBマネージャ
プラグインセクションを参照。

shp2pgsql

PostGISは shapefileを PostGISにインポートする shp2pgsqlというユーティリティを持っています. 例えば
lakes.shpという shapefileを gis_dataという PostgreSQLデータベースにインポートする場合以下の
コマンドを使って下さい:

shp2pgsql -s 2964 lakes.shp lakes_new | psql gis_data
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ここで gis_dataデータベースに lakes_newという名前の新しいレイヤが作成されます. 新しいレイヤ
は 2964という空間参照識別子 (SRID)を持ちます. 空間参照システムと投影についてはセクション投影法
の利用方法を参照して下さい.

ちなみに: PostGISからデータセットをエキスポートする
インポートツール shp2pgsqlと同じように PostGIS-データセットを shapefileとしてエキスポートするツー
ルがあります: pgsql2shp. これはあなたの PostGISディストリビューションと一緒に出荷されています.

ogr2ogr

shp2pgsql と DB Manager とともに PostGIS にデータを供給する別のツールもあります: ogr2ogr です.
GDALインストールの一部です.

shapefileを PostGISにインポートする手順は以下のとおりです:

ogr2ogr -f "PostgreSQL" PG:"dbname=postgis host=myhost.de user=postgres
password=topsecret" alaska.shp

これによって shapefile alaska.shpをサーバmyhost.de. の PostGISデータベース postgisにユーザ postgres
パスワード topsecretでインポートします.

注 PostGISをサポートする場合はOGRが PostgreSQLを組み込んでビルドされていなければなりません.次
のようにタイプすると確認できます ( の場合)

ogrinfo --formats | grep -i post

もしデフォルトの INSERT INTOメソッドの代わりに PostgreSQLの COPY -commandを使いたい場合は

以下の環境変数をエキスポートすることができます (少なくても と の場合は可能です):

export PG_USE_COPY=YES

ogr2ogrは shp2pgslのように空間インデックスを作成しません. 空間インデックスを作るためには特別ス
テップとして手動で通常の SQLコマンド CREATE INDEXを発行する必要があります (次のセクションパ
フォーマンスの改善で説明しています).

パフォーマンスの改善

PostgreSQLデータベースから地物を取得することは、特に、ネットワークを介して、時間がかかります。
PostGISの空間 indexデータベース内の各レイヤー上に存在することを確実にすることにより、PostgreSQL
のレイヤの描画パフォーマンスを向上できます。PostGISではデータの空間検索をスピードアップするため
に GiST（一般検索木）indexの作成をサポートしています（GiSTインデックス情報は http://postgis.netで
入手可能な PostGISのドキュメントから取得されます）。

ちなみに: レイヤーにインデックスを作成するために DBManagerを使用できます。最初にレイヤーを選択
し表>編集 tableをクリックし、 Indexesタブに行き、上、 [空間インデックスの追加]をクリックしなけれ
ばならない。

GISTインデックス作成シンタックスは次のとおりです

CREATE INDEX [indexname] ON [tablename]
USING GIST ( [geometryfield] GIST_GEOMETRY_OPS );

注　巨大テーブルでインデックスを作ると長い時間がかかります.一度インデックスを作成したら VACUUM
ANALYZEを実行する必要があります. 詳しくは PostGISドキュメンテーション (POSTGIS-PROJECT文献
とWeb参照)を見て下さい.

以下はＧＩＳＴインデックス作成の例です
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gsherman@madison:~/current$ psql gis_data
Welcome to psql 8.3.0, the PostgreSQL interactive terminal.

Type: \copyright for distribution terms
\h for help with SQL commands
\? for help with psql commands
\g or terminate with semicolon to execute query
\q to quit

gis_data=# CREATE INDEX sidx_alaska_lakes ON alaska_lakes
gis_data-# USING GIST (the_geom GIST_GEOMETRY_OPS);
CREATE INDEX
gis_data=# VACUUM ANALYZE alaska_lakes;
VACUUM
gis_data=# \q
gsherman@madison:~/current$

12.1.6 経度 180°をまたぐベクタレイヤ

多くの GISパッケージは、 180度経線をまたぐ地理参照システム（緯度/経度）でベクトル地図をラップし
ない（http://postgis.refractions.net/documentation/manual-2.0/ST_Shift _Longitude.html）。結果として、QGIS
でこのような地図を開く場合、２つはお互いの近くに表示されるべきところ、離れた別個の位置に表示さ
れます。 Figure_vector_4では、これまでの地図キャンバス（チャタム諸島）の左上の小さな点は、ニュー
ジーランドの主要な島の右側に、グリッド内でなければなりません。

Figure 12.5: 180°経線を横断する緯度/経度での地図

この問題の回避方法は経度の値を PostGISの ST_Shift_Longitude関数を使って変換することですこの関
数はジオメトリのそれぞれの地物のコンポーネント中の点/頂点を読んで,それの経度が < 0°の場合 360°
を加算します. その結果は 0°- 360°の間になり 180°が中心の地図にプロットできます.

Figure 12.6: 経度 180°をまたぐため ST_Shift_Longitude関数の適用した結果
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利用方法

• DBマネージャプラグインを利用した PostGIS (PostgreSQLへのデータインポート) へのデータイン
ポート例.

• PostGISコマンドラインインターフェースを利用して以下のコマンドを発行して下さい (これは例で
“TABLE”のところはあなたの PostGISテーブルの実際の名前にして下さい): gis_data=# update
TABLE set the_geom=ST_Shift_Longitude(the_geom);

• すべてがうまくいけば更新された地物の数についての確認を求められます,それから地図をロードし
て違いを見ることができるでしょう (Figure_vector_5).

12.1.7 SpatiaLiteレイヤ

初めて SpatiaLiteデータベースからデータをロードするときは、 SpatiaLite Layer を追加 ツールバーボタ
ンをクリックして開始し、または Layer‘メニューから |addSpatiaLiteLayer| :menuselection:‘SpatiaLiteレイ
ヤ追加... オプションを選択する、または Ctrlキー+Shiftキー+Lをキーボード入力して。これは、いず
れかのドロップダウンメニューから選択でき、または新しいデータベースへの新しい接続を定義するため
に、既に QGISに知られている SpatiaLiteデータベースに接続できるようになりますウィンドウが表示され
ます。新しい接続を定義するには、 [新規]をクリックし、ファイルブラウザを使用して SpatiaLiteデータ
ベース、拡張子 .sqliteの付いたファイル、を指します。

ベクタレイヤを SpatiaLite形式で保存したい場合凡例でそのレイヤを右クリックして下さい. それから名前
をつけて保存..,を選択して出力ファイル名を指定して下さい, ‘SpatiaLite’を形式として選択して CRSを指
定して下さい. ‘SQLite’を形式として選択することもできます,その場合 SPATIALITE=YESを OGRデー
タソース作成オプションフィールドに指定して下さい. この指定で OGRに SpatiaLiteデータベースを作成
することを伝えます. http://www.gdal.org/ogr/drv_sqlite.htmlも参照して下さい.

QGISも SpatiaLiteで編集可能なビューをサポートしています。

新規 SpatiaLiteレイヤの作成

新しい SpatiaＬｉｔｅレイヤを作成したい場合は新規 Spatialiteレイヤの作成. を参照して下さい.

ちなみに: SpatiaLiteデータ管理プラグイン
SpatiaLiteのデータ管理のために、いくつかの Pythonプラグインも使用できます：QSpatiaLite、SpatiaLite
Manager、または DBマネージャ（コア・プラグイン、推奨）。必要な場合は、プラグインのインストーラ
でダウンロードしてインストールできます。

12.1.8 MSSQL Spatialレイヤ

QGISはまた、ネイティブのMS SQLのサポートを提供します。、MSSQL空間データをロードする最

初の時間、最初に MSSQL 空間 Layer を追加 ツールバーボタンをクリックするか、 Layer メニューから
MSSQL空間レイヤを追加... オプションを選択することにより、または Ctrlキー+Shiftキー+Mをキー
ボード入力して。

12.1.9 Oracle Spatialレイヤ

Oracle Spatialの空間の特徴は Oracleデータベース内のネイティブ型で地理的位置データを管理する上で
ユーザーを援助。QGISは今はこのようなレイヤーをサポートしています。
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ストアドコネクションの作成

初めてOracle Spatialのデータソースを使用する時は、データを含むデータベースへの接続を作成する必

要があります。 Oracle Spatial の Layer を追加 ‘ツールバーボタンをクリック、 :menuselection:‘Layer から Oracle Spatialの
レイヤーを追加... オプションメニューを選択、または Ctrlキー+シフト+Oをキーボード入力して開始しま
す。接続マネージャにアクセスするには、 [新規]ボタンをクリックして新しいOracle Spatialの Connection
を作成ダイアログを表示します。接続に必要なパラメータは以下のとおりです。

• Name: このコネクションの名前. Database　と同じにすることも可能.

• Database Oracleインスタンスの SIDまたは SERVICE_NAME.

• ホスト：データベースホストの名前。これは、telnet接続を開くかまたはホストに pingを実行する
ために使用されるような解決可能なホスト名でなければなりません。データベースが QGISと同じコ
ンピュータ上にある場合は、単にここに「localhost」と入力します。

• Port: Oracleデータベースサーバが接続待ちをしているポート番号. デフォルトポートは 1521です.

• Username: データベースにログインするユーザー名.

• Password: データベースに接続するために Usernameと一緒に利用するパスワード.

オプションで以下のチェックボックスをアクティブにできます:

• Save Usernameは接続構成にデータベースユーザ名を保存するかどうかを示しています.

• Save Passwordは接続構成にデータベースパスワードを保存するかどうかを示しています.

• Only look in meta data tableは all_sdo_geom_metadataビューに存在するテーブルのみ表示するよ
うに制限を行います. これをチェックすると空間情報テーブルの初期表示を高速化します.

• Only look for user’s tables空間テーブルを検索する場合に指定ユーザが所有するテーブルのみを検
索する制約.

• Also list tables with no geometryデフォルトでジオメトリを持たないテーブルもリストすることを
示します.

• Use estimated table statistics for the layer metadata Oracleテーブルのレイヤ設定するときに様々な
メタデータが必要です.ここにはテーブルの行数,ジオメトリタイプ,空間の領域等のデータが含まれ
ます .テーブルの行数がとても多い場合このメタデータ作成に時間がかかります. このオプションを
有効にすると以下の高速メタデータ操作が実行されます: 行数は all_tables.num_rowsから取得されま
す. テーブルの領域はフィルターが適用されていても常に SDO_TUNE.EXTENTS_OF関数で取得さ
れます. テーブルのジオメトリは先頭の NULLでない 100行のデータで判定されます.

• Only existing geometry types存在しているジオメトリタイプのみリストを行い他の型の追加は行い
ません.

警告: Authenticationタブ、ユーザー名とパスワードを保存するには、接続構成で保護されていない
資格情報を維持します。例えば、誰かとプロジェクトファイルを共有し、あればそれら資格情報は表
示されます（ configurationsタブ）。したがって、代わりに認証の設定で資格情報を保存することをお
勧めします。詳細は認証システム参照。

すべてのパラメータとオプションを設定した後で [接続テスト]ボタンをクリックして接続テストを行うこ
とができます.

ちなみに: QGISユーザ設定とセキュリティ
お使いのコンピューティング環境によっては、お使いの QGISの設定でパスワードを保存すると、セキュ
リティ上のリスクがあります。パスワードは、システム構成にし、プロジェクトファイルにクリアテキス
トで保存されます！QGISのためにカスタマイズした設定は保存されたオペレーティングシステムに基づい
ています。

• 設定はあなたのホームディレクトリの .qgis2/に格納されます.
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• 設定はレジストリに格納されます.

ORACLE Spatialレイヤの読み込み

1つ以上の接続が定義されていれば、Oracleデータベースからレイヤーを読み込むことができます。も
ちろんこれは Oracleにデータがあることが必要です。

ORACLE Spatialからレイヤをロードするには、以下のステップを実行してください：

• Oracle Spatialレイヤーを追加ダイアログがまだ開いていない場合は、 Oracle Spatial レイヤーを追加ツー
ルバーボタンをクリックしてください。

• ドロップダウンリストから接続を選択して [Connect]をクリックして下さい.

• ジオメトリを持たないテーブルもリストする　を選択または非選択にできます

• オプションで Search Options使うとレイヤからどの地物をロードするか定義できます,また [Build
query]ボタンを使うと Query builderダイアログを開始できます.

• 有効なレイヤリストからあなたが利用したいレイヤを探してください.

• クリックするとそれを選択できます. Shiftキーを押しながらクリックすると複数のレイヤを選択す
ることができます. PostgreSQLクエリビルダを使ってレイヤを高度に利用する方法についてはセク
ションクエリビルダを参照して下さい.

• [追加]ボタンをクリックし、マップにレイヤを追加します。

ちなみに: Oracle Spatialレイヤ
通常 ORACLE Spatialレイヤは USER_SDO_METADATAテーブルのエントリで定義されています.

12.2 シンボルライブラリ

12.2.1 スタイル・マネージャ

シンボルライブラリは、ユーザーが複数のQGISプロジェクトで使用される一般的なシンボルを管理し、作
成できる場所です。それは設定] - > [スタイルManagerから、またはベクトルレイヤーの Properties中の
スタイルタブから開くことができます。これにより、ユーザーは以下をのことができます：

• 作成、編集、および記号を削除

• カスタムグループ内のシンボルを整理

• エクスポートとインポートのシンボル。

グループおよびスマートグループ

異なるカテゴリにシンボルを整理できます。左側のパネルにリストされているこれらのカテゴリは、静的
（グループと呼ばれる）または動的（スマートグループという名前）にできます。そのシンボルを動的に
設定された条件に応じてフェッチされたときにグループがスマートです。 figure_symbol_2を参照：

グループを作成するには、右のダイアログの左側にディレクトリ既存のグループまたはメイングループを

クリックしてください。また、グループを選択し、クリックできます Group ボタンを追加します。新し
いグループが選択された一つのサブグループになります。

スマートグループはグループを作成することに似て作成しますが、代わりにスマートグループを選択しま
す。ダイアログボックスが（など、その名前の文字列を持っている、いくつかのタグ、グループのメンバー
が含まれている）ユーザーがスマートグループに表示するために、シンボルを選択するために、式を選択
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Figure 12.7: スタイル・マネージャ

することができます。入力された条件（複数可）を満たす任意のシンボルは、自動的にスマートグループ
に追加されます。

Figure 12.8: スマートグループを作成します

グループまたはスマートグループを削除、右のグループをクリックして選択するには Groupを削除するか、

それを選択し、プッシュ Group 削除 ボタンを押します。

自動的に属していたシンボルをフェッチスマートグループとは異なり、簡単なグループは、ユーザーに
よって入力されます。グループにシンボルを追加するには、いずれかの右の選択、シンボルをクリック
できます:menuselection:その後、グループ名を Group‘を適用し。グループに複数のシンボルを追加する 2
番目の方法があります：クリックするだけで、グループを選択して |changeLabelProperties|をクリックし
:menuselection:‘グループ Symbolsを選択するだけ。すべてのシンボルは、選択したグループにシンボルを
追加できるチェックボックスを表示します。選択が終了したら、同じボタンをクリックして、完了Grouping
を選択できます。

カスタムグループの下に配置されていないすべてのシンボルがグループ化されていないという名前の既定
のグループに属している。

編集、シンボルを削除、追加

該当する場合は、グループを選択すると、右側のパネルで（そのサブグループを含む）グループのシンボ
ルのリストを返します。これらのシンボルは、4つの異なるタブで編成されています。

• ポイントシンボルの**マーカー**

• リニアシンボルの**ライン**

• 表面シンボルの**塗りつぶし**
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• そして、 ‘色 Ramp‘_

不要になったシンボルを削除するには、それを選択して item を削除 をクリックします（右クリックから
も利用可能）。シンボルは、ローカルシンボルのデータベースから削除されます。

シンボルリストは、 item 追加ボタンで新しいシンボルを追加したり、 編集 item によって既存のものを
修正することで、変更できます。詳細については ‘シンボル Selector‘_を参照してください。

共有シンボル

共有 item ツールは、スタイルライブラリダイアログの右下に、簡単に他の人とシンボルを共有するため
のオプションを提供しています：ユーザーが実際に自分のライブラリにシンボルをインポートしたりエク
スポートできます。

エクスポートシンボル

PNG、SVGやXMLファイル形式に選択したシンボルをエクスポートできます。PNGまたは SVG（カラー
ランプのシンボルのために利用可能なの両方ではない）にエクスポートすると、選択した各シンボルのた
めのファイルを作成し、SVGのフォルダがで SVGパスに追加できます設定 - > Optionsに例えば上のこれ
らのシンボルを共有しますネットワーク。XML形式は、選択したすべてのシンボルを含む単一のファイル
を生成します。このファイルは、他のユーザーのスタイルライブラリにインポートできます。

シンボルをインポート

新しいシンボルをインポートすることによって、シンボルライブラリを拡張することができます。ダイア
ログの右下部にあるドロップダウンリストから|sharing| Import を選択するだけ。新しいダイアログで、次
の操作が必要です。

• （それは、ディスク上の .xmlファイルや URLを指定できます）シンボルのソースを示し、

• シンボルが配置されるグループの名前を与えます

• ライブラリに追加したいシンボルを選択

• そして、インポートを押してください。

そのインポートとエクスポートのオプションは、右クリックからも利用可能であることに注意してくださ
い。

Figure 12.9: シンボルのインポート
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カラーランプ

スタイル・マネージャでのカラーランプ]タブでは、スタイルレイヤーに使用できるカラーランプの種類を
提示します。

カスタムカラーランプを作成するには、カラーランプ]タブをアクティブにし、 item を追加 ボタンをク
リックします。グラデーション、ランダム、colorBrewer、または CPT-市：ボタンは、ランプ・タイプを選
択するドロップダウンリストを明らかにする。

最初の 3つはカラーランプのステップおよび/または複数の停止回数のオプションを持っています。使用で

きます Invertオプションカラーランプを使用してデータを分類しています。カスタムカラーランプの例
としては figure_symbol_4、CPT-市ダイアログの例としては figure_symbol_4aを参照してください。

Figure 12.10: 複数の停止でカスタムグラデーションのカラーランプの例

CPT-市のオプションは「箱の外」に含まテーマの何百もの新しいダイアログを開きます。

12.2.2 シンボル選択

シンボルセレクタは記号を設計するメインダイアログです。作成または編集マーカー、ラインのか、記号
を記入することができます。

シンボルの各種類について、常に同じダイアログの構造があります：

• 左上側のダイナミックシンボル表現とすぐシンボル特性が進化するように更新

• シンボル表現の下、シンボルツリーが新しいグローバルシンボルを形成するために後で結合されたシ
ンボルのレイヤーを示しています。シンボル layersシンボルは、いくつかで構成できます。設定は、
この章の後半で表示されます。

• 右のセットアップグローバルシンボルに適用されるいくつかのパラメータでできます：

– 単位：それはミリメートル、ピクセルまたは地図単位とすることができる

– 透明性

– 色：このパラメータは、ユーザによって変更されたとき、その値は全てアンロックサブシンボ
ルの色にエコーされます

– マーカーシンボルのサイズと回転

– ラインシンボルの幅
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Figure 12.11: カラーランプの何百もの CPT-都市ダイアログ

Figure 12.12: マーカーシンボルの設計
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シンボルがレイヤーに適用されるまで最後の層に関連するパラメータの横にあるデータ定義の override
ボタン非アクティブであることに注意してください。シンボルがレイヤーに接続されると、このボタ
ンはサイズのアシスタントダイアログへのアクセスを提供しています、比例または多変量解析のレ
ンダリングを作成するのに役立ちます。

• これらのパラメータの下で、選択できるシンボルライブラリの項目を表示しています。シンボルのこ
のリストは、すぐ上のドロップダウンリスト内のグループを選択することによってフィルタリングす
ることができます。

シンボルツリーで選択したレベルに応じて、ダイアログの下部にあるさまざまなツールを有効に得られます。

• 新しいシンボルレイヤを追加します。好きなだけシンボルを重ねることができます

• 選択されたシンボルレイヤーを除去

• シンボルレイヤのロック色：|ロック|ユーザは、グローバル（または上部）シンボルレベルで色を変
更したときにロックされた色が変化しないまま

• duplicate a (group of) symbol layer(s)

• シンボルレイヤを上または下に移動

• apply special effects to the symbol layer

• シンボルライブラリに設計されたシンボルを保存

• または Advanced ドロップダウンリストで選択して、キャンバスの範囲で地物をクリップし
ます。

ちなみに: シンボル layersダイアログより低いレベルのサイズを設定した後、シンボル全体のサイズは再び
第 1レベルの Size（マーカーシンボルの場合）または :guilabel:‘Width‘（ラインシンボルの場合）メニュー
で変更できることに注意してください。サイズ比を維持しながら、低いレベルの大きさは、それに応じて
変化します。

シンボルツリーの下位レベルをクリックすると、より詳細な設定を行うことができます。シンボル layers
プロパティそれぞれを変更できます、そしてシンボル・タイプに応じて異なる設定を得ます。

マーカーシンボル

マーカーシンボルは複数のシンボルレイヤの種類があります。

• 楕円形のマーカー

• フォントのマーカー

• シンプルマーカー（デフォルト）

• SVGマーカー

• ベクトルフィールドのマーカー

各マーカーシンボルについては、次のプロパティを設定できます。

• ：guilabel： ‘記号層 type‘が：楕円マーカー、フォントマーカー、シンプルマーカー、SVGマーカー
とベクトル場のマーカーを使用するオプションを持っています。

• colors

• Size

• Outline style

• Outline width

• Angle

• ：guilabel：オフセット X、Y：x軸または y方向にシンボルを平行移動できます。
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• Anchor point

• Data defined properties ...

ラインシンボル

ラインマーカーシンボルは唯一の 2つのシンボルレイヤタイプがあります。

• マーカーライン

• シンプルライン（デフォルト）

デフォルトのシンボルレイヤタイプは、定期的にライン上の他の表示マーカ点に対し、シンプルなライン
を描きます。頂点、最後と最初の頂点、間隔、中心点または全てのカーブポイント上：別の場所を選択でき
ます。マーカーラインは、ラインやオフセット線に沿ってオフセットしていることができます。最後に、：
guilabel： ‘rotation‘あなたは、シンボルの向きを変更することができます。

次の設定を使用できます。

• colour

• Pen width

• Offset

• Pen style

• Join style

• Cap style

• Use custom dash pattern

• Dash pattern unit

• Data defined properties ...

ポリゴンのシンボル

ポリゴンのマーカーシンボルはまた、いくつかのシンボルレイヤの種類があります。

• 重心塗りつぶし

• グラデーション塗りつぶし

• ラインパターンの塗りつぶし

• ポイントパターンの塗りつぶし

• ラスター画像の塗りつぶし

• SVGの塗りつぶし

• Shapeburst塗りつぶし

• シンプル塗りつぶし（デフォルト）

• 概要：マーカーライン（ラインマーカーと同じ）

• 概要：シンプルなライン（ラインマーカーと同じ）

次の設定を使用できます。

• Colors for the border and the fill.

• Fill style

• Border style

• Border width
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• Offset X,Y

• Data defined properties ...

カラーコンボボックスを使用して、ドラッグして別のボタンに一つの色ボタンの色をドロップ、コピー＆ペー
ストの色、どこかから色を選択、パレットからか、最近または標準色から色を選択することができます。コ
ンボボックスでは、透明性と機能に記入することができます。また、単にパレットダイアログを開くため
のボタンをクリックすることができます。GIMPのようないくつかの外部ソフトウェアから色をインポー
トできることに注意してください。

「ラスター画像の塗りつぶし」を使用すると、タイル状のラスタイメージでポリゴンを埋めることができ
ます。オプションは、（ピクセル、MMまたはマップ単位）（定義されたデータ）ファイル名、不透明度、画
像サイズを含み、モード（機能又は図）および回転座標。

「グラデーション塗りつぶし」：guilabel：記号層 type‘がの間を選択することができます| radioButtonOn |
：guilabel： ‘二 color‘と| radioButtonOff |：guilabel： ‘色 ramp‘設定。チェックボックス|あなたが使用する
ことができます|：guilabel： ‘フィーチャー centroid‘として：guilabel： Referencepoint‘。すべての塗りつ
ぶし「グラデーション Fill‘：guilabel：guilabel： ‘カテゴリ別の Symbol‘メニューと卒業レンダラと通過：
ルールベースのレンダラーの ‘ルール properties‘メニュー：guilabel ‘記号層 type‘がでても利用可能です。

他の可能性は、勾配は、多角形の中心に向かってポリゴンの境界線から引き出され、バッファグラデーショ
ン塗りつぶし、ある「shapeburst塗りつぶし」を選択することです。設定可能なパラメータは、シェードの
境界からの距離、色ランプ又は単純な二色のグラデーション、充填およびオフセットの任意ボケの使用を
含みます。

唯一の多角形の内側にポリゴンの境界線を描画することが可能です。「概要：シンプルなライン」を使用し
て|チェックボックスを選択し|：guilabel： ‘だけ polygon‘の内側に線を引きます。

**注：**ジオメトリタイプはポリゴンであるとき、あなたはキャンバスの範囲にライン/ポリゴンの自動ク
リッピングを無効にすることもできます。いくつかのケースでは不利な記号で、このクリッピング結果（重
心が常に実際の機能の重心でなければならない場所例えば重心がいっぱい）。

12.3 ベクタープロパティダイアログ

ベクターレイヤのレイヤ Propertiesダイアログは、地図内のレイヤーの地物の外観（シンボル、ラベル、ダ
イアグラム）、マウスとの相互作用（アクション、地図のヒント、フォームデザイン）を管理するための一
般設定を提供します。また、レイヤーについての情報を提供します。

アクセスするには、レイヤ Propertiesダイアログを、凡例内のレイヤをダブルクリックするか、レイヤー
上で右クリックして Propertiesをポップアップメニューから選択します。

ちなみに: 異なるレイヤー表現をすばやく切り替える
レイヤー Propertiesダイアログの下部にスタイル - >Add コンボボックスを使用して、レイヤーのプロパ
ティの設定（シンボル、ラベリング、図、フィールドが形成さ、アクションのように多くの組み合わせを
保存できます。.. 。）望むよう。次に、単にレイヤー Panel内のレイヤーのコンテキストメニューからスタ
イルを切り替えれば、自動的にデータの異なる表現が得られます。

12.3.1 一般メニュー

このメニューはベクターレイヤの一般的な設定で利用します. ここには多くのオプションが利用でき
ます:

レイヤ情報

• displayed asを使うとレイヤの表示名称を変更できます

• ベクターレイヤの Layer sourceを指定します

98 Chapter 12. ベクタデータの操作



QGIS User Guide,リリース 2.14

• Define the Data source encoding to define provider-specific options and to be able to read the file

空間参照システム

• Specify座標参照系。ここでは、特定のベクターレイヤーの投影を表示または変更できます。

• Create a Spatial Index (only for OGR-supported formats)

• 領域の更新レイヤの情報

• ベクターレイヤに指定されている投影方法を閲覧や変更したい場合は指定 ... をクリックして下さい

縮尺に応じた表示設定

最大（含む）と最小（排他的）縮尺を設定して、地物が表示される縮尺の範囲を定義できます。この範囲

のうち、それらが隠されています。 現在のキャンバス縮尺 ボタンに設定を使用すると、範囲の可視性の境界
として、現在の地図キャンバス縮尺を使用できます。

Figure 12.13: ベクターレイヤーのプロパティ]ダイアログボックスの [一般メニュー

クエリビルダ

プロバイダ機能フィルターフレームの下では、クエリ Builderで、SQL風のWHERE句を使用して、レイ
ヤ内の地物のサブセットを定義したり、メインウィンドウに結果を表示できます。限り、クエリが有効で
あるとして、その結果に対応する地物だけが、プロジェクトで利用できます。クエリ結果は、新しいベク
ターレイヤーとして保存できます。
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クエリビルダは、レイヤープロパティで Generalメニューの下部にある名祖の用語を介してアクセス可能で
す。地物 subsetの下クエリ builder、ボタンをクリックして [クエリビルダ]を開いてください。クエリビル
ダのプロバイダ特定のフィルタ expressionボックス TYPE_2フィールドと regionsレイヤーを持っている
場合たとえば、boroughされている領域のみを選択できます。QGISサンプルデータから regions.shp
レイヤー Figure_vector_general_2を移入クエリビルダの例を示しています。フィールド、値と演算子のセ
クションでは、SQLのようなクエリを構築するのに役立ちます。

Figure 12.14: クエリビルダ

フィールドリストには検索される属性テーブルのすべての属性列が含まれています。SQL WHERE句フィー
ルドに属性の列を追加するには、[フィールド]リストでその名前をダブルクリックします。一般的に、様々
なフィールド、値と演算子を使用してクエリを構築できます、または SQLボックスにそれを入力するだけ
もできます。

値のリスト には属性テーブルの値が一覧表示されます。属性のすべての可能な値を一覧表示するには、
[フィールド]リストで属性を選択して、[すべて]ボタンをクリックしてください。属性列の最初の 25個
のユニークな値を一覧表示するには、[フィールド]リスト内の属性の列を選択し、 [サンプル]ボタンをク
リックしてください。SQL WHERE句のフィールドに値を追加するには、二重の値のリストでその名前を
クリックします。

演算子セクションは、使用可能なすべての演算子が含まれています。SQL WHERE句フィールドに演算子
を追加するには、適切なボタンをクリックしてください。リレーショナル演算子（ = >、...）、文字列比較
演算子（ LIKE）、論理演算子（ AND OR ... ）ご利用いただけます。

[テスト]ボタンは、クエリ構築のプロセスにおいて有用である現在のクエリを満たす機能の数を示すメッ
セージボックスを示しています。 [クリア]ボタンは、SQL WHERE句のテキストフィールド内のテキスト
をクリアします。 [OK]ボタンは、ウィンドウを閉じ、クエリを満たす機能を選択します。 [キャンセル]
ボタンは、現在の選択を変更せずにウィンドウを閉じます。

QGISではレイヤー全体かのように得られたサブセット作用を扱います。「自治区」の上にフィルタを適用
する場合には、「市」、したがって、サブセットの一部ではありませんので、たとえば、クエリを表示する
アンカレッジを保存したり、編集できません。

唯一の例外は、レイヤを編集できなくなるでしょうサブセットを使用して、レイヤーない限り、データベー
スの一部であるということです。
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12.3.2 スタイルメニュー

Styleメニューをレンダリングして、ベクターデータを象徴するための包括的なツールを提供します。すべ
てのベクターデータに共通するツールならびにベクターデータの異なる種類のために設計された特別な象
徴ツールを使用できます。しかし、すべての種類は、次のダイアログ構造を共有：はレイヤレンダリング
ウィジェット上部に、機能するために、下で使用するための分類とシンボルの準備に役立つウィジェットを
持っています。

ちなみに: ベクターシンボロジーのエキスポート
Google *.kml, *.dxfとMapInfo *.tabファイルに QGISからベクターシンボルをエクスポートするオプショ
ンがあります。ちょうどレイヤーの右マウスメニューを開き、名前を付けて保存を... 上のクリック出力ファ
イルの名前とその形式を指定します。ダイアログでシンボル exportメニューを使用して、シンボルを、地
物シンボル - >またはシンボルレイヤシンボル - >のいずれかとして保存します。シンボルレイヤを使用
している場合は、第二の設定を使用することをお勧めします。

地物のレンダリング

レンダラは、正しいシンボルで地物を描画するための責任があります。レイヤーのジオメトリタイプに関
係なく、レンダラの 4つの一般的なタイプがあります：単一シンボル、分類、段階、規則に基づく。ポリ
ゴンレイヤーも反転レンダラでレンダリングできるが、点レイヤーに対して、点変位とヒートマップレン
ダラーが利用可能です。

連続カラーレンダラはありません。実際には段階レンダラーの唯一の特殊なケースであるためです。分類
および段階レンダラは、シンボルとカラーランプを指定して作成できる -それらは適宜、シンボルの色を
設定します。各データ・タイプ（点、線及び多角形）のために、ベクターシンボルレイヤータイプが利用
可能です。選択したレンダラによっては、ダイアログが異なる、追加のセクションを提供します。

ノート: レンダラの種類を変更する場合は、ベクターレイヤーのスタイルを設定するときは、シンボルの
ために作られた設定は維持されます。この手順は、1つの変更のために働くことに注意してください。レン
ダラの種類を変更繰り返すと記号の設定は失われます。

単一シンボルレンダラ

単一シンボルレンダラは、単一のユーザー定義シンボルを使用して、レイヤーのすべての機能をレン
ダリングするために使用されます。記号表記の詳細は、シンボル selector参照。

ちなみに: レイヤーパネルから直接記号を編集する
レイヤーパネルで分類して定義されたカテゴリを持つレイヤーを持っている場合は、段階やルールベース
のスタイルモードで、すぐにカテゴリを右クリックしてカテゴリのシンボルの塗りつぶしの色を変更し、

色 wheel メニューから好み色を選択できます。カテゴリ上で右クリックしても、オプションにアクセスで
きるようになりますすべて項目非表示、すべての項目を表示、および記号を編集。

分類レンダラ

分類レンダラがアスペクト選択された特徴の属性の値を反映して、ユーザ定義のシンボルを使用して、
レイヤーのすべての地物をレンダリングするために使用されます。Categorizedメニューは、選択できます：

• 属性（列のリストボックス、または 列 expression設定機能を使用して、式章を参照）

• 各クラスのデフォルトとして使用される（シンボル selectorダイアログを使用して）シンボル

• シンボルに適用される色が選択された色（カラーランプのリストボックスを使用して）の範囲
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Figure 12.15: 単一シンボルラインプロパティ

属性列の個別の値から classesを次に作成するために分類ボタンをクリックします。各クラスは、クラス名
の左にあるチェックボックスをオフにして無効にできます。

シンボル、値および/またはクラスのラベルを変更するには、変更したい項目をダブルクリック。

右クリックでコンテクストメニューにコピー/貼り付け、色を変更、変更透明度、変更出力部、変更シ
ンボル幅を示しています。

figure_symbology_2の例では、QGISサンプルデータセットの川レイヤーに使用されるカテゴリのレンダリ
ングダイアログが表示されます。

Figure 12.16: 分類シンボル化オプション

ちなみに: 複数シンボルを選択して変更する
シンボロジでは複数のシンボルを選択して右クリックでそれらの色,透過度,サイズや太さを変更できます.

ちなみに: シンボル名にマッチカテゴリ
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[詳細設定]メニューで、クラスの下で、分類内のカテゴリ名にシンボル名を一致させるために、2つの最初
のアクションのいずれかを選択できます。保存記号に一致は、スタイルマネージャからシンボル名でカ
テゴリ名に一致。ファイルからシンボルに一致は、カテゴリ名を外部ファイルからシンボル名へ一致。

段階レンダラ

Rendererは、その色やサイズクラスに選択された地物の属性の割り当てを反映し、ユーザ定義シンボ
ルを使用して、レイヤーのすべての地物をレンダリングするために使用されて卒業。

カテゴリ別レンダラ、同様段階レンダラには、指定した列から回転とサイズスケールを定義できます。

また、カテゴリ別レンダラに類似し、それは選択できます：

• 属性（列のリストボックスまたは 列 expression設定機能を使用）

• （シンボル選択ダイアログを使用して）、シンボル

• 凡例形式と精度

• 色やサイズ：記号を変更するために使用する方法

• 色（カラーランプのリストを使用して）カラー方式が選択された場合

• サイズ（サイズのドメインを用いて、そのユニット

Histogram タブ割り当てられたフィールドまたは式の値のインタラクティブなヒストグラムを示し、その
後、使用できます。クラスブレークが移動またはヒストグラムウィジェットを使用して追加できます。

ノート: ベクターレイヤーに関する詳細な情報を取得するために統計概要パネルを使用できます。統計の
概要パネル参照。

バッククラス]タブに、クラスの数も（モード]リストを使用して）、クラス内の地物を分類するためのモー
ドを指定できます。使用可能なモードは以下のとおりです。

• 等間隔：各クラスは、同じサイズている（例えば、0から 16までの値と 4つのクラスを、各クラス
は、4のサイズを有します）。

• 分位：それぞれのクラスは、内部の要素の数が同じでしょう（箱ひげ図の考え）。

• 天然の切断（ジェンクス）：クラス間分散が最大である各クラス内分散が最小です。

• 標準偏差：クラスは値の標準偏差に応じて構築されています。

• かなりブレーク：xの値の範囲をカバーする約 N + 1等間隔 nice値のシーケンスを計算します。それ
らは http://astrostatistics.psu.edu/datasets/R/html/base/html/pretty、10のべきの 1、2又は 5倍になるよ
うに値が選ばれます (R統計環境 http://astrostatistics.psu.edu/datasets/R/html/base/html/pretty.htmlから
きれいに基づいて)。

The listbox in the center part of the Style menu lists the classes together with their ranges, labels and symbols that
will be rendered.

選択したモードを使用してクラスを作成する分類ボタンをクリックしてください。各クラスは、クラス名
の左にあるチェックボックスをオフに無効にできます。

シンボル、値および/またはクラスのラベルを変更するには、変更したい項目をダブルクリック。

右クリックでコンテクストメニューにコピー/貼り付け、色を変更、変更透明度、変更出力部、変更シ
ンボル幅を示しています。

figure_symbology_3の例では、QGISサンプルデータセットの河川レイヤーのための段階レンダリングダイ
アログが表示されます。

ちなみに: 式を利用した主題図
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Figure 12.17: 段階シンボル化オプション

分類と段階主題は、式の結果を使用して作成できます。ベクターレイヤーのプロパティダイアログでは、属
性選択は 列 expression設定機能で拡張されます。だから、分類属性は、複数のフィールドの複合、ま
たはある種の式になりたい場合は、属性テーブルで新しい列に分類属性を記述する必要はありません。

比例シンボルと多変量解析

比例シンボルと多変量解析は、スタイルレンダリング]ドロップダウンリストから利用可能なタイプをレン
ダリングされていません。しかし、以前のレンダリングオプションのいずれかの上に適用サイズアシスタ
ントオプションで、QGISはそのような表現を使ってポイントやラインのデータを表示できます。比例シ
ンボルを作成する

単一シンボルレンダラ比例レンダリングは、第一のレイヤーに適用することによって行われます。シンボ

ルを設定すると、シンボルツリーの上位レベルでは、 データ定義 overrideボタン利用可能な横 Sizeま
たは Widthオプション（点又は線レイヤーのためのそれぞれ）は、レイヤの比例シンボルを作成するため

のツールを提供します。アシスタントはを通してさらにアクセス可能です メニューには、サイズの式
を定義するのに役立ちます。

アシスタントでは以下を定義できます：

• 表現するための属性、フィールドのリストボックスまたは 列 expression設定機能を使用して（式
参照）

• 「フラナリー」、「表面」または「半径」とできる表現のスケール方法

• シンボルの最小および最大サイズ

• 値の範囲は表現する：下向きの矢印を使用すると、自動的に最小（またはゼロ）と選択した属性や
データに適用される式によって返される最大値で、これらのフィールドを埋めるのに役立ちます。
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Figure 12.18: Varying size assistant

• NULL値を表すためのユニークなサイズ。

ダイアログの右側に、ライブアップデートウィジェット内の特徴表現をプレビューできます。この表現は、
レイヤーの凡例にレイヤーツリーに追加され、また印刷コンポーザ凡例項目内のレイヤ表現を形成するた
めに使用されます。

上記の様々なサイズのアシスタントで提示値はとサイズ「データ定義のオーバーライド」を設定します：:

coalesce(scale_exp(Importance, 1, 20, 2, 10, 0.57), 1)

多変量解析を作成する

多変量解析のレンダリングを使用すると 2つの以上の変数間の関係を評価するのに役立ちます。例えば、1
はカラーランプで表すことができます、もう１つはサイズで表現されている間。

QGISで多変量解析を作成する最も簡単な方法は、分類やすべてのクラスのシンボルの同じタイプを使用し
て、レイヤーの上に段階レンダリングを最初に適用することです。シンボル selectorダイアログ上で見ら
れるように、アクティブにして設定でき、そこからはをし、シンボルに [変更]分類枠以上ボタンをクリッ
クすると、得ます :ref:‘サイズのアシスタント<size_assistant>‘オプションのいずれか（点レイヤー用）のサ
イズまたは幅に（線レイヤー用）です。

比例シンボルのような、大きさに関連したシンボルは、分類または段階クラスシンボルの先頭に、レイヤ
ツリーに追加されます。そして、両方の表現は、印刷コンポーザ凡例アイテムにも利用できます。

規則に基づくレンダリング

規則に基づくレンダラは使用して、レイヤーからのすべての機能をレンダリングするために使用され
ます。アスペクト規則に基づくシンボルはクラスに、選択地物の属性の割り当てを反映しています。規則
は、SQLステートメントに基づいています。ダイアログには、フィルタや規模によって、規則のグループ
化を可能にし、シンボルレベルを有効にしたいか、または最初に一致した規則だけ使用したいか、決定で
きます。

規則を作成するには、それをダブルクリックして、既存の行をアクティブにさせる、または「+」をクリッ
クして、新しい規則をクリックしてください。規則のプロパティダイアログでは、規則のラベルを定義で

きます。 式の文字列ビルダを開くためのボタンを押す。関数一覧では、上のクリックフィールドと
Valuesを検索する属性テーブルのすべての属性を表示します。フィールドの計算に属性を追加するには式
フィールドでその名前をダブルクリックしますフィールドと Valuesリスト。一般的に、計算式を構築する
ために様々なフィールド、値や関数を使用でき、またはだけのボックスにそれを入力できます（式参照）。
マウスの右ボタンで既存の規則をコピーして貼り付けることで、新しい規則を作成できます。また、その
レベル上の他の規則のどれもが一致しない場合に実行される「ELSE」規則を使用できます。QGIS 2.8以来
のルールは、地図の凡例のツリー階層で表示されます。ただ、地図の凡例でルールをダブルクリックして、
レイヤーのプロパティのスタイルメニューは、ツリー内のシンボルの背景である規則を示す表示されます。

figure_symbology_5の例では、QGISサンプルデータセットの川レイヤーのための規則に基づくレンダリン
グ]ダイアログボックスが表示されます。
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Figure 12.19: 規則に基づくシンボル化オプション

ポイント変位

ポイント変位レンダラは、ポイントレイヤーのすべての地物を、それらが同じ場所を持っている場合
でも、視覚化するために動作します。1つの中心シンボル周囲またはいくつかの同心円上の変位 circleこ
れを行うには、ポイントのシンボルが上に配置されます。

ノート: まだ使用して、単一のシンボル、段階、、カテゴリ別や規則に基づくレンダラのような他のレンダ
ラで地物をレンダリングができます、 Rendererドロップダウンリストの後 :guilabel:‘レンダラー設定... ‘ボ
タンをクリックします。

反転ポリゴン

逆 Polygonレンダラは、ユーザがレイヤのポリゴンの外側に充填するシンボルを定義することを可能
にします。上記のように、サブレンダラ、すなわち単一のシンボルを選択でき、分類された、規則に基づ
くまたは 2.5 Dレンダラを段階。

ヒートマップ

と Heatmapレンダラを使用して、（マルチ）ポイントのレイヤーのためのライブの動的ヒートマップを
作成できます。 heatmap半径をピクセル、ミリメートルまたは地図単位で指定できます、選択し、ヒート
マップスタイルのためのカラーランプを編集し、レンダリング速度と品質の間のトレードオフを選択する
ためのスライダーを使用します。また、最大値の制限を定義し、フィールドまたは式を使用して点に重み
を与えることができます。機能を追加または削除するとヒートマップレンダラは自動的ヒートマップスタ
イルを更新します。

2.5 D

2.5 Dレンダラを使用すると、レイヤーの地物上の 2.5 Dの効果を作成することが可能です。Height値
（地図単位）選択して起動します。そのために、固定値で、レイヤーのフィールドのいずれか、または式を
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Figure 12.20: ポイント変位ダイアログ

Figure 12.21: 反転ポリゴンダイアログ
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Figure 12.22: ヒートマップダイアログ

使用できます。（0°は西を意味し、反時計回り方向に大きく）、視聴者の位置を再作成するために Angle
（度）また、選択する必要があります。屋根 Color とウォール Color 設定するには、高度な設定オプショ

ンを使用します。地物の壁に太陽放射をシミュレートしたい場合は、 aspectに基づくシェードの壁オ
プションをチェックしてください。また Colorと Sizeを設定することで、影をシミュレートできます（地
図単位）。

Figure 12.23: 2.5 Dダイアログ

ちなみに: 他のレンダラとともに 2.5 D効果を使用する
2.5 Dレンダラの基本的なスタイルの設定が完了したら、別のレンダラにこれを変換できます（単一、分
類、段階）。2.5 Dの効果は保持されますし、他のすべてのレンダラ固有のオプションを微調整それら（素
敵な 2.5次元表現を持つ例えば分類記号を持っているか、2.5 Dシンボルにいくつかの余分なスタイリング
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を追加できますこの方法）へのために利用できるようになります。（詳細->シンボルレベル... ）影と「建
物」自体が他の近くの機能に干渉しないことを確認するために、シンボルレベルを有効にする必要があり
ます。2.5 Dの高さと角度の値は、レイヤの変数に保存されているので、レイヤーのプロパティ]ダイアロ
グボックスの [変数]タブで、後でそれを編集できます。

レイヤレンダリング

[スタイル]タブからは、invariabilyレイヤーのすべての地物に作用するいくつかのオプションも設定でき
ます。

• レイヤ透過性 : このツールによって地図キャンパスにおけるレイヤの可視性を設
定できます. このスライダでベクターレイヤの可視性を調整できます. メニューの横にあるスライダ
を使ってレイヤの表示比率を定義できます.

• レイヤーブレンドモードと地物ブレンドモードを：以前にのみグラフィックプログラムから知って
いる可能性があり、これらのツールとの特別なレンダリング効果を得ることができます。重ね合わせ
や下レイヤーのピクセルがブレンドモードに記載されている設定によって混合されます。

• ペイント効果を持つすべてのレイヤーの地物に描画効果ボタンを適用します。

• 地物レンダリング順序を制御では、地物属性を使用して、それらがレンダリングされなければなら

ない Z-順序を定義できます。チェックボックスを有効にし、をクリックしてください ボタンの
横にあります。順序を定義ダイアログ次に、取得します：

– フィールドを選択するか、レイヤー地物に適用する式を作成

– どの順序でフェッチされた地物が整列されるか設定します、すなわち昇順を選択する場合、よ
り低い値の地物は、上限値とそれらの下にレンダリングされます。

– NULL値を返す地物がレンダリングされるべきときを定義：最初や最後。

:index:‘規則による順序 ‘いくつかを追加できます。最初の規則は、レイヤーのすべての地物に適用さ
れ、返された値に応じてそれらを Z-順序。次いで、したがって同じ zレベル（NULL値を持つもの
を含む）は、同じ値を持つ地物のグループごとに、次のルールは、それらの間にそのアイテムをソー
トするために適用されます。等々...

一度:guilabel:Orderダイアログが適用される定義し、式（複数可）の概要を制御するために使用する

レイヤー renderingが横にテキストボックスに retranscribedされる Control地物オプションを order
レンダリングします。

Figure 12.24: レイヤのレンダリングオプション

他の設定

シンボルレベル

積み重ねられたシンボルレイヤを（唯一のヒートマップにはない）を許可レンダラーのために、各シンボ
ルのレベルのレンダリング順序を制御するためのオプションがあります。

レンダラーのほとんどは、保存されたシンボルのリストの下にある [詳細] ボタンクリックする シンボル
levels選択ことにより、シンボルレベルのオプションにアクセスできます。規則に基づくレンダリングに
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ついては、オプションは [シンボルレベル]ボタンから直接入手可能です、対してポイント変位レンダラー
いついては同じボタンはレンダリング settingsダイアログの内側にあります。

シンボルレベルを有効にするには シンボル levelsを有効にするを選択します。各行は、合成シンボル、
ラベルとそれに次の番号の列に分割され、個々のシンボルレイヤーの少量のサンプルを表示されます。数
字は、シンボルレイヤが描画された描画順のレベルを表します。低い値のレベルがより高い値が他の上に、
最後に描かれているが、底部に滞在、最初に描画されています。

Figure 12.25: シンボルレベルダイアログ

ノート: シンボルレベルを無効にしている場合は、完全なシンボルは、それぞれの特徴を順序に従って描
画されます。重複シンボルは、単に以下の他に、難読化されます。また、同様の符号は、お互いに「併合」
しません。

Figure 12.26: シンボルレベル（A）活性化及び不活性化（B）の差

効果を描きます

地図の最終的なレンダリングのために他のソフトウェアに頼るのレイヤーのレンダリングを改善し、避け

る（または少なくとも軽減）するために、QGISでは別の強力な機能を提供します： 描画 Effectsオプ
ション、これはベクターレイヤーの可視化をカスタマイズするためのペイントエフェクトを追加します。

オプションが利用可能であるレイヤープロパティ] -> [Styleダイアログ、レイヤーのレンダリンググルー
プ下（レイヤー全体に適用する）、またはではシンボルレイヤプロパティ（対応する地物に適用）。両方の
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使用を組み合わせることができます。

ペイント効果は 描画 effects オプションをチェックし 効果をカスタマイズ ボタンをクリックすることに
よって有効にできます、効果のプロパティダイアログが開きます（figure_effects_1を参照）。カスタムオ
プションを使用して、以下の効果の種類は、使用できます。

• 元：レイヤーのプロパティの設定に従って地物の元々のスタイルを描画します。そのスタイルの透明
度は調整できます。

Figure 12.27: 描画効果：[元]ダイアログ

• ぼかし：ベクターレイヤーにぼかし効果を追加します。誰かが変更できるオプションは次のとおり
です。ぼかし種類が（ Stackかガウスぼかし）、ぼかし効果の強さと透明性。

Figure 12.28: 効果を描く：[ぼかし]ダイアログ

• 色付け：この効果は 1つの色相を使用してスタイルのバージョンを作るために使用できます。ベース
は常にシンボルのグレースケールバージョンになりますと、 Grayscaleは使用できます、それを
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作成する方法を選択する（オプションは次のとおりです：「明度」「光度」「平均」）。もし Colorise
が選択されている、それは別の色を混合し、それがどうあるべきかの強力な選択することが可能にな
ります。結果のシンボルの輝度、コントラストと彩度レベルも制御できます。

Figure 12.29: 効果を描く：ダイアログを色付け

• ドロップシャドウ：この効果を使用するには、余分な次元を追加するように見える地物、に影を追加
します。影に向かってシフトすると、ソース・オブジェクトへの近接場所を決定する、この効果はオ
フセット度と半径変更することによってカスタマイズできます。ドロップシャドウもぼかし半径、
透明性と効果の色を変更するオプションがあります。

Figure 12.30: 効果を描く：ドロップシャドウダイアログ

• シャドウ（内側）：この効果はドロップシャドウ効果に似ているが、地物の縁の内側にシャドウ効
果を追加します。カスタマイズ可能なオプションはドロップシャドウ効果と同じです。

• インナーグロー：地物の内側にグロー効果を追加します。 spread（幅）グローの、またはぼかし半
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Figure 12.31: 効果を描く：シャドウ（内側）]ダイアログ

径この効果は、調整することによってカスタマイズできます。後者は、任意のぼかしが起こるした
い地物のエッジからの近接性を指定します。また、単色またはカラーランプと、グローの色をカスタ
マイズするためのオプションがあります。

Figure 12.32: 描画効果：インナーグローダイアログ

• 光彩（外側）：この効果はインナー Glow効果に似ているが、地物の縁の外側にグロー効果を追加し
ます。カスタマイズ可能なオプションはインナー Glow効果と同じです。

• 変換：シンボルの形状を変形する可能性を追加します。カスタマイズのための利用可能な最初のオプ
ションは horizontalを反映して実際に水平および/または垂直軸上反射を作成 verticalを反映します。
その他 4つのオプションは以下のとおりです。

– Shear：Xおよび/または Y軸に沿って地物を傾けます

– Scale：所与のパーセンテージによって Xおよび/または Y軸に沿って地物を拡大または最小化
します

– Rotation：その中心点を中心に地物をオン
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Figure 12.33: 描画効果：光彩（外側）ダイアログ

– そして Translateは、x及び/又は y軸上に与えられた距離に基づいて、アイテムの位置を変更し
ます。

Figure 12.34: 描画効果：[変換]ダイアログ

すべての描画効果タイプで利用可能ないくつかの一般的なオプションがあります。 Transparencyとモード
オプションはレイヤレンダリングで説明したものと同様に動作ブレンドとすべてで使用でき、変換効果以
外の効果を引き出します。

一つ以上の描画効果を同時に使用できます。効果リストでそのチェックボックスを使用して効果を有効/無

効にします。 効果 type オプション使用して選択されている効果タイプを変更できます。 up 移動

down 移動 ボタンを使用して効果を並べ替えたり、 効果を追加 および 効果を削除 ボタン使用して効果
を追加/削除もできます。

すべての描画効果のために利用できる 描画モードオプションもあります、そして記号をレンダリン
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グする、および/または、変更するかどうかを選択できます。効果は、上から下’Renderにレンダリングの
み変更『モードの効果が表示されないことを意味しますが、それが適用されることに変更は次の効果に渡
されます」モードをしながら、効果が見えるようになることを意味します』（すぐ下のもの）。「レンダリン
グおよび変更」モードでは効果が見えるようにし、次の効果に変更を渡します。効果は、効果リストの先
頭に、または場合であればすぐに効果上、それは（ソースと同様）レイヤーの特性から元のソースシンボ
ルが使用され、変更モードではありません。

12.3.3 ラベルメニュー

Labelsコアアプリケーションは、スマート提供ベクター点、線およびポリゴンのレイヤーのための labeling
を、わずか数のパラメータを必要とします。このアプリケーションは、その場で変換のレイヤーをサポー
トしています。以下のメニューは、ベクターレイヤーのラベルを設定するために使用されます。

• テキスト

• 整形

• バッファ

• 背景

• 影

• 配置

• 描画

レイヤ開始 QGISにラベルを付け、ベクターレイヤーをロードします。凡例内のレイヤをアクティブにし
て、QGISのツールバーメニューで レイヤのラベリング Options アイコンをクリックするか、またはレイヤー
のプロパティダイアログで Labelsタブを有効にしてください。

最初のステップは、ドロップダウンリストから標識法を選択することです。利用できる 4つのオプション
があります。

• ラベルなし

• このレイヤーのラベルを表示

• 規則に基づくラベル付け

• そして、このレイヤーに含まれる地物の概要から他のラベルを落胆：独自の任意のラベルをレンダ
リングすることなく、他のレイヤーのラベルの単なる障害物としてレイヤーを設定できます。

このレイヤーのラベルを表示オプションを選択し、でラベルドロップダウンリストでラベル付けに使用
する属性列を選択します。式に基づいたラベルを定義したい場合は をクリック -式に基づいてラベル
を定義するを参照。

次の手順は、ドロップダウンメニューの隣に位置しています override使用しなくても、簡単なラベルを記
述する機能定義されたデータ、 -ユースケースのために標識のためのデータ定義のオーバーライドを使用
して参照。

テキストメニュー

Textメニュー（ Figure_labels_1を参照）テキストスタイルを定義できます。テキストのレンダリングに影
響を与えるタイプ caseオプションを使用します。テキスト「すべて大文字」、「すべての小文字の」または
「最初の文字を大文字」をレンダリングする可能性があります。グラフィックスプログラムから知られてい
る効果を作成するにはブレンド modesを使用してください。

フォーマットメニュー

Formattingメニューでは「文字の上にラップ」関数とラベルに改行の文字を定義できます。ライン Height
とアライメント、フォーマットできます。後者の典型的な値に使用できるプラスラベルの配置に従ってく
ださい。このモードに設定すると、ラベルのテキストの配置は、ポイントに対するラベルの最終的な配置
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Figure 12.35: ベクターポイントレイヤーのスマートラベル
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に依存することになります。ラベルはポイントの左側に配置されている場合などは、そのラベルは右詰め
され、それがポイントの右側に配置されている場合、ラベルは左詰めされます。

ラインベクターレイヤーのためには、ライン方向シンボルを含めることができます。シンボルの種類とシ
ンボルの配置を指定するオプションがあります。

数を書式設定するオプションを使用して属性テーブルで数値を書式設定します。ここでは、小数点以
下を挿入してもよいです。このオプションを有効にした場合、小数点以下 3桁は最初にデフォルトで設定
されています。

バッファメニュー

バッファを作成するには、単に Bufferメニューテキスト bufferを描画チェックボックスを有効にします。

バッファ色は可変です。ここでも、ブレンドモードを使用できます。もし カラーバッファの fillチェッ
クボックスが有効にされ、それは部分的に透明テキストと相互作用して、混合色の透明度の結果が得られ
ます。バッファ充填をオフにすると（バッファのストロークの内部側面は、テキストの塗りつぶしと交差
する場合を除く）その問題を修正し、また、概説されたテキストを行うことができます。

背景メニュー

Backgroundメニューでは、背景の形状のサイズ Xとサイズ Y が定義できます。サイズ typeを使用して背
景に追加の「バッファ」を挿入します。バッファサイズは、ここではデフォルトで設定されています。サ
イズ Xとサイズ Y 背景には、バッファのプラスのバックグラウンドで構成されています。 Rotationを設定
でき、ここでは「ラベルと同期」「ラベルのオフセット」「固定」のどれかを選択できます。「ラベルのオ
フセット」と「固定」を使用して、背景を回転できます。定義 Xと Yの値を X、Y オフセット、および背
景がシフトされます。適用時半径 X、Y を、背景は角を丸められます。再び、ブレンドモードを使用して
地図キャンバスに下のレイヤーで背景を混在させることも可能です（ :ref:‘ブレンド-modes‘を参照）。

シャドウメニュー

ユーザ定義のための Shadowにはドロップ shadowメニューを使用します。背景の描画は非常に変数です。
「最低ラベル・コンポーネント」、「テキスト」、「バッファ」と「背景」の間で選択します。オフセット角

度は、ラベルの向きに依存します。 使用グローバル shadowチェックボックスを選択した場合、そして
角度のゼロ点は、常に北を向いているとラベルの向きに依存しません。 :guilabel:‘ぼかし半径 ‘と影の外観
に影響を与えることができます。影柔らかく、数値が高いほど。ドロップシャドウの外観もブレンドモー
ドを選択することによって変更できます。

配置メニュー

ラベル placementと標識の優先順位を設定するには Placementメニューを選択します。配置オプションは、
ベクターレイヤーの種類、すなわち点、線又はポリゴンに応じて異なることに留意されたいです。

ポイントレイヤの配置

Cartographic配置モード、ポイントラベルが理想的な地図製作配置規則次のポイント地物を備えた最高
の視覚的な関係、で生成されます。点地物自体から、または地物を表すために使用されるシンボルの境界
のいずれかから Distanceラベルがセットに配置できます。それは、データ定義されたサイズで設定された
かどうかに分類レンダラーに異なるシンボルを使用している場合、シンボルの大きさは、例えば、固定さ
れていない場合、後者のオプションは特に便利です。

デフォルトでは、配置は次の順序で優先順位付けされています。

1. 右上

2. 左上
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3. 右下

4. 左下

5. 右中央

6. 左中央

7. トップ、少し右

8. 底部は、やや左。

配置優先順位は、しかし優先位置のデータ定義されたリストを使用して、個々の地物に合わせてカスタマ
イズまたは設定できます。また、これはラベルが土地の上に配置されることを防ぐことができ、沿岸の地
物のために、たとえば、唯一の特定の配置を使用できます。

周りのpoint設定ではラベルを（Distanceで設定）地物の周りに円をに等しい半径で配置します。Quadrant
オプションを使用してラベルの配置も制約できます。

pointからのオフセット配置では、ラベルは点地物からの固定オフセットで配置されます。ラベルを配
置している Quadrant選択できます。また、Xを設定できますし、Yはポイントとそのラベルの間の距離を
オフセットとしてラベルの配置の角度を変更できます Rotation設定。したがって、定義された回転に選択
象限の配置が可能です。

線レイヤーでの配置

線レイヤーのラベルオプションは、 Parallel, Curved or Horizontalです。 Parallelと Curved

オプションのために、ポジションを設定できます 線より上 線上 線より下。これは、一度に複
数のオプションを選択することが可能です。その場合には、QGISは最適なラベル位置を探します。平行湾
曲配置について、また、ラベルの位置のためのラインの向きを使用できます。また、 Curvedオプショ
ンを選択しているときは曲面 characters間の最大角度を定義できます（Figure_labels_2を参照）。

すべての 3つの配置オプションについて、ラベルを繰り返すための最小距離を設定できます。距離は mmま
たは地図単位であることができます。

ポリゴンレイヤの配置

ポリゴンのラベルを配置するため、次のいずれかのオプションを選択できます： 重心からのオフセット
水平 (slow), 重心周り 自由 perimeterを使用。

重心からのオフセット設定中で、重心が 見える polygonまたは 全体 polygonであるかどうかを
指定できます。つまり、どんなに地図上の全地物を見ることができれば、重心のいずれかを使用して、地
図上で見ることができたポリゴンのために使用されているか、重心が全体のポリゴンのために決定される
ことを意味します。特定の象限内のラベルを配置し、オフセットと回転を定義できます。 周り centroid
設定では、重心の周りに指定した距離での場所にラベルを配置します。ここでも、 見える polygonま
たは 重心のための全体 polygon定義できます。

perimeterを使用設定で、位置やラベルの距離を定義できます。位置については、 線より上、 線

上、 線より下と ラインの向きに依存 positionが可能です。ラベルとポリゴンのアウトラインだけ
でなく、ラベルの繰り返し間隔の間の距離を指定できます。

priorityセクションでは、ラベルは、すべての 3つのベクターのレイヤータイプ（点、線、多角形）のため
にレンダリングされる優先順位を定義できます。この配置オプションは、地図キャンバス内の他のベクター
レイヤーのラベルと対話します。異なるレイヤーからのラベルが同じ場所にある場合は、優先度の高いラ
ベルが表示され、他は取り残されます。
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Figure 12.36: ベクター線レイヤーのスマートラベル
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Figure 12.37: ベクターポリゴンレイヤーのスマートラベル

レンダリングメニュー

Rendering メニュー中で、ラベルをいつレンダリングできるか、および他のラベルや地物との相互作用を
チューンできます。

ラベル optionsの下では、縮尺に基づくとピクセルサイズに基づくの表示設定を見つけます。

ラベル Z-indexは、ラベルが他のレイヤーからの標識と同様に（データ定義のオーバーライド式を使用し
て）レイヤーで他の地物ラベル、との関係においても、レンダリングされる順序を決定します。より高い
z屈折率を有するラベルは、低い z屈折率を持つ（任意レイヤーからの）ラベルの上にレンダリングされ
ます。

ように 2つのラベルは、Zインデックスが一致した場合、さらに、ロジックは、次に、微調整されています。

• それらが同じレイヤーからのものである場合、より小さなラベルが大きいラベル上に描画されます

• ラベルは、それらは異なるレイヤーからしている場合、そのレイヤー自身と同じ順序で描画されます
（すなわち地図の凡例に設定された順序を尊重）。

この設定では、ラベルが他のレイヤーからの地物の下に描画されることはありません、それだけでラベル
がすべてのレイヤーの地物の上に描画される順序を制御していることに注意してください。

ラベルをレンダリングし、読みやすいラベルを表示するために、一方で、QGISは自動的にラベルの位置を

評価し、衝突の場合には、それらの一部を非表示にできます。ただしこのレイヤーのための すべての
ラベルを表示（衝突ラベルを含む）に選択できます、手動でそれらの配置を修正するため。

表示 labelと常に Showデータ定義の表現では、どのラベルをレンダリングする必要があるか微調整でき
ます。

地物 optionsの下では、ラベル付けする地物の数を制限マルチパート地物のすべての部分にラベルを選択
できます。小さい地物 thanのラベルを抑制し、両方のラインとポリゴンのレイヤーが使用して、地物をラ
ベル付けするためには最小サイズを設定するオプションを提供します。ポリゴン地物の場合、また、それ
らは完全に地物かに収まるかどうかに応じて表示するようにラベルを絞り込むことができます。ライン地
物については、選択できます重複 labelsを避けるために連結されたラインをマージと一緒に非常に風通し
の良い地図をレンダリングし、距離か [配置]タブで Repeatオプション。
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Obstaclesフレームから、ラベルと地物の間のカバーの関係を管理できます。アクティベート を features
カバーからラベルを思いとどまらレイヤーの地物は、（同一レイヤー内の他の地物からのラベルを含む）任
意のラベルのための障害物として作用すべきかどうかを決定するためのオプション。障害物とは、その上
に QGISがラベルを配置しないように可能な限りしようとする地物です。代わりに、全レイヤーでは、使

用して、障害物として使用する地物のサブセットを定義できます データに定義された override オプションの横
に制御します。

障害物のための 優先制御スライダーを使用すると、ラベルは、特定のレイヤーではな
く、他からの地物をオーバーラップすることを好む行うことができます。軽量障害物の優先順位は、レイ
ヤーの地物は、以下の障害物と見なされ、ラベルでカバーされるので、より可能性が高いことを意味しま
す。この優先順位は、同じレイヤー内に、特定の特徴が他のものよりも被覆されやすいように、データを
定義できます。

ポリゴンレイヤの場合、ラベルの配置を最小化することによって、可能性障害物の地物の種類を選択でき
ます。

• 地物のインテリアにわたり：ポリゴンの内部（ポリゴンの内側に完全に外側またはわずかにラベル
を置くことを好む）の上にラベルを配置する回避します

• または地物の境界上で：（ポリゴンの内側外側または完全にラベルを置くことを好む）、ポリゴンの
境界線の上にラベルを配置する回避できます。これは、地物はエリア全体をカバーする地域の境界レ
イヤー、用などに便利です。このケースでは、これらの地物の中にラベルを配置しないようにするこ
とは不可能だし、それは、地物間の境界上にそれらを置くことを避けるために非常に良く見えます。

式に基づいてラベルを定義する

QGISは地物にラベルを付けるために式を使用できます。 Labels メニュープロパティダイアログの
アイコンをクリックするだけ。 figure_labels_4には、フィールド「NAME_2」、いくつかの説明文、および
見た目を良くする format_number()と組み合わせた関数 $areaに基づいて、名前と面積サイズでアラ
スカの地域にラベルを付けるためのサンプル式があります。

Figure 12.38: レベル付けに式を使用する

式に基づくラベル付けで作業するのは簡単です。世話をする必要があるすべては、次のとおりです。

• このような concat + ||として文字列の連結機能を持つすべての要素（文字列、フィールドと機能）
を組み合わせる必要があります。これらのツールのすべては、必要性に合うとは限らない、いくつか
の状況では（関与 nullまたは数値）があることに注意してください
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• 文字列は「一重引用符」で書かれています

• フィールドは、「二重引用符」または任意の引用符なしで書かれています。

いくつかの例を見てみましょう：

# label based on two fields ’name’ and ’place’ with a comma as separator
"name" || ’, ’ || "place"

-> John Smith, Paris

# label based on two fields ’name’ and ’place’ with other texts
’My name is ’ + "name" + ’and I live in ’ + "place"
’My name is ’ || "name" || ’and I live in ’ || "place"
concat(’My name is ’, name, ’ and I live in ’, "place")

-> My name is John Smith and I live in Paris

# label based on two fields ’name’ and ’place’ with other texts
# combining different concatenation functions
concat(’My name is ’, name, ’ and I live in ’ || place)

-> My name is John Smith and I live in Paris
-> My name is John Smith # if the field ’place’ is NULL

# multi-line label based on two fields ’name’ and ’place’ with a descriptive text
concat(’My name is ’, "name", ’\n’ , ’I live in ’ , "place")
-> My name is John Smith

I live in Paris

# label based on a field and the $area function
# to show the place name and its rounded area size in a converted unit.
’The area of ’ || "place" || ’ has a size of ’ || round($area/10000) || ’ ha’

-> The area of Paris has a size of 10500 ha

# create a CASE ELSE condition. If the population value in field
# population is <= 50000 it is a town, otherwise a city.
concat(’This place is a ’, CASE WHEN "population <= 50000" THEN ’town’ ELSE ’city’ END)

-> This place is a town

式ビルダーで見ることができるように、QGISではデータにラベルを付けるために、シンプルで非常に複雑
な式を作成するために利用可能な機能の数百を持っています。式の詳細と例については式章を参照。

標識のためのデータ定義のオーバーライドを使用して

データ定義のオーバーライド機能では、ラベルの設定が属性テーブルのエントリで上書きされます。この
機能はマウスの右ボタンで有効または無効にできます。シンボルの上にマウスを移動し、現在の定義フィー

ルドを含むデータ定義のオーバーライドに関する情報を参照してください。ここで ラベルを移動機能に対
してデータ定義のオーバーライド機能を使用した例を説明します（ figure_labels_5を参照）。

1. QGISサンプルデータセットから lakes.shpをインポートします。

2. レイヤーのプロパティを開くには、レイヤーをダブルクリックします。 Labelsと Placementをクリッ
クしてください。 重心からのオフセットを選択してください。

3. データ definedエントリを探します。 アイコンをクリックして Coordinateためのフィールドタイ
プを定義します。Xには「xlabel」と Yには「ylabel」を選択してください。アイコンが今黄色で強
調表示されている。

4. 湖へズーム
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5. Set editable the layer using the Toggle Editing button.

6. ラベルのツールバーに移動し、 アイコンをクリックしてください。今、別の位置（ figure_labels_6
参照）に手動でラベルをシフトできます。ラベルの新しい位置は、属性テーブルの「xlabel」と「ylabel」
列に保存されます。

Figure 12.39: データ定義のオーバーライドを有するベクターポリゴンレイヤーのラベリング

Figure 12.40: ラベルを移動します

規則に基づくラベル付け

規則に基づくラベル付け複数のラベルの設定を定義し、規則に基づくレンダリング同様に、表現フィル
タのベースに選択的に適用できます.

規則はラベルパネルの上部で対応するオプションを選択して設定できます（figure_labels_7_を参照）。
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Figure 12.41: 規則に基づくラベル作成パネル

規則を作成するには、それをダブルクリックして既存の行を活性化させる、または「+」をクリックして、
新しい規則をクリックしてください。パネル内では、フィルタ式と関連するラベルの設定を設定できます。

12.3.4 フィールドメニュー

fields メニュー内で、選択したデータセットのフィールド属性を操作できます。データセットが
編集モード であるときボタン 新 COLUMN と COLUMN を削除 を使用できます。

編集ウィジェット

fieldsをメニュー内では、また、編集ウィジェット列を見つけます。この列は、値または特定の属性表の
列に追加することを許可される値の範囲を定義するために使用できます。 [編集ウィジェット]ボタンをク
リックした場合は、別のウィジェットを定義でき、ダイアログが開きます。これらのウィジェットは、以下
のとおりです。

• チェックボックス：チェックボックスを表示し、そして、チェックボックスがアクティブかされてい
ない場合、列に追加されているものの属性を定義できます。

• 分類: ,プロパティのスタイルメニューで ‘固有値’を凡例タイプとして選択している場合コンボボッ
クスで分類を行う値を選択してください.

• 色：ユーザーがカラーダイアログウィンドウから色を選択でき、色のボタンを表示します。

• 日付/時刻：日付、時刻、またはその両方を入力するには、カレンダーウィジェットを開くことがで
きる行フィールドを表示します。列タイプはテキストでなければなりません。カスタム形式を選択で
き、ポップアップカレンダーを、など

• 列挙：列のタイプ内で使用できる値を持つコンボボックスを開きます。これは、現在、PostgreSQL
のプロバイダによってサポートされています。

• ファイル名: ダイアログにファイル選択を追加した簡素なファイル選択.

• Hidden: 隠れた属性カラムは見ることができません. ユーザーはそのコンテンツをみることができま
せん.

• 写真: ピクチャのファイル名を含むフィールドです。フィールドの幅と高さが定義されます。

• レンジ：特定の範囲から数値を設定できます。編集ウィジェットは、スライダやスピンボックスのい
ずれかになります。
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Figure 12.42: 規則の設定
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Figure 12.43: 属性列の編集ウィジェットを選択するためのダイアログ

• 関係リファレンス：このウィジェットは、実際のレイヤーの特徴フォームの参照レイヤーの機能フォー
ムを埋め込むことができます。１対多関係を作成する参照。

• **テキスト編集**（デフォルト）：これは単純なテキストまたは複数行を使用でき、テキスト編集
フィールドを開きます。複数の行を選択した場合は、HTMLコンテンツを選択できます。

• ユニークな値：すでに属性テーブルで使用される値のいずれかを選択できます。「編集可能」が有効
になっている場合、ラインエディットは、そうでない場合は、コンボボックスが使用され、自動補完
をサポートして示されています。

• UUIDジェネレータ:空の場合、読み取り専用の UUID (Universally Unique Identifiers)フィールドを生
成します。

• 値マップ：事前に定義された項目を持つコンボボックス。値は、属性に格納され、説明はコンボボッ
クスに示されています。手動で値を定義するか、またはレイヤーまたは CSVファイルからそれらを
読み込むことができます。

• 値の関係：コンボボックス内の関連テーブルから値を提供しています。レイヤー、キー列と値の列
を選択できます。値で NULL値、順序を許可し、複数選択および自動入力補完の使用を許可する：
いくつかのオプションが標準の動作を変更することが可能です。コンプリチェックボックスが有効に
なっている場合、フォームは、ドロップダウンリストまたは行の編集フィールドのいずれかが表示さ
れます。

• WebView：フィールドには URLが含まれています。フィールドの幅と高さは可変です。

ノート: QGISの pythonを使用して、独自のフィールドのウィジェットを定義し、ウィジェットのこの印象
的なリストに追加するには、高度な「隠れた」オプションを持っています。これはトリッキーですが、そ
れは非常によく説明し、ウィジェットのように使用でき、リアルタイムの検証ウィジェットを作成する方法
について説明します優れたブログを以下に説明されています。http://blog.vitu.ch/10142013-1847/write-your-
own-qgis-form-elementsを参照してください。

ちなみに: ウィジェットでの相対パス
ファイルブラウザで選択されたパスが.qgsプロジェクトファイル以下と同じディレクトリにある場合、パ
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スは相対パスに変換されます。これは、付属のマルチメディア情報と QGSプロジェクトの移植性を向上さ
せます。これは、この時点でファイル名のみ、写真やWeb表示用に有効になっています。

属性エディタのレイアウトを使用すると、今定義できます :index:‘組み込みの forms‘（ figure_fields_2を参
照）。これは、データ入力の仕事のために有用であるか、多くの属性を持つオブジェクトを持っていたとき
に開いているフォームの自動オプションを使用してオブジェクトを識別するために。属性フィールドを提
示するには、いくつかのタブや名前付きグループでエディタを作成できます。

「ドラッグアンドドロップデザイナー」と属性列を選択してください。カテゴリを作成するための ア
イコンを使用してタブまたは名前付きグループを挿入します（ figure_fields_3を参照）。新しいカテゴリを
作成する場合は、QGISはビルトイン形でカテゴリの新しいタブまたは名前付きグループを挿入します。次

のステップでは、と、選択したカテゴリに関連するフィールドを割り当てることになります アイコン。
より多くのカテゴリを作成して、再度同じフィールドを使用できます。

ダイアログ内のその他のオプションは、「自動生成」と「UI-ファイルを指定して」です。

• 「自動生成は、ちょうどすべてのフィールドのためのエディタを作成し、それを表にしたものです。

• 「UI-ファイルを提供する」オプションを使用すると、Qt-Designerで作られた複雑なダイアログを使
用できます。UI-ファイルを使用すると、ダイアログボックスを作成するにはかなり自由にできます。
詳細については、http://nathanw.net/2011/09/05/qgis-tips-custom-feature-forms-with-python-logic/を参照
してください。

QGISダイアログがダイアログが開かれたときに呼び出される Pythonの機能を持たせることができます。
ダイアログに余分なロジックを追加するには、この機能を使用してください。フォームのコードでは、3つ
の異なる方法で指定できます。

• （ startup.pyやプラグインからの例のための）環境からのロード

• 外部ファイルからのロードは、ファイル選択は、ファイルシステムから Pythonのファイルを選択で
きるように、その場合に表示されます

• 直接フォームのコードを入力できる場所インラインコードからロード、Pythonのエディタが表示され
ます

すべての場合において、（下の例では open）に呼び出される関数の名前を入力する必要があります。

例は（MyForms.pyモジュール）です。

def open(dialog,layer,feature):
geom = feature.geometry()
control = dialog.findChild(QWidged,"My line edit")

そのような Pythonの init関数で参照： open

12.3.5 結合メニュー

結合メニューは、ロードされたベクターレイヤーにロードされた属性テーブルを結合できます。
をクリックした後ベクター結合を追加ダイアログが表示されます。ターゲットベクターレイヤーに接続
したいレイヤー結合キー列として、定義する必要があります。次に、結合するレイヤーとターゲットレイ
ヤーの両方に共通する結合フィールドを指定する必要があります。今、また、チェックボックスに基づい

て、結合レイヤーからフィールドのサブセットを指定できます joined であるフィールドを選択してく
ださい。結合の結果として、結合レイヤーとターゲットレイヤーからのすべての情報は、結合情報として
ターゲットレイヤーの属性テーブルに表示されています。フィールドのサブセットを指定した場合のみ、こ
れらのフィールドは、ターゲットレイヤーの属性テーブルに表示されます。

QGIS は現在 OGR（例えば、CSV、DBF や Excel）、区切りのテキストと PostgreSQL プロバイダ（ fig-
ure_joins_1 を参照）でサポートされている非空間テーブルのフォーマットに参加をサポートしています。

さらにベクター結合ダイアログでは次のことができます:
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Figure 12.44: 属性編集レイアウトでカテゴリを生成するダイアログ

Figure 12.45: 内蔵の結果タブと名前付きグループを持つフォーム
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Figure 12.46: 既存のベクターレイヤーに属性テーブルに参加

• 結合レイヤをヴァーチャルメモリにキャッシュする

• 結合フィールドに属性インデックスを作成する

• 結合されているフィールドを選択

• カスタムフィールド名 prefixを作成します

12.3.6 ダイアグラムメニュー

ダイアグラムメニューではベクターレイヤにグラフィックオーバーレイを行うことができます ( fig-
ure_diagrams_1参照).

図の現在のコアの実装は、以下にサポートを提供します：

• 円グラフ、数値の割合を示すためにスライスに分割された円形統計グラフィック。各スライスの弧の
長さは、それが表す量に比例しています

• テキスト・ダイアグラム、内部に統計値を表示する horizontaly分割円

• そして、ヒストグラム。

index:diagramの種類ごと、メニューは、5つのタブに分割されています。
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属性

Attributes変数は図に表示するかを定義します。 item を追加 ボタンを使用して「割り当てられた属性」パ
ネルに必要なフィールドを選択します。式で生成された属性も使用できます。

atributesの表示方法を並べ替え、クリックとドラッグでアップし、任意の行下に移動できます。また、項目
をダブルクリックすることで「レジェンド」列または attibute色でラベルを変更できます。

このラベルは、印刷コンポーザのか、レイヤツリーの凡例に表示されるデフォルトのテキストです。

Figure 12.47: ベクタープロパティは、ダイアグラム]メニューでダイアログ

外観

Appearanceは、図がどのように見えるかを定義します。それは、次のような統計値に干渉しない一般的な
設定を提供します。

• グラフィック、透明性、その輪郭線の幅と色

• ヒストグラムの場合はバーの幅

• テキスト図の場合の円の背景色、およびテキストに使用するフォント

• 円グラフで示される第 1のスライスの左線の向き。スライスが時計回りに表示されていることに注意
してください。

このメニューでは、また、ダイアグラムの可視性を管理できます。

• 他と重複する図を削除するか、それらが重なっている場合でもすべての diagramsを表示ことによって
、

• 縮尺可視性を設定することにより、

サイズ

Sizeは、選択した統計情報が表現される方法を設定するためのメインタブです。図のサイズの単位は、「地
図単位」または「ミリメートル」にできます。使用できます。

• 固定 sizeは、独特のサイズは、ヒストグラムを表示する場合を除いて、すべての機能のグラフィック
を表現します

• またはスケールド sizeレイヤーの属性を使用して式に基づいて、。
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Figure 12.48: ベクタープロパティは、ダイアグラム]メニュー、[サイズ]タブでダイアログ

配置

Placementは図の位置を定義するのに役立ちます。レイヤジオメトリタイプによれば、配置のためのさまざ
まなオプションを提供しています。

• ポイントジオメトリのための「ポイントアラウンド」や「ポイント以上」。後者の変数は、以下まで
の半径を必要とします。

• ラインジオメトリのための「線を中心に」または「行にわたって」。ポイント地物と同様に、最後の
変数は尊重すると、ユーザは（および/またはライン「の下に」「に」、「以上」）機能を図の配置を相
対指定でき、距離を必要とすることは、一度に複数のオプションを選択することが可能です。その場
合には、QGISは、図の最適な位置を探します。ここでまた、図の位置のためのラインの向きを使用
できることを覚えておいてください。

• （距離が設定された）「重心アラウンド」、「重心以上」、「ポリゴンインサイド」「ペリ」とどこかに
は、ポリゴン地物のためのオプションです。

図はまた、地物の属性と Xと Yフィールドを満たすことによって地物データを使用して配置できます。

優先スライダーや Zインデックス値を設定することにより、図やラベル間の位置の競合を検出して解決で
きますので、図の配置は、ラベルと対話できます。

オプション

Optionsタブでは、ヒストグラムのみの場合には設定があります。バーの向きが、「下」、「右」と「左」「上」
するかどうかを選択できます。

ちなみに: 図をすばやく切り替える
図を設計する際に、ほとんどすべての上の設定は、図の異なるタイプに共通していることを考えると、何
も損失なしに簡単に図の種類を変更し、どれがデータにとってより適切であるか確認できます。
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ケーススタディ

アラスカ州の境界レイヤーの上に、気候ベクターレイヤーからの温度データを示すテキスト図を例とオー
バーレイのデモンストレーションを行います。両方のベクターレイヤーは QGISサンプルデータセットの
一部（サンプルデータセクションを参照）です。

1. まず、 ロード Vector アイコンをクリックして、QGISサンプルデータセットフォルダを参照し、2つ
のベクターシェイプレイヤー alaska.shpと climate.shpをロードしてください。

2. 地図凡例にある climate layerをダブルクリックしてレイヤプロパティダイアログを開いて下さい.

3. Diagramsメニュークリックして、アクティブ この layerを表示図、及びから :guilabel:‘ダイアグ
ラムの type‘が コンボボックスを選択し「テキスト図」。

4. Appearanceタブで、背景色として水色を選択し、 Sizeタブ中、18ミリメートルに固定されたサイズ
を設定しました。

5. Positionタブ、配置は「点の周り」に設定できます。

6. 図では、3つの列の値は T_F_JAN、T_F_JULと T_F_MEANを表示したいです。だから、Attributes

タブ中で最初の T_F_JANを選択し、 ボタンをクリックして T_F_JUL、最後に T_F_MEANを
繰り返します。

7. 今 QGISメインウィンドウにダイアグラムを表示するには、 [適用]をクリックします。

8. Sizeタブには、チャートのサイズを適応させることができます。 アクティブ化 sizeをスケーリン
グとに基づいて図のサイズを設定属性の最大 [値]と :guilabel:‘Sizeオプション。ダイアグラムが画

面に表示される小さすぎる場合は、アクティブにできます 小 diagramsチェックボックスのサイズ
を大きくし、図の最小サイズを定義します。

9. で色の値をダブルクリックして属性の色を変更しますフィールド属性が割り当てられました。 Fig-
ure_diagrams_3は、結果のアイデアを提供します。

10. 最後に [OK]をクリックします。

Figure 12.49: 地図上に重ねた温度データからのダイアグラム

Positionタブで、図のデータ定義 positionが可能であることを思い出してください。ここでは、図の位
置を定義するための属性を使用できます。 Appearanceタブで縮尺に応じた表示も設定できます。

サイズや属性も表現できます。 ボタンを使用式を追加します。詳細と例について式章を参照。
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12.3.7 アクションメニュー

QGISは、機能の属性に基づいてアクションを実行する機能を提供します。これは、Webレポーティ
ングツールに機能の属性または渡すパラメータから構築された引数を指定してプログラムを実行している、
例えば、任意の数のアクションを実行するために使用できます。

Figure 12.50: Overview action dialog with some sample actions

頻繁に外部のアプリケーションを実行したり、ベクターレイヤーに 1つ以上の値に基づいてWebページを
表示する際にアクションが便利です。それらは、6つのタイプに分けられ、このように使用できます。

• Generic、Mac、Windowsと Unixのアクションが外部プロセスを開始します。

• Pythonアクションは Python構文を実行します.

• Genericと Pythonのアクションはどこでも見ることができます。

• マック、WindowsとUnixのアクションは唯一、それぞれのプラットフォーム上に表示されている（つ
まり、エディタを開くには、3つの「編集」アクションを定義でき、ユーザーは唯一のエディタを実
行するには、そのプラットフォームのための 1つの「編集」アクションを確認し、実行できます）。

ダイアログに含まれていくつかの例があります。 [既定のアクションを追加]をクリックしてそれらをロー
ドできます。一つの例は、属性値に基づいて検索を実行しています。この概念は、以下の議論で使用され
ています。
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アクションの定義

レイヤ Propertiesダイアログアクションは、ベクターから定義されている属性。To actionを定義するベク
ターを開くレイヤ Propertiesダイアログとをクリックしてください Actionsメニュー。アクション properties
に移動します。タイプとして「一般」を選択し、アクションの記述名を提供します。アクション自体は、ア
クションが呼び出されたときに実行されるアプリケーションの名前が含まれている必要があります。、アプ
リケーションへの引数として 1つ以上の属性フィールドの値を追加できます。アクションが呼び出される
と、フィールドの名前に続いて ‘‘％ ‘‘で始まる任意の文字の集合は、そのフィールドの値に置き換えられま
す。特殊文字 :index:‘%%‘（以下 using_actions参照）を同定結果や属性テーブルから選択されたフィールド
の値によって置き換えられます。二重引用符は、プログラム、スクリプトまたはコマンドへの単一の引数
にグループのテキストに使用できます。前にバックスラッシュを付けた場合、二重引用符は無視されます。

他のフィールド名のサブストリングあるフィールド名を持っている場合 (例えば col1と ‘‘col10‘‘)、角括弧
でフィールド名 (および %文字)を囲むことで示す必要があります (e.g., [%col10])。これは　 %col10
フィールド名が末尾に 0の %col1フィールド名と間違えているから防ぐことができます。フィールドの
値に代入したときのブラケットは QGISによって除去されます。角括弧に囲まれて、置換フィールドをし
たい場合は、このような第 2のセットを使用します: [[%col10]]

Features識別ツールを使用して、 Resultsを識別ダイアログ開くことができます。これは、レイヤーのタ
イプに関連する情報が含まれる（派生）アイテムを含みます。この項目の値は、（派生）. で派生される
フィールド名を進めることにより、その他のフィールドと同様の方法でアクセスできます。例えば、点レ
イヤーは、 Xと Yフィールドを有し、これらのフィールドの値は、％（派生）.Xと％（派生）.Yでア
クション中で使用できます。派生属性は属性 Tableダイアログボックスではなく、Results識別ダイアログ
ボックスからのみ利用可能です。

2つのアクション例が以下にあります:

• konqueror http://www.google.com/search?q=%nam

• konqueror http://www.google.com/search?q=%%

最初の例では、Web ブラウザ Konqueror は呼び出され、開くために URL が渡されます。URL は、私た
ちのベクターレイヤーから ‘‘ nam‘‘フィールドの値に Google 検索を実行します。アクションによって
呼び出されるアプリケーションまたはスクリプトがパスになければならないことに注意してください、
または完全なパスを提供しなければなりません。一定であるために、 /opt/kde3/bin/konqueror
http://www.google.com/search?q=%nam として最初の例を書き換えることができたかも。これ
は、アクションが呼び出されたときに Konquerorのアプリケーションが実行されることを保証します。

第二の例では、その値が特定のフィールドに依存しない％の％の表記を使用します。アクションが呼び出
されると、％％は、識別結果や属性テーブルの選択したフィールドの値に置き換えられます。

アクションの使用

アクションは Resultsを識別 ‘ダイアログ、 :guilabel:‘属性 Tableダイアログ、または実行機能 Actionいずれ

かから呼び出すことができます（これらのダイアログは、 地物を識別、 open 属性 Table、 実行機能 Action

をクリックすることで開くことができることを思い出してください）。アクションを呼び出すには、右ク
リックしてポップアップメニューからアクションを選択します。アクションは、アクションを定義すると
きに割り当てた名前でポップアップメニューに表示されます。起動したいアクションをクリックします。

もし %%表記を使ってアクションを呼び出した場合,アプリケーションかスクリプトに渡したいフィールド
を Identify Resultsダイアログか Attribute Tableダイアログで右クリックして下さい.

（ または多分 それだけで動作します）ここでは別のベクターレイヤーからデータを引き出し、bash
を使用してファイルと echoコマンドに挿入する例があります。当該レイヤーは、種名 taxon_name、緯
度 lat及び経度 longのためのフィールドを有しています。地域の空間的な選択を行うと（QGIS地図領
域に黄色で表示）選択したレコードのためのテキストファイルにこれらのフィールドの値をエクスポート
できるようにしたいと思います。ここでは、これを達成するためのアクションは次のとおりです。

bash -c "echo \"%taxon_name %lat %long\" >> /tmp/species_localities.txt"

いくつかの地域を選択して、それぞれのアクションを実行し、出力ファイルを開いた後、このようなもの
が表示されます。
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Acacia mearnsii -34.0800000000 150.0800000000
Acacia mearnsii -34.9000000000 150.1200000000
Acacia mearnsii -35.2200000000 149.9300000000
Acacia mearnsii -32.2700000000 150.4100000000

練習として、lakesレイヤーでGoogle検索を行うアクションを作成できます。まず、キーワードで検索を
実行するために必要なURLを決定する必要があります。これだけで簡単にGoogleに行くと、ブラウザのア
ドレスバーから URLをつかん、単純な検索を行うことによって行われます。この少しの努力から、フォー
マットが http://google.com/search?q=qgisであることがわかります、ここで QGISは検索用語。この情報を
武器に進むことができます：

1. 必ず lakesレイヤをロードしましょう。

2. 凡例中のレイヤーをダブルクリックしてレイヤ Propertiesダイアログを開き、または右クリックして
ポップアップメニューから Propertiesを選択します。

3. Click on the Actions menu.

4. アクションの名前を入力して下さい.たとえば Google Search.

5. アクションを定義するために実行する外部プログラムの名前を提供しなければいけません. この場合
私達は Firefoxを使います. もしプログラムがシステムのパス内に存在しない場合はフルパスを指定
する必要があります.

6. 以 下 の 外 部 ア プ リ ケ ー ション 名 に Google search を 行 う た め の URL
http://google.com/search?q=を加えます.しかし検索文字は含まれていません

7. The text in the Action field should now look like this: firefox http://google.com/search?q=

8. lakesレイヤのフィールド名が含まれているドロップダウンボックスをクリックして下さい. それは
[Insert Field]ボタンの左側にあります.

9. ドロップダウンボックスで ‘NAMES’を選択した後に [Insert Field]をクリックして下さい.

10. アクションテキストは現在このようになっています:

firefox http://google.com/search?q=%NAMES

11. 最後に [Add to action list]ボタンをクリックして下さい.

アクションは完成して利用可能になりました. 最終的なテキストはこのようになっています:

firefox http://google.com/search?q=%NAMES

これでアクションの利用が可能です. Layer Propertiesダイアログを閉じて地図を見たい領域にズームして
下さい. lakesレイヤがアクティブであることに注意して地物情報表示ツールで湖をクリックして下さい.
結果表示ボックスの中にアクションが表示されているはずです:

ア ク ション を ク リック す る と 、そ れ は 、Firefox を 立 ち 上 げ る と 、URL
http://www.google.com/search?q=Tustumena に移動します。アクションにさらに属性フィールドを追
加することも可能です。そのため、追加できます +アクションのテキストの最後に、別のフィールドを選
択し、 [フィールドの挿入]をクリックしました。この例では、検索するために理にかなって利用できるだ
けで、他のフィールドがありません。

レイヤーのための複数のアクションを定義でき、それぞれに表示されます Resultsダイアログを確認します。

また、ポップアップメニューからアクションを選択し、行および右クリックを選択することにより、属性
テーブルからアクションを呼び出すことができます。

アクションのための用途のすべての種類があります。、ファイル名と一緒に画像や写真の場所を含むポイン
トレイヤーを持っている場合たとえば、画像を表示するビューアを起動するためのアクションを作成できま
す。また、我々は Googleの検索例で行ったのと同じ方法でそれらを指定して、フィールドの属性フィール
ドまたはそれらの組み合わせのためのWebベースのレポートを起動するためにアクションを使用できます。

また、より複雑な例を、例えば Pythonアクションを使用して作成できます。

外部アプリケーションでファイルを開くためのアクションを作成するときに通常、絶対パス、または最終
的には相対パスを使用できます。第二のケースでは、パスは、外部プログラムの実行可能ファイルの場所
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Figure 12.51: 地物を選択し、アクションを選択してください

への相対的です。しかし、私たちが選択したレイヤー（シェープファイルまたは SpatiaLiteのようなファイ
ルベースの 1、）に対する相対パスを使用する必要がある場合はどうですか？次のコードは、トリックを行
います。

command = "firefox"
imagerelpath = "images_test/test_image.jpg"
layer = qgis.utils.iface.activeLayer()
import os.path
layerpath = layer.source() if layer.providerType() == ’ogr’

else (qgis.core.QgsDataSourceURI(layer.source()).database()
if layer.providerType() == ’spatialite’ else None)

path = os.path.dirname(str(layerpath))
image = os.path.join(path,imagerelpath)
import subprocess
subprocess.Popen( [command, image ] )

アクションは Pythonの一種であり、と *コマンドと imagerelpath変数は私たちの必要に合わせて変更す
る必要があることをちょうど思い出す必要があります。

しかし、どのような相対パスは、（保存）プロジェクトファイルへの相対する必要がある場合はどうですか？
Pythonのアクションのコードは次のようになります。

command="firefox"
imagerelpath="images/test_image.jpg"
projectpath=qgis.core.QgsProject.instance().fileName()
import os.path
path=os.path.dirname(str(projectpath)) if projectpath != ’’ else None
image=os.path.join(path, imagerelpath)
import subprocess
subprocess.Popen( [command, image ] )

別の Pythonの動作例は、プロジェクトに新しいレイヤーを追加することが可能にするものです。例えば、
以下の実施例は、それぞれプロジェクトベクターとラスターに追加します。プロジェクトに追加するファ
イルやレイヤーに与えられる名前の名前は、データ駆動型（ファイル名と layernameは、アクションが作
成されたベクターの属性のテーブルの列の名前です）されています。

qgis.utils.iface.addVectorLayer(’/yourpath/[% "filename" %].shp’,
’[% "layername" %]’, ’ogr’)

ラスタ (この例では TIFイメージ)を追加するには、次のようになります:
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qgis.utils.iface.addRasterLayer(’/yourpath/[% "filename" %].tif’,
’[% "layername" %]’)

12.3.8 メニュー表示

このメニューは、 地図 Tips のために特別に作成されます。HTMLでの地図ヒント表示テキスト：そ
れは便利な機能が含まれています。まだ選択できますが、地図上の地物の上にマウスを移動するとき、
Field が表示されるように、それは地物の上にマウスを移動する際の複雑な表示を作成する HTMLコード
を挿入することも可能です。マップチップを有効にするには、ビュー - >地図 Tipsメニューオプションを
選択。

図形表示 1及び 2は、HTMLコードの例を示し、それが地図キャンバスに動作方法。

Figure 12.52: マップチップのための HTMLコード

Figure 12.53: HTMLコードで作られた地図の先端
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12.3.9 レンダリングメニュー

generalisation QGISはオンザフライ機能のサポートを提供しています。これは、小さな縮尺で多くの複雑

な地物を描画するときにレンダリング時間を改善できます。この機能は、 geometryを簡素化オプショ
ンを使用してレイヤの設定で有効または無効にできます。（オプションの項を参照）、新たに追加されたレ
イヤーに対して、デフォルトで一般化を可能にするグローバル設定もあります。

Figure 12.54: レイヤジオメトリ簡素化ダイアログ

ノート: 地物のジェネラリゼーションは、いくつかの場合では、レンダリングされた出力にアーティファ
クトを持ち込むことがあります。これらは、ポリゴンとオフセットベースシンボルレイヤを使用して不正
確なレンダリングの間に繊維束を含むことができます。

非常に詳細なレイヤー（ノードの膨大な数の例えばポリゴンレイヤー）をレンダリングするが、これはす
べてのノードがエクスポートされたファイルに含まれているので、PDF / SVG形式のコンポーザ書き出し
を巨大にすることを引き起こす可能性があります。また、これは他のプログラムで開い/で動作するように
結果ファイルが非常に遅いことができます。

:guilabel: rasterとしてレイヤーをレンダリングするよう強制をチェックすると、エクスポートしたファ
イルは、これらのレイヤーに含まれるすべてのノードを含める必要はありませんし、レンダリングがゆえ
高速化されるようにラスタライズされるように、これらのレイヤーを強制するようします。

また、ラスタとしてエクスポートするコンポーザを強制することでこれを行うことができますが、それは
ラスターは、すべてのレイヤーに適用されることを考えると、全か無かのソリューションです。

12.3.10 メタデータメニュー

Metadataメニューは Description, Attribution, MetadataURL, LegendUrl and Propertiesセクションで構
成されます。

Propertiesセクションには、種類や場所、地物の数、地物タイプ、および編集地物についての詳細を含むレ
イヤー、に関する一般的な情報を取得します。レイヤーの CRSに関する情報であるレイヤ空間参照 System
、 Extentsテーブルはレイヤーの広がりとの情報を提供します。これは、レイヤに関する有用な情報を取得
する簡単な方法を提供できます。

また、Descriptionセクションでは、レイヤーのタイトルと抄録を追加したり、編集できます。キーワード
がここ listそれは定義することも可能です。これらキーワード listsは、メタデータカタログで使用できま
す。DataUrlフィールドは、XMLメタデータファイルからタイトルを使用する場合は、内のリンクに記入
しなければなりません。

Attributionを使用して XMLメタデータ・カタログから属性データを取得します。
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MetadataUrlでは、XMLメタデータカタログへの一般的なパスを定義できます。この情報は、その後のセッ
ションのための QGISプロジェクトファイルに保存され、QGISサーバに使用されます。

LegendUrlセクションでは、URLフィールドに、凡例画像の URLを提供できます。、画像の適切なフォー
マットを適用する書式のドロップダウンオプションを使用できます。現在、PNG、JPGや JPEG画像フォー
マットがサポートされています。

Figure 12.55: ベクターレイヤーのプロパティ]ダイアログボックスのメタデータメニュー

12.3.11 保存して、レイヤーのプロパティを共有します

カスタムスタイルを管理します

レイヤーはキャンバスを地図に追加された場合、QGISは、その機能をレンダリングするために、デフォル
トでは、ランダムなシンボル/色を使用しています。プロジェクト - >プロパティ ->デフォルト stylesその
ジオメトリタイプに応じて、各新しく追加されたレイヤーに適用されますただしにおけるデフォルトのシ
ンボルを設定できます。

しかし、ほとんどの時間は、レイヤーに（より少ない労力で）、自動または手動で適用でき、カスタム、よ
り複雑なスタイルを持っていることを好むだろう。[レイヤプロパティ]ダイアログの下部にある Styleコン
ボボックス使用して、この目標を達成できます。このコンボボックスでは、作成負荷やスタイルを管理す
るための機能を提供します。

スタイルは、レンダリングまたは（シンボル、ラベル、アクション、図...設定を含む）の地物と対話する
ために対話レイヤーのプロパティで設定されたすべての情報を格納します。

デフォルトでは、ロードされたレイヤーに適用されるスタイルは defaultという名前です。レイヤーのた
めの理想的な、適切なレンダリングを持っているたら、クリックして保存できます Styleコンボボッ
クスを選択します：

• 現在名前を変更。アクティブなスタイルの名前を変更し、現在のオプションで更新されます

• 追加：新しいスタイルは、現在のオプションを使用して作成されます。
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Figure 12.56: スタイルコンボボックスのオプション

スタイル]ドロップダウンリストの一番下に、レイヤーに設定されたスタイルを見ると、アクティブなもの
がチェックされます。レイヤーのために定義された複数のスタイルを持っていたら、現在の削除オプショ
ンでは、もはやたいそれらを削除できます。

レイヤーのプロパティダイアログボックスを検証するたびに、アクティブなスタイルは、やった変更で更
新されていることに注意してください。

レイヤーのために望むように、できるだけ多くのスタイルを作成できますが、一つだけが一度にアクティ
ブにできます。視界のプリセットをレイヤーに合わせて、これはいくつかのレイヤー（地図の凡例内の任
意のレイヤーを複製する必要はありません）で複雑なプロジェクトを管理するために迅速かつ強力な方法
を提供しています。

ちなみに: レイヤーのコンテキストメニューからスタイルを管理します
レイヤー Panelでレイヤーを右クリックして、レイヤースタイルを追加、名前変更、または削除します。ま
た、地物シンボルを編集できます。

ファイルまたはデータベースにスタイルを保存します

これらのスタイルは、プロジェクト内に保存され、プロジェクト内のレイヤーからレイヤーにコピーして
貼り付けることができますが、それらは別のプロジェクトにロードできるように、それはプロジェクトの
外にもそれらを保存できます。 スタイル - >保存 Styleクリックは QGISのレイヤースタイルファイ
ルとしてシンボルを保存します（ .qml）または SLDファイル（ .sld）。段階またはルールベースの分
類、単一のシンボル - -の SLDは、レンダラの任意のタイプからエクスポートできるが、SLDをインポー
トするときに、いずれかの単一のシンボルまたは規則に基づくレンダラが作成されます。これは、分類ま
たは段階スタイルはルールベースに変換されていることを意味します。それらのレンダラーを保持したい
場合は、QML形式に固執する必要があります。一方、それは、規則に基づくのためにスタイルを変換する
この簡単な方法を持っているために、時には非常に便利です。

レイヤーのデータソースは、データベース（例えば PostGISのか Spatialite）である場合は、データベース
のテーブル内のレイヤースタイルを保存できます。ちょうど保存 Styleコンボボックスをクリックしてデー
タベース内保存アイテムをを選択し、その後、スタイル名を定義し、該当する場合について、UIファイル
を追加し、スタイルがデフォルトのスタイルであるかどうかを確認するダイアログボックスに記入。デー
タベース内のいくつかのスタイルを追加できます。しかし、各テーブルにはデフォルトのスタイルを１つ
だけ持つことができます。
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QGISでレイヤーを読み込むときのデフォルトのスタイルはすでにこのレイヤーに存在する場合、QGISは
レイヤーとそのスタイルをロードします。レイヤースタイルを変更した後、デフォルトのものかなりの新
しいスタイルを作成し、デフォルトとして保存できます、満足していない場合スタイルをデフォルトに戻
すことができます。

Figure 12.57: データベースダイアログでスタイルを保存

ちなみに: 素早くプロジェクト内でレイヤースタイルを共有する
また、ファイルやデータベースのスタイルをインポートせずに、プロジェクト内のレイヤースタイルを共
有できます：でレイヤーを右クリックし、レイヤー Panelと、から Stylesコンボボックス、レイヤーのス
タイルをコピーしますグループまたはレイヤーの選択に貼り付け：スタイルが（同じタイプの点のオリジ
ナルレイヤーと、ベクターの場合には、同じジオメトリタイプを有するとして（ラスタ対ベクター）であ
るすべてのレイヤーに適用され、ラインまたはポリゴン）。

12.4 式

式機能は、QGISでの多くの部分から利用可能です。これは、 式ビルダ 、 式により選択... 、ジオメトリ

generator シンボルレイヤオプション、 フィールド calculator または データ定義 override ツールを使用してア
クセスできます。それはレイヤーデータおよびビルド済みまたはユーザー定義の関数に基づいて、ジオメ
トリスタイル、ラベルの内容や位置、図の値、コンポーザアイテムの高さ、を動的に変更するため、属性
値、ジオメトリや変数を操作する、仮想フィールドを作成し、いくつかの関数を選択する、...、ための強力
な方法を提供しています。

いくつかの例：

• フィールド電卓からは、既存の「total_pop」と「area_km2」フィールドを使用して、「pop_density」
フィールドを計算する:

"total_pop" / "area_km2"

• 「pop_density」の値に応じたカテゴリにフィールド「density_level」を更新します:

CASE WHEN "pop_density" < 50 THEN ’Low population density’
WHEN "pop_density" >= 50 and "pop_density" < 150 THEN ’Medium population density’
WHEN "pop_density" >= 150 THEN ’High population density’

END

• それらの平均住宅価格は平方メートル当たり 10000Cより小さいか大きいかに応じて、すべての関数
に分類したスタイルを適用します:

"price_m2" > 10000
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• 「という表現を選択...」を使用してツール、「高人口密度」の領域を表すすべての地物を選択し、そ
の平均住宅価格平方メートルあたり 10000Cよりも高くなる:

"density_level" = ’High population density’ and "price_m2" > 10000

同様に、前の発現はまた、地図中の標識または表示されるべき地物を定義するために使用できます。式を
使用することで多くの可能性が与えられます。

式機能は以下へのアクセスを提供しています：

• 使用する関数を一覧表示する Expressionタブ

• 式で使用するカスタム関数を作成するのに役立つ関数 Editorタブ。

12.4.1 関数一覧

Figure 12.58: 式]タブ

式タブには、関数だけでなく、レイヤーのフィールドと値が含まれています。それはにウィジェットが含
まれています。

• 関数および/またはフィールドを使用して式を入力します。式の結果のプレビューは、ダイアログの
下部に表示されます。

• リストの中に適切な関数を選択します。検索ボックスには、リストをフィルタリングし、すばやく特
定の関数またはフィールドを見つけることが可能です。項目名をダブルクリックすると書かれている
表現に追加します。

• 選択した各関数の表示ヘルプ。フィールドが選択された場合、このウィジェットは、その値のサンプ
ルを示しています。ダブルクリックすると値が式に追加します。

関数はすぐに見つけるのを助けるために、グループに編成されています。Operatorsには数学演算子があり
ます。数学関数についてはMathを見てください。 Conversionsグループにはデータ型を別のデータ型に変
換する関数が含まれています。日付と時刻は、日付と時刻のデータを扱う文字列グループは、以下のよ
うなデータ列のための関数を提供します。Geometryグループにはジオメトリ・オブジェクトの関数があり

142 Chapter 12. ベクタデータの操作



QGIS User Guide,リリース 2.14

ます。フィールドと Valuesグループは、属性テーブルのすべての属性を表示できます Recordグループの関
数は、一方で、データセットに命数を追加できます。カスタムグループは、ユーザーによって作成または
インポートされる関数を示しています。他に多くのグループがあり、以下に列挙します。

演算子

このグループには演算子が含まれています（例えば、+、 -、*、）。以下の数学関数のほとんどについて、
入力の一つが NULLである場合は結果は NULLであることに注意してください。

関数 説明
a + b 二つの値の加算（a足す b）
a - b 二つの値の減算（a引く b）。
a * b 2つの値の乗算（a掛ける b）
a / b 2つの値の分割（a割る b）
a % b bで割った余り（例えば、7％ 2 = 1、または 2は 7から 3回とれて残りが 1）
a ^ b 二つの値（例えば、2 ^ 2 = 4又は 8 = 2 ^ 3）のべき
a < b 2つの値を比較し、左の値が右の値未満である場合は 1と評価します（aは bよりも小

さいです）
a <= b 2つの値を比較し、左の値が右の値以下である場合は 1と評価します
a <> b 2つの値を比較し、それらが等しくない場合は 1と評価します
a = b 2つの値を比較し、それらが等しい場合は 1と評価します
a != b aと bは等しくありません
a > b （aが bよりも大きい）2つの値を比較し、左の値が右の値よりも大きい場合に 1と評価
a >= b 2つの値を比較し、左の値が右の値以上である場合は 1と評価
a ~ b aは正規表現 bと一致します
|| 文字列に一緒に 2つの値を結合します。値のいずれかが NULLの場合、結果は NULL

になります
‘\n’ 文字列に改行を挿入します
LIKE 最初のパラメータは、供給されたパターンと一致した場合に 1を返します
ILIKE 第 1のパラメータは、大文字と小文字を区別しない供給されるパターンと一致する場合

に返す（ILIKEが一致大文字と小文字を区別しないを作る代わりに等を使用できます）
a IS b 二つの値が同一であるかどうかをテストします。aが bと同じである場合は 1を返しま

す
a OR b 条件 aまたは bが真である場合に 1を返します
a AND b 条件 aと bが該当する場合に 1を返します
NOT 条件を否定
カラム名
「列名」

フィールドの列名の値は、以下を参照してください、単純引用符と混同しないように注
意してください

‘string’ 文字列の値、二重引用符と混同しないように注意してください。上記を参照してくださ
い。

NULL null value
a IS NULL a has no value
a IS NOT
NULL

aは値を持っています

a IN
(value[,value])

aはリストされた値を下回っています

a NOT IN
(value[,value])

aはリストされた値を下回りません

いくつかの例：

• 文字列と列名の値を結合します:

’My feature’’s id is: ’ || "gid"

• テスト「の説明」属性フィールドに値に「こんにちは」という文字列で始まっている場合（％文字の
位置に注意してください）:

"description" LIKE ’Hello%’
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条件

このグループには式の中で条件を扱う関数を含まれます.

関数 説明
CASE ... THEN ... END 式を評価し、真の場合は結果を返します。複数の条件をテストできま

す
CASE WHEN ... THEN ...
ELSE ... END

式を評価し、それが真か偽のかどうか異なる結果を返します。複数の
条件をテストできます

coalesce 式リストから最初の非 NULL値を返します。
if 条件をテストし、条件付きのチェックに応じて、異なる結果を返します
regexp_match 文字列の一部が提供された正規表現に一致する場合は trueを返します

いくつかの例：

• 最初の条件が trueである場合は値を戻し、そうでない場合は別の値を:

CASE WHEN "software" LIKE ’%QGIS%’ THEN ’QGIS’ ELSE ’Other’ END

数学関数

このグループは、数学関数（例えば、平方根、sinと cos）が含まれています。

関数 説明
abs 数値の絶対値を返します。
acos ラジアン単位で値の逆余弦を返します。
asin ラジアンで値の逆正弦を返します。
atan ラジアン単位で値の逆余弦を返します。
atan2(y,x) 結果の象限を決定するために 2つの引数の符号を用いて、y/xの逆正接を返し
az-
imuth(a,b)

点 aの点 bへの垂直から時計回りに測定されたラジアン単位の角度として北ベースの方位
を返します

ceil 数を上向きに丸めます
clamp 指定された範囲への入力値を制限します
cos ラジアン単位で値の余弦を返します。
degrees ラジアンから度に変換
exp 値の指数を返します
floor 数を下向きに丸めます
ln 渡された式の自然対数を返します。
log 渡された値とベースでの対数の値を返します。
log10 渡された式の 10を底とする対数の値を返します。
max 値のセット内の最大値を返します。
min 値のセットの中で最小値を返します。
pi 計算のためのパイの値を返します。
radians 度からラジアンに変換し、
rand 最小値と最大値の引数で指定された範囲内のランダムな整数を返します（含みます）
randf 最小値と最大値の引数で指定された範囲内のランダムな浮動小数点数を返します（含みま

す）
round 小数点以下の桁数に丸めます
scale_exp 指数曲線を使用して、出力範囲への入力領域から所定の値を変換します
scale_linear 線形補間を使用して、出力範囲への入力領域から所定の値を変換します
sin 角度のサインを返します。
sqrt 値の平方根を返します。
tan 角度のタンジェントを返します。

色関数

このグループには、色を操作するための関数が含まれています。
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関数 説明
color_cmyk そのシアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの成分に基づいて色の文字列表現を返します
color_cmyka そのシアン、マゼンタ、イエロー、ブラック及びアルファ（透明度）成分に基づいて色の

文字列表現を返します
color_hsl その色相、彩度、明度属性に基づく色の文字列表現を返します
color_hsla その色相、彩度、明度及びアルファ（透明度）属性に基づいて色の文字列表現を返します
color_hsv その色相、彩度、および値属性に基づいて色の文字列表現を返します
color_hsva その色相、彩度、値およびアルファ（透明度）の属性に基づいて、色の文字列表現を返し

ます
color_part 赤色成分またはアルファ成分例えば、色文字列から特定のコンポーネントを返します。
color_rgb その赤、緑、青の成分に基づいて色の文字列表現を返します
color_rgba その赤、緑、青、及びアルファ（透明度）成分に基づいて色の文字列表現を返します
darker より暗い（または明るい）色文字列を返します。
lighter より明るい（または暗い）色文字列を返します。
project_color プロジェクトの色スキーマから色を返します。
ramp_color 色ランプから色を表す文字列を返します。
set_color_part赤色成分またはアルファ成分、例えば、色文字列の特定の色成分を設定します

Conversions

このグループは、別の（整数にする例えば、文字列、文字列の整数）に 1つのデータ型を変換する関数が
含まれています。

関数 説明
to_date 日付オブジェクトに文字列を変換します
to_datetime DateTimeオブジェクトに文字列を変換します
to_int 数を文字列を整数に変換します
to_interval （日付のなど、日、時間、月を取るために使用できます）間隔型に文字列を変換します
to_real 実際の文字列を数値に変換します
to_string 数値を文字列に変換します
to_time 時間オブジェクトに文字列を変換します

カスタム関数

このグループは、ユーザーが作成した関数が含まれています。詳細については function_editor_を参照して
ください。

日付と時刻の関数

このグループには日付や時刻データを扱う関数が含まれます.

関数 説明
age 2つの日付または日付時刻の間の差は、間隔として返します
day 日付または日時、または間隔からの日数から日を抽出します
day_of_week 指定した日付または日時の曜日に対応する番号を返します
hour 日時または時刻からの時間、または間隔から時間数を抽出します
minute 日時または時刻から分を、または間隔から分数を抽出します
month 間隔から数ヶ月の日付または日時、または数字から月の部分を抽出します
now() 現在の日付と時刻を返します。
second 日時または時刻から秒を、または間隔からの秒数を抽出します
week 日付または日時から週数を、または間隔から週数を抽出します
year 日付または日時から年の部分を、または間隔から年数を抽出します

いくつかの例：

• フォーマット「10/2014」で今日の月と年を取得します:
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month(now()) || ’/’ || year(now())

フィールドと値

レイヤーからのフィールドのリストが含まれています。

一般的に、計算式を構築するために様々なフィールド、値や関数を使用でき、またはボックスにそれを入
力するだけできます。

フィールドの値を表示するには、適切なフィールドをクリックするだけ、いずれかを選択負荷トップ 10ユ
ニーク valuesとロードすべてのユニークな valuesを。右側には、**フィールド値**リストは一意の値で開
きます。リストの上部には、検索ボックスには値をフィルタリングできます。あなたが書いている式に値
を追加するには、二重のリストにその名前をクリックします。

サンプル値はまた、右クリックを介してアクセスできます。リストからフィールド名を選択し、選択した
フィールドからのサンプル値をロードするためのオプションがコンテキストメニューにアクセスするには
右クリックします。

フィールド名は、式の中で、二重引用符で囲む必要があります。数値や文字列は、単純な引用符で囲まな
ければなりません。

ファジー・マッチング関数

このグループは、値間のファジィ比較するための関数が含まれています。

関数 説明
ham-
ming_distance

文字が異なっている入力文字列内の対応する位置に文字の数を返します

levensheim 別の文字列を変更するために必要な文字の編集（挿入、欠失または置換）の最小数
を返します。二つの文字列間の類似性を測定します

longest_common_substring二つの文字列間の最長共通部分文字列を返します。
soundex 文字列の Soundexの表現を返します。

一般関数

このグループは、一般的な各種の関数が含まれています。

関数 説明
eval 文字列で渡された式を評価します。コンテキスト変数またはフィールドとして渡された動

的パラメータを拡張するのに便利
layer_propertyレイヤーまたはそのメタデータの値のプロパティを返します。これは、レイヤ名、CRS、

ジオメトリタイプ、地物・カウントでき...
var 指定された変数内に格納された値を返します。以下の変数の関数を参照してください。

ジオメトリ関数

このグループは、ジオメトリオブジェクト（例えば、長さ、面積）を操作する関数が含まれています。

関数 説明
$area 現在の地物の領域サイズを返します。
$geometry 現在の地物のジオメトリを返す（他の関数と処理のために使用できます）
$length 現在のライン地物の長さを返します。
$perimeter 現在のポリゴン地物の周囲を返します。
$x 現在の地物の x座標を返します
$x_at(n) 現在の地物のジオメトリの n番目のノードの x座標を返します
$y 現在の地物の y座標を返します

次のページに続く
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Table 12.1 –前のページからの続き
関数 説明
$y_at(n) 現在の地物のジオメトリの n番目のノードの y座標を返します
area ジオメトリポリゴン地物の面積を返します。計算はこのジオメトリの空間参照系でなされます
境界 入力ジオメトリのバウンディングボックスを表すジオメトリを返します。計算はこのジオメトリの空間参照系でなされます
bounds_height ジオメトリのバウンディングボックスの高さを返します。計算はこのジオメトリの空間参照系でなされます
bounds_width ジオメトリのバウンディングボックスの幅を返します。計算はこのジオメトリの空間参照系でなされます
buffer 距離このジオメトリから以下の距離に等しいすべてのポイントを表すジオメトリを返します。計算はこのジオメトリの空間参照系でなされます
centroid ジオメトリの幾何学的中心を返します。
closest_point 第二のジオメトリに最も近いジオメトリ上の点を返します。
combine 2つのジオメトリの組み合わせを返します。
contains(a,b) bのどの点の aの外部にはなく、かつ bの内部の少なくとも 1つの点が aの内部に存在するの場合かつ場合にのみ戻り値 1（真）
convex_hull ジオメトリの凸包を返します（これは、セット内のすべてのジオメトリを囲む最小の凸形状を表している）
crosses 戻り値 1（真）供給ジオメトリは共通して、いくつかの、全てではなく、インテリアのポイントを持っている場合
difference(a,b) ジオメトリ bと交差しないジオメトリ aの部分を表現するジオメトリを返します。
disjoint ジオメトリが一緒に任意の空間を共有していない場合は 1（true）を返します。
distance 投影ユニット内の 2つのジオメトリ間（空間 REFに基づいて）最小距離を返します
end_point ジオメトリから最後のノードを返します。
exterior_ring ポリゴン形状の外環を表現するラインストリングを返します。ジオメトリがポリゴンでない場合、結果は nullになります
（GEOM、x、y）を押し出します 入力（マルチ）曲線又は（マルチ）は xと yで指定された拡張子を持つラインストリングジオメトリの押出バージョンを返します
geom_from_gml ジオメトリの GML表現から作成されたジオメトリを返します。
geom_from_wkt well-knownテキスト（WKT）表現から作成されたジオメトリを返します。
geom_to_wkt SRIDメタデータなしでジオメトリの well-knownテキスト（WKT）表現を返します。
geometry 地物のジオメトリを返します。
geometry_n ジオメトリコレクションから n番目のジオメトリを、入力ジオメトリがコレクションでない場合は nullを返します
interior_ring_n ジオメトリがポリゴンでない場合、ポリゴンジオメトリから n番目の内部リングの形状、または nullを返します。
intersection 二つのジオメトリの共有部分を表すジオメトリを返します
intersects ジオメトリが別と交差するかどうかをテストします。ジオメトリが空間的に交差する（スペースの任意の部分を共有する）場合 1（真）を、それらがしない場合 0を返します
intersects_bbox ジオメトリのバウンディングボックスが別のジオメトリのバウンディングボックスと重なるかどうかをテストします。ジオメトリが空間的に交差する場合、それらがしない場合、そのバウンディングボックスと 0を（空間の任意の部分を共有する）1（真）を返します
is_closed 行の文字列が閉じている場合、ジオメトリは、行の文字列でない場合、行の文字列を閉じて nullでない場合は false、（開始点と終了点が一致している）、trueを返します
length ラインジオメトリ地物（または文字列の長さ）の長さを返します
m ポイントジオメトリの m個の値を返します
make_line ポイントジオメトリのシリーズからラインジオメトリを作成します。
make_point(x,y,z,m) xと yの値（及び任意 Zおよび m値）から点ジオメトリを返します
make_point_m(x,y,m) x座標と y座標と m値からポイントジオメトリを返します
make_polygon 外輪と内輪の形状の任意一連のポリゴンのジオメトリを作成します
nodes_to_points 入力ジオメトリ内のすべてのノードからなるマルチポイントジオメトリを返します。
num_geometries 入力ジオメトリがコレクションでない場合はジオメトリコレクションにジオメトリの数を返し、または null
num_interior_rings 入力ジオメトリがポリゴンまたはコレクションでない場合は、多角形またはジオメトリコレクション内の内部リングの数、または nullを返します。
num_points ジオメトリの頂点の数を返します。
num_rings 入力ジオメトリがポリゴンまたはコレクションでない場合は、多角形またはジオメトリコレクション内の（外部リングを含む）リングの数、または nullを返します。
order_parts 与えられた基準によってMultiGeometryの部品を注文
overlaps ジオメトリが別と重なるかどうかをテストします。戻り値 1（真）の幾何学的形状は、空間を共有し、同じ寸法のものであるが、互いに完全に含まれていない場合
perimeter ジオメトリポリゴン地物の周囲を返します。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
point_n ジオメトリから特定のノードを返します。
point_on_surface ジオメトリの表面上にあることが保証ポイントを返します。
relate 試験または二つのジオメトリ間の関係の次元拡張 9交差モデル（DE-9IM）表現を返します
reverse その頂点の順序を逆にすることによって行の文字列の方向を反転
segments_to_lines 入力ジオメトリ内のすべてのセグメントの線からなるマルチラインジオメトリを返します
shortest_line 2つのジオメトリを結ぶ最短の行を返します。結果として得られるラインは、ジオメトリ 1で開始し、ジオメトリ 2で終了します
start_point ジオメトリから最初のノードを返します。
sym_difference 交わらない 2つのジオメトリの一部を表すジオメトリを返します。
touches ジオメトリが別に触れるかどうかをテストします。戻り値 1（真）の幾何学的形状は、少なくとも 1つの共通点を持っているが、その内部が交差していない場合
transform 先の CRSにソース CRSから変換されたジオメトリを返します。
translate ジオメトリの翻訳されたバージョンを返します。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
union ジオメトリの点集合を表現するジオメトリを返します。
within (a,b) ジオメトリが別の範囲内にあるかどうかをテストします。ジオメトリ Aが完全に内部形状 bの場合は 1（true）を返します。

次のページに続く
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Table 12.1 –前のページからの続き
関数 説明
x xは点ジオメトリの座標、または Xの非点ジオメトリの重心の座標を返します
x_min 最小 Xジオメトリの座標を返し。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
x_max 最大 Xジオメトリの座標を返し。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
y yは点ジオメトリの座標を返し、または Yは、非点ジオメトリの重心の座標
y_min Yは幾何学の座標最小値を返します。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
y_max yはジオメトリの X座標最大値を返します。計算はこのジオメトリの空間参照系であります
z zは点ジオメトリの座標を返し

いくつかの例：

• 現在の地物の重心の x座標を返します:

x($geometry)

• 地物の面積に応じた値を送り返す:

CASE WHEN $area > 10 000 THEN ’Larger’ ELSE ’Smaller’ END

レコード関数

このグループにはレコードを特定するような関数が含まれます.

関数 説明
$cur-
rentfea-
ture

現在の地物が評価されて返します。これは、現在の地物から属性値を評価するために、「属
性」関数を使用できます。

$id 現在の行の地物 IDを返します。
$map 地図は、メイン QGISウィンドウ内に描画されている場合、地図は、組成物に描画されてい

る場合、現在の地図アイテムの IDを返し、または「キャンバス」
$rownum 現在の行の数を返します
$scale 地図キャンバスの現在のスケールを返します。
attribute 地物から指定された属性の値を返します。
get_feature 指定された属性値に一致するレイヤーの第 1の地物を返します。
uuid 各行の汎用一意識別子（UUID）を生成します。各 UUIDは 38文字の長さ

いくつかの例：

• フィールド「ID」は、現在の地物（jointureの一種）のフィールド「名前」と同じ値を有するレイヤー
「LayerA」の第一の地物を返す:

get_feature( ’layerA’, ’id’, attribute( $currentfeature, ’name’) )

• 前の例から結合された地物の面積を計算します:

area( geometry( get_feature( ’layerA’, ’id’, attribute( $currentfeature, ’name’) ) ) )

文字列関数

このグループには文字列を操作する関数が含まれています（置き換え、大文字に変換、など）。
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関数 説明
concat 複数の文字列を 1つに連結します
format 指定された引数を使用して文字列をフォーマットします
format_date カスタム文字列形式に日付型や文字列をフォーマットします
for-
mat_number

千のロケールセパレータでフォーマット番号を返します（また、供給された桁数に数値
を切り捨て）

left(string, n) 文字列の n個の左端の文字が含まれている部分文字列を返します。
length 戻り値文字列の長さ（またはライン形状地物の長さ）
lower 小文字に文字列を変換します
lpad フィル文字を使用して埋め付属の幅で文字列を返します。
reg-
exp_replace

置き換え付属の正規表現で文字列を返します。

reg-
exp_substr

付属の正規表現にマッチする文字列の一部を返します。

replace 置き換え与えられた文字列と文字列を返します
right(string,
n)

文字列の n個の右端の文字を含むストリングを返します。

rpad フィル文字を使用して埋め付属の幅で文字列を返します。
strpos 文字列内の正規表現のインデックスを返します
substr 文字列の一部を返します。
title タイトルケースに文字列のすべての単語を変換し（大手大文字ですべての単語の小文字）
trim 文字列からすべての先頭と末尾の空白（スペース、タブなど）を削除し
upper 文字列 aが大文字に変換します
wordwrap 文字の最大/最小数に包まれた文字列を返します。

最近の関数

このグループは、最近使用した関数が含まれています。式]ダイアログボックスで使用される任意の式は、
リストに追加され、より最近の少ないものにソートされます。これはすぐに以前の式を取得するのに役立
ちます。

変数関数

このグループには、アプリケーション、プロジェクトファイルやその他の設定に関連した動的変数が含ま
れています。これは、一部の関数は、文脈に応じて使用できない場合がありますことを意味します。

• expression により選択 ダイアログから

• :sup: フィールド calculatorダイアログから

• レイヤーのプロパティダイアログから

• 印刷コンポーザから

式の中でこれらの関数を使用するには、それらの前に@文字を付けなければなりません（例えば、
@row_number）。懸念しています：

関数 説明
atlas_feature （地物オブジェクトとして）現在のアトラス地物を返します。
atlas_featureid 現在のアトラスの地物 IDを返します。
atlas_featurenumber 組成物中のページ数を返します。
atlas_filename 現在のアトラスのファイル名を返します。
atlas_geometry 現在のアトラス地物ジオメトリを返します。
atlas_pagename 現在のアトラスのページ名を返します。
atlas_totalfeatures アトラスの地物の総数を返します。
grid_axis 現在のグリッド注釈軸を返し（例えば、経度のために「X」、緯度のための「Y」）
grid_number 現在のグリッドの注釈値を返します。

次のページに続く
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Table 12.2 –前のページからの続き
関数 説明
item_id （一意である必要はありません）コンポーザ項目のユーザー IDを返します。
item_uuid コンポーザアイテムのユニークな IDを返します。
layer_id 現在のレイヤーの IDを返します。
layer_name 現在のレイヤーの名前を返します。
layout_dpi 構図の解像度を返します（DPI）
layout_numpages 組成物中のページ数を返します。
layout_pageheight ミリメートルで組成物の高さを返します。
layout_pagewidth mmの組成幅を返します。
map_id 現在の地図先の IDを返します。これは、キャンバスのための「キャンバス」になりレンダリング、およびコンポーザ地図のためのアイテム IDは、レンダリング
map_extent_center 地図の中心にポイント地物を返します。
map_extent_height 地図の現在の高さを返します。
map_extent_width 地図の現在の幅を返します。
map_rotation 地図の現在の回転を返します。
map_scale 地図の現在の縮尺を返します。
project_filename 現在のプロジェクトのファイル名を返します。
project_folder 現在のプロジェクトのフォルダを返します。
project_path 現在のプロジェクトの完全なパス（ファイル名を含む）を返します。
project_title 現在のプロジェクトのタイトルを返します
qgis_os_name 現在のオペレーティングシステム名、例えば「Windows」、「Linux」または「OSX」を返します。
qgis_platform QGISプラットフォーム、例えば「デスクトップ」または「サーバー」を返します。
qgis_release_name 現在の QGISのリリース名を返します。
qgis_version 現在の QGISのバージョン文字列を返します。
qgis_version_no 現在の QGISのバージョン番号を返します。
symbol_angle （マーカーシンボルの場合のみ有効）地物をレンダリングするために使用されるシンボルの角度を返します。
symbol_color 地物を描画するために使用されるシンボルの色を返します。
user_account_name 現在のユーザのオペレーティング・システム・アカウント名を返します。
user_full_name 現在のユーザのオペレーティング・システム・ユーザー名を返します。
row_number 現在の行の数を格納します

12.4.2 関数エディタ

関数エディタを使用すると、快適な方法で独自の Pythonのカスタム関数を定義できます。

Figure 12.59: 関数エディタ]タブ

関数エディタでは、.qgis2\python\expressionsフォルダ中の新しい Pythonのファイルが作成され、
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QGISを起動するときに定義されるすべての関数が自動ロードされます。新しい関数は :file:‘expressions‘フォ
ルダに保存されているだけで、プロジェクトファイルには保存されていないことに注意してください。カ
スタム関数のいずれかを使用するプロジェクトを持っている場合、また、式フォルダ内の.pyファイルを共
有する必要があります。

ここでは、独自の関数を作成する方法の簡単な例です：

@qgsfunction(args="auto", group=’Custom’)
def myfunc(value1, value2, feature, parent):

pass

短い例では、2つの値を持つあなたの関数を与える関数「myfunc関数」を作成します。（ -関数、および親
マイナス 2）引数=「自動」関数の引数を使用する場合に必要な関数の引数の数は、関数は Pythonでで定
義された引数の数によって計算されます。

この関数は、次の式で使用できます。

myfunc(’test1’, ’test2’)

の Custom関数グループ関数が実装されます実行 Scriptボタンを Expression ]タブを使用した後。

Pythonコードの作成に関する詳しい情報は PyQGIS-開発-Cookbookで見つけることができます。

関数エディタでは、式で作業するたびに、それを見つけることができるだけでなく、フィールドの電卓で
の作業に制限されています。

12.5 属性表を使用した作業

属性テーブルには選択されたレイヤーの地物が表示されます。テーブルの各行は 1つの地図地物を表し、
各列は、地物についての情報の特定の部分を含んでいます。表中の地物は、検索、選択、移動、編集でき
ます。

ベクターレイヤーの属性テーブルを開くには、地図の凡例エリアで、レイヤーをクリックすることでアク

ティブにします。それから、メインから Layerメニュー、 属性テーブルを開くを選択。レイヤを右ク

リックして 属性テーブルを開く ‘ドロップダウンメニューから選択することも可能です、そして [属性
]ツールバーで |opentable| :guilabel:‘属性テーブルを開くボタンをクリックする。

これにより、そのレイヤー用の地物の属性を表示する新しいウィンドウが開きます（figure_attributes_1）。
地物の数と選択された地物の数が属性テーブルのタイトルに表示されます。

Figure 12.60: 地域レイヤーについては、表属性

属性テーブルウィンドウの上部にあるボタンは、次の機能を提供します。

12.5. 属性表を使用した作業 151



QGIS User Guide,リリース 2.14

• 編集モードを切替 編集機能を有効にする（ CTRL+eでもよい）

• 保存 Edits‘（ :kbd:‘Ctrl キー+S でもよい）

• :sup:‘table‘をリロード

• :sup: 地物を追加

• 選択地物を削除 （ :kbd:‘Ctrl+d‘でもよい）

• 式を使用して地物を選択

• すべて選択 ( Ctrl+aでもよい)

• 選択を反転 ( Ctrl+rでもよい)

• すべてを選択解除 ( Ctrl+uでもよい)

• Move selected to top ( Ctrl+tでもよい)

• Pan map to the selected rows ( Ctrl+pでもよい)

• :sup: Zoom map to the selected rows ( Ctrl+jでもよい)

• Copy selected rows to clipboard ( Ctrl+cでもよい)

• クリップボードから新しい列へ追加 ( Ctrl+vでもよい)

• COLUMN を削除 ‘（ :kbd:‘Ctrl+L でもよい）PostGISレイヤおよび GDALバージョン> = 1.9と OGRレイ
ヤーに

• 新しい COLUMN PostGISレイヤ用と GDALのバージョンで> = 1.6OGRレイヤーのための（ Ctrl
キー+wでもよい）

• Open field calculator (also with Ctrl+i)

これらのボタン以下の表に属性計算が速く、すべてまたは選択した地物のいずれかに適用できます

（のみ編集モードで有効）フィールド電卓バーは、です。 このバーは同じ表現を使用しています
フィールド Calculator‘（ :ref:‘vector_field_calculator 参照）。

ちなみに: WKTジオメトリをスキップ
（Excelなど）外部プログラム内の属性データを使用したい場合は、 |copySelected|:sup:‘選択行をクリップ
ボードへコピーする ‘ボタンを使用します。無効場合は、ベクトル・ジオメトリなしで情報をコピーでき
ます :menuselection: ‘設定 - >オプション ->‘データソースメニュー |checkbox|属性 tableからWKT表現で
ジオメトリをコピー。

12.5.1 属性テーブルで地物を選択する

**属性テーブルの各選択された行**は、レイヤー内の選択されたフィーチャの属性を表示します。メイン
ウィンドウで選択した地物のセットが変更された場合は、選択はまた、属性テーブルに更新されます。属
性テーブルで選択した行のセットが変更された場合同様に、メインウィンドウで選択した地物のセットが
更新されます。

行は、行の左側にある行番号をクリックすると選択できます。 Ctrlキーを押していることによって複数
の行をマークできます。 Shiftキー保持と行の左側にいくつかの行ヘッダーをクリックすることによっ
て 連続選択 を行うことができます。現在のカーソル位置とクリック行との間のすべての行が選択されま
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す。属性テーブル内のカーソル位置を移動する、テーブル内のセルをクリックして、行選択を変更しませ
ん。メインキャンバスでの選択を変更すると、属性テーブルのカーソル位置を移動しません。

テーブルは、列ヘッダをクリックすることにより、任意の列でソートできます。小さな矢印は、ソート順
は、（下向きダウン一番上の行からの値を降順手段、上向きでは、先頭行から下上昇値を意味する）を示し
ています。

1列のみの属性による簡単な検索の場合、左下隅にあるメニューから列フィルタ - >選択します。検索は、
ドロップダウンメニューから実行すべきでフィールド（列）を選択し、 [適用]ボタンを押してください。
その後、一致する地物だけが属性テーブルに表示されています。

選択するには、使用する必要があります 属性テーブルの上に Expression のアイコンを使用して地物を選択しま

す。 :sup:guilabel: 式を使用して地物を選択は、使用してテーブルのサブセットを定義できますに似関

数 Listを フィールド Calculator（フィールド演算参照）。クエリ結果は、新しいベクタレイヤーとして保存で
きます。 QGISサンプルデータの regions.shpからの区である領域を検索したい場合たとえば、フィー
ルドと Valuesメニューと照会するフィールドを選択し、を、開く必要があります。フィールド「TYPE_2」
とも [すべての一意の値をロード]をダブルクリックします。リストから選択し、「自治区」をダブルクリッ
クします。 Expressionフィールドで、次のクエリが表示されます。

"TYPE_2" = ’Borough’

ここでは、機能一覧 - >最近の（選択）を使用して前に使用した選択も使用できます。式ビルダは、最後
の 20の使用された式を記憶しています。

一致する行が選択され、一致する行の合計数は、属性テーブルのタイトルバーに、並びにメインウィンド
ウのステータスバーに表示されます。クエリビルダを地図上にのみ選択した機能を表示する検索の場合、
クエリビルダがセクションで説明します。

選択したレコードのみを表示するには、左下のメニューから :guilabel:‘選択された地物を表示 ‘を使用しま
す。フィルタ機能の詳細については、次のセクションを参照してください。

フィールド電卓バーでは、選択された行だけの計算を行うことができます。式でたとえば、レイヤー
regions.shpの IDフィールドの数を変更できます

ID+5

figure_attributes_1に示すように。

12.5.2 地物をフィルタ

属性テーブルの下部には、異なるフィルタのドロップダウンリストがあります。

• すべての特長を表示。

• 選択された地物を表示;

• 表示は、地図上に表示機能します。

• 編集や新地物を表示。

• フィールドフィルター;

• アドバンストフィルター（式）;

最初の 4つは、最後の二つが式フィルタである、自明です。フィールドフィルターは、ユーザーがリスト
内の列名を選択し、式パラメータ *like*でフィルタリングするためのドロップダウンリストの右側に簡単
なフォームを追加できます。高度な filterこのフィルタは、として表現フィルタを作成します。フィルタの
最後の種類は、表現ウィンドウを開く表示されます。詳細については式参照。

12.5.3 タブ/フォームモード

デフォルトでは、属性ウィンドウには、テーブルのレイアウトが表示されます。いくつかのケースでは 1
は、より簡単にいくつかの機能を編集支援するために、フォームのレイアウトを使用することを好む必要
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があります。

右下のをクリックしてレイアウトを形成するように切り替えることができます上 |opentable|としてテー
ブルのレイアウトに切り替えます。

12.5.4 機能へのズーム

地物を拡大するには、ズーム featureするのそれを選択しなくても、属性テーブル内、ズームイン、および
選択したい地物を右クリックします。

12.5.5 選択した地物を新しいレイヤーとして保存

選択された地物は、任意の OGR-サポートベクトル形式として保存され、また別の座標参照系（CRS）に
変換できます。ちょうどレイヤーの右マウスメニューを開き、をクリックしてください名前を付けて保存
（レイヤーパネルの項を参照）出力ファイルの名前、そのフォーマットおよび CRSを定義するしました。

選択を保存するには、選択地物のみ保存が選択されていますことを確認してください。ダイアログ内
OGR作成オプションを指定することも可能です。

12.5.6 新しいレイヤーにペースト

クリップボードにある地物は、新しいレイヤーにペーストできます。これを行うには、第一のレイヤーを
編集可能にします。いくつかの地物を選択してクリップボードにコピーして、新しいレイヤーに貼り付け
:menuselection: 編集 - >地物を貼り付け asを使用し、新しいベクトル layer か新しいメモリ layer を選択
する。

これはよく知られているテキスト（WKT）を使用して定義された別のソースから QGIS内に、また機能を
選択してコピー地物に適用されます。

12.5.7 属性値を編集します

属性テーブルの フィールド Calculator ボタンを使用すると、既存の属性値または定義された関数に基づいて
計算を実行できます、例えば、地物の幾何学的な長さや面積を計算します。結果は、新しい属性フィール
ド、仮想フィールドに書き込むことができ、またはそれらを既存のフィールドの値を更新するために使用
できます。

仮想フィールドはその場で計算される式に基づくフィールドで、その値が自動的にすぐに基本的なパラメー
タの変化に応じて更新されたことを意味します。式は、一度設定されています。もはやフィールドに基礎
となる値を変更するたびに再計算する必要はありません。たとえば、地物をデジタル化したり、自動的に
（例えば now()関数を使用して）変わることの日付の間の期間を計算すると、評価される面積を必要とす
る場合は、仮想フィールドを使用することをお勧めします。

ノート: 仮想フィールドの使用
• 仮想フィールドは、彼らが唯一保存され、それらが作成されてきたプロジェクトファイルで利用可能
だということを意味し、レイヤーの属性で永続的ではありません。

• フィールドは、その作成時に仮想設定でき、使用する式は後で変更することはできません：、その
フィールドを削除して再作成する必要があります。

フィールド計算機は、編集をサポートするすべてのレイヤーで利用可能です。フィールド計算機アイコン
をクリックするとダイアログが表示されます（ figure_attributes_2を参照）。レイヤーが編集モードでない
場合は、警告が表示され、フィールド計算機を使用すると、計算が行われる前にレイヤーが編集モードに
置かれることになります。

属性テーブルの上の簡易フィールド計算バーは、レイヤーが編集モードの場合にのみ表示されます。
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簡易フィールド計算バーでは、まずをクリックします式を作成したり、フィールドに直接それを書くため
にその式]ダイアログボックスを開き、既存のフィールド名を選択します、必要性に応じてまたは [すべて
更新] [選択を更新] [更新フィルタ付き]ボタンを。

フィールド演算

式ビルダダイアログに基づき、[フィールドの計算]ダイアログボックスには、式を定義し、既存または新
規に作成したフィールドに適用するための完全なインタフェースを提供しています。[フィールドの計算]ダ
イアログボックスを使用するには、まず、計算の結果が追加される新しい属性フィールドを作成し、あな
ただけの更新選択した地物するかどうかを選択するか、既存のフィールドを更新する必要があります。

Figure 12.61: フィールド演算

新しいフィールドを追加することを選択した場合は、フィールド名、フィールドタイプ（整数、実数また
は文字列）、合計フィールド幅、およびフィールド精度を入力する必要があります（ figure_attributes_2を
参照）。10のフィールド幅と 3のフィールド精度を選択した場合、それは、小数点の前に 6桁の数字、そ
れから小数点、そして精度のためにさらに 3桁の数字があることを意味します。

Expressionタブ短い例は、使用している場合、フィールドの計算がどのように機能するかを示しています。
QGISサンプルデータセットから railroadsレイヤーのキロメートルの長さを計算したいです：

1. QGISでシェープファイル railroads.shpをロードし、 open 属性 Table 押します。

2. 上のクリック 切り替え編集モード と開く フィールド Calculator ダイアログ。

3. 選択新しいフィールドに計算を保存するための新しい fieldチェックボックスを作成します。
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4. ‘‘出力フィールド名および出力フィールドタイプとして ‘‘real‘‘として length‘‘を追加し、10および精
密、3であることを出力フィールドの幅を定義します。

5. 今、関数 ‘‘ $length‘‘をダブルクリックし、 :guilabel:‘Geometry‘グループフィールドの計算式ボックス
にそれを追加します。

6. フィールドの計算式ボックス内で /1000とキーボード入力して式を完成させ、 [OK]をクリックし
ます。

7. ここで、属性テーブル内の新しいフィールド lengthを見つけることができます。

12.5.8 非空間属性テーブルを使用した作業

QGISでは非空間テーブルもロードできます。これは、現在OGRと区切りのテキストだけでなく、PostgreSQL
の、MSSQLと Oracleプロバイダでサポートされているテーブルを含んでいます。テーブルは、フィール
ド参照に使用されるか、または単に一般閲覧とテーブルビューを使用して編集できます。テーブルをロー

ドするときは、凡例のフィールドに表示されます。それは 属性テーブルを開くツールで開くことができ、他
のレイヤ属性テーブルのように、その後編集可能です。

例としては、デジタル化の際に特定のベクターレイヤーに追加される、属性値、または許容される値の範
囲を定義するために、非空間テーブルの列を使用できます。詳細を調べるためにセクションフィールドメ
ニューの編集ウィジェットを詳しく見てみましょう。

12.5.9 表のセルの条件付き書式

You can enable the conditional formatting panel clicking on at the top right of the attributes window in table
view (not available in form view).

新しいパネルは、ユーザがフィールド上に発現に関してフィールドまたは全行の条件付き書式のための新
しいルールを追加することを可能にします。定義するためにフォームを開く新しいルールを追加します：

• ルールの名前、

• 表現ウィンドウから条件、

• プリセットの書式設定

• 改善するためのいくつかの他のパラメータ、変更またはセットアップのフォーマット：

– 背景とテキストの色、

– アイコンの使用、

– 太字、斜体、下線、または取り消し線、

– テキストフィールド、

– フォント。

12.5.10 １対多関係を作成する

関係は、多くの場合、データベースで使用される技術です。概念は、異なるレイヤー（テーブル）の地物
（列）が互いに属することができること、です。

例として、その名前と領域タイプと（主キーとして機能します）固有の IDについてのいくつかの属性を提
供するアラスカのすべての地域（ポリゴン）を有するレイヤーがあるとします。
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Figure 12.62: 属性テーブルの条件付き書式

外部キー

そして、別のポイントレイヤーまたはテーブルは、地域に位置し、また、これらのトラックを保持したい
空港に関する情報を取得します。領域レイヤーにそれらを追加したい場合は、ほとんどの地域に複数の空
港があるので、外部キーを使用して、1対多関係を作成する必要があります。

Figure 12.63: 空港とアラスカ地域

空港での既存の属性に加えて属性テーブル（データベースを持っている場合はおそらくそれに制約を定義
することになるでしょう）外部キーとして動作する別のフィールド fk_region。

このフィールドは fk_regionは、常に地域の IDが含まれます。それは、それが属する地域へのポインタのよ
うに見ることができます。そして、編集のためのカスタム編集フォームを設計できますし、QGISは、セッ
トアップについての世話をします。それは別のプロバイダで動作する（また、形状や CSVファイルとそれ
を使用できます）、しなければならないすべては、QGISをテーブル間の関係を伝えることです。
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レイヤー

QGISは、テーブルとベクトルレイヤーとの間に違いはありません。基本的に、ベクターレイヤーは、ジ
オメトリを持つテーブルです。だから、ベクトルレイヤーとしてテーブルを追加できます。証明するには、
レイヤー領域に「領域」（ジオメトリを持つ）シェープファイルと（ジオメトリなし）「空港」CSVテーブ
ルと外部キー（fk_region）をロードできます。これは、各領域は、空港の任意の数（多くの関係に、代表
的なもの）を持つことができながら、各空港は正確に一つの領域に属していることを意味します。

定義（リレーションマネージャー）

まずやることは、QGISがレイヤーの間の関係について知らせることです。これはで行われ、プロジェク
ト - >プロジェクト Properties。 Relationsメニューを開き、追加をクリック。

• 名前がタイトルとして使用されようとしています。それは関係がのために使用されているものを、記
述し、人間が読める文字列でなければなりません。私達はちょうどこのケースでは「空港」と言う呼
びます。

• 参照元レイヤーは、その上に外部キーフィールドを有するものです。この場合では、これは空港の
レイヤーであり、

• 参照元フィールドは、これは、ので、この場合に fk_regionある他のレイヤーにどのフィールドポイ
ント、と言うだろう

• 参照先レイヤーは主キーを有するものであるので、ここでは、地域のレイヤーである、を指摘しま
した

• 参照先フィールドは、それが IDであるので、参照レイヤーの主キーであります

• IDは内部目的のために使用され、一意である必要があります。これがサポートされると、カスタム
フォームを構築することが必要な場合があります。空のままにした場合、一つはために生成されます
が、取り扱いが容易であるものを得るために 1つを自分で割り当てることができます。

Figure 12.64: リレーションマネージャー

フォーム

今 QGISが関係について知っていること、生成フォームを改善するために使用されます。我々は（自動生
成）デフォルトのフォームのメソッドを変更していないとして、それは私たちの形で新しいウィジェットを
追加します。それでは、凡例にレイヤー領域を選択してみましょうと、特定のツールを使用します。設定
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に応じて、フォームを直接開くことがありますか、アクションの下で識別ダイアログでそれを開くために
選択する必要があります。

Figure 12.65: 空港への関係を持つ識別]ダイアログ領域

おわかりのように、この特定の領域に割り当てられている空港はすべて表に表示されています。そして、い
くつかのボタンが利用可能でもあります。それらを手短に確認してみましょう

• The button is for toggling the edit mode. Be aware that it toggles the edit mode of the airport layer,
although we are in the feature form of a feature from the region layer. But the table is representing features
of the airport layer.

• The button will add a new feature to the airport layer. And it will assign the new airport to the current
region by default.

• ボタンは、選択された空港を永久的に削除します。

• 記号は、現在の領域に割り当てられます、既存の空港を選択できる新しいダイアログが開きます。
事故で間違った領域の上に空港を作成した場合、これは便利かもしれません。

• シンボルは、効果的に（外部キーが NULLに設定されている）、未割り当て、それらを残し、現
在の領域から選択された空港のリンクを解除します。

• テーブルビューと後でみましょう、それぞれのフォームにあるすべての空港を表示し、フォームビュー
間の右スイッチには 2つのボタンがあります。

空港のテーブルの上に作業する場合、新しいウィジェットタイプを使用すると、空港の機能の形で参照領
域の特徴フォームを埋め込むことができますが利用可能です。空港テーブルのレイヤーのプロパティを開
くと、に切り替える使用できます fieldsをメニューと関係の参考に外部キーフィールド「fk_region」のウィ
ジェットの種類を変更します。

今地物ダイアログを見れば、地域のフォームが空港のフォーム内に埋め込まれても、別の領域に、現在の
空港を割り当てることができますコンボボックスを、持っていること、わかります。

12.6 編集

QGISは OGR、SpatiaLite、PostGISに、MSSQL Spatialおよび Oracle Spatialのベクトルレイヤーとテーブ
ルを編集するためのさまざまな機能をサポートしています。

ノート: GRASSレイヤを編集する手順は異なります-　詳細は GRASSベクタレイヤのデジタイジングと編
集のセクションを参照ください。
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Figure 12.66: 地域との関係で識別]ダイアログ空港

ちなみに: 同時編集
他の誰かが同じ時間に同じ機能を編集しているかどうかを QGISのこのバージョンでは追跡しません。そ
の編集内容を保存するには、最後の人が勝ち。

12.6.1 スナップ許容量と検索半径の設定

ベクトルレイヤーの形状の最適かつ正確な編集のために、地物の頂点の許容範囲と検索半径をスナップの
適切な値を設定する必要があります。

スナッピング許容値

スナップ許容誤差とは、QGISは新しい頂点を設定するときに接続するか、既存の頂点を移動しようとし
ている最も近い頂点および/またはセグメントの ‘ ‘search‘‘に使用する距離です。スナップ許容範囲内にな
い場合は、QGISではなく、既存の頂点および/またはセグメントにそれを合わせる、マウスボタンを放し
頂点を残すだろう。スナップ許容誤差の設定が許容誤差で動作するすべてのツールに影響します。

1. 一般的な、プロジェクト全体のスナップ許容誤差は設定 - > オプション... Digitizingタブを選択す
ることによって定義できます。デフォルトのスナップモードとして「頂点およびセグメントに」また
は「セグメントに」、「頂点に」の間を選択できます。また、デフォルトスナップ許容値と頂点の編集
のための検索半径を定義することができます。公差は、マップ単位またはピクセルのいずれかに設定
できます。ピクセルを選択する利点は、ズーム操作の後にスナップ許容誤差を変更する必要がないこ
とです。（アラスカデータセットを扱う）私たちの小さなデジタル化プロジェクトでは、フィートの
スナップ単位を定義します。結果は異なる場合がありますが、1：10000の縮尺で 300フィートのた
めに何かは、合理的に設定する必要があります。

2. グローバルスナップオプションを無効にしますレイヤーベースのスナップ許容誤差を選択すること
によって定義できます設定 - > optionsスナップ。これは、有効にして（ figure_edit_1を参照）レイ
ヤーごとにスナップのモードと許容誤差を調整します。このダイアログはスナップするレイヤー（複
数可）を選択するために 3つの異なるモードを提供しています：

• :guilabel:‘現在レイヤー：アクティブなレイヤーだけが使用されます、レイヤー内のトポロジが
編集されることを確実にする便利な方法です

• すべて layers：プロジェクト内のすべての可視レイヤーのための迅速かつ簡単な設定ポインタ
はすべての頂点および/またはセグメントに収まるようになっています。ほとんどの場合、この
スナップモードを使用するのに十分です。

• Advanced：レイヤーを編集し、別のレイヤーにその頂点をスナップ、ターゲットレイヤーが確
認されていることを確認し、より大きな値にスナップ許容値を増やす必要がある場合。さらに、
スナップは関係なく、グローバルなスナップ許容値の、スナップオプション]ダイアログボック
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スでチェックされていないレイヤーに発生することはありません。ですからにスナップする必要
がこれらのレイヤーのチェックボックスをマークしてください。

Figure 12.67: レイヤ単位での編集スナップオプション（アドバンス・モード）

ちなみに: スナップするレイヤのリストを制御します
Digitizingタブスナップ Optionsダイアログがグローバルに設定されたパラメータ（モード、許容誤差、単
位）で埋めデフォルトです。アドバンスモードとなり設定スナップ可能で、デフォルトでチェックされた
レイヤを避けるために、定義デフォルトのスナップモードは Off。

スナップ公差は pixels‘‘または ‘マップ units‘‘（マップビューの単位）で設定することができます。**高度
なレイヤ選択モードでは、それは ‘‘層 units‘‘を指すスナップ耐性を使用することは可能であるが、「オンザ
フライ」CRS変換は上に再投影層の単位である場合。

検索半径

検索半径は、距離QGISは地図上でクリックしたときに選択しようとしている最も近い頂点のための search
に使用しています。検索半径内にない場合は、QGISは編集のための任意の頂点を見つけて選択しないだろ
う。彼らが右のセットを取得するために実験する必要があるかもしれないので、スナップ許容値と検索半
径は、地図単位またはピクセル単位で設定されています。大きすぎる許容値を指定した場合、QGISはすぐ
近くにある頂点の数が多いを扱っている場合は特に、間違った頂点にスナップします。小さすぎる検索半
径が設定されると、それが移動する何かを見つけることができません。

頂点の検索半径は、レイヤ単位で編集して定義できます Digitizing ]タブの下で設定 - > ‘ |options| :menus-
election:‘Options。これは、一般的な、プロジェクト全体のスナップ許容誤差を定義する同じ場所です。

12.6.2 トポロジ編集

Settings‘（または :menuselection:‘File）メニューのオプションをスナップ... ダイアログレイヤーベースのス

ナップオプションに加えて、またトポロジカルな機能を定義できます。ここでは、 トポロジカル editing

を有効を定義、および/または、ポリゴンのレイヤーについて :guilabel:‘Intersectionsを回避 ‘オプショ
ンを有効にできます。

トポロジ編集を有効にする

オプション トポロジカル編集有効は編集と機能のモザイクでは一般的な境界を維持するためです。QGIS
は機能によって共有境界「を検出」、一度だけ、共通の頂点/セグメントを移動する必要があり、QGISは隣
接する地物を更新するの世話をします。
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新規ポリゴンの重なりの禁止

と呼ばれる２つめのトポロジカルオプション intersectionsは既存のものと重複する新しい機能を描画す
ることができないように避けてください。これは、隣接するポリゴンの迅速デジタル化のためです。既に 1
つのポリゴンを使用している場合は、このオプションの両方が交差する第二 1等をデジタル化して、QGIS
は、既存の 1の境界に 2つ目のポリゴンをカットして、それが可能です。利点は、共通の境界のすべての
頂点をデジタル化する必要がないことです。

ノート: 新しいジオメトリが完全に既存のもので覆われている場合は、それがクリアされますと、新機能
では、それ以外の変更を保存し、プロバイダによって許可された何のジオメトリーを持ちませんQGISポッ
プアップエラーメッセージになります。

警告: Intersectionsを回避オプションは慎重に使用
オプションのカットまたは任意のポリゴンレイヤーからの任意の overlaping機能のジオメトリをクリア
しているので、もはやそうでない場合、それを必要とすると、予期しないジオメトリを得ることができ、
このオプションをオフにすることを忘れないでください。

交差に対するスナッピングを有効にする

Another option is to use Enable snapping on intersection. It allows you to snap on an intersection of back-
ground layers, even if there’s no vertex on the intersection.

ジオメトリチェッカー

コアプラグインはジオメトリ無効を見つけるためにユーザーを助けることができます。このプラグインの
詳細情報はジオメトリチェッカープラグインに見つかります。

12.6.3 既存レイヤのデジタイズ

デフォルトでは、QGISはレイヤーを読み取り専用でロードします。これは、マウスの滑りがある場合は、
誤ってレイヤを編集することを避けるための安全装置です。しかし、データプロバイダがサポートしてい
る限り、任意のレイヤーを編集を選択でき、基礎となるデータソースが書き込み可能である（すなわち、そ
のファイルは読み取り専用されていません）。

一般に、編集ベクトル層のためのツールは、 高度なデジタイジング セクションに記載デジタ
ル化し、高度なデジタル化ツールバー、に分割されます。選択し、選択解除でき、両方の下で
表示 - >ツールバー - > 。基本的な デジタル化 tools を使用し、次の機能を実行できます。
アイコン 目的 アイコン 目的

現在の編集 編集切り替え

機能を追加：ポイントをキャプチャ 機能を追加：ラインをキャプチャ

機能を追加：ポリゴンをキャプチャ フィーチャの移動

円形の文字列を追加します。 半径によって円形の文字列を追加します。

ノードツール 選択したものの削除

フィーチャの切り取り フィーチャのコピー

フィーチャの貼り付け レイヤ編集の保存

テーブル編集　ベクタレイヤ基本編集ツールバー

デジタル化のいずれかのツールを使用している間、あなたはまだできることに注意してくださいは：ref：
‘ズームやパン <zoom_pan>‘マップキャンバス内ツールに焦点を失うことなく。
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すべて：インデックス：‘editing‘セッションが選択することによって開始| toggleEditingを|：SUP：menuselection：
‘Edit‘メニュー属性テーブル]ダイアログボックス、デジタル化のツールバーやから、所定の層のコンテキ
ストメニューにある ‘トグル editing‘オプション。

層が編集モードになったら、編集ツールバー上に追加のツールボタンが利用可能になるとマーカーがない
限り、すべての機能の頂点に表示されます：guilabel： ‘だけ下に選択した features‘オプションを表示マー
カー：menuselection：‘設定 - >オプション... - > Digitizing‘メニューがチェックされます。

ちなみに: 定期的に保存する
ことを忘れないでください| saveEdits |：SUP： ‘定期レイヤ Edits‘を保存します。また、これはデータソー
スがすべての変更を受け入れることができることを確認します。

フィーチャの追加

capturePoint |あなたは使用することができます|：SUP： ‘、Feature‘を追加| captureLine |：SUP： ‘Feature‘ま
たは追加| capturePolygonを|：SUP： ‘現在のレイヤーに新しい機能（ポイント、ライン、およびポリゴン）
を追加するには、ツールバー上の Feature‘のアイコンを追加します。

次のボタン| circularStringCurvePoint |：SUP： ‘円形 STRING‘または追加| circularStringRadiusを|：SUP：
‘radius‘によって円形の文字列を追加し、ユーザーが円形形状でラインまたはポリゴンの機能を追加するこ
とができます。

To:index: ‘これらのツールで features‘作成するには、最初にその属性を入力し、ジオメトリをデジタル化。
ジオメトリをデジタル化するには、新しい機能の最初のポイントを作成するために、マップエリアを左ク
リックしてください。

：ref：自動トレース線状または曲線状の幾何学的形状のために、キャプチャしたり、使用したい各追加のポ
イントのために左クリックを続けます <tracing>‘機能は、デジタル化を加速します。リニアの間で前後に
切り替えることができます：guilabelを：guilabel： ‘feature‘ツールと曲線を追加し ‘円形の文字列を追加...
化合物の湾曲形状を作成するためのツール ‘。プレス国：KBD： ‘DELETE‘か：はの kbd： Backspace‘キー
が追加最後のノードを戻します。ポイントの追加が完了したら、その地物のジオメトリの入力が終了した
ことを確認するために、マップエリアの任意の場所を右クリックします。

ノート: **湾曲形状が**のみ互換性のあるデータプロバイダにおいてそのようなものとして記憶されてい
ます

QGISは、編集可能なデータ形式の中に曲がった形状をデジタル化することができますが、そうでない場合
QGISが円弧を segmentizes、曲面として格納された機能を持つように曲線をサポートするデータプロバイ
ダ（例えば PostGISの、GMLまたはWFS）を使用する必要があります。メモリ層プロバイダは、曲線を
サポートしています。

ちなみに: デジタル化ゴムバンドをカスタマイズ
ポリゴンをキャプチャしながら、バイ・デフォルト赤いゴムバンドを使用すると、ポイントをキャプチャし
たいのですが、基礎となる機能や場所を非表示にできます。guilabel： ‘で Color‘塗りつぶし：menuselection：
- >オプション - > Digitizing‘メニュー ‘設定このゴムバンドの下に不透明度（またはアルファチャンネル）
を設定することによって固定することができます。guilabel：もチェックすることにより、ゴムバンドの使
用を避けることができます ‘ノード editing‘中にゴムバンドを更新しないでください。

属性ウィンドウでは、新機能のための情報を入力することができ、表示されます。Figure_edit_2_は、アラ
スカの架空の新しい川の属性を設定することを示しています。しかし、中：guilabel： ‘Digitizing‘メニュー
の下：menuselection：‘設定] - > [Options‘メニュー、あなたもアクティブにすることができます。

• |チェックボックス|：guilabel： ‘抑止フォーム開口部を避けるために作成された各 feature‘後にポップ
アップウィンドウ属性

• または|チェックボックス|：guilabel： ‘リユース最後に入力された属性 values‘は、自動的にフォーム
の開口部に満たされたフィールドを持っているだけで変化する値を入力する必要があります。

moveFeature |と|：SUP： ‘移動機能（複数可）、ツールバー上の ‘アイコンは、既存の機能を移動できます。
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Figure 12.68: 属性を入力すると、新しいベクトルの機能をデジタル化した後、ダイアログ値

ノードツール

シェープファイルベースまたはMapInfoの層だけでなく、SpatiaLite、PostgreSQLの/ PostGISの、MSSQL
空間、および Oracle Spatialのテーブルについて| nodeTool |：SUP： ‘ノード Tool‘は、機能の操作機能を提
供しては、CADプログラムに似て頂点。単に、一度に複数の頂点を選択し、それらを完全に移動、追加ま
たは削除することも可能です。ノードツールは、投影がオンになって「その場で」と連携し、トポロジカ
ル編集機能をサポートしています。このツールは、永続的な、QGISで他のツールとは異なり、ですので、
いくつかの操作が行われたときに、選択は、この機能とツールのアクティブなまま。

プロパティを設定することが重要である：menuselection：設定 - > |オプション|：menuselection：オプショ
ン - >デジタル化 - >：guilabel：検索半径： | selectNumber |ゼロより大きい数に。それ以外の場合は、QGIS
が編集されている頂点伝えることができなくなり、警告が表示されます。

ちなみに: 頂点マーカー
「半透明の円」、「十字架」と「なし」：QGISの現在のバージョンは、頂点マーカーの 3種類をサポート
しています。オプションを|選択し、マーカーのスタイルを変更するには|：menuselection： Options‘から：
menuselection：guilabel： Settings‘メニュー、をクリックして ‘Digitizing‘タブを、適切なエントリを選択し
ます。

基本操作

活性化させることによって開始| nodeTool |：SUP：ノード Tool、それをクリックすることで機能を選択。
レッドボックスは、この機能の各頂点に表示されます。

• ** **頂点を選択する：それらに一度、両端の頂点を選択するために、エッジをクリックして、また
はクリックして、いくつかの頂点の周りに四角形をドラッグすることにより、いずれかをクリックし
て、頂点を選択できます。頂点が選択された場合、その色が青に変化します。現在の選択に多くの頂
点を追加するには、押したまま：の kbd： ‘Ctrl‘キーをクリックしながら。押し続ける：の kbd： ‘頂点
の選択状態を切り替えるためにクリックしたとき Ctrl‘は（現在選択されていないされている頂点は
いつものように選択されますが、また、すでに選択されている頂点が選択されていないになります）。

• 頂点を追加する：頂点を追加するには、エッジ付近単にダブルクリックして、新しい頂点はカーソル
に近い端に表示されます。頂点がエッジ上ではなく、カーソル位置に表示されることに注意してくだ
さい。必要に応じてそのため、それが移動する必要があります。

• 頂点を削除する：頂点を選択し、クリックしてください：KBD：DELETE‘キーを。機能のすべての頂
点を削除すると、生成したデータソースと互換性がある場合：インデックス： ‘geometryless feature。
これは、完全な機能、ジオメトリだけの部分を削除しないことに注意してください。完全な機能を使
用するには、削除| deleteSelected |：SUP： ‘Selected‘ツールを削除します。

• ** **頂点を移動：移動したい方向に選択した頂点やエッジとドラッグをクリックして、移動したい
すべての頂点を選択します。選択したすべての頂点が一緒に移動します。スナップが有効になってい
る場合は、全体の選択は、最も近い頂点または行にジャンプすることができます。

guilabel： ‘Undo‘ダイアログノードツールで行われた各変更はで個別のエントリとして格納されます。これ
がオンになっているとき、すべての操作がトポロジカル編集をサポートすることを忘れないでください。オ
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ンザフライ投影もサポートされ、ノードツールは、それの上にポインタを置くことにより、頂点を識別す
るために、ツールチップを提供します。

ちなみに: 精度**移動機能**

The Move Feature tool doesn’t currently allow to snap features while moving. Using the Node Tool, select
ALL the vertices of the feature, click a vertex, drag and snap it to a target vertex: the whole feature is moved and
snapped to the other feature.

頂点エディタ

guilabel：guilabel：彼らの X、Y（Z、M該当する場合）の座標と rとの特徴の全ての頂点をリスト 頂点
Editor‘パネル（のための機能上の ‘ノード Tool、QGISが開き作動させると半径は、円形幾何学の場合）。単
にテーブル内の行を選択し、対応するマップキャンバスに頂点、およびその逆を選択しません。単純に変
更テーブルの座標とあなたの頂点位置が更新されます。また、複数の行を選択し、それらを完全に削除す
ることができます。

Figure 12.69: 選択したノードを示す頂点エディタパネル

地物の切り取り、コピーと貼り付け

選択した機能が、同じ QGISプロジェクトの層の間に、カット、コピー＆ペーストすることができます限
り、先の層が設定されているように| toggleEditing |：SUP：事前に切り替え editing。

ちなみに: コピー/ペーストを使用して行およびその逆にポリゴンを変換
ポリゴンレイヤにラインフィーチャをコピーして貼り付け：QGISペーストをターゲット層にその境界線
フィーチャの閉じた形状に対応したポリゴンを。これは、同じデータの異なる形状を生成するための簡単
な方法です。

特長は、テキストなどの外部アプリケーションに貼り付けることができます。これは、機能はジオメトリ
データはOGC well-knownテキスト（WKT）形式に登場すると、CSV形式で表現されています。外部QGIS
からWKT機能も QGIS内の層に貼り付けることができます。

ときにコピー＆ペースト機能が便利になるのでしょうか？まあ、それはあなたが層の間の時間とコピー/貼
り付け機能で複数のレイヤーを編集できることが判明しました。なぜ我々はこれをしたいのでしょうか？
私たちは ‘‘ big_lakes‘‘層の上に 5000、ない新しい層の上にいくつかの作業を行う必要があるが、1つのま
たは 2つの湖を必要とします。私たちは、新しいレイヤーを作成し、そこに必要な湖をウンチするコピー/
貼り付けを使用することができます。

例として新しいレイヤにいくつかの湖沼をコピーします:
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1. コピーしたいレイヤをロードします (ソースレイヤ)

2. コピー先にしたいレイヤをロードまたは作成します (ターゲットレイヤ)

3. ターゲットレイヤの編集を開始します

4. 凡例をクリックしてソースレイヤをアクティブにします

5. selectRectangle |使用|：SUP： ‘ソース層の上に機能（複数可）を選択した領域または単一 click‘ツー
ルで機能を選択します

6. editCopy |をクリックして|：SUP： ‘コピー Features‘ツール

7. 判例をクリックしてコピー先レイヤをアクティブにして下さい

8. editPaste |をクリックして|：SUP： ‘Features‘ツールを貼り付け

9. 編集モードを終了して変更内容を保存して下さい

ソースとターゲット層が異なるスキーマを（フィールド名とタイプが同じではない）がある場合はどうな
りますか？QGISは一致し、残りの部分を無視するもの移入します。あなたは、ターゲット層にコピーさ
れる属性は気にしないのであれば、あなたがフィールドとデータ型を設計する方法は重要ではありません。
機能とその属性 - -あなたは必ずすべてしたい場合はコピーされますが、スキーマの一致を確認してくださ
い。

ノート: 貼り付け地物の一致
あなたの送信元と送信先の層が同じ投影を使用する場合は、貼り付け機能は、ソース層と同一の形状を持
つことになります。先の層が異なる投影である場合は、次に QGISは、形状が同じである保証することは
できません。これは、突起間の変換時に関与する小さな丸めエラーがあるというだけの理由です。

ちなみに: 他に**コピー文字列属性**

あなたはタイプ「文字列」を使用して属性テーブルに新しい列を作成し、列のサイズの長さが同じ量に拡
張されるより大きな長さを持つ別の属性列から値を貼り付けたい場合。GDAL / OGR 1.10始まる GDAL
シェープファイルドライバが動的に挿入されるデータの長さに適応するように、文字列と整数フィールド
を自動的に拡張することを知っているからです。

選択地物の削除

我々は全体の機能（属性とジオメトリ）を削除したい場合は、我々は最初の正規を使用してジオメトリを選
択していることを行うことができます| selectRectangle |：SUP：エリアや単一 click‘ツールで機能を選択し
ます。選択はまた、属性テーブルから行うことができます。KBD：： ‘DELETE‘か：KBD：あなたは、選択
セット、押したら| deleteSelected Backspace‘キーまたは使用を|：SUP： ‘機能を削除するには Selected‘ツー
ルを削除します。選択した複数の機能を一度に削除することができます。

The Cut Features tool on the digitizing toolbar can also be used to delete features. This effectively deletes the

feature but also places it on a “spatial clipboard”. So, we cut the feature to delete. We could then use the
Paste Features tool to put it back, giving us a one-level undo capability. Cut, copy, and paste work on the currently
selected features, meaning we can operate on more than one at a time.

編集レイヤの保存

層が編集モードである場合、すべての変更は、QGISのメモリに残ります。したがって、彼らがコミットさ
れていない/データソースまたはディスクに保存され、すぐに。あなたが現在のレイヤーに編集内容を保存
したいが、編集モードを離れることなく、編集を続けたい場合は、あなたがクリックすることができます|
saveEdits |：SUP： ‘保存レイヤー Edits‘ボタン。toggleEditing |あなたと編集モードをオフ|：SUP： ‘トグ
ル editing‘（またはそのことについては QGISを終了）変更を保存するか、それらを破棄したい場合は、あ
なたも求められます。
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変更は（フル例えば、ディスク、または属性が範囲外の値を持つ）に保存することができない場合は、QGIS
メモリ内の状態は保持されます。これは、あなたの編集を調整して、やり直してくださいすることができ
ます。

ちなみに: データの整合性
常にあなたが編集を開始する前に、データソースをバックアップすることをお勧めです。QGISの著者は、
データの整合性を維持するためにあらゆる努力をしているが、我々はこの点において保証を提供しません。

一度に複数のレイヤーを保存します

この機能は、複数の層のデジタル化できます。選択してください| fileSaveAs |：guilabel：‘複数の層で作られた
すべての変更を保存するために選択した Layers‘のために保存します。またの機会を持っている| rollbackEdits
|：guilabel：選択 Layers‘ための ‘ロールバック、デジタル化が選択されたすべての層のために引き出すこと
ができるようになっています。cancelEdits |選択したレイヤーを、編集を中止したい場合|：guilabel： ‘‘簡
単な方法である選択された層（複数可）のためキャンセル。

同じ機能がプロジェクトの全レイヤの編集で可能です.

12.6.4 高度なデジタイジング

アイコン 目的 アイコン 目的

高度なデジタル化ツールを有効にします トレースを有効にします

アンドゥ リドゥ

フィーチャ（群）の回転 地物の簡素化

リングの追加 パートの追加

リングの塗りつぶし リングの削除

パートの削除 地物の変形

オフセットカーブ 地物の分割

部分の分割 選択地物の結合

選択地物の属性の結合 ポイントシンボルの回転

高度なテーブル編集: ベクタレイヤの高度な編集ツールバー

アンドゥとリドゥ

|元に戻します|：SUP： ‘Undo‘と|やり直し|：SUP： ‘Redo‘ツールを使用すると、ベクトルの編集操作を元
に戻すか、やり直すことができます。（Figure_edit_4_を参照）アンドゥ/リドゥの歴史の中ですべての操作
を示しドッキング可能なウィジェットもあります。このウィジェットは、デフォルトでは表示されません。
それは右のツールバーをクリックすると、元に戻す/やり直し]チェックボックスを活性化して表示すること
ができます。元に戻す/やり直しは、ウィジェットが表示されていない場合でも、しかし、アクティブです。

元に戻すにはヒットするかした場合：KBD： Ctrlキー+ z‘（または：の kbd： Cmdを+の z‘）を押す戻っ
操作が起こったの前に、すべての機能と属性の状態が状態に戻っています。法線ベクトルの編集操作以外
の変更は、（例えば、プラグインによって行われた変更は）または変更が行われたかに応じて、復帰しても
しなくてもよいです。

undo/redoヒストリウィジェットを利用する場合単純に操作のヒストリリストをクリックして下さい. すべ
ての操作は選択操作のあとであった状態に戻されます.

12.6. 編集 167



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 12.70: やり直しやデジタル化のステップを元に戻します

フィーチャ（群）の回転

使用| rotateFeature |：SUP： ‘回転機能（S）‘マップキャンバス内の 1つのまたは複数の特徴を回転させま
す。プレス| rotateFeature |：SUP： ‘回し機能（複数可）‘アイコン、その後、回転させるように機能をクリッ
クしてください。どちらの回転機能を置くか、ユーザー入力ウィジェットで角度を入力してマップをクリッ
クしてください。あなたはいくつかの機能を回転させたい場合は、最初に選択されなければなりません。

選択した機能（複数可）でマップツールを有効にした場合、その（その）重心が表示され、回転アンカー
ポイントとなります。KBD：アンカーポイントを移動したい場合は、ホールド ‘Ctrl‘ボタンをし、それを配
置するためにマップをクリックしてください。

保持している場合：の kbd： ‘Shift‘地図上をクリックする前に、回転がユーザー入力ウィジェットに後で変
更することができる 45度の段階で行われます。

rotateFeature | |機能の回転を中止するには、上をクリックする必要があります：SUP： ‘回し機能（複数可）
‘アイコン。

地物の簡素化

The Simplify Feature tool allows you to reduce the number of vertices of a feature, as long as the geometry
remains valid. With the tool you can also simplify many features at once or multi-part features.

まず、機能をクリックするか、機能の上に四角形をドラッグします。あなたが ‘‘ units‘‘マップ、 ‘‘層 units‘‘や
‘‘ pixels‘‘がポップアップし、機能（複数可）の着色及び単純化されたコピー、与えられた許容値を使用し
て、上に表示される公差を定義することができますダイアログそれら。QGISは、ジオメトリを維持しなが
ら削除することができる頂点の量を算出します。高い許容度はより多くの頂点を削除することができます。
期待されるジオメトリが、あなたのニーズに合ったときにちょうど** [OK] **ボタンをクリックしてくだ
さい。プロジェクトを離れるときや編集セッションを終了したときに使用した公差が保存されます。だか
ら、戻って同じ寛容に機能を簡素化し、次回に行くことができます。

To abort feature simplification, you need to click on Simplify Feature icon.

ノート: :menuselection:中機能の簡素化オプションとは異なり、 ‘設定 - >オプション - >だけでレンダリン
グするためのジオメトリを簡素化 Rendering‘メニュー、| simplifyFeatures |：SUP： ‘簡素化 Feature‘ツール
は、実際にデータソース内のフィーチャのジオメトリを変更します。

パートの追加

できます| addPart | ：SUP：インデックス：： multipoint、：インデックス：‘ multiline‘か：インデックス：
‘multipolygon‘機能 ‘生成選択した機能に Part‘を追加します。新しい部品を事前に選択する必要があり、既
存の外にデジタル化されなければなりません。
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The Add Part can also be used to add a geometry to a geometryless feature. First, select the feature in the
attribute table and digitize the new geometry with the Add Part tool.

パートの削除

The Delete Part tool allows you to delete parts from multifeatures (e.g., to delete polygons from a multi-polygon
feature). This tool works with all multi-part geometries: point, line and polygon. Furthermore, it can be used to
totally remove the geometric component of a feature. To delete a part, simply click within the target part.

リングの追加

作成できます：インデックス： ‘リング polygons‘を使用して| addRingを|：SUP： ‘ツールバーの Ring‘ア
イコンを追加します。これは、既存の領域の内部、外側と内側の多角形の境界の間の領域のみがリングポ
リゴンとして残るように、「穴」として発生する更なるポリゴンをデジタル化することが可能であることを
意味します。

リングの塗りつぶし

fillRing |使用できます| ：SUP： ‘ポリゴンにリングを追加し、同時に層に新しい機能を追加するために
Ring‘機能を埋めます。このツールを使用すると、単に既存の 1以内のポリゴンをデジタル化する必要があ
ります。addRing |このように、あなたが最初に使用する必要はありません|：SUP： ‘Ring‘アイコンと [追
加| capturePolygonを|：SUP： ‘もう feature‘機能を追加します。

リングの削除

The Delete Ring tool allows you to delete rings within an existing polygon, by clicking inside the hole. This
tool only works with polygon and multi-polygon features. It doesn’t change anything when it is used on the outer
ring of the polygon.

地物の変形

リシェイプ|あなたが使用してラインとポリゴンフィーチャの形状を変更することができます|：SUP： ‘ツー
ルバーの形状変更 Features‘アイコン。これは、元の行と最後の交差点に最初からラインまたはポリゴンの
一部を置き換えます。ポリゴンで、これは時々予期しない結果につながることができます。ない主要なオー
バーホールのために、多角形の小さな部品を交換するために主に有用であり、これは無効なポリゴンを生
成するような形状変更ラインは、いくつかの多角形リングを横断することはできません。

たとえばポリゴンの境界線をこのツールで編集できます. 最初にポリゴンの内側をクリックした後に新しく
頂点を追加したい位置に点を入力してください. それから境界線をまたいでポリゴンの外側に頂点を追加し
てください. このツールは境界線と新しい線の交点に自動的にノードを追加します. これはポリゴンの一部
を削除する場合にも利用できます,ポリゴンの外側から新しいラインを開始して内側に新しい頂点を追加し
ます,そしてポリゴンの外側に最終点を右ボタンクリックで作成してください.

ノート: 変形ツールは、多角形のリングまたは閉じた線の開始位置を変更することができます。だから、
「二回」表されるポイントはこれ以上同じにはなりません。これは、ほとんどのアプリケーションでは問題
ではないかもしれないが、考慮すべきものです。

オフセットカーブ

The Offset Curve tool creates parallel shifts of line layers. The tool can be applied to the edited layer (the
geometries are modified) or also to background layers (in which case it creates copies of the lines / rings and adds
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them to the edited layer). It is thus ideally suited for the creation of distance line layers. The User Input dialog
pops-up, showing the displacement distance.

offsetCurve | |ライン層のシフトを作成するには、まず編集モードに入るとアクティブにする必要があります
：SUP： ‘オフセット Curve‘ツール。そして、それをシフトする機能をクリックしてください。マウスを移
動し、望んでいたか、ユーザー入力ウィジェットに所望の距離を入力する場所をクリックします。saveEdits
|変更は、その後一緒に保存することができます|：SUP： ‘保存レイヤ Edits‘ツール。

QGISのオプション]ダイアログボックス（その後、タブをデジタル化**曲線は、ツールをオフセット**節）
あなたは**スタイルに参加、クアドラントセグメント、**マイターリミットのようないくつかのパラメー
タを設定することができます。

地物の分割

splitFeatures |あなたが使用して機能を分割することができます|：SUP：‘ツールバーのスプリット Features‘ア
イコン。ちょうどあなたが分割したい機能間で線を引きます。

部分の分割

QGISでは、部品点数が増加するようにマルチパートフィーチャの部分を分割することが可能です。splitParts
|ちょうどあなたが使用して分割したい部分全体に線を引きます|：SUP： ‘スプリット Parts‘アイコン。

選択フィーチャのマージ

The Merge Selected Features tool allows you to merge features. A new dialog will allow you to choose which value
to choose between each selected features or select a function (Minimum, Maximum, Median, Sum, Skip Attribute)
to use for each column. If features don’t have a common boundaries, a multipolygon will be created.

選択地物の属性マージ

The Merge Attributes of Selected Features tool allows you to apply same attributes to features without merging their

boundaries. First, select several features. Then press the Merge Attributes of Selected Features button. Now QGIS asks
you which attributes are to be applied to all selected objects. As a result, all selected objects have the same attribute
entries.

ポイントシンボルの回転

Rotate Point Symbols allows you to change the rotation of point symbols in the map canvas. You must first define
a rotation column from the attribute table of the point layer in the Advanced menu of the Style menu of the Layer

Properties. Also, you will need to go into the ‘SVG marker’ and choose Data defined properties .... Activate
Angle and choose ‘rotation’ as field. Without these settings, the tool is inactive.

ローテーションを変更するには、マウスの左ボタンを押し保持し、マップキャンバス内のポイントフィー
チャを選択し、それを回転させます。回転値を持つ赤い矢印（Figure_edit_5_参照）に可視化されるであろ
う。あなたは再びマウスの左ボタンを離すと、値は属性テーブルに更新されます。

ノート: If you hold the Ctrl key pressed, the rotation will be done in 15 degree steps.
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Figure 12.71: ポイントシンボルの回転

自動トレース

（、リングを追加し、一部を追加し、機能を追加し再形成し、スプリット）キャプチャマップツールを使用
した場合通常、あなたは、機能の各頂点をクリックする必要があります。

デジタル化プロセスをスピードアップすることができ、自動トレースモードを使用します。トレース|有
効|：SUP： ‘アイコンまたは押しを押して Tracing‘ツールは：の kbd： ‘T’キーとは：ref：‘にスナップを
<snapping_tolerance>一緒にトレースしたい機能の ‘頂点またはセグメント。スナップしたい別の頂点また
はセグメント上に、その代わりに、通常の直線のマウスを移動し、デジタル化ゴムバンドを使用して、現
在の位置にスナップ最後の点からのパスを表します。QGISは実際には 2点間の最短経路を構築する基礎と
なる機能トポロジを使用しています。クリックすると QGISはパス以下の中間の頂点を配置します。もは
や手動でデジタル化の中にすべての頂点を配置する必要がありません。

トレースは、パスを構築するために追跡可能な層で活性化されるようにスナップが必要です。また、そう
でなければ QGIS、それらを接続することができず、したがって、単一の直線をトレースし、デジタル化し
ながら、既存の頂点またはセグメントにスナップし、2つのノードがトポロジ的接続次の既存の機能であ
ることを確認すべきです。

ノート: 最適なトレースのための地図の縮尺やスナップ設定を調整します
地図表示では、あまりにも多くの機能がある場合、トレースが潜在的に長いトレース構造の準備と大容量
メモリのオーバーヘッドを回避するために無効になっています。いくつかの層をズームインまたは無効に
した後、トレースを再び有効になります。

ちなみに: KBD：： ‘T’キー **すぐに**を押して、自動トレースを有効または無効に

kbd：：押すことで、無効になっトレースで有効になっており、他の部分をなぞると機能の一部をデジタル
化することが可能であるので、 ‘T’キーを、トレース、一つの特徴をデジタル化しながらも/無効いつでも
有効にすることができます。トレースが無効になっているときのツールは、いつものように振る舞います。

12.6.5 高度なデジタル化パネル

新しいジオメトリまたはジオメトリの一部をキャプチャする場合、また、高度なデジタル化パネルを使用
する可能性を持っています。特定の角度に正確に平行にまたは特定の角度やロックラインのラインをデジ
タル化できます。新しいジオメトリの正確な定義を行うことができるように、また、座標を直接入力でき
ます。

ノート: マップビューは、地理座標系である場合のツールが有効になっていません。
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Figure 12.72: 高度なデジタル化パネル

12.6.6 新しいベクタレイヤの作成

QGISは、新しいシェープファイルレイヤ、新しい SpatiaLite層、新しい GPX層と新しい一時スクラッチ
レイヤーを作成することができます。新しい GRASS 層の作成は GRASS プラグイン内でサポートされ
ています。セクションを参照してください：参照：GRASS ベクタレイヤーの作成の詳細について creat-
ing_new_grass_vectors。

新規 Shapefileレイヤの作成

編集用の新しいシェイプレイヤーを作成するには、選択します。menuselection： 新 - > | newVectorLayer
|：menuselection： ‘新しいシェープファイルレイヤ...‘から：menuselection： ‘Layer‘メニュー。：guilabel：
Figure_edit_6_に示すように、 ‘新しいベクトル Layer‘ダイアログが表示されます。層（点、線又はポリゴ
ン）の種類を選択し、CRS（基準座標系）。

QGISはまだ（すなわち、X、Y、Z座標と特徴）2.5D機能の作成をサポートしていないことに注意してく
ださい。

Figure 12.73: 新しいシェープファイルレイヤダイアログを作成します

新しいシェープファイルレイヤの作成を完了するには、** [属性リストに追加]ボタンをクリックし、属性の
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名前とタイプを指定することにより、必要な属性を追加します。最初の「ID」列がたかっていない場合、デ
フォルトとして追加されますが、削除できます。のみ：guilabel： ‘タイプ：real‘ | selectString |、：guilabel：
‘タイプ：integer‘ | selectString |、：guilabel： ‘タイプ：STRING‘ | selectString |そして、：guilabel： ‘タイ
プ：date‘ | selectString |属性がサポートされています。さらに、および属性タイプに応じて、また、新し
い属性列の幅と精度を定義することができます。属性に満足したら、 [OK] **をクリックしてシェープファ
イルの名前を提供します。指定した名前に .shp‘拡張子：ファイル：QGISが自動的に追加されます。層が
作成されると、それがマップに追加され、セクションで説明したのと同じ方法でそれを編集できます：参
照： ‘上記 sec_edit_existing_layer。

新規 Spatialiteレイヤの作成

編集用の新しい SpatiaLiteレイヤーを作成するには、選択します。menuselection：新 - > | newSpatiaLiteLayer
|：menuselection：‘新 SpatiaLiteレイヤー...‘から：menuselection：‘Layer‘メニュー。：guilabel：Figure_edit_7_
に示すように、 ‘新 SpatiaLite Layer‘ダイアログが表示されます。

Figure 12.74: 新 SpatiaLite層ダイアログを作成します

最初のステップは、既存の SpatiaLiteデータベースを選択するか、新しい SpatiaLiteデータベースを作成す
ることです。browseButton |これは、参照ボタンで行うことができます|データベースフィールドの右側に
あります。その後、新しい層の名前を追加する層の種類を定義し、** [指定 CRS] **と基準座標系を指定し
ます。チェックボックス|を希望する場合は、選択できます|：guilabel： ‘自動増分のプライマリ key‘を作成
します。

、新しい SpatiaLite層のための属性テーブルを定義しますが、対応する列タイプで作成したい属性列の名前
を追加し、** [属性リストに追加]ボタンをクリックしてください。属性に満足したら、 [OK] **をクリッ
クしてください。QGISは自動的に伝説に新しいレイヤーを追加します、そして、あなたはセクションで説
明したのと同じ方法でそれを編集することができます：参照：上記 sec_edit_existing_layer。
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SpatiaLiteレイヤの高度な管理は DBマネージャを使うと実行できます DBマネージャプラグイン参照.

新しい GPXレイヤの作成

新しいGPXファイルを作成するには、まずGPSプラグインをロードする必要があります。：menuselection：
プラグイン - > | showPluginManager |：menuselection： ‘プラグインマネージャ...‘プラグインマネージャ]
ダイアログが開きます。チェックボックス|アクティベート|：guilabel： ‘GPS Tools‘チェックボックスをオ
ンにします。

このプラグインがロードされると、選択：menuselection：新 - > | createGPXを|：menuselection： ‘新しい
GPXレイヤーを作成します...‘から：menuselection： ‘Layer‘メニュー。guilabel： ‘でダイアログ as‘新しい
GPXファイルを保存し、どこに新しい GPX層の保存を選択することができます。

新しい一時的なスクラッチ層を作成

空の、編集可能なメモリ層を使用して定義できます：menuselection：レイヤー - >新しい一時スクラッチ Layer
- >レイヤーを作成します。ここでも作成できます| radioButtonOff |：guilabel：‘Multipoint‘、| radioButtonOff
|：guilabel：‘ Multiline‘と| radioButtonOff |：guilabel：‘の下Multipolygon‘レイヤー| radioButtonOn |：guilabel：
‘ Point‘、| radioButtonOff |： guilabel： ‘Line‘と| radioButtonOff |：guilabel：‘ Polygon‘レイヤー。一時的な
スクラッチ層は保存されず、QGISを閉じたときに破棄されます。参照：参照： paste_into_layer。

12.7 仮想レイヤ

ベクターレイヤーの特別な種類は、QGISを開くことができる他のベクター、任意の数のレイヤーの上に
SQL言語を使用して、高度なクエリの結果としてのレイヤーを定義できます。これらのレイヤーは仮想レ
イヤーと呼ばれています。それら自体はデータを持たず、他のレイヤーへのビューとして見ることができ
ます。

12.7.1 仮想レイヤを作成する

Layerメニューまたは対応するツールバーから仮想レイヤーの追加をクリックして、仮想レイヤ作成ダイ
アログを開きます。

ダイアログでは、SQLクエリを指定できます。クエリでは、、既存のベクトルレイヤーの名前（または ID）
だけでなくこれらのレイヤーのフィールド名を使用できます。

For example, if you have a layer called regions, you can create a new virtual layer with an SQL query like
SELECT * FROM regions WHERE id < 100. The SQL query will be executed, whatever the underlying
provider of the regions layer is and even if this provider does not directly support SQL queries.

結合と複雑なクエリも、結合されるレイヤーの名前を直接に使用して簡単に作成できます。

12.7.2 サポートされている言語

基本となるエンジンは動作する SQLiteのと Spatialiteを使用しています。

それは SQLiteのローカルインストールが理解する SQLをすべて使用できることを意味します。

SQLiteからの関数と Spatialiteからの空間関数も仮想レイヤのクエリで使用できます。例えば、属性のみ
のレイヤーからポイントレイヤを作成することは、以下のようなクエリを使用して行うことができます：
SELECT id, MakePoint(x, y, 4326) as geometry FROM coordinates

QGIS表現の関数も仮想レイヤのクエリで使用できます。

レイヤーのジオメトリ列を参照するには、名前 geometryを使用します。
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純粋な SQLクエリに反して、仮想レイヤクエリのすべてのフィールドは名前を付ける必要があります。そ
れらが演算や関数呼び出しの結果である場合、列に名前を付けるために、 asキーワードを使用すること
を忘れないでください。

12.7.3 パフォーマンスの問題

デフォルトのパラメータを設定すると、仮想レイヤエンジンは 1つが存在している場合はジオメトリ列の
種類を含むクエリの異なる列の種類を検出するために最善を尽くします。

これは、可能な場合、クエリをイントロスペクトすることによって、または、最後にクエリ（LIMIT 1）の
最初の行をフェッチすることによって行われます。レイヤーを作成するためだけに結果の最初の行をフェッ
チすることは、パフォーマンス上の理由で望ましくない場合があります。

作成ダイアログではいろいろなパラメータを指定できます：

• 一意識別子列：このオプションでは、クエリーのどのフィールドが、QGISが行識別子として使用で
きる一意の整数値を表すかを指定することを可能にします。デフォルトでは、自動インクリメントの
整数値が使用されます。一意の識別子列を指定すると、idで行の選択を高速化できます。

• ジオメトリなし：このオプションは、任意のジオメトリフィールドを無視するように仮想レイヤを
強制します。得られるレイヤーは、属性のみのレイヤーです。

• ジオメトリ列：このオプションでは、レイヤーのジオメトリとして使用される列の名前を指定でき
ます。

• ジオメトリタイプ：このオプションでは、仮想レイヤのジオメトリのタイプを指定できます。

• **ジオメトリ CRS **：このオプションは、仮想レイヤの座標参照系を指定することを可能にします。

12.7.4 特別のコメント

仮想レイヤエンジンは、クエリの各列のタイプを決定しようとします。それが失敗した場合、クエリの最
初の行は、列の型を決定するためにフェッチされます。

特定の種類の列は、いくつかの特別なコメントを使用してクエリで直接指定できます。

構文は次のようです： /*:type*/。それはちょうど列の名前の後に配置する必要があります。 typeは、
整数の int、浮動小数点数ための realまたは textのいずれかであり得ます。

例えば： SELECT id+1 as nid /*:int*/ FROM table

/*gtype:srid*/‘‘ジオメトリタイプは （ ‘‘pointジオメトリカラムの種類と座標参照系はまた、次
の構文 gtypeとの特別なコメントのおかげで設定できます、linestring、polygon、multipoint
、 multilinestringまたは multipolygon）と座標参照系の EPSGコードを表す整数を srid。

12.7.5 インデックスの使用

仮想レイヤを介してレイヤーを要求するとき、このソースレイヤーのインデックスは次のように使用され
るであろう。

• =述語は、レイヤーの主キー列で使用される場合、基礎となるデータプロバイダは、特定の ID（FilterFid）
を要求します

• 他の述部の（ ‘‘> ‘‘ ‘‘ <= ‘‘ ‘‘！= ‘‘など）または主キーなしで列に、式から構築された要求は、基礎
となるベクトルデータプロバイダを要求するために使用されます。それは彼らが存在する場合、イン
デックスは、データベース・プロバイダーで使用できることを意味します。

具体的な構文が、リクエストに空間述語を処理し、空間インデックスの使用をトリガするために存
在しています： _search_frame_ という名前の隠し列は各仮想レイヤーに存在します。この列
がバウンディングボックスに等しいかどうかを比較できます。例： select * from vtab where
_search_frame_=BuildMbr(-2.10,49.38,-1.3,49.99,4326)
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ST_Intersectsのような空間バイナリ述語は、この空間インデックス構文と併せて使用されると大幅に
高速化されます。

176 Chapter 12. ベクタデータの操作



Chapter 13

ラスタデータの操作

13.1 ラスターデータの操作

このセクションでは、ラスタレイヤのプロパティを視覚化し設定する方法について説明します。QGISでは
:index:‘GDAL‘ライブラリを使用して、、ArcInfoのバイナリグリッド、ArcInfoのASCIIグリッド、GeoTIFF
の、ERDAS IMAGINEは、さらに多くのを含む、ラスタデータ形式を読み書きします。GRASSラスタの
サポートは、ネイティブ QGISデータプロバイダプラグインによって供給されています。ラスターデータ
も QGISにジップと gzipアーカイブから読み取りモードでロードできます。

この文書の日付において、GDALライブラリでは 100以上のラスターフォーマットがサポートされています (文
献とWeb参照の GDAL-SOFTWARE-SUITEを参照)。完全なリストは http://www.gdal.org/formats_list.html
で参照可能です。

ノート: リストに含まれていないフォーマットのすべてが、様々な理由から QGISで動作する可能性があ
ります。例えば、いくつかは、外部の商用ライブラリを必要としたり、OSの GDALのインストールには、
使用したい形式をサポートするために構築されていない可能性があります。QGISにラスタをロードする
ときにのみ、十分にテストされているこれらのフォーマットは、ファイルタイプのリストに表示されます。
他の未テストの形式は ‘‘ [GDAL]すべてのファイル（*） ‘‘フィルタを選択してロードできます。

GRASSラスターデータの操作については GRASS GISの統合のセクションで説明されています。

13.1.1 ラスターデータとは？

GISのラスタデータは、地球の表面上、地下、上空の地物を表す離散セルの行列です。ラスタグリッドの各
セルは同じ大きさであり、そしてセルは通常矩形です（QGISにそれらは常に矩形であろう）。典型的なラ
スタデータセットは、標高マトリックスなどの航空写真や衛星画像とモデル化されたデータなどのリモー
トセンシングデータを、含みます。

ベクトルデータとは異なり、ラスタデータは、典型的には、各セルに関連付けられたデータベース・レコー
ドを持っていません。それらは、ピクセル解像度とラスタレイヤーのコーナーピクセルの x/y座標によって
ジオコーディングされます。これにより、QGISで地図キャンバスに正しくデータを配置できます。

（例えば、GeoTiff）またはデータを適切に表示するための適切なワールドファイル内 QGISは、ラスタレ
イヤ内のジオリファレンス情報を利用します。

13.1.2 QGISでラスタデータをロードする

ラスタレイヤは、 ラスター Layer を追加 アイコンをクリックするか、レイヤー-> ラスター Layerを追
加メニューオプションを選択するか、どちらかによってロードされます。 Ctrlか Shiftキーを押しな
がら GDALサポートのラスターデータソースを開くダイアログ中で複数の項目をクリックすると、複数の
ラスターを同時にロードできます。
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ラスタレイヤをマップの凡例にロードしたらマウスの右ボタンでレイヤ名上をクリックし,アクティブレイ
ヤの特定の地物を選択したり,レイヤのラスタプロパティを設定するためのダイアログを開くことができ
ます.

ラスタレイヤの右マウスボタンメニュー

• レイヤの領域にズーム

• 最適スケールにズームする (100%)

• 現在の領域を使って引き伸ばす

• 全体図に表示

• 削除

• 複製

• レイヤの CRSを設定する

• レイヤの CRSをプロジェクトに設定する

• 名前をつけて保存 ...

• プロパティ

• 改名

• スタイルのコピー

• 新規グループ追加

• すべてを展開する

• すべてを折りたたむ

• 描画順序の更新

13.2 ラスタのプロパティダイアログ

ラスタレイヤのプロパティを表示および設定するには、マップの凡例でレイヤ名をダブルクリックするか、
レイヤ名をクリックし、コンテキストメニューから　プロパティを選択してください.これによって Raster
Layer Propertiesダイアログが開きます ( figure_raster_1参照).

このダイアログには多くのメニューがあります:

• 一般情報

• スタイル

• 透過性

• ピラミッド

• ヒストグラム

• メタデータ

13.2.1 一般情報メニュー

レイヤ情報

一般情報メニューでは選択されたラスタの基本的な情報を表示します.そこにはレイヤのソースパス,凡例
への表示名称 (これは変更できます),カラムと行の数とデータ無しの値が含まれます.
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Figure 13.1: ラスタレイヤプロパティ]ダイアログ

座標参照システム

ここでは座標参照システム (CRS)の情報を PROJ.4文字列として見ることができます. もしこの設定が正し
くない場合は [Specify]ボタンをクリックすると変更することができます.

縮尺に応じた表示設定

さらに、縮尺に応じた表示設定を行うことができます。チェックボックスにチェックを入れ、データがマッ
プキャンバスに表示される適当な縮尺を入力します。

一番下にはレイヤのサムネイルが表示されます,それは凡例のシンボルに利用されます.またパレットが表
示されます

13.2.2 スタイルメニュー

バンドレンダリング

QGISでは 4つの異なるレンダリングタイプを提供しています。選択されるレンダラはデータ型に依存し
ます。

1. マルチバンドカラー -ファイルが多くのバンドを持つとマルチバンドになります (例.,多くのバンド
を持つ衛星イメージ)

2. パレットを使った-シングルバンドファイルがインデックスされたパレットを使う場合 (例.,デジタル
トポグラフィックマップで利用する場合)

3. Singleband灰色 -（1つのバンド）の画像をグレーとしてレンダリングされます。ファイルはどちら
もマルチバンドを持っているにもあれば QGISは、このレンダラを選択するインデックス付きパレッ
トも連続パレット（例えば、陰影マップを使用）

4. シングルバンド擬似カラー -このレンダーは連続色パレットかカラーマップで利用できます (例.,標
高マップでの利用)

マルチバンドカラー

マルチバンドカラーレンダラーでは画像から赤、緑、青をあらわす 3つのバンドが選択され描画されます。
‘No enhancement’, ‘Stretch to MinMax’, ‘Stretch and clip to MinMax’と ‘Clip to min max’などのコントラス
ト拡張の方法を選択できます.
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Figure 13.2: ラスターレンダラ -マルチバンドカラー
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この選択は、ラスタレイヤの外観を変更するためのオプションの広い範囲を提供しています。まず第一に、
画像からデータ範囲を取得する必要があります。これは範囲を選択し、 [ロード]を押すことによって行う
ことができます。QGISではバンドの Minと Max値を 推定（速い）できます、または 実際の（遅
い） Accuracyを使用。

今、最小/最大値をロードセクションの助けを借りて、色を拡張できます。画像の多くは、いくつかの非
常に低いと高いデータを持っています。これらの異常値は 累積カウント cut設定を使用して除去できま
す。標準的なデータ範囲が 2％からのデータ値の 98％に設定され、手動で適合させることができます。こ
の設定では、画像のグレーの文字が消えることがあります。スケーリングオプション付き 最小/maxは、
QGISは、元画像に含まれるデータの全ての色テーブルを作成する（例えば、QGISを使用して、8ビット
のバンドを持っているという事実を考えると、256の値を有するカラーテーブルを作成します）。また、
平均+/-標準偏差 X を使用して色テーブルを計算できます。次いで、標準偏差以内、または複数の標
準偏差内の値のみを色テーブルのために考慮されます。ラスタのレンダリングにマイナスの影響を与えて
いるラスタグリッドの異常に高い値で一つまたは二つのセルを持っている場合に便利です。

すべての計算はまたのために行うことができる Current範囲。

ちなみに: マルチバンドラスタの単バンドを表示する
マルチバンド画像の単一のバンド（例えば、赤）を表示したい場合、緑と青の帯が「設定なし」に設定す
るだろうと思うかもしれません。しかし、これは正しい方法ではありません。赤バンドを表示するために、
「Singlebandグレー」、次いでグレーに使用するバンドとして赤を選択する画像の種類を設定します。

パレット

これは、標準が既に画素値が特定の色に割り当てられたカラーテーブルを含む singlebandファイルのオプ
ションをレンダリングです。この場合、パレットは自動的にレンダリングされます。特定の値に割り当てら
れた色を変更したい場合は、単に色とをダブルクリックし色を選択ダイアログが表示されます。またQGIS
では、色の値にラベルを割り当てることが可能です。ラベルは、ラスタレイヤの凡例に表示されます。

Figure 13.3: ラスターレンダラ -パレット付き
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コントラスト強調

ノート: GRASSラスタを追加する場合は、オプションコントラスト強調は、これが QGIS一般オプショ
ンで別の値に設定されている場合かどうかにかかわらず、常に最小最大にストレッチに自動的に設定され
ます。

シングルバンドグレイ

このレンダラを使用すると、単一のバンドを有するレイヤーを「白に黒」か「黒に白」色 gradientでレン
ダリングできます。最初に Extentを選択し、次に [ロード]を押すことで、MinとMax値を定義できます。
QGISではバンドのMinとMax値を 推定（速い）できます、または 実際の（遅い） Accuracyを使
用。

Figure 13.4: ラスターレンダラ - Singlebandグレー

最小/最大値をロードセクションで、カラーテーブルのスケーリングが可能です。 累積カウント cut設
定を使用して外れ値を除去できます。標準的なデータ範囲は、データ値の 2％から 98％に設定され、手動
で適合させることができます。この設定では、画像のグレーの文字が消えることがあります。 最小/max
と 平均+/-標準偏差 X でさらに設定ができます。一つめは、元の画像に含まれるデータの全ての
カラーテーブルを作成し、二つ目は、標準偏差の範囲内、または複数の標準偏差内の値を考慮したカラー
テーブルを作成します。一つか二つのセルがラスタグリッドの異常に高い値を持っていてラスタのレンダ
リングにマイナスの影響を与えている場合に便利です。

シングルバンド疑似カラー

これは、連続的なパレットを含むシングルバンドファイル、のためのレンダリングオプションです。また、
ここでは、単一のバンドのための個々のカラーマップを作成できます。 3種類の色補間方法が利用できます:

1. 個別の

2. 線形

3. 正確な

左側のブロックでは、ボタン 手動で値を追加は個々のカラーテーブルに値を追加します。ボタン 選択行を削除

は、個々のカラーテーブルから値を削除し、 替えカラーマップ items ボタンは、値列の画素値に応じた色テー
ブルをソートします。値列をダブルクリックすると、特定の値を挿入できます。色変更 、その値に適用
する色を選択でき、カラー欄をダブルクリックするとダイアログが開きます。さらに、また、各色ごとに

ラベルを追加できますが、特定の機能のツールを使用する場合、この値は表示されません。また、
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Figure 13.5: ラスターレンダラ - Singleband疑似
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バンドからカラーマップをロード ボタンをクリックできますバンド（がある場合は）からテーブルをロードしよう

とします。また、 ファイルからカラーマップをロード ファイルにカラーマップを書き出し ボタンを使用して、既存の
カラーテーブルをロードしたり、他のセッションのために定義されたカラーテーブルを保存できます。

右側のブロックでは、新しい色マップを作成で新しく分類色マップを作成できます。分類モード 「等

間隔」について、 classesの数 を選択し分類ボタンを押す必要があるだけです。 反転チェック
ボックスをクリックすることにより、色マップの色を反転できます。モード ‘連続’の場合、QGISは
MinとMaxに応じて自動的にクラスを作成します。最小/最大値を定義することは、最小/最大値をロード
セクションの助けを借りて行うことができます。多くの画像には、数少ない非常に低いデータと高いデー
タがあります。これらの異常値は 累積カウント cut設定を使用して除去できます。標準的なデータ範囲
が 2％からのデータ値の 98％に設定され、手動で適合させることができます。この設定では、画像のグ
レーの文字が消えることがあります。スケーリングオプション付き 最小/最大は、QGISは、元画像に
含まれるデータの全てのカラーテーブルを作成する（例えば、QGISを使用して、8ビットのバンドを持っ
ているという事実を考えると、256の値を有するカラーテーブルを作成します）。また、 平均+/-標準偏
差 X を使用してカラーテーブルを計算できます。そのときは、標準偏差内、または複数の標準偏差
内の値だけがカラーテーブルのために考慮されます。

カラーレンダリング

それぞれについて Band rendering, Color renderingが利用可能です.

また、ブレンドモードのいずれかを使用して、ラスタファイル（複数可）のための特別なレンダリング効
果を得ることができます（ベクタープロパティダイアログ参照）。

Brightness、 Saturationと Contrast変更でさらに設定が行うことができます。 :guilabel:‘Grayscale‘オプショ
ンも使用できます、「明るさで」、「光度で」と「平均値で」のどれかを選択できます。カラーテーブル内の
1つの色相のために、「強さ」を変更できます。

リサンプリング

画像のズームイン、ズームアウトするとき Resamplingオプションは、その外観になります。リサンプリン
グモードは、地図の見栄えを最適化できます。それらは、幾何学的変換を介して新たなグレー値の行列を
計算します。

Figure 13.6: ラスターレンダリング -リサンプリング

「最近傍」方法を適用している場合にズームするとき、地図はピクセル化された構造を有することができ
る。この外観は「双線形」または鋭い特徴が不鮮明させる「キュービック」方法を使用することによって
改善できます。効果は画像がより滑らかになることです。この方法は、例えばデジタル地形ラスタ地図に、
適用できます。
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13.2.3 透過性メニュー

QGIS は、異なる透明度レベルで各ラスタレイヤーを表示する機能を有しています。透明度スライダ
を使用どの程度まで示すために下レイヤー（もしあれば）は、現在のラスタレイヤーし

かし可視であるべきです。（例えば、分類されたラスター地図でオーバーレイ陰影マップ）複数のラスタレ
イヤーをオーバーレイしたい場合、これは非常に便利です。これは、地図の外観をより 3次元的にするで
しょう。

また、追加のデータなし [値]メニュー中に NODATAとして扱われるべきラスタ値を入力できます。

Custom transparency optionsセクションを使うとさらに柔軟な方法で透過性をカスタマイズできます. それ
ぞれのピクセルの透過性はここで設定できます.

例として、例のラスターファイル landcover.tifの水を 20％の透明度に設定します。以下の手順が必
要です：

1. ラスタファイルのロード landcover.tif.

2. 凡例のラスタ名称をダブルクリックするか右ボタンクリックでポップアップメニューから Properties
を選択して Propertiesダイアログを開いて下さい.

3. 透過性メニューを選択して下さい.

4. 透過設定するバンドメニューから ‘なし’を選んでください.

5. 値を手動で追加 ボタンをクリックします。新しい行は、ピクセルのリストに表示されます。

6. 「から」と「から」列（ここでは 0を使用）にラスタ値を入力し、20％の透明度を調整します。

7. [Apply]ボタンを押し,マップを見ます。

カスタムの透明性をより多くの値を調整するために、ステップ 5と 6を繰り返すことができます。

おわかりのように、カスタム透明度を設定するのはとても簡単ですが、それはかなりの作業になることが

あります。そのため、 ファイルに書き出し ボタンを使用してファイルに透明性のリストを保存できます。ボ

タン ファイルからインポート は、透明度の設定をロードし、現在のラスタレイヤに適用します。

13.2.4 ピラミッドメニュー

大きな解像度のラスタレイヤは QGISでのナビゲーションを遅くすることがあります。データの低解像度
コピー（ピラミッド）を作成すると、QGISでズームのレベルに応じて最も適した解像度を使用することを
選択するので、性能が大幅に上がることがあります。

ピラミッドを作成するには、オリジナル画像があるディレクトリへの書き込み権限を持っている必要があ
ります。

ピラミッドの計算には多くのリサンプリングメソッドを利用できます:

• 最近傍

• 平均

• ガウス

• キュービック

• モード

• なし

概要 formatメニューから「（可能な場合）内部」を選択した場合は、QGISは内部ピラミッドを構築しよう
とします。また、「外部」と「外部（Erdas Imagine）」を選択できます。

ピラミッドを構築すると元のデータファイルを変更することがあり、一度作成したらそれらは削除できま
せんのでご注意ください。ラスタの「非 pyramided」バージョンを保持したい場合は、ピラミッドを構築す
る前にバックアップコピーを作成してください。
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Figure 13.7: ピラミッドメニュー

13.2.5 ヒストグラムメニュー

Histogramメニューは、ラスタのバンドや色の分布を表示できます。Histogramメニュー開いたときにヒス

トグラムが自動的に生成されます。すべての既存のバンドが一緒に表示されます。 ボタンでヒストグ

ラムを画像として保存できます。 Visibilityオプション 環境設定/Actionsメニューでは、個々のバンド
のヒストグラムを表示できます。 選択 bandを表示オプションを選択する必要があります。最小/最大
options「最大/ minにズーム」に、「常に最小/最大マーカーを表示」できるようにするとの「アップデート
のスタイル最大/最小にします」。 Actionsオプションで、最小/最大 optionsを選択した後、「リセット」し
「ヒストグラムを再計算」できます。

Figure 13.8: ラスターヒストグラム
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13.2.6 メタデータメニュー

メタデータメニューではラスタレイヤに関する豊富な情報を表示します,そこにはカレントラスタレイヤ
のそれぞれのバンドについての統計情報が含まれます.このメニューは説明,帰属,メタデータ Urlとプロ
パティというエントリで構成されています. プロパティ,では ‘知っておく必要がある’統計データが集めら
れ,レイヤの統計値が収集されていなくても表示されています.

Figure 13.9: ラスターメタデータ

13.3 ラスタ分析

13.3.1 ラスター計算機

ラスターメニュー中のラスター計算機では、既存のラスタのピクセル値に基づいて計算を実行できます
（ figure_raster_10を参照）。結果は GDALがサポートする形式で新しいラスターレイヤーに書き込まれま
す。

ラスターバンドリストには、使用できるすべてのロードされたラスターレイヤーが含まれています。ラス
ター計算式フィールドにラスターを追加するには、二重のフィールド]リストでその名前をクリックしま
す。その後、演算子を使用して計算式を構築できます、またはボックスにそれらを入力するだけできます。

結果レイヤーセクションには出力レイヤーを定義する必要があります。その後、出力レイヤーの解像度を
設定するために、入力されたラスターレイヤーに基づいて計算領域の範囲を定義する、または X、Y座標
上と列と行に基づくことができます。入力レイヤーは、異なる解像度を有する場合、値は、最近傍アルゴ
リズムを使用してリサンプリングされます。

演算子セクションには、すべての使用可能な演算子が含まれています。ラスタ計算式ボックスに演算子を
追加するには、適切なボタンをクリックしてください。算術計算（ ‘‘ + ‘‘、 ‘‘ -‘‘、 ‘‘ * ‘‘、...）と三角関
数（ sin、 cos、 ‘‘ tan‘‘、... ）がご利用いただけます。より多くの演算子については乞うご期待！

|checkbox|結果をプロジェクトに追加チェックボックスで、結果のレイヤーは自動的に凡例領域に追加され、
可視化できます。

例

標高値をメートルからフィートに変換
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Figure 13.10: ラスター計算機
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メートルでの標高ラスタからフィートでのラスターを作成するには、フィートへのメートル換算係数（3.28）
を使用する必要があります。式は次のとおりです：

"elevation@1" * 3.28

マスクを使用する

0メートル以上の標高にのみ関心があるので、例えば、 - -ラスタの部分をマスクしたい場合は、マスクを
作成し、1つのステップでラスタに結果を適用するには、次の式を使用できます。

("elevation@1" >= 0) * "elevation@1"

換言すれば、0以上の各セルについてその値を 1に設定します。そうでない場合 0に設定します。これは、
その場でマスクを作成します。

ラスタを分類したい場合は -と言う、例えば 2つの標高クラスには、1つのステップで二つの値 1と 2でラ
スタを作成するには、次の式を使用できます。

("elevation@1" < 50) * 1 + ("elevation@1" >= 50) * 2

換言すれば、セル毎に 50未満がより各セル大きいために 1にその値を設定するか、または 50に等しい 2
にその値を設定します。

13.3.2 ラスター位置合わせ

このツールでは、いくつかのラスタを入力として取り、完全にそれらを位置合わせさせることが可能です、
つまり：

• 同じ CRSに再投影、

• 同じセルサイズにリサンプリングし、グリッドのオフセット、

• 関心のある領域にクリップ、

• 必要な時に値を再スケール。

すべてのラスタは、別のファイルに保存されます。

まず、ラスター - >ラスターを整列... からツールを開き、 新しいラスタを追加 ボタンをクリックして QGIS
内の 1つの既存のラスタを選択してください。整列の後にリサンプリング方法をラスターを保存する出力

ファイルを選択し、ツールが セルサイズに応じて値を再スケール する必要がある場合。リストから
ファイル設定を編集 と 既存のファイルを削除 できます。

それからメインの ‘ラスタを整列 ‘ウィンドウで、1つまたは複数のオプションを選択できます。

• ‘リファレンス Layer‘を選択し、

• 新しい CRSへと変換、

• 異なるセル sizeをセットアップ、

• 異なるグリッドオフセットをセットアップ、

• 範囲にクリップ、

• 出力サイズ、

• ‘地図 canvas‘に並ぶラスタを追加します。
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Chapter 14

OGCデータの操作

14.1 OGCデータクライアントとしてQGIS

The Open Geospatial Consortium (OGC) is an international organization with membership of more than 300
commercial, governmental, nonprofit and research organizations worldwide. Its members develop and implement
standards for geospatial content and services, GIS data processing and exchange.

地理的な地物の基礎モデルの記述や多くの標準が OGCにより開発され GISを含む位置と地理情報テクノ
ロジーの相互運用性ニーズの増大に対応しています. 詳しい情報は http://www.opengeospatial.org/で参照で
きます.

QGISでサポートされている重要な OGC仕様は以下のとおりです。

• WMS — Web Map Service (WMS/WMTSクライアント)

• WMTS — Web Map Tile Service (WMS/WMTSクライアント)

• WFS — Web Feature Service (WFSおよび WFS-Tクライアント)

• WFS-T — Web Feature Service - Transactional (WFSおよび WFS-Tクライアント)

• WCS — Web Coverage Service (WCSクライアント)

• SFS — Simple Features for SQL (PostGISレイヤ)

• GML —ジオグラフィーマークアップランゲージ

OGCサービスは、異なる GISの実装とデータストアとの間の地理空間データを交換するためにますます使
用されています。QGISは **SFS**（PostgreSQL/PostGISのデータプロバイダのサポートにより、 PostGIS
レイヤのセクションを参照）され、クライアントとして上記の仕様に対処できます。

14.1.1 WMS/WMTSクライアント

WMSサポート概要

QGISは現在、WMS 1.1、1.1.1と 1.3のサーバーを理解しWMSクライアントとして動作することができ
ます。特に、そのような DEMISとして公にアクセス可能なサーバに対してテストされています。

WMSサーバは、ラスタ与えられた範囲で地図、レイヤのセット、象徴スタイル、および透明性のために、
クライアント（例えば、QGIS）によって要求に作用します。WMSサーバは、そのローカルデータソース
を参照マップをラスタライズし、ラスタ形式でクライアントに送り返します。QGISのために、このフォー
マットは、一般的に JPEGまたは PNGになります。

WMSは、一般的には本格的なWebサービスではなく、REST（Representational State転送）サービスです。
そのように、実際に QGISによって生成された URLを取ることができ、QGISが内部で使用するのと同じ
画像を取得するために、Webブラウザでそれらを使用しています。そこに市場でのWMSサーバのいくつ
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かのブランドがあり、それらすべてが、WMSの標準の独自の解釈を持っているので、これは、トラブル
シューティングに役立ちます。

WMSレイヤは簡単に追加できます.あなたがWMSサーバにアクセスする URLを知っていれば追加でき
ます.サーバに対してあなたがアクセスできる接続ができてサーバがデータ転送方式として HTTPを理解で
きれば大丈夫です.

さらに、QGISは限りは、GetCapabilities要求がトリガされていないとして、24時間のためにあなたのWMS
応答（すなわち画像）をキャッシュします。GetCapabilities要求は** [接続]ダイアログがWMSサーバ機
能を取得するために使用される [WMS（T）Sサーバーから層（複数可）を追加]ボタンで毎回トリガされ
ます。これは、プロジェクトのロード時間を最適化することを意図自動機能です。プロジェクトは、WMS
レイヤとともに保存されている場合は、対応するWMSタイルはキャッシュからプロジェクトがいる限り、
彼らは無 24Hよりも古いとして開かれ、次回にロードされます。

WMTSサポートの概要

QGISもWMTSクライアントとして動作することができます。WMTSは、地理空間データのタイルセット
を配布するための OGC標準です。WMTSで、タイルセットは、事前に生成され、クライアントはタイル
のみの伝送ではなく、彼らの生産を要求したので、これはWMSよりデータを配信するより速く、より効
率的な方法です。WMS要求は、典型的には、生成及びデータの伝送の両方を含みます。タイル張りの地理
空間データを閲覧するための非 OGC標準のよく知られた例は、Googleマップです。

ユーザーが望むかもしれないものに近いスケールの様々な時にデータを表示するためには、WMTSのタイ
ルセットは、いくつかの異なるスケールレベルで生産され、それらを要求する GISクライアントのために
利用できるようになります。

この図はタイルセットの概念を示しています:

Figure 14.1: WMTSタイルセットコンセプト

サポートを QGIS WMTSの 2種類のインタフェースは、キーと値のペア（KVP）と RESTful経由していま
す。これら 2つのインターフェイスが異なっており、あなたは異なっQGISにそれらを指定する必要があり
ます。

1. ** WMTS KVP **サービスにアクセスするためには、WMS / WMTSインターフェイスを開き、WMTS
タイルサービスの URLに次の文字列を追加する必要があります QGISユーザ：

"?SERVICE=WMTS&REQUEST=GetCapabilities"

このタイプのアドレスの例は次のとおりです

http://opencache.statkart.no/gatekeeper/gk/gk.open_wmts?\
service=WMTS&request=GetCapabilities

このWMTSで topo2層をテストするためにうまく動作します。この文字列を追加すると、WMTS Web
サービスは、WMSサービスの代わりに使用されることを示します。
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2. The RESTful WMTS service takes a different form, a straightforward URL. The format recommended by
the OGC is:

{WMTSBaseURL}/1.0.0/WMTSCapabilities.xml

この形式は、それが RESTfulなアドレスであることを認識するのに役立ちます。RESTfulなWMTS
は、単にフォームの URL フィールドに、WMS セットアップでそのアドレスを追加することによ
り、QGIS でアクセスされます。オーストリアベースマップの場合のアドレスのこのタイプの例は
http://maps.wien.gv.at/basemap/1.0.0/WMTSCapabilities.xmlあります。

ノート: あなたはまだWMS-Cと呼ばれるいくつかの古いサービスを見つけることができます。これらの
サービスは、WMTS（すなわち、同じ目的が、違った少しの作業）と非常によく似ています。彼らにあな
たがWMTSサービスを行うと同じように管理できます。URLの末尾に ?tiled=trueを追加するだけで
す。この仕様の詳細については、 http://wiki.osgeo.org/wiki/Tile_Map_Service_Specificationを参照。

WMTSを読んだときに, WMS-Cについても考えるでしょう.

Selecting WMS/WMTS Servers

QGISでWMS機能を初めて使用するときは、定義されたサーバーではありません。

WMS |クリックして開始します| ：SUP： 追加 WMS は、ツールバー上のボタンを layer、または選択：
menuselection：‘レイヤー - > WMSレイヤを追加します... ‘。

ダイアログ WMS サーバー表示されますから、レイヤーを追加するための Server からレイヤー（複
数可）を追加します。 ** [既定のサーバーを追加]** ボタンをクリックすることで再生するに
は、いくつかのサーバーを追加することができます。DM ソリューション・グループと LizardTech
のの WMS サーバこれは、使用するための 2 台の WMS のデモサーバーを追加します。新しい
WMS サーバを定義するには、 Layers タブ、 [新規] ボタンを選択します。その後 table_OGC_1
に記載されているように、ご希望の WMS サーバーに接続するためのパラメータを入力します。
名前 接続の名前. この名前はサーバーコネクションドロップダウンボックスで使われます,

ですから他のWMSサービスと区別できる名前にして下さい.
URL データを提供するサーバの URL。これは解決可能なホスト名でなければなりません -

telnet接続を開くかまたはホストに pingを実行する場合に使用するものと同じ形式。
ユーザ名 セキュリティで保護されたWMSサーバにアクセスするためのユーザ名。このパラ

メータはオプションです。
パスワード 基本的な認証されたWMSサーバのパスワード。このパラメータはオプションです。

GetMap URI
の無視

GetMapリクエスト URIが capabilitiesで報告無視します。使用して、上記の URL
フィールドから URIを与えられました。

GetFeature-
Info URIの無
視

GetFeatureInfo URIが capabilitiesで報告無視。上記の URLフィールドから与えら
れた URIを使用します。

表 OGC 1: WMS接続パラメータ

インターネットからWMSサービスを受信できるようにプロキシサーバーを設定する必要がある場合は、
オプションでプロキシサーバーを追加できます。設定] - > [Optionsをクリックしてネットワーク＆ Proxy

タブを選択してください。そこでは、 ウェブ accessにプロキシを使用設定することで、プロキシ設定
を追加しそれらを有効にできます。プロキシ type ドロップダウンメニューから正しいプロキシタイ
プを選択していることを確認してください。

新しいWMSサーバ接続が作成されたら、それは将来の QGISセッションのために保存されます。

ちなみに: WMSサーバー URL
WMSサーバーの URLを入力するときにのみ、ベース URLを持っていることを、確認してください。た
とえば、このような ‘‘要求= GetCapabilities‘‘または URLで ‘‘バージョン= 1.0.0‘‘としての断片を持つべき
ではありません。
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警告: Authentication ]タブに名前とパスワードを入力すると、接続構成で保護されていない資格情報
を維持するでしょう。それら資格情報は、例えば誰かとプロジェクトファイルを共有していれば、表示
されます。したがって、代わりに認証の設定に資格情報を保存することをお勧めします（ configurations
タブ）。詳細は認証システムを参照。

WMS/WMTSレイヤの読み込み

正常にパラメータに記入した後、 [接続]選択したサーバの能力を取得するためのボタンを使用できます。
これは、画像符号化、レイヤー、レイヤースタイルおよび投影を含みます。これは、ネットワークの運用
なので、応答速度はWMSサーバへのネットワーク接続の品質に依存します。WMSサーバからデータをダ
ウンロード中に、ダウンロードの進捗状況は、WMSダイアログの左下に可視化されます。

画面は今ヨーロッパの土壌ポータル WMS サーバによって提供された応答を示しており、ビット fig-
ure_OGR_1_のようになります。

Figure 14.2: その可能な層を示すWMSサーバを追加するためのダイアログ、

画像エンコーディング

画像 encodingセクションは、クライアントとサーバーの両方でサポートされているフォーマットを示して
います。画像の精度要件に応じていずれかを選択します。

ちなみに: 画像エンコーディング
典型的なWMSサーバーはイメージのエンコーディングに JPEGか PNGを提案してくるでしょう. JPEGは
損失のある圧縮形式です is a lossy compression format,一方 PNGは生のラスタデータを忠実に再現します.
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WMSデータおよび/または画質の若干の損失を気にしない自然の中での撮影であることを期待場合は JPEG
を使用してください。このトレードオフは、一般的に PNGに比べて 5倍のデータ転送要求によって減少し
ます。

元のデータの正確な表現をしたい場合は PNGを使用すると、増加し、データ転送の要件を気にしません。

オプション

WMSレイヤのレイヤ NAMEダイアログのオプション]領域は、追加できるテキストフィールドを提供しま
す。この名前は、レイヤーをロードした後、凡例に表示されます。

レイヤ名の下に、ユーザーが タイル size を定義できます使用すると、タイルのサイズを設定したい場合
（例えば、256× 256）は、複数の要求にWMSリクエストを分割します。

GetFeatureInfoの地物制限は、サーバーからどの地物をクエリするか定義します。

リストからWMSを選択した場合は、MapServerの提供するデフォルトの突起を持つフィールドが表示さ
れます。ボタンがアクティブである** [変更...] **場合は、それをクリックし、WMSサーバが提供する別
の CRSにWMSのデフォルトの投影を変更できます。

最後に、アクティブできます 使用文脈 WMS-Legend WMSサーバーがこの機能をサポートしている場
合。次に、現在の地図ビューの範囲にのみ関連凡例が表示されますので、現在の地図で見ることができな
いものの凡例項目は含まれていません。

**レイヤ順序**

レイヤ順序タブには、現在接続されているWMSサーバから利用できる選択されたレイヤーを示していま
す。いくつかのレイヤーが拡張されていることに気づくことがあり、これは、レイヤーは画像スタイルの
選択で表示できることを意味しています。

一度に複数のレイヤーを選択しますが、レイヤーごとに 1つのだけの画像スタイルすることができます。い
くつかのレイヤーが選択されている場合、それらは、WMSサーバで結合され、一度に QGISに送信され
ます。

ちなみに: WMS Layerの順序
サーバによってレンダリングWMSレイヤーが上からリストの最後に、レイヤーセクションに記載されて
いる順に重ねています。オーバーレイの順序を変更したい場合は、 :guilabel:‘レイヤ Order‘タブを使用でき
ます。

透過性

QGISのこのバージョンで、 Propertiesハード常にオンにコード化されたレイヤ、利用できるから設定グ
ローバル transparency。

ちなみに: WMS Layerの透過度
The availability of WMS image transparency depends on the image encoding used: PNG and GIF support trans-
parency, whilst JPEG leaves it unsupported.

空間参照系

座標参照系（CRS）は QGIS投影のため OGC用語です。

各WMSレイヤはWMSサーバの能力に応じて、複数の CRSに提示することができます。

CRSを選択するには、** [変更...] **との投影図 3のようなダイアログを選択し投影法の利用方法が表示
されます。ダイアログのWMSのバージョンとの主な違いは、WMSサーバでサポートされている CRSの
みが示されることです。

サーバ検索

QGIS内でWMSサーバを検索できます。Figure_OGC_2には Serverからレイヤー（複数可）を追加ダイ
アログを持つサーバー Searchタブを示しています。
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Figure 14.3: いくつかのキーワードの後にWMSサーバを検索するためのダイアログ

おわかりのように、 [検索]ボタンをテキストフィールドに検索文字列を入力するとヒットすることが可能
です。しばらくすると、検索結果には、テキストフィールドの下のリストの中に取り込まれます。結果リ
ストを参照し、テーブル内検索結果を検査します。結果を可視化するために、テーブルのエントリを選択
し、 [WMSリストに、選択した行の追加]ボタンを押すとバックへの変更 Layersタブ。QGISは自動的に
サーバリストを更新しており、選択した検索結果が既に保存されたWMSサーバのリストで有効になって
いる Layersタブ。 [接続]ボタンをクリックすることにより、レイヤのリストを要求する必要があるだけで
す。特定のキーワードで地図を検索したい場合は、このオプションは非常に便利です。

基本的には、このオプションは http://geopole.orgの APIのフロントエンドです。

タイルセット

WMTSを使用して（キャッシュWMS）サービスのような

http://opencache.statkart.no/gatekeeper/gk/gk.open_wmts?\
service=WMTS&request=GetCapabilities

サーバーによって与えられた Tilesets タブを閲覧できます。タイルのサイズ、フォーマットおよびサポー
トされている CRSなどの追加情報は、この表に記載されています。この機能と組み合わせることで、選
択することで、タイルスケールスライダーを使用できます設定 - > Panels（KDE）または表示 - > Panels
（Gnomeの、WindowsとMacOSXの）、そしてタイルスケール Panelを選択します。これは、ドッキング
素敵なスライダーでタイルサーバから利用可能なスケールを提供します。

地物特定ツールの利用

WMSサーバを追加した、とWMSサーバからのすべてのレイヤーが照会可能であるならば、して使用する

ことができたら Identify ツールはマップキャンバス上のピクセルを選択します。クエリが行われた各選択
のためのWMSサーバに行われます。クエリの結果はテキスト形式で返されます。このテキストの書式は、
使用される特定のWMSサーバに依存しています。フォーマット選択
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複数の出力フォーマットがサーバによってサポートされている場合、サポートされる形式とコンボボック
スが自動的に識別結果ダイアログに追加され、選択されたフォーマットは、層のためのプロジェクトに格
納されてもよいです。 GMLフォーマットサポート

:sup:‘Identify‘ツールは、GML形式でWMSサーバの応答（GetFeatureInfo）を（それはこの文脈では
QGIS GUIでの地物と呼ばれる）をサポートしています。「地物」フォーマットがサーバによってサポート
されており、選択された場合は、識別ツールの結果は、通常のベクトルレイヤーからのように、ベクトル
地物です。単一の地物をツリーで選択された場合、それは地図で強調表示され、それがクリップボードに
コピーされ、別のベクターレイヤーに貼り付けできます。GML形式で GetFeatureInfoをサポートするため
に、以下の UMN Mapserverの設定例を参照してください。

# in layer METADATA add which fields should be included and define geometry (example):

"gml_include_items" "all"
"ows_geometries" "mygeom"
"ows_mygeom_type" "polygon"

# Then there are two possibilities/formats available, see a) and b):

# a) basic (output is generated by Mapserver and does not contain XSD)
# in WEB METADATA define formats (example):
"wms_getfeatureinfo_formatlist" "application/vnd.ogc.gml,text/html"

# b) using OGR (output is generated by OGR, it is send as multipart and contains XSD)
# in MAP define OUTPUTFORMAT (example):
OUTPUTFORMAT

NAME "OGRGML"
MIMETYPE "ogr/gml"
DRIVER "OGR/GML"
FORMATOPTION "FORM=multipart"

END

# in WEB METADATA define formats (example):
"wms_getfeatureinfo_formatlist" "OGRGML,text/html"

表示プロパティ

WMSサーバを追加したら、凡例でそれを右クリックして Properties選択することで、プロパティを表示で
きます。メタデータタブ

タブ:guilabel:Metadataは、一般的に、そのサーバから返された機能の声明から収集され、WMSサーバに
関する豊富な情報を表示します。多くの定義がWMSの規格を読むことによって収集できますが（文献と
Web参照で OPEN-地理空間コンソーシアムを参照）、ここで便利ないくつかの定義は：

• サーバプロパティ

– WMSバージョン—サーバによってサポートされたWMSのバージョン.

– 画像フォーマット—サーバがマップを描画するときに応答できるMIME-タイプのリスト。QGIS
は、典型的には少なくとも ‘‘画像/ png‘‘と ‘‘画像/ jpeg‘‘である、で構築された基礎となる Qtラ
イブラリをフォーマットするものは何でもサポートしています。

– アイデンティティ形式—サーバーが識別ツールを使用する場合に対応できるMIME-タイプのリ
スト。現在、QGISは ‘‘テキスト plain‘‘タイプをサポートしています。

• **レイヤプロパティ**

– 選択—そのサーバは、このプロジェクトに追加したときに、この層を選択したかどうか。

– 可視—この層は（まだ QGISのこのバージョンでは使用されない）、凡例に見えるように選択さ
れているか否か。

– 特定可能—このレイヤーは特定ツールが使用されたときに結果を返すかどうか。

– 透明可能—このレイヤーが透明でレンダリングすることが可能かどうか。これは ‘‘ Yes‘‘と画
像符号化は、透明度をサポートしている場合 QGISのこのバージョンは、常に透明性を使用し
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ます。

– ズームイン可能—このレイヤーは、サーバによってズームインすることが可能かどうか。QGIS
のこのバージョンは、すべてのWMSレイヤが ‘‘ Yes‘‘にこのセットを前提としています。欠陥
レイヤーは奇妙にレンダリングされることがあります。

– カスケードカウント— WMSサーバは、層のためのラスタデータを取得するために、他のWMS
サーバへのプロキシとして動作することができます。このエントリは、この層のための要求は
結果のためにWMSサーバをピアに転送された回数を示しています。

– 固定幅、固定高さ—このレイヤーは、固定されたソースピクセル寸法を有しているか否か。QGIS
のこのバージョンは、すべてのWMSレイヤは、何もこのセットを前提としています。欠陥レ
イヤーは奇妙にレンダリングされることがあります。

– ** WGS 84バウンディングボックス** — WGS 84座標でレイヤーのバウンディングボックス、。
一部のWMSサーバは、（例えば、UTM座標が代わりに使用されている）これを正しく設定し
ないでください。この場合、この層の初期ビューは QGISによって非常に「ズームアウト」外
観でレンダリングされてもよいです。84 ‘‘ BoundingBox‘‘：WMSのウェブマスターは、彼らが
WMSの XML要素 ‘‘ LatLonBoundingBox‘‘、 ‘‘ EX_GeographicBoundingBox‘‘または CRSとし
て知っている可能性がある、このエラーが通知されなければなりません。

– CRSで利用可能—このレイヤーは、WMSサーバによってでレンダリングすることができるこ
とを予測。これらは、WMS-ネイティブフォーマットで記載されています。

– スタイルで利用可能—このレイヤーがWMSサーバによって描画されることができる画像のス
タイル。

内容やコンポーザの表にWMSの凡例のグラフィックを表示

QGIS WMSデータプロバイダがコンテンツレイヤーリストのテーブルで、マップのコンポーザで凡例のグ
ラフィックを表示できます。WMSの凡例は、WMSサーバが GetLegendGraphic機能、およびレイヤーは指
定された getCapabilityの URLを持っている場合にのみ表示されますので、さらにレイヤーのためのスタイ
リングを選択する必要があります。

legendGraphicが利用可能な場合、それはレイヤーの下に表示されます。それは少しであり、（QgsLegend-
Interfaceアーキテクチャ上の制限のために）実際の次元でそれを開くために、それをクリックする必要が
あります。レイヤの凡例をクリックすると、フル解像度での凡例を持つフレームを開きます。

印刷コンポーザで、凡例はそれのオリジナル（ダウンロード）の次元で統合されます。凡例のグラフィック
の解像度は、下の項目のプロパティで設定できます凡例 - > WMS LegendGraphicは、印刷の要件を満たす
ように

凡例は、現在の縮尺に基づいてコンテキスト情報を表示します。WMSの伝説は、WMSサーバが GetLe-
gendGraphic能力と層が指定 getCapabilityの URLを持っている場合にのみ表示されますので、スタイリン
グを選択する必要があります。

WMSクライアントの制限

すべての可能なWMSクライアント機能が QGISのこのバージョンに含まれてはいません。より注目すべ
き例外のいくつかを以下に示します。

WMSレイヤ設定の編集

Once you’ve completed the Add WMS layer procedure, there is no way to change the settings. A work-around is
to delete the layer completely and start again.

認証が必要なWMSサーバ

現在、一般にアクセス可能と確保WMSサービスがサポートされています。セキュリティで保護されたWMS
サーバは、パブリック認証でアクセスできます。WMSサーバを追加するときには（オプション）資格情報
を追加できます。詳細は Selecting WMS/WMTS Serversセクションを参照。

ちなみに: セキュアな OGC-レイヤへのアクセス
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基本認証以外のセキュリティで保護された方法で固定レイヤーにアクセスする必要がある場合
は、複数の認証方式をサポートして透過プロキシとして InteProxy 使用できます。詳しい情報は
http://inteproxy.wald.intevation.orgで InteProxyマニュアルに記載されています。

ちなみに: QGIS WMS Mapserver
バージョン 1.7.0以来、QGISはWMS 1.3.0 Mapserverの独自の実装を持っています。これに関する詳細は
OGCデータサーバとしての QGIS章を参照ください。

14.1.2 WCSクライアント

ウェブカバレッジサービス（WCS）は、科学的モデルへの入力として、および他のクライアントのた
めに、クライアント側のレンダリングに役立つ形でラスタデータへのアクセスを提供します。WCSはWFS
とWMSと比較できます。WMSとWFSサービスインスタンスとして、WCSは、クライアントが、空間
的な制約や他のクエリー基準に基づいて、サーバの情報保有の部分を選択できます。

QGISは、ネイティブWCSプロバイダを持っており、（大幅に異なっている）の両方のバージョン 1.0およ
び 1.1をサポートしていますが、1.1は多くの問題を（すなわち、各サーバは、様々な特殊性と異なる方法
でそれを実装して）持っているため、現在は、1.0を好みます。

ネイティブWCSプロバイダは、すべてのネットワーク要求を処理し、すべての標準 QGISのネットワーク
設定（特にプロキシ）を使用しています。キャッシュ・モードを選択することも可能である（「常にキャッ
シュ」、「キャッシュを好む」、「ネットワークを好む」、「常にネットワーク」）、および時間的なドメインは、
サーバーによって提供されている場合、プロバイダはまた、時間位置の選択をサポートしています。

警告: Authentication ]タブに名前とパスワードを入力すると、接続構成で保護されていない資格情報
を維持するでしょう。それら資格情報は、例えば誰かとプロジェクトファイルを共有していれば、表示
されます。したがって、代わりに認証の設定に資格情報を保存することをお勧めします（ configurations
タブ）。詳細は認証システムを参照。

14.1.3 WFSおよびWFS-Tクライアント

QGISでは、WFSレイヤーにはかなり上の任意の他のベクターレイヤーのように振る舞います。地物を特
定および選択でき、属性テーブルを表示できます。QGIS 1.6以降では、WFS-Tの編集もサポートされてい
ます。

一般的には、WFSのレイヤーを追加することは、WMSで使用される手順と非常に類似しています。違い
は、定義されたデフォルトのサーバーが存在しないということですので、自身で追加する必要があります。

WFSレイヤのロード

一例として、DMソリューションWFSサーバを使用してレイヤーを表示します。URLは次のとおりです。
http://www2.dmsolutions.ca/cgi-bin/mswfs_gmap

1. レイヤーツールバーの WFS Layer を追加 ツールをクリックします。ServerからWFSレイヤを追加ダ
イアログが表示されます。

2. Click on [New].

3. 名前として ‘DM Solutions’と入力して下さい.

4. Enter the URL (see above).

5. Click [OK].

6. Choose ‘DM Solutions’ from the Server Connections drop-down list.

7. [Connect]をクリックして下さい.

8. 移入するためのレイヤのリストを待ちます。
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9. リスト中で Parksレイヤを選択してください。

10. レイヤを地図に加えるために [Apply]をクリックして下さい.

好みで設定した可能性のあるすべてのプロキシ設定も認識されていることに注意してください。

警告: Authentication ]タブに名前とパスワードを入力すると、接続構成で保護されていない資格情報
を維持するでしょう。それら資格情報は、例えば誰かとプロジェクトファイルを共有していれば、表示
されます。したがって、代わりに認証の設定に資格情報を保存することをお勧めします（ configurations
タブ）。詳細は認証システムを参照。

Figure 14.4: WFSレイヤーを追加

ダウンロードの進行状況が QGISメインウィンドウの左下に可視化されているのに気づくでしょう。レイ
ヤーがロードされたら、provinceまたは 2を特定して選択し、[属性テーブルを表示できます。

WFS 1.0.0だけがサポートされています。このとき、他のWFSサーバに実装さWFSバージョンに対して
多くのテストが行われていませんでした。他のWFSサーバで問題が発生した場合は、開発チームに連絡す
ることを躊躇しないでください。メーリングリストの詳細は、ヘルプとサポートセクションを参照してく
ださい。

ちなみに: WFSサービスの検索
Googleやお好みの検索エンジンを使用して追加のWFSサーバを見つけることができます。リストの数は、
それらのいくつかが維持され、一部ではない、パブリック URLにあります。

14.2 OGCデータサーバとしてのQGIS

QGIS Serverは、オープンソースWMS 1.3、WFS 1.0.0および加えて、テーマ別のマッピングのための高度
な地図製作機能を実装し、ことをWCS 1 1.1.1実装です。QGIS Serverは、Webサーバー（例えば、Apache
のは、Lighttpdの）と一緒に動作しますC ++で書かれた FastCGI / CGI（コモンゲートウェイインターフェー
ス）アプリケーションです。これは、高速かつ効率的な開発と新機能の展開を可能に Pythonのプラグイン
をサポートしています。QGISサーバーの独自開発は EUのプロジェクト・オーケストラ、三易とスイスの
ウスター市で賄われていました。

QGIS Serverは、GISロジックのためのバックエンドとして、マップのレンダリングに QGISを使用してい
ます。また、Qtライブラリは、グラフィックスおよびプラットフォームに依存しない C ++プログラミング
のために使用されます。他のWMSのソフトウェアとは対照的に、QGISサーバは、サーバの構成および
ユーザー定義の地図作成ルールの両方、設定言語として地図作成規則を使用します。
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QGISのデスクトップと QGIS Serverは同じ可視化ライブラリを使用するように、ウェブ上で公開されてい
るマップは、デスクトップ GISと同じに見えます。

次のセクションでは、Debian / Ubuntu Linuxの上で QGISサーバーを設定するために設定例を提供します。
他のプラットフォームまたはディストリビューションでは、ユーザー貢献インストール手順については、次
のいずれかの URLを読むことをお勧めします：

• http://hub.qgis.org/projects/quantum-gis/wiki/QGIS_Server_Tutorial

• http://www.itopen.it/qgis-server-python-plugins-ubuntu-setup/

14.2.1 Debianの/ Ubuntuの上QGIS Serverのインストール

この時点で、私たちは、Debianのスクイズ上の Apache2を使用して、最小限の作業設定（または Ubuntu
の 14.04で無視できるバリエーションを持つ）のためにどのように-に短く、簡単なサンプルのインストー
ルを行います。他の多くの OSは、あまりにも、QGIS Server用のパッケージを提供しています。あなたが
ソースからすべてを構築する必要がある場合は、上記の URLをご参照ください。

まず、次の Debian GISリポジトリを追加します。

$ cat /etc/apt/sources.list.d/debian-gis.list
deb http://qgis.org/debian trusty main
deb-src http://qgis.org/debian trusty main

$ # Add keys
$ sudo gpg --keyserver keyserver.ubuntu.com --recv-key 3FF5FFCAD71472C4
$ sudo gpg --export --armor 3FF5FFCAD71472C4 | sudo apt-key add -

$ # Update package list
$ sudo apt-get update && sudo apt-get upgrade

さて、QGIS Serverをインストール：

$ sudo apt-get install qgis-server python-qgis

サーバをテストするためのプラグイン HelloWorldの例のインストール。あなたは、サーバーのプラグイン
を保持するディレクトリを作成します。これは、仮想ホストの設定で指定し、環境変数を介してサーバー
に渡されます。

$ sudo mkdir -p /opt/qgis-server/plugins
$ cd /opt/qgis-server/plugins
$ sudo wget https://github.com/elpaso/qgis-helloserver/archive/master.zip
$ # In case unzip was not installed before:
$ sudo apt-get install unzip
$ sudo unzip master.zip
$ sudo mv qgis-helloserver-master HelloServer

HTTP BASIC認証ヘッダを渡すように書き換えモジュールを有効にするポート 80でリッスンして別の仮想
ホストに Apacheサーバをインストールします。

$ sudo a2enmod rewrite
$ cat /etc/apache2/conf-available/qgis-server-port.conf
Listen 80
$ sudo a2enconf qgis-server-port

ファイル： ‘は/ etc / apache2の/サイト利用可能/ 001-QGIS-server.conf‘これはに保存されている仮想ホスト
の設定、次のとおりです。

<VirtualHost *:80>
ServerAdmin webmaster@localhost
DocumentRoot /var/www/html

ErrorLog ${APACHE_LOG_DIR}/qgis-server-error.log
CustomLog ${APACHE_LOG_DIR}/qgis-server-access.log combined
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# Longer timeout for WPS... default = 40
FcgidIOTimeout 120
FcgidInitialEnv LC_ALL "en_US.UTF-8"
FcgidInitialEnv PYTHONIOENCODING UTF-8
FcgidInitialEnv LANG "en_US.UTF-8"
FcgidInitialEnv QGIS_DEBUG 1
FcgidInitialEnv QGIS_SERVER_LOG_FILE /tmp/qgis-000.log
FcgidInitialEnv QGIS_SERVER_LOG_LEVEL 0
FcgidInitialEnv QGIS_PLUGINPATH "/opt/qgis-server/plugins"

# Needed for QGIS HelloServer plugin HTTP BASIC auth
<IfModule mod_fcgid.c>

RewriteEngine on
RewriteCond %{HTTP:Authorization} .
RewriteRule .* - [E=HTTP_AUTHORIZATION:%{HTTP:Authorization}]

</IfModule>

ScriptAlias /cgi-bin/ /usr/lib/cgi-bin/
<Directory "/usr/lib/cgi-bin">

AllowOverride All
Options +ExecCGI -MultiViews +FollowSymLinks
# for apache2 > 2.4
Require all granted
#Allow from all

</Directory>
</VirtualHost>

今すぐ仮想ホストを有効にし、Apacheを再起動します。

$ sudo a2ensite 001-qgis-server
$ sudo service apache2 restart

HelloWorldのプラグインでサーバーをテストします。

$ wget -q -O - "http://localhost/cgi-bin/qgis_mapserv.fcgi?SERVICE=HELLO"
HelloServer!

You can have a look at the default GetCapabilities of the QGIS server at:
http://localhost/cgi-bin/qgis_mapserv.fcgi?SERVICE=WMS&VERSION=1.3.0&REQUEST=GetCapabilities

ちなみに: 多くのノードを持っている機能で作業する場合、その後の変更や新機能を追加すると失敗しま
す。 001-QGIS-server.confファイル：この場合は、次のコードを挿入することが可能である:

<IfModule mod_fcgid.c>
FcgidMaxRequestLen 26214400
FcgidConnectTimeout 60
</IfModule>

14.2.2 QGISプロジェクトからWMS / WFS / WCSサーバの作成

新しい QGISサーバーWMS、WFSまたはWCSを提供するために、いくつかのデータを QGISプロジェ
クトファイルを作成する必要があります。ここでは、QGISサンプルデータセットから「アラスカシェープ
ファイルを使用します。すでに定義されていない場合は、QGISとプロジェクトの CRSにレイヤーの色や
スタイルを定義します。

次に、プロジェクト->プロジェクトPropertiesダイアログOWS Serverメニューに進み、サービスCapabilities
下のフィールドに OWSに関するいくつかの情報を提供します。これは、WMS、WFSまたはWCSのは、

GetCapabilities 応答に表示されます。 サービス capabilities をチェックしない場合、QGIS Server では
cgi-binフォルダにある :file:‘ wms_metadata.xml‘ファイルに与えられた情報を使用します。
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Figure 14.5: QGIS ServerのWMS / WFS / WCSプロジェクトの定義
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警告: 相対パスを使用して SVGファイルに基づいたスタイリングと QGISプロジェクトを使用してい
る場合、サーバーが（ない qgs‘ファイルに）その qgis_mapserv.fcgi‘ファイルへの相対パスを考慮するこ
とを知っている必要があります。サーバー上でプロジェクトを展開し、SVGファイルがそれに応じて配
置されていないのであれば、出力画像は、デスクトップスタイルを尊重しない場合があります。これが
起こらないようにするには、単に SVGは qgis_mapserv.fcgiに対するファイルをコピーできます。また、
FCGIファイルがディレクトリへのポイントは、（の Linux / Unix上）SVGファイルを含むことにある
ディレクトリにシンボリックリンクを作成できます。

WMS機能

guilabel：で guilabel：アドバタイズ extent‘ WMSの capabilities‘部は、下フィールドに最小値と最大値 X及
び Y値を入力することにより、WMSは、GetCapabilities応答でアドバタイズ範囲を定義できます。クリッ
ク：guilabel：使用現在のキャンバス Extent‘は現在、QGISマップキャンバスに表示された範囲で、これらの
値を設定します。チェックボックス|チェックすることにより|：guilabel： ‘CRSの restrictions、（CRS）QGIS
Serverはマップをレンダリングするために提供する座標参照系れる制限できます。signPlus |使用|リストに
QGISプロジェクトで使用されるの CRSを追加するために Used：guilabel：下のボタンは、リファレンス
システムの選択座標、またはクリックからのものの CRSを選択します。

プロジェクトに印刷コンポーザが定義されている場合、それらは GetProjectSettings応答に表示されます、
そして、それらはテンプレートとして印刷コンポーザのレイアウトのいずれかを使用して、プリントを作成
するためにGETPRINT要求で使用できます。これは、WMS 1.3.0仕様にQGIS固有の拡張機能です。WMS

によって公開されてから任意の印刷コンポーザを除外したい場合は、チェック composersを除外し、
下のボタンをクリック。その後、除外コンポーザリストに追加するために、印刷コンポーザを選択ダイア
ログから印刷コンポーザを選択します。

いずれかのレイヤーまたはレイヤーグループをWMSによって公開されるものから除外したい場合は、

Layersを除外をチェックし、下の ボタンをクリックしてください。これにより制限されたレイヤーと
groupsを選択ダイアログが開き、公開したくないレイヤーやグループを選択することが可能になります。
複数のエントリを選択したい場合 Shiftや Ctrlキーを使用します。

プレーンテキスト、XMLや GMLとして要求 GetFeatureInfoを受け取ることができます。デフォルトでは、
XML、テキストであるか、GML形式は、GetFeatureInfo要求のために選択した出力形式に依存します。

ご希望の場合は、を確認できます|checkbox| responseを特徴とするジオメトリを追加します。これは、Get-
FeatureInfo応答でテキスト形式の機能のジオメトリが含まれます。アドバタイズ URLフィールド　 QGIS
Serverは、WMSは、GetCapabilities応答して特定の要求 URLを宣伝したい場合は、に対応する URLを入
力してください。GetMapリクエストの requestための上限さらに、下のそれぞれのフィールドに最大の幅
と高さを入力することにより、GetMapリクエストによって返された地図の最大サイズを制限できます。

レイヤーの一つは、地図ヒントディスプレイを使用している場合（つまり表現を使ってテキストを表示す
るために）これは GetFeatureInfo出力内で表示されます。レイヤーは、その属性のいずれかの値マップを
使用している場合は、この情報には、GetFeatureInfo出力に表示されます。

QGISは、WMSサービスのための次の要求をサポートしています。

• GetCapabilities

• GetMapリクエスト

• GetFeatureInfo

• GetLegendGraphic（SLDプロファイル）

• DescribeLayer（SLDプロファイル）

• GetStyles（カスタム QGISプロファイル）
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WFS機能

でWFSの capabilitiesエリアWFSとして公開し、彼らは更新を許可するかどうかを指定、操作を挿入し、
削除したいレイヤーを選択できます。 のアドバタイズ URL フィールド:guilabel:で URLを入力すると、‘
WFSの capabilities‘セクション、QGIS Serverは、WFSは、GetCapabilities応答して、この特定の URLを
アドバタイズします。

QGISは、WFSサービスのための次の要求をサポートしています。

• GetCapabilities

• DescribeFeatureType

• GetFeature

• トランザクション

WCS機能

で WCS の capabilities‘エリア、WCS として公開したいレイヤーを選択できます。 :guilabel:‘WCS の ca-
pabilities セクションで のアドバタイズ URL フィールドに URL を入力すると、QGIS Server は WCS の
GetCapabilities応答でこの特定の URLをアドバタイズします。

ファイル：：‘alaska.qgs‘今、プロジェクトファイルにセッションを保存します。WMS / WFSとしてプロジェク
トを提供するために、我々は、管理者権限を持つ新しいフォルダ ‘‘は/ usr / libに/の cgi-binに/ project‘‘を作
成し、プロジェクトファイルを追加：ファイル：‘alaska.qgs‘とのコピーを：ファイル：‘qgis_mapserv.fcgi‘ファ
イル -それがすべてです。

今、私たちは私たちのプロジェクトWMS、WFSとWCSをテストします。REF：：で説明したようにWMS、
WFSとWCSを追加し OGC-WMS-layers、は：ref：‘ wfs‘-OGCとは：ref： OGC-wcs QGISにして、デー
タをロードします。URLは次のとおりです。

http://localhost/cgi-bin/project/qgis_mapserv.fcgi

QGISは、WCSサービスのための次の要求をサポートしています。

• GetCapabilities

• DescribeCoverage

• GetCoverage

GetCapabilities Caching

応答時間を改善するために、QGIS Serverは、 ‘‘ GetCapabilities‘‘要求への応答をキャッシュします。そのよ
うな要求が来ると、QGIS Serverが応答をキャッシュして、有効なキャッシュをマークしています。プロジェ
クトファイルが変更された場合、同時に、それは見ています。プロジェクトが変更された場合、キャッシュ
は無効としてマークされ、QGIS Serverはキャッシュを再作成するために、新しい要求を待っています。

あなたの OWS用ファイル調整

ベクトルレイヤーの場合は、：guilabel：の fields‘をメニュー：menuselection：‘レイヤー - > Properties‘ダイア
ログは、それが公開またはないことになる場合は、属性ごとに定義することができます。デフォルトでは、
すべての属性があなたのWMSとWFSによって公開されています。guilabel： ‘WMS‘か：guilabel：WFS‘列
は、特定の属性が公開されることはしたくない場合は、内の対応するチェックボックスをオフにします。

プロジェクトファイルにテキスト注釈や SVGの注釈を追加することで、WMSによって生成マップの上に透
かしを重ねることができます。注釈の作成手順については一般ツールで注釈ツールのセクションを参照し
てください。注釈は、WMSの出力にウォーターマークとして表示されるためには、で固定マップ position
チェックボックス注釈 textダイアログはオフにする必要があります。これは、注釈ツールの一つがアクティ
ブである間に二重の注釈をクリックしてアクセスすることができます。SVG注釈の場合、（の Generalメ
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ニューでプロジェクト - >プロジェクト Propertiesダイアログ）絶対パスを保存するプロジェクトを設定す
るかが必要になりますか、手動で SVGへのパスを変更します画像は有効な相対パスを表すように。

14.2.3 サーバーの構成およびサポートされているパラメータ

QGIS Serverは大幅にその動作をカスタマイズする可能性を高めるため、いくつかのベンダーのパラメータ
と要求をサポートしています。次の段落では、ベンダーのパラメータおよびサーバーでサポートされる環
境変数をリストします。

すべてのリクエストタイプでサポートされている追加パラメータ

• ** FILE_NAME **パラメータ：設定されている場合、サーバーの応答が指定したファイル名のファ
イルの添付ファイルとしてクライアントに送信されます。

• MAPパラメータ：MapServerと同様に、 ‘‘ MAP‘‘パラメータを使用して QGISプロジェクトファイ
ルへのパスを指定できます。（ qgis_mapserv.fcgi：ファイル）サーバーの実行可能ファイルの場所へ
の絶対パスまたは相対パスを指定できます。指定されていない場合は、QGIS Serverは、サーバーの
実行可能ファイルがあるディレクトリ内で.qgsファイルを検索します。

例:

http://localhost/cgi-bin/qgis_mapserv.fcgi?\
REQUEST=GetMap&MAP=/home/qgis/mymap.qgs&...

ノート: どこ QGISプロジェクトファイルを見つけるために、サーバーの実行可能ファイルを伝えるため
に環境変数として** ** QGIS_PROJECT_FILEを定義できます。この変数は、QGISプロジェクトファイル
を探します場所になります。定義されていない場合は、リクエストにMAPパラメータを使用し、最終的に
サーバーの実行可能ファイルのディレクトリを見ていきます。

WMS GetMapリクエストでサポートされているエキストラパラメータ

In the WMS GetMap request, QGIS Server accepts a couple of extra parameters in addition to the standard
parameters according to the OGC WMS 1.3.0 specification:

• DPIパラメータ: DPIパラメータでは要求される出力解像度の指定に使われます.

例:

http://localhost/cgi-bin/qgis_mapserv.fcgi?REQUEST=GetMap&DPI=300&...

• OPACITIES パラメータ: 透明度はレイヤかグループ単位に指定できます. 指定できる値の範囲は 0
(完全に透明)から 255 (完全に不透明)です.

例:

http://localhost/cgi-bin/qgis_mapserv.fcgi?\
REQUEST=GetMap&LAYERS=mylayer1,mylayer2&OPACITIES=125,200&...

• ** FILTER **パラメータ：（上記 QGIS 1.8で利用可能）。層のサブセット FILTERパラメータを選
択できます。構文は、基本的には QGISサブセットの文字列の場合と同じです。しかし、QGIS
サーバを経由したデータベースへの SQLインジェクションを回避するために、いくつかの制限
があります。

テキスト文字列は、各単語の間のスペースは/特殊文字は必須です（属性の文字列の単一引用符、
二重引用符）引用符で囲む必要があります。可キーワードと特殊文字は、 ‘=’、 ‘<’、 ‘> =’、 ‘>’、
‘> =’、 ‘！= *、’（ ‘’、 ‘IN’と、ある ‘AND’、 ‘OR’「）。文字列式でのセミコロンは許可され
ていません

例:
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http://myserver.com/cgi/qgis_mapserv.fcgi?REQUEST=GetMap&LAYERS=mylayer1,mylayer2&FILTER=mylayer1:"OBJECTID" = 3;mylayer2:’text’ = ’blabla’&....

ノート: GetFeatureInfoを経由して、属性検索を行い、FILTERがある場合、X / Yパラメータを省略する
ことが可能です。QGISサーバは、マッチングの機能についての情報を返し、XML出力の組み合わせバウ
ンディングボックスを生成します。

• ** SELECTION **パラメータ：（QGIS 1.8で利用可能と上記） ベクタ地物は、GetMapリクエスト
と GETPRINTで地物 IDでのカンマ区切りのリストを渡すことによって選択できます。

例:

http://myserver.com/cgi/qgis_mapserv.fcgi?REQUEST=GetMap&LAYERS=mylayer1,mylayer2&SELECTION=mylayer1:3,6,9;mylayer2:1,5,6&...

Extra parameters supported by the WMS GetFeatureInfo request

QGISサーバーWMS GetFeatureInfo要求がポイント、ラインとポリゴン層のための許容値を定義するには、
以下の追加のオプションパラメータをサポートしています。

• FI_POINT_TOLERANCE parameter: Tolerance for point layers GetFeatureInfo request, in pixels.

• ** FI_LINE_TOLERANCE **パラメータ：ピクセルで、レイヤー* GetFeatureInfo *要求をラインスト
リングの許容範囲。

• ** FI_POLYGON_TOLERANCE **パラメータ：ピクセル単位でのポリゴン層のための公差* GetFea-
tureInfo *リクエスト、。

GETPRINT要求

QGISサーバは、PDFまたはピクセル形式の印刷作曲出力を作成する機能を持っています。公表されたプ
ロジェクトでのプリント作曲窓がテンプレートとして使用されています。GETPRINT要求では、クライア
ントが含まれている作曲マップとラベルのパラメータを指定する可能性があります。

例：

公表されたプロジェクトは、二つの作曲マップを持っています。‘GetProjectSettings‘応答では、彼らは可能
な印刷テンプレートとしてリストされています:

<WMS_Capabilities>
...
<ComposerTemplates xsi:type="wms:_ExtendedCapabilities">
<ComposerTemplate width="297" height="210" name="Druckzusammenstellung 1">
<ComposerMap width="171" height="133" name="map0"/>
<ComposerMap width="49" height="46" name="map1"/></ComposerTemplate>
</ComposerTemplates>
...
</WMS_Capabilities>

クライアントは現在、印刷出力を要求する情報を持っている:

http://myserver.com/cgi/qgis_mapserv.fcgi?...&REQUEST=GetPrint&TEMPLATE=Druckzusammenstellung 1&map0:EXTENT=xmin,ymin,xmax,ymax&map0:ROTATION=45&FORMAT=pdf&DPI=300

GETPRINTリクエストのパラメータは以下のとおりです。

• **<map_id>：EXTENT **はXMIN、YMIN、XMAX、YMAXとして作曲マップの範囲を提供します。

• <map_id>:ROTATION map rotation in degrees

• **<map_id>：GRID_INTERVAL_X **、**<map_id>：GRID_INTERVAL_Y ** x方向及び y方向にお
ける作曲マップのグリッド線密度

• **<map_id>：SCALE **は作曲マップに mapscaleを設定します。これは、層の規模に基づく視認性
を確保するために有用であり、クライアントとサーバーがスケールの分母を計算するために、異なる
アルゴリズムを有することができる場合でも、ラベル
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• **<map_id>：LAYERS **、**<map_id>：STYLES **作曲マップのレイヤとスタイルリストを与える
可能性（層のサブセットのみを持つべき概観マップの場合に有用）

GetLegendGraphics要求

いくつかの追加のパラメータは、伝説の要素のサイズを変更することができます：

• BOXSPACE space between legend frame and content (mm)

• LAYERSPACE versical space between layers (mm)

• LAYERTITLESPACE vertical space between layer title and items following (mm)

• SYMBOLSPACE vertical space between symbol and item following (mm)

• シンボルとラベルのテキストの間** ICONLABELSPACE **水平スペース（ミリメートル）

• ** SYMBOLWIDTH **シンボルプレビューの幅（mm）

• ** SYMBOLHEIGHT **シンボルプレビューの高さ（mm）

これらのパラメータは、レイヤのタイトルや項目ラベルのフォントプロパティを変更します。

• LAYERFONTFAMILY / ITEMFONTFAMILY font family for layer title / item text

• ** LAYERFONTBOLD / ITEMFONTBOLD太字フォントを使用する** ‘TRUE’

• ポイントで** LAYERFONTSIZE / ITEMFONTSIZE **フォントサイズ

• ** LAYERFONTITALIC / ITEMFONTITALICイタリックフォントを使用する** ‘TRUE’

• LAYERFONTCOLOR / ITEMFONTCOLOR Hex color code (e.g. #FF0000 for red)

• ** LAYERTITLE / RULELABEL **（QGIS 2.4から）ラベルのない唯一の凡例グラフィックを取得す
るには「FALSE」にそれらを設定します

コンテストベースの伝説。これらのパラメータは、クライアントの要求に要求されたエリアに陥る機能の
シンボルのみを示す凡例をしてみましょう：

• ** BBOX **伝説を構築する必要のある地域

• CRS / SRS the coordinate reference system adopted to define the BBOX coordinates

• 設定されている場合** WIDTH / HEIGHT **これらは、マップビューの画像サイズに応じて QGIS
Serverのスケールのシンボルをできるように、GetMapリクエストのために定義されたものと一致す
る必要があります。

Contest based legend features are based on the UMN MapServer implementation:

GetProjectSettings要求

この要求タイプは、**は、GetCapabilitiesに似ていますが、それは QGIS Serverに、より具体的であり、ク
ライアントは、は、GetCapabilities出力では利用できない追加情報を読み取ることができます：

• 層の初期の可視性

• ベクトルの属性とその編集タイプに関する情報

• 層の順序と描画順序に関する情報

• WFSに掲載されたレイヤのリスト

DXFエクスポート

GetMapリクエストを使用して、DXF形式でレイヤーをエクスポートすることが可能です。WFSサービス
で読み取りアクセス権を持っているだけの層は、DXF形式でエクスポートされています。ここでは有効な
要求と使用可能なパラメータのドキュメントはあり:
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http://your.server.address/wms/liegenschaftsentwaesserung/abwasser_werkplan?SERVICE=WMS&VERSION=1.3.0&REQUEST=GetMap&LAYERS=Haltungen,Normschacht,Spezialbauwerke&STYLES=&CRS=EPSG%3A21781&BBOX=696136.28844801,245797.12108743,696318.91114315,245939.25832905&WIDTH=1042&HEIGHT=811&FORMAT=application/dxf&FORMAT_OPTIONS=MODE:SYMBOLLAYERSYMBOLOGY;SCALE:250&FILE_NAME=werkplan_abwasser.dxf

パラメーター：

• FORMAT=application/dxf

• FILE_NAME=yoursuggested_file_name_for_download.dxf

• セミコロンで区切られた値のペア：FORMAT_OPTIONSの=は下記のオプション、キーを参照してく
ださい

FORMAT_OPTIONS Parameters:

• ** SCALE：スケール**記号のルール、フィルタとスタイルのために使用される（データのない実際
のスケーリング -データは元のスケールに残ります）。

• ** MODE：NOSYMBOLOGY | FEATURESYMBOLOGY | SYMBOLLAYERSYMBOLOGY **はQGIS
デスクトップ DXFエクスポート]ダイアログボックスで提供される 3つのエクスポートオプション
に対応しています。

• ** LAYERSATTRIBUTES：yourcolumn_with_values_to_be_used_for_dxf_layernames ** -指定されて
いない場合は、元 QGIS層名が使用されています。

• 有効にした場合** USE_TITLE_AS_LAYERNAME **、層のタイトルは、レイヤー名として使用され
ます。

WFS GetFeatureのリクエストでサポートされている追加パラメータ

In the WFS GetFeature request, QGIS Server accepts two extra parameters in addition to the standard parameters
according to the OGC WFS 1.0.0 specification:

• ** GeometryName **パラメータ：このパラメータは、範囲*または*重心を取得するために使用する
ことができます*ジオメトリまたは NONEを使用しない場合場合は、noジオメトリとして（すなわ
ち属性のみ）。有効な値は*範囲、*重心*または*なし*です。

• StartIndex parameter: STARTINDEX is standard in WFS 2.0, but it’s an extension for WFS 1.0.0 which
is the only version implemented in QGIS Server. STARTINDEX can be used to skip some features in the
result set and in combination with MAXFEATURES will provide for the ability to use WFS GetFeature to
page through results. Note that STARTINDEX=0 means start with the first feature, skipping none.

QGIS Serverのロギング

サーバーに送信された要求をログに記録するには、以下の環境変数を設定します。

• ** QGIS_SERVER_LOG_FILE **：パスとファイル名を指定します。サーバがファイルへの書き込み
を実行するための適切な権限を持っていることを確認します。ファイルには、単にサーバーにいくつ
かの要求を送信し、自動的に作成されなければなりません。それはそこにない場合は、パーミッショ
ンをチェック。

• ** QGIS_SERVER_LOG_LEVEL **：目的のログレベルを指定します。使用可能な値は次のとおり
です。

– 0 INFO（すべての要求をログ）、

– 1 WARNING、

– 2 CRITICAL（運用目的に適したログだけで重大なエラー）。

例:

SetEnv QGIS_SERVER_LOG_FILE /var/tmp/qgislog.txt
SetEnv QGIS_SERVER_LOG_LEVEL 0

ノート:
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• 代わりにする SetEnvの Fcgidモジュール使用 FcgidInitialEnvを使用している場合！

• 実行可能ファイルがリリースモードでコンパイルされている場合、サーバーのログも有効になってい
ます。

レイヤー、グループ、およびプロジェクトの短い名前

要素の数は、の両方を有します<Name>‘‘と ‘‘<Title>。**名**は**タイトル**は、人間の利益のため
である間、マシン・ツー・マシンの通信に使用するテキスト文字列です。

例えば、データセットは、記述的タイトル「最高気温」を持っているかもしれないと略称「ATMAX」を使
用して要求します。ユーザーはすでにレイヤー、グループやプロジェクトのタイトルを設定することがで
きます。

OWS名は、レイヤツリーに使用される名前に基づいています。この名前は、マシン・ツー・マシン通信の
ための名前よりも、人間のためのより多くのラベルです。

QGIS Serverがサポートされています。

• 短い名前のラインは、レイヤーのプロパティを編集します

• guilabel： ‘グループWMSあなたが得る data‘オプションを設定WMSデータダイアログは右の層群を
クリックして選択することで、ツリー・グループ（短い名前、タイトル、アブストラクトを）層に：

• 短い名前の行は、プロジェクトプロパティ -正規表現のバリデータを追加するために編集し、 ‘‘ “^
[A-ZA-z]は [A-ZA-Z0-9 ._-] *” ‘‘静的メソッドを介して短い名前のラインエディットにアクセス可能

• 正規表現のバリデータを追加し、 ‘‘ “^ [A-ZA-z]は [A-ZA-Z0-9 ._-] *” ‘‘静的メソッドを介して短い名
前のラインエディットにアクセス可能

• ‘‘ fullProjectSettings‘‘に ‘‘ TreeName‘‘要素を追加

短い名前がレイヤー、グループやプロジェクトのために設定されている場合には、レイヤ名として QGIS
断絶によって使用されます。

サービスファイルへの接続

PostgreSQLのサービス・ファイルのApacheが認識できるようにするために（参照：参照：PG-サービス-file‘セ
クション）：ファイル：::のような * .conf‘ファイルを見て、あなたを確認する必要があり
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SetEnv PGSERVICEFILE /home/web/.pg_service.conf

<Directory "/home/web/apps2/bin/">
AllowOverride None

.....

お使いの Linuxサーバにフォントを追加します。

あなたが他のマシン上のデフォルトでは存在しないかもしれないフォントを指す QGISプロジェクトを使
用することに注意してください。これは、プロジェクトを共有する場合（フォントがターゲットマシン上
に存在しない場合）、それは他のマシン上で異なって見える可能性があることを意味します。

これはあなたを起こらないようにするために、単にターゲットマシン上で不足しているフォントをインス
トールする必要があります。デスクトップシステム上でこれを行うと、通常は（ダブルクリックフォント）
自明です。

Linuxの場合、あなたがする必要がありますが、デスクトップ環境をインストールしていない（または、コ
マンドラインを好む）とします。

• Debianのベースのシステム:

sudo su
mkdir -p /usr/local/share/fonts/truetype/myfonts && cd /usr/local/share/fonts/truetype/myfonts

# copy the fonts from their location
cp /fonts_location/* .

chown root *
cd .. && fc-cache -f -v

• Fedoraのベースのシステム:

sudo su
mkdir /usr/share/fonts/myfonts && cd /usr/share/fonts/myfonts

# copy the fonts from their location
cp /fonts_location/* .

chown root *
cd .. && fc-cache -f -v

環境変数

**環境変数を設定することで、QGISサーバーのいくつかの側面を構成することができます。例えば、Apache
の設定に追加し、/path/to/config/QGIS/QGIS2.ini設定ファイルを使用するように Apacheに QGISサーバー
を設定するには：

SetEnv QGIS_OPTIONS_PATH "/path/to/config/"

or, if using fcgi:

FcgidInitialEnv QGIS_OPTIONS_PATH "/path/to/config/"

これは、QGISサーバでサポートされている変数のリストです：

• ** QGIS_OPTIONS_PATHは**：設定でディレクトリへのパスを指定します。これは、QGISアプリ
ケーション–optionspathオプションと同じように動作します。これは、設定ファイル内を探していま
す<QGIS_OPTIONS_PATH>/QGIS/QGIS2.ini。

• ** QUERY_STRING **：通常のWebサーバーから渡されたクエリ文字列、。コマンドラインからQGIS
サーバーのバイナリをテストしながら、この変数は便利です。
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• ** QGIS_PROJECT_FILE **：通常、クエリ文字列のパラメータとして渡された .qgs‘プロジェクト
ファイル、あなたはまた、（ mod_rewrite‘ Apacheのモジュールを使用することにより、例えば）環境
変数として設定することができます。

• ** QGIS_SERVER_LOG_FILE **：パスとファイル名を指定します。サーバがファイルへの書き込み
を実行するための適切な権限を持っていることを確認します。ファイルには、単にサーバーにいくつ
かの要求を送信し、自動的に作成されなければなりません。それはそこにない場合は、パーミッショ
ンをチェック。

• ** QGIS_SERVER_LOG_LEVEL **：目的のログレベルを指定します。参照：参照： QGIS-サーバ
logging

• ** MAX_CACHE_LAYERS **：キャッシュされた層（：100既定値）の最大数を指定します。

• ** DISPLAY **：これは（Unixライクなシステムに必要な）（偽の）Xサーバのディスプレイ番号を
渡すために使用されます。

• ** QGIS_PLUGINPATH **：サーバー用の Pythonプラグインを使用している場合に便利ですが、こ
れは Pythonのプラグインが検索されるフォルダを設定します。
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Chapter 15

GPSデータの操作

15.1 GPSプラグイン

15.1.1 GPSとは？

GPS（全地球測位システム）は、GPS受信機を持つ誰もが世界のどこかで自分の正確な位置を見つけるこ
とができる、衛星ベースのシステムです。GPSは、ナビゲーション中に助けとして、例えば、航空機、ボー
ト、ハイカーによって使用されます。GPS受信機は、緯度、経度及び（時には）高さを算出する衛星から
の信号を使用します。ほとんどの受信機はまた、の位置（ウェイポイントとして知られている）、計画さ
れたルートを作る位置の列、および時間をかけて受信機の動きのトラックログあるいはトラックを記憶
する機能を持っています。ウェイポイント、ルートおよびトラックは GPSデータの中の 3つの基本地物タ
イプです。QGISでは、ウェイポイントをポイントレイヤーに表示し、ルートやトラックをラインストリン
グレイヤーに表示します。

15.1.2 ファイルからGPSデータを読み込み

GPSデータを格納するための異なるファイル形式の数十があります。同じファイル内のウェイポイント、
ルートとトラックの任意の数を含むことができ、標準の交換フォーマットである QGISが使用するフォー
マット GPX（GPS交換フォーマット）と呼ばれます。

GPXファイルをロードするには、最初にプラグインをロードする必要があります。プラグイン - > プ

ラグインマネージャ... プラグインマネージャ]ダイアログが開きます。 GPS Toolsチェックボックスを
有効にします。このプラグインがロードされると、小さなハンドヘルド GPS機器とのボタンがツールバー
とレイヤー - >レイヤを作成 - >に表示されます。

• GPS Tools

• 新しい GPX Layerを作成します。

GPS データを扱うために、QGIS サンプルデータセット中に利用可能な例 GPX ファイル
qgis_sample_data/GPS/national_monuments.gpx を提供しています。サンプルデータの詳
細については、サンプルデータセクションを参照してください。

1. ベクトル - > GPS - > GPS Toolsを選択または をクリック GPS Tools ツールバーのアイコンと開く
ロード GPXの fileタブを（figure_GPS_1_を参照してください）。

2. フォル ダ qgis_sample_data/gps/ を 開 い て く だ さ い, GPX ファイ ル
national_monuments.gpxを選択して [開く]をクリックして下さい.

[参照...] ボタンを使用して GPXファイルを選択し、その後チェックボックスを使用して、その GPXファ
イルからロードする地物の種類を選択します。 [OK]をクリックすると、各地物タイプは別のレイヤーに
ロードされます。ファイル national_monuments.gpxはウェイポイントだけを含んでいます。
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Figure 15.1: GPSツールダイアログウィンドウ

ノート: GPSユニットを使用すると、異なる座標系にデータを格納できます。（GPSユニットまたはウェ
ブサイトから）GPXファイルをダウンロードした後、QGISでそれをロードするとき、GPXファイルに格
納されたデータはWGS 84（緯度/経度）を使用していることを確認してください。QGISはこれを期待し、
それが公式の GPX仕様です。http://www.topografix.com/GPX/1/1/を参照してください。

15.1.3 GPSBabel

QGISは GPXファイルを使用しているので、GPXに他の GPSファイルのフォーマットに変換するための
方法が必要です。これは http://www.gpsbabel.orgで使用可能な空きプログラム GPSBabelを使用して、多く
のフォーマットのために行うことができます。また、このプログラムは、コンピュータと GPS機器との間
で GPSデータを転送できます。QGISはこれらの事を行うには GPSBabelを使用していますので、それを
インストールすることをお勧めします。GPXファイルから GPSデータをロードしたいだけの場合は、それ
を必要としません。GPSBabelのバージョン 1.2.3は、QGISで動作することが知られていますが、何の問
題もなく、それ以降のバージョンを使用できるはずです。

15.1.4 GPSデータのインポート

GPXファイルではないファイルから GPSデータをインポートする場合 GPSツールダイアログの Import
other fileツールを使ってください.ここでインポートしたいファイル (とファイルタイプ)を選択できます.
ここではインポートしたい地物タイプと変換して格納する GPXファイルと新しいレイヤの名前を指定でき
ます.すべての GPSデータ形式が 3種類すべての型をサポートしているわけではありません,多くの場合 1
種類か二種類の形式を選択することになるでしょう.

15.1.5 GPS装置からGPSデータのダウンロード

QGISでは、新しいベクターレイヤーとして直接 GPSデバイスからデータをダウンロードする GPSBabel
を使用できます。このためには GPSツール]ダイアログボックスの GPSからダウンロードタブを使用し
ます（ Figure_GPS_2を参照）。ここでは、GPSデバイスの種類、（GPSがこれをサポートしている場合や
USB）に接続されたポート、データが格納されるべき GPXファイルをダウンロードしたい機能の種類、お
よび新しいレイヤーの名前を選択します。

GPSデバイスメニューで選択したデバイスタイプは,GPSBabelが GPSデバイスとどのように接続するかを
決定します.GPSデバイスで動作する利用可能なタイプがない場合、新しいタイプを作成することができま
す（新しいデバイスタイプの定義のセクションを参照すること）.

ポートはファイル名,もしくはオペレーティングシステムが GPSデバイスと接続するコンピュータの物理
ポートへの参照として使用する他の名前かもしれません.また, USB対応 GPSユニットでは,単に「USB」
となる場合もあります.
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Figure 15.2: ダウンロードツール

• Linuxでは /dev/ttyS0または /dev/ttyS1のようなものになります

• Windowsでは COM1または COM2となります

[OK]をクリックすると、データがデバイスからダウンロードされて QGISのレイヤとして表示されます。

15.1.6 GPSデータのデバイスへのアップロード

また、[GPSツール]ダイアログボックスの GPSにアップロード タブを使用して、QGISでベクトルレイ
ヤーから GPSデバイスに直接データをアップロードできます。これを行うには、単にそれが接続されてい
ることを（GPXレイヤーでなければならない）をアップロードしたいレイヤー、GPSデバイスの種類、お
よびポート（またはUSB）を選択します。お使いのデバイスがリストにない場合は、単にダウンロードツー
ルと同じように、新しいデバイスタイプを指定できます。

このツールは、QGISのベクトル編集機能との組み合わせで非常に便利です。それは、マップをロードウェ
イポイントとルートを作成し、それらをアップロードし、GPSデバイス上でそれらを使用できます。

15.1.7 新しいデバイスタイプの定義

GPSデバイスのさまざまな種類がたくさんあります。QGISの開発者はそれらのすべてをテストすることは
できませんから、GPSからダウンロードと GPSにアップロードツールに記載されているデバイスの種類
のいずれかで動作しないものがある場合は、それに対して独自のデバイスタイプを定義できます。ダウン
ロードやアップロード]タブで [編集デバイス]ボタンをクリックすることで起動し、GPSデバイスエディ
タを使用してこれを行います。

新しいデバイスを定義するには、単に [新しいデバイス]ボタンをクリックし、名前を入力して、ダウンロー
ドを入力して、お使いのデバイスのためのコマンドをアップロードし、 [更新デバイス]ボタンをクリック
してください。名前は、アップロードとダウンロードのウィンドウで、デバイスのメニューに表示されま
す -それは任意の文字列を指定できます。downloadコマンドは、GPXファイルにデバイスからデータをダ
ウンロードするために使用されるコマンドです。これはおそらく、GPSBabelコマンドになりますが、GPX
ファイルを作成でき、他のコマンドラインプログラムを使用できます。QGISは、％ typeをキーワード
に置き換えられます %in、および %outそれは、コマンドを実行したとき。

％ typeは、ウェイポイントをダウンロードする場合 -wで、トラックをダウンロードする場合 -rで、ト
ラックをダウンロードする場合 -tに置き換わります。これらはどの地物タイプをダウンロードするかを
GPSBabelに伝えるためのコマンドラインオプションです。

%iを使用すると、ダウンロードウィンドウで選択し、ポート名に置き換えられます %outは、ダウンロー
ドしたデータは、に格納されなければならない GPXファイルに付ける名前に置き換えられます。だから、
downloadコマンド gpsbabel %type -i garmin -o gpx %in %out でデバイスの種類を作成して
（これは実際には事前に定義されたデバイスタイプ「ガーミンシリアル」のダウンロードコマンドです）そ
れからポート /dev/ttyS0 からファイル output.gpx へとウェイポイントをダウンロードするために
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それを使用し多場合、QGISではキーワードを置き換えてコマンド gpsbabel -w -i garmin -o gpx
/dev/ttyS0 output.gpxを実行するでしょう。

アップロードコマンドはデバイスにデータをアップロードするために使用されます。同様のキーワードが
使われますが、 %inはアップロードされるレイヤに対する GPXファイルの名称に置き換えられ、 %out
はポート名称に置き換えられます。

GPSBabelと利用可能なコマンドラインオプションについては http://www.gpsbabel.orgで学習できます.

いったん新しいデバイスタイプを作成すると,ダウンロードおよびアップロードツールのデバイスリストに
表示されます.

15.1.8 GPSユニットからポイント/トラックのダウンロード

前のセクションに記述されているように As described in previous sections QGISはポイント/トラックをプロ
ジェクトに直接ダウンロードする場合 GPSBabelを使います. QGISはガーミンデバイスから事前定義され
たプロファイルをダウンロードできるようになりました. 不運なことに他のプロファイルを作れないという
バグが存在します,ですから GPSツールを使った QGISへの直接ダウンロードは現状ではガーミンユニッ
トでのみ利用できます.

Garmin GPSMAP 60cs

MS Windows

Install the Garmin USB drivers from http://www8.garmin.com/support/download_details.jsp?id=591

ユニットを接続します。GPSツールを開き タイプ=ガーミン serial‘‘と ‘‘ポート= USB を使用しま
す。レイヤー NAMEと出力 fileフィールドを入力します。時には特定のフォルダに保存問題を抱えている
ようです、 c:\tempのようなものを使用して通常動作します。

Ubuntu/Mint GNU/Linux

https://wiki.openstreetmap.org/wiki/USB_Garmin_on_GNU/Linux で 説 明 し た よ う に 、そ れ は 最 初
に、デバイスのアクセス権についての問題を必要とされています。このルールを含むファイル
/etc/udev/rules.d/51-garmin.rulesを作成しようとすることができ

ATTRS{idVendor}=="091e", ATTRS{idProduct}=="0003", MODE="666"

その後 ‘‘garmin_gps‘‘カーネルがロードされていないことを確認することが大事です。

rmmod garmin_gps

その後、GPSツールを使用できます。残念ながら、 ‘バグ #7182 <http://hub.qgis.org/issues/7182>‘_があるよ
うに思われ、通常 QGISは操作が正常に動作する前に数回フリーズします。

BTGP-38KMデータロガー (Bluetoothのみ)

MS Windows

すでに言及したバグのため QGIS内からデータをダウンロードできませんので、コマンドラインまたはそ
のインタフェースを使用してから GPSBabelを使用することが必要とされます。作業コマンドは

gpsbabel -t -i skytraq,baud=9600,initbaud=9600 -f COM9 -o gpx -F C:/GPX/aaa.gpx

Ubuntu/Mint GNU/Linux

Windowsのように同様のコマンド (または GPSBabel GUIを使っているなら設定する)を使います。Linux
では、それは多分何とか共通のようなメッセージを取得します。

skytraq: Too many read errors on serial port

dataloggerをオン／オフして、再び試すことは、問題なだけです。
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BlueMax GPS-4044データロガー (BTと USB両方)

MS Windows

ノート: これは、Windows7においてそれを使用する前にドライバをインストールする必要があります。適
切なダウンロードのためにメーカーサイトを参照してください。

GPSBabelでダウンロードして、USBと BTの両者とも、常にエラーその他を返します。

gpsbabel -t -i mtk -f COM12 -o gpx -F C:/temp/test.gpx
mtk_logger: Can’t create temporary file data.bin
Error running gpsbabel: Process exited unsuccessfully with code 1

Ubuntu/Mint GNU/Linux

USBの利用

ケーブルを接続した後、 /dev/ttyACM3例えば、使用されているものポートを理解するために、 dmesg
コマンドを使用します。次に、CLIまたは GUIからの通常の使用 GPSBabelとして

gpsbabel -t -i mtk -f /dev/ttyACM3 -o gpx -F /home/user/bluemax.gpx

Bluetoothの利用

GPSBabelを実行し、デバイスをペアリングして、システムのポートを介して、それを利用できるように
Bluemanのデバイスマネージャを使用します

gpsbabel -t -i mtk -f /dev/rfcomm0 -o gpx -F /home/user/bluemax_bt.gpx

15.2 Live GPSトラッキング

QGISでのライブ GPSトラッキングを有効にするには、設定 - > Panels GPSの informationを選択する
必要があります。キャンバスの左側に新しいドッキングウィンドウが得られるでしょう。

GPSトラッキングウィンドウでは４つの表示可能なスクリーンがあります：

• GPS位置座標と手動頂点および特徴を入力するためのインタフェース

• 衛星接続の GPS信号強度

• 衛星の数および極性位置を示す極性画面の GPS

• |option| GPSオプション画面（ figure_gps_optionsを参照）

** [接続]**にプラグインされた GPS受信機（オペレーティング・システムによってサポートされていなけ
ればなり）、簡単なクリックで QGISに GPSを接続しています。（今 [切断]で）は、第 2のクリックは、お
使いのコンピュータから GPS受信機を切断します。GNU / Linuxの場合、GPSDサポートは、ほとんどの
GPS受信機との接続をサポートするために統合されています。そのためには、まずそれに QGISを接続す
るための適切 GPSDを設定する必要があります。

警告: あなたがキャンバスに自分の位置を記録したい場合は,最初に新しいベクタレイヤを作成し,あな
たのトラックを記録することができるようにステータスを編集可能に切り替えなければいけません.

15.2.1 位置と追加属性

GPSは、衛星からの信号を受信している場合は、追加の属性と一緒に緯度、経度及び高度での位置が
表示されます。
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Figure 15.3: GPSのトラッキング位置と追加属性
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15.2.2 GPSシグナル強度

ここでは、からの信号を受信している衛星の信号強度を確認できます。

Figure 15.4: GPSトラッキング信号強度

15.2.3 GPS極座標ウィンドウ

空に接続されているすべての衛星がどこにあるか知りたい場合は、極性の画面に切り替える必要があ
ります。また、そこから信号を受信している衛星の ID番号を確認できます。

Figure 15.5: 極性表示を追跡する GPS

15.2.4 GPSオプション

|option|接続の問題の場合は、切り替えできます：

• Autodetect

• Internal

• Serial device

• gpsd（ホストを選択し、ポートとデバイスあなたの GPSが接続されています）

[接続]を再度クリックすると GPSレシーバとの接続を初期化します.

編集モードになっている場合 追加された地物を自動的に保存するオプションを有効にすることができ

ます. また 自動的に点を追加するオプションを有効にして地図キャンパスに指定した幅と色で点を追
加できます.
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Figure 15.6: GPS追跡オプションウィンドウ
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Activating Cursor, you can use a slider to shrink and grow the position cursor on the
canvas.

:guilabel:‘地図 centering‘を有効にすると、キャンバスが更新される方法で決定できます。地図範囲を維
持するために、これは「いつも」「残さないとき」、または「決して」記録座標がキャンバスの外に移動を
開始した場合、を含みます。

最後に ログファイルを有効にして GPSトラッキングで記録されたログメッセージを書き込むファイル
のパスを指定することができます.

手動で機能を設定したい場合は、 Position に戻り、 [追加ポイント]や [トラックポイントを追加]上でク
リックする必要があります。

15.2.5 ライブトラッキングのBluetooth GPSへの接続

QGISを使用すると、フィールドデータ収集用の Bluetooth GPSを接続することができます。このタスクを
実行するには、GPS、Bluetoothデバイスとコンピュータの Bluetoothレシーバーが必要です。

最初にあなたの GPSデバイスが認識され、コンピュータにペアリングさせる必要があります。 GPSをオ
ンにし、あなたの通知領域に Bluetoothアイコンに移動し、新しいデバイスを検索します。

デバイスの選択マスクの右側にあなたの GPSユニットは、おそらく利用可能なものの中に表示されますの
で、すべてのデバイスが選択されていることを確認します。シリアル接続サービスが利用可能であるべき
次のステップでは、それを選択し、** [構成]**ボタンをクリックします。

Bluetoothの特性によって生じた、GPS接続に割り当てられた COMポートの番号を覚えておいてください。

GPSが認識された後、接続のためのペアリングを行います。通常、認証コードは ‘‘ 0000‘‘です。

今 GPSの informationパネルを開き、|option| GPSオプション画面に切り替えます。GPS接続に割り当てら
れた COMポートを選択し、 [接続]をクリックしてください。しばらくして自分の位置を示すカーソルが
表示されます。

QGISが GPSデータを受信できない場合は、GPSデバイスを再起動して 5～10秒ほど待ってから、再度接
続を試みてください。通常、このソリューションで対応できます。再び接続エラーを受信した場合、同じ
GPSユニットと対になった別の Bluetoothレシーバーが近くにないことを確認してください。

15.2.6 GPSMAP 60csの利用

MS Windows

機能させるためのもっとも簡単な方法は、GPSGateと呼ばれるミドルウェア（フリーウェア、オープンで
はない）を使うことです。

プログラムを起動し、それが GPSデバイスをスキャンします（USBおよび BTのものの両方のために働
く）、その後、QGISにだけ使用してライブのトラッキングパネルで** [接続] **をクリックしてください|
radioButtonOn |を：guilabel： ‘Autodetect‘モード。

Ubuntu/Mint GNU/Linux

Windowsにとって簡単な手段は中間にサーバを使うことであり、この場合 GPSDを使います。このため、

sudo apt-get install gpsd

‘‘garmin_gps‘‘カーネルモジュールを読み込みます

sudo modprobe garmin_gps

そして、GPS ユニットを接続します。接続したら、dmesg を使って、GPSユニットが実際に使っている
デバイス (たとえば /dev/ttyUSB0 )を確認します。これで gpsdを起動することができるようになりま
した。

15.2. Live GPSトラッキング 221
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gpsd /dev/ttyUSB0

最終的に QGISライブトラッキングツールで接続します。

15.2.7 BTGP-38KM datalogger (Bluetoothのみ)の利用

GPSD (Linux)または GPSGate (Windows)を使うと手間が省略できます。

15.2.8 BlueMax GPS-4044データロガー (BTとUSB両方)の利用

MS Windows

ライブトラッキングは、単に使用し、GPSGateあるいはそれなしを使用することにより、USBと BTモー
ドの両方のために働く Autodetectモード、またはツール右のポートを指しています。

Ubuntu/Mint GNU/Linux

USB

ライブトラッキングは GPSDの両方で動作します

gpsd /dev/ttyACM3

またはそれなしでは、直接デバイス（例えば /dev/ttyACM3）に QGISライブ追跡ツールを接続するこ
とによって。

Bluetooth

ライブトラッキングは GPSDの両方で動作します

gpsd /dev/rfcomm0

またはそれなしでは、直接デバイス（例えば /dev/rfcomm0）に QGISライブ追跡ツールを接続するこ
とによって。
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認証システム

16.1 認証システムの概要

Figure 16.1: 認証システムの解剖学

16.1.1 認証データベース

で、デフォルトでは、位置の SQLiteデータベースファイルに新しい認証システムは、認証構成:

<user home>\.qgis2\qgis-auth.db

それは通常 QGIS設定から完全に分離され、この認証データベースは、他の現在の QGISユーザの好みに
影響を与えることなく、QGISのインストールとの間で移動させることができます。最初にデータベースに
設定を格納する際に、構成 ID（ランダム 7文字の英数字文字列）が生成されます。これにより IDがその
関連する資格情報の開示することなく、プレーンテキストアプリケーションコンポーネント（例えば、プ
ロジェクト、プラグイン、または設定ファイルなど）に格納することができるように、コンフィギュレー
ションを表します。
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ノート: QGIS-auth.db‘の親ディレクトリは、以下の環境変数、 QGIS_AUTH_DB_DIR_PATH‘‘を使用して
設定、または ‘–authdbdirectory‘‘オプション付きの打ち上げ時にコマンドラインで設定することができます。

16.1.2 マスターパスワード

格納またはデータベース内の機密情報にアクセスするために、ユーザは、 ‘マスタ password‘を定義する必
要があります。最初にデータベースに任意の暗号化されたデータを保存するときに、新しいマスターパス
ワードが要求され、検証されます。機密情報がアクセスされた場合にのみ、ユーザは手動でそのキャッシュ
された値をクリアするアクションを選択しない限り、ユーザは、（アプリケーションが終了されるまで）、
セッションの残りのためにキャッシュされるマスターパスワードの入力を求めています。認証システムを使
用することのいくつかの例は、既存の認証設定を選択する、または（例えば、WMSレイヤを追加する場合
など）、サーバー構成に設定を適用する場合のように、マスターパスワードの入力を必要としません。

Figure 16.2: 入力新しいマスターパスワード

ノート: マスターパスワードを含むファイルへのパスは、以下の環境変数、 ‘‘
QGIS_AUTH_PASSWORD_FILE‘‘を使用して設定することができます。

マスターパスワードの管理

一度設定すると、マスターパスワードをリセットすることができます。現在のマスターパスワードを再設
定する前に必要とされるであろう。このプロセスの間に、現在のデータベースの完全なバックアップを生
成するオプションがあります。

Figure 16.3: マスターパスワードのリセット

ユーザーがマスターパスワードを忘れた場合は、それを取得したり、上書きする方法はありません。マス
ターパスワードを知らなくても、暗号化された情報を検索する手立てもありません。

ユーザーが誤って 3倍の既存のパスワードを入力すると、ダイアログがデータベースを消去しようとしま
す。
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Figure 16.4: 3つの無効な試みの後にパスワードのプロンプト

16.1.3 認証設定

guilabel：あなたがからの認証設定を管理することができ guilabel：で ‘‘ Configurations‘ QGIS [オプション]
ダイアログの Authentication‘タブ（：menuselection：設定] - > [Options）。

Figure 16.5: コンフィギュレーションエディタ

signPlus |使用| signMinus |新しい設定、追加するボタン|設定を削除するには、ボタン、および| symbologyEdit
|ボタンは、既存のものを変更します。

認証構成管理のための操作の同じタイプは、OWSサービス接続を設定するように、所与のサービス接続を
設定するときに行うことができる（追加、編集、および削除します）。そのため、完全に認証データベー
ス内で見つかった構成を管理するための構成セレクタ内のアクションボタンがあります。あなたはより包
括的な構成管理を行う必要がない限り、QGISオプションの ‘Authentication‘タブ：guilabel：：guilabel：‘で
configurations‘この場合、に行く必要はありません。

認証設定を作成または編集するときに、必要な情報には、名前、認証方法および認証方法が必要であるこ
と、他の情報（は：ref： ‘authentication_methods‘で利用可能な認証の種類についての詳細を参照）です。
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Figure 16.6: 設定エディタから設定を追加

Figure 16.7: WMS接続ダイアログ上映** [追加]、 [編集]、と [削除] **認証設定ボタン
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16.1.4 認証方式

利用可能な認証は、データプロバイダプラグインは QGISでサポートされているのと同じ方法で多くの C
++プラグインによって提供されています。選択することができる認証方法は、リソース/プロバイダのため
に必要なアクセス、例えば、HTTP（S）またはデータベースに対して、および支持体はQGISコードとプラ
グインの両方に存在するかどうかです。このように、いくつかの認証方法プラグインはどこでもセレクタが
示されている認証設定適用可能でないかもしれません。利用可能な認証方式のプラグインの一覧とその互換
性のあるリソース/プロバイダがへ行くアクセスすることができます：menuselection：設定 - > Option‘と、
中：guilabel：Authentication‘タブ、クリック|オプション| **インストールしたプラグイン**ボタンを押しま
す。

Figure 16.8: 利用可能なメソッドプラグイン一覧

プラグインを再コンパイルするQGISを必要としない新しい認証方法のために作成することができます。プ
ラグインのサポートは、C ++（QGIS 2.12以降）現在ですので -唯一、QGISは、ユーザーが利用できるよ
うになるために、新しいドロップインプラグインのために再起動する必要があります。既存のターゲット
インストールに追加する場合は、あなたのプラグインは QGISの同じターゲットバージョンに対してコン
パイルされていることを確認。

Figure 16.9: 基本 HTTP認証の configs

ノート: リソースの URLは、現在、最終的には指定された URLにあるリソースへの接続時に特定の構成
が自動選択できるようになります*実装されていない*機能です。

16.1.5 マスターパスワードと認証Configをユーティリティ

（設定 - > Options）オプションメニューの下にある Authenticationタブ、認証データベースと構成を管理す
るには、いくつかのユーティリティアクションがあります。
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Figure 16.10: PKIパス認証の configs

Figure 16.11: PKI PKCS＃ 12ファイルのパス認証の configs

Figure 16.12: 保存されたアイデンティティ認証の configs
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Figure 16.13: ユーティリティメニュー

• 入力マスターパスワード -任意の認証 DBコマンドを実行する独立したマスターパスワード入力ダイ
アログを開きます。クリアキャッシュされたマスターパスワード設定を解除し、入力ダイアログで設
定されている場合、マスターパスワードを入力します。リセットマスターマスターパスワードを変更
する（現在のパスワードを知らなければなりません）と、必要に応じて現在のデータベースをバック
アップするためのダイアログをパスワードが開きます。

• クリアキャッシュされた認証設定 -ネットワーク接続を高速化するために使用コンフィギュレーショ
ンのための内部検索キャッシュをクリアします。これは、QGISのリニューアルを必要とする明確な
QGISのコアネットワークアクセスマネージャのキャッシュを、しません。

• リセットマスターパスワード -新しいもののために、現在のマスターパスワードを置き換えます。現
在のマスターパスワードを再設定し、データベースのバックアップを行うことができる前に必要とさ
れるであろう。

• Remove all authentication configurations ― Clears the database of all configuration records, without re-
moving other stored records.

• スケジュール、現在のデータベースのバックアップをして、データベースのテーブル構造の再構築を
完了 - * *認証データベースを消去します。プロジェクトのロードのような他の操作は、操作を中断
したり、一時的に不足しているデータベースに起因するエラーを引き起こさないことを確認するため
に、これらのアクションは、後で時間に予定されています。

Figure 16.14: DB消去検証メニュー

16.1.6 認証設定を使用します

典型的には、認証構成は、（例えば、WMSのような）ネットワークサービスのための設定ダイアログで選
択されています。しかし、セレクタウィジェットは、サードパーティの PyQGISまたは C ++プラグインの
ように、どこでも認証が必要または非コア機能であり、埋め込むことができます。

guilabel： 何もから選択する何の設定がない場合、選択されていない、または以前に割り当てられた構成
は、もはやデータベースで見つけることができたときにとき何 authentication‘がポップアップメニューコン
トロールに表示されていないセレクタを使用している場合。：guilabel： ‘type‘がと：guilabelは： Id‘フィー
ルドは読み取り専用とそれぞれの認証方法の説明とコンフィグの IDを提供しています。
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Figure 16.15: 無 autenticationと AUTH設定セレクタ

Figure 16.16: 選択された設定と認証設定セレクタ

16.1.7 Pythonバインディング

すべてのクラスとパブリック関数は、Pythonを経由して、マスタパスワードのハッシュと認証データベー
ス暗号化の管理はメインのアプリによって処理されなければならないので、QgsAuthCrypto、およびな
い以外、SIPバインディングを持っています。参照：参照： ‘authentication_security_considerations‘に関する
Pythonのアクセス。

16.2 ユーザ認証ワークフロー

Figure 16.17: 一般的なユーザーのワークフロー
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16.2.1 HTTP（S）認証

最も一般的なリソース接続の 1つは、HTTP（S）を介して例えばWebマッピングサーバで、認証方式のプ
ラグインは、多くの場合、接続のこれらのタイプのために働きます。方法プラグインは、HTTPリクエス
ト・オブジェクトにアクセスし、要求、ならびにそのヘッダの両方を操作することができます。これは、イ
ンターネットベースの認証の多くの形態が可能になります。標準のユーザー名/パスワードを使用してHTTP
（S）経由で接続する場合の認証方法は、接続時に HTTP BASIC認証を試みます。

Figure 16.18: HTTP BASICのためのWMS接続の設定

16.2.2 データベース認証

データベース・リソースへの接続は、一般*認証設定を使用しない場合は、ユーザ名および（オプション）パ
スワードを公開する key = valueのペアとして格納されます。新しい認証システムを構成する場合は、キー
=値は、資格証明書の抽象化された表現になります、例えば、 authfg = 81t21b9

16.2.3 PKI認証

認証システム内の PKIコンポーネントを設定するときは、データベースにコンポーネントをインポートし
たり、ファイルシステムに保存されているコンポーネントファイルを参照するオプションがあります。こ
のような成分が頻繁に変更、又はここでコンポーネントは、システム管理者によって置換される場合、後
者は有用であり得ます。いずれの場合では、データベース内の秘密鍵にアクセスするために必要なすべて
のパスフレーズを保存する必要があります。

（ - > Options‘セッティング：：menuselection）によって：guilabel：QGISでAuthentication‘タブ ‘Options‘ダ
イアログにアクセスできるすべての PKIコンポーネントは**証明書マネージャ内の別のエディタで管理す
ることができ**、 ** **ボタン、[証明書の管理]をクリックします。

証明書マネージャ**では、**アイデンティティのためのエディタは、**サーバー**と**当局があります。こ
れらの各々は、独自のタブに含まれており、これらは上記ワークフローチャートに遭遇するために、以下
に記載されています。ワークフローに慣れているたら、タブ順序は頻繁にアクセスされる編集者に相対的
です。
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QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 16.19: Postgresの SSL-と-PKIの接続を設定します

ノート: guilabel：保存するすべての変更のための ‘Options‘ダイアログが** [OK]ボタン**すべての認証シ
ステムの編集が認証データベースにすぐに書き込みますので、クリックする必要はありません。これは、
[オプション]ダイアログの他の設定とは異なります。

当局

** 証明書マネージャのタブ 当局から入手できる証明機関（CA）を管理することができますから**認証
QGISのタブ**オプション**]ダイアログ。

上記ワークフローチャートで参照されるように、最初のステップは、インポートまたは CASのファイルを
参照することです。このステップはオプションで、ルート認証局からご PKIの信頼チェーンの発信はすで
に商用証明書ベンダーからの証明書として使用しているオペレーティングシステム（OS）にインストール
した場合は不要です。あなたの認証ルート CAは、OSの信頼されたルート CAでない場合は、インポート
する必要があるか、そのファイルシステムパスが参照されます。（わからない場合は、システム管理者にお
問い合わせください。）

デフォルトでは、お使いの OSからのルート CAが用意されています。しかし、彼らの信頼設定は継承され
ません。あなたは OSのルート CAが自分の政策を調整持っていた場合は特に、証明書信頼ポリシー設定を
確認する必要があります。有効期限が切れているすべての証明書は、信頼されていないに設定され、あなた
が特にその信頼ポリシーを上書きしない限り、セキュアなサーバー接続に使用されることはありません。す
べての証明書のために QGIS-発見信頼チェーンを参照するには、それを選択し、クリック| propertiesWidget
を|：SUP： ‘certificate‘のための情報を表示します。

guilabel：あなたは編集することができます| selectString ‘信頼 policy‘を|チェーン内のいずれかの選択した
証明書について。FileSave |選択した証明書の信頼ポリシーの変更がない限り、データベースに保存される
ことはありません|：SUP： ‘database‘ボタンに保存した証明書の信頼ポリシーの変更は、選択した認証*ご
と*クリックします。ダイアログを閉じると、**ポリシーの変更を適用しません。
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Figure 16.20: PKI configuration workflow

16.2. ユーザ認証ワークフロー 233
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Figure 16.21: 証明書マネージャを開く

Figure 16.22: 当局エディタ
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Figure 16.23: 証明書情報ダイアログ

Figure 16.24: 信頼ポリシーの変更を保存する
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|セキュアな接続のために信頼されるフィルタの CA、両方の中間証明書とルート証明書を、確認またはク
リックすることで、デフォルトの信頼ポリシーを変更することができます| transformSettingsを **オプショ
ン**ボタンを押します。

警告: デフォルトの信頼ポリシーを変更すると、安全な接続で問題が発生する可能性があります。

Figure 16.25: 当局のオプションメニュー

CAをインポートしたり、複数のCAが含まれているファイルからファイルシステムパスを保存したり、個々
の CAをインポートすることができます。複数の CAチェーンの証明が含まれているファイルの標準 PEM
形式は、ファイルの一番下にルート証明書を持っており、すべてはその後、ファイルの先頭の方に、上記
の子証明書に署名しました。

CA証明書のインポート]ダイアログボックスが順序に関係なく、ファイル内のすべての CA証明書を見つ
け、また、（あなたが彼らの信頼ポリシーを上書きしたい場合には）無効とみなされた証明書をインポート
するオプションを提供していますでしょう。あなたは、インポート時に信頼ポリシーを上書きし、以降**
編集者**当局以内に行うことができます。

Figure 16.26: 証明書のインポート]ダイアログ

ノート: guilabel：あなたはに証明書情報を貼り付ける場合、 ‘PEMの text‘フィールド、暗号化された証明
書がサポートされていないことに注意してください。

アイデンティティ

証明書 manager認証 QGISオプション]ダイアログのタブ：guilabel：‘ Identities‘]タブで：guilabelあなた
はから入手できるクライアント IDの束を管理することができます。アイデンティティは、別々のファイル
として、または単一「バンドル」のファイルに結合のいずれか、PKI対応サービスに対して、あなたを認証
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し、通常のクライアント証明書と秘密鍵で構成するものです。バンドルまたは秘密鍵は、多くの場合、パ
スフレーズで保護されています。

あなたが持ってたらどんな証明機関（CA）を使用すると、必要に応じて認証データベースに任意のアイデ
ンティティバンドルをインポートすることができインポート。あなたはアイデンティティを保存したくな
い場合は、個別の認証設定の中にそのコンポーネントファイルシステムパスを参照することができます。

Figure 16.27: アイデンティティエディタ

アイデンティティ・バンドルをインポートする場合、パスフレーズで保護または非保護することができ、か
つ信頼チェーンを形成する CA証明書を含めることができます。トラストチェーンの認定は、ここではイ
ンポートされません。guilabel： ‘Authorities‘タブ彼らは下別途追加することができます。

インポート時には、バンドルの証明書と秘密鍵は、鍵の保管は、QGISのマスターパスワードを使用して暗
号化し、データベースに保存されます。データベースから記憶された束のその後の使用は、マスターパス
ワードの入力を必要とします。

個人のアイデンティティは、PEM / DER（.PEM / .DER）と PKCS＃ 12からなるバンドル（.P12 / .PFX）コ
ンポーネントがサポートされています。キーまたはバンドルがパスフレーズで保護されている場合は、パ
スワードをインポートする前にコンポーネントを検証する必要があります。バンドル内のクライアント証
明書が無効である場合同様に、バンドルをインポートすることはできません（例えば、その効果的な日付
はまだ開始されていないか、経過しています）。

16.2.4 悪い層の取り扱い

時折、プロジェクトファイルと一緒に保存された認証設定 IDは、現在の認証データベースは、プロジェク
トが最後に保存された、または起因する資格情報の不一致にする場合と異なる可能性があるため、もはや
有効ではありません。このような場合には：guilabel： ‘悪い layers‘ダイアログハンドルは、QGISの起動時
に表示されます。

データソースは、それに関連付けられた認証設定の IDを持つことが判明した場合、あなたはそれを編集す
ることができます。そうすることで、自動的にテキストエディタでプロジェクトファイルを開くと、文字
列の編集と同じように多くのデータソース文字列を編集します。
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Figure 16.28: PEM / DERのアイデンティティのインポート

Figure 16.29: PKCS#12 identity import

Figure 16.30: 認証付きの悪い層を扱います
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Figure 16.31: 悪い層の認証コンフィグ IDを編集します

16.2.5 認証の設定の IDを変更します

時折、あなたは、リソースへのアクセスに関連している authenticationn構成 IDを変更する必要がありま
す。これが有用である場合があります。

• リソースの認証設定 IDがもはや有効で -これが発生することはできませんあなたは認証データベー
スを切り替えた際に、既にリソースに関連付けられている IDに*整列*新しい構成に必要な追加。

• 共有プロジェクトファイル -共有ファイルサーバなどを介してユーザ間でプロジェクトを共有するこ
とを目的とする場合は、* * 7文字の事前に定義できます（含む AZを、および/または** 0-9 **）が
リソースに関連付けられています。その後、個々のユーザーは、リソースの資格情報に固有の認証設
定の IDを変更します。プロジェクトが開かれると、IDが認証データベースで発見されますが、資格
情報は、ユーザーごとに異なっています。

Figure 16.32: 層の認証コンフィグ ID（ロック解除された黄色のテキストフィールド）を変更します

警告: 認証コンフィグ IDを変更すると、高度な操作とみなされ、唯一それが必要である理由として、
完全な知識を持って行われるべきです。前 IDを編集するには IDのテキストフィールドのロックを解除
するために、クリックされた必要のあるロックボタンがあるのはこのためです。
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16.2.6 QGIS Serverのサポート

QGIS Serverのマップの基礎として、認証設定を持っている層と、プロジェクトファイルを使用する場合
は、リソースをロードするために QGISのために必要な追加の設定手順のカップルがあります：

• 認証データベースが利用できるようにする必要があります

• 認証データベースのマスターパスワードが利用できるようにする必要があります

認証システムをインスタンス化する場合、サーバーは、作成または使用されます：ファイル：QGIS-auth.db‘中：
ファイル：～/ .qgis2 /や ‘QGIS_AUTH_DB_DIR_PATH‘‘環境変数で定義されているディレクトリ。これは、
サーバーのユーザーが、その場合には、サーバーのユーザーは、読み取り/書き込み権限をしており、ウェ
ブアクセス可能なディレクトリ内に存在しないディレクトリを定義するために、環境変数を使用して何の
ホームディレクトリを、持っていないということかもしれません。

サーバーにマスターパスワードを渡すには、サーバー・プロセスのユーザーが読み込み可能なファイルシ
ステム上のパスにファイルの最初の行にそれを書くと ‘‘ QGIS_AUTH_PASSWORD_FILE‘‘環境変数を使用
して定義されました。サーバーのプロセスのユーザーによってのみ読めるようファイルを制限し、ウェブ
アクセス可能なディレクトリ内のファイルを保存しないように確認してください。

ノート: ‘‘ QGIS_AUTH_PASSWORD_FILE‘‘変数がアクセスした直後にサーバー環境から削除されます

16.2.7 SSLサーバーの例外

Figure 16.33: SSLサーバーの例外

あなたは**サーバーからQGISの**認証**セクション**オプション]ダイアログでタブを SSLサーバの設
定および例外を管理することができます。

SSLサーバへの接続時に時々、SSL「握手」や、サーバーの証明書でエラーがあります。あなたはこれらの
エラーを無視するか、例外として SSLサーバー構成を作成することができます。これは、Webブラウザを
使用して、SSLエラーを上書きすることができますどのように似ていますが、より細かく制御しています。

警告: サーバーとクライアントの間で全体の SSLの設定の完全な知識を持っていない限り、SSLのサー
バー構成を作成しないでください。代わりに、サーバ管理者に問題を報告。

ノート: 一部の PKIのセットアップは、SSLサーバ証明書を検証するために使用するチェーンよりも、ク
ライアントのアイデンティティを検証するために完全に異なる CAの信頼チェーンを使用します。このよ
うな状況では、接続するサーバー用に作成された任意の構成は、必ずしもあなたのクライアントのアイデ
ンティティの検証の問題を解決しないだろう、とだけ自分のクライアント IDの発行者またはサーバー管理
者が問題を解決することができます。

signPlus |あなたは、クリックすることにより、SSLサーバの設定を事前に設定することができます| ボタ
ン。SSLエラーが接続時に発生しますが（エラーが一時的に無視されるか、またはデータベースに保存し、
無視することができます）** SSLエラー**ダイアログが表示されたときに代わりに、設定を追加すること
ができます。

SSLの設定がデータベースに保存されると、それは編集したり削除したりすることができます。
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Figure 16.34: 手動で設定を追加
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Figure 16.35: SSLエラー時の設定を追加

Figure 16.36: Existing SSL configuration
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Figure 16.37: 既存の SSL設定を編集します

あなたは、サーバーの接続のために働いていない SSLの設定とインポートダイアログを事前に設定したい
場合は、手動で、次のコード（置き換え ‘‘ HTTPSを実行して、** Pythonコンソールを介した接続**をト
リガすることができます：//バグレポートサーバーの URLと.qt-project.org‘‘）:

from PyQt4.QtNetwork import *
req = QNetworkRequest(QUrl(’https://bugreports.qt-project.org’))
reply = QgsNetworkAccessManager.instance().get(req)

これにより、データベースに設定を保存するかを選択することができます任意のエラーが発生した場合の
SSLエラーダイアログを開きます。

16.3 セキュリティの考慮事項

マスターパスワードが入力されると、APIは、Firefoxがどのように機能するかに似た認証データベースで
認証の configsにアクセスするために開いています。しかし、初期の実装では、PyQGISアクセスに対して
は壁が定義されていません。これは、ユーザーのダウンロードの問題につながる可能性/悪意のある PyQGIS
プラグインまたは認証証明書へのアクセスを獲得するスタンドアロンアプリケーションをインストールし
ます。

機能の最初のリリースのための迅速な解決策は、単に認証システムのための最も PyQGISバインディング
を含めないことです。

Another simple, though not robust, fix is to add a combobox in Settings → Options → Authentication (defaults to
“never”):

"Allow Python access to authentication system"
Choices: [ confirm once per session | always confirm | always allow | never]

このようなオプションの設定は、例えば、認証データベースの Pythonへの非アクセスできる場所に保存し、
マスターパスワードで暗号化する必要があろう。

• 別のオプションは、ユーザーが特に持っているプラグインを追跡することであってもよいです

• 実際に電話をかけるされているプラグインを推測するのが難しいかもしれないが、認証システムへの
アクセスを許可します。
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• おそらく、自分の仮想環境でプラグインを、サンドボックス、許可されている別のプラグインから認
証コンフィグの「クロス・プラグイン」ハッキングを低減するであろう。これは多分にのみ、サード
パーティのプラグインとの間に、同様のクロスプラグインの通信を制限する意味するかもしれません。

• もう一つの良い解決策を吟味プラグインの作者にコード署名証明書を発行することです。そして、ロー
ド時にプラグインの証明書を検証。必要であればユーザーは、直接既存の証明書の管理ダイアログ
を使用してプラグインに関連付けられた証明書を信頼されていないポリシーを設定することができ
ます。

• また、Pythonのよりセンシティブ認証システムのデータへのアクセス

• メインアプリの分野では、マスターパスワードと認証の設定負荷を維持しながら、認証の設定を持っ
ているリソースで動作するようにプラグインを可能にする、許可されていない、と QGISコアウィ
ジェットの使用のみ、または認証システム統合を複製することがない可能性があります。

単に Pythonのと同じように削除するバインディング機能がないため、アクセスを制限することが困難にな
りますけれども、同じセキュリティ上の問題は、C ++のプラグインに適用されます。

16.3.1 制限事項

OpenSSLのに関連した混乱 ‘ライセンスや exporting‘_問題が適用されます。Qtは SSL証明書を使用して
動作するためには、OpenSSLライブラリにアクセスする必要があります。Qtのがコンパイルされたかに応
じて、デフォルトでは（輸出制限を回避するために）実行時に動的に OpenSSLの LIBSにリンクすること
です。

QCAはQCA-OSSL（OpenSSLの）プラグインが実行時にロードされるためQCAにリンクすることは、何
の制限を招きないことにより、同様の戦術を、次の。QCA-OSSLプラグインは、直接の OpenSSL LIBSに
リンクされています。パッケージャは、彼らがプラグインを出荷する場合は、任意の OpenSSLの-リンク
の制約が満たされていることを確認する必要なものだろう。多分。私は本当に知りません。私は弁護士で
はありませんよ。

QCA-ossl‘‘が実行時に見つからない場合、 ‘‘認証システムは安全に自身を無効にします。
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GRASS GISの統合

GRASS統合は、GRASSの GISデータベースと機能へのアクセスをを提供します（文献とWeb参照中の
GRASS-PROJECTを参照）。統合は二つの部分から構成されています：プロバイダとプラグイン。プロバ
イダでは、GRASSラスタとベクタレイヤーを閲覧、管理、視覚化できます。プラグインを使用すると、新
しい GRASS位置と地図セット、変更 GRASS領域を作成するベクトルレイヤを作成および編集、400の以
上の GRASSモジュールで GRASS 2-D及び 3-Dデータを分析できます。このセクションでは、プロバイダ
やプラグイン機能を導入し、管理し、GRASSデータでの作業のいくつかの例をあげます。

プロバイダは GRASSバージョン 6および 7をサポートする、プラグインは、GRASS 6,7（QGIS 2.12から
開始）をサポートしています。QGIS分布はいずれか GRASS 6または GRASS 7、または同時に（バイナリ
は異なるファイル名を有する）で両方のバージョンのプロバイダ/プラグインを含んでいてもよいです。プ
ロバイダ/プラグインのバージョンは 1つだけが実行時にロードすることができます。

17.1 デモデータセット

例として、QGISアラスカデータセットを使用します（サンプルデータセクションを参照）。3つのベクターレ
イヤー及び 1つのラスタ標高地図これは、小さなサンプルGRASS LOCATIONを含みます。grassdata‘と
呼ばれる新しいフォルダを作成し、http://download.osgeo.org/qgis/data/から QGIS「アラス
カ」データセット :file:‘QGIS_sample_data.zipをダウンロードし、ファイルを grassdataに
解凍します。

より多くのサンプル GRASS LOCATIONsは http://grass.osgeo.org/download/sample-data/で GRASSのウェ
ブサイトで入手できます。

17.2 GRASSラスタとベクタレイヤのロード

プロバイダが QGISにロードされている場合、GRASSと場所の項目 アイコンは、GRASSの場所が
含まれている各フォルダの項目でブラウザツリーに追加されます。 grassdataフォルダに移動し、場所
alaskaと地図セット demoを展開します。

レイヤーの項目をダブルクリックするか、地図キャンバスや凡例にドラッグ＆ドロップすることで、どち
らかのブラウザから任意の他のレイヤーと同様 GRASSラスタとベクタレイヤーを読み込みできます。

ちなみに: GRASSデータの読み込み
GRASSの場所の項目が表示されない場合は、に検証ヘルプ - >について - > Providersを GRASSベクトル
プロバイダがロードされている場合。
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17.3 ドラッグ＆ドロップでのGRASS LOCATIONへのデータのインポー
ト

このセクションでは、GRASSのマップセットにラスターおよびベクトルデータをインポートする方法の例
を与えます。

1. QGISのブラウザで、データをインポートしたいマップセットに移動します。

2. QGISのブラウザで、GRASSにインポートするレイヤーを見つけ、ブラウザの別のインスタンス開
くことができることに注意してください（ ブラウザパネル（2））ソースデータが離れすぎて、ツ
リー内のマップセットからある場合。

3. レイヤーをドラッグし、ターゲット地図セットにドロップします。インポートは、大きなレイヤーの
ためのいくつかの時間がかかることがありますが、アニメーションアイコンが表示されます|インポー
ト|新たなレイヤーの項目の前にインポートが完了するまで。

Approximate（高速）または Exact（正確な）変換ラスタデータが異なる CRSにある場合、それらを使用
して再投影できます。ソースラスタへのリンクが作成された場合（r.external使用して）、ソース・データは
同じ CRSにあり、フォーマットが GDALにはよく知られている、ソース・データ・CRSが使用されます。
GRASSオプションの Browserタブでこれらのオプションを設定できます。

ソースラスタは、より多くのバンドを持っている場合は、新しいGRASSマップはと各レイヤのために作成

されます。 .<band number>接尾辞としてすべてのマップのグループ アイコンが作成されます。
外部ラスタが別のアイコンを持っています。

17.4 QGISブラウザでGRASSデータを管理します

• 地図をコピーする：GRASSマップは、ドラッグアンドドロップを使用して、同じ場所内マップセッ
ト間でコピーできます。

• 地図を削除する：GRASSマップ上で右クリックしてコンテキストメニューから削除を選択します。

• 地図の名前を変更：GRASS地図上で右クリックしてコンテキストメニューから Renameを選択します。

17.5 GRASSオプション

GRASSオプションは GRASS Optionsダイアログ中で設定できます。このダイアログはブラウザで場所ま
たは地図セットの項目を右クリックした後、 GRASS Optionsを選択すると開きます。

17.6 GRASSプラグインの起動

QGISでGRASSの機能を使用するには、プラグインマネージャーを使用してGRASSプラグインを選択し、

ロードする必要があります。これを行うには、プラグイン - > プラグインの管理とインストール... メ

ニューに移動し、 GRASSを選択して [OK]をクリックします。

GRASSプラグインを起動すると、以下の主な機能は、ツールバーメニューで提供されています。

• Open Mapset

• New Mapset

• Close Mapset

• GRASS Tools を開く
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• Display Current GRASS Region

• GRASS Options

17.7 GRASS地図セットを開く

GRASSの地図セットは（地図セットが何も開かれていない場合はツールが無効になっている）のプラグイ
ンで GRASSツールへのアクセスを取得するために開く必要があります。地図セットはブラウザから開く
ことができます：地図セットの項目を右クリックして、地図セットを開くをコンテキストメニューから選
択します。

17.8 GRASS LOCATIONとMAPSET

GRASS データは GISDBASE と称するディレクトリに格納されています。このディレクトリはしばしば
grassdata と呼ばれますが、QGISで GRASSプラグインで作業を開始する前に作成する必要がありま
す。このディレクトリ内では、GRASSの GISデータは LOCATIONsと呼ばれるサブディレクトリに保存
されたプロジェクトによって整理されています。各 LOCATION は、その座標系、地図投影と地理的境界
によって定義されます。各 LOCATIONはいくつかを持つことができます MAPSETs（ LOCATIONのサブ
ディレクトリ）さまざまなトピックまたはサブ領域にプロジェクトを細分化するために使用されている、
または個々のチームメンバーのためのワークスペースとして（Neteler ＆ Mitasova 2008年 文献と Web参
照参照）。 LOCATION GRASSモジュールとベクトルとラスターレイヤーを分析するためには、一般的に
GRASSにインポートする必要があります。（これは厳密には正しくない - GRASSモジュール r.external
と v.externalで、それらをインポートせずに外部の GDAL / OGR-サポートのデータセットへの読み取
り専用リンクを作成できます。初心者が GRASSを操作するための通常の方法ではないので、この機能は、
ここで説明されることはありません。）

Figure 17.1: alaska LOCATIONの GRASSデータ

17.9 GRASS LOCATIONへデータをインポート

データを簡単にブラウザにドラッグ＆ドロップしてインポートできる方法を見つけるために、ドラッグ＆ド
ロップでの GRASS LOCATIONへのデータのインポートセクションを参照してください。

伝統的な方法で QGIS「アラスカのデータセットによって提供さ :file:LOCATION 、標準 GRASSモジュー
ルを使用してこのセクションでは、「アラスカ GRASSに、ラスタとベクタデータをインポートする方法の
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例を示します。 landcover.imgとベクトル GMLファイル lakes.gml QGIS「アラスカのデータセッ
トから（サンプルデータを参照）したがって土地被覆ラスタマップを使用します。

1. QGISを起動し、GRASSプラグインがロードされていることを確認します。

2. GRASSツールバーで、 MAPSET を開くアイコンをクリックして、MAPSET ウィザードを起動します。

3. GRASS データベースとして選択したフォルダ QGIS アラスカデータセットで grassdata、など
LOCATION ‘アラスカ’、など MAPSET ‘デモ’ [OK]をクリック。

4. 今 : sup:GRASSの toolsを開くアイコンをクリックしてください。GRASSツールボックスダイア
ログが表示されます（セクション GRASSツールボックスを参照）。

5. ラスタマップ landcover.img をインポートする場合 Modules Tree タブの r.in.gdal モジュー
ルをクリックして下さい. この GRASSモジュールは GDALがサポートしているファイルを GRASS
LOCATIONにインポートします. r.in.gdalモジュールダイアログが表示されます.

6. QGIS「アラスカ」データセット内の rasterフォルダを参照して、ファイル landcover.imgを
選択します。

7. ラスタの出力名称として landcover_grass を指定して [Run] をクリックして下さい. Output
タブには実行している GRASS コマンド r.in.gdal -o input=/path/to/landcover.img
output=landcover_grassが表示されます.

8. 正常に終了と言われたとき、 [表示出力]をクリックしてください。 landcover_grassラスタレ
イヤは現在、GRASSにインポートされ、QGISキャンバスに可視化されます。

9. ベクトル GML ファイル lakes.gml をインポートするには モジュール Tree タブのモジュール
v.in.ogr をクリックします。 LOCATION をこの GRASS モジュールを使用すると、GRASS に
OGR-サポートベクトルファイルをインポートできます。 v.in.ogrのモジュールダイアログが表示
されます。

10. QGIS「アラスカ」データセット内の gmlフォルダを参照し、OGRファイルとして :file:‘ lakes.gml‘
ファイルを選択します。

11. ベクトル出力名として、 lakes_grassを定義し、 [実行]ファイル名を指定してをクリックしてく
ださい。この例では、他のオプションを気にする必要はありません。Outputタブには、現在実行中の
GRASSコマンド v.in.ogr -o dsn=/path/to/lakes.gml output=lakes\_grassが見え
ます。

12. それは正常に終了したと言うときは、 ** [出力表示]**をクリックしてください。 lakes_grass
ベクトルレイヤーは現在、GRASSにインポートされ、QGISキャンバスに可視化されます。

17.9.1 新しいGRASS LOCATIONの作成

例として、これはサンプルの GRASS LOCATIONの alaska、単位としてフィートを使用して、アルバー
ス等積投影に投影され、です。このサンプル GRASS LOCATIONの alaskaは、以下の GRASS関連のセ
クションのすべての例と演習のために使用されます。（サンプルデータを参照）、コンピュータ上のデータ
セットをダウンロードしてインストールするのに便利です。

1. QGISを起動し、GRASSプラグインがロードされていることを確認します。

2. 可視化 alaska.shp‘シェープファイル（セクション :ref:‘vector_loading_file参照）を
QGISアラスカデータセットからの（サンプルデータ参照）。

3. In the GRASS toolbar, click on the New mapset icon to bring up the MAPSET wizard.

4. 既存の GRASSデータベース (GISDBASE)フォルダ grassdataを選択するかあなたのコンピュー
タのファイルマネージャを使って新しい LOCATIONを作成して下さい. それから [Next]をクリック
して下さい.

5. こ の ウィザ ー ド を 使 用 し て 、新 し い を 作 成 す る に は 、LOCATION‘（ セ ク ション
:ref:‘sec_add_mapset を参照）にするか、新しい作成する完全に LOCATION‘を既存の
内MAPSET‘できます。 新しい locationを作成を選択します（ figure_grass_location_2を参照）。f
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6. Enter a name for the LOCATION – we used ‘alaska’ – and click [Next].

7. 投影リストを有効にするラジオボタン Projectionをクリックして投影を定義します。

8. 私たちはアルバース等積アラスカ（フィート）投影を使用しています。それは EPSGの ID 2964に
よって表されていることを知ることが起こるので、検索ボックスに入力します。（注意：別のために、
このプロセスを繰り返したい場合は、次の LOCATION と投影と EPSG IDを記憶していないが、上

のクリック :sup:右下隅にある CRS Statusアイコン）ステータスバーの（投影法の利用方法セク
ションを参照）。

9. In Filter, insert 2964 to select the projection.

10. [次へ]をクリックして下さい.

11. 南北、東西方向に LOCATION 境界デフォルトの領域を画定するために、入力する必要があります。
GRASSのデフォルト領域の範囲として alaska.shpここでは単に [現在の QGISの範囲を設定す
る]ロードされたレイヤーの範囲を適用するには、ボタンをクリックしてください。

12. [次へ]をクリックして下さい.

13. （ LOCATION新しいを作成するときに、これが必要です） LOCATION私たちの新しい内の MAPSET
また、定義する必要があります。それには好き名前を付けられます -ここでは「デモ」を使用しまし
た。GRASSは PERMANENTと呼ばれる特別な MAPSETを自動的に作成します。それにはプロジェク
トのコアデータ、そのデフォルトの空間的範囲および座標系定義を格納するように設計されています
（文献とWeb参照中の Neteler＆Mitasova 2008を参照）。

14. 確認してくださいそれが正しいだ作ると概要をチェックして [完了]をクリックしてください。

15. 新しい LOCATION ‘alaska’と２つの MAPSETs ‘demo’と ‘PERMANENT’が作られました. 現在オー
プンされているワーキングセットはあなたが定義した ‘demo’です.

16. GRASSツールバーのそれまでは利用できなかったいくつかのツールが利用可能になっています.

Figure 17.2: Creating a new GRASS LOCATION or a new MAPSET in QGIS

LOCATIONそれはステップの多くのように思えたならば、それは本当にすべてが悪いと作成するための非
常に簡単な方法はありません。 LOCATION ‘アラスカ’は、データのインポートのための準備ができました
（ GRASS LOCATIONへデータをインポートセクションを参照）。QGIS「アラスカ」データセットサンプ
ルデータに含まれるサンプルの GRASS LOCATION ‘alaska’中の既存のベクトルとラスターデータも使用
できます、そしてセクションに移動します :ref:‘ label_vectmodel‘。

17.9.2 新しいMAPSETの追加

MAPSET彼または彼女が作成したユーザーは GRASSへの書き込みアクセス権を持ちます。これは、あな
た自身の MAPSETsへのアクセス以外にも他のユーザーの MAPSET中の地図を読める（そして彼らはあな
たのを読むことができる）ことを意味しますが、あなた自身の MAPSET中の地図だけを変更したり削除で
きます。

すべての MAPSETsには WINDファイルが含まれ,そこには現在の領域の座標値と選択されているラスタの
解像度が格納されています (Neteler & Mitasova 2008文献とWeb参照,セクション GRASS領域ツール参照).
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1. QGISを起動し、GRASSプラグインがロードされていることを確認します。

2. In the GRASS toolbar, click on the New mapset icon to bring up the MAPSET wizard.

3. さらに MAPSET　の ‘test’をするため LOCATION ‘alaska’の GRASSデータベース (GISDBASE)フォ
ルダ grassdataを選択して下さい.

4. [次へ]をクリックして下さい.

5. このウィザード使用して、既存の LOCATION内に新しい MAPSETを作成、または完全に新しい :file:‘
LOCATION‘に作成できます。ラジオボタン 場所を選択をクリックして（ figure_grass_location_2
を参照）、 [次へ]をクリックします。

6. 新しい MAPSETのための名前 textを入力します。 MAPSETsと対応する所有者ウィザードの下に、
既存のリストが見えます。

7. [次へ]をクリックして、それはすべて正しいです確認するために、要約をチェックアウトし、 [完了]
をクリックしてください。

17.10 GRASSベクターデータモデル

デジタル化に先立って GRASSベクトルデータモデル を理解することが重要です。一般的には、GRASS
は、トポロジカルベクトルモデルを使用しています。これは、領域が閉じられた多角形としてではなく、一
つ以上の境界線で表現されることを意味します。二つの隣接する領域間の境界は一度だけデジタル化され、
それは、両方の領域によって共有されています。境界は隙間なく接続され閉じている必要があります。領
域は、領域の重心によって同定（および標識）されます。

境界と重心のほか、ベクトル地図はまた、点と線を含めることができます。これらのすべての幾何学要素
は、一つのベクトルで混合することができる一の GRASSベクトルマップ内の異なるいわゆる「レイヤー」
で表されます。だから GRASSにおいては、レイヤーはベクトルまたはラスタマップが、ベクトルレイヤー
の内部レベルではありません。これは慎重に区別することが重要です。（これはジオメトリ要素を混合する
ことは可能であるが、それは異常であるともGRASSにのみこのようなベクトルネットワーク解析などの特
別な場合に使用される。通常は、異なるレイヤーに異なるジオメトリ要素を格納することを好むべきです。）

1つのベクトルデータセット内のいくつかの「レイヤー」を格納できます。例えば、フィールド、森林、湖
は、一つのベクトルに格納できます。隣接する森と湖には同じ境界を共有できますが、それらは別々の属
性テーブルを持っています。境界に属性を付けることも可能です。例では、湖と森との境界が道路である
場合がありますので、異なる属性テーブルを持つことができます。

フィーチャの「レイヤー」GRASS内部「レイヤー」によって定義されます。「レイヤー」は（ジオメトリ
が森や湖であれば、例えば）データセット内の複数のレイヤーがある場合に定義する数値です。今のとこ
ろ、それは数にだけできます。将来的には、GRASSは、ユーザインターフェース内のフィールドとして名
前をサポートします。

属性は GRASS LOCATION 内部に dBase、SQLite3として、または外部データベーステーブル 、例えば、
PostgreSQL、MySQL、Oracleなどに格納できます。

データベーステーブルの属性とリンクされたジオメトリエレメントを ‘カテゴリ’値として使ってます.

「カテゴリー」（キー ID）がジオメトリプリミティブに取り付けられた整数であり、そしてそれは、デー
タベーステーブル内の 1つのキー列へのリンクとして使用されます。

ちなみに: GRASSベクターモデルについて調べる
GRASSベクタモデルとその機能について学習する最良の方法はベクタモデルについてさらに深く記述され
ている GRASSチュートリアルをダウンロードすることです. http://grass.osgeo.org/documentation/manuals/
に様々な言語での本やチュートリアルが記述されています.
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17.11 新しいGRASSベクターレイヤーの作成

新しい GRASSベクタレイヤーを作成するには、ブラウザでマップセットコンテキストメニューから次の
項目のいずれかを選択します。

• 新しいポイントレイヤー

• ニューラインレイヤー

• 新規ポリゴンレイヤ

そして、ダイアログに名前を入力します。新しいベクトル地図が作成され、レイヤーは、キャンバスや編
集開始に追加されます。レイヤーの種類を選択すると、ベクトル地図にデジタル化できジオメトリタイプ
を制限するものではありません。GRASSでは、1つのベクトル地図のジオメトリタイプ（点、線、多角形）
のすべての種類を整理することが可能です。タイプは QGISは特定のタイプを持っているレイヤーを必要
とするので、キャンバスにレイヤーを追加するために使用されます。

既存のベクトル地図のコンテキストメニューから、上記項目のいずれかを選択し、既存のベクトル地図に
レイヤーを追加することも可能です。

GRASSでは、GRASSはトポロジカルベクトルモデルを使用していますので、新しい GRASSベクトルを
作成するときにジオメトリタイプを選択する必要はありませんので、1レイヤーでジオメトリタイプのすべ
ての種類（ポイント、ラインおよびエリア）を整理することが可能です。シェープファイルは、（新しいベ
クタレイヤの作成の項を参照）シンプル地物ベクトルモデルを使用するので、これは、QGISでのシェー
プファイルの作成と異なっています。

17.12 GRASSベクタレイヤのデジタイジングと編集

GRASSベクトルレイヤーは、ツールをデジタル化し、標準 QGISを使用してデジタル化できます。しかし
以下のためにいくつかの特殊性はがあり、これらは知っておくべきでしょう：

• GRASS topological model versus QGIS simple feature

• complexity of GRASS model

– 単一の地図で複数のレイヤー

– 単一地図内の複数のジオメトリタイプ

– 複数のレイヤーからの複数の機能により、ジオメトリを共有します

The particularities are discussed in the following sections.

保存、やり直し、元に戻す、変更を破棄

警告: 編集中に行われたすべての変更は、すぐにベクトルマップおよび関連属性テーブルに書き込まれ
ます。

変更は、各操作の後に書かれている、取り消し/やり直しや編集を閉じるときにすべての変更を破棄しない
ために、しかし可能です。取り消しまたは変更を破棄が使用される場合、元の状態がベクトル地図と属性
テーブルに再び書き込まれます。

この動作のための 2つの主な理由があります：

• これは、ユーザーは自分がしていることがやりたいことであるという信念から来る GRASSベクト
ルの性質であると作業が突然中断されたときには、データが保存されている方が良いです（例えば、
停電）

• 位相幾何学的データの効果的な編集のための必要性がトポロジー的正しさについての情報を可視化す
る変更が地図に書き込まれている場合、そのような情報は、GRASSベクター地図から取得できます。

ツールバー

17.11. 新しい GRASSベクターレイヤーの作成 251



QGIS User Guide,リリース 2.14

GRASSレイヤーが編集されたときに「デジタル化ツールバーは、」いくつかの特定のツールがあります。
アイコン ツール 目的

新しい点 新しい点をデジタイズ

新しいライン 新しいラインをデジタイズ

新しい境界 新しい境界をデジタル化

セントロイドの新規作成 新しいセントロイドをデジタイズ (ラベルのあるエリア)

新閉じた境界 新しい閉じた境界をデジタル化

表 GRASSデジタイジング 1: GRASSデジタイジングツール

ちなみに: GRASSポリゴンをデジタイズ
GRASSでポリゴンを作成する場合は、最初にのポリゴンの境界をデジタル化します。その後、閉じた境界
に重心（ラベルポイント）を追加します。この理由は、トポロジカルベクトルモデルはポリゴンの属性情
報を、境界に対してではなく、常に重心に対してリンクしていることです。

カテゴリー

カテゴリー、しばしば catと呼ばれる、は IDの一種です。名前は GRASSベクトルのみが単独で「カテゴ
リ」属性持っていた時代から来ています。カテゴリーは、ジオメトリと属性の間のリンクとして使用され
ています。単一の幾何学的形状は、複数のカテゴリを有し、したがって異なるレイヤーに複数の地物を表
すことができます。現在は QGIS編集ツールを使用してレイヤーごとに 1つだけのカテゴリを割り当てる
ことが可能です。新機能は、自動的に境界線を除いて、新しいユニークなカテゴリが割り当てられていま
す。境界は、通常は、異なるレイヤーで、たとえば、後で境界の属性を定義することが可能である、領域
を形成し、リニアな特徴を表すものではありません。

新しいカテゴリーは、常に現在編集中のレイヤーにのみ作成されます。

QGIS編集を使用してジオメトリに複数のカテゴリを割り当てることができません、そのようなデータは複
数の地物つぃて適切に表され、個々の地物は、異なるレイヤーからであっても、削除できる。

Attributes

現在編集レイヤーの属性のみを変更できます。ベクトル地図はより多くのレイヤーが含まれている場合は、
他のレイヤーの地物は「<not editable (layer #)>」に設定されているすべての属性を持っています「そのよ
うな属性が編集できないことを警告します。その理由は、他のレイヤーを有し、通常 QGISのみレイヤー
あたりのフィールドのいずれかが固定セットをサポートしながら、フィールドの異なるセットを有するこ
とができること、です。

原始的なジオメトリはカテゴリが割り当てられていない場合は、新しいユニークなカテゴリが自動的に割
り当てられ、そのジオメトリの属性が変更されたとき、属性テーブルに新しいレコードが作成されます。

ちなみに: （フィールド演算）「フィールド電卓」を使用して、たとえば、テーブル内の属性の一括更新
を行いたい場合は、（通常は境界）を更新したくないカテゴリのない機能がありますが、「詳細 Filter」 cat
は NULLでないを設定することによりフィルタで除外できます、。

編集スタイル

トポロジカルシンボルは、位相幾何学的データの効果的な編集のために不可欠です。開始を編集する場合
は、専門の「GRASS編集」レンダラをレイヤーに自動的に設定され、編集が閉じているときに、元のレン
ダラが復元されます。スタイルは、レイヤーのプロパティ「スタイル」タブでカスタマイズできます。スタ
イルもプロジェクトファイルまたは任意の他のスタイルとして個別のファイルに保存できます。スタイル
をカスタマイズする場合編集が再び開始されたスタイルをリセットするために使用されているので、その
名前を変更しないでください。

ちなみに: レイヤーが編集されたときに、プロジェクトファイルを保存しないでください、レイヤーは「編
集スタイル」で格納されますが、レイヤーが編集されていない場合には意味がありません。
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スタイルは一時的にフィールド「topo_symbol」としてテーブルを属性に追加されたトポロジ情報に基づい
ています。編集が閉じられたときにフィールドが自動的に削除されます。

ちなみに: 属性テーブルから「topo_symbol」フィールドを削除しないでください、レンダラーがその列に
基づいているため、地物が見えなくなるでしょう。

スナップ

エリアを形成するためには、接続された境界の頂点は 正確 に同じ座標を持っている必要があります。こ
れは、キャンバスとベクトル地図は同じ CRSを持っている場合にのみ、スナップツールを使用して達成で
きます。そうでない場合は、地図から起因変換は座標、キャンバス及び背面に座標により表現誤差および
CRS変換にわずかに異なってくることができます。

ちなみに: 編集するときはキャンバスについてもレイヤーの CRSを使用してください。

Limitations

同時に同じベクター内の複数のレイヤーを同時編集することはサポートされていません。これは、単一の
データソースのスタックを元に戻す主に複数の処理が不可能であることに起因します。

LinuxおよびMac OSX上では GRASSレイヤーを一度に一つだけ編集できます。これは、ランダム
な順序でデータベースドライバを閉じられないという GRASSのバグによるものです。これは、GRASSの
開発者によって解決されています。

ちなみに: GRASS編集権限
編集を行いたい場合あなたは GRASS MAPSETのオーナーにならなければいけません. あなたが所有する以
外の MAPSETに属するレイヤはファイルに書き込み権限を持っていても編集できません.

17.13 GRASS領域ツール

GRASSの領域定義（空間的な作業ウィンドウを設定）は、ラスタレイヤを操作するために重要です。ベク
トル解析は、任意の定義された領域の定義に限定されるものではなく、デフォルトです。しかし、すべての
新しく作成されたラスタは、元の拡張および解像度にかかわらず、現在定義されてGRASS領域の空間的な
拡張と解像度を持つことになります。現在のGRASS領域に格納されている $LOCATION/$MAPSET/WIND
ファイルを、それが列と行、水平方向および垂直方向の空間分解能の南、北、東と西の境界、数を定義し
ます。

使用してスイッチを入れると QGIS キャンバスで GRASS 領域の可視化をオフすることが可能です
現在の GRASS の region ボタンを表示します。

領域は「GRASS通行料」ドックウィジェットの「地域」タブで変更できます。新しい領域境界と解像度を入
力し、クリックして [適用]。 [キャンバスにドラッグして範囲を選択]をクリックすると、長方形をドラッ
グ QGISキャンバス上のマウスを使って対話的に新しい領域を選択できます。

GRASSモジュール g.regionはラスタ解析のための適切な領域の広がりと解像度を定義するための多く
のパラメータを提供します。 GRASSツールボックスセクションで説明した、GRASSツールボックスでこ
れらのパラメータを使用できます。

17.14 GRASSツールボックス

The Open GRASS Tools box provides GRASS module functionalities to work with data inside a selected GRASS
LOCATION and MAPSET. To use the GRASS Toolbox you need to open a LOCATION and MAPSET that you
have write permission for (usually granted, if you created the MAPSET). This is necessary, because new raster or
vector layers created during analysis need to be written to the currently selected LOCATION and MAPSET.
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Figure 17.3: GRASSツールボックスおよびモジュールツリー

17.14.1 GRASSモジュールを使用します

The GRASS shell inside the GRASS Toolbox provides access to almost all (more than 300) GRASS modules in
a command line interface. To offer a more user-friendly working environment, about 200 of the available GRASS
modules and functionalities are also provided by graphical dialogs within the GRASS plugin Toolbox.

QGISのバージョン 2.14では、グラフィカルツールボックスで利用できる GRASSモジュールの完全なリ
スト http://grass.osgeo.org/wiki/GRASS-QGIS_relevant_module_listで GRASSの wikiで利用可能です。

GRASSツールボックスの内容をカスタマイズできます. この機能はセクション GRASSツールボックスの
カスタマイズに記述されています.

モジュール Treeまたは検索可能モジュール Listタブ figure_grass_toolbox_1_に示すように、テーマ別にグ
ループ化を使用して、適切な GRASSモジュールを探すことができます。

Options、OutputとManualグラフィカルモジュールアイコンをクリックすると、新しいタブが 3つの新し
いサブタブを提供し、ツールボックス]ダイアログボックスに追加されます。

オプション

Options ]タブでは、通常、QGISキャンバスに可視化されたラスタまたはベクタレイヤーを選択し、モジュー
ルを実行するために、さらにモジュール固有のパラメータを入力でき、簡略化モジュールダイアログを提
供します。

提供モジュールパラメータは、多くの場合、ダイアログシンプルに保つために完全ではありません。さらに
モジュールパラメータとフラグを使用する場合は、GRASSのシェルを起動し、コマンドラインでモジュー
ルを実行する必要があります。

QGIS 1.8以降の新機能は、次のサポートです Optionsタブで単純化されたモジュール]ダイアログ以下の
高度なOptionsを表示ボタン。使用例として v.in.asciiが、それはおそらくよりの一部またはQGISの
将来のバージョンで GRASSツールボックス内のすべてのモジュールになります。現時点では、それが唯一
のモジュールに追加されます。これは GRASSのシェルに切り替える必要がなく、完全な GRASSモジュー
ルオプションを使用できます。

出力

Outputタブは、モジュールの出力状態に関する情報を提供します。Outputタブと分析プロセスについての
情報を参照してください、 [ファイル名を指定して実行]ボタンにモジュールスイッチをクリックすると。
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Figure 17.4: GRASSツールボックスモジュールのオプション

Figure 17.5: GRASSツールボックスモジュール出力
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すべてがうまく機能すれば、最終的に成功しました終了メッセージが表示されます。

マニュアル

Figure 17.6: GRASS Toolbox Module Manual

Manualタブが GRASSモジュールの HTMLヘルプページを示しています。さらにモジュールパラメータ
とフラグをチェックしたり、モジュールの目的についてのより深い知識を得るためにそれを使用できます。
メインヘルプ index、テーマ別 indexと全 index各モジュールのマニュアルページの最後に、へのさ
らなるリンクを参照してください。 g.manualこれらのリンクは、モジュールと同じ情報を提供します。

ちなみに: 結果をすぐ表示
もし計算結果をすぐにマップキャンバスに表示したい場合モジュールタブの一番下にある ‘View Output’ボ
タンを利用できます.

17.14.2 GRASSモジュールの例

以下の例はいくつかの GRASSモジュールの力をデモンストレートします.

等高線の作成

最初の例では、標高ラスタ（DEM）からベクトル等高線地図を作成します。セクション GRASS LOCATION
へデータをインポートで説明したように、ここでアラスカ LOCATION設定を持っていることを想定して
います。

• まず、 mapset を開く ボタンクリックしてアラスカの場所を選択することで場所を開きます。
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• ここで GRASS ツールを開く ボタンでツールボックスを開きます。

• ツールカテゴリのリストで、ラスター - >サーフェス管理 - >ベクトル輪郭 linesを生成をダブルク
リックします。

• 今ツール r.contour をシングルクリックすると、上述したように、[ツール] ダイアログが開きます
（ GRASSモジュールを使用しますを参照）。

• 入力ラスタ地図の名前に gtopo30を入力します。

• インクリメント輪郭 levels間に 値 100を入力します（これは、100メートルの間隔で等高線
を作成します。）

• Type into the Name for output vector map the name ctour_100.

• プロセスを開始する [ファイル名を指定して実行] をクリックしてください。メッセージは に成功
finished出力ウィンドウに表示されるまでしばらく待ちます。その後 [表示出力]と [閉じる]をク
リックしてください。

これは大規模な領域であるので、それが表示されるまでに数分かかるでしょう。ベクタープロパティダイ
アログそれはレンダリングを完了したら、輪郭がのように、標高ラスタの上に明確に表示されるように線
の色を変更するにはレイヤのプロパティウィンドウを開くことができます。

次に、アラスカ州の中心部にある小さな、山岳地帯にズームイン。近くにズームすると輪郭が鋭い角を持っ
ていることがわかります。GRASSではそれらの全体の形状を維持しながら、少しベクトルマップを変更す
る v.generalizeツールを提供しています。このツールは、異なる目的を持ついくつかの異なるアルゴリズム
を使用しています。アルゴリズムの一部（すなわち、ダグラス・ペウカーおよび頂点削減）は、頂点の一
部を除去することにより、ラインを簡素化します。得られたベクターは、より速くロードされます。非常
に詳細なベクトルを持っている場合、このプロセスは便利ですが、非常に小さい縮尺の地図を作成してい
るので、詳細は不要です。

ちなみに: シンプル化ツール
ちょうど GRASS v.generalizeダグラス・Peukerアルゴリズムのように動作しますツール - >ジオメトリを
簡素化 QGIS fToolsプラグインがあることに注意してください。

しかし、この例の目的は異なっています。r.contourによって作成された等高線には鋭い角があって滑ら
かにする必要があります。 v.generalizeアルゴリズムの中で、Chaikenがあり、ちょうどそれをします（エ
ルミートスプラインも）。これらのアルゴリズムはそれがさらに緩やかにロードさせ、ベクトルに追加の頂
点を追加できることに注意してください。

• GRASSツールボックスを開き、カテゴリをダブルクリックしてくださいベクトルを - >マップを開
発 - > Generalizationは、そのオプションウィンドウを開くために v.generalizeモジュールをクリック
してください。

• 入力 vectorの名前として「ctour_100」ベクトルが表示されていることを確認してください。

• アルゴリズムのリストから、Chaikenのを選択してください。他のすべてのオプションをデフォルトの
ままにして、最後の行までスクロールし、フィールド出力ベクトルmapの名前に「ctour_100_smooth」
と入力し、 [実行]をクリックします。

• このプロセスはいくらか時間がかかります。成功終了と出力ウィンドウに表示されたら、 [表示出力
]を、そしてその後 [閉じる]をクリックします。

• ラスタ背景に明確に表示するために、元の等高線と対比するためのベクターの色を変更してもよいで
す。元の全体的な形状に忠実に滞在しながら、新たな等高線は元々のものより角がなめらかであるこ
とがわかります。

ちなみに: その他に r.contourも使えます
上記の手順は、他の同等の状況で使用できます。降水量データのラスター地図を持っている場合は、例え
ば、同じ方法が isohyetal（一定の降雨量）ラインのベクトルマップを作成するために使用されます。
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Figure 17.7: ベクターマップを平滑化する GRASSモジュール v.generalize

陰影 3D効果の作成

いくつかの方法は、標高レイヤを表示し、地図に 3-D効果を与えるために使用されます。上記のような等
高線の使用は、多くの場合、地形図を生成するために選択される 1つの一般的な方法です。3-D効果を表示
するための別の方法は、陰影起伏によるものです。陰影起伏効果は最初、空での太陽の位置をシミュレー
トし、各セルに反射率値を与え、その後、各セルの傾きと傾斜方向を計算することにより、DEM（標高）
ラスタから作成されます。したがって、太陽に面した斜面が点灯取得します。（影で）太陽から離れて面す
る斜面を暗くしています。

• gtopo30標高ラスタをロードすることによって、この例を始めます。GRASSツールボックスを起
動し、ラスターカテゴリの下、ダブルクリックして開きます空間分析 - >地形 analysis。

• それからモジュールをオープンするために r.shaded.reliefをクリックして下さい.

• 方位 angle 270から 315に変更します。

• 新しいヒルシェードラスタとして gtopo30_shadeと入力して [Run]をクリックして下さい.

• プロセスが完了するとヒルシェードラスタが地図に追加されます.これはグレイスケールで表示され
ます.

• hillshadingと gtopo30の陰影起伏と色の両方を一緒に表示するには、目次中の gtopo30地図下に
陰影起伏図を移動し、次に gtopo30の Propertiesウィンドウを開き、 Transparencyタブに切り替えて
約 25％の透明度レベルを設定 ‘します。

これで、グレースケール陰影起伏地図上記の表示される設定のカラー地図と透明性を持つ gtopo30上昇
を持っている必要があります、hillshadingの視覚効果を参照してください。 ‘‘ gtopo30_shade‘‘地図をオフ
にするために、再びオンにします。

GRASS shellの使用

QGISで GRASSプラグインは、GRASSに新しく、すべてのモジュールとオプションに慣れていないユー
ザーのために設計されています。そのため、ツールボックス内のいくつかのモジュールが利用できるすべ
てのオプションを示していない、といくつかのモジュールは、まったく表示されません。GRASSのシェル
（またはコンソール）は、最も簡単なデフォルトパラメータをツールボックスにあるモジュールにツール
ボックスのツリーで、また、いくつかの追加オプションには表示されません。これらの追加の GRASSモ
ジュールへのアクセスをユーザに提供します。この例では、上記示した** r.shaded.relief **モジュールで追
加のオプションの使用方法を示します。

モジュール r.shaded.reliefは、陰影起伏効果がより顕著になるように XYに対する標高値は、座標単位乗
算パラメータ zmultをとることができます。

• GRASSツールボックスを起動して、GRASSのシェルをクリックし、その後、上記のように gtopo30
標高ラスタをロードします。シェルウィンドウで、コマンド r.shaded.relief map=gtopo30
shade=gtopo30_shade2 azimuth=315 zmult=3を入力し、 [入力]を押します。
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Figure 17.8: GRASSシェル、r.shaded.reliefモジュール
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• プロセスが終了した後、にシフト Browse タブと QGIS でそれを表示するために新しい
gtopo30_shade2ラスタをダブルクリックします。

• 以上説明したように、その後、着色 gtopo30 レイヤーの透明性を確認し、コンテンツのテーブル
で gtopo30ラスタ以下陰影起伏ラスタを移動させます。3-D効果がより強く最初の日陰のレリーフ
マップと比べて際立っていることがわかります。

Figure 17.9: GRASSモジュール r.shaded.reliefで作成した陰影を表示します

ベクターマップによるラスター統計

次の例は GRASSモジュールがラスタデータを集計してベクタマップのそれぞれのポリゴンのカラムに統
計値を追加するものです.

• 再び Alaskaデータを使います, GRASS LOCATIONへデータをインポートを参照して shapefiles
ディレクトリから shapefile treesを GRASSにインポートして下さい.

• 今、中間のステップが必要です。重心がそれを（境界線と重心の両方を含む）完全な GRASS面積ベ
クトルを作るために、インポート樹木マップに追加する必要があります。

• ツールボックスで Vector → Manage features,を選択して v.centroidsモジュールを開いて下さい.

• Enter as the output vector map ‘forest_areas’ and run the module.

• さて、forest_areasベクトルをロードし、森林のタイプを表示 -落葉、常緑、混合 -異なる色で：
レイヤーには Propertiesウィンドウ、Symbologyタブから選ぶレジェンド typeが 「ユニーク
な値」と設定分類 fieldに「VEGDESC」。（ベクトルセクションのスタイルメニュー中の記号のタブ
の説明を参照してください。）

• 次に GRASSツールボックスを再オープンして Vector → Vector updateを他の地図で開いて下さい.

• v.rast.statsモジュールをクリックして. gtopo30,と forest_areasと入力して下さい.

• 一つだけ追加のパラメータが必要です：列 prefix elevを入力し、 [ファイル名を指定して実行]をク
リックします。これは計算が重い操作で、長い時間（おそらく 2時間まで）かかって実行されます。

• 最後に、 forest_areas属性テーブルを開き、いくつかの新しい列が各フォレストのポリゴンのた
めに、 elev_min、 elev_max、 elev_meanなどを含め、追加されていることを確認してくだ
さい。

17.14.3 GRASSツールボックスのカスタマイズ

ほぼすべての GRASSモジュールは、GRASSツールボックスに追加できます。XMLインタフェースは、
ツールボックス内のモジュールの外観とパラメータを設定する非常に単純な XMLファイルを解析するた
めに提供されます。
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モジュール ‘‘ v.buffer‘‘（v.buffer.qgm）を生成するためのサンプル XMLファイルは次のようになります。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE qgisgrassmodule SYSTEM "http://mrcc.com/qgisgrassmodule.dtd">

<qgisgrassmodule label="Vector buffer" module="v.buffer">
<option key="input" typeoption="type" layeroption="layer" />
<option key="buffer"/>
<option key="output" />

</qgisgrassmodule>

モジュールを選択すると、この定義はパーサに読み取られ、ツールボックス内に新しいタブが作成されま
す。新しいモジュールを追加する、モジュールのグループを変更する、などのためのより詳細な説明は、
http://hub.qgis.org/projects/quantum-gis/wiki/Adding_New_Tools_to_the_GRASS_Toolboxで QGISの wiki上
で見つけることができます。
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Chapter 18

QGISプロセッシングフレームワーク

18.1 はじめに

この章では、QGIS処理フレームワーク、空間分析作業の生産的かつ実現しやすくする、QGISからネイティ
ブとサードパーティのアルゴリズムを呼び出すために使用できるジオプロセシング環境を紹介します。

以降のセクションではフレームワークのグラフィカルな機能をどのように使うのかをそれぞれ見ていきます.

異なる目的のためのアルゴリズムを実行するために使用されているフレームワークの GUIの 4つの基本要
素があります。単一のツールを選択するか、別のは、実行される分析の種類と各ユーザとプロジェクトの特
定の特性に依存するであろう。それらのすべてが（ご覧のように、ツールボックスまたはアルゴリズムの
実行]ダイアログボックスから呼び出されるバッチ処理インターフェースは除く）プロセシングメニュー
項目からアクセスできます。（4つより多くのエントリが表示されます。残りはアルゴリズムを実行するた
めに使用されず、この章で後ほど説明します。）

• ツールボックス.GUIの主な要素は,単一のアルゴリズムを実行するか,そのアルゴリズムに基づいて
バッチプロセスを実行するために使用されます.

• グラフィカルモデラー.いくつかのアルゴリズムをグラフィカルサブプロセスのいくつかを伴う単一
のプロセスを作成し, ワークフローを定義するために, モデラーを使用して組み合わせることができ
ます.

• 履歴マネージャ.前述の要素のいずれかを用いて実行されたすべてのアクションが履歴ファイルに保
存され,後で簡単に履歴マネージャを使用して再生することができます.

• バッチプロセシングインタフェース.このインタフェースを使用すると,バッチ処理を実行し,複数の
データセットに対し単一のアルゴリズムの実行を自動化することができます.

以下のセクションではそれぞれのエレメントの詳細を紹介します.

18.2 ツールボックス

Toolboxはプロセッシング GUIのメインエレメントで,あなたの日常作業でもっとも利用するツールのひと
つでしょう. ここでは利用可能なアルゴリズムのリストがグループ分けされ別々のブロックで表示されま
す,そしてこのツールによってこれらのアルゴリズムを単一プロセスで動作させるかバッチプロセスで動か
すことができます.そこでは同じアルゴリズムに対して異なる入力セットを与えることで様々な動作を行う
ことができます.

ツールボックスは、いわゆる「プロバイダ」に分け、すべての利用可能なアルゴリズムが含まれています。

プロバイダは、設定ダイアログボックスで有効（無効）にできます。無効なプロバイダが存在したときに、
ツールボックスの下部にあるラベルは、そのことを思い出させます。設定ウィンドウを開き、プロバイダ
を設定するには、ラベル内のリンクを使用してください。設定ダイアログはこのマニュアルの後半で説明
します。
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Figure 18.1: 処理ツールボックス
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Figure 18.2: 処理モデラー

Figure 18.3: 処理履歴
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Figure 18.4: バッチ処理インターフェース

デフォルトでは唯一、サードパーティ製のアプリケーションに依存しないプロバイダー（つまり、実行さ
れるように QGIS要素だけ必要とするもの）はアクティブです。外部アプリケーションを必要とするアル
ゴリズムでは追加の設定が必要になる場合があります。プロバイダの設定は、このマニュアルの後の章で
説明されています。

ツールボックスの上部には、テキストボックスがあります。テキストボックスに何か単語やフレーズを入力
すると、ツールボックスに表示されるアルゴリズムの数が減り、簡単に必要なものを見つけられます。入
力時に、ツールボックス内のアルゴリズムの数は、入力したテキストが名前の中に含まれるものだけに低
減されることに注意してください。

検索条件に一致するがアクティブではない提供者に帰属するアルゴリズムがある場合、追加のラベルがツー
ルボックスの下部に表示されます。

そのラベル内のリンクをクリックすると、アルゴリズムのリストには、薄いグレーで表示される非アクティ
ブのプロバイダからのものが含まれます。アクティブ各非アクティブプロバイダへのリンクも示されてい
ます。

アルゴリズムを実行したい場合ツールボックスの名前をダブルクリックすればいいです.

18.2.1 アルゴリズムダイアログ

実行したいアルゴリズムの名前をダブルクリックすると、下図のようなダイアログが表示されます（この
場合は、ダイアログは「ポリゴンの重心」アルゴリズムに対応します）。

このダイアログでは、アルゴリズムを実行する必要があるの入力値を設定するために使用されます。これ
は、入力値と設定する設定パラメータのリストを示しています。それはもちろん、さまざまなコンテンツ
を持って実行するアルゴリズムの要件に応じて、それらの要件に基づいて自動的に作成されます。

パラメータの数とタイプは、アルゴリズムの特性に依存しますが、構造は、それらのすべてについても同
様です。テーブルで検出されたパラメータは、次のいずれかのタイプのものとすることができます。

• ラスターレイヤー、QGISで利用可能なすべてのこのようなレイヤーのリスト（現在開いている）か
ら選択します。セレクタを使用すると、その右側にボタンも含まれ、現在 QGISにロードされていな
いレイヤーを表すファイル名を選択できるようになります。

• ベクトルレイヤーは、QGISで利用可能なすべてのベクトルレイヤーのリストから選択します。QGIS
にロードされていないレイヤーは、ラスターレイヤーの場合のように、同様に選択することができる
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Figure 18.5: 処理ツールボックス
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Figure 18.6: 検索結果を表示している Processing Toolbox
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Figure 18.7: 検索結果を表示している Processing Toolbox
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Figure 18.8: パラメータダイアログ

が、このアルゴリズムは、レイヤーの属性テーブルから選択したテーブルのフィールドを必要としな
い場合にのみ。その場合には、彼らは利用できるフィールド名のリストを取得するように開く必要が
あるため、開かれたレイヤーだけが選択できます。

以下の図のように各ベクタレイヤにボタンが表示されるでしょう.

Figure 18.9: ベクトルイテレータボタン

アルゴリズムがそれらのいくつかを含む場合は、それらのひとつだけを切り替えできるようになります。ベ
クトル入力に対応するボタンがトグルされた場合、アルゴリズムは、アルゴリズムが実行された回数と同
じ数の出力を生成する、全レイヤーに一度だけの代わりに、その地物のそれぞれに繰り返し実行されます。
これにより、レイヤー内のすべての地物を別々に処理する必要があるとき、プロセスを自動化できます。

• テーブル、QGISで使用可能なすべてのリストから選択します。非空間テーブルは、ベクトルレイヤー
のようなものとして QGISにロードされ、実際にプログラムによってそのようなものとして処理され
ます。現在、一つのテーブルを必要とするアルゴリズムを実行するときに表示される使用可能なテー
ブルのリストは、dBaseの内のファイル（ .dbf）またはカンマ区切り値（ .CSV）フォーマットか
らのテーブルに制限されます。

• 利用可能なオプションのリストから選択するオプション.

• 数値、テキストボックスに導入される。その側にボタンがあります。それをクリックすると、数式を
入力するためのダイアログが表示され、便利な電卓として使用できます。QGISにロードされたデー
タに関連するいくつかの有用な変数を自分の式に追加できます。だからあるレイヤーのセルの大きさ
や別のレイヤー最北端の座標など、これらの変数のいずれかから得られた値を選択できます。

• レンジ, 2個のテキストボックスで最小値と最大値で指定されます.

• テキストストリング, 1個のテキストボックスで指定されます.
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Figure 18.10: 番号セレクター

• フィールドは、ベクタレイヤまたは別のパラメータで選択された単一のテーブルの属性テーブルから
選択します。

• 基準座標系。テキストボックスに直接 EPSGコードを入力するか、または右側のボタンをクリックす
ると表示される CRS選択ダイアログから選択できます。

• 範囲。 xmin、 xmax、 ymin、 ymaxを表す 4つの数字制限によって入力されます。値セレクタの
右側のボタンをクリックすると、ポップアップメニューが表示され、次の 2つの選択肢を与えます：
レイヤーや現在のキャンバスの範囲から値を選択する、またはマップキャンバスに直接ドラッグする
ことによってそれを定義する。

Figure 18.11: 範囲セレクタ

最初のオプションを選択すると次のようなウィンドウが表示されます.

Figure 18.12: 範囲リスト

2番目を選択した場合は、パラメータウィンドウはそれ自身を非表示にしますので、キャンバスにク
リックしてドラッグできます。選択した矩形を定義すると、ダイアログが再表示され、範囲テキスト
ボックス内の値を格納します。

• 要素のリスト、（ラスタレイヤ、ベクトル層またはテーブルかどうか）QGISで入手可能なレイヤのリ
ストから選択します。選択するには、次のようなダイアログが表示に対応する行の左側にある小さな
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Figure 18.13: 範囲ドラッグ

ボタンをクリックしてください。

Figure 18.14: 複数選択

• 小さなテーブルは、ユーザによって編集されます。これらは、とりわけ、ルックアップテーブルまた
はコンボリューションカーネルのようなパラメータを定義するために使用されます。

右側にあるボタンをクリックするとテーブルを表示してその値を編集できます.

アルゴリズムによっては、行数は、ウィンドウの右側にあるボタンを使用せずに変更できます。

パラメータのタブに加えて、’ログ’という名前の別のタブがあります。その実行時にアルゴリズムによっ
て提供される情報は、このタブで書かれて、そして実行を追跡し、認識し、それが実行されるようなアル
ゴリズムの詳細を持つことができるようにされます。すべてのアルゴリズムがこのタブに情報を書き込む
わけではなく、多くは最終的なファイル以外に何も出力を生成せずに静かに実行されるかもしれないこと
にご注意ください。

ダイアログの右側には、その目的とその基本的な考え方を理解するのに役立つ、アルゴリズムの簡単な説
明が見つかるでしょう。そのような記述が利用できない場合、説明パネルは表示されません。

いくつかのアルゴリズムは、それが使用するすべてのパラメータの説明、または例を含めることが、より
詳細なヘルプファイルを、持っているかもしれません。その場合は、パラメータダイアログに Helpタブが
見つかるでしょう。

投影法についての記述

処理フレームワークから実行されるアルゴリズムは—このことはアルゴリズムがそれを介して公開されて
いる外部アプリケーションのほとんどでも真ですが—入力レイヤー上で再投影は何も実行せず、それらの
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Figure 18.15: 固定テーブル

すべてがすでに共通の座標系にあって分析する準備ができていることを仮定しています。ベクトルであれ
ラスタであれ、アルゴリズムへの入力として複数のレイヤーを使用するたびに、それらがすべて同じ座標
系であることを確認するのは自己責任です。

QGISのオンザフライ再投影機能のせいで、2つのレイヤーが重なったり一致するように見えるかもしれな
いが、元の座標が共通の座標系にそれらを再投影することなく使用されている場合、なおこれは真ではな
いかもしれないことにご注意ください。その再投影は手動で行う必要があり、その後、得られたファイル
をアルゴリズムへの入力として使用するべきです。また、再投影処理はプロセッシングフレームワーク自
体で使用可能なアルゴリズムを用いて行うことができることに留意されたいです。

デフォルトでは、パラメータダイアログは、入力レイヤーとして使用される同じ CRSを共有するレイヤー
を選択することが容易になり、その名とともに、各レイヤーの CRSの説明が表示されます。この追加情報
を表示したくない場合は、 CRSを表示オプションのチェックを外し、[処理の設定]ダイアログボックスで
この機能を無効にできます。

CRSが異なる２つ以上の入力レイヤを使ってアルゴリズムの実行を試みる場合、警告ダイアログが表示さ
れます。

まだアルゴリズムを実行するほとんどの場合、入力レイヤと重複しないため空のレイヤがせいされるよう
な間違った結果を生成し、そのことに気づくことができます。

18.2.2 アルゴリズムによって生成されたデータオブジェクト

アルゴリズムによって生成されるデータオブジェクトは以下のタイプが利用できます:

• ラスタレイヤ

• ベクタレイヤ

• テーブル

• HTMLファイル (テキストとグラフィック出力の場合利用できます)

これらはすべて、ディスクに保存され、パラメータテーブルは、それを保存するために使用する出力チャ
ンネルを入力でき、これらの出力のそれぞれに対応するテキストボックスを、含まれています。出力チャ
ネルは、どこかに結果のオブジェクトを保存するために必要な情報が含まれています。最も一般的なケー
スでは、ファイルに保存しますが、ベクトルレイヤーの場合、彼らはネイティブのアルゴリズムによって
生成された場合（アルゴリズムは、外部アプリケーションを使用していない）PostGISのか Spatialiteデー
タベース、またはメモリレイヤーにも保存できます。

出力チャンネルを選択するには、単にテキストボックスの右側にあるボタンをクリックすると、使用可能
なオプションを備えた小型のコンテキストメニューが表示されます。
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最も一般的なケースでは、ファイルに保存を選択します。そのオプションを選択した場合、目的のファイ
ル・パスを選択でき、保存ファイルダイアログでプロンプトが表示されます。サポートされているファイ
ルの拡張子は出力とアルゴリズムの種類に応じて、ダイアログのファイル形式セレクタに示されています。

出力の形式は、ファイル名拡張子によって定義されます。サポートされるフォーマットは、アルゴリズム自
体によってサポートされている内容によって異なります。形式を選択するには、単に対応するファイルの
拡張子を選択します（または、代わりに直接ファイルパスを入力している場合は、それを追加します）。入
力したファイルパスの拡張がサポートされているフォーマットのいずれにも一致しない場合、デフォルト
の拡張子は、ファイル・パスに追加されます、その拡張子に対応するファイル形式は、レイヤまたはテーブ
ルを保存するために使用されます。デフォルトの拡張子は、テーブルには .dbf、ラスタレイヤには .tif
、ベクトルレイヤーには .shpです。これらは、QGISでサポートされているフォーマットの他を選択する
と、設定ダイアログで変更できます。

出力テキストボックスに任意のファイル名を入力します（または、コンテキストメニューで対応するオプ
ションを選択）していない場合、結果は、対応するデフォルトのファイル形式の一時ファイルとして保存さ
れます、そして QGISを（終了後に削除されます）、それに世話をする場合には、プロジェクトを保存し、
それが一時的な層が含まれています。

出力データ・オブジェクトのデフォルトフォルダを設定できます。設定ダイアログに移動します（ Processing
メニューからそれを開くことができます）、およびに出力 folder Generalグループは、パラメータの名前を
見つけます。この出力フォルダは、アルゴリズムを実行するとき、パスなしでファイル名だけを入力した
場合（すなわち myfile.shp）のデフォルトのパスとして使用されます。

反復モードのベクトル層を使用するアルゴリズムを実行する場合、入力されたファイルパスには、ベース
名を使用し、反復のインデックスを表す数値を付加命名されているすべての生成されたファイルのための
ベースパスとして使用されます。ファイルの拡張子（と形式）このようなすべての生成されたファイルに
使用されます。

ラスタレイヤとテーブルとは別に、アルゴリズムでは HTMLファイルのようなグラフィックスとテキスト
も生成します。これらの結果は、アルゴリズムの実行の最後に新しいダイアログに表示されます。このダイ
アログには、現在のセッション中に任意のアルゴリズムによって生成された結果が保持され、結果は QGIS
メインメニューから処理 -> viewerと選択することで、いつでも表示できます。

外部アプリケーションには（特に拡張子に制限がない）複数のファイルを出力とするものもありますが、そ
れらは上記のカテゴリのいずれにも属しません。これらの出力ファイルは QGISによって処理される（開
かれたり、現在の QGISプロジェクトに含まれる）ことはありません、なぜならほとんどの場合それらは
QGISでサポートされていないファイル形式や要素に対応しているからです。これは、例えば、レーザー測
量データに使用される LASファイルの場合です。ファイルは作成されますが、QGIS作業セッションには
何も新しいものは表示されません。

他の出力タイプのすべてに対し、アルゴリズムによってか生成されると、ファイルをロードするかどうか
をアルゴリズムに指示するために使用できるチェックボックスがあります。デフォルトでは、すべてのファ
イルが開かれます。

オプションの出力はサポートされていません。つまり、すべての出力が作成されます。しかし、与えられ
た出力に興味がない場合は、対応するチェックボックスのチェックを外すことで、本質的にそれをオプショ
ンの出力のように動作させることができます（つまり、レイヤーがとにかく作成されるが、テキストボッ
クスが空のままにした場合、それは一時ファイルに保存され、QGISを終了した後に削除されます）。

18.2.3 プロセッシングフレームワークを構成する

前述したように、設定メニューでは、アルゴリズムがどのように機能するかを設定することができ、新たな
ダイアログへのアクセスを提供します。設定パラメータは、ダイアログの左側に選択することができ、別
のブロックで構成されています。

前述出力 folderエントリと一緒に、 Generalブロックは、出力レイヤのデフォルトのレンダリングのスタ
イルを設定するためのパラメータ（すなわち、フレームワーク GUIコンポーネントの任意のアルゴリズム
を用いて生成されたレイヤー）が含まれます。QGISで使用したいスタイルを作成し、ファイルに保存し、
その後、アルゴリズムがそれを使用できるように設定の中へそのファイルへのパスを入力するだけです。レ
イヤーが SEXTANTEによってロードされ、QGISキャンバスに追加されるたびに、そのスタイルでレンダ
リングされます。
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描画スタイルは、各アルゴリズムとその出力のそれぞれに対して個別に設定できます。ツールボックスで
アルゴリズムの名前を右クリックしてレンダリングスタイルを編集を選択するだけです。次の図のような
ダイアログが表示されます。

Figure 18.16: レンダリングスタイル

それぞれの出力に設定したいスタイルファイル ( .qml )を選択して [OK]を押して下さい.

Other configuration parameters in the General group are listed below:

• レイヤー名としてファイル名を使用。アルゴリズムによって作成される結果の各レイヤーの名前が、
アルゴリズム自体によって定義されます。いくつかのケースでは、どの入力レイヤーが使用されるか
に関係なく同じ出力名が使用されることを意味して、固定の名前が使用される可能性があります。他
の例では、名前が入力レイヤーまたはアルゴリズムを実行するために使用されるパラメータのいくつ
かの名前に依存する場合があります。このチェックボックスがチェックされている場合、名前ではな
く、出力ファイル名から取得されます。出力が一時ファイルに保存されている場合、この一時ファイ
ルのファイル名は、通常は長くて、他の既存のファイル名との衝突を回避する目的の無意味な名前で
あることに注意してください。

• アルゴリズムを実行した後ダイアログを開いたままにする。アルゴリズムが実行を完了し、その出
力レイヤーが QGISプロジェクトにロードされると、アルゴリズムのダイアログが閉じられます。ダ
イアログを（別のパラメータで再びアルゴリズムを実行するため、または [ログ]タブに書き込まれた
出力をより良いチェックするために）開いたままにしたい場合は、このオプションをチェックします

• 選択された地物のみを使用。このオプションを選択した場合、アルゴリズムの入力としてベクトル
レイヤーが使用されるときはいつでも、その選択された地物だけが使用されます。レイヤーに選択さ
れた地物がない場合は、すべての地物が使用されます。

• 実行前スクリプトファイルと実行後スクリプトファイル。これらのパラメータは、処理スクリプト
機能を使用して記述されたスクリプトを参照し、スクリプト作成とコンソールについてのセクション
で説明されています。

Apart from the General block in the settings dialog, you will also find a block for algorithm providers. Each
entry in this block contains an Activate item that you can use to make algorithms appear or not in the toolbox.
Also, some algorithm providers have their own configuration items, which we will explain later when covering
particular algorithm providers.

18.3 グラフィカルモデラー

グラフィカルモデラーでは、シンプルで使いやすいインターフェイスを使用して複雑なモデルを作成でき
ます。GISで作業する場合、ほとんどの分析操作は孤立ではなく、むしろ業務のチェーンの一部です。グラ
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フィカル・モデラーを使用して、プロセスの鎖は、1つのプロセスに巻き付けることができるので、入力の
異なるセットに単一のプロセス後のように実行することがより便利通りです。それがどんなに多くの手順
と異なるアルゴリズムを含もうと、モデルは単一のアルゴリズムとして実行され、従って、大きなモデル
については特に、時間と労力の節約になります。

プロセッシングメニューからモデラーは開けます.

モデラーにはモデルの構造とワークフローを表現するワーキングキャンバスがあります.ウィンドウの左の
パートには 2つのタブを持つパネルがありモデルに新しいエレメントを加えるために使われます.

Figure 18.17: モデラー

モデルの作成には２つのステップが含まれます:

1. 必須入力項目の定義. これらの入力はパラメータウィンドウに追加されます,ですからユーザはモデ
ルの実行時にそれらの値を入力できます. モデル自身はアルゴリズムですからパラメータウィンドウ
はプロセッシングフレームワークの全てのアルゴリズムで入力が必要になった時に自動的に生成され
ます.

2. ワークフローの定義. モデルの入力データを使ってアルゴリズムの追加と入力をどう使いすでにモデ
ルにあるアルゴリズムを使って出力をどう作るかを指定したりすることでワークフロウを定義します

18.3.1 入力の定義

モデル作成の最初の一歩は必要な入力を定義することです. モデラーウィンドウの左にある Inputsタブに
は以下のエレメントがあります:

• ラスタレイヤ

• ベクタレイヤ

• 文字列

• テーブルフィールド
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• テーブル

• 領域

• 数値

• 真偽値

• ファイル

これらの要素のいずれかをダブルクリックすると、ダイアログがその特性を定義することが示されていま
す。パラメータ自体によっては、ダイアログはただ一つの基本要素（モデルを実行するときにユーザが見る
もので説明）、またはそれらの多くが含まれていてもよいです。別にパラメータの記述から、次の図に見ら
れるように、たとえば数値を追加する場合、デフォルト値と有効な値の範囲を設定する必要があります。

Figure 18.18: モデルパラメータ

それぞれの入力が追加されるとモデラーキャンバスに新しいエレメントが追加されます.

Figure 18.19: モデルパラメータ

また、それを配置したい位置で、リストから入力タイプをドラッグし、モデラーのキャンバス上にドロッ
プすることにより、入力を追加できます。

18.3.2 ワークフロウの定義

入力の定義が行われた後にそれらに適用するアルゴリズムの定義を行います. アルゴリズムは Algorithms
タブで見つけることができツールボックスと同じようにグループ分けされています.

モデルにアルゴリズムを追加するには、その名前またはドラッグをダブルクリックして入力を追加する際
にそれが行われたばかりのように、それをドロップします。実行ダイアログはツールボックスからアルゴ

18.3. グラフィカルモデラー 277



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 18.20: モデルパラメータ

リズムを実行時に表示される実行パネルに見られるものと同様の内容で表示されます。次示されるものは、
SAGA「集中度」アルゴリズムに相当します。

ご覧になれるように、いくつかの違いが存在します。代わりに、出力レイヤーとテーブルのファイルパスを
設定するために使用されたファイルの出力ボックスの、単純なテキストボックスには、ここで使用されま
す。アルゴリズムによって作成されたレイヤーは、別のアルゴリズムの入力として使用され、最終結果と
して保持すべきではない単なる一時的な結果である場合は、単にそのテキストボックスを編集しないでく
ださい。それに何かを入力すると、結果は最終的なもので、提供するテキストは、モデルの実行時にユー
ザーに表示される出力でしょう、出力に対する説明であることを意味します。

モデラーのコンテキストと、ツールボックスとの間の重要な違いがあるため、各パラメータの値を選択す
ることも少し異なっています。のは、パラメータの種類ごとに値を導入する方法を見てみましょう。

• レイヤ（ラスターおよびベクトル）とテーブル。これらは、リストから選択されるが、この場合に
は、可能な値は、現在 QGISにロードレイヤーまたはテーブルではなく、モデルに対応するタイプの
入力、またはアルゴリズムによって生成された他のレイヤまたはテーブルのリストが既にモデルに追
加されます。

• 数値。リテラル値は、テキストボックスに直接導入することができます。しかし、このテキストボッ
クスには、モデルの数値入力のいずれかを選択するために使用することができるリストです。この場
合、パラメータは、モデルを実行するときにユーザによって導入された値を取ります。

• 文字列。数値の場合のように、リテラル文字列を入力、または入力文字列を選択できます。

• テーブルのフィールド。それらはユーザの選択にモデルが実行されるたびに依存するため、親テーブ
ルまたはレイヤのフィールドは、設計時に知ることができません。、このパラメータの値を設定し、テ
キストボックスに直接フィールドの名前を入力するか、すでにモデルに追加されたテーブルのフィー
ルドの入力を選択するには、リストを使用します。選択したフィールドの妥当性は、実行時にチェッ
クされます。

すべての場合において、ツールボックスから、アルゴリズムを呼び出すときに使用できない親アルゴリズ
ムという名前の追加のパラメータがあることに気づくでしょう。このパラメータを使用するには、アルゴ
リズムが明示的に現在の 1の前に実行されるように、親アルゴリズムを強制的に現在の 1の親のように、1
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Figure 18.21: モデルパラメータ

つのアルゴリズムを定義することによって実行される順序を定義できます。

アルゴリズムの入力として前のアルゴリズムの出力を使用する場合、それは暗黙的に以前のアルゴリズムを
現在のアルゴリズムの親として設定します（そしてモデラーのキャンバスに対応する矢印を配置します）。
しかし、いくつかのケースでは、アルゴリズムは、それがそこから任意の出力オブジェクトを使用しない場
合であっても別のアルゴリズムに依存する可能性があります（例えば、PostGISのデータベースと同じデー
タベースにレイヤをインポートするもう一つの SQL文を実行するアルゴリズム）。その場合には、単に親
アルゴリズムパラメータで前アルゴリズムを選択すれば、2つのステップが正しい順序で実行されます。

すべてのパラメータが有効な値を割り当てられると、 [OK]をクリックすると、アルゴリズムは、キャン
バスに追加されます。オブジェクトを提供アルゴリズムまたは入力は、そのアルゴリズムのための入力と
して使用されるかどうかを、キャンバス内のすべての他の要素に連結されます。

要素はモジュール構造の表示方法を変更し、それがより明確かつ直感的にするために、キャンバス内の別
の位置にドラッグできます。要素間のリンクが自動的に更新されます。マウスのホイールを使ってズーム
イン、ズームアウトできます。

[ファイル名を指定して実行]ボタンをクリックして、アルゴリズムの任意の時間を実行できます。ただし、
ツールボックスからアルゴリズムを使用するためには、保存する必要があり、モデラー]ダイアログボック
スは、ツールボックスには、その内容を更新できるようにするために、閉じました。

18.3.3 モデルの保存とロード

[保存]現行モデルと [開く]を保存するためのボタン以前に保存されたすべてのモデルを開くためのボタン
を使用してください。モデルは .model拡張子で保存されます。モデルは以前モデラーウィンドウから保
存されている場合は、ファイル名の入力を求められません。そのモデルに関連付けられたファイルが既に
存在するため、同一のファイルがその後のどの保存でも使用されます。

モデルの保存を行う前にウィンドウの上部にあるテキストボックスを使って名前とグループを入力しなけ
ればいけません.

保存されたモデル modelsフォルダ（モデルを保存するファイル名を求めるプロンプトが表示され、デフォ
ルトのフォルダ）は、対応するブランチにツールボックスに表示されます。を持つファイルを modelsフォ
ルダツールボックスが起動されると、それは検索 .model拡張およびそれらに含まれるモデルをロードし
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ます。モデルは、アルゴリズム自体であるため、それだけで、他のアルゴリズムのようなツールボックス
に追加できます。

モデルフォルダは Modelerグループ下、処理設定ダイアログから設定できます。

モデルは modelsフォルダーからロードされツールボックスだけではなくモデラーウィンドウの Algorithms
タブのアルゴリズムツリーにも表示されます. これは他の任意のモデルを追加するのと同じようにモデルを
大きなモデルの一部として取り込むことが可能であることを意味します.

18.3.4 モデルの編集

作成中のモデルは編集できます,ワークフローやアルゴリズム間のリレーションシップの再定義がや入力の
再定義をモデル内で行えます.

キャンバスに表示しているモデルのアルゴリズムをマウス右ボタンでクリックすると次のようなコンテキ
ストメニューが表示されます:

Figure 18.22: モデラー右ボタンクリック

Removeオプションを選択すると選択されているアルゴリズムを削除できます. アルゴリズムは他のアルゴ
リズムに依存されていなければ削除できます. アルゴリズムから出力が無い場合別のものの入力になってい
ます. もし他のアルゴリズムの依存があるアルゴリズムを削除しようとすると以下のような警告メッセージ
が表示されます:

Figure 18.23: アルゴリズムを削除できない

Editオプションはアルゴリズムのパラメータ]ダイアログボックスが表示されますので、入力し、パラメー
タ値を変更できます選択します。モデルでは使用できませんすべての入力要素は、利用可能な入力として、
この場合に表示されます。それらは循環依存が発生した場合、モデルによって定義されたワークフローで、
より高度なステップで生成されたレイヤーまたは値は使用できません。

新しい値を選択して、いつものように [OK]ボタンをクリックします。モデル要素間の接続はモデラーキャ
ンバスに応じて変化します。

モデルは、そのアルゴリズムの一部を不活性化することで、部分的に実行できます。アルゴリズムの要素
にする場合右クリックし表示されるコンテキストメニューの Deactivateオプションそれを行うには、選択
します。それに依存して選択されたアルゴリズム、およびモデル内のすべてのものは灰色で表示され、モ
デルの一部として実行されません。

アクティブでないアルゴリズムの上で右クリックすると、Activate メニューオプションが代わりに表示さ
れ、それをアクティブに戻すために使用できます。
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Figure 18.24: 非アクティブ化アルゴリズムを使用したモデル

18.3.5 モデルヘルプファイルとメタ情報の編集

あなたは、モデラー自体から、あなたのモデルを文書化することができます。［Edit model help］ボタン
をクリックするだけで、そして、次に示すようなダイアログが表示されます。

Figure 18.25: ヘルプエディション

右側には、単純な HTMLページが表示されます、モデルまたはその作者の一般的な説明のようないくつか
の追加のアイテムと一緒に、アルゴリズムの入力パラメータと出力の記述を使用して作成しました。助け
エディタを初めて開いたときには、これらすべての記述が空になっているが、ダイアログの左側にある要
素を使用して編集できます。上部の要素を選択し、下のテキストボックスにその説明を記述します。

モデルヘルプはモデル自体の一部として保存されます。

18.3.6 Pythonスクリプトなどのモデルのエクスポート

私たちは、後の章で見るように、処理アルゴリズムは、QGIS Pythonのコンソールから呼び出すことがで
き、かつ新しい処理アルゴリズムは、Pythonを使っても作成することができます。このよう Pythonスクリ
プトを作成するための簡単な方法は、モデルを作成し、その後、Pythonのファイルとしてエクスポートす
ることです。

これを行うには、 Pythonの scriptとしてエクスポートボタンをクリックしてください。ファイル選択ダイ
アログで出力ファイルを選択し、処理はそれで現在のモデルで定義された同じ操作を実行する Pythonコマ
ンドを記述します。
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18.3.7 利用可能なアルゴリズムについて

モデルを設計する際にツールボックスから実行することができるいくつかのアルゴリズムが使用可能なア
ルゴリズムのリストに表示されていないことに気づくかもしれません。モデルに含まれるように、適切な
ワークフローで他の人にリンクするように、アルゴリズムは、正しいセマンティックを持っている必要があ
ります。アルゴリズムは、明確に定義されたセマンティックを有していない場合（例えば、出力レイヤの数
を事前に知ることができない場合、）、モデル内で使用することは不可能であり、したがって、それはモデ
ラーダイアログで見つけることができるアルゴリズムの一覧に表示されません。

また、ツールボックスには見られないモデラーでいくつかのアルゴリズムが表示されます。これらのアル
ゴリズムは、モデルの一部としてのみ使用されることを意味し、そしてそれらは異なる文脈で興味のない
されています。「電卓」のアルゴリズムは、その一例です。それは数値（ユーザーが入力したか、他のいく
つかのアルゴリズムによって生成される）を変更するために使用できるだけの単純な算術計算機です。こ
のツールは、モデル内で、本当に便利ですが、そのコンテキストの外で、それはあまり意味がありません。

18.4 バッチプロセシングインタフェース

18.4.1 はじめに

すべてのアルゴリズム (モデルを含む)はバッチプロセスとして実行することができます.すなわち,それら
は単一の入力のセットではなく,それらのいくつかを使用して実行でき,必要に応じて何度でもアルゴリズ
ムを実行できます.大量のデータを処理する際には,ツールボックスからアルゴリズムを何回も起動する必
要がないので,これは有用です.

アルゴリズムをバッチプロセスとして実行する場合ツールボックスの名前を右ボタンクリックして表示さ
れるポップアップメニューで Execute as batch processを選択して下さい

Figure 18.26: バッチ処理右クリック

そのアルゴリズムの実行ダイアログボックスが開いている場合は、バッチ処理として実行... ボタンをクリッ
クすると、そこからもバッチ処理インターフェースを起動できます。

18.4.2 パラメータテーブル

バッチプロセスの実行は、アルゴリズムの単純な実行と類似しています。パラメータ値を定義しなければな
らないが、この場合は、各パラメータに単一の値を設定する必要はありません。値は次に示すようなテー
ブルを使って紹介しています。

このテーブルの各行はアルゴリズム単一の実行を表し、各セルはパラメータの１つを含みます。これはツー
ルボックスからアルゴリズムを実行する際に表示されるパラメータダイアログと類似しており、配列が異
なっています。

デフォルトではテーブルｈは２行のみ含んでいます。ウィンドウの下部にあるボタンを使って、行の追加
や削除ができます。

テーブルのサイズが設定されると適切な値で埋められます.

18.4.3 パラメータテーブルの入力

たいていのパラメータで,その値を設定するのは些細なことです.値を直接入力するか,パラメータタイプに
応じて,利用可能なオプションのリストから選択するだけです.
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Figure 18.27: アルゴリズムダイアログからバッチ処理

Figure 18.28: バッチ処理
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|browseButton|入力データオブジェクトのファイル名を直接入力するか、より便利に、をクリックして導入
され、ファイルシステムから選択するために、現在開いているレイヤと、別の選択のための 1：2つのオプ
ションを指定して、コンテキストメニューが表示されますセルの右側にあるボタン。この 2番目のオプショ
ンは、選択したとき、一般的なファイル選択ダイアログが表示されます。複数のファイルを一度に選択す
ることができます。入力パラメータは、単一のデータ・オブジェクトを表し、複数のファイルが選択され
ている場合は、それらの一つ一つは、必要に応じて新しいものを追加し、別の行に置かれます。パラメー
タが複数の入力を表している場合、選択されたすべてのファイルは、セミコロン（;）で区切られ、単一の
セルに追加されます。

レイヤ識別子は、直接パラメータのテキストボックスに入力できます。ファイルまたは現在現在のQGISプ
ロジェクトにロードされているレイヤーの名前への完全なパスを入力できます。レイヤーの名前が自動的
にソースパスに解決されます。複数のレイヤーが同じ名前の場合、曖昧さが原因で予期しない結果を引き
起こす可能性があることに注意してください。

出力データ・オブジェクトが常に許可されていない一時ファイルやデータベースに保存し、ツールボックス
からアルゴリズムを実行する場合とは異なり、ファイルに保存されています。名前を直接入力するか、ま
たは添付ボタンをクリックしたときに表示されるファイル選択ダイアログを使用できます。

いったんファイルを選択すると、新しいダイアログが同じ列 (同じパラメータ)内の他のセルの自動補完を
行うために表示されます。

Figure 18.29: バッチプロセッシング保存

もしデフォルトの値 (‘自動補完しない’)が選ばれた場合は、パラメータテーブルから選択されたセルの中
の選択されたファイル名が選ばれます。もし、その他のオプションが選ばれた場合は、以下の選択された
全てのセルは定義された条件に基づいて自動的に入力されます。この方法は、テーブルを埋めるよりはる
かに簡単で、バッチプロセスは最小の労力によって定義することが出来ます。

自動入力は、単に選択したファイルパスに相関的な番号を追加するか、同じ行で別のフィールドの値を追
加して行うことができます。これは、入力されたものに応じて出力データオブジェクトを命名するのに特
に役立ちます。

Figure 18.30: バッチ処理ファイルパス

18.4.4 バッチプロセスの実行

いったん必要な値を導入したら、バッチプロセスを実行するためには [OK]をクリックするだけです。バッ
チタスク全体の進捗はダイアログの下部にあるプログレスバーで表示されます。
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18.5 処理アルゴリズムをコンソールから使う

処理フレームワークの他の GUIエレメントを使用しては実現できない上級ユーザ向けの生産性向上を可能
にします。複数のアルゴリズムを含むモデルは、コマンドラインインタフェースを使って定義できます。ま
た、ループや条件分岐のような付加的な演算子を追加して、より柔軟でパワフルなワークフローを作成す
ることができます。

QGISに処理コンソールはありませんが、すべての処理コマンドは QGIS組み込みの Pythonコンソールか
ら代わりに利用できます。それは、コンソールの仕事にこれらのコマンドを組み込み、そこから入手でき
る他のすべての機能（QGIS APIからの方法を含む）に処理アルゴリズムを接続できることを意味します。

Pythonコンソールから実行できるコードは、たとえいかなる処理メソッドを使っていない場合でも、ちょ
うど他のアルゴリズムでそうするように、ツールボックス、グラフィカルなモデラー、あるいはいかなる
他のコンポーネントからでも呼び出すことができます。実際、ツールボックス内で見られるアルゴリズム
の中にはシンプルなスクリプトもあります。

このセクションでは、Pythonを使用してアルゴリズムを作成する方法を、そして QGIS Pythonのコンソー
ルから処理アルゴリズムを使用する方法も、見ていきます。

18.5.1 Pythonコンソールからアルゴリズムを呼び出す

最初にやるべきことは、次行で処理ファンクションをインポートすることです:

>>> import processing

Now, there is basically just one (interesting) thing you can do with that from the console: execute an algorithm.
That is done using the runalg() method, which takes the name of the algorithm to execute as its first parameter,
and then a variable number of additional parameters depending on the requirements of the algorithm. So the first
thing you need to know is the name of the algorithm to execute. That is not the name you see in the toolbox,
but rather a unique commandline name. To find the right name for your algorithm, you can use the alglist()
method. Type the following line in your console:

>>> processing.alglist()

このようなものを目にするでしょう。

Accumulated Cost (Anisotropic)---------------->saga:accumulatedcost(anisotropic)
Accumulated Cost (Isotropic)------------------>saga:accumulatedcost(isotropic)
Add Coordinates to points--------------------->saga:addcoordinatestopoints
Add Grid Values to Points--------------------->saga:addgridvaluestopoints
Add Grid Values to Shapes--------------------->saga:addgridvaluestoshapes
Add Polygon Attributes to Points-------------->saga:addpolygonattributestopoints
Aggregate------------------------------------->saga:aggregate
Aggregate Point Observations------------------>saga:aggregatepointobservations
Aggregation Index----------------------------->saga:aggregationindex
Analytical Hierarchy Process------------------>saga:analyticalhierarchyprocess
Analytical Hillshading------------------------>saga:analyticalhillshading
Average With Mask 1--------------------------->saga:averagewithmask1
Average With Mask 2--------------------------->saga:averagewithmask2
Average With Thereshold 1--------------------->saga:averagewiththereshold1
Average With Thereshold 2--------------------->saga:averagewiththereshold2
Average With Thereshold 3--------------------->saga:averagewiththereshold3
B-Spline Approximation------------------------>saga:b-splineapproximation
...

これが、アルファベット順の、対応するコマンドライン名に沿った、利用可能な全アルゴリズムの一覧です。

このメソッドでは、パラメ－タとして文字列を使えます。アルゴリズムの全文を返却する代わりに、その
文字列を含むものだけを表示します。もし、例えば、DEMからスロープを計算するアルゴリズムを探して
いる場合、alglist("slope")とタイプすると次のような結果が得られます:
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DTM Filter (slope-based)---------------------->saga:dtmfilter(slope-based)
Downslope Distance Gradient------------------->saga:downslopedistancegradient
Relative Heights and Slope Positions---------->saga:relativeheightsandslopepositions
Slope Length---------------------------------->saga:slopelength
Slope, Aspect, Curvature---------------------->saga:slopeaspectcurvature
Upslope Area---------------------------------->saga:upslopearea
Vegetation Index[slope based]----------------->saga:vegetationindex[slopebased]

この結果は、あなたが利用可能なアルゴリズムによって変わります。

これであなたが探しているアルゴリズムは探しやすくなったはずです。コマンドライン名はこの場合
saga:slopeaspectcurvatureです。

いったんアルゴリズムのコマンドライン名が分かれば、次にやるのはそれを実行する構文を知ることです。
それはすなわち、必要なパラメータと runalg()メソッドを呼び出す際に引き渡す順序を知ることです。
アルゴリズムを詳細に説明するメソッドがあり、アルゴリズムが必要とするパラメータと、生成されるアウ
トプットの一覧を取得することができます。その目的のために、alghelp(name_of_the_algorithm)
メソッドを使うことができます。説明用の長い名前ではなく、コマンドライン名を使用してください。

saga:slopeaspectcurvatureをパラメータとしてこのメソッドを呼び出すと,次の説明が得られるで
しょう.

>>> processing.alghelp("saga:slopeaspectcurvature")
ALGORITHM: Slope, Aspect, Curvature

ELEVATION <ParameterRaster>
METHOD <ParameterSelection>
SLOPE <OutputRaster>
ASPECT <OutputRaster>
CURV <OutputRaster>
HCURV <OutputRaster>
VCURV <OutputRaster>

これであらゆるアルゴリズムを実行する準備ができました。すでに述べたとおり、アルゴリズムを実行す
るのは単一のコマンド: runalg()だけです。その構文は以下の通りです:

>>> processing.runalg(name_of_the_algorithm, param1, param2, ..., paramN,
Output1, Output2, ..., OutputN)

追加すべきパラメータとアウトプットの一覧は実行したいアルゴリズムによって異なり、まさに ‘‘alghelp()‘‘
メソッドから受け取った通りで、順番も表示された通りです。

パラメータの種別により,値は様々に説明されます.次は各種別の入力パラメータ値の説明方法についての
クイックレビューです:

• ラスターレイヤー、ベクタレイヤまたはテーブル。使用するデータ・オブジェクトを識別する名前で
の文字列（それが QGISの目次で持つ名前）、またはファイル名を単に使用します（対応するレイヤ
が開かれていない場合、それは開かれるが地図キャンバスには追加されないでしょう）。レイヤーを
表す QGISオブジェクトのインスタンスを持っている場合は、それをパラメータとして渡すことがで
きます。入力はオプションで、任意のデータオブジェクトを使用しない場合、 Noneを使用します。

• 選択。アルゴリズムに選択パラメータがある場合、そのパラメータの値は整数値で入力すべきです。
利用可能なオプションを調べるには、 algoptions()コマンドを使って、次の例のように表示させ
ることができます:

>>> processing.algoptions("saga:slopeaspectcurvature")
METHOD(Method)

0 - [0] Maximum Slope (Travis et al. 1975)
1 - [1] Maximum Triangle Slope (Tarboton 1997)
2 - [2] Least Squares Fitted Plane (Horn 1981, Costa-Cabral & Burgess 1996)
3 - [3] Fit 2.Degree Polynom (Bauer, Rohdenburg, Bork 1985)
4 - [4] Fit 2.Degree Polynom (Heerdegen & Beran 1982)
5 - [5] Fit 2.Degree Polynom (Zevenbergen & Thorne 1987)
6 - [6] Fit 3.Degree Polynom (Haralick 1983)
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この場合,アルゴリズムには、そのようなパラメータのひとつが,7つのオプション付きであります.順
序はゼロから始まることに注意してください.

• 複数のインプット.値はセミコロン (;)で区切られたインプット記述子付きの文字列です.単一のレ
イヤやテーブルの場合と同様,各インプット記述子にはデータオブジェクト名やファイルパスが使え
ます.

• XXXのテーブル項目名。項目名の文字列を利用して使ってください。このパラメータは大文字小文
字を区別します。

• 固定テーブル.カンマ (,)で区切られ,引用符 (")で閉じられた全てのテーブル値の一覧をタイプしま
す.値は上部の列から始まり,左から右に進みます.テーブルを表す 2次元の配列も使えます.

• CRS.必要な CRSの EPSGコード番号を入力。

• 拡張。カンマ (,)区切りの xmin, xmax, yminおよび ymax付きの文字列を使わなければなりません。

ブーリアン、ファイル、文字列および数値のパラメータには、追加説明は不要です。

文字列,ブーリアン,数値といった入力パラメータにはデフォルト値があります.それを使う場合は,対応す
るパラメータエントリーに ‘‘None‘‘を使ってください.

アウトプットデータオブジェクト用には,ツールボックスでそうするように,保存時は使用するファイルパ
スをタイプしてください.結果を一時ファイルに保存したい場合は,‘‘None‘‘を使用してください.ファイル
の拡張子でファイル形式が決まります.アルゴリズムがサポートしていない拡張子を入力した場合は,その
出力種別用のデフォルトのファイル形式が使用され,与えられたファイルパスに対応する拡張子が追加され
ます.

Pythonのコンソールから同じアルゴリズムを実行した場合、アルゴリズムは、ツールボックスから実行さ
れた場合とは異なり、出力がマップキャンバスに追加されません。マップキャンバスに出力を追加したい
場合は、アルゴリズムを実行した後、それを自分で行う必要があります。そのためには、QGIS APIコマン
ドを使用するか、または、さらに簡単に、このようなタスクのために提供便利な方法のいずれかを使用で
きます。

runalgメソッドは出力名 (アルゴリズムの説明に書かれているもの)付きの辞書をキーとして、出力のファ
イルパスを値として返します。そのファイルパスを ‘‘load()‘‘メソッドに渡すことでこれらのレイヤをロー
ドすることができます.

18.5.2 データ操作用の付加的なファンクション

別にアルゴリズムを呼び出すために使用される関数から、 ‘‘ processing‘‘パッケージをインポートすること
も、それが簡単にデータ、特にベクトルデータで動作するようにさせるいくつかの追加機能をインポート
します。彼らは通常より少ない複雑な構文で、QGISの APIからのいくつかの機能をラップだけで便利な
機能です。新しいアルゴリズムを開発するとき、彼らはそれが簡単に入力されたデータで動作するように
させるように、これらの機能は、使用すべきです。

以下は、これらのコマンドのいくつかのリストです。詳細は加工/toolsパッケージの下のクラス、およ
び QGISで提供されるサンプルスクリプトに見つけることができます。

• getObject(obj)：ファイル名または QGISレイヤーリスト内のオブジェクトの名前を指定でき渡
されたオブジェクトから QGISオブジェクト (レイヤまたはテーブル)を返します

• values(layer, fields): 渡された項目に,ベクターレイヤの属性テーブル内の値を返します.項
目は項目名またはゼロから始まる項目インデックスで渡すことができます.渡された項目の識別子を
キーとして,一覧の辞書を返します。既存の選択を考慮します.

• features(layer): ベクターレイヤにかかる反復子を既存の選択を考慮して返します。

• uniqueValues(layer, field): 保有している属性のユニークな値の一覧を返却します。属性は
項目名またはゼロから始まる項目のインデックスとして渡すことができます.既存の選択を考慮します.
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18.5.3 スクリプトの作成とツールボックスからの実行

対応する Pythonのコードを書いたり,アルゴリズムのセマンティクスを定義するのに必要な付加情報をい
くつか追加することで,自分自身のアルゴリズムを作成することができます.ツールボックスの Scriptアル
ゴリズムブロック内の Toolsグループの下にある Create new scriptメニューが見つかると思います.それを
ダブルクリックしてスクリプト編集ダイアログを開いて下さい.これがコードを打ち込む場所です. ここで
入力したスクリプトを scriptsフォルダ (ファイル保存ダイアログを開くときのデフォルトのひとつ)に
.pyという拡張子で保存すると,それに対応するアルゴリズムが自動的に作られます.

アルゴリズムの名前 (ツールボックスで見えるもの)はファイル名から、拡張子を除き、アンダースコアを
空白に置き換えて作成されます。

次のコードを取り上げましょう。これは地表流水指標 (TWI)を DEMから直接計算します

##dem=raster
##twi=output
ret_slope = processing.runalg("saga:slopeaspectcurvature", dem, 0, None,

None, None, None, None)
ret_area = processing.runalg("saga:catchmentarea(mass-fluxmethod)", dem,

0, False, False, False, False, None, None, None, None, None)
processing.runalg("saga:topographicwetnessindex(twi), ret_slope[’SLOPE’],

ret_area[’AREA’], None, 1, 0, twi)

見て頂いたとおり,これは 3つのアルゴリズムを含んでおり,それらは全て SAGAから来ています.最後のも
のは TWIを計算しますが,斜面のレイヤと流量蓄積のレイヤが必要です.これらのものはありませんが,DEM
があるので,対応する SAGAアルゴリズムを呼び出して計算することができるのです.

この処理が行われるコードの部分は本章の前節を読んでいれば理解は難しくありません。しかしながら、最
初の行にはもう少し説明が必要です。ツールボックスやグラフィカルモデラーのように、あらゆる GUIコ
ンポーネントから実行できるようなアルゴリズムへとあなたのコードを変えるのに必要な情報が提供され
ています。

これらの行はダブル Pythonコメントシンボル (##)で始まり、次のような構造を持っています

[parameter_name]=[parameter_type] [optional_values]

これは,処理スクリプト中でサポートされる全パラメータ種別の一覧,文法,そしていくつかの例です.

• raster. Aラスターレイヤ

• vector. Aベクターレイヤ

• table. Aテーブル

• number.A数値.Aデフォルト値が必要です.たとえば、depth=number 2.4

• string。テキスト文字列。数値と同様、デフォルト値が必須です。例、 name=string Victor

• boolean。ブーリアン値。その後に ‘‘True‘‘または Falseを追加してデフォルト値をセットします。
例えば、 verbose=boolean True

• multiple raster。入力ラスターレイヤのセット。

• multiple vector。入力ベクターレイヤのセット。

• field。ベクターレイヤの属性テーブル内の項目。レイヤ名を ‘‘field‘‘タグの後に追加しなければな
りません。例えば、ベクター入力を ‘‘mylayer=vector‘‘で宣言した場合、myfield=field mylayer
を使ってパラメータとしてそのレイヤから項目を追加することができます。

• folder. あるフォルダ.

• file. あるファイル名.

パラメータ名はアルゴリズム実行時にユーザに表示される名前であり、同時にスクリプトコード内で使う変
数名でもあります。このパラメータに対してユーザが入力した値は、この名前の変数に割り当てられます。
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ユーザにパラメータ名を表示する場合、名前は見栄えを改善するために、アンダースコアを空白に置き換
えて、編集されます。このため、例えば、ユーザに ‘‘A numerical value‘‘という名前のパラメータを見せた
ければ、‘‘A_numerical_value‘‘という変数名を使うことができます。

レイヤーとテーブル値は、対応するオブジェクトのファイルパスを含む文字列です。それらを QGISオブ
ジェクトにするには、 processing.getObjectFromUri()関数を使用できます。複数の入力も１つの
文字列値になります。すべての選択されたオブジェクトへのファイルパスがセミコロン（ ;）で区切られ
たものになります。

出力は同様のやり方で定義されます。次のタグを使います:

• output raster

• output vector

• output table

• output html

• output file

• output number

• output string

出力変数に割り当てられた値は常にファイルパス付きの文字列です。ユーザが出力ファイル名を入力して
いない場合の一時ファイルパスに対応します。

出力を宣言すると、アルゴリズムは終了するとその出力を QGIS に追加しようとします。そのため、
runalg()メソッドはそれが生成するレイヤーをロードしないけれども、最終的な TWIレイヤーは、（前
の例のケースを使用して）ロードされます、なぜならそれはユーザによって入力されたファイルに保存さ
れる、それは対応する出力の値であるから。

load()メソッドは自分のアルゴリズム内ではなく、コンソール行での作業中に使ってください。レイヤ
がアルゴリズムの出力として作成されている場合は、そのように宣言すべきです。さもないと、モデラー
内のアルゴリズムを正しく使えないことになります。なぜならその文法 (上述のタグで定義されているとお
り)はアルゴリズムが実際に作成するものと一致しないからです。

非表示の出力 (数値及び文字列)は値を持ちません。代わりに、それらに値を割り当てるのはあなたです。
そうするためには、その出力の定義で使用した名前付きの変数の値をセットします。例えば、この宣言を
使っている場合、

##average=output number

次の行は出力の値を 5にセットします:

average = 5

パラメータと出力向けのタグに加えて、‘‘group‘‘タグを使えばその下にアルゴリズムが表示されるグルー
プを定義することができます。

あなたのアルゴリズムが、処理に時間が掛かる場合、ユーザに知らせるのは良いアイデアで
す。progress‘‘という名前の global を使って 2 つのメソッド: ‘‘setText(text) および
setPercentage(percent)で進捗テキストと進捗バーを変更することができます。

いくつかの例が提供されています。処理フレームワーククラスを使っているアルゴリズムの作成方法を実
際の例でチェックしてみてください。任意のスクリプトアルゴリズム上で右クリックして Edit scriptを選ん
でコードを編集したり、単に閲覧したりすることができます。

18.5.4 自分のスクリプトのドキュメント化

モデルの場合と同様、自分のスクリプト用に付加的な文書を作成して、その内容や使い方を説明すること
ができます。スクリプト編集ダイアログに、[Edit script help]ボタンがあります。それをクリックすると、
ヘルプ編集ダイアログに移動します。グラフィカルモデラーについての章をチェックして、このダイアログ
についての詳細やその使い方を知ることができます。
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ヘルプファイルはスクリプトと同じフォルダに保存されており、:file:‘.help‘拡張子がファイル名に追加され
ています。自分のスクリプトのヘルプは、最初に保存する前に編集できますので注意してください。後で、
スクリプトを保存せずにスクリプト編集ダイアログを閉じた場合 (例えば無視して)、自分で書いたヘルプ
の内容は失われます。自分のスクリプトが既に保存され、ファイル名に関連付けられていれば、保存は自
動的に行われます。

18.5.5 実行前後のスクリプトのフック

アルゴリズムを動かす前後に走らせる実行前および実行後フックをセットするのにもスクリプトは利用可
能です。これは、アルゴリズムが実行される都度実行すべきタスクを自動化するのに使うことができます。

文法は上述のものと同様ですが、付加的に ‘‘alg‘‘という名前のグローバル変数を使うことができ、これは
たった今 (あるいはまさにこれから)実行されたアルゴリズムを表します。

処理構成ダイアログの Generalグループ内に、実行前スクリプトファイル及び実行後スクリプトファイル
名という２つのエントリ名があり、ここでそれぞれの場合に実行するスクリプトのファイル名を入力する
ことができます。

18.6 履歴マネージャ

18.6.1 プロセッシングの履歴

いつでも履歴マネージャに格納されているプロセスの情報、アルゴリズムを実行できます.ここでは利用さ
れたパラメータや実行された日時も保存されます.

このように、プロセッシングフレームワークを使って開発された作業の追跡と管理、そして再度開発する
ことは簡単です。

履歴マネージャは実行日時にしたがってグルーピングされたレジストリエントリのセットであり、任意の
特定の時点で実行されるアルゴリズムの情報を見つけることを容易にします。

プロセス情報は、アルゴリズムをツールボックスから起動された場合でも、コマンドライン式として保持
されます。ツールボックスを使用してアルゴリズムを呼び出し、それからヒストリーマネージャでコマン
ドラインから呼び出したアルゴリズムを確認するため、それはコマンドラインインタフェースを使い方を
学習するのにも役立ちます。

レジストリ内のエントリは別として、対応するエントリを単にダブルクリックすることで、プロセスを再
実行することができます。

18.6.2 処理ログ

履歴ダイアログには実行コールのみではなく、実行時にアルゴリズムによって生成される情報が含まれて
います。その情報は QGISログ、 Processingタブ中に書き込まれます。

サードパーティのアルゴリズムは、通常、コンソールを介してユーザと通信し、それらのコマンドライン
インターフェイスを呼び出すことによって実行されます。そのコンソールは表示されませんが、これらの
アルゴリズムのいずれかを実行するたびにその完全なダンプがログに書かれます。その情報でログが乱雑
になるのを回避するには、設定ダイアログのプロバイダエントリに対応するオプションを探して、各プロ
バイダについてそれを無効にできます。

アルゴリズムによっては、与えられた入力データと結果を生み出すことができた場合であっても、データ
の潜在的な問題を検出した場合、警告するためにログに記録するコメントや追加情報を追加することがあ
ります。予期しない結果が出ていないかログでそれらのメッセージを必ずチェックしてください。

290 Chapter 18. QGISプロセッシングフレームワーク



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 18.31: 履歴
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18.7 Pythonスクリプトなどの新しい処理アルゴリズムを書く

対応する Pythonのコードを書き、アルゴリズムの意味を定義するのに必要な追加情報を提供するためにい
くつかの余分な行を追加することで、独自のアルゴリズムを作成できます。 新しいスクリプトを作成 メ
ニューは Toolsグループ Scriptツールボックスのアルゴリズムの下にあります。スクリプト版]ダイアログ
ボックスを開くには、それをダブルクリックします。それはコードを入力しなければならないところです。
そこからスクリプトを scriptsフォルダ（　ファイル保存ダイアログを開くときデフォルトのもの）に
保存すると、拡張子が .pyで、自動的に対応するアルゴリズムを作成します。

アルゴリズム（ツールボックスに表示される）の名前は、ファイル名からその拡張子を削除し、空白とア
ンダースコアを置き換えることで作成されます。

次のコードをとってみましょう、DEMから直接に地形湿り指数（TWI）を算出するものです。

##dem=raster
##twi=output raster
ret_slope = processing.runalg("saga:slopeaspectcurvature", dem, 0, None,

None, None, None, None)
ret_area = processing.runalg("saga:catchmentarea", dem,

0, False, False, False, False, None, None, None, None, None)
processing.runalg("saga:topographicwetnessindextwi, ret_slope[’SLOPE’],

ret_area[’AREA’], None, 1, 0, twi)

おわかりになるように、それは 3つのアルゴリズムを必要とし、それらはすべてが SAGAから来ます。そ
れらの最後の一つは TWIを計算するもので、傾斜レイヤーと流れ蓄積レイヤーを必要とします。これらの
レイヤーはありませんが、DEMはありますので、対応する SAGAアルゴリズムを呼び出すことによって
それらを計算できます。

前の章を読んでいる方であれば、この処理が行われるコードの一部を理解することは難しくありません。し
かしながら、最初の数行にはいくらか説明を追加することが必要でしょう。それらは、ツールボックスま
たはグラフィックモデラーのように、GUIコンポーネントのいずれかから実行できるアルゴリズムにコー
ドを変えるために必要な情報を提供しています。

これらの行は Pythonの二重コメントシンボル（ ‘‘ ## ‘‘）で始まり、以下の構造を持ちます

[parameter_name]=[parameter_type] [optional_values]

処理スクリプトでサポートされているすべてのパラメータタイプのリスト、構文、およびいくつかの例を
示します。

• ‘‘ raster‘‘。ラスターレイヤー

• ‘‘ベクトル ‘‘。ベクトルレイヤー

• ‘‘ TABLE‘‘。テーブル

• ‘‘ number‘‘。数値。デフォルト値が提供されなければなりません。例えば、深さ=数 2.4

• ‘‘ string‘‘。テキスト文字列。数値の場合と同様に、デフォルト値を追加する必要があります。たとえ
ば、 ‘‘ name = string Victor‘‘

• 「長文字列」。文字列と同じですが、大きなテキストボックスが表示されるため、小さなコードスニ
ペットが必要なスクリプトなど、長い文字列に適しています。

• ‘‘ boolean‘‘。ブール値。デフォルト値を設定するために ‘‘ True‘‘または ‘‘ False‘‘を追加してくださ
い。たとえば、 ‘‘ verbose = boolean True‘‘とします。

• 複数 raster。入力されたラスタレイヤのセット。

• 複数 vector。入力ベクトルレイヤーのセット。

• ‘‘ field‘‘。ベクトルレイヤーの属性テーブル内のフィールド。レイヤーの名前を ‘‘ field‘‘タグの後に
追加する必要があります。たとえば、 ‘‘ mylayer = vector‘‘とベクトル入力を宣言している場合、‘‘
myField=フィールド mylayer‘‘を使用するとそのレイヤーからのフィールドをパラメータとして追加
できます。

• ‘‘ extent‘‘。XMIN、XMAX、YMIN、YMAXによって規定された空間的広がり
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• ‘‘ folder‘‘。フォルダ

• ‘‘ file‘‘。ファイル

• ‘‘ crs‘‘。座標参照系

• ‘‘ selection‘‘。ユーザーが事前にリストから選択できるようにするドロップダウンメニュー。例えば、
単位=選択 sq_km; sq_miles; sq_degrees

• ‘‘ name‘‘。スクリプトの名前。これにより、処理ツールボックスのアルゴリズム名として表示されま
す。例えば、私のアルゴリズム名= name

• ‘‘ group‘‘。スクリプトが処理ツールボックスに表示されるフォルダ名。例えば、Utilsの= groups‘‘は、
スクリプト内 ‘Utils‘‘フォルダ内のスクリプトを入れます ‘加えます。

パラメータ名は、スクリプトコードで使用するアルゴリズムを実行する際にユーザーに表示される名前、ま
た、変数名です。そのパラメータのために、ユーザが入力した値は、その名前の変数に代入されます。

ユーザーにパラメータの名前を示す場合には、名前は見栄えを改善するためにスペースがアンダースコア
に置き換える編集がされます。ですから、たとえばユーザーが名前付きパラメータ ‘‘A numerical value‘‘を
見たい場合、変数名 ‘ A_numerical_value‘‘を使用できます。

レイヤとテーブル値は、対応するオブジェクトのファイルパスを含む文字列です。QGISオブジェクトに
それらを有効にするには、processing.getObjectFromUri()関数を使用できます。複数の入力はま
た、セミコロン（;）で区切られたすべての選択されたオブジェクトにファイルパスを含む文字列値を有し
ます。

出力は、次のタグを使用して同様の方法で定義されます。

• 出力 raster

• 出力 vector

• 出力 TABLE

• 出力 html

• 出力 file

• 出力 number

• 出力 string

• 出力 extent

出力変数に割り当てられた値は、常にファイルパスの文字列です。これは、ユーザーが任意の出力ファイ
ル名を入力していない場合には、一時的なファイルパスに対応します。

パラメータおよび出力用のタグに加えて、アルゴリズムが ‘‘ group‘‘タグを使用して、表示されるグループ
も定義できます。

スクリプトのヘッダーで使用できる最後のタグは ‘‘ ## nomodeler‘‘です。アルゴリズムをモデラーウィンド
ウに表示したくないときに使用します。これは、明確な構文を持っていないアルゴリズム（例えば、設計
時には作成されるレイヤーの数が予め知られていない場合）に使用する必要があります。グラフィカルモ
デラーに使用することは不適切です。

18.8 アルゴリズムによって作成されたデータの扱い

レイヤー（ラスタ、ベクタまたはテーブル）を表す出力を宣言するときは、このアルゴリズムでは終了時に
レイヤーを QGISに追加しようとします。ですから、‘‘runalg()‘‘メソッドはそれが生成するレイヤーをロー
ドしなにもかかわらず最終 TWI レイヤーはロードされるでしょう。それはユーザによって入力されたファ
イルに保存されるからです、それは対応する出力の値である。

Do not use the load() method in your script algorithms, but just when working with the console line. If a layer
is created as output of an algorithm, it should be declared as such. Otherwise, you will not be able to properly
use the algorithm in the modeler, since its syntax (as defined by the tags explained above) will not match what the
algorithm really creates.
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隠された出力（数値と文字列）は値を持ちません。代わりに、それらには値を割り当てる必要があります。
それをするには、その出力を宣言するために使用した名前を持つ変数の値を設定するだけです。たとえば、
この宣言を使用している場合は、

##average=output number

次の行は、出力の値を 5に設定します：

average = 5

18.9 ユーザーとのやりとり

アルゴリズムの処理に時間がかかる場合は、ユーザーに通知することをお勧めします。進行状況テキストとプ
ログレスバーを修正するための 2つの利用可能なメソッド：setText（テキスト）‘‘と‘‘setPercentage
（パーセント）‘‘をもつ progress‘‘という名前のグローバルが利用可能です。

アルゴリズムの進行に関連していない、ユーザーにいくつかの情報を提供する必要がある場合は、 ‘‘
progress‘‘オブジェクトから ‘‘ SETINFO（テキスト） ‘‘メソッドを使用できます。

スクリプトに何らかの問題がある場合、伝播する正しい方法は、 タイプ ‘‘GeoAlgorithmExecutionExcep-
tion()‘‘の例外を発生させることです。メッセージを例外のコンストラクタに引数として渡すことができま
す。処理は、アルゴリズムが（ツールボックス、モデラー、Pythonのコンソール...）から実行されている
場所に応じて、それを処理し、ユーザーとの通信の世話をします

18.10 スクリプトの文書化

モデルの場合のように、スクリプトの追加ドキュメントを作成することができ、彼らが何をすべきかを説
明し、それらを使用する方法。スクリプトの編集ダイアログには** [スクリプト編集のヘルプ] **ボタンが
あります。それをクリックすると、ヘルプ編集のダイアログボックスが表示されます。このダイアログと
その使用方法についての詳細を調べるには、グラフィカルモデラーについての章をチェックしてください。

ヘルプファイルは、ファイル名に拡張子 .helpを追加して、スクリプト自体と同じフォルダに保存されま
す。スクリプトのヘルプは初めてそれを保存する前でも編集できます。後でスクリプトを保存せずにスク
リプト編集ダイアログを閉じた（つまり、それを捨てた）場合、今書いたヘルプコンテンツは失われます。
スクリプトがすでに保存されたファイル名に関連付けられている場合は、保存が自動的に実行されます。

18.11 サンプルスクリプト

いくつかの例は、ツールボックス内のスクリプト/ツールの下オンライン・スクリプトのコレクションか
らスクリプトを取得するツール項目を選択することでアクセスできるスクリプトのオンラインコレクショ
ンでご利用いただけます。

それらをチェックして、処理フレームワーククラスを使用してアルゴリズムを作成する方法の実際の例を
参照してください。スクリプトアルゴリズムを右クリックして、 :guilabel:‘Edit script‘を選択すると、コー
ドを編集できますし、単に見るだけでもできます。
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18.12 スクリプトアルゴリズムを書くためのベストプラクティス

ここでは、他の QGISのユーザーと共有したい場合は、特に、スクリプトのアルゴリズムを作成したとき
に考慮すべきアイデアの簡単な要約です。これらの単純なルールに従うことで、このようなツールボック
ス、モデラーまたはバッチ処理インターフェースとして異なる処理要素間の整合性を保証します。

• 結果のレイヤーはロードしないでください。処理に結果を処理させ、必要であれば、レイヤーをロー
ドしてください。

• 必ずアルゴリズムが作成する出力を宣言してください。そのような 1つの出力を宣言し、それらの
コレクションを作成するために、その出力に設定された宛先ファイル名を使用するようなものは避
けてください。これは、アルゴリズムの正しいセマンティクスを壊し、モデラーで安全にそれを使
用することが不可能になります。そのようなアルゴリズムを記述する必要がある場合は、必ず ‘‘ ##
nomodeler‘‘タグを追加してください。

• メッセージボックスを表示したり、スクリプトから任意のGUI要素を使用しないでください。ユーザと
通信したい場合は、‘‘ SETINFO（）‘‘メソッドを使用するか、‘‘ GeoAlgorithmExecutionException‘‘を
投げます

• 経験則として、アルゴリズムは、処理ツールボックス以外のコンテキストで実行される可能性がある
ことを忘れないでください。

18.13 実行前および実行後スクリプトフック

スクリプトはアルゴリズムが実行される前後に実行される実行前と実行後のフックを設定するためにも使
用できます。これは、アルゴリズムが実行されるたびに実行されるべきタスクを自動化するために使用で
きます。

構文構文は、上記の説明と同じであるが、名前の追加のグローバル変数 ‘‘ alg‘‘は単にされ（又はれようと
している）実行されたアルゴリズムを表す、利用可能です。

処理の設定]ダイアログボックスの Generalグループの中に実行前スクリプトファイルと実行後スクリプ
トファイルという名前の 2つの入力欄があり、それぞれの場合に実行されるスクリプトのファイル名を入
力できます。

18.14 外部アプリケーションの設定

処理フレームワークは、追加のアプリケーションを使用して拡張できます。現在、SAGAは、GRASS、OTB
（オルフェオツールボックス）及び Rは、空間データ分析機能を提供するいくつかの他のコマンドラインア
プリケーションと一緒に、サポートされています。外部アプリケーションに依存するアルゴリズムは、独
自のアルゴリズムプロバイダによって管理されています。

このセクションでは、これらの追加のアプリケーションが含まれるように処理フレームワークを構成する
方法を紹介します、そしてそれはそれらに基づくアルゴリズムのいくつかの特定の特徴を説明します。シ
ステムを正しく設定したら、他の geoalgorithmで行うと同じように、ツールボックスのような任意のコン
ポーネントまたはグラフィカル・モデラーから外部のアルゴリズムを実行できるようになります。

デフォルトでは、QGISに同梱されていない外部アプリケーションに依存している全てのアルゴリズムが有
効になっていません。それらは設定ダイアログで有効にできます。対応するアプリケーションがすでにシ
ステムにインストールされていることを確認してください。

18.14.1 Windowsユーザへの注意点

高度なユーザーではなく、Windows上で QGISを実行している場合は、この章の残りの部分を読んで興味
がないかもしれません。スタンドアロンインストーラを使用してシステムに QGISをインストールしてい
ることを確認します。それは、自動的にシステムに SAGA、GRASSとOTBにインストールして、QGISか
ら実行できるようにそれらを設定します。これらのプロバイダからのすべてのアルゴリズムは、任意の追
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加の設定を必要とせずに実行できるようになります。OSGeo4Wアプリケーションを介してインストール
する場合は、設置 SAGA、GRASSと OTBも選択してください。

これらのプロバイダがどう動くかについての詳細をお知りになりたい場合、または、単純化されたツール
ボックスに含まれていないいくつかのアルゴリズム（たとえば、Rスクリプトなど）を使用したい場合は、
読みつづけてください。

18.14.2 ファイルフォーマットに関する注意点

外部ソフトウェアを使用する場合は、QGISでファイルを開くと、それを開いて、他のソフトウェアでも
同様に処理できることを意味するものではありません。ほとんどの場合、他のソフトウェアを使用すると、
QGISで開かれているものを読むことができますが、いくつかのケースでは、それは本当ではないかもし
れません。ラスタまたはベクタレイヤーのために、問題が生じる可能性があるかどうか、データベースや
珍しいのファイル形式を使用している場合。その場合は間違って何が起こっているかについての詳細を知
るために、両方のプログラムによって理解されているあなたは確信している、よく知られているファイル
フォーマットを使用しよう、と（歴史の中で、ダイアログをログ）コンソール出力を確認してください。

もし、あなたがレイヤを入力するのに使用する外部アルゴリズムを呼び出したときに、この処理でトラブ
ルが起こったり処理が終了しなかった場合は、GRASSラスタレイヤを使用してください。このため、これ
らのレイヤは利用可能なアルゴリズムとして表示されません。

しかし、QGISはレイヤーを渡す前に、元のファイル形式から外部アプリケーションによって受け入れられ
るものに自動的に変換するので、ベクタレイヤーとまったく問題はないはずです。これは余分な処理時間
を追加しますが、レイヤのサイズが大きい場合には相当になるかもしれないので、DB接続からのレイヤを
処理するためにシェープファイルに保存されている同様の大きさのレイヤーを処理するより多くの時間が
かかっても驚かないでください、。

外部アプリケーションを使用していないプロバイダは QGISで開けるレイヤーはどれも処理できます。な
ぜならそれらは QGISを通じて分析のためにそれを開いているので。

出力形式に関しては、ラスタレイヤーとベクトルレイヤーの両方について、出力としてQGISでサポートさ
れているすべての形式が使用できます。一部のプロバイダは、特定の形式をサポートしていませんが、す
べての後に自動的に QGISで変換でき、共通のフォーマットにエクスポートできます。入力レイヤーの場
合のように、この変換が必要な場合は、処理時間を増大させる可能性があります。

18.14.3 ベクトル・レイヤ選択に関する注意点

外部アプリケーションも QGIS内でベクタレイヤに存在する選択を認識してもよいです。しかし、それに
はそれらが外部アプリケーションでサポートされていない形式で最初にあったかのように、すべての入力
ベクタレイヤを書き換えることが必要です。選択が存在しない場合、または選択された地物のみを使用オ
プションが処理の一般設定で有効になっていない場合にのみ、レイヤは外部アプリケーションに直接渡す
ことができます。

ほかの場合では、選択したフィーチャのみをエクスポートするには長い実行時間を必要とします。

18.14.4 SAGA: System for Automated Geoscientific Analyses、自動化地球科学的
分析システム

お使いのシステムにインストールされ SAGAを持っており、それは SAGA実行可能ファイルを見つけるこ
とができるので、適切に処理フレームワークを構成した場合 SAGAアルゴリズムは、QGISから実行でき
ます。特に、SAGAコマンドライン実行可能ファイルは SAGAアルゴリズムを実行するために必要とされ
ます。

Windows を実行している場合は、スタンドアロンのインストーラと OSGeo4W インストーラーの両方が
QGISと一緒に SAGAが含まれ、パスが自動的に設定されているので、他に何もする必要はありません。

ご自分で SAGA をインストールしてそれが QGIS のインストーラに含まれていなかった場合は、SAGA
の実行可能ファイルへのパスを設定する必要があります。これを行うには、設定ダイアログを開きます。
:guilabel:‘ SAGA‘ブロック中に、SAGA Folderという名前の設定が見つかるでしょう。SAGAがインストー
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ルされているフォルダへのパスを入力してください。設定ダイアログを閉じて、そして今、QGISから SAGA
アルゴリズムを実行する準備ができました。

Linuxを実行している場合は、SAGAバイナリは処理には含まれていないので、ソフトウェアをご自分でダ
ウンロードしてインストールする必要があります。詳しくは SAGAのウェブサイトをご確認ください。

この場合、SAGAの実行ファイルへのパスを設定する必要はなく、それらのフォルダのエントリは表示さ
れないでしょう。代わりに、SAGAが正しくインストールされ、そのフォルダが PATH環境変数に追加さ
れていることを確認する必要があります。コンソールを開いて ‘‘saga_cmd‘‘と入力し、システムが SAGA
のバイナリが置かれている場所を見つけることができるか確認するだけです。

SAGAグリッドシステムの制限について

複数の入力ラスタレイヤを必要とするほとんどの SAGAアルゴリズムは、同じグリッド系を持つことを必
要としています。つまり、それらは同じ地理的領域をカバーし同じセルサイズを持つ必要があるので、対
応するグリッドは一致します。QGISから SAGAアルゴリズムを呼び出すとき、関係なく、そのセルサイ
ズと範囲の、いずれかのレイヤーを使用できます。複数のラスタレイヤーは SAGAアルゴリズムのための
入力として使用される場合、QGISは（SAGAアルゴリズムが異なるグリッドシステムからのレイヤーで動
作できない場合）共通のグリッドシステムにそれらをリサンプリングした後、SAGAに渡します。

その一般的なグリッド系の定義は、ユーザによって制御され、そうする設定ウィンドウの SAGAグループ
内のいくつかのパラメータがあります。ターゲットグリッド系を設定する 2つの方法があります。

• 手動で設定する。次のパラメータの値を設定することによって範囲を定義します。

– Resampling min X

– Resampling max X

– Resampling min Y

– Resampling max Y

– Resampling cellsize

QGISはその範囲に対して入力レイヤを、それらがその範囲と重複していない場合でも、再サンプリ
ングすることに注意してください。

• 入力レイヤから自動的に設定する。このオプションを選択するには、リサンプリングにグリッドシ
ステムをカバー minの使用オプションチェックするだけです。他のすべての設定は無視され、すべて
の入力レイヤを最小カバー範囲が使用されます。ターゲットレイヤのセルサイズは、入力レイヤの全
てのセルサイズの最大値です。

多重ラスタレイヤを使用しないあるいは固有の入力グリッドシステムを必要としないアルゴリズムでは、
SAGAを呼び出す前にリサンプリングは実行されませんし、これらのパラメータは使用されません。

マルチバンドレイヤに関する制限

QGISとは異なり、SAGAは、マルチバンドレイヤーをサポートしていません。（例えば RGBまたはマル
チスペクトル画像のような）マルチバンドレイヤーを使用する場合は、最初にシングルバンド化された画
像に分割する必要があります。そうするためには、’SAGA /グリッドツール/RGB画像を分割’アルゴリズ
ム（RGB画像から三つの画像を作成する）や’SAGA /グリッドツール/バンド抽出’アルゴリズム（単一バ
ンドを抽出する）を使用できます。

セルサイズの制限

SAGAはラスタレイヤが x軸と y軸において同じセルサイズであることを仮定しています。もし、あなた
が水平方向と垂直方向でセルサイズが異なる値のレイヤで作業するならば、あなたは予想できない結果を
得ることになるでしょう。この場合、入力レイヤが SAGAによって適切に処理されないであろうという警
告がプロセスログに加えられることになります。
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Logging

QGISは SAGAを呼び出すと、それはこれにより、すべての必要な操作を実行するためにコマンドのセッ
トを通過する、そのコマンドラインインターフェースを使用しません。SAGAは、追加のコンテンツと共
に、既に行われる処理のパーセンテージを含むコンソールに情報を書き込むことにより、その進捗状況を
示しています。この出力はフィルタがかけられ、アルゴリズムの実行中に、プログレスバーを更新するた
めに使用されます。

どちらもQGISと SAGAによって印刷の追加情報によって送信されたコマンドは、他の処理のログメッセー
ジと一緒にログに記録でき、それらを有用 QGISは SAGAアルゴリズムを実行したときに何が起こってい
るかを詳細に追跡するかもしれません。すなわち、2つの設定がありますコンソール outputをログインし
て、ログイン実行 commands、そのロギング機能を有効にします。

コマンドラインから外部アプリケーションを使ったり呼び込んだりするようなほとんどのほかのプロバイ
ダは同様なオプションを持っているので、あなたは処理セッティングリストのほかの場所で同様にそれら
を見つけるでしょう。

18.14.5 Rスクリプトで作成されたR.。

（いくつかの例を除いて）実行できるアルゴリズムの定義済みのセットが存在しないという点で、QGISで
R統合は SAGAとは異なっています。代わりに、Rから、と非常によく似た方法で、処理スクリプト専用
のセクションで見たものにするだろう多くのように、スクリプトを書いて、Rコマンドを呼び出す必要が
あります。このセクションでは、QGISから Rコマンドを呼び出すため使用する構文と、その中で QGISオ
ブジェクト（レイヤー、テーブル）を　どのように使用するかを示します。

SAGAの場合で見たように、しなければならない最初の事は、Rバイナリの場所を QGISに伝えることで
す。これは処理設定ダイアログ中の Rフォルダエントリを使用して実現できます。そのパラメータを設定
したら、ご自身の Rスクリプトを作成し、実行を開始できます。

ノート: C:Program FilesRR-3.2フォルダWindowsのユーザーのために、通常は Rの実行可能ファ
イルがです。フォルダだけでバイナリを追加しないこと！

今一度、これが Linuxでは異なるので、あなたは Rフォルダが PATH環境変数に含まれているかをちゃん
と確認しなければなりません。もし、お使いの環境のコンソールで’‘R’‘とだけタイプして Rを実行できる
なら、実行する用意はできています。

R関数（または開発して QGISから利用したいと思っているより複雑な Rスクリプト）を呼び出す新しい
アルゴリズムを追加するには、その操作をどのように実行するかの処理フレームワークとそれをするため
の対応する Rコマンドを記したスクリプトファイルを作成する必要があります。

Rスクリプトファイルの拡張子は .rsxです、そして R構文と Rスクリプトの基本的な知識しかなくても、
それらを作成することは非常に簡単です。それらは、Rの scriptsフォルダに格納する必要があります。こ
のフォルダは（処理の設定]ダイアログボックスから入手可能） R設定グループ、定期的に処理スクリプト
のフォルダを行うだけのように、設定できます。

与えられたポリゴンレイヤー内のポリゴンの境界内にランダムなグリッドを作成するために spsample R
メソッドを呼び出すという、非常に単純なスクリプトファイルを見てみましょう。この方法は、maptools
パッケージに属します。QGISに組み込むのが好きかもしれない、ほぼすべてのアルゴリズムは、空間デー
タを使用するか、生成されますので、 maptoolsと、特に、 spのような空間的なパッケージの知識が必
須です。

##polyg=vector
##numpoints=number 10
##output=output vector
##sp=group
pts=spsample(polyg,numpoints,type="random")
output=SpatialPointsDataFrame(pts, as.data.frame(pts))

ダブル Pythonコメント記号（ ##）で始まる最初の行は、QGISにファイルに記述されたアルゴリズムの
入力と、それが生成されます出力を伝えます。それらは、すでに見てきた処理スクリプトとまったく同じ
構文で動作するので、ここでは繰り返して記載しません。
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独自の R scripts-の書き方に関する詳細な情報を持っている Rイントロと Rの構文トレーニングマニュア
ル章をご覧ください

入力パラメータを宣言すると、QGISは 2つのことのためにその情報を使用しています。そのパラメータの
値をユーザーに依頼するユーザーインターフェイスを作成し、後で Rコマンドの入力として使用でき、対
応する R変数を作成します。

上記の例では、 polygという名前の vector‘‘のタイプの入力を宣言しています。アルゴリズムを実行
する場合、QGISは Rでユーザーによって選択されたレイヤーを開いても、 ‘‘polygという変数に格納
されます。だから、パラメータの名前がまた、そのパラメータの値にアクセスするための Rで使用できる
変数の名前です（したがって、パラメータ名として Rの予約語を使用しないでください）。

このようなベクターとラスターレイヤーとして空間要素が readOGR()と brick()コマンドを使用して
読み込まれ、（記述ファイルにこれらのコマンドを追加することを心配する必要はありません - QGISは
それを行います）、そしてそれらは ‘‘ *空間 DataFrame‘‘オブジェクトとして格納されています。テーブ
ルのフィールドは、選択したフィールドの名前を含む文字列として保存されます。

テーブルは read.csv()コマンドを使って開かれます。もし、ユーザによって入力されたテーブルが CSV
形式でないならば、それは Rによってそれがインポートされる前に変換されます。

加えて、ラスタファイルは ‘‘##usereadgdal‘‘を使うことによる brick()に代わって readGDAL()コマン
ドを使って読み込むことができます。

高度なユーザーであり、QGISレイヤーを表すオブジェクトを作成したくない方は、代わりにファイル名を
指定して文字列を好むことを示すために ##passfilenamesタグを使用できます。この場合は、それが
含まれているデータ上の任意の操作を実行する前に、ファイルを開くかはあなた次第です。

上記の情報により、現在私たちは最初のサンプルスクリプトの一行目 (行頭が Pythonコメントになってい
ない最初の行)を理解することができます。

pts=spsample(polyg,numpoints,type="random")

変数 ‘‘polygon‘‘はすでに ‘‘SpatialPolygonsDataFrame‘‘オブジェクトを含んでいるので、ちょうど ‘‘num-
points‘‘メソッドのように、作成されたサンプルグリッドを加えたポイントの数を示す、‘‘spsample‘‘メソッ
ドを呼び込むことができます。

私たちは ‘‘out‘‘と名付けたタイプベクトルの出力を宣言してから、そこに (この場合は
SpatialPointsDataFrame に) out と名付けた変数と Spatial*DataFrame オブジェクトを作
成しなければならない。最終結果を保存する変数が宣言して適切な値を含んでいる同じ名前を持つことを
確認するように、あるらゆる名前を媒介変数として使用できます。

この場合、結果は spsample法から得られたそれ自体への適切なクラスはない ppp‘‘クラスのオブジェク
トであるため、 ‘‘SpatialPointsDataFrame‘オブジェクトに明示的に変換されなければなりません QGISに
返されます。

ア ル ゴ リ ズ ム は 、ラ ス タ レ イ ヤ を 生 成 し た 場 合 、そ れ ら が 保 存 さ れ て い る 方 法 は 、
##dontuserasterpackage オプションを使用しているかどうかに依存します。それを使用して
いる場合は、これらのレイヤーは、 writeGDAL()メソッドを使用して保存されます。そうでない場合、
rasterパッケージから writeRaster()メソッドが使用されます。

##passfilenamesオプションを使用している場合、出力は、それが入力に使用されていない場合でも、
（ writeRaster()で） rasterパッケージを使用して生成されます。

もし、アルゴリズムがなんのレイヤも作成しないで、代わりにコンソールにテキストで結果を作成するの
ならば、実行が終了したことを示すようにコンソールに指示をしなければなりません。このために、> (‘よ
り大きい’)記号を伴った印刷を欲する結果を作成するだけのコマンドラインを開始します。すべてのほか
の行の出力は表示されません。たとえば、ここにあるのはベクトルレイヤの属性として与えられたフィー
ルド (列)の正常性テストを実行するアルゴリズムの説明ファイルです:

##layer=vector
##field=field layer
##nortest=group
library(nortest)
>lillie.test(layer[[field]])
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最後の行の出力が印刷されているが、第一の出力はない（そしていずれも、他のコマンドラインからの出
力は、QGISによって自動的に追加されています）。

もし、あなたのアルゴリズムがあるグラフィックスの種類 (‘‘plot()‘‘メソッドを使って)を作成するならば、
次の行を加えます:

##showplots

これは、QGISは Rの実行が完了した後に開かれる一時ファイルにすべての Rのグラフィック出力をリダ
イレクトするようになります。

グラフィックスとコンソール結果はどちらも処理結果マネジャで見えるようになります。

詳細については、加工して提供されたスクリプトファイルを確認してください。それらのほとんどはかな
り単純であり、非常に独自のスクリプトを作成する方法を理解するのに役立ちます。

ノート: rgdalと rasterライブラリはデフォルトでロードされていますので、対応する library()
コマンドを追加する必要はありません（ それら二つのパッケージが R配布にインストールされているこ
とを確認する必要があるだけです）。しかし、必要な場合があります他の追加のライブラリは、明示的に
library(ggplot2)を入力してロードする必要があります。パッケージがすでにマシンにインストール
されていない場合、処理は、それをダウンロードしてインストールします。このように、パッケージには、
Rスタンドアロンでも利用できるようになります。パッケージをダウンロードする必要がある場合は、最
初にスクリプトを実行する時に長い時間がかかる可能性があることにご注意ください。

18.14.6 GRASS: Geographic Resources Analysis Support System、地理的資源分
析支援システム

GRASSを設定すると、SAGAを設定するのとそれほど違いはありません。まず、GRASSフォルダへのパ
スを定義する必要があります、Windowsを実行している場合のみですが。また、シェルインタプリタ（通
常 :file:‘msys.exe‘は、Windowsのディストリビューションのための最も GRASSに見つかります）定義する
必要があり、そのパスは、同様に設定します。

デフォルトでは、処理フレームワークは、QGISと同梱に GRASS分布を使用するためにその GRASSコネ
クタを設定しようとします。これは、ほとんどのシステムでは問題なく動作するはずですが、問題が発生
した場合は、手動で GRASSコネクタを設定する必要がある場合があります。別の GRASSのインストール
を使用する場合も、他のバージョンがインストールされているフォルダにその設定やポイントを変更でき
ます。アルゴリズムが正しく動作するためには GRASS 6.4が必要とされます。

もし、あなたが Linuxを利用している場合は、GRASSが適切にインストールされているかと、それがコン
ソールから問題なく起動するかを確認するだけです。

GRASSアルゴリズムは、計算するための領域を使用します。この領域は、アルゴリズムを毎回実行するた
めに使用されるすべての入力レイヤーを覆う最小範囲をとる、自動的 SAGA構成に見られるものと同様の
値を用いて、または手動で定義できます。後者のアプローチが好む動作である場合、GRASSの設定パラ
メータでカバー minの regioを使用 nオプションをチェックするだけです。

18.14.7 GDAL: Geospatial Data Abstraction Library、地理空間データ抽象化ライブ
ラリ

追加の設定は GDALのアルゴリズムを実行するために必要ありません。彼らはすでに QGISに組み込まれ
ているので、アルゴリズムはそれから自分の設定を推測することができます。

18.14.8 Orfeo ToolBox

オルフェオツールボックス（OTB）のアルゴリズムは、OTBがシステムにインストールされていると、適
切QGISを設定している場合QGISから実行できますので、必要なすべてのファイル（コマンドラインツー
ルとライブラリ）を見つけることができます。
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SAGAの場合のように、OTBのバイナリは、Windows用のスタンドアロンのインストーラに含まれていま
すが、Linuxを実行している場合は、自分でダウンロードして、ソフトウェアをインストールする必要があ
りますので、彼らは、含まれていません。詳細については、OTBのウェブサイトをご確認ください。

OTBがインストールされると、QGISを起動し、処理設定ダイアログを開き、OTBアルゴリズムプロバイ
ダを設定します。オルフェオツールボックス（画像解析）ブロックに、OTBに関連するすべての設定が見
つかります。まず、アルゴリズムが有効になっていることを確認してください。

その後、OTBコマンドラインツールとライブラリがインストールされているフォルダへのパスを設定し
ます。

• 通常 OTB applications folder は /usr/lib/otb/applications を指し、 OTB command line
toolsフォルダは /usr/binです。

• このような OSGeo4Wとして OTBが含まれるインストーラのいずれかを使用している場合は、さ
らに設定する必要はありません。処理は自動的にパスを検出し、対応する構成エントリが表示されま
せん。 OTBアプリケーション folderとそれ以外の場合は、記入 :guilabel:‘ OTBコマンドラインツー
ル folder‘は、インストールのために対応する値を持つパラメータを。

18.14.9 TauDEM: Terrain Analysis Using Digital Elevation Models、DEMを使用し
た地形分析

TauDEM（数値標高モデルを用いて地形分析）は数値標高モデル（DEM）から水文学的情報を抽出・分析
するためのツールです。TauDEMは、システムにインストールされ、正しく QGISを構成した場合、QGIS
から使用できますので、すべての必要なファイルを見つけることができます。

singlefile（TauDEM 5.0.6または 5.1.2）とマルチファイル（TauDEM 5.2.0）：TauDEMツールの 2つのバー
ジョンがあります。サポートされている入力/出力のこれらのバージョン間の差異。単一のファイルのバー
ジョンは、単一のラスタファイルを受け入れ、出力として 1つのファイルを書き込みます。マルチファイル
のバージョンは、ラスタとディレクトリを受け入れ、出力としてラスタでディレクトリを書き込みます。こ
のようなディレクトリは、単一の DEMのグリッドとして扱われるラスタが含まれている必要があります。

TauDEM処理プロバイダは TauDEMのシングルおよびマルチファイルの両方のバージョンをサポートして
も、それらを同時に使用することができます。

ノート: TauDEM処理プロバイダは TauDEM 5.0.6、5.1.2および 5.2.0をサポートしていますが、私たち
は、このバージョンが利用できるいくつかの新しいツールを持っているとしてゲージ流域と TWIのように、
5.1.2および/または 5.2.0を使用することをお勧めします。

Windows下に TauDEMをインストール

TauDEMのホームページをご覧ください。<http://hydrology.usu.edu/taudem/taudem5/downloads.html> _とあ
なたのプラットフォーム用のコンパイル済みのバイナリの目的のバージョン（32ビットまたは 64ビット）
をダウンロードし、通常このください。「コマンドライン実行可能ファイル」です。また、_ ‘‘のMicrosoft
HPCパック 2012 MS-MPI <http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=36045>をダウンロード
する必要があります。 mpi_x64.Msi 64ビット・プラットフォーム用と :file:‘ mpi_x86.Msi‘ 32ビット・プ
ラットフォーム用をまず runingてて、Microsoft HPCパック 2012 MS-MPIをインストールします。

ノート: TauDEM 5.0.6を使用したい場合

Linux下に TauDEMをインストール

残念ながら、ほとんどの Linuxディストリビューションのためのパッケージではないので、自分で TauDEM
をコンパイルする必要があります。TauDEMはMPIを使用するとして、最初の任意のMPIの実装例MPICH
やOpenMPIのをインストールする必要があります。MPICHやOpenMPIのをインストールするには、お好
みのパッケージマネージャを使用してください。
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<https://github.com/dtarb/TauDEM/releases> _やアーカイブコンテンツを抽出し、GitHubのリポジトリから
TauDEM 5.2.0のソースコードパッケージをダウンロードしてください。端末を開き解凍したフォルダ内の
srcディレクトリに CD。ビルドディレクトリを作成してそれに CD

mkdir build
cd build

ビルド（変更が必要な場合は、プレフィックスをインストール）を設定してコンパイル

CXX=mpicxx cmake -DCMAKE_INSTALL_PREFIX=/usr/local ..
make

コンパイルは実行して TauDEMツールをインストールが終了したら

sudo make install

ノート: 一方、configure の段階で指定したプレフィックス内部 bin サブディレクトリに実行可能
ファイルがにインストールされます。接頭辞を指定した場合例バイナリより /opt/taudem5.2 は
/opt/taudem5.2/binにインストールされます。

To use singlefile version — download source package here and perform above mentioned steps to compile and
install it.

Old TauDEM 5.0.6 also available. But before compiling this version it is necessary to edit some source files.

linearpart.hファイル、および行の後に開きます

#include "mpi.h"

新しい行を加える

#include <stdint.h>

だから取得できるでしょう

#include "mpi.h"
#include <stdint.h>

変更内容を保存し、ファイルを閉じます。ここで、 tiffIO.hを開き、行 #include "stdint.h"を
見つけ、引用符（ ""）を <>で置き換えると、得られるのは

#include <stdint.h>

変更内容を保存し、ファイルを閉じます。

さて、上記のように同じコマンドを使用して TauDEM 5.0.6を構成、コンパイル、およびインストールし
ます。

TauDEMプロバイダを構成する

TauDEMがインストールされると、処理 ->オプション... と TauDEMアルゴリズムプロバイダを設定する
から処理オプションダイアログを開き、QGISを起動します。Providersグループ検索 TauDEM（水文解析）
ブロック、およびそれを拡大するには。ここでは、TauDEMに関連するすべての設定が表示されます。

まず、アルゴリズムが有効になっていることを確認し、必要に応じて、プロバイダを有効にします。

次のステップはMPIを設定することです。 MPICH/OpenMPIdirectory mpiexecプログラムのビンの位置
を定義するために使用される設定。PATHで mpiexec利用できるほとんどの Linuxディストリビューショ
ンでは、安全にこれを空のまま残すことができます。

使用するMPI並列プロセスの数は、MPIに関する第 2の設定です。それは TauDEMコマンドを実行する
ために使用されるプロセスの数を定義します。使用する値がわからない場合、この値をそのまま残すこと
をお勧めします。
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今、TauDEMコマンドラインツールがインストールされているフォルダ（複数可）へのパスを設定する必
要があります。すでに言及したように、TauDEMプロバイダは、シングルおよびマルチファイル TauDEM
の両方をサポートし、その TauDEMフォルダの 2つの設定があります:

• TauDEMコマンドラインツールフォルダ、 singlefileツールの位置を設定するために使用

• マルチツールの位置を設定するために使用される TauDEMマルチファイルコマンドラインツール folder

別のディレクトリにインストールされた両方の TauDEMのバージョンを持っている場合は、両方のオプショ
ンを指定することが可能です。

最後のステップはどの TauDEMバージョンを使用するか定義することです:

• with Enable multifile TauDEM tools option checked you will use multifile TauDEM tools from directory,
specified in the TauDEM multifile command line tools folder. Multifile tools have same name as singlefile
with “(multifile)” suffix added

• 有効シングル TauDEMの toolsオプションを使用すると、で指定した、ディレクトリからマルチファ
イル TauDEMツールを使用します確認 TauDEMコマンドラインツールが folder。

同時に両方のツールを有効にすることが可能です。この場合、ツールボックスの各ツールの 2つのインス
タンスを持つことになりますし、分析の中でそれらを使用できます。

ノート: TauDEMを用いた処理モデルの開発に注意してください！
シングルおよびマルチファイルのバージョンが異なる入力を持っていたようにのみ、マルチアルゴリズム
が使用可能な場合、singlefileアルゴリズムで作成されたモデルは動作しません。モデルを共有することを
計画している場合はどの TauDEMバージョンが使用されなければならない指定したり、より良いしてくだ
さい、モデルの 2つのバージョンを提供します。シングルおよびマルチファイル TauDEMのために。

18.15 QGISコマンダー

プロセシングにはツールボックスを使わないでアルゴリズムを実行する実用的なツールが含まれています,
ここでは実行したいアルゴリズムの名前をタイプすれば実行できます.

このツールは QGIS commanderという名前で自動補完機能つきのシンプルなテキストボックスで提供され
ています.このツールで実行したいコマンドをタイプできます.

Figure 18.32: QGISコマンダー

コマンダーは*処理*メニューから、あるいはより実用的には Shiftキー+ Ctrlキー+ M（別のものを好
む場合は、QGISの設定で、デフォルトのキーボードショートカットを変更できます）を押すことによって
起動されます。それを閉じるには、 ESCを押すだけです。処理アルゴリズムを実行することとは別に、コ
マンダーではQGISでの機能のほとんどにアクセスできます、それはQGISのタスクを実行しているの実用
的かつ効率的な方法を与えることを意味し、ボタンやメニューの使用を減らしつつ QGISを制御できます。

また、コマンダーは設定可能ですので、カスタムコマンドを追加して、わずか数キーストローク離れてそ
れらを持って、QGISで毎日の仕事をより生産的にするのに役立つ強力なツールとします。
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18.15.1 利用可能コマンド

コマンダーで利用できるコマンドは以下のカテゴリに入ります:

• プロセシングアルゴリズム. これらはプロセシングアルゴリズム: <name of the algorithm>
として表示されます.

• メニュー項目。これらはメニュー項目として表示されます。<menu entry text>。QGISインター
フェースから利用できるすべてのメニュー項目は、それらがサブメニューに含まれている場合でも、
ご利用いただけます。

• Python関数. 利用可能コマンドリストに含めることができる短い Python関数を作成することができ
ます. それらは Function: <function name>として表示されます

上記のものを実行するためにはタイプを開始して入力したテキストを補完して表示されるコマンドリスト
から必要なエレメントを選択すればよいです.

（例えば、 ‘‘：機能：removeall）Pythonの関数を呼び出した場合は、機能が付けられ、リスト内の
エントリを、選択することができ、または単に直接 ‘（関数名を入力します前の例の ‘removeall）。関
数名の後に括弧を追加する必要はありません。

18.15.2 カスタム機能の作成

カスタム関数は、ユーザーフォルダ内の ‘‘ .qgis2 /処理/ commander‘‘ディレクトリに発見された ‘‘ com-
mands.py‘‘ファイルに対応する Pythonコードを入力することによって追加されています。それは必要とす
る機能を追加できる単純な Pythonのファイルです。

いくつかの例では、コマンダーを初めて開いたときの機能を備えたファイルが作成されます。まだコマン
ダーを立ち上げていない場合は、ファイルを自分で作成できます。コマンドファイルを編集するには、お
好みのテキストエディタを使用します。また、コマンダーから ‘‘ edit‘‘コマンドを呼び出すことにより、内
蔵のエディタを使用できます。これは、コマンドファイルを使用してエディタを開きます、そして、それ
を直接編集して変更を保存できます。

例えば、すべてのレイヤを削除する次の関数を追加できます:

from qgis.gui import *

def removeall():
mapreg = QgsMapLayerRegistry.instance()
mapreg.removeAllMapLayers()

機能を追加したら、それはコマンダーに利用できるようになります、そして、 ‘‘ removeall‘‘を入力して、そ
れを呼び出しできます。機能自体を書くことを除けば何もする必要はありません。

関数はパラメータを受け取ることができます。引数を受け取るために関数定義に args‘‘ * ‘‘を追加します。
コマンダーから関数を呼び出すときは、パラメータはスペースで区切って渡さなければなりません。

ここでレイヤーをロードし、ロードするためのレイヤのファイル名でパラメータを取る関数の例を次に示
します。

import processing

def load(*args):
processing.load(args[0])

If you want to load the layer in /home/myuser/points.shp, type in the Commander text box:

‘‘load /home/myuser/points.shp‘‘
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Chapter 19

プリントコンポーザ

プリントコンポーザを使って見栄えの良い地図や地図帳を作成し、印刷したり、PDFファイル、イメージ、
SVGファイルとして保存することができます。このように QGISで作成した地理情報を、報告書に含めた
り出版するなど、多くの方法で共有することができます。

19.1 プリントコンポーザの概要

プリントコンポーザはレイアウトと印刷機能を発展させて提供しています. これによって QGIS地図キャン
バス,テキストラベル,イメージ,凡例,スケールバー,基本図形,矢印,属性テーブルと HTMLフレームのよ
うなエレメントを追加することができます. ここではそれぞれのエレメントのサイズ変更,グループ化,整
列,配置,回転を行い、プロパティを調整してレイアウトを作成することができます. レイアウトは印刷また
はイメージ形式,PostScript,PDFまたは SVGで出力できます (最近のいくつかの Qt4バージョンでは SVG
への出力は適切に動作しません;これを動かす場合はあなたのシステムで個別にチェックして下さい). レイ
アウトはテンプレートとして保存して別のセッションでロードして使うことができます. 最後に多くの地図
をテンプレートにもとづいて作成する作業が地図帳作成機能で行えます.

19.1.1 サンプルセッション

プリントコンポーザで作業を始める前にいくつかのラスタやベクタレイヤをQGISマップキャンバスにロー
ドしてそれらのプロパティを必要に応じて調整してください. あなたの好みの地図が描画されたらツール

バーの 新規プリントコンポーザ アイコンをクリックするかプロジェクト→新規プリントコンポーザを選択
して下さい. 新しいコンポーザのタイトル入力プロンプトが表示されます.

地図の作成手順を実際に示します. 次のように操作してみてください.

1. 左側ツールバーの 新規地図を追加 ボタンを選び,左マウスボタンを押しながらキャンバスに四角形を
描きます. すると四角形の内部に QGIS地図ビューが描かれます.

2. 左側ツールバーの 新規スケールバーを追加 ボタンを選び,左マウスボタンでプリントコンポーザキャン
バスに地図アイテムを配置します. スケールバーがキャンバスに追加されます.

3. 左側ツールバーの 新規凡例追加 ボタンを選び,左マウスボタンを押しながらキャンバスに四角形を
描きます. すると四角形の内部に凡例が描かれます.

4. 左側ツールバーの アイテムを選択/移動 ボタンを選び,キャンバスの地図を選んで少し動かします.

5. 地図アイテムが選ばれている間は,地図アイテムのサイズを変更することもできます. 地図のコーナー
の小さな白い四角形のところで左マウスボタンを押し,新しい位置までドラッグしてサイズを変更し
ます.
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6. 右側下パネルのアイテムプロパティタブをクリックし,地図の傾きの値を確認します. 地図の傾きを
‘15.00°‘に変更してください. 地図の傾きが変わります.

7. これで,コンポーザメニューのエクスポートツールを使い,プリント構成を印刷またはイメージフォー
マット,PDF,SVGでエクスポートできます.

8. 最後に プロジェクト保存 ボタンでプリントコンポーザの設定を保存することができます.

コンポーザには複数のエレメントを追加できます. 複数の地図や凡例やスケールバーをプリントコンポーザ
キャンバスに配置したり,単一か複数のページを構成することもできます. それぞれのエレメントは独自の
プロパティを持ち,地図の場合は独自の領域を持てます. 任意のエレメントをコンポーザキャンバスから削
除したい場合 Deleteまたは Backspaceキーで可能です.

19.1.2 コンポーザマネージャ

コンポーザーマネジャはプロジェクトでプリントコンポーザを管理するメインウィンドウです. プリントコ
ンポーザの新規追加,既存の複製,名称変更や削除の手助けとなります. コンポーザーマネージャのダイア

ログを開くには,ツールバーの コンポーザーマネージャー ボタンをクリックするか,メニューでコンポーザ→
コンポーザマネージャを選びます. QGISメインウィンドウからプロジェクト→コンポーザーマネージャ
でも表示できます.

Figure 19.1: プリントコンポーザーマネージャ

コンポーザーマネージャの上の部分には,プロジェクトの可能なプリントコンポーザの一覧が表示されます.
下の部分には以下のツールがあります:

• 選んだコンポーザ (複数可)の表示: ワンクリックで複数のプリントコンポーザを開くことができます.

• 選んだコンポーザの複製 (1つのプリントコンポーザが選ばれている場合のみ): 選んだコンポーザを
テンプレートとして新しいコンポーザを作成します. 新しいコンポーザのタイトルが聞かれます.

• コンポーザの改名 (1つのプリントコンポーザが選ばれている場合のみ): コンポーザーの新しい名称
を指定することができます. また上部一覧の中の名称をダブルクリックしても名称変更が可能です.

• コンポーザの削除: 選択されたプリントコンポーザ (複数可)がプロジェクトから削除されます.

コンポーザマネージャでは, 新しいプリントコンポーザを空のコンポーザとしてまたは保存
したテンプレートから作成することもできます. デフォルトでは, QGIS はテンプレートを
ユーザディレクトリ (~/.qgis2/composer_templates) またはアプリケーションディレクトリ
(ApplicationFolder/composer_templates) から探します. そして可能なテンプレートをコンボ
ボックスに表示します. 追加ボタンをクリックすると,選択したテンプレートが新しいコンポーザの作成に
使用されます. また,コンポーザテンプレートは他のフォルダに保存することもできます. テンプレートリ
ストの特定のテンプレートを選ぶことにより,テンプレートが選択されて新しいプリントコンポーザが作
成されます.
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19.1.3 プリントコンポーザのメニュー,ツール,パネル

プリントコンポーザを開くと、プリントオプションで使用する紙面としての空白のキャンバスが表示され
ます. 初期状態ではキャンバスの左側にマップコンポーザアイテム（すなわち現在の QGIS地図キャンバス,
テキストラベル,イメージ,凡例,スケールバー,基本図形,矢印,属性テーブル,HTMLフレーム）を追加する
ためのボタンが表示されています. またこのツールバーには画面操作として指定領域ズームインやコンポー
ザビューのパンのためのボタン,それから地図コンポーザアイテム選択と地図アイテム中のコンテンツ移動
のためのボタンがあります.

Figure_composer_overviewではエレメントが追加される前の初期状態のプリントコンポーザが表示されて
います.

Figure 19.2: プリントコンポーザ

キャンバスの右には 2つのパネルがあります。上のパネルにはアイテムとコマンドヒストリタブが,下の
パネルにはコンポジション,アイテムプロパティと地図帳の作成タブがあります.

• アイテムタブではキャンバスに追加されたすべての地図コンポーザアイテムの一覧が提供されます.

• コマンドヒストリタブではプリントコンポーザレイアウトに適用されたすべての変更の履歴が表示
されます. マウスクリックでステップを特定の状態まで前進後退させることにより,取り消し,再実行
が可能です.

• コンポジションタブを使うと紙のサイズ,方向,ページ背景,ページ数,それから出力ファイルの印刷品

質を dpiで指定できます. さらに ラスタとして印刷するチェックボックスを有効にすると,PostScript
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や PDFとして印刷または保存する前に,すべてのアイテムがラスタへ変換されます. またこのタブで
は,グリッドとスマートガイドの設定を行うこともできます.

• アイテムプロパティタブでは選択されたアイテムのプロパティが表示されます. まず アイテムを選択/移動

アイコンをクリックし,キャンバス上のアイテム (例凡例,スケールバー,ラベル)を選択します. それ
からアイテムプロパティタブをクリックして選択されたアイテムの設定を修正します.

• 地図帳の作成タブでは現在のコンポーザに地図帳を生成し,そのパラメータへのアクセスを可能にし
ます.

プリントコンポーザウィンドウの一番下にはステータスバーがあります,そこにはマウスの位置,カレント
ページ番号,ズームレベルを指定できるコンボボックス,可能なら選択したアイテム数,地図帳作成時には
フィーチャ数が表示されます.

プリントコンポーザウィンドウの上部にはメニューと他のツールバーがあります. メニューとツールバーに
すべてのプリントコンポーザツールがあります. ツールの一覧は table_composer_1を見てください.

ツールバー上でマウス右ボタンを使うか,メニューのビュー→ツールバーまたはビュー→パネルを使
い,ツールバーやタブの表示をオン／オフできます.
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ツール

アイコン 目的 アイコン 目的

プロジェクトの保存 新規コンポーザ

コンポーザ複製 コンポーザーマネージャ

テンプレートからアイテムを追加する テンプレートとして保存する

印刷または Postscriptとしてエクスポート イメージとしてエクスポート

SVGとしてエクスポート PDFとしてエクスポート

最後の変更を戻す 最後の変更を元に戻す

全画面ズーム 100%にズームする

拡大 縮小

ビューを再描画

コンポーザをパン ズーム

アイテムを選択/移動 アイテム中のコンテンツを移動

新規地図を追加 イメージ追加

新規ラベルを追加 新規凡例追加

新規スケールバーを追加 図形の追加

矢印追加 属性テーブルの追加

HTMLフレームの追加

アイテムをグループ化する アイテムのグループ化解除

選択アイテムをロックする 全アイテムのロック解除

選択したアイテムを上へ 選択したアイテムを下へ

選択したアイテムを最前面に 選択したアイテムを一番下に

選択を左寄せ整列する 選択を右寄せ整列する

選択を中央整列する 垂直方向中央寄せ整列

上整列 下整列

地図帳のプレビュー 最初の地物

前の地物 次の地物

最後の地物 地図帳の印刷

地図帳をイメージとして出力する 地図帳の設定

Table Composer 1: プリントコンポーザツール

コンポーザメニュー

コンポーザー→プロジェクトを保存を使って,プリントコンポーザウィンドウから直接プロジェクトファ
イルを保存することができます. またコンポーザメニューでは次の機能を提供しています:

• 新規コンポーザ... で,新しい空のプリントコンポーザを作成します.

• コンポーザの複製... : 現在のプリントコンポーザーを複製して新しいプリントコンポーザを作成します.

• コンポーザマネージャ... を開きます.
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• プリントコンポーザ... : 存在しているプリントコンポーザを開きます.

レイアウトがデザインできたら, テンプレートの保存 と テンプレートからアイテムを追加する アイコンを使い,プ
リントコンポーザセッションの現在の状態を .qptテンプレートとして保存しそれをほかのセッションに
読み込むことができます.

コンポーザメニューでは,地理情報をレポートに含めたり出版して共有するための強力な方法も提供され

ています. それらは 画像としてエクスポート..., PDF としてエクスポート..., SVG としてエクスポート... と 印刷...

です.

設定メニュー

設定→コンポーザーオプションで作業のデフォルトとして利用するいくつかのオプションを設定できます.

• コンポジションのデフォルトデフォルトで利用するフォントを指定できます.

• グリッドの外見でグリッドスタイルとグリッド色を設定できます. グリッドスタイルは点,ソリッド
（実線）,十字の 3種類です.

• グリッドとガイドのデフォルト では,グリッド間隔,グリッドオフセット,スナップ許容量を定義し
ます.

編集メニュー

アイテムのコピー/切り取りと貼り付け

プリントコンポーザでは,レイアウト中のアイテムに対して一般的なコピー/切り取り/貼り付け機能を使うこ
とができます. 通常はまずアイテムを選択し,編集メニュー中などの上記オプションを使います. 貼り付けを
使うと,現在のマウスの位置に要素が貼り付きます. 編集→領域にペーストするを使うか Ctrl+Shift+V
キーを押すと,元のページと同じ位置にアイテムが貼り付きます. こうすればページ間で同じ位置にアイテ
ムをコピー/貼り付けすることができます.

ノート: HTMLアイテムはこの方法ではコピーできません. 回避方法として,アイテムプロパティタブの
[フレームの追加]ボタンを使用してください.

ビューメニュー

ナビゲーションツール

キャンバスレイアウトをナビゲートするためにプリントコンポーザはいくつかの一般的なツールを用意し
ています:

• 拡大

• 縮小

• 全域表示

• 100%にズームする

• 更新 (ビューの状態が地図と食い違ってる場合に使用)

• グリッドの表示: アイテムの背景にグリッドを表示します.

• グリッドにスナップする: アイテムがグリッドにスナップします.

• ガイドの表示はアイテムの整列に役立ちます. ガイドとは赤い線で,定規 (レイアウトの上と左に位
置)をクリックし,ドラッグ・ドロップで適切な位置に配置します.
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• ガイドにスナップ: アイテムがガイドにスナップします.

• スマートガイド: 他のコンポーザアイテムをガイドとし,アイテムの移動や変形の際にそれらにスナッ
プするようになります.

• ガイドのクリアで,現在のガイドをクリアします.

• バウンディングボックスを表示する: アイテムの周りに範囲を示すボックスを表示します.

• 定規の表示レイアウトの周りに定規を表示します.

• ページの表示: ページを表示したり透明にしたりします. コンポーザで印刷しないレイアウトを作成
することがあります. たとえば. プレゼンや他の文書に含めて,構成として非表示背景にしたい場合.
他の編集ソフトでは “無限キャンバス”を使って実現する場合もあります.

• フルスクリーン切り替え: コンポーザウィンドウをフルスクリーン表示にします.

• パネルを隠す: 右のパネルの表示/非表示を切り替えます.

• パネル: パネルの一覧が表示され,表示/表示を切り替えられます.

• ツールバーツールバーについても同様です.

マウスホイールかステータスバーのコンボボックスでもズームレベルを変えることができます. コンポーザ
で作業中にパンしたい場合はスペースキーかマウスホイールを押したままでマウスを動かします. Ctrl+
スペースキーで拡大モードに, Ctrl+Shift+スペースキーで縮小モードになります.

パネルの表示と非表示

コンポジション作業の領域を最大化するために,ビュー→ パネルを隠すまたは F10を使うことができ
ます.

ノート: さらに作業領域を広げるためにフルスクリーンモードを使うこともできます. F11またはビュー
→ フルスクリーンの切り替えです.

コンポジションタブ

ページサイズと設定

コンポジションタブで現在のコンポジションの全体的な設定を定義できます。

プリセットから出力用紙を選択できます,またはカスタムの出力用紙として幅と高さと単位を指定でき
ます. またページの方向を選ぶこともできます.

コンポジションは複数のページに分割可能です. たとえば最初のページに地図キャンバスを表示し, 2ペー
ジ目にレイヤの属性テーブルを表示, 3ページ目にあなたの組織のウェブサイトにリンクするHTMLフレー
ムを表示することが可能です. ページ番号に必要なページ数を指定してください. またページ背景に好み
の色やシンボルを指定できます.

ページサイズオプションはコンポジションのすべてのページに適用されます. しかしオーバーライドオプ
ションで定義される値を使って修正も可能です (データで定義されたプロパティ上書きボタン参照).

ページの大きさを内容に合わせるツールでカスタムページサイズも設定することができます. ここでは独
自のページコンポジションを作成し,現在のコンポジションの内容に合わせたサイズ (独自のマージンを含
む)に変更できます.

エクスポート設定

出力の解像度ですべての出力マップで使用される解像度を設定できます. ただしこの設定は地図の出力の

たびに更新されます. ラスタとして印刷するとは,印刷や PostScript, PDFとして保存する前に,すべて
の要素をラスタ化するということです.
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Figure 19.3: プリントコンポーザのコンポジション設定

ワールドファイルをチェックし地図アイテムを選ぶことにより,イメージファイルを出力する際にワー
ルドワイルを作成します. ワールドファイルは同じ名前を持つ別ファイルで,ジオリファレンス情報を含ん
でいます.

Figure 19.4: プリントコンポーザのエクスポート設定

ガイドとグリッド

コンポジション用紙に,配置に参考となる参照マークを挿入することができます. マークは:

• 単純な線 (ガイド)を好きな位置に設定できます. その際はビューメニューの定規の表示とガイド
の表示にチェックを入れてください. それから定規のところでクリックし用紙へドラッグします. 垂
直または水平の線が用紙に追加されます. 位置はコンポーザダイアログの左下の座標値で確認するこ
とができます.

• または通常のグリッドです.

ビューメニューの設定でグリッドやガイドが表示されますが,コンポーザアイテムにスナップするかを指
定することもできます. ガイドとグリッドセクションでグリッド間隔,グリッドオフセット,スナップ許容
値を必要に応じて設定できます. 許容値とはアイテムがグリッドやガイドにスナップする最大の距離です.
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Figure 19.5: プリントコンポーザのグリッドスナップ

QGISメインキャンバスのオプション→コンポーザでも,スタイルや色と同様に,間隔,オフセット,スナッ
プ許容値を設定できます. これらのオプションは新規プリントコンポーザのデフォルト値として使用され
ます.

コマンドヒストリタブ: 取り消しと再実行

レイアウトの作業中,変更の取り消しと再実行が可能です. これは取り消しと再実行ツールで行うことがで
きます:

• 最後の変更を戻す

• 最後の変更を元に戻す

この操作は:guilabel:コマンドヒストリタブ (figure_composer_1参照)をマウスクリックしても可能です. ヒ
ストリタブではコンポーザでの最近の操作が一覧表示されています. 操作を戻したい場所を選択し,次に新
しい操作を行うとそれ以降の操作が削除されます.

Figure 19.6: プリントコンポーザのコマンドヒストリ

アイテムタブ

アイテム タブで, アイテムの選択および表示を管理するオプションが提供されます. プリントコンポーザ
キャンバスに追加されたすべてのアイテムが一覧に表示されています. アイテムを選択すると一覧の対応
する行が選択され,一覧の行を選択するとプリントコンポーザキャンバスの対応するアイテムが選択されま
す. これは他のアイテムの後ろに隠れているアイテムを選択するのに便利です. なお選択された行は太字で
表示されます.

選択されたアイテムに対し:

• 表示非表示を設定,

• 位置をロックまたはアンロック,

• 順序は Z値. リスト中の各アイテムをクリックドラッグで上下移動できます. リストの上位アイテム
はプリントコンポーザキャンバスの前面へ移動されます. デフォルトでは新しく作成されたアイテム
は前面に配置されます.

• 名前を変更するには名称をダブルクリックします.
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アイテムが正しい位置に配置されたら, カラムのボックスをチェックしてロックすることができます.
ロックされたアイテムはキャンバスで選択できません. ロックされたアイテムは:menuselection:アイテムタ
ブで選んでチェックを外すか,ツールバーのアイコンを使って操作します.

19.2 コンポーザアイテム

19.2.1 コンポーザアイテム共通オプション

コンポーザアイテムは共通のプロパティを持っておりアイテムプロパティタブの下のほうに表示されていま
す. 位置とサイズ,傾き,フレーム,背景,アイテム ID,レンダリングがあります (figure_composer_common_1
参照).

Figure 19.7: 共通アイテムプロパティダイアログ

• 位置とサイズダイアログを使うとアイテムを含むフレームの大きさと位置を指定できます. 参照ポイ
ントを選択して事前に決まっている Xと Y座標を指定することもできます.

• 傾きではエレメントの傾きを指定できます (度).

• フレームは,アイテム周りのフレームの表示,非表示を切り替えます. また [フレーム色]と [太さ]
ボタンでプロパティ調整ができます.

• 背景メニューでは背景色が設定できます. [背景色]ボタンをクリックすると,カスタム設定から色を選
択できるダイアログで色を選ぶことができます. 透過性は不透明度フィールドの設定で調整できます.
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• アイテム ID を使ってプリントコンポーザアイテムに関係づけを作ることができます. この機能は
QGISサーバーとウェブクライアントで使用します. アイテム (たとえば,地図やラベル)に対して ID
を設定し,ウェブクライアントからデータを送って特定のアイテムに対してプロパティ (たとえばラベ
ルテキスト)を設定することができます. GetProjectSettingsコマンドではレイアウトとして,どのアイ
テムにどの IDがあるかをリストすることが可能です.

• レンダリングモードでは,アイテムをどのように表示または非表示するかを設定できます.

ノート:

• 設定のコンポーザオプション,一般情報の 色選択ダイアログの随時更新をチェックすると,色の選
択ウィンドウで新しい色を選ぶとすぐに色が反映されます. チェックを外すと色の選択を閉じて初
めて色が反映されます.

• 各フィールドの横にある |mIconDataDefine| データで定義されたプロパティ（上書き）アイコンを用いると,フィー
ルドを地図アイテム中のデータや計算式と関係づけることができます. 特に地図帳を作成する際に役
立ちます (:ref:‘atlas_data_defined_override参照).

レンダリングモード

QGISではベクタやラスタレイヤと同じように先進的なレンダリングがコンポーザーアイテムでも行える
ようになりました.

Figure 19.8: レンダリングモード

• レイヤ混合モード: を使うと今までグラフィックレンダリングソフトウェアでしか描画できなかったよ
うなすばらしい描画エフェクトを利用することができます. 上書きされるレイヤと下に描画されるレ
イヤのピクセルを下記のような方法で混ぜることができます (描画モード for description of each effect
参照).

• 透過性 : このツールによってコンポーザ中の重なったアイテムの見え方を設定で
きます. このスライダでアイテムの可視性を調整してください. またスライダー横のベクタレイヤの
可視性を調整できます. またスライダーの横にある数値で可視性のパーセントを指定することもでき
ます.

• アイテムをエクスポートから除外する: すべてのエクスポートでアイテムを見えなくすることが
できます. このチェックボックスを有効にすると,アイテムが PDFや印刷などに含まれなくなります.

位置とサイズ

コンポーザ内の各アイテムは移動とサイズ変更ができ,完璧なレイアウトが作成できます. どちらの操作も

まず アイテムを選択/移動 ツールを有効にしてアイテムをクリックします; そしてマウスの左ボタンを押し
ながらアイテムの移動ができます. 水平垂直方向にしか移動しないよう制限をかける場合は,移動中にキー
ボードの Shiftボタンを押してください. 厳密に移動させたい場合は,キーボードの矢印キーを使って移
動させます;もし移動が遅すぎる場合は, Shiftを押してスピードアップできます.

選択されたアイテムの外周にはいくつか四角が表示されます;その一つをマウスで移動させると,アイテム
を対応する方向へサイズを変えることになります. サイズを変えるときに, Shiftを押すと縦横比が一定に
なります. Altを押すとアイテムの中心を固定したサイズ変更となります.
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アイテムを正確に位置付けるために,グリッドスナップやスマートガイドが役立ちます. ガイドは定規領域
をクリックしドラッグすることにより設定できます. ガイドを動かすには,定規をクリックしガイドに合わ
せて新しい位置にドラッグします. ガイドを削除するにはキャンバスの外へ移動します. 作業中にスナップ
をオフにしたい場合は,マウス移動中に Ctrlを押します.

Select/Move item ボタンでは複数アイテムの選択も可能です. Shiftボタンを押した状態で必要なアイテム
をクリックします. そのグループに対しサイズ変更/移動が一つのアイテムのように行えます.

アイテムが正しい位置に配置されたら,ツールバーの項目か Itemsタブのアイテムの横のチェックボックス
をクリックし, アイテムをロックすることができます. ロックされたアイテムはキャンバスで選択 できま
せん.

ロックされたアイテムは:menuselection:アイテムタブで選んでチェックを外すか,ツールバーのアイコンを
使って操作します.

アイテムの選択を外すには, Shiftボタンを押しながらアイテムをクリックします.

編集メニューの中に,すべてを選択,すべてを選択解除,選択を反転する機能があります.

整列

エレメントの前面/背面移動は,ツールバーの 選択したアイテムを上へからプルダウンで指定できます. プリン
トコンポーザキャンバスのエレメントを選択してから機能を選んで他のエレメントの上へ/下へ 移動しま
す. この順序はアイテムタブに表示されます. このアイテムタブで一覧の項目をドラッグしても前面/背面
移動ができます.

Figure 19.9: プリントコンポーザの整列補助線
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ツールバーの 選択を左寄せ整列する プルダウンメニューに, いくつかの整列オプションがあります (fig-
ure_composer_common_3 参照). 整列機能を使うには, まずエレメントを選択 してから整列アイコンを
選びます. 選択されたすべてのエレメントが共通の外枠に整列されます. コンポーザキャンバスのアイテム
を移動するとき,外周,中央,コーナーで整列補助線が表示されます.

19.2.2 地図アイテム

プリントコンポーザツールバーの 新規地図を追加 ボタンをクリックし,QGIS地図キャンバスを追加します.
コンポーザキャンバスの上で,マウスの左ボタンを押して四角形にドラッグして地図を追加します. 現在の
地図を表示するにあたり,アイテムプロパティタブで 3つのモードを選ぶことができます:

• 四角形はデフォルトの設定です. これは ‘ここに地図を印刷する予定’のメッセージを表示した中身の
無いボックスを表示します.

• キャッシュは現在のスクリーンの解像度で地図を描画します. コンポーザウィンドウを拡大または縮
小した場合,地図は再描画されませんがイメージのスケールは行われます.

• レンダーはコンポーザウィンドウを拡大または縮小した場合,地図が再描画されます. しかしスペー
スの問題で最大解像度までで限定されます.

キャッシュが新規にプリントコンポーザに地図が追加された時のデフォルトプレビューモードです.

アイテムを選択/移動ボタンををクリックし,エレメントを選択し,地図のコーナーの青四角ハンドルをドラッ
グすることにより地図のサイズを変更できます. このボタンは地図を別の場所へ移動する際にも使えます.
アイテムを選択し,マウスの左ボタンを押したままでマウスを新しい位置まで移動してからボタンを離しま
す. アイテムが正しい位置に移動できたら,アイテムをプリントコンポーザキャンパス中でロックします. 地

図アイテムを選択し 選択アイテムをロックする か,アイテムタブでアイテムをロックしてください. またロッ
クされたアイテムはアイテムタブからのみ選択できます. 選択されたアイテムはアイテムタブで個別に

ロック解除できます. また 全アイテムのロック解除 アイコンで,すべてのロックされたコンポーザアイテムを
解除できます. 地図を選択し,地図アイテムプロパティタブでプロパティを調整できます.

地図エレメントのレイヤを移動するには,まず地図エレメントを選択し, アイテム中のコンテンツを移動 アイコ
ンをクリックして地図アイテムフレームのレイヤをマウスの左ボタンで移動します.

メインプロパティ

地図アイテムプロパティタブのメインプロパティでは,以下の機能があります (figure_composer_map_1参
照):

• プレビューエリアでは上で説明した ‘四角形’, ‘キャッシュ’, ’レンダ’のプレビューモードを指定す
ることができます. ベクタやラスタプロパティを変更することにより QGIS地図キャンバスのビュー
を変更した場合,プリントコンポーザの地図エレメントを選択して [プレビュー更新]ボタンを押すこ
とによりプリントコンポーザビューが更新できます.

• 縮尺 フィールドでは手動でスケール設定します.

• 地図の傾き フィールドでは地図エレメントの内容を時計回りに度で指定して回転させます. 地
図ビューの回転はこれに倣います. 正しい座標枠はデフォルト値 0でのみ追加され,一度地図の傾き
で指定すると変更できないことに注意してください.

• 地図キャンバスアイテムの描画では、メイン QGISウィンドウの地図キャンバスに置かれた文字
注記を表示することができます.

• また地図アイテム上に表示されるレイヤの固定を選択できます. 地図アイテムのレイヤを固定す
るをチェックしてください. チェック後にメイン QGISウィンドウで表示または非表示としたレイヤ
は,コンポーザの地図アイテムでは表示または非表示にはなりません. しかし固定したレイヤのスタ
イルとラベルは依然としてメインの QGISインターフェースにより再描画されます. それを防ぐには
地図アイテムのレイヤスタイルを固定するを使ってください.
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Figure 19.10: 地図アイテムプロパティタブ

• ボタンを用い, QGISで準備したすべてのプリセット表示を追加することができます. ボタン
ををクリックするとすべてのプリセット表示の一覧が表示されます: 表示したいプリセットを選択し

てください. 地図アイテムのレイヤを固定するを有効にすることにより地図キャンバスが自動的

にプリセットレイヤを固定します: プリセットの選択を解除するには, のチェックを外して ボ
タンを押します. プリセット表示の作成はレイヤーパネルを参照してください.

地図の固定レイヤは data-definedも可能です,オプションの横の アイコンを使います. ドロップダ
ウンリストの選択セットが書き換えられます. |‘文字でレイヤのリストをする必要があります. 次の
例はレイヤ layer 1と layer 2のみを使って地図アイテムを固定します.

concat (’layer 1’, ’|’, ’layer 2’)

領域

地図アイテムタブの領域ダイアログには以下の機能があります (figure_composer_map_2参照):

Figure 19.11: 地図領域ダイアログ
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• 領域では地図の領域を X, Yの最大/最小値を指定し, [地図キャンバスの領域指定]ボタンを押して設
定することができます. このボタンを押すとコンポーザ地図アイテムの領域が,メイン QGISアプリ
ケーションの現在の地図ビュー領域に設定されます. [地図キャンバスで領域を見る]ボタンはその逆
で, QGISアプリケーションの地図ビューをコンポーザ地図アイテムの領域に合わせます.

ベクタまたはラスタのプロパティを変更して QGIS地図キャンバスの表示を修正した場合は,プリントコン
ポーザの地図エレメントを選択しアイテムプロパティタブの [プレビュー更新]ボタンを押すことにより,
プリントコンポーザの表示が更新されます (figure_composer_map_1参照).

グリッド

地図アイテムプロパティタブのグリッドダイアログで, 地図アイテムにいくつかのグリッドを追加でき
ます.

• プラスとマイナスボタンで,選択したグリッドの追加削除ができます.

• アップとダウンボタンで,リスト中のグリッドを移動し描画プロパティを変更できます.

追加されたグリッドでダブルクリックすると,名前を変更できます.

Figure 19.12: 地図グリッドダイアログ

グリッドを追加したら, グリッドの描画チェックボックスを有効にし,地図エレメント上にグリッドを重
ねて表示できます. このオプションを開くと多くの設定オプションがあります, Figure_composer_map_4を
参照してください.

Figure 19.13: グリッドの描画ダイアログ

グリッドタイプとして ‘実線’, ‘クロス’, ‘マーカー’, ‘フレームと注記のみ’を使う指定ができます. ‘フレー
ムと注記のみ’は,地図を回転させた時やグリッドを再投影したときに便利です. その下のグリッドフレー
ムダイアログの目盛り項目で対応する設定ができます. グリッドを記号にしたり、レンダリングモードを選
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ぶこともできます. レンダリングモードの節を参照してください. さらに, X, Y方向の間隔, X, Yオフセッ
ト,交差の太さ,ラインスタイルも指定することができます.

Figure 19.14: グリッドフレームダイアログ

• 地図を保持するフレームスタイルには異なったオプションがあります. つぎのオプションが可能です:
フレーム無し,縞,内側枠線,外側枠線,内側と外側枠線,線の境界

• 目盛り項目の ‘緯度/Yのみ’と ‘経度/Xのみ’設定で,地図を回転させたりグリッドを再投影した場合
に,横に表示する緯度/Yと経度/X座標の混在を防ぎます.

• グリッドにおいても先進的なレンダリングが使えます.

• 座標の描画チェックボックスで,地図フレームに座標値を追加することができます. 注釈の数値形
式として, 10進数から度分秒,接尾語を付けるか,整列するか,どの注釈を表示するか,式ダイアログを
使ってのカスタムフォーマットを選ぶことができます. オプションは: 全て表示する,緯度のみ表示す
る,経度のみ表示する,禁止 (なし)です. これは地図を回転した場合に便利です. 注釈は地図フレーム
の内側または外側に表示できます. 注釈の向きは,横,垂直上向き,垂直下向きを指定できます. それ
から注釈のフォント,フォントカラー,地図フレームへの距離,座標精度を指定することもできます.

全体図

アイテムプロパティタブの地図全体図ダイアログでは次の機能が提供されます:

地図全体図を作成し,コンポーザで可能な他の地図 (複数可)の範囲を示すことができます. まず地図全体図
に含める地図 (複数可)を作成してください. それから地図全体図とする地図を,通常の地図と同じ方法で作
成します.

全体図オプションを拡張し,緑のプラスアイコンを押して全体図を追加します. 初めはこの全体図の名前は’
全体図 1’です (Figure_composer_map_7参照). リスト中の名前 ‘全体図 1’をダブルクリックし,名前を変更
することができます.

• プラスとマイナスボタンで,選択した全体図の追加削除ができます.

• アップとダウンボタンで,リスト中の全体図を移動し描画プロパティを変更できます.

リスト中の全体図の項目を選択すれば,カスタマイズが可能です.

• “<全体図名>”全体図の描画を有効にして選択した地図フレームの範囲を描画します.

• 地図フレームコンボリストで地図を選択し,その範囲を現在の地図アイテムに表示します.

• フレームスタイルでは,全体図でのフレームスタイルを変更することができます.

• 混合モードでは,異なった透過混合モードを設定できます.
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Figure 19.15: グリッドの座標の描画ダイアログ

Figure 19.16: 地図の全体図ダイアログ
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• 全体図を逆転を有効にすると,範囲の外にマスクを作成します: 参照地図がはっきりと表示され,
他のものがフレームカラーと混合されます.

• 全体図の中心では,全体図フレームの範囲を地図全体図の中心に設定します. 複数の全体図を追加
した場合は, 1つの全体図アイテムのみが有効となります.

19.2.3 ラベルアイテム

ラベルを追加するには 新規ラベルを追加 アイコンをクリックし,プリントコンポーザキャンバスに要素を配
置します. 位置を修正し,ラベルアイテムプロパティタブで見え方を修正します.

ラベルアイテムの:guilabel:アイテムプロパティタブでは,ラベルアイテムに対して以下の機能が提供され
ます (Figure_composer_label参照):

Figure 19.17: ラベルアイテムプロパティタブ

メインプロパティ

• メインプロパティダイアログでは,コンポーザキャンバスに追加したラベルに表示するテキスト (HTML
可)や式を入力します.

• ラベルには HTLMコードを挿入できます: HTMLとして描画するをチェックします. すると URL,
Webページにリンクしたイメージや,さらに複雑な要素が入力できるようになります.

• 式を入力することもできます. [式の挿入]を押してダイアログボックスを開きます. パネルの左端に
関数を選択して式を構成してください. 特に地図帳に関連した 2つの特別なカテゴリー: ジオメトリ
関数とレコード関数が便利です. 下のところに式のプレビューが表示されます.

外観

• [Font...] ボタンを押してフォントを指定したり,フォント色から色選択ツールで色を指定します.

• 水平方向と垂直方向のマージンを別々にmmで指定できます. これはコンポーザアイテムの端からの
マージンです. ラベルを範囲の外,たとえばラベルアイテムを他のアイテムに添わせるなどが可能で
す. その場合はマージンに負の値を入れます.
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• 配置を使っても位置を調整できます. ただし,たとえば水平方向配置を 中央にすると水平方向
マージン機能が無効となりますので注意してください.

19.2.4 凡例アイテム

地図の凡例を追加するには 新規凡例追加アイコンをクリックし,左マウスボタンでプリントコンポーザキャ
ンバスに要素を配置します. 位置を修正し,凡例アイテムプロパティタブで見え方を修正します.

凡例アイテムプロパティタブでは以下の機能を提供しています (figure_composer_legend_1参照):

Figure 19.18: 凡例アイテムプロパティタブ

メインプロパティ

凡例 アイテムプロパティ タブの メインプロパティ ダイアログでは以下の機能が提供されています (fig-
ure_composer_legend_2参照):

Figure 19.19: 凡例メインプロパティダイアログ

メインプロパティでは:

• 凡例のタイトルの変更.

• タイトル配置を左,中央,右から指定.

• 現在の凡例がどの地図アイテムを参照するかをリストから選択.

• 凡例タイトルの改行を指定文字で行うようにする.
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凡例アイテム

凡例 アイテムプロパティ タブの 凡例アイテム ダイアログでは以下の機能が提供されています (fig-
ure_composer_legend_3参照):

Figure 19.20: 凡例アイテムダイアログ

• 自動アップデートをチェックしておくと凡例が自動的に更新されます. 自動アップデートのチェッ
クが外すと凡例アイテムリストの下のアイコンが有効となり, 凡例アイテムをより細かく制御でき
ます.

• 凡例アイテムウィンドウにはすべての凡例アイテムが表示され,アイテムの順序変更,レイヤのグルー
プ化,一覧へのアイテムの削除,復活,レイヤ名の変更,フィルタの追加が可能です.

– アイテムの順序は [上へ]と [下へ]ボタンを使うか, ‘ドラッグ・ドロップ’により変更可能です.
順序はWMS凡例グラフィックでは変更できません.

– [グループ追加]ボタンを使って,凡例グループを追加します.

– [プラス]と [マイナス]ボタンを使って,レイヤを追加,削除します.

– [編集]ボタンはレイヤのグループ名やタイトルを編集するときに使います. まず凡例アイテムを
選択してから操作してください.

– [シグマ]ボタンは,各ベクトルレイヤに要素の数を加えます.

– [フィルタ]ボタンを使って,地図の内容で凡例にフィルタをかけます. 地図で表示されている凡
例アイテムだけが凡例にリストされます.

QGISメインウィンドウの内容を変更してから [全部を更新]を押すと,プリントコンポーザの凡例要
素に反映されます.

フォント,カラム,シンボル

凡例 アイテムプロパティ タブの, Fonts, Columns, Symbol ダイアログでは以下の機能が提供されています
(figure_composer_legend_4参照):

• 凡例アイテムの,凡例タイトル,グループ,サブグループ,アイテム (レイヤ)フォントを変更すること
ができます. カテゴリボタンを押すと,フォントの選択ダイアログが開きます.

• ラベルにはアドバンストカラーピッカーを使って色を付けることができます. ただし選択した色は
凡例のすべてのフォントに影響します.

• 凡例アイテムは複数の列で表示することができます. 列数を列数 フィールドに入れてください.

– 列を等幅で作成をチェックすると凡例の列幅が調整されます.

– レイヤの分割オプションでは,列の間で分けて凡例を分類することができます.

• また凡例シンボルの幅と高さ,ラスタレイヤシンボルの場合は色と太さも設定することができます.
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Figure 19.21: 凡例フォント,カラム,シンボルダイアログ

WMS凡例グラフィックと間隔

凡例アイテムプロパティタブの WMS凡例グラフィックと間隔ダイアログでは以下の機能が提供されて
います (figure_composer_legend_5参照):

WMSレイヤを追加し,凡例コンポーザアイテムを挿入したら, WMS凡例を提供するためにWMSサーバー
にリクエストが送られます. 凡例は, WMSサーバーが GetLegendGraphic機能を提供している場合だけ表示
されます. WMS凡例の内容はラスタイメージで提供されます.

WMS凡例グラフィックは, WMS凡例ラスタイメージの凡例幅と凡例高さで調整することができます.

タイトル,グループ,サブグループ,シンボル,アイコンラベル,ボックス間隔やカラム間隔などの間隔はこの
ダイアログでカスタマイズすることができます.

19.2.5 スケールバーアイテム

スケールバーを追加するには 新規スケールバーを追加 アイコンをクリックし, 左マウスボタンでプリントコ
ンポーザキャンバスに要素を配置します. 位置を修正し,スケールバーアイテムプロパティタブで見え方を
修正します.

スケールバーアイテムタブの アイテムプロパティ では以下の機能を提供しています (fig-
ure_composer_scalebar_1参照):

メインプロパティ

スケールバーアイテムプロパティタブのメインプロパティダイアログでは以下の機能が提供されていま
す (figure_composer_legend_2参照):

• まず、スケールバーを添付する地図を選択します。

• それから、スケールバーのスタイルを選択します。6つのスタイルが利用可能です:
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Figure 19.22: WMS凡例グラフィックと間隔ダイアログ

Figure 19.23: スケールバーアイテムプロパティタブ

Figure 19.24: スケールバーメインプロパティダイアログ
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– シングルボックスとダブルボックススタイルは,箱形の 1段または 2段ラインを指定色で描画
します.

– 中心チック,下向きチック,上向きチックは目盛り線付きの単線です.

– 数値では,縮尺の値が表示されます (例 1:50000).

単位と線分列

スケールバー アイテムプロパティ タブの 単位 と 線分列 ダイアログでは次の機能が提供されます (fig-
ure_composer_scalebar_3参照):

Figure 19.25: スケールバー単位とセグメントダイアログ

これらのダイアログでは,スケールバーの表現方法を設定できます.

• スケールバーの単位で使用したい単位を選びます. 選択は 4つ: デフォルトが地図上の単位**で, **
メートル,フィート,海里で単位を変換します.

• ラベル単位の乗数でラベル単位が 10の何乗かを指定します. 例えばスケールバーの単位を “メート
ル”に設定している場合, 1000の乗数ではスケールバーのラベルは “キロメートル”単位となります.

• 単位のラベルでは “m”や “km”のようにスケールバーに表示する単位を指定します. 上記の乗数に
合うように指定してください.

• 線分列では,スケールバーの左と右をいくつで区切りるかを指定します.

• 各セグメント区切り幅を指定する (固定幅)か,適当なセグメント幅オプションでスケールバーのサイ
ズの限界を mmで指定することができます. 後者の場合,地図のスケールが変更されるたびにスケー
ルバーのサイズ (とラベル)が更新され範囲に合わせられます.

• 高さはバーの高さを指定します.

ディスプレイ

スケールバー アイテムプロパティ タブの ディスプレイ ダイアログでは以下の機能が提供されています
(figure_composer_scalebar_4参照):

フレーム内でどのようにスケールバーが表示されるかを指定することができます.

• ボックス幅 : テキストとフレーム枠との間隔です.

• ラベル幅 : テキストとスケールバー描画との間隔です.

• 線幅 : スケールバー描画の線幅です.
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Figure 19.26: スケールバーディスプレイ

• 継ぎ目スタイル : スケールバーの端の形を角形,留め継ぎ,丸みから選びます (スケールバーのスタ
イルがシングルボックスとダブルボックスの場合に有効です).

• 頂点スタイル : 線の端の形を角形,平坦,丸みから選びます (スケールバーのスタイルが中心チック,
上向きチック,上向きチックの場合に有効です).

• 配置 : テキストをフレームの左,中央部,右に配置します (スケールバーのスタイルが数値の場合に有
効です).

フォントと色

スケールバー アイテムプロパティ タブの フォントと色 ダイアログでは以下の機能が提供されています
(figure_composer_scalebar_5参照):

Figure 19.27: スケールバーフォントと色ダイアログ

スケールバーで使用されるフォントと色を指定できます.

• [フォント]ボタンを押して,スケールバーラベルのフォントを設定します.

• フォントの色: フォントの色を設定します.

• 塗りつぶしカラー: 塗りつぶし色を指定します.

• 2番目の塗りつぶしカラー: もう一つの塗りつぶし色を指定します.

• 線の色: スケールバーの線の色を指定します.

塗りつぶしカラーはスタイルがシングルボックスとダブルボックスの場合に使用されます. 色を選ぶ際,下
向き三角を押すと簡単な色の一覧が,色のボックスを押すと高度な色選択オプションが表示されます.

19.2.6 属性テーブルアイテム

プリントコンポーザにベクトル属性テーブルの一部を追加することが可能です: 属性テーブルの追加 アイコ
ンをクリックし,左マウスボタンでプリントコンポーザキャンバスに要素を配置します. 位置を修正し,アイ
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テムプロパティタブで見え方を修正します.

属例テーブルのアイテムプロパティタブでは以下の機能を提供しています (figure_composer_table_1参照):

Figure 19.28: 属性テーブルアイテムプロパティタブ

メインプロパティ

属性テーブルアイテムプロパティタブのメインプロパティダイアログでは以下の機能が提供されていま
す (figure_composer_table_2参照):

Figure 19.29: 属性テーブルメインプロパティダイアログ

• ソースには通常 ‘レイヤ地物’のみ選択できます.

• レイヤでは,プロジェクトに読み込んだベクタレイヤから選択できます.

• 地図帳の作成 タブで 地図帳の作成 オプションを有効にすると, さらに 2 つの:guilabel:ソース
が可能となります: ‘現在のアトラス地物’ (figure_composer_table_2b 参照) と ‘リレーションの子’
(figure_composer_table_2c参照)です. ‘現在のアトラス地物’を選ぶとレイヤを選ぶオプションが消え,
テーブルアイテムは現在地図帳に関係づいているレイヤの地物の属性の行のみが表示されます. ‘リ
レーションの子’を選ぶと,リレーション名のオプションが表示されます. ‘リレーションの子’オプショ
ンは, 地図帳に関連づいたレイヤを定義し, そのテーブルが現在地図帳に関連づいたレイヤの地物の
子供の行が表示されます (地図帳の作成についての詳細は地図帳の作成を参照).

• [テーブルデータのリフレッシュ]ボタンでは,テーブルの実際の内容が変更されたことを反映します.

• [属性...] ボタンを押すと属性選択メニューが表示されます. figure_composer_table_3を参照してくだ
さい. ここではテーブルの表示内容が変更できます. 変更後 [OK]ボタンで変更がテーブルに適用され
ます. ウィンドウの上部は表示される属性一覧で,下部が保持されているデータの設定です.
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Figure 19.30: ‘現在のアトラス地物’の属性テーブルメインプロパティ

Figure 19.31: ‘リレーションの子’の属性テーブルメインプロパティ

Figure 19.32: 属性テーブル属性選択ダイアログ
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カラムセクションでは:

– 属性を削除します. 属性の行のどこかをクリックし,マイナスボタンを押して選択した属性を削
除します.

– プラスボタンで属性を追加します. 新しい空の行が最後に表示されますので,属性. カラムの空の

セルを選びます. 一覧からフィールド属性を選ぶか,式ダイアログ ( ボタン)で新しい属性を
作ることもできます. もちろん既存の属性を式ダイアログで修正することもできます.

– 上向き下向き三角でテーブルの属性の順序を変更します.

– 見出しカラムをのセルを選択し,見出しを変更します. そのまま名前を入力してください.

– 各カラムの正確な配置を設定します (水平位置と垂直位置のオプションが一緒に表示されます).

– 幅カラムのセルを選び,自動からmm単位の幅に変更します. そのまま数字を入れてください. 自
動に戻したいときは×を使ってください.

– [リセット]ボタンを押すと,いつでも元の属性設定に戻ります.

ソーティングセクションでは:

– テーブルを並べ替えるキーとなる属性を追加します. 属性を選択し,ソート順序を ‘昇順’か ‘降
順’で選んでプラスボタンを押します. ソーティングのリストに新しい行が追加されます.

– リストから行を選び,アップ/ダウンボタンでソートの優先順位を属性レベルで変更します. ソー
ト順序のセルを選ぶと,ソート順序の変更が可能です.

– マイナスボタンでソーティングリストから属性を削除します.

地物フィルタリング

地物フィルタリングダイアログでは以下の機能を提供しています (figure_composer_table_4参照):

Figure 19.33: 属性テーブル地物フィルタリングダイアログ

機能は:

• 最大行数で表示行を指定します.

• テーブルから重複行を削除するをチェックすると,ユニークレコードのみ表示されます.

• 地図内の可視地物のみ表示するをチェックし,対応するコンポーザマップを選ぶとその地図で表
示されている地物の属性のみ表示されます.

• 地図帳地物と交差する地物のみ表示するは, 地図帳の作成が有効なときのみ使用できます. こ
れのチェックを入れると,地図帳のページの地図で表示されている地物のみがテーブルに表示されます.

• フィルターではフィルター機能が提供されます. 入力行に直接入力するか, ボタンから通常の
式を挿入します. サンプルデータセットのエアポートレイヤでいくつかフィルタリング式の例があり
ます:

– ELEV > 500
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– NAME = ’ANIAK’

– NAME NOT LIKE ’AN%’

– regexp_match( attribute( $currentfeature, ’USE’ ) , ’[i]’)

最後の式では,属性フィールド ‘USE’に文字 ‘I’が含まれるエアポートだけを抽出しています.

外観

属性テーブルの外観ダイアログでは以下の機能が提供されています (figure_composer_table_5参照):

Figure 19.34: 属性テーブル外観ダイアログ

• 値が無い行の表示をチェックすると属性テーブルが空のセルで埋められます. このオプションは
結果表示に空白セルを追加するのにも使用できます.

• セルマージンで,テーブルの各セルでテキストの周りのマージンを定義します.

• ヘッダの表示は, ‘最初のフレーム上’, ‘全フレーム上’デフォルトオプション,または ‘ヘッダなし’か
ら選びます.

• 値のないテーブルでは,選択結果が空となった場合の表示を制御します.

– ヘッダーのみの描画では,ヘッダーのみ描画します. ただし,ヘッダの表示で ‘ヘッダなし’を選
んだ場合は除きます.

– テーブル全体を隠すでは,テーブルのバックグラウンドのみ描画します. フレームで フレー
ムの内容が無い場合は背景を描画しないをチェックすると,完全にテーブルが隠れます.

– 設定メッセージの表示では,ヘッダを描画てすべてのカラムにセルを追加し,表示するメッセー
ジオプションに入力して ‘結果なし’のようなメッセージを表示できます.

• 表示するメッセージは値の無いテーブルで設定メッセージの表示を選んだ場合のみ有効となりま
す. ここで入力するメッセージは結果が空のテーブルになった場合の 1行目に表示されます.

• 背景色でテーブルの背景色を設定できます. 高度なカスタマイズオプションで各セルごとに違う背
景色を定義することもできます (figure_composer_table_6参照)

• テキストを包むオプションで,セルの内容を折り返すための文字を定義します.

• 特大テキストで,カラム幅が内容の文字列長さより小さい場合の振る舞いについて定義します. 文字
の折り返しと文字の切捨てが可能です.
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Figure 19.35: 属性テーブル高度な背景色ダイアログ

グリッド表示

属低テーブルのグリッド表示ダイアログでは以下の機能が提供されています (figure_composer_table_7参
照):

Figure 19.36: 属性テーブルグリッド表示ダイアログ

• グリッド表示はグリッドを表示したいときにチェックします. テーブルセルのアウトラインが示
されます.

• 線幅では,グリッドに使用する線の線幅を指定します.

• 色ではカラーの選択ダイアログでグリッドの色を指定できます.

フォントとテキストスタイリング

属性テーブルの フォントとテキストスタイリング ダイアログでは以下の機能を提供しています (fig-
ure_composer_table_8参照):

• テーブルヘッディングとテーブルコンテンツについて,フォントと色を定義できます.

• テーブルヘッディングに対しては,配置としてカラムの配置に従うか左,中央,右を選べます. カラ
ム内の配置は属性選択ダイアログで使用されます (Figure_composer_table_3参照).
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Figure 19.37: 属性テーブルフォントとテキストスタイリングダイアログ

フレーム

属性テーブルのフレームダイアログでは以下の機能が提供されます (figure_composer_table_9参照):

Figure 19.38: 属性テーブルフレームダイアログ

• リサイズモードで属性テーブルの内容をどのように表現するか選択できます:

– 既存フレームの利用では結果を最初のフレームか追加されたフレームに表示します.

– 次のページへの拡張では,属性テーブルのすべての選択を表示するに足るだけのフレーム (およ
び対応するページ)を作成します. 各フレームはレイアウト中を移動できます. リサイズすると,
結果のテーブルが他のフレームと分離されます. 最後のフレームはテーブルに合うように切り詰
められます.

– 終了するまで繰り返すでも次のページへの拡張オプションと同じだけフレームが作成されま
すが,すべてのフレームが同じサイズとなります.

• [フレームの追加] ボタンで選んでいるフレームと同じサイズのフレームが追加されます. リサイズ
モードで既存フレームの利用を選んでいる場合は,最初のフレームに入らないテーブルの結果は次
のフレームへ続くことになります.

• フレームの内容が無い場合はページをエクスポートしないをチェックすると,テーブルフレーム
に内容が無い場合はページはエクスポートされません. これは他のすべてのコンポーザアイテム,地
図,スケールバー,凡例などが結果に表示されないことになります.

• フレームの内容が無い場合は背景を描画しないをチェックすると,テーブルフレームに内容が無
い場合に背景が描画されません.

19.2.7 イメージアイテム

イメージを追加するには イメージ追加アイコンをクリックし,コンポーザキャンバスの上で,マウスの左ボ
タンを押して四角形にドラッグします. 位置を修正し,画像アイテムプロパティタブで見え方を修正します.

イメージアイテムプロパティタブでは以下の機能が提供されています (figure_composer_image_1参照):
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Figure 19.39: イメージアイテムプロパティタブ

まず初めに表示したいイメージを選択してください. メインプロパティエリアのイメージソースの設定に
はいくつかの方法があります.

1. イメージソースの参照ボタン を使い,コンピュータ内のファイルをファイル選択ダイアログで
選びます. 参照はQGISの SVGライブラリから始まります. SVGの他に, .pngや .jpgなどのイメー
ジフォーマットも選択できます.

2. イメージソーステキストフィールドにソースを直接入力することもできます. また,イメージへのリ
モート URLアドレスを指定することも可能です.

3. 検索ディレクトリ領域で,プレビューのロード中... からイメージを選び,イメージソースを設定する
こともできます.

4. データ定義ボタン を使えば,レコードや通常の式からイメージソースを設定できます.

リサイズモードオプションではフレームが変更された場合にどのようにイメージが表示されるかを選んだ
り,イメージアイテムのフレームサイズをオリジナルのイメージサイズに合わせることができます.

次のモードを選べます:

• ズーム: 元の縦横比を保ったままイメージをフレームに合わせます.

• 伸ばす: 縦横比を無視してイメージをフレームに合わせます.

• クリップ: ラスタイメージにのみ使用します. イメージサイズを拡大縮小のない元のイメージサイズ
とし,フレームでクリッピングして元のイメージの一部のみを表示します.

• フレームのズームとリサイズ: 縦横比を保ってイメージをフレームに合わせ,その結果イメージに合
うようにフレームをリサイズします.

• フレームをイメージサイズにリサイズする: フレームを拡大縮小のない元のイメージサイズに合うよ
うリサイズします.

選んだリサイズモードによっては ‘配置’と ‘イメージの傾き’オプションが無効になります. イメージの傾
きは,リサイズモードが ‘ズーム’と ‘クリップ’の場合に有効となります.
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配置では,そのフレーム内でのイメージの位置を選べます. 検索ディレクトリでは, SVG形式のイメージが
あるディレクトリを図形データベースに追加,削除できます. 選んだディレクトリにある図形がプレビュー
表示されますので,選んでイメージソースに設定できます.

パラメータ化された SVGを使うのであれば, QGISから SVGの Fill/Outline色と Outline幅を変更すること
ができます. SVGファイルを追加するのであれば,透明度をサポートするために次のパラメータを追加して
ください:

• fill-opacity=”param(fill-opacity)”

• stroke-opacity=”param(outline-opacity)”

例としてブログを見ることができます.

イメージの傾きを使ってイメージを回転することができます. 地図と同期するチェックボックスを有効
にするとイメージ (たとえば方位)の回転が選択された地図アイテムの回転と同期されます.

方位記号のディレクトリを選択することも可能です. まず検索ディレクトリで方位記号を選び,イメージ

ソースの参照ボタン を使うと, figure_composer_image_2で示す一覧から方位記号を選ぶことができ
ます.

ノート: 多くの方位には北を表す ‘N’という文字を含んでいません. これは北に ‘N’という文字を使わない
言語を想定しています. 他の文字を追加してください.

Figure 19.40: SVGライブラリで提供されている方位記号

19.2.8 HTMLフレームアイテム

ウェブサイトの内容や自分自身の HTMLページを作成し表示するフレームを追加することが可能です.

HTML フレームの追加 アイコンをクリックし,プリントコンポーザキャンバス上でマウスの左ボタンを押し
て四角形にドラッグし,要素を配置します. 位置を修正し,アイテムプロパティタブで見え方を修正します
(figure_composer_html_1参照).
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Figure 19.41: HTMLフレームアイテムプロパティタブ

HTMLソース

HTMLソースとして, URLを設定して URLラジオボタンを選ぶか,テキストボックスに直接 HTMLソース
を記述して Sourceラジオボタンを選びます.

HTML フレーム アイテムプロパティ タブの HTML ソース ダイアログでは以下の機能が提供されます
(figure_composer_html_2参照):

Figure 19.42: HTMLフレーム HTMLソースプロパティ

• URLでは,インターネットブラウザからコピーしてきたウェブページの URLかブラウズボタン
を使って指定した HTMLファイルを入力することができます. またデータで定義されたプロパティ上
書きボタンで,テーブルの属性フィールドの内容か一般の式から URLを指定することもできます.

• Sourceでテキストボックスにいくらかの HTMLタグかまたはフル HTMLページを入力することがで
きます.

• [式の挿入]ボタンではソーステキストボックスに [%Year($now)%]のような式を入れて現在の年
を表示したりできます. このボタンはラジオボタン Sourceを選んだ時だけ有効になります. 式を挿入
したら HTMLフレームを再描画する前にテキストボックスのどこかをクリックしてください. そうし
ないと式が消えてしまいます.

• HTMLソース内の QGIS式の評価は入力した式の結果を見るために必要です. そうしなければ式
そのものが表示されます.

• [HTMLのリフレッシュ]ボタンで HTMLフレーム (複数可)を再描画し,変更の結果を確認します.

19.2. コンポーザアイテム 337



QGIS User Guide,リリース 2.14

フレーム

HTML フレーム アイテムプロパティ タブの フレーム ダイアログでは以下の機能が提供されます (fig-
ure_composer_html_3参照):

Figure 19.43: HTMLフレームフレームプロパティ

• リサイズモードで HTMLコンテンツをどのように表示するか選ぶことができます:

– 既存フレームの利用では結果を最初のフレームか追加されたフレームに表示します.

– 次のページまで伸ばすでは,ウェブページの高さを表示するに足るだけのフレーム (および対応
するページ)を作成します. 各フレームはレイアウト中を移動できます. リサイズすると,ウェブ
ページが他のフレームと分離されます. 最後のフレームはウェブページに合うように切り詰めら
れます.

– 各ページで繰り返すでは,同じサイズのフレームの各ページで,ウェブページの左上を繰り返し
ます.

– 終了するまで繰り返すでも次のページへの拡張オプションと同じだけフレームが作成されま
すが,すべてのフレームが同じサイズとなります.

• [フレームの追加] ボタンで選んでいるフレームと同じサイズのフレームが追加されます. リサイズ
モードで既存フレームの利用を選んでいる場合は,最初のフレームに入らない HTMLページは次の
フレームへ続くことになります.

• フレームの内容が無い場合はページをエクスポートしないをチェックすると, HTMLコンテンツ
が無い場合はページはエクスポートされません. これは他のすべてのコンポーザアイテム, 地図, ス
ケールバー,凡例などが結果に表示されないことになります.

• フレームの内容が無い場合は背景を描画しないをチェックすると,フレームに内容が無い場合に
HTMLフレームが描画されません.

スマートページブレークの使用とユーザスタイルシート

HTMLフレームアイテムプロパティタブのスマートページブレークの使用ダイアログとユーザスタイル
シートダイアログでは以下の機能が提供されます (figure_composer_html_4参照):

Figure 19.44: HTMLフレームスマートページブレークの使用とユーザスタイルシート
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• スマートページブレークの使用をチェックすると, HTMLフレームコンテンツで,行の途中での強
制改行が止められます. そのようにして次のフレームを見やすくします.

• 最大距離 では, HTMLのどこで改ページを行うかを指定します. この距離は最適改ページ位置の計
算後の空欄の最大値となります. 大きな値を設定するほど柔軟な改ページ位置設定がなされますが,
フレームの下部に無駄な空欄ができやすくなります. この項目はスマートページブレークの使用が
チェックされたときに有効になります.

• ユーザスタイルシートをチェックすると, CSSスタイルシートの形で HTMLにスタイルを適用し
ます. 以下に <h1>ヘッダータグを緑色に,パラグラフタグ <p>にフォントとサイズを設定するスタ
イルコードの例を示します.

h1 {color: #00ff00;
}
p {font-family: "Times New Roman", Times, serif;

font-size: 20px;
}

• [HTMLの更新]ボタンを押して,スタイルシート設定の結果を確認します.

19.2.9 基本図形アイテム

基本図形 (楕円,三角形,矩形)を追加するには, 図形の追加 アイコンをクリックし,左マウスボタンを押し
て要素を配置します. アイテムプロパティタブで見え方を修正します.

基本図形を配置する際, Shiftキーを押し下げると,正方形,円,三角形が作成できます.

Figure 19.45: 図形アイテムプロパティタブ

図形アイテムプロパティタブでは,フレーム内で楕円,四角形,三角形を切り替えることができます.

高度なシンボルスタイルダイアログで,外枠と内部の色,パターン,マーカーなどのスタイルを指定できます.

四角形に対しては,コーナー半径を指定して角の部分を丸くできます.

ノート: 他のアイテムと違い,フレームのスタイル,背景の色などは指定できません.

19.2.10 矢印アイテム

矢印を追加するには 矢印追加 アイコンをクリックし,左マウスボタンでプリントコンポーザキャンバス
に配置し,ドラッグで矢印の線を引きます. 位置を修正し,矢印アイテムプロパティタブで見え方を修正し
ます.
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矢印を配置する際, Shiftキーを押し下げると,角度が正確に 45°となります.

矢印アイテムは,単純な線や矢印を追加しますが,たとえは他のプリントコンポーザアイテムと関係を示す
のに使えます. 方位記号を作るには,まずイメージアイテムが必要です. QGISでは方位記号が SVGフォー
マットで提供されています. さらにイメージアイテムを地図と接続し,地図の回転と同期することができま
す (イメージアイテム参照).

Figure 19.46: 矢印アイテムプロパティタブ

アイテムプロパティ

矢印アイテムプロパティタブでは,矢印アイテムの設定を変更できます.

[ラインスタイル...] ボタンでは,ラインスタイルシンボルエディタでラインスタイルを設定することができ
ます.

矢印マーカーでは, 3つのラジオボタンから 1つを選びます.

• デフォルト: 通常の矢印で,矢じりの部分のスタイルを変更するオプションが使えます.

• なし: 矢じりの部分を描きません.

• SVG:開始マーカーや終了マーカーを SVGで指定して矢印を描きます.

デフォルト矢印マーカーでは矢じりのスタイルにオプションが使用できます.

• 矢印アウトラインカラー: 矢じりの外枠の色を指定します.

• 矢印塗りつぶしカラー: 矢じりの塗りつぶし色を指定します.

• 矢印アウトライン幅: 矢じりの外枠線の幅を指定します.

• 矢印ヘッド幅: 矢じりの大きさを指定します.

:SVGマーカーでは次のオプションが使用できます.

• 開始マーカー: 線の開始位置に描画する SVGイメージを選びます.
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• 終了マーカー: 線の終了位置に描画する SVGイメージを選びます.

• 矢印ヘッド幅: 開始/終了マーカーのサイズを設定します.

SVGイメージは線とともに回転します. SVGイメージの色も変わります.

19.3 出力の作成

Figure_composer_output_1に,前のセクションで説明した地図アイテムを含んだ印刷レイアウトの例を示し
ます.

Figure 19.47: 地図ビュー,凡例,イメージ,スケールバー,座標,テキスト, HTMLフレームを追加したプリン
トコンポーザ

レイアウトを印刷する前に,枠線なしで表示して構成を確認することができます. ビュー –> バウンディ
ングボックスの表示のチェックを外すか,ショートカット Ctrl+Shift+Bを押します.

プリントコンポーザではいくつかの出力フォーマットを作成でき,解像度 (印字品質)と用紙サイズを定義
できます.

• 印刷 アイコンでは,インストールしているプリンタドライバに従い,レイアウトを接続しているプ
リンタや PostScriptファイルに出力できます.

• イメージとしてエクスポート アイコンでは,コンポーザキャンバスが PNG, BPM, TIF, JPG,...フォーマッ
トなどのイメージとしてエクスポートできます.

• SVG としてエクスポートアイコンでは,プリントコンポーザキャンバスを SVG (Scalable Vector Graphic)
として保存できます.

• PDF としてエクスポートアイコンでは,定義したプリントコンポーザキャンバスを直接 PDFに保存でき
ます.
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19.3.1 イメージとしてエクスポート

イメージとしてエクスポート アイコンをクリックすると,構成をエクスポートするファイル名の入力を求めら
れます: 複数ページ構成の場合は,各ページが指定名にページ番号を付けたファイルとしてエクスポートさ
れます.

エクスポート解像度 (コンポジションタブ)を書き換え,またエクスポートイメージのサイズを変更するこ

ともできます. 内容の切り取りオプションで,コンポーザイメージの出力が構成内容の領域だけとなり
ます. 必要であれば,イメージの周りにマージンを指定することもできます.

構成が単一ページであれば,出力は構成内容すべてを含むサイズとなります. 複数ページの場合は,各ページ
がその要素の領域に縮められます.

Figure 19.48: イメージエクスポートオプション

レイアウトをジオリファレンスイメージで出力する場合 (たとえば,ほかのプロジェクトを共有するため),

コンポジションタブで指定する必要があります. ワールドファイルをチェックし,地図アイテムを選び
ます. このオプションで, ‘イメージとしてエクスポート’ではイメージエクスポート時にワールドファイル
が作成されます.

ノート: 大きなラスターをエクスポートする際,十分なメモリーがあるにもかかわらず落ちることがありま
す. この問題は Qtラスター管理に起因しています.

19.3.2 SVGとしてエクスポート

SVG としてエクスポート でも,ファイル名を入力する必要があります (複数ページ構成の場合はベース名とし

て使用されます)そして 内容の切り取りオプションも適用されます.

SVGエクスポートオプションダイアログでは:

• 地図レイヤを SVGグループとしてエクスポートする:

• アウトラインとして地図ラベルを描画する

ノート: 現在, SVG出力は基本的な機能しか提供していません. これは QGIS側の問題ではなく, Qtライブ
ラリに起因しています. 将来のバージョンで改善されることを望みます.
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Figure 19.49: SVGエクスポートオプション

19.3.3 PDFとしてエクスポート

PDF としてエクスポート では,すべての構成を 1つの PDFファイルとしてエクスポートします.

構成や表示レイヤに高度な効果,たとえばブレンドモード,透過,シンボル効果などを適用しても,それらは
ベクトルとして印刷されずその効果は失われるかもしれません. コンポジションタブのラスタとして印刷
するをチェックすると,ラスタ化されますが,効果は維持できます. レイヤプロパティのレンダリングタブの
レイヤをラスタとして描画しますは,全体構成をラスタ化するのではなくレイヤ単位での設定となります.

19.3.4 地図帳の作成

プリントコンポーザには地図帳を自動で作成する機能が含まれています. コンセプトとしては,ジオメトリ
とフィールドを含む被覆レイヤの使用を考えます. 被覆レイヤの各ジオメトリに対して,キャンバス地図の
内容がハイライトの現ジオメトリに移動し,新しい出力が作成されます. ジオメトリに関係づくフィールド
はテキストラベルで使用できます.

各ページはフィーチャごとに作成されます. 地図の作成と作成パレメータの設定には,地図帳の作成タブを
使います. このタブには以下の機能が含まれます (figure_composer_atlas_1参照):

Figure 19.50: 地図帳の作成タブ

• 地図帳の作成で,地図上の作成の有効/無効を切り替えます.

19.3. 出力の作成 343



QGIS User Guide,リリース 2.14

• 被覆レイヤ コンボボックスでは,繰り返されるフィーチャを含む (ベクトル)レイヤを選ぶこと
ができます.

• 被覆レイヤを隠すオプションをチェックすると,作成時に被覆レイヤを隠す (ただし他は表示する)
ようになります.

• ページ名称コンボボックスで,地図のプレビュー時に,各フィーチャページ (複数可)に対してより明
示的に名前を付けることができます. 被覆レイヤの属性を選ぶか式を設定します. 空白にすると,フィ
ルターやレイヤの順序に基づく QGISの内部 IDを使用することになります.

• フィルターテキストエリアでは,被覆レイヤに対するフィルタの式を記述することができます. 式が
空白でなければ,評価が Trueのフィーチャが選択されることになります. 右のボタンを押すと式ビ
ルダーが表示されます.

• 並べ方をチェックすると,被覆レイヤのフィーチャを並べ替えることができます. コンボボックス
で並べ替えのキーとしてどのカラムを使うかを選ぶことができます. 並べる順序 (昇順か降順)は上向
き,下向き矢印のボタンで指定します.

地図帳の出力に関するオプションもあります:

• 出力ファイル名の式テキストボックスで,必要に応じ各ジオメトリのファイル名を作成できます. こ
のフィールドは複数ファイルの作成に対してのみ意味を持ちます.

• 可能であれば一つのファイルに出力では,出力フォーマットを指定し (たとえば PDF),ファイルを
できる限り一つにまとめて出力します. この項目をチェックすると,出力ファイル名の式の内容は意
味を持たなくなります.

地図帳の作成で複数の地図アイテムを使うことができます;各地図は被覆フィーチャにより表現されます.

特定の地図アイテムに対して地図帳を作成するには,地図アイテムのアイテムプロパティで 地図帳によ
る制御を有効にするをチェックする必要があります. チェックすると以下が設定できます:

• 地物のマージンでは,配置地図の周りのスペースのサイズを選ぶことができます. この値は自動ス
ケールモードの場合のみ意味を持ちます.

• 事前定義スケール (最適な)では,プロフェクトのプロパティ設定で事前定義した一覧のうち最適
なものが使用されます (事前定義スケールの設定はプロジェクト –>プロジェクトプロパティ –>一
般情報 –>プロジェクト縮尺を参照).

• 固定縮尺では,自動スケールと固定スケールを切り替えることができます. 固定スケールモードで
は,各ジオメトリは中心位置に転送されます. 自動スケールモードでは,地図拡張が各ジオメトリがそ
のまま表示されるように計算されます.

ラベル

ラベルを地図帳フィーチャに繰り返し合わせるために, 式を入力することができます. 設定するところは
[% と %] の間で, 式 (関数, フィールド, 変数を含む) を入力します. たとえば, city レイヤでフィールド
CITY_NAMEと ZIPCODEの場合,次のように入力します:

The area of [% upper(CITY_NAME) || ’,’ || ZIPCODE || ’ is ’
format_number($area/1000000,2) %] km2

または他の方法としては:

The area of [% upper(CITY_NAME)%],[%ZIPCODE%] is
[%format_number($area/1000000,2) %] km2

情報 [% upper(CITY_NAME) || ’,’ || ZIPCODE || ’ is ’ format_number($area/1000000,2)
%]はラベルの内部で使用されている式です. 二つの式の結果として地図帳には次のように作成されます:

The area of PARIS,75001 is 1.94 km2
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データで定義されたプロパティ上書きボタン

何か所かに データで定義されたプロパティ上書き ボタンがあり, 選択した設定を上書きできます. これらのオプ
ションは特に地図帳の作成に便利です.

以下の例は QGISサンプルデータセットの Regionsレイヤで地図帳の作成に使用されています. なおコンポ
ジションタブのフィールドプリセットで, A4 (210X297)が選択されていることを想定しています.

データで定義されたプロパティ上書きボタンで,用紙の位置づけを動的に変更できます. 領域の広がりの高
さ (南北)が幅 (東西)より大きい場合,用紙を横ではなく縦の向きで使用したいことでしょう.

コンポジションタブで方向を設定でき横または縦を選べます. ここで式を使うことにより領域によって

方向を動的に変更したい場合,方向の ボタンを押します. 編集... を選ぶと,式ビルダーダイアログが開
きます. 次の式を入力してください:

CASE WHEN bounds_width($atlasgeometry) > bounds_height($atlasgeometry)
THEN ’Landscape’ ELSE ’Portrait’ END

これで用紙の方向が自動になります. 各領域で同様にコンポーザアイテムの位置を再配置する必要がありま

す. 地図アイテムでは幅の ボタンを使い,次の式で動的な設定を行えます:

(CASE WHEN bounds_width($atlasgeometry) > bounds_height($atlasgeometry)
THEN 297 ELSE 210 END) - 20

高さフィールドの ボタンを使い,次の式を入力します:

(CASE WHEN bounds_width($atlasgeometry) > bounds_height($atlasgeometry)
THEN 210 ELSE 297 END) - 20

ページの中央,地図の少し上に表題を設定したい場合,地図の上へラベルアイテムを挿入します. まずラベ
ルアイテムのアイテムプロパティで水平方向位置合わせを中央にします. 次に参照点で上中央のチェック
ボックスをクリックします. そしてフィールド X に次の式を入力します:

(CASE WHEN bounds_width($atlasgeometry) > bounds_height($atlasgeometry)
THEN 297 ELSE 210 END) / 2

他のコンポーザアイテムに対しても似た方法で設定ができ,ページが縦か横になった場合に正しい位置に調
整できます.

データで定義されたプロパティ上書きオプションについての情報が提供されている素晴らしいブログ (英語
とポルトガル語)がありますMultiple_format_map_series_using_QGIS_2.6 .

これはデータで定義されたプロパティ上書きオプションをどのように使うかの一つの例と言えます.

プレビューと作成

Figure 19.51: 地図帳プレビューツールバー

地図帳設定がなされ,アイテム (地図,テーブル,イメージ...) が関連付けられると,地図帳→地図帳のプレ

ビューまたは 地図帳のプレビュー アイコンをクリックして地図帳の全ページをプレビューすることができ
ます. そして同じツールバーの矢印を使いすべてのフィーチャを確認できます:

• 初めのフィーチャ

• 前のフィーチャ

• 次のフィーチャ
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• 最後のフィーチャ

コンボボックスを使い,特定のフィーチャを直接選んでプレビューすることができます. コンボボックスで
は,地図帳ページ名オプションで設定した式に従いフィーチャ名が表示されます.

単純な構成では,地図帳は違った方法で作成できます (詳細は出力の作成参照). コンポーザメニューの代
わりに,地図帳メニューまたは地図帳ツールバーのツールを使用します.

これは構成を地図帳→地図帳の印刷で直接印刷できることを意味します. また地図帳→地図帳を PDF

として出力... で PDFを作成できます: 可能であれば単一ファイルで出力がチェックされていなければ,
すべての PDFファイルを保存するか確認されます. その場合,ファイル名を指定します.

地図帳→イメージとして出力... または地図帳→ SVGとして出力... ツールでは,フォルダの選択を求めら
れます. 各地図帳フィーチャの各ページがイメージか SVGファイルとして出力されます.

ちなみに: 特定の地図帳フィーチャ印刷
地図帳のひとつのみのフィーチャの構成を印刷または出力したいのであれば,ドロップダウンリストからそ
のフィーチャを選びコンポーザ→印刷をクリックします (または出力... で他のファイルフォーマットを
クリックします).
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Chapter 20

プラグイン

20.1 QGISプラグイン

QGISは、プラグインアーキテクチャで設計されています。これは、多くの新機能や機能を簡単にアプリ
ケーションに追加することを可能にします。実際に QGISの機能の多くはプラグインとして実装されてい
ます。

20.1.1 コアプラグインと外部プラグイン

QGISプラグインは Core Pluginsまたは External Pluginsとして実装されます。

コア・プラグイン QGIS開発チームによって維持され、自動的にすべての QGISディストリビューション
の一部です。C ++や Python：それらは、二つの言語のいずれかで書かれています。

外部プラグインのほとんどは現在、Pythonで書かれています。彼らはどちらかの「公式」QGISリポジト
リ内 http://plugins.qgis.org/plugins/で、または外部リポジトリに格納され、個々の著者によって維持されて
います。使用方法、最小 QGISバージョン、ホーム・ページ、著者、およびその他の重要な情報について
の詳細なドキュメントは、公式リポジトリ内のプラグインのために提供されています。他の外部リポジト
リの場合、ドキュメントは、外部プラグインを自分自身で利用できる場合があります。一般的には、外部
プラグインのドキュメントは、このマニュアルには含まれていません。

インストールされた外部 pythonプラグインは ~/.qgis2/python/pluginsフォルダ下に置かれます。
ホームディレクトリ（上記 ~で示される）は、通常 C:\Documents and Settings\(user)（Windows
XPまたはそれ以前の場合）または C:\Users\(user)のようなものです。

カスタム C ++のプラグインライブラリへのパスも設定 - >オプション - > System下に追加できます。

プラグイン>の管理とプラグインをインストール... で開くことができるプラグイン]ダイアログボックス
で、プラグインを管理できます。

プラグインを更新する必要がある場合、およびプラグインの設定が適切に設定されている場合は、適用さ
れるのを待っているプラグインの更新があることを知らせるために、QGISメインインタフェースでステー
タスバーに青色のリンクが表示されます。

20.1.2 プラグインダイアログ

プラグインのダイアログのメニューは、ユーザが、インストール、アンインストールしてさまざまな方法で
プラグインをアップグレードできます。各プラグインは、右側のパネルに表示されたいくつかのメタデー
タがあります。

• プラグインが実験的であるかどうかについての情報

• 説明

• 評価投票（お好みのプラグインに投票できます！）
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• タグ

• ホームページ、トラッカーやコードリポジトリにはいくつかの便利なリンク

• 作者

• 利用可能バージョン

特定のプラグインを見つけるためフィルタを使うことができます。

ALL

ここでは、利用可能なすべてのプラグインが、コアと外部プラグインの両方を含めて、記載されています。
プラグインの新しいバージョンを探すために、 [すべてをアップグレード]を使用します。さらに、プラグ
インが表示されていますがインストールされていない場合は [プラグインをインストール]、プラグインが
インストールされている場合は [プラグインをアンインストール]や [プラグインを再インストール]を使用
できます。インストールされたプラグインはチェックボックスを使用して一時的に有効/無効にできます。

Figure 20.1: The All menu

Installed

このメニューではインストールされているプラグインのみがリストされます. 外部プラグインは [Uninstall
plugin]と [Reinstall plugin]ボタンを使ってアンインストールと再インストールを行えます. [Upgrade all]
もここで同じように使えます.

インストールされていない

このメニューには、インストールされていない使用可能なすべてのプラグインが一覧表示されます。QGIS
にプラグインを実装するために [プラグインをインストール]ボタンを使用できます。

Upgradeable

Settingsメニューで 実験プラグインも表示を有効にした場合、より多くの最近のプラグインのバー
ジョンを探すために、このメニューを使用できます。これは、 [プラグインをアップグレード]や [すべて

アップグレード]ボタンで行うことができます。 Settings

このメニューであなたは以下のオプションを使えます:
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Figure 20.2: The Installed menu

Figure 20.3: The Not installed menu
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Figure 20.4: Upgradeableメニュー

• startupのアップデートをチェック。新しいプラグインやプラグインのアップデートが利用可能で
あるときはいつでも、QGISは「2週間ごと」または「毎月」、「毎週」、「3日ごと」、「一日一回」、
「QGISを起動するたびに」お知らせします。

• 実験プラグインも表示。QGISは、一般的に本番の使用には適していない開発の初期段階では、
プラグインを、表示されます。

• 非推奨プラグインも表示する. これらのプラグインは、非推奨となり、本番環境での使用にとっ
て、一般的には適していません。

外部リポジトリを追加するためには Plugin repositoriesセクションにある [Add...] をクリックして下さい.
追加したリポジトリを利用したくなくなった場合は [Edit...] ボタンで無効にできますし, [Delete]ボタンで
完全に削除できます.

プラグインのリポジトリにアクセスするための認証（基本認証、PKI）を使用できることに注意してくださ
い。デフォルトの QGISのリポジトリはオープンリポジトリであり、任意の認証を必要としません。独自
のプラグインリポジトリを展開する必要があります。認証章では QGIS認証サポートに関するより多くの
情報を得ることができます。

Search機能は、ほぼすべてのメニューで利用可能です（ Settings 除く）。ここでは、特定のプラグイン
を探すことができます。
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Figure 20.5: Settingsメニュー
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20.2 QGISコア・プラグインを使用します

アイ
コン

プラグイン 説明 マニュアルリファレンス

キャプチャ座標 キャプチャマウスは異なる CRSの座
標

座標取得プラグイン

DBマネージャ QGIS内のデータベースを管理しま
す

DBマネージャプラグイン

DXF2Shapeコンバータ DXFファイルを Shapefileに変換し
ます

Dxf2Shpコンバータープラ
グイン

eVis イベント可視化ツール eVisプラグイン

fToolsプラグイン ベクターツールのセット fToolsプラグイン

GDALツール GDALラスタ機能 GDALツールズプラグイン

ジオメトリチェッカー ベクトル・ジオメトリのエラーを
チェックし、修復

ジオメトリチェッカープラ
グイン

ジオメトリスナッパー 参照レイヤーにジオメトリをスナッ
プ

ジオメトリスナッパープラ
グイン

ジオレファレンサ
GDAL

GDALを使ったラスタジオリファレ
ンス

ジオレファレンサプラグイ
ン

GPSツール GPSデータをロードやインポートす
るツール

GPSプラグイン

GRASS GRASSの機能 GRASS GISの統合

ヒートマップ ベクタポイントを入力としてヒート
マップ作成

ヒートマッププラグイン

補間プラグイン ベクタレイヤの頂点を利用して補間
を行います

データ補間プラグイン

メタ検索カタログのク
ライアント

メタデータカタログサービス (CSW)
との相互作用

メタサーチカタログのクラ
イアント

オフライン編集 オフラインでの編集とデータベース
との同期

オフライン編集プラグイン

Oracle Spatial Georaster Oracle Spatial GeoRaster　へのアク
セス

Oracle Spatial GeoRaster
プラグイン

プラグインマネージャ コアと外部プラグインを管理します プラグインダイアログ

処理 空間データ処理フレームワーク QGISプロセッシングフ
レームワーク

ラスタ地形解析 DEMの地形的特徴を計算する ラスター地形解析プラグイ
ン

ロードグラフプラグイ
ン

最短経路解析 道路グラフプラグイン

空間クエリ ベクタへの空間クエリ 空間検索プラグイン

トポロジチェッカー ベクトルレイヤーでトポロジエラー
を探します

トポロジチェッカープラグ
イン

地域統計 ベクタポリゴン用のラスタ統計を計
算します

地域統計プラグイン
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20.3 座標取得プラグイン

座標入力プラグインは使いやすく、選択した 2つの座標参照系 (CRS)について地図上のキャンバスに座標
を表示する機能を提供します。

Figure 20.6: 座標取得プラグイン

1. QGISを開始し、 Settings（KDE、Windows）または File‘（Gnomeの、OSX）メニューから |option|
:guilabel:‘プロジェクト Propertiesを選択して Projectionタブをクリックしてください。別の方法と

して、ステータスバーの右下隅にある CRS status アイコンをクリックすることもできます。

2. オンザフライ CRS変換を有効にする ‘チェックボックスをクリックし、プロジェクトの座標系を
選択します (:ref:‘label_projectionsも参照すること)。

3. プラグインマネージャで座標取得プラグインをロードします ( load_core_plugin参照 )そして View →
Panels　でそのダイアログが表示されるように設定してください,さらに Coordinate Captureを有
効にして下さい. 座標取得ダイアログは Figure figure_coordinate_capture_1　のように表示されます.

Vector → Coordinate Captureを選択すると,そこで Coordinate Captureが有効になっています.

4. Click on the Click to the select the CRS to use for coordinate display icon and select a different CRS from the one you
selected above.

5. 座標入力を開始するには [入力開始]をクリックします。それからマップキャンバス上の任意の場所を
クリックすると、プラグインは、あなたの選択した CRSの両方の座標を表示します。

6. マウスの座標追跡を可能にするには、 マウストラッキング アイコンをクリックして下さい.

7. 選択した座標をクリップボードにコピーすることができます。

20.4 DBマネージャプラグイン

DB管理プラグインが正式QGISコアの一部であり、1つのユーザーインターフェースにQGIS（PostGISの、
SpatiaLite、Geopackage、Oracle Spatialの仮想レイヤ）によってサポートされる空間データベースフォー

マットを統合し、管理するための主要なツールであることが意図されています。 DB Manager プラグイン
はいくつかの機能を提供します。DB Managerに QGISブラウザからレイヤーをドラッグでき、そしてそれ
は空間データベースにレイヤーをインポートします。空間データベースと、それらは輸入されますとの間
にテーブルをドラッグ＆ドロップできます。

Databaseメニューでは、既存データベースに接続、 SQLウィンドウを開始、DBマネージャプラグインを
終了できます。既存のデータベースに接続すると、メニュー Schemaと Tableが追加で表示されます。

Schemaメニューにはスキーマを作成したり削除 (empty)するツールが含まれています,そしてもしトポロ
ジが有効であるなら (たとえば PostGIS 2 ) TopoViewerを利用できます.

Tableメニューは、作成および編集テーブルとテーブルとビューを削除できます。テーブルを空にし、別の
スキーマからのテーブルを移動することも可能です。さらなる機能として、VACUUMを実行し、その後選
択した各テーブルに対して ANALYZE実行できます。プレーン VACUUMは単に領域を回収し、再利用で
きるようにします。クエリを実行するための最も効率的な方法を決定するための更新プログラムの統計を
分析。最後に、それらが QGISにロードされている場合は、レイヤー/ファイルをインポートしたり、ファ
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Figure 20.7: DBマネージャ]ダイアログ

イルシステムに存在することができます。そして、書出ファイルの機能を形作るためにデータベーステー
ブルを書出できます。

Treeウィンドウでは QGISでサポートされているすべての既存のデータベースを一覧表示します。ダブル
クリックで、データベースに接続できます。マウスの右ボタンを使用すると、既存のスキーマとテーブル
の名前を変更し、削除できます。テーブルはまた、コンテキストメニューを QGISキャンバスに追加でき
ます。

データベースに接続されている場合 DBマネージャのメインウィンドウでは 3個のタブが提供されます.
Infoタブではテーブルとそのジオメトリの情報が既存フィールドや制約やインデックス情報と同じように
提供されます. また選択テーブルに対して作業が行われていない場合ヴァキューム解析や空間インデック
スの作成を行うことができます. Tableタブではすべての属性を表示し Previewタブではジオメトリのプレ
ビューを描画します.

20.4.1 SQLウィンドウでの作業

また、空間データベースに対して SQLクエリを実行し、クエリレイヤとして QGISに結果を追加すること
によって、クエリの空間的な出力を表示する DB Managerを使用できます。押したときに実行される SQL
およびその部分のみの部分を強調することが可能である F5または実行 (F５)ボタンをクリックしてくだ
さい。

20.5 Dxf2Shpコンバータープラグイン

コンバータープラグインはベクタデータを DXFから Shapefile形式に変換します。変換を実行する際に以
下のパラメータが要求されます:

• 入力 DXFファイル: 変換を行う DXFファイルのパスを入力して下さい

• 出力 Shp file: 作成される Shapefileの名前を入力して下さい
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Figure 20.8: DB Managerの SQLウィンドウで SQLクエリを実行します

Figure 20.9: Dxf2Shpコンバータープラグイン
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• 出力ファイルタイプ: 出力 Shapefileのジオメトリタイプを指定して下さい。現在サポートされている
タイプはポリライン、ポリゴンとポイントです。

• テキストラベルをエクスポートする: このチェックボックスが有効な場合、追加で Shapefileのポイン
トレイヤが作成されます。 そして関連の dbfテーブルには”TEXT”フィールドに関する情報が含ま
れ、テキスト文字列そのものもファイルの中にできます。

20.5.1 プラグインの利用

1. QGISを開始し、プラグインマネージャでDxf2Shapeプラグインをロードして（プラグインダイアロ

グを参照）、QGISのツールバーメニューに表示される Dxf2Shape Converter アイコンをクリックして
ください。 Figure_dxf2shape_1に示すように Dxf2Shapeプラグインのダイアログが表示されます。

2. DXFファイル、出力ファイルの名前、Shapefileのタイプを入力して下さい。

3. レイヤのラベル表示のためのポイントレイヤを追加で作成する場合は、 テキストラベルの出力
チェックボックスを有効にして下さい。

4. [OK]をクリックします。

20.6 eVisプラグイン

（このセクションN.、K・コイ、P・アーズツ 2009 EVIS（V1.1.0）はユーザーズガイド、米国自然史博物館、
生物多様性保全センター、ホーニングから導出されます。http://biodiversityinformatics.amnh.org/から利用で
き、および GNU FDLの下でリリース。）

生物多様性保全のための自然史の（AMNH）センター（CBC）のアメリカの博物館での生物多様性情報ファ
シリティは、保護導くための保全モニタリングおよび意思決定支援ツールのスイートに追加する別のソフ
トウェア・ツールをイベントの可視化ツール（EVIS）を開発しました地域と景観計画。このプラグインは、
簡単に QGISのベクトルデータ、写真、およびその他の書類（即ち、緯度及び経度又は X及び Y座標と参
照される）ジオコードをリンクすることができます。

eVisは今 QGISの新バージョンでは自動的にインストールされ、有効になり、すべてのプラグインと同じ
ように、それはプラグインマネージャーを使用して無効と有効にできます（プラグインダイアログ参照）。

eVisプラグインは３つのモジュールで構成されています: ‘データベースコネクションツール’, ‘イベント ID
ツール l’,と ‘イベントブラウザ’です. それらはジオコードされた写真の閲覧やベクタファイル,データベー
スまたはスプレッドシートに格納されたリンクで示されるドキュメントの閲覧をするために協調して動作
します.

20.6.1 イベントブラウザ

イベントブラウザモジュールは、QGISマップウィンドウに表示ベクター地物にリンクされているジオコー
ド写真を表示する機能を提供します。ポイントデータは、例えば、QGISを使用して入力できるベクター
ファイルからであってもよく、またはそれは、データベースクエリの結果であることができます。ベクター
地物は、必要に応じて、画像が取得されたときにカメラが指摘されたコンパス方向写真を含むファイルの
場所と名前を記述し、それに関連付けられた属性情報を有していなければなりません。ベクトルレイヤー
は、イベントブラウザを実行する前に、QGISにロードする必要があります。

イベントブラウザモジュールを起動する

イベントブラウザモジュールを起動するには、データベース - > eVis->eVisイベント Browser をクリック
します。これは汎用イベント Browserウィンドウを開きます。

イベント Browserウィンドウはウィンドウの上部に表示された 3つのタブがあります。Display ]タブには、
写真とそれに関連する属性データを表示するために使用されます。 Optionsタブは eVisプラグインの動作
を制御するために調整できる設定の数を提供します。最後に、設定外部 Applicationsタブは EVISが画像
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以外の文書を表示できるようにするファイル拡張子のテーブルとそれに関連するアプリケーションを維持
するために使用されます。

ディスプレイウィンドウを理解する

Display ウィンドウを表示するには、 イベント Browser ウィンドウで Display タブをクリックしてくださ
い。Displayウィンドウはジオコード写真、それらに関連する属性データを表示するために使用されます。

Figure 20.10: *eVis*表示ウィンドウ

1. ディスプレイウィンドウ:フォトを表示する場所のウィンドウ。

2. ズームインボタン: さらに詳細を見るためズームインを行います. ディスプレイウィンドウにイメージ
全体を表示できない場合,左と下部にスクロールバーが表示されイメージをパンすることができます.

3. ズームアウトボタン: もっと広い領域を見るためにズームアウトします.

4. 全領域にズームボタン: 写真の全領域えお表示します.

5. 情報ウィンドウ属性：写真を見ているに関連付けられているポイントの属性情報の全てがここに表
示されます。表示されているレコードで参照されているファイルの種類が画像ではなく、中に定義さ
れているファイルタイプのものである場合設定外部 Applicationsタブ、へのパスを含むフィールドの
値をダブルクリックしたときファイルは、ファイルを開くアプリケーションは、ファイルの内容を表
示したり、聞いて起動されます。ファイルの拡張子が認識された場合、属性データは緑色で表示され
ます。

6. ナビゲーションボタン: 前ボタンと次ボタンは 1個以上の地物が選択されている場合前と後の地物を
ロードする場合に利用されます.
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オプションウィンドウを理解する

Figure 20.11: *eVis*オプションウィンドウ

1. ファイルのパス：表示されている写真または他の文書のディレクトリ・パスや URLが含まれている
属性フィールドを指定するには、ドロップダウンリスト。場所は、相対パスである場合は、チェック
ボックスをクリックする必要があります。相対パスのベースパスは、以下のベース PATH テキスト
ボックスに入力できます。ファイルの場所を指定するためのさまざまなオプションに関する情報は、
下記写真の場所と名前を指定しますセクションに記載されています。

2. コンパスベアリング：写真が表示されているに関連付けられているコンパス方位が含まれている属性
フィールドを指定するには、ドロップダウンリスト。コンパス方位情報が利用可能な場合、ドロップ
ダウンメニュータイトルの下のチェックボックスをクリックする必要があります。

3. コンパスオフセット：（真北軸受に磁気軸受を使用して収集したベアリングを調整するために）コン
パスのオフセットが偏角を補償するために使用できます。 Manualラジオボタンをクリックして、
テキストボックスにオフセットを入力するか、または 属性からをクリックしてラジオボタンのオ
フセットを含む属性フィールドを選択します。これらのオプションの両方のために、東の偏角は正の
値を使用して入力する必要があり、西偏角は負の値を使用する必要があります。

4. ディレクトリベースパス：Figure_eVis_2_（A）で定義された相対パスが付加され、その上にベース
パス。

5. パスを置換：このチェックボックスがチェックされている場合、Aからファイル名のみがベースパス
に追加されます。

6. すべての文書に規則を適用 ：チェックすると、写真のために定義されている同じパスの規則が、映
画、テキスト文書、およびサウンドファイルなどの非画像文書に使用されます。チェックされていな
い場合は、パスの規則は写真のみに適用され、他の文書はベースパスのパラメータを無視します。

7. 設定を記憶する：このチェックボックスをチェックすると、ウィンドウが閉じられたとき、または下
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記の [保存]ボタンが押されたときに、関連するパラメータは、次のセッションのために保存される
ための値。

8. 値のリセット: この業の値をリセットし、デフォルト設定に戻します。

9. デフォルトを復元：これはデフォルト設定にすべてのフィールドをリセットします。これは、ボタン**
** [リセット]のすべてをクリックするのと同じ効果があります。

10. Save: この機能を使うと設定を Optionsペインを閉じないで保存します.

外部アプリケーションの設定を理解する

Figure 20.12: The eVis External Applications window

1. ファイルの参照テーブル：EVISを使用して開くことができるファイルの種類を含むテーブル。各ファ
イルタイプは、ファイル拡張子やファイルの種類を開くことができるアプリケーションへのパスが必
要です。これは、映画、録音、およびだけではなく、画像のテキスト文書としてファイルの広い範囲
を開く機能を提供します。

2. 新しいファイルタイプの追加: 新しいファイルタイプをユニークなファイル拡張子と開くためのアプ
リケーションのパスと一緒に追加して下さい.

3. 現在の行を削除：ファイルタイプがテーブルに強調表示され、ファイル拡張子と関連するアプリケー
ションへのパスによって定義削除。

20.6.2 写真の場所と名前を指定します

写真の位置と名前は、写真は、ウェブサーバ上で利用可能である場合、絶対または相対パス、または URL
を使用して格納することができます。異なるアプローチの例は、表 ‘evis_examples‘_に記載されています。

X Y FILE BEARING
780596 1784017 C:\Workshop\eVis_Data\groundphotos\DSC_0168.JPG 275
780596 1784017 /groundphotos/DSC_0169.JPG 80
780819 1784015 http://biodiversityinformatics.amnh.org/\

evis_testdata/DSC_0170.JPG 10
780596 1784017 pdf:http://www.testsite.com/attachments.php?\

attachment_id-12 76

20.6.3 他の書類の場所と名前を指定します

そのようなテキスト文書、ビデオ、サウンドクリップなどの書類も表示または EVISで再生できます。これを
行うには、からアクセスできるファイル参照テーブルにエントリを追加する必要がある設定外部Applications
ウィンドウで汎用イベント Browserそのアプリケーションにファイル拡張子に一致しますファイルを開く
ために使用できます。ベクターレイヤの属性テーブル内のファイルへのパスまたは URLを持つことも必要
です。開きたい文書のファイル拡張子を含まない URLのために使用できる 1つの追加的なルールは、URL
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の前に、ファイルの拡張子を指定することです。形式は、ファイルの拡張子 ‘‘ —です：URL‘‘。URLは、
ファイル拡張子とコロンが先行しています。これはウィキやWebページを管理するためのデータベースを
使用する他のウェブサイトからの文書にアクセスするために特に有用である（表 evis_examplesを参照）。

20.6.4 イベントブラウザの利用

イベント Browserウィンドウが開くとき、 Optionsウィンドウが適切であるファイルの位置情報があれば、
写真はベクトルファイル属性テーブルで参照されるドキュメントが画像であれば表示ウィンドウに表示さ
れますセット。Options窓写真が予想され、それが表示されない場合は、内のパラメータを調整する必要が
あります。

支持文書（または EVISによって認識されるファイル拡張子を持っていない画像）属性テーブルで参照され
ている場合は、そのファイルの拡張子が定義されている場合、ファイルパスを含むフィールドは、属性情報
ウィンドウに緑色で強調表示されます設定外部 Applicationsウィンドウにあるファイルの参照テーブル。文
書を開くには、属性情報ウィンドウで緑強調表示された行をダブルクリックします。設定外部 Applications
ウィンドウサポート文書は属性情報ウィンドウとファイルパスで参照されている場合は緑色で強調表示さ
れていない、ファイルのファイル名の拡張子のエントリを追加する必要があります。ファイルパスは緑色で
強調表示されているが、ダブルクリック時に開かない場合は、ファイルは eVisで配置できるように Options
ウィンドウ内のパラメータを調整する必要があります。

コンパスベアリングが Optionsウィンドウ内に設けられていない場合、、赤いアスタリスクは、写真が表
示されて関連付けられているベクター地物の上部に表示されます。イベント Browserウィンドウコンパス
ベアリングが設けられている場合、矢印は、でコンパス方位表示フィールドの値によって示される方向に
向い現れます。矢印は、写真や他のドキュメントに関連付けられたポイント上にセンタリングされます。

Displayウィンドウを閉じるには、イベント Browserウィドウから [閉じる]ボタンをクリックします。

20.6.5 イベント IDツール

「イベント ID」モジュールを使用すると、QGISマップウィンドウに表示機能をクリックして、写真を表示
することができます。ベクターの特徴は、必要に応じて、画像が取得されたときにカメラが指摘されたコ
ンパス方向写真を含むファイルの場所と名前を記述し、それに関連付けられた属性情報を有していなけれ
ばなりません。この層は、「イベント ID」ツールを実行する前に、QGISにロードする必要があります。

イベント IDモジュールを実行する

「イベント ID」モジュールを起動するには、 イベント IDアイコンクリック、またはデータベース->eVis->
イベント IDツールをクリックしてください。これは、カーソルが IDツールがアクティブであることを意
味する、その上に「i」との矢印に変化します。

QGISマップウィンドウに表示されるアクティブなベクターレイヤーにベクター地物にリンクされている
写真を表示するには、地物上にイベント IDカーソルを移動し、マウスをクリックしてください。地物をク
リックした後、イベント Browser ウィンドウが開かれ、クリックされた地域にまたはそれに近い写真は、
ブラウザでの表示が可能です。複数の写真が利用可能である場合は、別の地物を循環使用できます [前へ]
と [次へ]ボタン。他のコントロールは、このガイドのイベントブラウザセクションに記載されています。

20.6.6 データベース接続

「データベース接続」モジュールは、スプレッドシートなどに接続し、データベースまたは他の ODBCリ
ソースを照会するためのツールを提供します。

EVISは、直接データベースの次のタイプに接続できます。PostgreSQLのは、MySQL、SQLiteの。それは
また、ODBC接続（例えば、MSアクセス）から読み取ることができます。（例えば Excelスプレッドシート
など）ODBCデータベースから読み込む場合、あなたが使用しているオペレーティングシステム用のODBC
ドライバを設定する必要があります。
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データベース接続モジュールを実行する

「データベース接続」モジュールを起動し、いずれかの適切なアイコンをクリックしてください
EVIS データベース Connection またはオンクリックデータベース - > EVIS - >データベース Connection。guilabel：
データベース Connection‘ウィンドウこれが起動します。 :guilabel:‘定義済みの Queries 、 データベース
Connection、と SQL Queryウィンドウには、3つのタブがあります。ウィンドウの下部にある出力 Console
ウィンドウには、このモジュールの異なるセクションによって開始されたアクションのステータスが表示
されます。

データベースとの接続

データベース接続インターフェースを開くために、データベース Connectionタブをクリックします。次に、
データベース type コンボボックスを使用して、接続するデータベースの種類を選択します。パスワー
ドまたはユーザ名が必要な場合は、その情報が Usernameと Passwordテキストボックスで入力できます。

データベース Hostテキストボックスに、データベースのホストを入力します。データベース・タイプとし
て「MSアクセス」を選択した場合、このオプションは使用できません。データベースは、デスクトップ上
に存在する場合は、「ローカルホスト」を入力してください。

データベース名テキストボックスにデータベースの名前を入力します。データベース・タイプとして「ODBC」
を選択した場合は、データソース名を入力する必要があります。

すべてのパラメータが記入されている場合は、 [接続]ボタンをクリックします。接続に成功すると、メッ
セージはに書き込まれます接続が確立されたことを示す出力 Consoleウィンドウ。接続が確立されていな
かった場合は、正しいパラメータが上記の入力されたことを確認する必要があります。

Figure 20.13: eVisデータベースコネクションウィンドウ

1. データベースタイプ: 使用するデータベースの種類を特定するためのドロップダウンリスト

2. データベースホスト: データベースホストの名称
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3. ポート: MySQLまたは PostgreSQLデータベースのタイプを選択した場合のポート番号

4. データベース名称: データベースの名称

5. 接続：上で定義したパラメータを使ってデータベースに接続するボタン

6. 出力コンソール：処理に関連するメッセージが表示されたコンソールウィンドウ

7. ユーザ名:データベースがパスワードで保護されている場合使用するユーザ名

8. パスワード:データベースがパスワードで保護されている場合に使用するパスワード

9. 定義済クエリ: “定義済クエリ”ウィンドウを表示するタブ

10. データベース接続: “データベース接続”ウィンドウを表示するタブ

11. SQLクエリ: “SQLクエリ”ウィンドウを表示するタブ

12. ヘルプ:オンラインヘルプを表示する

13. OK:メインの “データベース接続”ウィンドウを閉じる

SQLクエリの実行

SQLクエリは、データベースまたは ODBCリソースから情報を抽出するために使用されています。eVisで
は、これらのクエリからの出力は、QGISマップウィンドウに追加ベクター層です。SQLクエリインター
フェイスを表示するには、 SQL Query]タブをクリックします。SQLコマンドは、このテキストウィンドウ
に入力できます。SQLコマンドに役立つチュートリアルが http://www.w3schools.com/sqlで入手可能です。
たとえば、Excelファイルのワークシートからのすべてのデータを抽出するために、 ‘‘ SELECT * FROM
[Sheet1の$] ‘‘ sheet1‘‘は、ワークシートの名前がどこにあります ‘‘。

コマンドを実行するために [クエリの実行]ボタンをクリックします。クエリが成功した場合、データベー
スファイル Selectionウィンドウが表示されます。出力 Consoleウィンドウクエリが成功しなかった場合、
エラーメッセージが表示されます。

データベースファイル Selectionウィンドウで、新 Layerの名前テキストボックスにクエリの結果から作
成されるレイヤーの名前を入力します。

1. SQLクエリテキストウィンドウ: SQLクエリをタイプするためのスクリーン

2. クエリ実行: SQLクエリウィンドウで入力したクエリを実行するためのボタン

3. コンソールウィンドウ：処理に関連するメッセージが表示されたコンソールウィンドウ

4. ヘルプ:オンラインヘルプを表示する

5. OK:メインのデータベース接続ウィンドウを閉じる

X Coordinate と Y Coordinate コンボボックスを使用して X（または経度）と Y（または緯度）
を格納する座標データベースからフィールドを選択します。 [OK]ボタンをクリックすると、SQLクエリー
から作成されたベクトルレイヤーが QGIS地図ウィンドウに表示されます。

将来の使用のために、このベクトルファイルを保存するには、QGISマップの凡例にレイヤー名を右クリッ
クしてアクセスして、選択されたコマンド「...として保存」QGISを使用できる「として保存...」

ちなみに: Microsoft Excelワークシートからベクタレイヤを作成
Microsoft Excelワークシートからのベクトルレイヤーを作成するときは、その不要なゼロ（「0」）を参照
してください可能性がある有効なデータの下に属性テーブルの行に挿入されています。 Backspaceキー
これは、使用して Excelでこれらのセルの値を削除することによって引き起こされる可能性があります。
この問題を解決するには、Excelファイルを開く必要が使用し、その後（ファイルに接続している場合は、
ファイルを編集できるようにするために、QGISを閉じる必要があります）と [編集] - > DELETEへをファ
イルから空白行を削除します。この問題を回避するには、ファイルを保存する前に:menuselection:編集- >
DELETEを単に使用して Excelワークシートで複数の行を削除できます。
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Figure 20.14: eVis SQLクエリタブ

定義済クエリの実行

事前に定義されたクエリを使用すると、ファイルに XML形式で保存され、以前に書かれたクエリを選択
することができます。SQLコマンドに慣れていない場合、これは特に便利です。定義済みクエリインター
フェイスを表示するには、定義済みの Queriesタブをクリックします。

事前に定義されたクエリのセットをロードするには、 ファイルを開く アイコンをクリックしてください。
SQLクエリを含むファイルを検索するために使用されているオープン Fileウィンドウ、これが開きます。
クエリがロードされると、XMLファイルで定義されたそのタイトルは、ちょうど下にあるドロップダウン
メニューに表示されます オープン File アイコン。クエリの詳細については、ドロップダウンメニューの下
のテキストウィンドウに表示されます。

クエリはクエリウィンドウにロードされていることを確認するために、 SQL Queryタブドロップダウンメ
ニューから実行し、次にをクリックするクエリを選択します。それは事前に定義されたクエリを実行して
いるか、データベースの切り替えが初めての場合は、データベースに接続することを確認する必要があり
ます。

コマンドを実行するには、 SQL Queryタブで [クエリの実行]ボタンをクリックします。クエリが成功した
場合、データベースファイル Selectionウィンドウが表示されます。出力 Consoleウィンドウクエリが成功
しなかった場合、エラーメッセージが表示されます。

1. ファイルを開く：事前に定義されたクエリを保持している XMLファイルを検索するには、「ファイ
ルを開く」ファイルブラウザを起動します。

2. 定義済クエリ: 定義済クエリの XMLファイルによって定義されたクエリすべてのドロップダウンリ
スト

3. クエリ説明: クエリの短い説明文。この説明は定義済クエリの XMLファイルに由来します。

4. コンソールウィンドウ：処理に関連するメッセージが表示されたコンソールウィンドウ

5. ヘルプ:オンラインヘルプを表示する
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Figure 20.15: *eVis*定義済クエリタブ

6. OK:メインの “データベース接続”ウィンドウを閉じる

eVis定義済クエリの XMLフォーマット

eVisで読み込まれる XMLタグ

タグ 説明
query クエリ文の始まりと終わりを定義します。
shortde-
scription

A short description of the query that appears in the eVis drop-down menu.

descrip-
tion

定義済みクエリテキストウィンドウに表示されたクエリのより詳細な説明。

database-
type

データベース接続タブのデータベースタイプドロップダウンメニューで定義されたデータ
ベースタイプ

database-
port

データベース接続タブのポートテキストボックスで定義されたポート

database-
name

データベース接続タブのデータベース名テキストボックスに定義されたデータベース名

databaseuser-
name

データベース接続タブのユーザ名テストボックスで定義されたデータベースのユーザ名

databasep-
assword

データベース接続タブのパスワードテキストボックスに定義されたデータベースパスワー
ド

sqlstate-
ment

SQLコマンド。

autocon-
nect

上記のタグが自動的にデータベース接続]タブでデータベース接続ルーチンを実行せずに
データベースに接続するために使用されるべきかどうかを指定するフラグ（「真」」または
『false』）。

３つのクエリを含む XMLファイルの完全なサンプルは下に表示されています.

364 Chapter 20. プラグイン



QGIS User Guide,リリース 2.14

<?xml version="1.0"?>
<doc>
<query>

<shortdescription>Import all photograph points</shortdescription>
<description>This command will import all of the data in the SQLite database to QGIS

</description>
<databasetype>SQLITE</databasetype>
<databasehost />
<databaseport />
<databasename>C:\textbackslash Workshop/textbackslash

eVis\_Data\textbackslash PhotoPoints.db</databasename>
<databaseusername />
<databasepassword />
<sqlstatement>SELECT Attributes.*, Points.x, Points.y FROM Attributes LEFT JOIN

Points ON Points.rec_id=Attributes.point_ID</sqlstatement>
<autoconnect>false</autoconnect>

</query>
<query>
<shortdescription>Import photograph points "looking across Valley"</shortdescription>
<description>This command will import only points that have photographs "looking across

a valley" to QGIS</description>
<databasetype>SQLITE</databasetype>
<databasehost />
<databaseport />
<databasename>C:\Workshop\eVis_Data\PhotoPoints.db</databasename>
<databaseusername />
<databasepassword />
<sqlstatement>SELECT Attributes.*, Points.x, Points.y FROM Attributes LEFT JOIN

Points ON Points.rec_id=Attributes.point_ID where COMMENTS=’Looking across
valley’</sqlstatement>

<autoconnect>false</autoconnect>
</query>
<query>

<shortdescription>Import photograph points that mention "limestone"</shortdescription>
<description>This command will import only points that have photographs that mention

"limestone" to QGIS</description>
<databasetype>SQLITE</databasetype>
<databasehost />
<databaseport />
<databasename>C:\Workshop\eVis_Data\PhotoPoints.db</databasename>
<databaseusername />
<databasepassword />
<sqlstatement>SELECT Attributes.*, Points.x, Points.y FROM Attributes LEFT JOIN

Points ON Points.rec_id=Attributes.point_ID where COMMENTS like ’%limestone%’
</sqlstatement>

<autoconnect>false</autoconnect>
</query>

</doc>

20.7 fToolsプラグイン

fToolプラグインの目的は,追加のソフトウェアやライブラリ複雑な手順を必要とせず,ベクタデータに関す
る多くの解析や調査,演算を処理することです. そのために必要な一連の地理空間データの解析や調査機能
を提供しています.

現在 QGISの新バージョンでは fToolsは自動的にインストールされ有効になっています。そしてすべての
プラグインと同じように、プラグインマネージャーを使用して無効や有効にできます（プラグインダイア
ログ参照）。有効にすると、fToolsプラグインは QGISに Vector メニューを追加します。分析および研究
ツールからジオメトリとジオプロセシングツールに至るまでの機能だけでなく、いくつかの有用なデータ
管理ツールを提供します。
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20.7.1 解析ツール

アイ
コン

ツール 目的

距離マト
リックス

2つの点レイヤ間の距離を計測し、a)距離行列、b)線形距離行列、c)距離統計行
列といった出力が可能です。また、最近傍点（k）の点群のみに限定して計測する
ことも可能です。

線長の合
計

ポリゴンベクタレイヤの各ラインについて、線長の合計値を計算することができ
ます。

ポリゴン
内の点

ベクタレイヤに含まれる点の数をカウントすることができます。

ユニーク
値のリス
ト

ベクタレイヤフィールド中のユニーク値のリストを抽出することができます。

基本統計 ベクタレイヤの基本的な統計値 (平均値,標準偏差,分散,総数,総計,中央値等)

最小近傍
分析

ポイントベクタレイヤにおいて,最小近傍分析を行います.

平均座標
(群)

ベクタレイヤ全体またはユニーク IDをもつ複数の地物について、平均座標あるい
は重み付き平均座標の計算を行います。

ラインの
交差

ラインとラインの交差を特定し,ポイントとして Shapefile型式で出力します。道
路や軌跡の交差の特定に利用できます.線長が 0のラインは無視されます.

Table Ftools 1: fTools解析ツール

20.7.2 調査ツール

アイ
コン

ツール 目的

ランダム選択 n個の地物または n%の地物をランダムに選択します.

ランダムセット
のランダム選択

ユニークな IDを持つサブセットをランダムに選択します

ランダム点群 選択レイヤの中からランダムな点群を発生させます

規則的な点群 選択レイヤの中から,設定した規則的な範囲で点群を発生させ,ポイントの
Shapefileを出力します.

ベクタグリッド ユーザーが設定した領域内に,ポリゴンまたはラインのグリッドを発生さ
せ,Shapefileとして出力します

場所による選択 地物を指定した場所に基づいて選択します.指定した場所は,他のレイヤで新
しい選択を行うか,あるいは現在の選択に追加または削除が行えます

レイヤ領域のポ
リゴン

指定したラスタまたはベクタレイヤの領域から,新たなポリゴンを作成
し,Shapefileで出力する

Table Ftools 2: fTools調査ツール
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20.7.3 ジオプロセッシングツール

アイ
コン

ツール 目的

凸包 選択したレイヤまたは入力された IDフィールドに基づいた凸包を作成
し,Shapefileとして出力します

バッファ バッファ距離またはバッファ距離の入ったフィールドを指定し,入力したベクタに
バッファ(群)を発生させ,Shapefileで出力します

交差 指定したベクタレイヤの交差しているポリゴン,ライン,ポイントを出力
し,Shapefileで出力します

統合 指定したベクタレイヤの交差しているポリゴン,ライン,ポイントを出力
し,Shapefileで出力します

対称差分 指定したベクタレイヤの交差していないポリゴン,ライン,ポイントを出力し、
Shapefileで出力します

クリップ レイヤをオーバーレイし,クリップレイヤと重なる部分のみを Shapefileとして出
力します

差分 レイヤをオーバーレイさせてクリップレイヤと重ならない部分のみを Shapefileと
して出力します

融合 指定フィールドの値に基づいて地物を結合します. 全ての地物から同じ値の指定属
性値のものが選ばれて 1個の地物に結合され,Shapefileとして出力します

微小ポリ
ゴンの除
去

最大面積または最大の共通の境界と隣接ポリゴンで選択した機能をマージします。

Table Ftools 3: fToolsジオミトリツール
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20.7.4 ジオメトリツール

ア
イ
コ
ン

ツール 目的

ジオメトリの妥
当性チェック

交差がないかポリゴンをチェックし、穴を閉じて、ノードの順序を修正しま
す。タブが検証ジオメトリ値を変更してデジタル化し、オプションダイアロ
グ内で使用するエンジンを選択できます。QGISと GEOSかなり異なる振る
舞いを持っている：2つのエンジンがあります。トポロジチェッカープラグ
インを、ルール「は無効なジオメトリあってはならない」を：別のツール
は、同様に異なる結果を示しているが存在します。

ジオミトリカラ
ムの出力/追加

ベクタレイヤのジオメトリ情報に点 (X座標、Y座標)、線 (長さ)またはポリ
ゴン (面積、周囲の長さ)を追加します

ポリゴン重心 ポリゴンから重心を計算し出力します

ドロネ－三角形
分割

指定点ベクタレイヤでドロネー三角形分割を行い,結果を (ポリゴンとし
て)Shapefileに出力します

ボロノイポリゴ
ン

点データからボロノイポリゴンを生成します

ジオミトリを簡
素化する

Douglas-Peuckerアルゴリズムでラインまたはポリゴンを間引いて簡素化し
ます

ジオメトリの圧
縮

頂点の追加によるラインまたはポリゴンの精密化

マルチパートを
シングルパート
へ

マルチパート地物をシングルパート地物に変換します.シンプルポリゴン群
とライン群を作成します

シングルパート
をマルチパート
へ

複数の地物をユニーク IDフィールドで結合し,単一のマルチパート地物に変
換します

ポリゴンをライ
ンに

ポリゴンをラインに変換します.マルチパートポリゴンは複数のシングル
パートラインに変換します

ラインをポリゴ
ンに

ラインをポリゴンに変換します.マルチパートラインは複数のシングルパー
トポリゴンに変換します

ノードの展開 ラインまたはポリゴンレイヤからポイントとしてノードを出力します

Table Ftools 4: fToolsジオミトリツール

ノート: Simplify geometry　ツールは、ラインやポリゴンの重複ノードを削除します.単純化の許容値を 0
に設定するだけでその操作を行います.
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20.7.5 データマネジメントツール

ア
イ
コ
ン

ツール 目的

カレント投影法の定
義

CRSが定義されていない Shapefileの投影法を定義します

属性の結合 属性をベクタに結合し,追加します. ベクタレイヤの属性と他の属性テー
ブルを結合し,Shapefileとして出力します

ベクタレイヤの分割 ベクタレイヤを指定したフィールドに基づいて複数の Shapefileに分割し
ます

複数のシェープファ
イルを一つに結合す
る

指定フォルダ内にある複数のシェープファイルをレイヤタイプに基づい
て（点、ライン、ポリゴン）、新しく結合したシェープファイルを作成し
ます。

空間インデックスを
作成する

OGRがサポートするフォーマット用の空間インデックスを作成します。

Table Ftools 5: fToolsデータマネジメントツール

20.8 GDALツールズプラグイン

20.8.1 GDALツールとは何?

GDAL ツールズプラグインは the Geospatial Data Abstraction Library　 http://gdal.osgeo.org に対する GUI
ツールを提供しています.ここにはクエリ、再投影,ワープ、結合等を多彩なラスタ形式に対して行えるラ
スタ管理ツールがあります. さらに等高線 (ベクタ)を作成したり DEMを使って陰影図を作ったり多数のラ
スタファイルを使ってｖｒｔ (XML形式による仮想ラスタタイル)を作成するツールが含まれます. これら
のツールはプラグインがインストールされアクティベートされると利用可能になります.

GDALライブラリ

GDALライブラリは、コマンドラインプログラム、オプションの大規模なリストとそれぞれのセットで構
成されます。端末からコマンドを実行しているとの快適なユーザーは、オプションの完全なセットにアク
セスして、コマンドラインを好むかもしれません。GDALツールプラグインは、最も人気のある選択肢を
露出させ、ツールへの簡単なインターフェースを提供しています。

20.8.2 GDALツールの一覧

Figure 20.16: GDALToolsメニューリスト
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投影法

Warp
(Reproject)

このユーティリティはイメージモザイキング,再投影とラッピングを行います. このプロ
グラムを利用するとサポートされている任意の方法で再投影を行うことができ,イメージ
が ”raw”でコントロール情報がある場合 GCPポイントを格納することができます. さら
に詳しい情報は GDALウェッブサイト http://www.gdal.org/gdalwarp.htmlを参照して下さ
い

Assign
projection

このツールを使うとジオリファレンスされているけど投影法が無いラスタに投影法を割
り当てることができます. またこれを使うと存在する投影法定義と異なる定義をするこ
ともできます. 単一ファイルに対する作業とバッチモードの両方が可能です. さらに詳し
い情報は GDALサイト http://www.gdal.org/gdalwarp.htmlを参照して下さい

Extract
projection

このユーティリティを使うと入力ファイルから投影法情報を抽出する手助けになります.
もし全ディレクトリから投影情報を抽出したい場合はバッチモードを使えます. これによ
り .prjと .wldの両方のファイルが作られます.

変換

Rasterize
このプログラムはベクタジオメトリ (ポイント,ラインやポリゴン)をラスタイメージのラ
スタバンドに書き込みます. ベクタは OGRがサポートする形式から読み込まれます. 注意
ベクタデータはラスタデータと同じ座標系でなければいけません;オンザフライ利プロジェ
クションは提供されていません. さらに詳しい情報は http://www.gdal.org/gdal_rasterize.html
を参照して下さい

Poly-
gonize

このユーティリティを使うとラスタで同じピクセル値の連続領域からベクタポリゴンを生
成できます. それぞれのポリゴンはそのピクセル値を属性値として保持しています. 出力
データソースが存在しない場合このユーティリティが作成します,デフォルトは ESRI
shapefile形式です. http://www.gdal.org/gdal_polygonize.htmlも参照して下さい

Translate
このユーティリティはラスタデータの異なる形式間での変換を行えます,またプロセス中で
サブセッティング,リサンプリング,ピクセルのリコーリング等のいくつかの操作ができま
す. 詳しい情報は http://www.gdal.org/gdal_translate.htmlを参照して下さい.

RGB
to PCT

このユーティリティは与えられた RGBイメージに最適な擬似カラーテーブルを作成しま
す。そのときダウンサンプリングされた RGBヒストグラムを使ってメディアンカットアル
ゴリズムが利用されます.それか作成されたカラーテーブルを使って擬似カラーイメージに
変換を行います.この変換はフロイド-スタインバーグデザリング (誤差拡散)を使って出力
イメージの質を最良化します.このユーティリティについては
http://www.gdal.org/rgb2pct.htmlにも記述されています

PCT
to RGB

このユーティリティは入力ファイルの擬似カラーバンドを指定形式の RGB形式出力に変換
します. 詳細情報は http://www.gdal.org/pct2rgb.htmlを参照して下さい

抽出

Con-
tour

このプログラムはラスタ標高モデル (DEM)からベクタ等高線ファイルを作成します. 詳細情
報は http://www.gdal.org/gdal_contour.htmlを参照して下さい.

Clip-
per

このユーティリティはラスターのクリップ (サブセットの抽出)を行えます,そのとき領域の指
定かマスクレイヤの範囲で領域が指定されます. 詳しい情報は
http://www.gdal.org/gdal_translate.htmlを参照して下さい.
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解析

Sieve このユーティリティは指定された閾値 (ピクセル)より小さいラスタポリゴンを除去し
て,それらを直近の最大のポリゴンの値で置き換えます. 結果は既存の背景ラスタバン
ドに書き込まれるか新しいファイルに書き込まれます. 詳細な情報は
http://www.gdal.org/gdal_sieve.htmlを参照して下さい.

Near
Black

このユーティリティはイメージをスキャンして正確な黒 (または白)の縁の周りのすべ
てのピクセルをほとんど黒 (またはほとんど白)にセットします.これはしばしば航空
写真の圧縮による損失の”修正”に利用され,モザイク時にカラーピクセルが透過とし
て扱われます.詳細は http://www.gdal.org/nearblack.htmlを参照して下さい.

Fill
nodata

このユーティリティは選択されたラスタの領域 (通常は nodataの領域 )を領域の周り
の有効なピクセルのから補間を行います. http://www.gdal.org/gdal_fillnodata.htmlに詳
しい情報があります.

Proximity このユーティリティはラスタ近接マップを作れます.それはそれぞれのピクセルの中心
からターゲットとされるピクセルまでのもっとも近い距離を表します. ターゲットピク
セルはソースラスタ中のターゲットピクセル値のセットの値を持つピクセルです. さら
に詳しい情報は http://www.gdal.org/gdal_proximity.htmlを参照して下さい.

Grid (In-
terpolation)

このユーティリティは OGRデータソースの散在するデータを読んで規則的なグリッド
(ラスタ)を作成します. 入力データはグリッドノードに補間されます,この時様々な補
間方法から方法を選択できます. このユーティリティについては GDALウェッブサイ
ト http://www.gdal.org/gdal_grid.htmlに記述があります.

DEM
(Terrain
models)

DEMの解析や可視化を行うツールです. これを使うと陰影図や傾斜,アスペクト,カ
ラーレリーフ,Terrain Ruggedness Index, Topographic Position Indexと roughness mapを
GDALがサポートする標高ラスタから作成します. さらに詳しい情報は
http://www.gdal.org/gdaldem.htmlを参照して下さい

その他

Build Virtual
Raster (Catalog)

このプログラムは VRT (バーチャルデータセット)を作ります.これは入力 GDAL
データセットのモザイクです. http://www.gdal.org/gdalbuildvrt.htmlも参照して下さ
い .

Merge このユーティリティを使うとイメージの自動モザイクを行うことができます. すべ
てのイメージは同じ座標系で同じバンド数でなければいけませんが,オーバーラッ
プしていたり解像度が異なってもかまいません. オーバーラップしている領域は後
のイメージがさきのイメージを上書きします. このユーティリティについては
http://www.gdal.org/gdal_merge.htmlにも記述されています.

Information このユーティリティを使うと GDALがサポートするラスタデータセットの様々な
情報をリストすることができます. http://www.gdal.org/gdalinfo.htmlに詳しい情報
があります.

Build
Overviews

gdaladdoユーティリティは多彩なダウンサンプリングアルゴリズムのうち１つを利
用して多くサポートされている形式で画像のオーバービューを再作成できます. 詳
しい情報は http://www.gdal.org/gdaladdo.htmlを参照して下さい.

Tile Index このユーティリティを使うと入力ラスタファイル用のレコードを持つ shapefileを作
れます.その属性にはファイル名とラスタのアウトラインジオメトリが含まれます.
http://www.gdal.org/gdaltindex.htmlも参照して下さい.

GDALツールズの設定

このダイアログをあなたの GDAL変数に組み込めます
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20.9 ジオメトリチェッカープラグイン

ジオメトリチェッカーは、レイヤーの幾何学的妥当性をチェックし、修正するための強力なコアプラグイン
です。ジオメトリ Checkerダイアログは最初のタブ（ Settings）中にさまざまなグループ化された設定を
表示します：

• 入力ベクトル layer：チェックするレイヤーを選択します。 選択地物のみチェックボックスによ
りジオメトリを選択されたものにフィルタできます。

• ジオメトリ validityは、自己交差、重複ノード、ノード 3未満のポリゴンの中でユーザーに選択
肢を与えます。

• 可能なジオメトリタイプ：ポイント、マルチポイント、ライン、マルチライン、ポリゴンとマルチポ
リゴンのような唯一のいくつかのジオメトリタイプを許可します。

• ジオメトリ propertiesは ポリゴンとマルチポリゴンは、任意の holesを含めることはできないと

マルチパートオブジェクトは複数の部分で構成する必要があるを表示します。

• ジオメトリ conditions：ユーザーが最小セグメント長、セグメント間の最小角度、最小多角形領域と
スライバポリゴン検出と形状を検証するために、いくつかの条件を追加できます。

• トポロジ checks：重複のチェックは、他の特徴の中の特徴のために、数よりも少ないギャップを、数
よりも少なく重なります。

• 許容誤差：ここでチェックのための許容範囲を定義できます。

• 出力ベクトル layer現在のレイヤーを修正するか、新しいレイヤーを作成するか、で結果を取得する
方法についてユーザーに選択肢を与えます。

設定に満足したら、 [ファイル名を指定して実行]ボタンをクリックできます。

結果は、2番目のタブに表示され、キャンバスのエラーの概要レイヤーとして（その名前はチェッカーで
す）。テーブルリストジオメトリチェック result行ずつエラーが発生した：最初の行は、第二、エラーの理
由 IDであり、エラーの次に、座標値（エラーの種類に応じて）、最終的にエラーの解像度を示す解像度カ
ラム。この表の一番下に、シェープファイルにエラーをエクスポートできます。左には、エラーと修正さ
れたエラーの数があります。

*ジオメトリチェッカープラグイン*は、次のエラーを見つけることができます。

• 自己交差点：自己交差点を持つポリゴン、

• 重複ノード：セグメント内の 2つの複製ノード

• 穴：多角形の穴、

• 辺長：閾値より低い辺長、

• 最小角度：閾値より低い角度を有する 2辺

• 最小面積：閾値より低い面積のポリゴン、

• 銀ポリゴン：大きい周囲を有する非常に小さなポリゴンから来るこのエラー（小面積で）、

• 重複する地物、

• 地物内の地物、

• 重なり：ポリゴンの重なり、

• ギャップ: ポリゴン間のギャップ

次の図は、プラグインによって作られた別のチェックを示しています。

エラーの局在を見るために行を選択できます。エラー（デフォルト）、地物、 moveはいけないと 選
択 featuresの輪郭をハイライト中で別のアクションを選択することで、この動作を変更できます。

テーブル行をクリックするとズームアクション下の、属性 tableに選択した地物を表示、デフォルト解像
度を使用して選択されたエラーを修正と、選択したエラーを修正、解像度メソッドの入力を求めるがで
きます。後者では、解像度の方法間で選択するウィンドウが表示されます：
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Figure 20.17: ジオメトリチェッカープラグイン
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Figure 20.18: プラグインでサポートされている貴様チェック
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• 最長共有エッジに隣接するポリゴンとマージ

• 最大の面積を持つ隣接ポリゴンとマージ

• もしある場合は隣接ポリゴンの同一の属性値をマージ、ない場合はそのまま残す

• 地物を削除します

• 何もしない

ちなみに: 複数のエラーを修正します
CTRL+クリックアクションで、テーブルに複数の行を選択することで、複数のエラーを修正できます。

エラー解像度 settingsデフォルトのアクションは、最後のアイコンを変更できます。 NO actionエラーのい
くつかのタイプのために、いくつかの特定のアクションや間のデフォルトの動作を変更できます。

最後に、属性 [値]で地物をマージするのに使用する属性がどれか選択できます

20.10 ジオメトリスナッパープラグイン

ジオメトリスナッパーツールは、ユーザ定義の許容範囲を使用して第 2の層のエッジと頂点に自動的に 1
つのベクトル層のエッジおよび頂点を位置合わせすることを可能にします。

以下のインタフェースは、このプラグインの設定を示します。ユーザーは変更するレイヤー（入力ベクト
ル layer参照）およびスナップする参照 layersを選択する必要があります。最大スナップ距離（地図単位）
ではスナップ許容値を変更することを可能にします。

選択 featuresのみをチェックすると、選択した地物（複数可）だけにスナップできます。

出力ベクトル layerは入力 layerを変更または新しい layerを作成間で選択できます。

Figure 20.19: ジオメトリスナッパープラグイン

20.11 ジオレファレンサプラグイン

ジオリファレンサプラグインはラスタ用ワールドファイルを作成するためのツールです. これを使うと新
しい GeoTiffファイルの作成またはワールドファイルを既存のイメージに追加することによってジオグラ
フィックまたは投影された座標システムをラスタが参照するようにすることができます. ラスタがジオリ
ファレンスするための基本的な方法は座標を正確に特定できる点群をラスタ中に指定することです.

機能
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アイコン 目的 アイコン 目的

ラスタのオープン ジオリファレンシングの開始

GDALスクリプトの生成 GCPポイントのロード

GCPポイントを名前をつけて保存 変換の設定

点の追加 点の削除

GCPポイントの移動 パン

拡大 ズームアウト

レイヤの領域にズーム 直前の領域にズーム

次の領域にズーム QGISへのリンク Georeferencer

Georeferencerへのリンク QGIS 全体的なヒストグラムストレッチ

局所的なヒストグラムストレッチ

ジオファレンサ表 1: ジオリファレンサツールズ

20.11.1 通常の手順

イメージ中の選択された点に依存する Xと Y座標 (DMS (dd mm ss.ss), DD (dd.dd)または投影された座標
(mmmm.mm)は 2種類の異なる手法で指定することができます.

• 時々ラスタそのものがイメージ上に座標を”書いて”提供されることがあります. そのような場合座標
を手作業で入力することができます.

• すでに地理参照レイヤーを使用します。これは、ベクターまたは同じオブジェクト/あなたがジオリ
ファレンスしたい画像の上に、あなたのイメージのために必要突起が持っている機能が含まれている
ラスタデータのいずれかになります。このケースでは、QGISマップキャンバスにロードされた参照
データセットをクリックして座標を入力することができます。

通常のイメージジオレファレンス手順ではラスタ上の複数の点の選択とそれらの座標指定が必要ですそし
て利用する変換タイプの選択が必要です.入力パラメータとデータに従ってプラグインはワールドファイル
パラメータを計算します.さらに多くの座標を指定すると結果はより良いものになるでしょう.

そして上のクリック：menuselection： - > Georeferencer‘、QGISのメニューバーに表示されますラスターを
最初のステップは、QGISを起動し Georeferencerプラグインをロードする（：は：ref managing_plugins‘を
参照）することです。figure_georeferencer_1_に示すようGeoreferencerプラグインのダイアログが表示され
ます。

例として SDGS にある South Dakota の位置シートを使います. これは後で GRASS の spearfish60
ロケーションで見ることができます. この位置シートは以下の場所からダウンロードできます:
http://grass.osgeo.org/sampledata/spearfish_toposheet.tar.gz.

グラウンドコントロールポイント (GCPs)の入力

1. addRasterLayer |参照されないラスタを地理参照を開始するには、我々が使用してそれをロードする必
要があります|ボタン。ラスタは、ダイアログのメインの作業領域に表示されます。ラスターがロー
ドされると、我々は基準点を入力するために開始することができます。

2. addGCPPoint |使い方|：SUP： ‘（図 figure_georeferencer_2_を参照）、Point‘ボタンを追加し、メイン
の作業エリアにポイントを追加し、それらの座標を入力してください。この手順については次の 3つ
のオプションがあります。

• ラスタイメージ内の点をクリックして Xと Y座標を手動で入力して下さい.

• ラスタ画像内のポイントをクリックすると、選択した|鉛筆を|：SUP： ‘地図 canvas‘ボタンから、
Xと Yを追加するには、すでに QGISマップキャンバスにロードされた地理参照マップの助け
を借りて調整します。
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Figure 20.20: ジオリファレンサプラグインダイアログ

• moveGCPPoint |と|彼らは間違った場所にいる場合は、ボタン、あなたは、両方のウィンドウで
の GCPを移動することができます。

3. ポイント入力を続けられます.最低 4個のポイントの指定が必要です.さらに多くの座標を入力でき,
そのほうがいい結果になるでしょう.プラグインダイアログには GCPポイントを適切な場所に置くた
めのワーキングエリアのズームとパンのツールがあります.

Figure 20.21: ラスタイメージへのポイントの追加

（：ファイル： [ファイル名] .points）通常一緒にラスタ画像とマップに追加された点は、別個のテキスト
ファイルに格納されます。これは、私たちは後日 Georeferencerプラグインを再び開いて、新しいポイント
を追加したり、結果を最適化するために、既存のものを削除することができます。‘‘ mapX、mapY、pixelX、
pixelY‘‘：ポイント・ファイルは、フォームの値が含まれています。loadGCPpoints |あなたは使用すること
ができます|：SUP：ロード GCPの points‘と| saveGCPPointsAs |：SUPは： ‘ファイルを管理するための
ボタン as GCPポイントを保存します。

変換設定の定義

GCPをラスタイメージに追加した後ジオレファレンス処理のための変換方法の設定をする必要があります.
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Figure 20.22: ジオリファレンサの変換設定定義中

利用可能な変換アルゴリズム

グランドコントロールポイントを何個設定したかによって異なる変換アルゴリズムを使ったほうがいいで
す.入力データの型と品質,変換結果に現れる地理的な歪みの量を勘案して変換アルゴリズムを選択して下
さい.

現在以下の変換タイプが利用できます:

• The Linear algorithm is used to create a world file and is different from the other algorithms, as it does
not actually transform the raster. This algorithm likely won’t be sufficient if you are dealing with scanned
material.

• The Helmert transformation performs simple scaling and rotation transformations.

• ** **多項式アルゴリズム 1-3は、送信元と宛先の地上制御点と一致するように導入され、最も広く
使用されるアルゴリズムの一つです。最も広く使用されている多項式アルゴリズムは、いくつかの湾
曲を可能にする二次多項式変換です。一次多項式変換（アフィン）は共線性を保持しだけスケーリン
グ、平行移動及び回転を可能にします。

• The Thin Plate Spline (TPS) algorithm is a more modern georeferencing method, which is able to intro-
duce local deformations in the data. This algorithm is useful when very low quality originals are being
georeferenced.

• The Projective transformation is a linear rotation and translation of coordinates.

リサンプリング方法の定義

リサンプリングの形式選択は入力データと最終実行結果の出来栄えによって選択して下さい.イメージの統
計を変更したくない場合最近傍を選ぶといいと思います.それに対してキュービックリサンプルを選ぶとス
ムーズな結果が得られます.

5種類の異なるリサンプリング方法から選択することが可能です.

1. 最近傍

2. 線形
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3. キュービック

4. キュービックスプライン

5. ランチョシュ

変換方法の定義

ジオリファレンスされたラスタ出力を行うために指定する必要があるオプションがたくさんあります.

• The Create world file checkbox is only available if you decide to use the linear transformation type,
because this means that the raster image actually won’t be transformed. In this case, the Output raster field
is not activated, because only a new world file will be created.

• 他の変換タイプでは出力ラスタを指定しなければなりません. デフォルトで新しいファイルはオリ
ジナルラスタファイルを同じフォルダに ([filename]_modified　という名前で)作成されます.

• 次のステップとしてジオリファレンスされたラスタのためのターゲット SRS (Spatial Reference System)
を指定しなければいけません (投影法の利用方法参照).

• If you like, you can generate a pdf map and also a pdf report. The report includes information about the
used transformation parameters, an image of the residuals and a list with all GCPs and their RMS errors.

• さらに ターゲットの解像度を指定して下さいチェックボックスをアクティブにして出力ラスタの
解像度を指定することができます. デフォルトの水平と垂直解像度は 1です,

• 0の値のピクセルが透明に表示されるべきな場合 必要に応じて透明に 0を使用をアクティブにで
きます. 例のトポシートの白いエリアは透明に表示されるべきです.

• 最後に、|チェックボックス|：guilabel： ‘変換が行われたとき done‘が QGISマップキャンバスに自動
的に出力ラスタをロード QGIS負荷。

ラスタプロパティの表示と調整

Clicking on the Raster properties dialog in the Settings menu opens the raster properties of the layer that you want
to georeference.

ジオリファレンサの構成

• GCPの座標および/または IDを表示するかどうかを定義できます。

• ピクセルと地図の残差の単位は選択できます.

• For the PDF report, a left and right margin can be defined and you can also set the paper size for the PDF
map.

• 最後に ジオレファレンサウィンドウを結合して表示するを有効化できます.

変換の実行

すべての GCPが収集され、すべての変換設定が定義されたら、 :sup:‘ジオリファレンスの開始 ‘ボタン
をクリックして、新しいジオリファレンスラスタを作成します。

20.12 ヒートマッププラグイン

‘Heatmap‘プラグインは、入力点ベクトルレイヤーの密度（ヒートマップ）ラスタを作成するために、カー
ネル密度推定を使用します。密度は、より大きな値が得られるクラスタ化点の多数と、位置の点の数に基
づいて計算されます。ヒートマップは、「ホットスポット」との点のクラスタリングを容易に識別できます。
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20.12.1 ヒートマッププラグインの有効化

このコアプラグインはプラグインマネージャ ( load_core_pluginのセクションを参照)を使って有効にする必

要があります。それからヒートマップアイコン が有効になったこと、ラスタ→ヒートマップメニュー
をラスタツールバーで確認できます。

ラスタツールバーが表示されない場合は表示→ツールバー→ラスタを選択してツールバーを表示しま
しょう。

20.12.2 ヒートマッププラグインの利用

ヒートマップツールボタンをクリックし、ヒートマッププラグインダイアログ (figure_heatmap_2を参
照)を開きます。

ダイアログには次のオプションがあります：

• 入力ポイントレイヤ : カレントプロジェクト内のすべてのベクタポイントレイヤのリストであり、選
択したレイヤが分析に使われます。

• 出力ラスタ：ヒートマッププラグインが生成する出力ラスタのフォルダとファイル名を選択するた

めの ボタンを使用できます。ファイルの拡張子は必要ありません。

• 出力フォーマットは、：出力形式を選択します。GDALでサポートされているすべての形式を選択す
ることができますが、ほとんどの場合、GeoTIFFのは、選択するための最適な形式です。

• 半径：メートルまたはマップ単位でのヒートマップ検索半径（またはカーネルの帯域幅）を指定す
るために使用されます。半径は、点の影響が感じされる点の周りの距離を指定します。より大きな値
は、より平滑化をもたらすが、より小さな値は、点密度の細かい細部及び変化を示してもよいです。

アドバンストチェックボックスにチェックが入っている場合、追加のオプションが利用可能です。

• 行と列：出力ラスタの寸法を変更するために使用します。これらの値は、セルサイズ Xとセルサ
イズYの値にリンクされています。行または列の数を増やすと、セルサイズを小さくし、出力ファイ
ルのファイルサイズが大きくなります。行と列の値は、その行の数が自動的に列の数を 2倍になり、
セルサイズも半分になります倍増し、リンクされています。出力ラスタの地理的領域は同じままにな
ります！

• セルサイズ X及びセルサイズ Y：出力ラスタ内の各画素の地理的サイズを制御します。これらの値
を変更すると、出力ラスタの行と列の数を変更します。

• カーネル形状：カーネルの形状は、点の影響は、点からの距離が増加するにつれて減少する速度を制御
します。異なる速度で異なるカーネルの崩壊は、その triweightカーネルを与え、その後 Epanechnikov
カーネルはない点に近い距離に重点を提供しています。その結果、「スムーズな」ホットスポットに
「シャープな」ホットスポットでの結果、および Epanechnikov結果を triweight。標準的なカーネル関
数の数が記載されWikipedia_に示されている QGISに入手可能です。

• 減衰比：地物からの熱がその地物からの距離に伴ってどのように減少するかをさらに制御するため
に三角カーネルで使用できます。

– 0（=最小値）の値は、熱は所定の半径の中心に集中し、縁では完全に消滅するであろうことを
示しています。

– 0.5の値は、半径の端のピクセルは、検索半径の中心にピクセルとして半分のヒートを与えられ
ることを示しています。

– 1の値は、ヒートが探索半径の円全体上に均等に分散されていることを示します。（これは「画
一的な」カーネルに相当します）

– 1より大きい値は、熱が中央部よりも検索範囲の縁に対して高いことを示している。

入力ポイントレイヤはヒートマップにどれくらい影響をおよぼすかの属性フィールドを持ちえます。

• フィールドから半径を使用する:入力レイヤの属性フィールドから、各フィーチャの検索半径を設定
します。
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• フィールドから重量を使用：入力地物が属性フィールドで重み付けされることを許可します。これ
を使用すると、特定の地物が結果のヒートマップ上で持つ影響力を増やせます。

出力ラスタファイル名を指定したら、[OK]ボタンが利用でき、ヒートマップを作成します。

20.12.3 チュートリアル：ヒートマップの作成

For the following example, we will use the airports vector point layer from the QGIS sample dataset (seeサン
プルデータ). Another excellent QGIS tutorial on making heatmaps can be found at http://www.qgistutorials.com.

Figure_Heatmap_1ではアラスカの空港が示されてます。

Figure 20.23: アラスカ州の空港

1. ヒートマップツールボタンを選択しヒートマップダイアログ (Figure_Heatmap_2を参照)を開き
ます。

2. 入力点 layer フィールド中で、現在のプロジェクトにロードされたポイントレイヤのリストか
ら airportsを選択します。

3. 出力 rasterフィールドの横の ボタンをクリックすることで、出力ファイル名を指定します。ファ
イル名を入力します heatmap_airports（ファイル拡張子は必要ありません）。

4. 出力フォーマットはデフォルトのフォーマットである ‘‘GeoTIFF‘‘にしておきます。

5. 半径は 1000000メートルに変更します。

6. [OK]をクリックし、空港のヒートマップを作成および読み込みます ( Figure_Heatmap_3を参照)

QGISは、ヒートマップを生成し、地図ウィンドウに結果を追加します。デフォルトでは、ヒートマップは、
空港の高い濃度を示した明るい領域と、グレースケールで網掛けされています。今、ヒートマップは QGIS
でスタイル設定することで見た目を改善できます。

1. heatmap_airportsレイヤのプロパティダイアログを開きます（ heatmap_airportsレイヤを
選択し、右ボタンでクリックしてコンテキストメニューを開きプロパティを選択します）

2. スタイルタブを選択します。
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Figure 20.24: ヒートマップダイアログ

Figure 20.25: 負荷後のヒートマップは、グレーの表面のように見えます
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3. レンダリング type を「Singleband擬似」へ変更します。

4. 適した色マップ 、例えば YlOrRedを選択します。

5. [読み込み]ボタンをクリックし、ラスタから最小および最大値を読み込み、**[分類]**ボタンをクリッ
クします。

6. [OK]を押しレイヤを更新します。

最終的な結果は Figure_Heatmap_4に示してあります。

Figure 20.26: アラスカ州の空港のスタイルのヒートマップ

20.13 データ補間プラグイン

補間プラグインは点ベクターレイヤーの TINまたは IDW補間を生成するために使用できます。取り扱いが
非常に簡単であり、補間ラスターレイヤー（ Figure_interpolation_1参照）を作成するための直感的なグラ
フィカルユーザインタフェースを提供します。プラグインでは実行前に以下のパラメータを指定する必要
があります。

• 入力ベクターレイヤー：ロードされた点のレイヤーのリストからの入力点ベクトルレイヤー（複数
可）を指定。複数レイヤーが指定されている場合は、すべてのレイヤーからのデータが補間するため
に使用されます。注： type コンボボックスで「ポイント」、「構造線」や「ブレイクライン」の
いずれかを指定することにより、三角測量のための制約として、ラインまたはポリゴンを挿入するこ
とが可能です。

• 補間する属性: 補間に使用する属性カラムを選択するか,格納された Z値を使用するには Z座標を
使用するチェックを有効にします.

• 補間法：補間方法を選択します。これは、「不規則三角網（TIN）」または「（IDW）加重逆距離」のい
ずれかになります。TINメソッドを使用すると、最近傍点の三角形によって形成された表面を作成で
きます。これを行うには、選択したサンプル点の周りに外接円が作成され、それらの交点が非重複か
つ可能なかぎりコンパクトな三角形のネットワークに接続されます。得られる表面は滑らかではあり
ません。IDW法を用いる場合、サンプル点を補間時に重み付けされているように、作成したい未知の
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点からの距離を持つ別の下落に比べて 1ポイントの影響。IDW補間法はまた、いくつかの欠点があ
ります。サンプルデータ点の分布が不均一である場合は補間結果の品質が低下することがあります。
また、補間された表面内の最大値と最小値は、サンプルデータ点で起こり得るだけです。これは、多
くの場合、サンプルデータポイントの周りで小さな凸と凹になります。

• 補間法を設定：選択した補間方法を設定します。TIN方法のためには、線形および Clough Toucher
（キュービック）補間方法を選択できます。また、シェープファイル形式で三角測量を保存できます。
IDW補間のためには、距離係数を設定できます。

• 列/行の数: 出力するラスタファイルの行または列の数を指定します。

• 出力ファイル: 出力するラスタファイルの名称を指定します。

• 結果をプロジェクトに追加するマップキャンバスに結果をロードします。

三角測量（TIN法）補間のための制約として線を使用すると、「構造線」または「破断線」いずれかを使用
できることに注意してください。「破断線」を使用する場合は「構造線」を使用している間、継続的にブ
レークを作り出す表面の急激なブレークを生み出します。三角測量は、ブレークラインまたは構造線と交
差する辺がないように、両方の方法によって修正されます。

Figure 20.27: データ補間プラグイン

20.13.1 プラグインの利用

1. QGISを起動し、点ベクトルレイヤー（例えば elevp.csv）を読み込みます。

2. プラグインマネージャで補間プラグインをロードし（ プラグインダイアログ 参照）、 ラスター->

補間-> 補間 メニューをクリックしてください、QGIS のメニューバーに表示されます。 Fig-
ure_interpolation_1に示すように補間プラグインのダイアログが表示されます。

3. 補間のための入力レイヤー（例えば elevp ）と列（例えば ELEV）を選択します。

4. 補間法 (e.g. 三角形分割補間（TIN）)を選択し、出力ラスタのファイル名（e.g., elevation_tin）
および 5000のセルサイズを特定します。

5. [OK]をクリックします。

20.14 メタサーチカタログのクライアント

20.14.1 前書き

メタサーチは、Web（CSW）の標準のための OGCカタログ・サービスをサポートする、メタデータカタ
ログ・サービスと対話する QGISプラグインです。
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メタサーチはQGIS内のメタデータ・カタログの検索に簡単で直感的なアプローチでユーザーフレンドリー
なインターフェースを提供します。

20.14.2 インストール

メタサーチは QGIS 2.0以降にデフォルトで含まれています。すべての依存関係は、メタサーチの中に含ま
れています。

QGIS プ ラ グ イ ン マ ネ ー ジャか ら メ タ サ ー チ を イ ン ス ト ー ル す る 、ま た は 手 動 で
http://plugins.qgis.org/plugins/MetaSearchから。

20.14.3 QGISでメタデータカタログを使用した作業

CSW（Web用カタログサービス）

CSW（Web用カタログサービス）を発見するために、共通のインタフェースを定義し OGC（オープン地
理空間コンソーシアム）仕様、閲覧やデータ、サービス、およびその他の潜在的なリソースに関するクエ
リのメタデータです。

起動

MetaSearchを開始するには、 をクリックします。アイコンを選択するか、QGISメインメニューから
Web-> MetaSearch-> MetaSearchを選択します。 MetaSearchダイアログが表示されます。メイン GUIは、
Services、 Search、 Settingsの 3つのタブで構成されています。
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カタログサービスの管理

Figure 20.28: カタログサービスの管理

Servicesタブでは、利用者が利用可能なすべてのカタログ・サービスを管理できます。メタサーチは、 [デ
フォルトのサービスを追加]ボタンを押して追加できる、カタログサービスのデフォルトのリストを提供し
ます。

表示されているすべてのカタログ・サービス・エントリには、ドロップダウン選択ボックスをクリックし
てください。

カタログ・サービス・エントリを追加するには、 [新規] ボタンをクリックし、 URL （エンドポイント）
サービス、などのために NAMEを入力します。唯一のベース URLが必要であることに注意してください
（GetCapabilitiesの完全 URLではない）。 [OK] をクリックするとエントリのリストにサービスを追加し
ます。

既存のカタログ・サービス・エントリを編集するには、変更したい項目を選択し、 [編集]ボタンをクリッ
クして、 nameか URL値を編集し、 [OK]をクリックします。

カタログ・サービス・エントリを削除するには、削除したい項目を選択して、 [削除]ボタンをクリックし
ます。エントリの削除を確認するメッセージが表示されます。

メタサーチは、読み込みと XMLファイルへの接続を保存できます。アプリケーション間で設定を共有する
必要がある場合に便利です。以下は、XMLファイル形式の一例です。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<qgsCSWConnections version="1.0">

<csw name="Data.gov CSW" url="http://catalog.data.gov/csw-all"/>
<csw name="Geonorge - National CSW service for Norway" url="http://www.geonorge.no/geonetwork/srv/eng/csw"/>
<csw name="Geoportale Nazionale - Servizio di ricerca Italiano" url="http://www.pcn.minambiente.it/geoportal/csw"/>
<csw name="LINZ Data Service" url="http://data.linz.govt.nz/feeds/csw"/>
<csw name="Nationaal Georegister (Nederland)" url="http://www.nationaalgeoregister.nl/geonetwork/srv/eng/csw"/>
<csw name="RNDT - Repertorio Nazionale dei Dati Territoriali - Servizio di ricerca" url="http://www.rndt.gov.it/RNDT/CSW"/>
<csw name="UK Location Catalogue Publishing Service" url="http://csw.data.gov.uk/geonetwork/srv/en/csw"/>
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<csw name="UNEP/GRID-Geneva Metadata Catalog" url="http://metadata.grid.unep.ch:8080/geonetwork/srv/eng/csw"/>
</qgsCSWConnections>

エントリのリストをロードするには、 [読み込み]ボタンをクリックしてください。新しいウィンドウが表
示されます。 [参照]ボタンをクリックし、 [開く]をロードし、クリックしたいエントリの XMLファイル
に移動します。エントリのリストが表示されます。リストから追加したい項目を選択し、 [読み込み]をク
リックします。

[サービス情報]ボタンをクリックすると、サービス ID、サービスプロバイダ、連絡先情報など、選択した
カタログサービスに関する情報が表示されます。生の XMLレスポンスを表示するには、 [GetCapabilities
レスポンス]ボタンをクリックします。 Capabilities XMLを表示する別のウィンドウが開きます。

検索カタログサービス

Figure 20.29: カタログサービスの検索

Searchタブでは、ユーザーがデータやサービス、設定された各種検索パラメータと表示結果のカタログサー
ビスを照会できます。

次の検索パラメータを使用できます。

• Keywords：フリーテキスト検索キーワード

• From：カタログ・サービスはに対してクエリを実行します

• バウンディングボックス：フィルタを適用するために、Xmax、 Xmin、 Ymax、および Yminによっ
て定義された関心の空間領域。のみ表示エリアで検索を行うか、手動で必要に応じてカスタム値を
入力する、グローバル検索を行う [地図の範囲]をクリックして ** [グローバル設定]**をクリックし
てください

[検索]ボタンをクリックすると、選択したメタデータ・カタログを検索します。検索結果がリストに表示
され、列のタイトルをクリックすることでソート可能です。検索結果の下の方向ボタンと、検索結果をナ
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ビゲートできます。 [XMLとして表示検索結果]ボタンをクリックすると、未加工の XML形式のサービス
応答とウィンドウが開きます。

結果をクリックすると、以下のオプションが用意されています：

• メタデータレコードは、関連するバウンディングボックスを持っている場合は、バウンディングボッ
クスのフットプリントは、地図上に表示されます

• ダブルクリックするレコードは、関連するアクセスリンクを持つレコードのメタデータを表示しま
す。リンクをクリックすると、ユーザのWebブラウザでリンクを開きます

• レコードは OGCウェブサービス（WMS/WMTS、WFS、WCS）、適切な [WMS/WMTS|WFS|WCS
に追加]ボタンが QGISに追加するユーザーのために有効になります。このボタンをクリックすると、
これは有効なOWSであれば、メタサーチを確認します。OWSは、適切なQGISの接続リストに追加
され、適切なWMS/WMTS|WFS|WCS接続ダイアログは、表示されます

Figure 20.30: メタデータレコードの表示

設定

settings以下でチューニングメタサーチを細かくすることができます：

• 接続 naming：OWSの接続を追加（WMS/WMTS|WFS|WCS）、接続は、様々な QGISレイヤープロ
バイダに格納されています。上書きするかどうかを、メタサーチから提供された名前を使用するか、
一時的な名前を使用するかどうかを設定するには、この設定を使用します

• 結果は paging：メタデータカタログを検索するときに、結果の数は、ページごとに表示するように。
デフォルト値は 10です

• Timeout：メタデータカタログの検索、接続の試みを阻止するための秒数。デフォルト値は 10です
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Figure 20.31: メタサーチの設定

20.15 オフライン編集プラグイン

データ収集のために、ノートパソコンやフィールドでオフラインの携帯電話で作業するのは一般的な状況
です。ネットワークへの復帰後、変更内容はマスターデータソース（e.g. a PostGISデータベース）と同期
する必要があります。複数の人が同じデータセットを同時に作業している場合、それは人々が同じ地物を
変更していない場合でも、手作業で編集内容をマージするのは困難です。

The Offline Editing Plugin automates the synchronisation by copying the content of a datasource (usually PostGIS
or WFS-T) to a SpatiaLite database and storing the offline edits to dedicated tables. After being connected to the
network again, it is possible to apply the offline edits to the master dataset.

20.15.1 プラグインの利用

• ベクタレイヤ（e.g. PostGIS or WFS-Tデータソース由来）を開きます。

• プロジェクトとして保存する.

• menuselection：に行くデータベース - >オフライン編集 - > | offlineEditingCopy |：guilabel： ‘オフラ
イン project‘に変換して保存するレイヤーを選択します。レイヤーの内容は SpatiaLiteのテーブルに
保存されます。

• オフラインでレイヤを編集します。

• 再接続された後、使用して変更をアップロード：menuselectionを：データベース - >オフライン編集
- > | offlineEditingSync |：guilabel： Synchronize。

20.16 Oracle Spatial GeoRasterプラグイン

Oracleデータベースでは、ラスタデータは、Oracle Spatialの拡張子を持つ利用可能 SDO_GEORASTERオ

ブジェクトに格納できます。QGISでは、 Oracle Spatial の GeoRaster プラグインは GDALでサポートされ、マ
シンにインストールされ稼働してている Oracleのデータベース製品に依存しています。Oracleはプロプラ

20.15. オフライン編集プラグイン 389



QGIS User Guide,リリース 2.14

Figure 20.32: PostGISまたはWFSレイヤからオフラインプロジェクトを作ります

イエタリなソフトウェアですが、彼らは、開発やテストの目的のために自由にソフトウェアを提供してい
ます。ここでの GeoRasterにラスタ画像をロードする方法の一つの簡単な例は次のとおりです。

$ gdal_translate -of georaster input_file.tif geor:scott/tiger@orcl

デフォルトの GDAL_IMPORTテーブルにラスタがロードされ、カラム名は ‘‘RASTER‘‘になります。

20.16.1 接続の管理

まず、オラクルの GeoRasterプラグインはプラグインマネージャーを使用して有効にする必要があります
(プラグインダイアログ参照)。QGISでの GeoRasterをロードする最初の時間は、データが含まれている

Oracleデータベースへの接続を作成する必要があります。これを行うには、 オラクルの GeoRaster Layer を追加

ツールバーボタンをクリックして開始します -これは Oracle SpatialのGeoRasterを選択ダイアログウィン
ドウを開きます。ダイアログウィンドウを開き、（ Figure_oracle_raster_1を参照）接続パラメータを指定す
るには、 [新規]をクリックします：

• 名称: データベース接続の名称を入力します

• データベースインスタンス:接続するデータベースの名称を入力します。

• ユーザ名: データベースにアクセスするユーザ名を指定します。

• パスワード: データベースにアクセスするために必要なユーザ名に関連付けられているパスワードを
入力します。

さて、戻ってメインの Oracle SpatialのGeoRasterダイアログウィンドウ（ Figure_oracle_raster_2を参照）、
一つの接続を選択するドロップダウンリストを使用して、接続を確立するために [接続]ボタンを使用しま
す。前のダイアログを開き接続情報に変更を加えることにより接続を [編集]してもよいし、またはドロッ
プダウンリストから接続を削除するための [削除]ボタンを使用してもよいです。
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Figure 20.33: Oracle接続ダイアログの作成

20.16.2 Selecting a GeoRaster

いったん接続が確立されると、サブデータセットウィンドウには GDALサブデータセット名の形式でデー
タベースに GeoRasterカラムを含むすべてのテーブルの名称が表示されます。

リストアップされたサブデータセットのいずれかをクリックし、 [選択]をクリックしてテーブル名を選択
します。 今サブデータセットの別のリストは、そのテーブルの GeoRaster列の名称で表示されています。
ほとんどのユーザは同じテーブルに１つまたは２つ以上の GeoRaster列を持たないため、これはたいてい
短いリストです。

記載されているサブデータセットのいずれかをクリックし、 [選択]をクリックしてテーブル/列の組み合わ
せのいずれかを選択します。ダイアログには GeoRasterオブジェクトを含むすべての行が表示されている
でしょう。サブデータセットリストには、現在ラスター・データ表およびラスター IDのペアが表示されま
すので注意してください。

いつでも選択エントリは既知の GeoRasterに直接移動するか、最初に戻って、別のテーブル名を選択する
ために編集することができます。

Figure 20.34: Oracle GeoRasterダイアログの選択

選択データエントリは、識別文字列の終わりに WHERE 句を入力するためにも使用できま
す (例 え ば geor:scott/tiger@orcl,gdal_import,raster,geoid=)。詳 細 に つ い て は
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http://www.gdal.org/frmt_georaster.htmlを参照してください。

20.16.3 GeoRasterの表示

最後に、ラスタデータテーブルとラスター IDのリストからの GeoRasterを選択することにより、ラスタ画
像は QGISにロードされます。

Oracle Spatialの GeoRasterダイアログを選択しますが、今閉じることができ、それが開く次回は、それは
それから別の画像を開くことが非常に簡単になって、同じ接続を維持するとサブデータセットの同じ前の
リストが表示されますコンテキスト。

ノート: ピラミッドが含まれているGeoRastersは、はるかに高速に表示されますが、ピラミッドは、Oracle
PL / SQLまたは gdaladdoを使用して QGISの外で生成する必要があります。

以下は ‘‘gdaladdo‘‘を使用した例です:

gdaladdo georaster:scott/tiger@orcl,georaster\_table,georaster,georid=6 -r
nearest 2 4 6 8 16 32

これが PL/SQLの使用例です:

$ sqlplus scott/tiger
SQL> DECLARE
gr sdo_georaster;

BEGIN
SELECT image INTO gr FROM cities WHERE id = 1 FOR UPDATE;
sdo_geor.generatePyramid(gr, ’rLevel=5, resampling=NN’);
UPDATE cities SET image = gr WHERE id = 1;
COMMIT;

END;

20.17 ラスター地形解析プラグイン

ラスタ地形分析プラグインは、数値標高モデル（DEM）のために傾斜、傾斜方向、陰影起伏、凹凸イン
デックスと起伏を計算するために使用できます。処理するために非常に簡単で、新しいラスターレイヤーを
作成するための直感的なグラフィカル・ユーザー・インターフェースを提供します（Figure_raster_terrain_1_
を参照）。

分析の説明：

• 傾斜：各セルの傾斜角を度単位で計算する（一時導関数の推定に基づく）。

• 傾斜方位：説明（反時計回りに、北方向は 0から始まる） .

• 陰影起伏：影付きレリーフマップのより立体感を提供するために、光と影を用いて陰影マップを作
成します。出力マップは、ピクセルのグレー値を反映した単一バンドの灰色です。

• 起伏度指標: Riley et al. (1999)により述べられている地形の不均一性を定量的に示す. 3x3グリッドご
とに全ての場所ごとに標高の変化を要約して計算します.

• 起伏：デジタル標高データから陰影起伏図を作成します。実装は、周波数分布を解析することによ
り、昇降色を選択する方法です。出力マップは、陰影起伏の RGB値を反映した 3つのバンドを有す
るマルチバンドの色です。

20.17.1 プラグインの利用

1. QGISを起動し、GRASSサンプルの場所から gtopo30ラスタレイヤをロードします。

2. ラスター地形解析プラグインをプラグインマネージャーで読み込む (プラグインダイアログ参照)
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Figure 20.35: ラスター地形解析プラグイン (傾斜計算)

3. メニューから解析手法を選択します (例. ラスタ → 地形解析 → 傾斜). 傾斜 ダイアログが Fig-
ure_raster_terrain_1のように表示されます.

4. 出力ファイルパスおよび出力ファイルタイプを指定します。

5. [OK]をクリックします。

20.18 道路グラフプラグイン

ロードグラフプラグインは、任意のポリライン層プロット道路ネットワーク上、この経路上の 2点間の最
短経路を計算するための QGIS C ++のプラグインです。

Figure 20.36: 道路グラフプラグイン

主な機能:

• 経路,距離,旅行時間を計算する
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• 距離または旅行時間で最適化する

• 経路をベクタレイヤとして出力する

• 道路の方向にハイライトを入れる (動作が遅いため,主にデバッグや設定確認目的に利用します)

道路レイヤーとして、どの QGISでサポートされている形式で任意のポリラインベクターレイヤーを使用
できます。共通点を持つ 2本のラインが接続されていると考えられています。道路レイヤを編集中のプロ
ジェクト CRSとしてレイヤ CRSを使用する必要がありますのでご注意ください。これは、異なる CRSの
間の座標の再計算をすると、「スナップ」が使用されている場合であっても、いくらか誤差を発生させ不連
続になることがありうる、という事実のせいです。

次に示すレイヤ属性テーブルのフィールドが利用可能です

• 道路区間の速度 (数値フィールド);

• 方向 (文字列にキャストできる任意の型). 一方通行の道路は前方向と逆方向があります,両方の方向
を持つ場合は両方向の道路を示します.

もしいくつかのフィールドが値を持っていないか存在しない場合,デフォルトの値が使われます.デフォル
トの変更といくつかのプラグインの設定は設定ダイアログで可能です.

20.18.1 このプラグインの利用

プラグインをアクティブにした後は、メイン QGISウィンドウの左側に追加のパネルが表示されます。今、
ベクトル->道路 Graphメニュー中の道路グラフプラグイン settingsダイアログにいくつかのパラメータを
入力します（ figure_road_graph_2を参照）。

Figure 20.37: 道路グラフプラグインの設定

Time unit, Distance unitと Topology toleranceの設定の後 Transportation layerタブでベクタレイヤを選択で
きます. ここで Direction field と Speed field も選択できます. Default settingsタブで計算のために Direction
を設定できます.

最後に Shortest Pathパネルで道路ネットワークレイヤ開始と終了ポイントを選択して下した後で [Calculate]
をクリックして下さい.
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20.19 空間検索プラグイン

空間検索プラグイン により、対象レイヤーで他のレイヤーを基準として空間検索（すなわち地物選択）でき
ます。この機能は、GEOSライブラリに基づいており、選択された元地物レイヤに依存しています。

利用可能な演算子：

• 含む

• 一致する

• 重複する

• 横切る

• 交差する

• 離れている

• 接する

• 範囲内

20.19.1 プラグインの利用

例として、我々は空港が含まれているアラスカのデータセット内の領域を見つけたい。次の手順が必要です：

1. QGISを起動し、ベクターレイヤー regions.shpと airports.shpを読み込みます。

2. プラグインマネージャーで空間検索プラグインをロードし（プラグインダイアログ参照）、QGISの

ツールバーメニューに現れる 空間 Query アイコンをクリックしてください。プラグインのダイアロ
グが表示されます。

3. ソースのレイヤとして regionsレイヤを選択し、参照する地物レイヤとして airportsを選択し
ます。

4. 地物の場所で ‘範囲内’を選択し [Apply]をクリックします。

ここで検索結果の地物 IDのリストが得られます.そして figure_spatial_query_1に表示されている様々なオ
プションが利用できます.

• items のリストでレイヤーを作成 をクリックします。

• リストから IDを選択し、 |selectCreateLayer | 選択からレイヤーを作成 をクリックします。

• フィールドに結果を使用 中で「現在の選択から削除」を選択します。

• アイテムにズームできます、または messagesログを表示できます。

• さらに、結果フィーチャー ID’sオプション「無効なソース」と「無効な参照」中で、トポロジエラー
がある地物を見ることができます。これらの地物は、クエリのために使用されません。

20.20 トポロジチェッカープラグイン

トポロジは、地理的領域のフィーチャを表すポイント、ラインおよびポリゴン間の関係を記述するもので
す。トポロジチェッカープラグインを使用すれば、ベクタファイルに目を通すことができ、いくつかのト
ポロジルールでトポロジを確認できます。これらのルールは、’Equal’, ‘Contain’, ‘Cover’, are ‘CoveredBy’,
‘Cross’かどうか、’Disjoint’, ‘Intersect’, ‘Overlap’, ‘Touch’かどうか、あるいは互いに’Within’かの空間的関
係でチェックします。それはベクタデータに適用されるトポロジルール個々の質問に依存します（例えば、
通常は、配線レイヤでのオーバーシュートを受け入れませんが、それらがデッドエンドの通りを示してい
る場合、ベクタレイヤからそれらを削除しません）。
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Figure 20.38: 空間クエリの分析 -地域には空港が含まれています

Figure 20.39: トポロジチェッカープラグイン
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QGISには、トポロジカルな編集機能が組み込まれています。これは、エラーなく新しい地物を作成するの
に最適です。しかし、既存のデータエラーやユーザー誘導のエラーは見つけにくいです。このプラグイン
は、ルールのリストを通じてそのようなエラーを見つけるのに役立ちます。

トポロジチェッカ＾プラグインでトポロジルールを作成するのはとても簡単です。

On point layers the following rules are available:

• Must be covered by: ここでは、プロジェクト内のベクタレイヤを選択することができます。与えら
れたベクタレイヤでカバーされていない点は’エラー’フィールドが発生します。

• must be covered by endpoints of: ここではあなたのプロジェクトのラインレイヤを選べます.

• 内部にあるべき：プロジェクトからポリゴンレイヤーを選択できます。ポイントはポリゴンの内側に
ある必要があります。それ以外の場合、QGISはそのポイントに「エラー」を書き込みます。

• Must not have duplicates: ポイントは２点以上で表される必要があり、そうでなければ’Error’フィー
ルドが発生します。

• Must not have invalid geometries: ジオメトリが有効化をチェックします。

• Must not have multi-part-geometries: マルチパートポイントは’Error’フィールドが追加されます。

On line layers, the following rules are available:

• end points must be covered by: ここではプロジェクトからポイントレイヤを選んで下さい.

• must not have dangles: 　ラインレイヤでのオーバーシュートを表示します.

• Must not have duplicates:ライン地物が２点以上で表されるたびに、’Error’フィールドが発生します。

• Must not have invalid geometries: ジオメトリが有効化をチェックします。

• Must not have multi-part geometries: 時には 1つのジオメトリは実際に単純な（シングルパート）ジ
オメトリの集合です。このような幾何学的形状は、マルチパートジオメトリと呼ばれています。単純
にジオメトリのちょうど 1種類が含まれている場合は、マルチポイント、マルチラインまたはマルチ
ポリゴンと呼んでいます。すべてのマルチパートのラインは’Error’フィールドが書き込まれます。

• 擬似コードを持たない : ラインジオメトリの端点は、他の 2つのジオメトリの端点に接続する必要が
あります。端点が 1つの他のジオメトリの端点にのみ接続されている場合、端点は擬似ノードと呼ば
れます。

On polygon layers, the following rules are available:

• Must contain: ポリゴンレイヤは最低でもセカンドレイヤの１つのポイントジオメトリを含まないと
いけません。

• Must not have duplicates: 同じレイヤのポリゴンは、同一のジオメトリを持つことはできません。ポ
リゴンが２つまたはそれ以上表される場合、 ‘Error’フィールドが発生します。

• Must not have gaps: 隣接ポリゴンはそれらの間にギャップを持ってはいけません。行政界は例（アメ
リカの境界はそれらの間にギャップをもたない）として言及されます。

• Must not have invalid geometries: ジオメトリが有効化を確認します。有効なジオメトリを定義する
ルールがあります:

– ポリゴンリングは閉じていなければいけません.

– 穴を定義しているリングは外側の境界線の内部になければいけません.

– リングは自分で交差してはいけません (お互いに接触したり交差してはいけません)

– リングは他のリングと点以外で接触してはいけません.

• Must not have multi-part geometries:時には 1つのジオメトリは実際に単純な（シングルパート）ジ
オメトリの集合です。このような幾何学的形状は、マルチパートジオメトリと呼ばれています。単純
にジオメトリのちょうど 1種類が含まれている場合は、マルチポイント、マルチラインまたはマルチ
ポリゴンと呼んでいます。例えば、複数の島からなる国は、マルチポリゴンのように表すことができ
ます。

• Must not overlap: 隣接するポリゴンが共通領域を共有することはできません。
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• Must not overlap with: １つのレイヤの隣接ポリゴンは、他のレイヤのポリゴンと共通領域を共有で
きません。

20.21 地域統計プラグイン

東西 statisticsプラグインで、テーマ別の分類の結果を分析できます。それによって、ポリゴンのベクトルレ
イヤーの助けを借りて、ラスターレイヤーのピクセルのいくつかの値を計算できます（ figure_zonal_statistics
参照）。色バンドを選択する、プラグインは、ユーザ定義の接頭辞を持つベクターレイヤに出力列を生成し
て、各ポリゴンの範囲内にある画素の統計を計算します。使用可能な統計は以下のとおりです。

• カウント：ピクセルの数をカウントします

• 合計：ピクセル値を合計します

• 平均：画素値の平均を取得します

• 中央値：ピクセル値の中央値を取得します

• 標準偏差：ピクセル値の標準偏差を取得します

• 最小：ピクセル値の最小値を取得します

• 最大：ピクセル値の最大値を取得します

• レンジ： -ピクセル値の範囲（最小最大）を取得します

• 少数：最も少なく表現される画素値を取得します

• 多数：最も表現されるピクセル値を取得します

• バラエティ：異なる画素値の数をカウントします

Figure 20.40: ゾーン統計ダイアログ
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Chapter 21

ヘルプとサポート

21.1 メーリングリスト

QGISは活発に開発中であり、あなたはそれが期待するようなとしてそれは常に動作しません。助けを得る
ための好ましい方法は、メーリングリスト QGIS-ユーザーを接合することです。あなたの質問は、より幅
広い聴衆に到達すると回答は、他の人の利益になります。

21.1.1 qgis-users

このメーリングリストは、そのインストールと使用に関する一般的なだけでなく、具体的な質問にQGISの
議論のために使用されています。あなたは、次の URLにアクセスしメーリングリスト QGIS-ユーザーを購
読することができます：http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-user

21.1.2 fossgis-talk-liste

ドイツ語圏の聴衆のために、ドイツの FOSSGIS EVが fossgisトーク-LISTEメーリングリストを提供しま
す。このメーリングリストは QGISを含め、一般的にオープンソース GISの議論のために使用されていま
す。https://lists.fossgis.de/mailman/listinfo/fossgis-talk-liste：あなたは、次の URLにアクセスし fossgisトー
ク-LISTEメーリングリストを購読することができます

21.1.3 qgis-developer

もしあなたが開発者で技術的な問題に直面しているなら、ここの qgis-developerメーリングリストに参加
するといいでしょう :http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-developer

21.1.4 qgis-ux

人々はチャイムや収集し、QGIS関連 UX（ユーザーエクスペリエンス）/ユーザビリティの問題を議論する
ことができ、専用のメーリングリスト。

http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-ux

21.1.5 qgis-commit

コミットするたびに電子メールは、このリストに掲載され、QGIS コードリポジトリに行われます。
http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-commit：あなたは、現在のコードベースを変更するたびに最新に
なりたい場合は、でこのリストを購読することができます
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21.1.6 qgis-trac

このリストはプロジェクト管理に関連した通知を提供します、そこにはバグレポート、タスク、リクエスト
機能が含まれます。ここでリストに参加できます:http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-trac

21.1.7 qgis-community-team

このリストは、ドキュメント、コンテキストヘルプ、ユーザーガイド、ウェブサイト、ブログ、メーリングリス
ト、フォーラム、および翻訳作業のようなトピックを扱っています。あなたにもユーザーガイドで作業したい場
合は、このリストには、あなたの質問をするには良い出発点です。http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-
community-teamの位置は：このリストを購読することができます

21.1.8 qgis-release-team

このリストは、リリースプロセスのようなトピックを、さまざまな OSのためのパッケージングバイナリと
大型で、世界に新しいリリースを発表して扱います。http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-release-team
の位置は：このリストを購読することができます

21.1.9 qgis-tr

このリストは、翻訳作業を扱っています。あなたがウェブサイト、マニュアルやグラフィカル・ユーザー・
インターフェース（GUI）の翻訳に仕事をしたい場合は、このリストには、あなたの質問をするには良い
出発点です。http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-trの位置は：このリストを購読することができます

21.1.10 qgis-edu

このリストは、QGIS教育の取り組みを扱っています。あなたは QGIS教育材料に働きたい場合は、このリ
ストには、あなたの質問をするには良い出発点です。http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-eduの位置
は：このリストを購読することができます

21.1.11 qgis-psc

このリストは、全体的な管理と QGISの方向に関連する運営委員会の問題を議論するために使用されます。
http://lists.osgeo.org/mailman/listinfo/qgis-pscの位置は：このリストを購読することができます

あなたは、リストのいずれかに加入することを歓迎しています。質問に答えると、あなたの経験を共有す
ることで、リストに貢献することを忘れないでください。QGISはコミットと QGIS-Tracのリストは通知
のみのために設計されており、ユーザーの投稿のために意図されていないことに注意してください。

21.2 IRC

また、IRC上でプレゼンスを維持 - irc.freenode.netの#qgisチャネルに参加して、私たちを訪問します。チャ
ネル上の多くの人々が他のことをやっているように、あなたの質問への応答を待ち、彼らがあなたの質問に
気づくことはしばらく時間がかかることがあります。あなたは IRC上の議論ではなく、問題を逃した場合は！
我々は、すべての議論を記録するので、あなたは簡単に追いつくことができます。ただ、http://qgis.org/irclogs
に移動し、IRC-ログを読み取ります。

QGISのための商用サポートも利用可能です。詳細については、ウェブサイト http://qgis.org/en/commercial-
support.htmlを確認してください。
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21.3 BugTracker

QGISユーザメーリングリストが一般的のために有用であるが、「どのように私は QGISで XYZをします
か？」 -型の質問は、あなたが QGISのバグについて我々に通知することを望むかもしれません。あなた
は http://hub.qgis.org/projects/quantum-gis/issuesで QGISのバグトラッカーを使用してバグレポートを提出
することができます。バグのための新しいチケットを作成するとき、我々は追加の情報をご連絡できるメー
ルアドレスをご記入ください。

あなたの報告したバグがあなたの望む優先順位で処理されないことがあることを、どうか気になさらない
でください (そのバグの重大性に依存します)。いくつかのバグは開発者に対して多大な労力かけるのでい
つもそのようにできるわけではありません。

将来実装してほしい要望についてもバグと同じようにチケットで登録できます。 ‘‘Feature‘‘というタイプ
のチケットを選択して下さい。

あなたがバグを発見し、それを自分で修正した場合は、Githubの QGISプロジェクト（好ま）のプル要求
やパッチのいずれかを提出することができます。http://hub.qgis.org/projects/quantum-gis/issuesでの素敵な記
法の ticketsystemは、同様にこのタイプを持っています。パッチ supplied]チェックボックスをオンにし
て、バグを提出する前に、あなたのパッチを添付してください。開発者の一人は、それを確認し、QGISに
適用されます。あなたのパッチをすぐに適用されていない場合も心配しないでください -開発者は、他の
約束と提携することができます。

あなたはプルリクエストを供給する場合、ソースコードにマージされ、あなたの変更は可能性が高くなる
ことに注意してください！

21.4 Blog

QGIS-communityはウェッブログ (ブログ)を http://blog.qgis.orgで運営しています。ここではユーザや開発
者にとって興味深い記事が掲載されています。あなたは登録するとブログへの記事投稿に招待されます！

21.5 プラグイン

ウェブサイト http://plugins.qgis.orgは公式 QGISのプラグインWebポータルを提供します。ここでは、「公
式 QGISプラグインレポジトリ」を介して利用可能なすべての安定的かつ実験的な QGISのプラグインの
リストを見つけます。

21.6 Wiki

私たちはWIKIウェッブサイトを http://www.qgis.org/wikiで運営しています。ここでは QGIS開発、リリー
ス計画、ダウンロードサイトへのリンク、 メッセージ翻訳のためのヒント等多彩な有用情報があります。
ここを調べると中にはすばらしいものがありますよ！

21.3. BugTracker 401

http://hub.qgis.org/projects/quantum-gis
http://blog.qgis.org
http://www.qgis.org/wiki




Chapter 22

付録

22.1 GNU General Public License

Version 2, June 1991

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA 02111-1307,
USA

誰もがこのライセンス文書の逐語的なコピーを複製および頒布することは許可されていますが、それを変
更することはできません。

はじめに

ほとんどのソフトウェアのライセンスを共有し、変更するユーザの自由を奪うように設計されています。こ
れとは対照的に、 -ソフトウェアは、すべてのユーザーのための自由であることを確認するために GNU一
般公衆利用 LICENSEはフリーソフトウェアを共有し変更するには、あなたの自由を保証することを意図
しています。この一般公衆利用許諾契約書は、フリーソフトウェア財団のソフトウェアのほとんどに、そ
の使用を委ねたその他のすべてのプログラムに適用されます。（いくつかのフリーソフトウェア財団のソフ
トウェアは、代わりに GNUライブラリ一般公衆利用許諾契約書によって覆われている。）あなたも、あな
たのプログラムに適用することができます。

私たちがフリーソフトウェアについて語るとき、私たちは自由ではなく、価格に言及しています。この一
般公衆利用許諾書は、あなたがソースコードを受け取るか、またはあなたがそれをしたい場合は、変更す
ることができ、それを得ることができることを、あなたは（あなたが希望する場合は、このサービスのた
めにと電荷）フリーソフトウェアのコピーを配布する自由を持っていることを確認するために設計されて
います新しいフリー・プログラムの一部をソフトウェアまたは使用します。あなたが知っていることを、あ
なたはこれらの事を行うことができます。

あなたの権利を保護するために、我々はあなたにこれらの権利を否定したり、権利を放棄するか聞いて誰
を禁じる制限を加える必要があります。あなたはそれを変更した場合、これらの制限は、あなたがソフト
ウェアのコピーを配布する場合は、あなたのために一定の責任が生じることになります。

たとえば、あなたは、このようなプログラムの複製物を頒布する場合有料か無料に関わらず、あなたは、受
領者にあなたが持っているすべての権限を与える必要があります。あなたは、彼らは、あまりにも、受信
またはソースコードを入手できることを確認する必要があります。彼らは自分たちの権利を知っているの
で、あなたは彼らにこれらの用語を示さなければなりません。

（1）著作権ソフトウェア、および（2）あなたにソフトウェアをコピー、配布および/または変更する法的
許可を与えるこのライセンスを提供します。我々は 2つのステップであなたの権利を保護します。

また、各作成者や我々自身を守るために、私たちは、誰もがこのフリーソフトウェアには何の保証がない
ことを理解している特定したいです。ソフトウェアは、他の誰かによって変更され回覧された場合、我々
はその受取人が他の人によってもたらされた問題は、原作者の名声に反映されませんように、彼らが持っ
ていることは、オリジナルではないことを知ってほしいです。

最後に、どのフリープログラムもソフトウェア特許に絶えず脅かされています。私たちは、プログラムの
独占所有権が効力を発揮して、フリープログラムの再頒布者が個別に特許ライセンスを取得します危険を

403



QGIS User Guide,リリース 2.14

避けたいと思います。これを防ぐために、我々はどの特許がすべての人の自由な使用のためにライセンス
を取得しているか、全くライセンスを取得していないしなければならないということが明らかになってき
ました。

複製、頒布、改変に対する正確な条項と条件を次に。複製や頒布、改変のための条項および条件

0. このライセンスは、この一般公衆利用許諾契約書の条件の下で配布することができると言って著作
権者によって配置通知を含むすべてのプログラムまたはその他の著作物に適用されます。「プログラ
ム」、以下、そのようなプログラムや仕事を指し、「プログラムに基づいた作品は、」プログラムや著
作権法の下で任意の派生物のいずれかを意味しますと言うことです、プログラムまたは一部を含む作
品をそれ、どちらかそのままあるいは改変し、および/または他の言語に翻訳。（以下、翻訳は、用語
「改変」で制限なく含まれています。）各ライセンシーは「あなた」として扱われます。

複製、頒布、改変以外の活動はこのライセンスで保護されません。彼らはその範囲外です。プログラ
ムを実行する行為は制限されず、そのコンテンツがプログラムに基づく著作物（プログラムを実行す
ることによってなされたとは独立）を構成している場合にのみ、プログラムからの出力が覆われてい
ます。それが本当かどうかは、当該プログラムに依存します。

1. あなたはそれを受け取ると、プログラムのソースコードの逐語的なコピーをコピーして配布すること
ができ、任意の媒体に、あなたが顕著と適切に保証の適切な著作権表示と免責条項をコピーし、それ
ぞれに掲載し、このライセンスと保証不在を参照するすべての通知を残し、そして、プログラムと一
緒にプログラムの任意の他の受信者に本ライセンスのコピーを与えます。

あなたは複製を譲渡する実際の行為に対して料金を請求することができ、あなたは報酬と引き換えに
保護の保証を提供してもよいです。

2. あなたはまた、これらの条件をすべて満たしていることを提供し、そのプログラムに基づいて仕事を
形成し、あなたのコピーやプログラムのコピーまたはその一部を変更し、コピーして、上記第 1の条
件の下でそのような改変や仕事を配布することができます：

(a) あなたは、ファイルや変更の日付を変更する旨の著名な通知を運ぶために変更されたファイル
を起こさなければなりません。

(b) あなたは、本ライセンスの条項の下ですべての第三者へ無償で全体として認可されるように、全
体的にまたは部分的に含まれているか、プログラムまたはその任意の部分に由来していること
を、あなたが配布するすべての作業が発生したり、公開する必要があります。

(c) 実行時に修正プログラムが正常に対話的にコマンドを読む場合は、印刷したり、適切な著作権表
示および無保証がない旨の通知を含む告知を表示するために、最も一般的な方法で対話的に実
行し始めたとき、それを引き起こす（または必要があります他に、あなたが保証を提供するこ
とを言う）と、ユーザーがこれらの条件の下でプログラムを再配布し、本ライセンスのコピー
を表示する方法をユーザーに伝えるかもしれません。（例外は：プログラムそのものは対話的で
あっても、通常は、そのような声明を印刷しない場合は、プログラムに基づいて、あなたの仕
事は、告知を印刷する必要はありません。）

これらの要件は、全体として修正作業に適用されます。著作物の一部は、プログラムに由来しない、
と合理的に独立した別の自分自身で作品は、このライセンス、およびその条件を考慮することができ
るならば、あなたが個別の著作物として頒布する場合、これらの部分には適用されません。あなたが
プログラムを基にした著作物全体の一部として、同じ部分を配布する場合でも、全体の分布は、パー
ミッション他のライセンシーのために全体の全体に及ぶ本ライセンスの条件になるため、それぞれに
必要がありますとにかかわらず、それを書いた人のすべての部分。

したがって、権利を主張したり、あなたによって完全に記述された動作するようにあなたの権利に異
議を申し立てることはこの節の意図するところではありません。むしろ、その意図は、プログラムに
基づいた派生物や集合著作物の頒布を管理する権利を行使することです。

また、記憶装置または配布媒体のボリューム上のプログラム（またはプログラムに基づく著作物）を
用いてプログラムに基づいていない他の作業の単なる集合は、このライセンスの範囲の下で他の作業
をもたらしません。

3. あなたはまた、次のいずれかを実行することを提供するセクション 1と 2上記の条件の下でオブジェ
クトコードまたは実行可能形式で（第 2節の下に、またはそれに基づいて仕事）プログラムをコピー
して配布することがあります。
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(a) ソフトウェアの交換で習慣的に使用される媒体に上記のセクション 1および 2の条件の下で配
布されなければならない完全に対応する機械読み取り可能なソースコードとそれに付随します。
または、

(b) 物理的に下で配布されるソースの配布、対応するソースコードの完全な機械読み取り可能なコ
ピーを、実行するあなたの費用を超えない料金で、第三者を与えるために、少なくとも 3年間
有効、書かれた第三者に対しても、ソフトウェアの交換で習慣的に使用される媒体上で上記の
セクション 1および 2の観点。または、

(c) あなたが対応するソースコード頒布の申し出に得た情報を一緒に引き渡すこと。（この代替は、
非商用配布のために許可され、あなたが上記サブセクション Bと一致して、このようなオファー
とオブジェクトコードまたは実行可能形式のプログラムを受信した場合のみ）。

ワークのソースコードは、それに変更を行うための作業の好ましい形態を意味します。実行可能な作
業のために、完全なソースコードは、それに含まれるすべてのモジュールに加え、関連するすべての
インターフェイス定義ファイル、および実行可能ファイルのコンパイルとインストールを制御する
ために使用するスクリプトのすべてのソースコードを意味しています。しかし、特別な例外として、
ソースコードは、オペレーティングシステムの主要なコンポーネント（コンパイラ、カーネルなど）
と共に（ソースまたはバイナリ形式のいずれかで）正常に分布しているものを含む必要はない分散そ
の上で実行可能な実行、そのコンポーネント自体が実行を伴う場合を除きます。

実行形式またはオブジェクトコードの頒布が、指定された場所からコピーするためのアクセスを提供
することによって行われている場合は、第三者がコピーするように強要されていない場合でも、ソー
スコードの同じ場所からソースコードをコピーするために同等のアクセスを提供オブジェクトコード
と一緒にソース。

4. あなたは、コピー、改変、サブライセンス、または明示本ライセンスの下で提供以外のプログラムを
配布することはできません。そうでない場合は、コピー、改変、サブライセンスまたはプログラムを
配布しようとする試みは無効となり、かつ自動的に本ライセンスの下であなたの権利を終了します。
しかし、この契約書の下であなたから複製や権利を受け取った当事者は、そのライセンスがあれば、
そのような当事者が完全に従って残るように終了していません。

5. あなたはそれに署名していないので、あなたは、このライセンスを受け入れる必要はありません。し
かし、他には何もプログラムまたはその派生物を変更または頒布する許可を与えるものは存在しま
せん。あなたが本ライセンスに同意しない場合、これらの行為は法律で禁止されています。したがっ
て、プログラム（またはプログラムに基づく著作物）を変更または配布することによって、あなたは
それに基づいてプログラムまたは作品を配布したり、変更、コピーのためにそうするように、この契
約書を受諾したということ、そしてそのすべての契約条件。

6. あなたがプログラム（またはプログラムに基づく著作物）を再配布するたびに、受信者は、自動的に
これらの条件にプログラムの対象を、複製、頒布または変更するオリジナルのライセンサーからライ
センスを受けました。あなたはここで認められた権利の受信者の行使について、さらに制約を加える
ことはできません。あなたは、第三者がこの契約書に従うことを強制する責任はありません。

7. 、裁判所の判決または特許侵害のあるいはその他の理由（特許関係に限らない）のための申し立ての
結果として、条件は本ライセンスの条件と矛盾する（裁判所の命令、契約またはそれ以外で）あなた
に課せられている場合は、あなたがこの契約書の条件を免除されるわけではありません。同時にあな
たの本ライセンスの下での義務およびその他の関連する義務を満たすよう、あなたがそう頒布できな
い場合、あなたはすべてのプログラムを配布することはできません。例えば、特許ライセンスが、あ
なたから直接間接を問わずコピーを受け取った人が誰でもプログラムを使用料無料で再頒布すること
を認めていない場合、その唯一の方法は、あなたがそれと本ライセンスの両方がの頒布を完全にやめ
ることです満たすことができプログラム。

本節の任意の部分を任意の特定の状況下で無効または執行不能とされた場合、セクションのバランス
が適用されることを意図されており、全体として部分は、他の状況に適用されることが意図されます。

あなたが任意の特許やその他の財産権の主張を侵害したり、そのような主張の有効性を争うために誘
導するために、このセクションの目的ではありません。このセクションはパブリックライセンス履行
により実施されるフリーソフトウェア配布システムの完全性を保護する目的を持っています。多くの
人々が、このシステムの一貫した適用を信頼して、このシステムを通じて配布されたソフトウェアの
広い範囲への寛大な貢献をしてきました。それは彼または彼女がどのようなシステムを通じてソフト
ウェアを配布すると、ライセンシーはその選択を強要することはできません喜んでいるかどうかを判
断するために、著者/ドナー次第です。
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このセクションでは、本ライセンスの残りの結果であると考えられるケースを徹底的に明らかにする
ことを目的としています。

8. プログラムの配布および/または使用が特許または著作権のあるインターフェースにより、特定の国
に制限されている場合は、その分布が許可されるように、本ライセンスの下でプログラムを元の著作
権者は、これらの国を除く明示的な地理的頒布制限を加え、または除外されていない国の中だけ。こ
のような場合には、このライセンスは、本ライセンスの本文に書かれたかのように制約を組み込み
ます。

9. フリーソフトウェア財団は、随時改訂および/または一般公衆利用許諾契約書の新バージョン発表す
ることができます。このような新しいバージョンは、現在のバージョンとその精神においては似てい
ますが、新たな問題や懸念に対処するために細部では異なることがあります。

各バージョンは、バージョン番号によって区別を与えています。プログラムはそれと「それ以降の
バージョン」に適用される本ライセンスのバージョン番号を指定した場合は、そのバージョンのか、
フリーソフトウェア財団によって発行されたそれ以降のバージョンのいずれかの条件を次のオプショ
ンがあります。プログラムが本ライセンスのバージョン番号を指定しない場合、あなたは今までにフ
リーソフトウェア財団によって発行されたバージョンを選択することができます。

10. あなたはその頒布条件が異なる他のフリープログラムにプログラムの一部を組み込むしたい場合は、
許可を求めるために、著者に書き込みます。フリーソフトウェア財団が著作権を保有するソフトウェ
アについては、フリーソフトウェア財団に書き込みます。私たちは時々、このための例外を作ります。
私たちの決定は、私たちのフリーソフトウェアのすべての派生物がフリーな状態に保たれること、そ
して一般的にソフトウェアの共有と再利用を促進という 2つの目標によって導かれます。

無保証

11. プログラムは無償で許可されるので、適用法により認められる範囲で、プログラムの何の保証も無い
です。その他の方法で「そのまま」AND / OR他の当事者はプログラムを提供著作権所有書面で明記
する場合を除き、いかなる保証もない現状、あるいは暗示含むがこれらに限定されない、特定目的に
対する適合性の黙示の保証。プログラムの品質および性能に関するすべてのリスクはお客様が負うも
のとしています。プログラムに欠陥があると判明した場合、あなたは必要なすべてのサービス、修理
または補正の費用を負担するものと。

12. 適用法で要求される場合またはの IN書くことに同意がない限りNO EVENT内の任意の著作権者、ま
たは上記で許可されMODIFYおよび/またはプログラムを再頒布するその他の当事者は、任意の一般
的な、特別、付随的、または含む、損害 FOR YOU TO責任を負わないものとします EVEN、（含む
データではなくまたはデータが不正確またはあなたや第三者または他のプログラムと一緒に動作する
プログラムの障害によって被った損失レンダリングされているの損失に限定された）プログラムを使
用または使用不能から生じる損害当該保有者又はその他の当事者は、そのような損害の可能性につい
て知らされている場合。

GPLのための** QGIS Qtの例外**

また、特別な例外として、QGIS開発チームは、Qtライブラリにこのプログラムのコードをリンクする許
可を与え含むが、次のバージョン（無料および商用の両方）に限定されない：QT /非商用のWindows、QT
/窓、QT / X11、QT / Mac、および QT /埋め込み（又は Qtのと同じライセンスを使用するの Qtの改変を有
する）、および 2つを含むリンクされた組合せを分配します。あなたは、他のは、Qtのよりも、使用され
るコードのすべてのために、すべての点で GNU一般公衆利用許諾契約書に従わなければなりません。あ
なたはこのファイルを変更する場合は、ファイルのバージョンには、この例外を拡張することができるが、
あなたはそうする義務はありません。あなたがそうしたくない場合は、お使いのバージョンからこの例外
文を削除します。

22.2 GNU Free Documentation Licenseの

バージョン 1.3、2008年 11月 3日

著作権 2000、2001、2002、2007、2008年フリーソフトウェア財団、株式会社

http://fsf.org/

406 Chapter 22. 付録

http://fsf.org/


QGIS User Guide,リリース 2.14

みんなは、コピーして、このライセンス文書の逐語的なコピーを頒布することは許可されていますが、そ
れを変更することはできません。

はじめに

このライセンスの目的は、マニュアル、教科書、または他の機能と便利なドキュメント自由の意味での「自
由」を作ることである。商業的または非商業的、またはそれを修正することなく、誰もがそれをコピーし
て再配布するための効果的な自由を確保するために。他の人によって行われた変更の責任とみなされてい
ないながら第二に、このライセンスは、著者や出版社のために自分の仕事のためにクレジットを取得する
方法を保持します。

このライセンスは、ドキュメントの派生物自体は同じ意味での自由でなければならないことを意味し、「コ
ピーレフト」の一種です。これは、フリーソフトウェアのために設計されたコピーレフトライセンスであ
る GNU一般公衆利用許諾契約書を、補完します。

フリーのプログラムは、ソフトウェアが行うのと同じ自由を提供するマニュアルが付属していなければな
らない：フリーソフトウェアはフリーな文書が必要なので、私たちは、フリーソフトウェアのマニュアルの
ためにそれを使用するためには、このライセンスを設計しています。しかし、このライセンスは、ソフト
ウェアのマニュアルに限定されるものではありません。それは関係なく、主題のか、それが印刷された本
として出版されているかどうか、任意のテキストの仕事のために使用することができます。私たちは、そ
の目的の命令または参照された作品のため、主にこのライセンスをお勧めします。

1. 適用性と定義

このライセンスは、あらゆる媒体で、任意の手動または他の作業に適用される、それはそれは、本ライセ
ンスの条件の下で配布することができますと言って著作権者に置か通告が含まれています。このような通
知は、本明細書に記載された条件の下でその作品を使用して、期間中無制限の世界的な、ロイヤリティフ
リーのライセンスを、付与します。ドキュメントは、以下、そのようなマニュアルや作業を指します。公
共の任意のメンバーは、ライセンシーで、「君」として扱われます。あなたがコピーした場合、ライセンス
を受け入れ、著作権法の下で許可を必要とする方法で仕事を変更したり、配布します。

文書の「修正版」は、ドキュメントまたはその一部、逐語的、または変更してコピー及び/又は他の言語に
翻訳のいずれかを含む任意の作業を意味します。

「**二節**は、」名前の付録か（または関連事項）文書の全体的な対象への文書の出版社や著者の関係で独
占的に扱う文書のフロントマター部であり、何も含まれていませんそれは、その全体的な対象内で直接落
下する可能性があります。（Documentは数学の教科書が一部にある場合はこのように、第 2部分は、任意
の数学を説明できないことがあります。）の関係が対象とか、あるいは、法的、商業、哲学的、倫理の関連
事項との歴史的な接続の問題である可能性がありあるいはそれらに関する政治的な位置。

「不変のセクション」とは、そのタイトルのドキュメントがこのライセンスの下でリリースされていること
を述べている通知に、不変のセクションのそれであるとして、指定された特定の二次セクションです。セ
クションでは、セカンダリの上記の定義に適合しない場合、不変として指定することを許可されていませ
ん。ドキュメントはゼロ不変のセクションが含まれていてもよいです。ドキュメントはどんな不変のセク
ションを特定していない場合は、何もありません。

「カバーテキストは」ドキュメントがこのライセンスの下でリリースされていることを述べている通知に、
フロントカバーテキストまたはバックカバーテキストとして、リストされているテキストの特定の短い通
路です。フロントカバーテキストは最大 5つの言葉であってもよく、バックカバーテキストは、最大で 25
個の言葉かもしれません。

ドキュメントの「透明」コピーは機械読み取り可能なコピーを意味し、その仕様一般公衆に利用可能な形
式で表され、それは一般的なテキストエディタでまっすぐ文書の改訂のためか（構成画像に適しています
ピクセル）汎用ペイントプログラムまたは（図面のために）、いくつかの広く利用可能な描画エディタ、そ
れはフォーマッタをテキストまたはテキストフォーマッタへの入力に適した様々なフォーマットへの自動
翻訳のために入力するのに適しています。そのマークアップ、またはマークアップの非存在下、さもなけ
れば透明ファイル形式で作られたコピーは、読者が後続の変更を妨害または阻止するように配置された透
明でありません。テキストの任意のかなりの量のために使用した場合の画像フォーマットは、透明ではあ
りません。「透明」ではありませんコピーが** **不透明と呼ばれています。

透過的複製に適した形式の例としては、一般に入手可能な DTD、および標準に準拠し、簡単な HTML、
PostScriptや人間の変更のために設計された PDFを使用してマークアップ、Texinfoの入力形式、LaTeX入力
形式、SGMLまたはXMLずにプレーンなASCIIが含まれます。透明画像フォーマットの例は、PNG、XCF
および JPGを含みます。不透明なフォーマットはのためのいくつかのワードプロセッサによって生成のみ
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DTDおよび/または処理ツールが、一般に利用可能なされていないため、独自のワードプロセッサ、SGML
または XMLで読み取り、編集することができます独自フォーマット、および機械生成 HTML、PostScript
や PDFを含めます出力目的のみ。

「タイトルページ」とは、印刷された書籍、タイトルページ自体、プラスを保持するために必要とされるよ
うな以下のページのために、読みやすく、材料は、このライセンスは、タイトルページに表示されている
必要があります。以下のような任意のタイトルページを持っていないフォーマットの作品については、「タ
イトルページには、」テキストの本文の先頭に先行し、作品のタイトルの最も顕著な外観に近いテキストを
意味します。

「パブリッシャーは、」公衆への文書のコピーを配布する個人または団体を意味します。

「** XYZと題さ**」セクションには、タイトルを正確XYZであるか、別の言語でXYZを変換し、テキス
トを次の括弧内に XYZが含まれているいずれかのドキュメントの名前のサブユニットを意味します。（こ
こで、XYZは「**歴史」など、「**謝辞」、「献呈」、「裏書」、またはとして、下記の特定のセクション名
を表します。）」へ**この定義によると題さ XYZ『「あなたはドキュメントが、それはセクションのままで
あることを意味する修正するようなセクションの』 **タイトルを保持します。

ドキュメントは、本ライセンスは、ドキュメントに適用されると述べている通知に次の保証の免責事項を
含めることができます。これらの保証免責事項は、この契約書では、唯一の保証を放棄に関して参照によ
り含まれると考えている。これらの保証の免責が持っていることを他の含意は無効であり、このライセン
スの意味には影響を与えません。

** 2。逐語的に忠実な複製**

あなたはコピーして、任意の媒体に文書を配布し、商業的または非商業的、このライセンス、著作権表示、
および本ライセンスを言っライセンス通知がすべてのコピーに再現されているドキュメントに適用される
ことを提供し、あなたは一切の他の条件を追加していないことがあり本ライセンスのものに。あなたは妨
げ、あなたが作成あるいは頒布する複製の閲覧やコピーを制御するための技術的対策を使用することはで
きません。ただし、コピーと引き換えに報酬を受け取ることができます。あなたはコピーの十分な大きさ
の数を配布する場合、あなたはまた、セクション 3の条件に従わなければなりません。

また、上記と同じ条件の下で、コピーを貸すことができ、あなたは公然のコピーを表示することがあります。

** 3。量の COPYING **

あなたは 100以上の番号文書の、（一般的にカバーを印刷したメディアまたはコピー）印刷されたコピーを
公開し、ドキュメントのライセンス通知がカバーテキストが必要な場合は、これらすべてのをはっきりと
読みやすく、持ち運びカバー内のコピーを同封しなければなりません背面カバーの表紙にフロントカバー
テキスト、およびバックカバーテキスト：カバーテキスト。どちらのカバーもはっきりと読みやすいこれら
のコピーの出版社としてあなたを識別する必要があります。フロントカバーは等しく顕著な可視タイトル
のすべての単語との完全なタイトルを提示しなければなりません。あなたは加えて、表紙に他の材料を加
えてもよいです。彼らは、ドキュメントのタイトルを保持し、これらの条件を満たしている限り、カバー
に限定変更とコピーは、他の点では逐語的なコピーとして扱うことができます。

カバーのいずれかのために必要なテキストが読みやすく収まらないほど膨大な場合は、実際の表紙に（適
度にフィットなど多くのように）記載されている最初のものを入れて、隣接するページに残りを継続すべ
きです。

あなたは 100以上の番号文書の不透明コピーを公開または配布する場合は、各不透明コピーにまたはでか
ら、一般的なネットワーク -コンピュータ・ネットワーク上の場所を機械可読トランスペアレント各不透明
コピーと一緒にコピー、または状態を含んでいなければならないのいずれかパブリックを使用すると、パ
ブリック標準のネットワーク・プロトコル文書の完全な透明コピー、追加材料の自由を使用してダウンロー
ドするためのアクセス権を持っています。後者のオプションを使用する場合は、数量に不透明コピーの配
布を開始するとき、あなたは少なくとも 1年の最後の時間の後に、あなたが配布されるまで、この透明コ
ピーは定められた場所でこのようにアクセス可能なままであることを保証するために、合理的に慎重な手
順を実行する必要があります公衆にその版の不透明なコピー（直接、またはお薬や小売店を通じて）。

あなたがそれらをドキュメントの更新バージョンを提供する機会を与えるために、うまくコピーの任意の
多数を再配布する前に、文書の作成者に連絡することを、要求されたが、必須ではありません。

** 4。MODIFICATIONS **

あなたはこれの頒布、改変をライセンス、ドキュメントの役割を満たし改変版で、まさにこのライセンス
の下で改変版をリリースすることを提供し、コピーして、上記のセクション 2と 3の条件の下でドキュメ
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ントの修正版を配布することができますそのコピーを所有している誰に改変版。また、あなたは改変版で
はこれらのことを行う必要があります。

1. タイトルページ（とカバーに、もしあれば）文書のものとは異なるタイトル、および（任意があった
場合には、ドキュメントの履歴]セクションに表示されています）、以前のバージョンのものとして使
用してください。そのバージョンのオリジナルの出版社が許可を与える場合は、以前のバージョンと
同じタイトルを使用することができます。

2. タイトルページのリスト、一緒に、それはより少ないがあれば文書の主な執筆者の少なくとも 5（そ
の主な著者のすべて、と著者、1人以上の人または改変版における変更の原作者の責任エンティティ、
など 5）、彼らはこの要件からあなたを解放しない限り。

3. 出版社としてタイトルページ修正版の出版社の名前、上の状態。

4. ドキュメントのすべての著作権表示を残します。

5. 他の著作権表示の近くに、あなたの修正のための適切な著作権表示を追加します。

6. 、すぐに著作権表示の後に、下記の補遺に示されている形で、本ライセンスの条項の下で改変版を使
用する公開許可を与えるライセンス通知を含めます。

7. そのライセンスに保存するには、不変のセクションの完全なリストを気づくとドキュメントのライセ
ンス通知に与えられたカバーテキストを必要としていました。

8. 本ライセンスの変更されていないコピーが含まれます。

9. 、「歴史」と題するセクションを保持し、そのタイトルを保持し、それにタイトルページに与えられ
たとして、修正版の、少なくともタイトル、年、新しい著者、および出版社を明記のアイテムを追加
します。文書で「歴史」と題した章が存在しない場合は、そのタイトルページに与えられたとして、
文書のタイトル、年、著者、および出版社を述べるものを作成し、その後、前の文で述べたように、
改変版を記述する項目を追加します。

10. もしあれば、ネットワークの場所を保存する、パブリックドキュメントの透明コピーへのアクセス、
およびそれが基づいていた以前のバージョンのドキュメントに与えられ、同様に、ネットワークの場
所のために文献で示さ。これらは、「履歴」セクションに配置することができます。あなたは、4年
前に、文書自体、少なくとも出版された仕事のためのネットワークの場所を省略することができ、ま
たはそれが参照するバージョンのオリジナルの出版社は、許可を与える場合。

11. 「謝辞」または「献呈」と題された任意のセクションは、セクションのタイトルを保持し、セクショ
ンの寄稿者の肯定応答および/またはその中に与えられた献呈の各々の全ての物質とトーンを維持し
ます。

12. その本文および題名を変更せず、ドキュメントのすべての不変のセクションを保持します。章番号や
それに相当するものは、セクションタイトルの一部とはみなされません。

13. 「裏書」と題されたいずれかのセクションを削除します。このようなセクションは、修正版には含ま
れないことがあります。

14. 「裏書」または任意の不変セクションとのタイトルで競合する権利を有することに任意の既存のセク
ションを改称しないでください。

15. 任意の保証免責を保存します。

修正版はセカンダリセクションとしての資格やドキュメントからコピーされた何の材料を含まない新しい
フロントマターセクションまたは付録が含まれている場合、あなたはあなたの選択で不変として、これら
の一部または全部を指定することができます。これを行うには、改変版の利用許諾告知における変更不可
部分のリストに自分のタイトルを追加します。これらのタイトルは、他のセクションのタイトルは区別し
なければなりません。

あなたは、「推薦の辞」と題されたセクションを追加します。例えば—それは、様々な関係者によってあな
たの改変版の推薦しか含まれていない提供し、ピアレビューのステートメントまたはテキストは、標準の
権威ある定義として組織によって承認されたことがあり。

あなたは改変版でカバーテキストのリストの最後に、バックカバーテキストとして、最大 5つのフロントカ
バーテキストなどの単語、および最大 25ワードの通路の通過を追加することができます。フロントカバー
テキストとバックカバーテキストの 1の唯一の通路はによって（またはによって行われた取り決めにより）
いずれかのエンティティを添加してもよいです。ドキュメントが既に同じカバーするためのカバーテキス
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トが含まれている場合は、以前にあなたによってか、の代わりに動作している同じエンティティによって
行われた配置で追加された、あなたは別のものを追加することはできません。しかし、あなたは、古い文
を加えた以前の出版者からの明示的な許可に、古いものを置き換えることができます。

ドキュメントの作者と出版社（単数または複数）は、このライセンスによってのための宣伝のために自分
の名前を使用するか、いずれかの修正版の裏書を主張または暗示する許可を与えることはありません。

** 5。**書類を組み合わせます

あなたは無修正、改変版に関して上記のセクション 4で定義された条件の下で、あなたは組み合わせて、オ
リジナルの文書のすべての不変のセクションのすべてが含まれていることを提供し、このライセンスの下
で発表された複数の文書を結合し、それらをすべてリストアップしますその利用許諾告知にご組み合わせ
た作品のように不変のセクション、すべての彼らの保証の免責事項を保持しています。

結合後の著作本ライセンスのコピーが含まれているのみ必要とし、複数の同一の不変のセクションは、単
一のコピーで置き換えることができます。同じ名前が異なる内容の変更不可部分が複数ある場合は、括弧
内に、それの最後に追加することによって、そのような各セクション独特のタイトルを作る、そのセクショ
ンの原作者や出版社の名前は、他の知られている場合、または一意の番号。結合後の著作物の利用許諾告
知における変更不可部分の一覧で、章の題名に同様の調整を行います。

組み合わせでは、「歴史」と題する一つのセクションを形成し、様々なオリジナルの文書で「履歴」と題さ
任意のセクションを結合しなければなりません。同様に、「謝辞」、および「献呈」と題されたいずれかの
セクション題さ任意のセクションを兼ね備えています。あなたは「推薦の辞」と題され、すべてのセクショ
ンを削除する必要があります。

** 6。ドキュメントのコレクション**

ドキュメントおよび本ライセンスの下でリリースされ、他の文書からなるコレクションを作成し、コレク
ションに含まれている単一のコピーと様々な文書では、このライセンスの個々のコピーを置き換えること
ができ、あなたがこのライセンスの規則に従うことを提供他のすべての点での文書の各逐語的にコピーし
ます。

あなたは、このようなコレクションから単一のドキュメントを抽出し、そしてあなたが抽出された文書に
は、このライセンスのコピーを挿入して、このライセンスの下で個別に配布し、その文書の逐語的なコピー
については、他のすべての点で本ライセンスに従うことができます。

**7。独立した作品で AGGREGATION **

編集から生じた著作権は法律上の権利を制限するために使用されていない場合は、他の別個の独立した文
書や作品で、またはストレージまたは配布媒体のボリューム上のドキュメントまたはその誘導体のコンパ
イルは、「集約」と呼ばれています個々の作品は許可している以上、コンパイルのユーザーの。ドキュメン
トが集計に含まれている場合は、このライセンスは、ドキュメントの派生物そのものではありません総額
で他の作品には適用されません。

セクション 3のカバーテキスト要件ドキュメントのこれらのコピーに適用可能である場合文献は、全体集
合体の半分未満である場合、次に、ドキュメントのカバーテキストは、集合内の文書を囲むカバー上に配
置されてもよい、またはカバーの電子同等の文書は、電子形式である場合。そうでなければ、彼らは全体
の集計を一括印刷カバーの上に表示される必要があります。

8. 翻訳

翻訳は変更の一種と考えられているので、あなたは翻訳で不変のセクションを交換部 4の条件の下でのド
キュメントの翻訳を配布することが彼らの著作権者からの特別な許可が必要ですが、あなたは、に加えて、
一部またはすべての不変のセクションの翻訳を含むことができこれらの不変のセクションの元のバージョ
ン。あなたはまた、本ライセンスのオリジナルの英語版およびそれらの通知および免責事項の元のバージョ
ンが含まれていることを提供し、このライセンスの翻訳、およびドキュメント内のすべてのライセンス通
知、および任意の保証免責事項を含むことができます。翻訳と本ライセンスまたは通知または免責条項の
オリジナルバージョンとの間に食い違いが生じた場合は、元のバージョンが優先されます。

文書内のセクションは、「謝辞」、「献呈」と題された、または「履歴」である場合、要件（セクション 4）は
そのタイトル（セクション 1）を維持するために、典型的には実際のタイトルを変更する必要があります。

** 9。終了**

あなたは、コピー、改変、サブライセンス、または明示本ライセンスの下で提供以外のドキュメントを配
布することはできません。そうでない場合は、コピー、改変、サブライセンス、またはそれを配布しよう
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とすると無効となり、かつ自動的に本ライセンスの下であなたの権利を終了します。

あなたがこの契約書のすべての違反をやめる場合は、その後、特定の著作権者からライセンスは、著作権
者が明示的に、最終的には永久ライセンス、および（B）を終了しない限り、とまでは（a）の仮、著作権
者が失敗した場合復活さ中止後 60日前にいくつかの合理的な手段で違反を通知します。

著作権者は、いくつかの合理的な手段で違反を通知した場合また、特定の著作権者からライセンスを永続
的に復活され、これはあなたがその著作権者から（すべての作業のための）本ライセンスの違反の通知を
受けたのは初めてで、そしてあなたは、予告のあなたの受領後 30日前に違反を治します。

このセクションの下であなたの権利の終了は、このライセンスの下であなたから複製や権利を受け取った
当事者のライセンスは終了しません。あなたの権利が終了し、恒久的に回復いないされている場合は、同
じ材料の一部または全部のコピーの受領はあなたにそれを使用する権利を与えるものではありません。

** 10。本契約の将来の改訂**

フリーソフトウェア財団は、随時 GNU Free Documentation Licenseの新しい、改訂版を出版することがで
きます。このような新しいバージョンは、現在のバージョンとその精神においては似ていますが、新たな
問題や懸念に対処するために細部では異なることがあります。http://www.gnu.org/copyleft/を参照してくだ
さい。

ライセンスの各バージョンは、バージョン番号によって区別を与えています。ドキュメントは、本ライセン
スの特定の番号のバージョン「またはそれ以降のバージョンが」それに適用され、あなたがその指定され
たバージョンのか、と（いない出版されている任意の以降のバージョンのいずれかの条件を次のオプショ
ンを持っていることを指定した場合フリーソフトウェア財団によって草案）。文書が本ライセンスのバー
ジョン番号が指定されていない場合は、フリーソフトウェア財団によってかつてない（ないドラフトとし
て）発行されたバージョンを選択することができます。ドキュメントがプロキシは、このライセンスの将
来のバージョンを使用できるかを決定できるように指定した場合は、バージョンの受け入れのそのプロキ
シの公開声明は、恒久的にドキュメントのために、そのバージョンを選択するように許可します。

11. リリース

「大規模なMultiauthorコラボレーションサイト」（または「MMCサイト」）は、著作権の作品を公開して
任意のワールド・ワイド・ウェブ・サーバーを意味し、また、それらの作品を編集するために誰のための
著名な施設を提供します。誰もが編集できることを公共の wikiは、サーバーの一例です。サイトに含まれ
る「大規模なMultiauthorコラボレーション」（または「MMC」という。）をMMCサイトで公開著作権保
護作品の任意のセットを意味します。

「CC-BY-SAは」クリエイティブ・コモンズ・コーポレーション、非営利、カリフォルニア州サンフラン
シスコに主たる営業所を持つ企業だけでなく、その将来のコピーレフトのバージョンによって公開クリエ
イティブ・コモンズ表示 -継承 3.0ライセンスを意味し、その同じ組織によって発行されたライセンス。

「組み込む」、別の文書の一部として、全体的または部分的に、公開またはドキュメントを再発行すること
を意味します。

MMCは、それが本ライセンスの下でライセンスされている場合、「再ライセンスの対象」であり、すべて
の作品は、MMCに最初にこのMMC以外の場所に本ライセンスの下で公開され、その後、全体的にまた
は部分的に組み込まれたものならば、（1）無ましましたテキスト又は不変セクションをカバーし、そして
（2）このようにして前 2008年 11月 1日に組み込まれました。

MMCサイトの運営者は、2009年 8月 1日前の任意の時点で、同じサイト上の CC-BY-SAの下のサイトに
含まれるMMCを再発行MMCが再ライセンスの対象となり提供することがあります。

補遺：あなたの文書のために、このライセンスを使用する方法

文書内のライセンスのコピーを含め、あなたが書かれている文書で、このライセンスを使用すると、ちょ
うどタイトルページの後に、次の著作権およびライセンス通知を配置するには：

Copyright YEAR YOUR NAME.
Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.3
or any later version published by the Free Software Foundation;
with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover Texts.
A copy of the license is included in the section entitled "GNU
Free Documentation License".
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あなたは不変のセクションを持っている場合は、フロントカバーテキストとバックカバーテキストは、「テ
キスト...と。」置き換えますこれに伴い：

with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.

あなたがカバーテキストのない不変のセクション、または 3の他のいくつかの組み合わせを持っている場
合は、状況に合わせて、これらの二つの選択肢をマージします。

あなたの文書は、プログラムコードの自明でない例が含まれている場合は、私たちはフリーソフトウェア
での使用を可能とするために、GNU一般公衆利用許諾契約書として、フリーソフトウェアライセンスの選
択の下で並行してこれらの例を解放することをお勧めします。
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